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例 言
１．本書は、国土交通省北海道開発局釧路開発建設部が行う根室道路事業に伴い、公益財団法人北海

ね むろ し おん ね とう

道埋蔵文化財センターが平成２９年度に実施した、根室市温根沼２遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書

である。

２．温根沼２遺跡の地番は、北海道根室市温根沼２７１番２外である。

３．調査は第２調査部第２調査課が担当した。

４．本書の執筆はⅤ章を除き、笠原 興、影浦 覚、阿部明義、広田良成が行い、編集は影浦が行っ

た。執筆者については、文末に（ ）で氏名を記してある。遺構の事実記載はすべてに執筆者を記

載したが、遺物の記載等で同一執筆者が連続する場合は、その連続の最後、あるいは章・節の最後

に記名した。掲載遺物に関する記載は、金属製品（広田）を除き、すべて影浦である。

５．現地調査で作成した図面の整理は影浦・阿部、遺物整理は影浦が担当した。

６．現地調査での写真撮影は各調査員が行い、整理は阿部、室内での写真撮影は第１調査部第１調査

課中山昭大の助力を得た。

７．石器の石材鑑定は一部、第２調査部第３調査課立田理の助力を得た。

８．各種分析・鑑定については、下記に委託した。Ⅴ章にその結果を掲載してある。

放射性炭素年代測定：株式会社加速器分析研究所

黒曜石産地同定：株式会社パレオ・ラボ

炭化樹種同定：株式会社古環境研究所

炭化種実同定：パリノ・サーヴェイ株式会社

動物遺存体同定：株式会社パレオ・ラボ

岩石学的分析：アースサイエンス株式会社

鉄製品分析：岩手県文化振興事業団

９．調査報告終了後の出土遺物は、根室市教育委員会で保管される。

１０．調査にあたっては、下記の諸機関および諸氏に御協力、御指導をいただいた（順不同、敬称略）。

北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課、根室市教育委員会

根室市歴史と自然の資料館：猪熊樹人・福田光夫・前田 潮



記号等の説明
１．遺構の呼称について

（１）遺構名は略号（Ｈ：竪穴住居跡、Ｐ：土坑、Ｓ：集石、Ｆ：焼土、ＦＣ：フレイク集中）の前

に基本層序名を付して表した。なお、土器集中に略号は用いなかった。

ⅢＨ：Ⅲ層の竪穴住居跡 ⅢＰ：Ⅲ層の土坑 ⅢＳ：Ⅲ層の集石 ⅢＦ：Ⅲ層の焼土

ⅢＦＣ：Ⅲ層のフレイク集中

ⅤＨ：Ⅴ層の竪穴住居跡 ⅤＰ：Ⅴ層の土坑 ⅤＳ：Ⅴ層の集石 ⅤＦ：Ⅴ層の焼土

２．遺構図等について

（１）土層の表記は自然層位（基本層序）がローマ数字、遺構の層位がアラビア数字である。

（２）土色の判定には、『新版 標準土色帖』２６版（小山・竹原１９９７）を用いた。

（３）テフラについては、以下の略号を用いたところがある。

Ta−a：樽前 aテフラ Ko−c２：駒ヶ岳 c２テフラ Ma−f～j：摩周 f～jテフラ

（４）平面図の方位は座標北（方眼北）を示す。

（５）縮尺は原則として４０分の１であるが、土器集中では異なるものがある。いずれもスケールを付

してある。なお、調査区の土層図は６０分の１である。

（６）平面図の「＋」はグリッドラインの交点で、傍らのアルファベット‐アラビア数字はグリッド

名を表す。グリッドの見方はⅢ章１（１）に記載している。

（７）平面図の「・」付きアラビア数字は、その地点の標高を表す（単位：m）。

（８）土層図・遺構図では、遺物やテフラを表すのに以下の記号を用いたところがある。

Ｐまたは●：土器 Ｆまたは▲：�片・�片石器 Ｓまたは■：礫

Ｃ：炭化木片 ｔ：テフラ

（９）土層説明では土の混在度合の多少を「＞」で表したところがある。

（１０）遺構の規模は以下のように示した。一部が失われているものは現存長に「（ ）」を付し、計測

できないものは「―」で示した。

「上端の長径×短径／下端の長径×短径／最大深（最大厚）」（単位：m）

３．遺物図について

（１）縮尺は原則的に、�片石器・磨製石器・鉄製品が２分の１、復元土器・拓影図・礫石器が３分
の１、台石・石皿類が４分の１である。例外的に、径２０㎝を超える大型砥石を４分の１とした。

一部が失われているものは現存長に「（ ）」を付し、計測できないものは「―」で示した。

（２）復元土器については、復元前と復元後に重量を計測した。実重量と復元重量として記載してい

る（単位：kg 小数点以下第二位）。残存状況に応じて、器高、体積高、口径、底径を計測した。

体積高とは、液体が入る範囲の器高（突起部や高台を除く）である。また、ほぼ完形復元できた

ものについては、容量を量っている（単位：L 小数点以下第一位）。復元土器の中にシリカゲル

を充填し、３，０００mlのポリプロピレン手付きビーカーに移し替える方法で計量した。

（３）内面実測をした復元土器について、○を十字で四分割した記号「○」を用いて内面の実測範囲

を太線で示した。記号は土器の上面観を表したもので下部中心が正面中心である。

（４）石器等の計測値は以下のように示した。欠損部分がある場合は現存長に「（ ）」を付して示し

た。「最大長×最大幅×最大厚」（単位：㎝）

（５）石器実測図に付した記号で、∨－∨は敲打痕、｜←→｜はすり痕を表す。
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１ ⅢＰ－２ＳＰ－１断面（西から）

２ ⅢＰ－２完掘（南から）

３ ⅢＰ－３ＳＰ－１断面（南から）

４ ⅢＰ－３完掘（南から）

５ ⅢＰ－６・７断面（南から）

６ ⅢＰ－６完掘（南から）

７ ⅢＰ－７完掘（南から）
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１ ⅢＨ－９検出（南東から）

２ ⅢＨ－９土器出土状況（西から）
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２ ⅢＨ－９ＨＳ－２検出（東から）
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８ ⅢＨ－９ＨＣ－３検出（南から）
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２ ⅢＨ－９・１４南北断面（南西から）
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３ ⅢＨ－１４ＨＦ－３断面（南西から）

４ ⅢＨ－１４ＨＦ－５断面（北から）

５ ⅢＨ－１４ＨＰ－１断面（東から）

６ ⅢＨ－１４ＨＰ－１４断面（西から）

７ ⅢＨ－１４ＨＰ－１６断面（東から）

８ ⅢＨ－１４完掘・ⅢＨ－１５検出（北から）

図版３１

１ ⅢＨ－１５東西断面（南西から）

２ ⅢＨ－１５南北断面（南東から）

３ ⅢＨ－１５遺物出土状況（北から）

４ ⅢＨ－１５ＨＦ－１検出（西から）

５ ⅢＨ－１５ＨＦ－３断面（南西から）

６ ⅢＨ－１５ＨＦ－２全景（北西から）

７ ⅢＨ－１５ベンガラ検出（東から）

図版３２

１ ⅢＨ－１５ＨＰ－１土器出土状況

（南東から）

２ ⅢＨ－１５ＨＰ－１全景（西から）

３ ⅢＨ－１５ＨＰ－２断面（南西から）

４ ⅢＨ－１５ＨＰ－１２・１３断面（南西から）

５ ⅢＨ－１５完掘（北から）

図版３３

１ ⅢＰ－２６断面（南東から）

２ ⅢＰ－２６坑底ベンガラ・遺物出土状況

（東から）

３ ⅢＳ－１０検出（南から）

４ ⅢＰ－２８完掘（西から）

５ ⅢＰ－１８完掘（南西から）

６ ⅢＰ－１９断面（西から）

７ ⅢＰ－２１断面（南西から）

８ ⅢＳ－３検出（西から）

図版３４

１ ⅢＳ－６検出（北東から）

２ ⅢＳ－１１検出（北東から）

３ ⅢＦ－１断面（南から）

４ ⅢＦ－３断面（南から）

５ ⅢＦ－４断面（南西から）

６ ⅢＦ－５断面（南から）

７ ⅢＦ－６断面（南から）



８ ⅢＦ－７断面（西から）

図版３５

１ ⅢＦ－８断面（南東から）

２ ⅢＦ－９検出（北西から）

３ ⅢＦ－１０検出（南から）

４ ⅢＦ－１１検出（東から）

５ ⅢＦ－１２断面（西から）

６ ⅢＦ－１３断面（南から）

７ ⅢＦ－１４断面（南から）

８ ⅢＦ－１５・ⅢＦＣ－１検出（北西から）

図版３６

１ ⅢＨ－４検出（北西から）

２ ⅢＨ－４掘り上げ土断面（南から）

３ ⅢＨ－４東西断面（南から）

４ ⅢＨ－４南北断面（西から）

５ ⅢＨ－４遺物出土状況（北東から）

６ ⅢＨ－４床面遺物出土状況（南東から）

図版３７

１ ⅢＨ－４ＨＦ－１断面（西から）

２ ⅢＨ－４ＨＰ－１遺物出土状況

（南東から）

３ ⅢＨ－４完掘（北東から）

４ ⅢＨ－４ＨＰ－３断面（南西から）

５ ⅢＨ－４ＨＰ－１６完掘（南から）

６ ⅢＰ－２０全景（西から）

図版３８

１ ⅢＨ－５検出（南西から）

２ ⅢＨ－５掘り上げ土断面（南西から）

３ ⅢＨ－５南北断面（西から）

４ ⅢＨ－５床面遺物出土状況（北西から）

５ ⅢＨ－５遺物出土状況（南西から）

図版３９

１ ⅢＨ－５床面土器出土状況（南西から）

２ ⅢＨ－５ＨＳ－１検出（北から）

３ ⅢＨ－５ＨＳ－２検出（北東から）

４ ⅢＨ－５ＨＳ－３検出（南東から）

５ ⅢＨ－５ＨＰ－４断面（南から）

６ ⅢＨ－５ＨＰ－２０断面（西から）

７ ⅢＨ－５ＨＰ－２２断面（南東から）

８ ⅢＨ－５壁際杭列断面（西から）

９ ⅢＨ－５完掘（南東から）

図版４０

１ ⅢＨ－２検出（南東から）

２ ⅢＨ－２掘り上げ土断面（南から）

３ ⅢＨ－２東西断面（南東から）

４ ⅢＨ－２南北断面（南西から）

５ ⅢＨ－２遺物出土状況（西から）

６ ⅢＨ－２ＨＳ－１出土状況（東から）

図版４１

１ ⅢＨ－２床面検出（北西から）

２ ⅢＨ－２カマド１検出（北西から）

３ ⅢＨ－２カマド１燃焼部検出（北から）

４ ⅢＨ－２ＨＦ－２断面（南東から）

５ ⅢＨ－２ＨＰ－１断面（南西から）

図版４２

１ ⅢＨ－３検出（南東から）

２ ⅢＨ－３掘り上げ土検出（東から）

３ ⅢＨ－３掘り上げ土断面（南から）

４ ⅢＨ－３南北断面（西から）

５ ⅢＨ－３東西断面（南から）

６ ⅢＨ－３遺物出土状況（西から）

７ ⅢＨ－３土器出土状況（北西から）

図版４３

１ ⅢＨ－３カマド１検出（北西から）

２ ⅢＨ－３カマド１燃焼部検出（北西から）

３ ⅢＨ－３カマド２長軸断面（北から）

４ ⅢＨ－３カマド２燃焼部検出（北から）

５ ⅢＨ－３床面検出（西から）

６ ⅢＨ－３ＨＦ－１断面（南から）

７ ⅢＨ－３ＨＰ－８・９断面（西から）

８ ⅢＳ－７検出（南東から）

図版４４

１ 炭窯関連遺構群検出（東から）

２ 炭窯関連遺構群調査状況（南西から）

３ 炭窯関連土坑群断面（西から）

４ 炭窯１断面（西から）

５ 炭窯１断面（南東から）

６ 炭窯１焚口検出（南西から）

７ 炭窯１全景（南から）



図版４５

１ 炭窯２検出（南から）

２ 炭窯２断面（南西から）

３ 炭窯２断面（北西から）

４ 炭窯２炭化材出土状況（南から）

５ 炭窯２焚口検出（西から）

６ 炭窯２煙道断面（東から）

７ 炭窯２完掘（南から）

図版４６

１ 建物跡１完掘（南から）

２ ⅠＰ－９断面（西から）

３ ⅠＳＰ－１断面（西から）

４ ⅠＳＰ－１０杭（西から）

５ 炭窯関連遺構群完掘（南から）

図版４７

１ ⅠＰ－１００馬骨出土状況（南から）

２ Ⅲ層赤色顔料検出（南から）

３ Ⅲ層擦文土器出土状況（北東から）

４ Ⅲ層石槍またはナイフ出土状況（南西から）

５ Ⅴ層縄文早期土器出土状況（南東から）

６ 噴砂断面（西から）

７ 地割れ痕・噴砂検出（西から）

図版４８

１ 調査区南東壁土層断面（西から）

２ 調査区南西側土層断面（南から）

３ 調査区北西壁土層断面（南東から）

４ 調査終了時全景（東から）

図版４９ Ⅴ層遺構出土の土器

図版５０ Ⅴ層遺構出土の石器（１）

図版５１ Ⅴ層遺構出土の石器（２）

図版５２ Ⅴ層包含層出土の土器

図版５３ Ⅴ層包含層出土の石器（１）

図版５４ Ⅴ層包含層出土の石器（２）

図版５５ Ⅲ層遺構出土の土器（１）

図版５６ Ⅲ層遺構出土の土器（２）

図版５７ Ⅲ層遺構出土の土器（３）

図版５８ Ⅲ層遺構出土の土器（４）

図版５９ Ⅲ層遺構出土の土器（５）

図版６０ Ⅲ層遺構出土の土器（６）

図版６１ Ⅲ層遺構出土の土器（７）

図版６２ Ⅲ層遺構出土の土器（８）

図版６３ Ⅲ層遺構出土の土器（９）

図版６４ Ⅲ層遺構出土の土器（１０）

図版６５ Ⅲ層遺構出土の土器（１１）

図版６６ Ⅲ層遺構出土の土器（１２）

図版６７ Ⅲ層遺構出土の土器（１３）

図版６８ Ⅲ層遺構出土の土器（１４）

図版６９ Ⅲ層遺構出土の土器（１５）

図版７０ Ⅲ層遺構出土の土器（１６）

図版７１ Ⅲ層遺構出土の土器（１７）

図版７２ Ⅲ層遺構出土の土器（１８）

図版７３ Ⅲ層遺構出土の土器（１９）

図版７４ Ⅲ層遺構出土の土器（２０）

図版７５ Ⅲ層遺構出土の石器（１）

図版７６ Ⅲ層遺構出土の石器（２）

図版７７ Ⅲ層遺構出土の石器（３）

図版７８ Ⅲ層遺構出土の石器（４）

図版７９ Ⅲ層遺構出土の石器（５）

図版８０ Ⅲ層遺構出土の石器（６）

図版８１ Ⅲ層遺構出土の石器（７）

図版８２ Ⅲ層遺構出土の石器（８）

図版８３ Ⅲ層遺構出土の石器（９）・鉄製品

図版８４ Ⅲ層遺構出土の石器（１０）

図版８５ Ⅲ層遺構出土の石器（１１）

図版８６ Ⅲ層遺構出土の石器（１２）

図版８７ Ⅲ層包含層出土の土器（１）

図版８８ Ⅲ層包含層出土の土器（２）

図版８９ Ⅲ層包含層出土の土器（３）

図版９０ Ⅲ層包含層出土の石器（１）

図版９１ Ⅲ層包含層出土の石器（２）

図版９２ Ⅲ層包含層出土の石器（３）

図版９３ Ⅲ層包含層出土の石器（４）

図版９４ 陶磁器片、ビール瓶、サイダー瓶



Ⅰ章 緒 言

１ 調査要項

事 業 名：一般国道４４号根室市温根沼改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局釧路開発建設部

受 託 者：公益財団法人北海道埋蔵文化財センター
おん ね とう

遺 跡 名：温根沼２遺跡（北海道教育委員会登載番号N‐０１‐３０７）

所 在 地：根室市温根沼２７１番２外

調査面積：４，０４０㎡

受託期間：平成２９年４月１日～平成３１年３月３０日

調査期間：平成２９年５月１１日～平成２９年１０月２７日

２ 調査体制

平成２９年度

理事長 越田 賢一郎

副理事長 中田 仁

事務局長 山田 寿雄

第１調査部長 長沼 孝（常務理事兼務） 第２調査部長 鈴木 信

第２調査部第２調査課 課長 笠原 興（発掘担当者）

〃 主査 影浦 覚（発掘担当者）

〃 主査 阿部明義（発掘担当者）

〃 主査 広田良成（発掘担当者）

平成３０年度

理事長 越田 賢一郎

副理事長 中田 仁

事務局長 山田 寿雄

第１調査部長 長沼 孝（常務理事兼務） 第２調査部長 鈴木 信

第２調査部第２調査課 課長 笠原 興

〃 主査 影浦 覚

〃 主査 広田良成

３ 調査にいたる経緯

一般国道４４号根室道路は、釧路市を起点とし、根室市へ至る総延長１２４㎞の一般国道４４号のバイパス
ほ におい

として、根室市温根沼から穂香を結ぶ延長７．１㎞の区間に計画された自動車専用道路である。平成１１年

度に事業化され、平成１７年度に着工、平成３１年度中の全線開通が予定されている。

工事計画の具体化に伴い、平成１０年１０月１９日に埋蔵文化財保護のための事前協議書が北海道開発局
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釧路開発建設部（以下、釧路開建）から北海道教育委員会（以下、道教委）あてに提出された。平成

１２年９月１２日、根室市教育委員会（以下、市教委）の協力を得て、道教委による埋蔵文化財包蔵地の
ほ におい

所在調査が実施され、同年１１月２１日、釧路開建あてに周知の埋蔵文化財包蔵地である穂香竪穴群の発
ほろ も しり

掘調査が必要であること、新規発見の幌茂尻１遺跡の平坦面については発掘調査とし、隣接する南側

斜面については試掘調査が必要であること、他４か所についても試掘調査が必要であるとの回答がな

された。その後、関係者による協議や試掘調査を経て、（財）北海道埋蔵文化財センターが平成１３～１５
ほ におい

年度に穂香竪穴群、平成１６年度に穂香川右岸遺跡の発掘調査を実施した（北埋調報１７０・１８４・１９８・２１２）。

平成２０年８月８日には、温根沼付近の路線変更に伴い、埋蔵文化財保護のための事前協議書が釧路

開建から道教委あてに提出された。同年１０月２３日、市教委の協力を得て、道教委による埋蔵文化財包

蔵地の所在調査が実施され、同年１２月１７日、釧路開建あてに変更区域での試掘調査が必要であるとの

回答がなされた。試掘調査実施の条件が整った平成２７年１２月１６・１７日、道教委の試掘調査によって、

変更区域に温根沼２遺跡、温根沼３遺跡が確認され、同月２４日、釧路開建あてに両遺跡の発掘調査（温

根沼３遺跡の一部は工事立会）が必要であるとの回答がなされた（図Ⅰ－１・２）。

その後、平成２８年度に温根沼３遺跡、平成２９年度に温根沼２遺跡の発掘調査を（公財）北海道埋蔵

文化財センター（以下、センター）が実施することになった。温根沼２遺跡の発掘作業は平成２９年５

月１１日～１０月２７日、整理作業は同年１１月～平成３１年３月にかけて行い、平成３０年度末に調査報告書を

刊行することとなった。 （影浦）

４ 調査の経過

（１）発掘作業
平成２９年２月９日付で、温根沼２遺跡について、工事計画区域にかかる４，０４０㎡の発掘を行うよう道

教委から調査指示（教文博第２９５７号）を受け、それに基づいた調査計画を立てた。

調査区の西側と南側の地形が急傾斜であることや、排土場を確保する事情等を考慮し、調査区を大

図Ⅰ－３ 重機による表土（および一部Ⅳ層）除去範囲区分図

根室市 温根沼２遺跡
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きく三つに分けて調査を行うこととした。すなわち�南側斜面部と、�西側斜面部と、�北側平坦部
に分け、それぞれに表土と、Ⅲ層調査後のⅣ層（摩周テフラ）を、重機主体で除去する計画である。

重機等による無遺物層の掘削作業と方眼杭の打設作業は都合６回行った。その後、Ⅳ層の堆積状況の

違いなど調査状況の実態に応じて、若干の計画修正を行っている。具体的には、北側の台地上平坦部

についておおむね２７ラインを境にそれ以東の�東側緩斜面部を別に重機で表土除去し、代わりに摩周
テフラの堆積が薄いエリアや、Ⅲ層の遺構が密集している北側の台地上に関しては、Ⅳ層を手掘り掘

削するなどの変更である（図Ⅰ－３）。以下、発掘作業を時系列で述べる。

最初の重機による表土の掘削は、南側の急斜面部�を対象に平成２９年４月２５～２８日に行った。斜面
部には径の太い切り株が何か所も点在しており、表土だけでなくそれらの切り株の抜根も必要であっ

た。しかし、斜面下の低地には近接して無名沢が流れており、それが数１００mで海に注ぐことから、土

砂流出による汚染を防護する必要があった。そこで、重機作業に着手する前に土砂流出防止策として、

表土除去作業を委託した伊藤建設株式会社に沢際部分の土嚢積みを依頼した。この時点では、もっと

も沢が調査区に近接している部分にのみ重点的に施した暫定的な緊急措置であったが、本調査開始後

も発掘作業員に引き継ぎ、最終的には沢沿いに隙間なく土嚢堤防を連ねた。５袋６袋を高積みし、崩

れないよう断面台形状にしたが、これは、斜面部の排土を上に持っていくことが困難であったため、

斜面下と沢の間の平場を借地して排土場とした事情にもよる。調査終了前に借地の排土はすべて重機

で除去、積み上げた土嚢も借地にかかる部分はすべて人力で解体、現況回復した。

重機で南側斜面部�の表土を除去した後は引き続きその範囲内のⅢ層上面に方眼杭を打設し、当初
計画通り５月１１日から当該範囲のⅢ層調査に着手した。

５月２４日、２５日に西側斜面部�の表土除去を行い、５月３０日には西側斜面部のⅢ層調査にも入った。
西側斜面部はⅣ層の堆積が薄かったため、人力でこれを除去した。引き続き同地区のⅤ層の調査を行

い、多くの遺物が出土した斜面上のⅤP－８を除き、６月いっぱいでほぼ調査を終了した。

６月７日～１４日にかけて南側斜面部�のⅣ層を重機で除去し、西側斜面部�のⅤ層調査と並行する
形で６月後半に南側斜面部のⅤ層調査も行った。

西側、南側とも斜面部は遺構・遺物が希薄であったため、比較的スムーズに作業は進展した。そこ

で６月２９日・３０日に北側平坦部�の表土除去を行った。当初計画では東側の緩斜面部�も併せて表土
除去する計画であったが、調査区内まで車を入れて測量機材等を搬出入することが可能であったこと

から、進入路から続く２７ライン以東の範囲は秋まで表土を残すことにした。

北側の平坦部�は、擦文文化期の竪穴住居跡を中心に住居跡が想定されるくぼみが現地表面に数か
所あり、地形的にも遺構の検出がもっとも予想されたエリアであった。表土除去後に清掃作業を行い、

全体を写真撮影後、竪穴がくぼみとして残っている住居跡から順次調査に着手した。並行してグリッ

ド単位での包含層調査にも着手した。基本的に包含層調査は南側から北側へ向かう形で進めていった。

南側斜面部�のⅢ層を調査した際に、遺構の半分が表土を除去していない北側台地部�に及んでいる
ものが境界線のhライン上に複数あったため、その続きを優先して行う必要性があったことと、調査が

終了した南側斜面部�も排土捨て場にしたためである。
北側平坦部�については、南側の斜面部においても西側の斜面部においても遺物の出土が非常に希

薄であったことから、当初の見込みほどには遺構が存在しないのではないかと予想されもした。しか

し、包含層調査を進めるにつれて、竪穴住居跡、土坑を中心に次々と新規遺構が検出され、それに連

動するようにして包含層出土の遺物も増加した。これらの遺構にはおびただしい量の炭化材を検出し

た焼失住居跡（ⅢH－１）や、炉や焼土を中心に焼骨等動物遺存体を検出したものがあった。状況に応
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じて、図化、測量、写真撮影を行い、土ごと採取して、水洗選別作業を行っている。また、擦文文化

期の住居跡ではカマド跡から土壌を採取し、炭化種実の採取を目的としてフローテーションを行った。

８月に入ると遺構調査範囲以外のⅢ層が大半掘り下がってきて、着手している遺構の調査が終わら

ないと掘削に人を入れられない状況になった。このためお盆休み後の８月１７日に急遽、２７ライン以東

の東側の地区�についても重機による表土除去を行った。８月下旬以降は、北側の平坦部分�の遺構
調査と、東側の緩斜面部�における包含層調査を併行する形で作業を展開した。
９月以降は、台風を初め、雨の日が多くなった。９月１８日月曜日は敬老の日で祝日であったが、台

風１８号の直撃で、道東方面へ向かう鉄道・バスが全て運休になり、この日根室入りして前泊する予定

であった調査員２名が現地入りできない事態となった。この影響で翌１９日は作業中止となっている。

１０月も依然として雨の日は多い傾向にあり、新規の遺構が検出し続けた。Ⅲ層の調査が終了したと

ころと遺構調査を継続しているところとがモザイク状になっていたことから、Ⅳ層を人力で除去し、

Ⅴ層の調査も併行して進めた。調査の進捗状況が明らかに計画よりも遅れていたことから、１０月２１日・

２２日の土曜・日曜を平日同様の作業日とした。さらに２６日であった雇用満了日も２７日まで延長するこ

とで遅延の回復をはかり、現地作業を終えた。

最終週は遺構調査に関わる作業員以外は現場作業を引き上げ、撤収に向けた発掘道具・器材の水洗・

整備等の作業を進め、併せて遺物水洗と一次整理の残りを行った。

調査範囲の埋め戻し作業は、現地調査の翌週に行われた。１１月１日・２日の日程で調査員１名が現

地へ赴き、埋め戻しの状況を確認している。

（２）整理作業
現地での整理作業は、主に雨天等で発掘作業が困難な日を利用しながら行った。作業内容は遺構図

の点検、現像（外部委託）したフィルムの整理、水洗フルイ選別、遺物の水洗・乾燥・分類・重量計

測・遺物カードの作成・台帳記載等である。台帳記載は、遺構出土のものは遺構ごと、発掘区出土の

ものはグリッドごとに分けて行った。出土位置、層位、型式ないし器種、点数、重量、出土年月日等

を記録している。礫・被熱礫は、重量などを計測し、台帳記載後、一部の有意性のあるものを除き、

現地で廃棄した。

平成２９年１１月から平成３１年３月にかけては、引き続き江別市内にあるセンターで二次整理作業を行っ

た。主な作業内容は、遺物への注記、土器の接合・復元、石器等の接合、分析試料の選び出し、掲載

遺物の実測・トレース・写真撮影、土器片の採拓と断面実測・トレース、集計、遺構図面調整、図版

作成、収納等である。現地で作成した遺物台帳をパーソナル・コンピューターによりマイクロソフト・

エクセルに入力し、注記作業を行ってから、接合ならびに復元作業に着手した。

なお、平成２９年１２月に年代測定試料を株式会社加速器分析研究所に、炭化樹種同定を株式会社古環

境研究所に、鉄製品分析を岩手県文化振興事業団に、平成３０年１月には珪化岩の岩石学的分析をアー

スサイエンス株式会社に発送し、平成３０年３月下旬に分析結果を受け取っている。さらに平成３０年５

月には黒曜石産地同定と動物遺存体同定を株式会社パレオ・ラボに、炭化種実同定をパリノ・サーヴェ

イ株式会社に委託発送した。炭化種実同定の分析結果は平成３０年８月に、黒曜石産地同定の分析結果

は平成３０年９月、動物遺存体同定は平成３０年１１月に受け取っている。

（影浦）
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Ⅱ章 遺跡の位置と環境

１ 遺跡の位置と地形・地質

（１）遺跡の位置（図Ⅱ－１、３・４）
遺跡が所在する根室市は北海道最東部にある。太平洋に突き出た根室半島の全域と、内陸部は半島

あっとこ はぼ

付け根から３０�ほど西の厚床地区まで及ぶ東西に細長い市域で、面積は５０６．２５�（北方領土である歯
まい の さっ ぷ べっ

舞群島の約１００�を含む）である。東端は離島を除いた日本の最東端でもある納沙布岬で、北西部は別
かい はまなか

海町、南西部は浜中町と接している。

根室市は根室振興局の所在地であり、道東地方の中核市である釧路市との距離は約１２０㎞である。平

成２８（２０１６）年における人口は約２７，０００人。根室振興局の市町村では最も多いものの、近年は周辺の

多くの市町村と同様、人口減少が続いている。

今回調査を行った温根沼２遺跡は、根室市街地から南西９㎞の海岸段丘上に立地する。根室半島の

付け根部分に大きく湾入している温根沼の北東部に位置する。

遺跡名でもある温根沼（おんねとう）は道東地域の沿岸部に多くみられる海跡湖のひとつで、約６，０００

年前の温暖化にともなう縄文海進によって形成された。その名称は「大きい・沼」を意味するアイヌ

語の「オンネ・トー」に由来する。高度１．０m、最大水深６．７m、平均水深１．２m、湖面積５．５１�、周囲
約１５㎞の浅い汽水湖で、根室市内では風蓮湖（面積５９．０１�）に次ぐ大きな湖である。南側においてオ

みおすじ

ンネベツ川から流入し、北側にある幅５００mほどの湾口部を経て海に注ぐ。流出口の周辺は澪筋註以外が

浅瀬で、干潮時には沖合まで直線距離で１．５�ほども干潟が現れる。
今回の調査範囲は、海岸段丘面の縁辺から無名の沢付近の低地部にかかる部分である。調査区の西

側と南側は無名沢に向かって２０～３０度ほどの傾斜地となっており、南西部の無名沢に接した低地部分

が標高４m前後、北側から東側の台地上は標高１０～１８mである。段丘面上は西から東に向けて徐々に高

くなる緩斜面をなしており、東側に隣接する温根沼３遺跡に近い調査区の東端部分が標高１８m付近と

もっとも高い。 （影浦）

註 浅瀬の川や海の中で船が通れるようになっている水路状の深み。温根沼では、南のオンネベツ川からの澪筋

が、湾口部まで蛇行しながら中心部を南北に貫いている。また、温根沼の漁港から沖合へ出る澪筋もある。

（２）地形と地質
根室市内の地形は、半島内部では標高２０～４０mのなだらかな平坦面を形成している場所が多い。これ

らの平坦面は礫層が発達していることから段丘と捉えられる。大きくみると、半島中央部において東

北東―西南西方向にのびるなだらかな脊梁状の高まりとしてみられる分水嶺的な高位段丘面と、そこ

から南北の海岸線に向けてそれぞれ傾斜する段丘面との高低２段に区分されるが、さらに細かくみる

と海抜１０～１５m、１７～２５m、３０～４０m、４０～５０mに分かれ、それらの境はそれぞれ極めてなだらかに起

伏し転換する。段丘の境界がなだらかになっている理由は、地表面が激しい風食作用を受けている上、

摩周テフラを主とする火山灰層で厚く覆われているためである。標高４０～５０mの面は根室市街から花咲、

落石へ、西南から西方へと細長く続いており、温根沼の東部で膨らみ、太平洋側に向けて広がりを見

せる。続く標高３０～４０mの面は、標高４０～５０mの面と同様の分布を示すものの半島の東方において狭く
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なり、西南方向で広がっている。１７～２５m及び１０～１５mの低位段丘面は、風蓮湖方面で発達し、根室半

島北岸一帯から納沙布岬に向けて海岸沿いに続いており、遺跡が多く立地する面にもなっている。太

平洋側では桂木方面で認められるが、それ以西の海岸沿いにはみられない（松井・吉元１９８７）。なお、

根室半島のつけ根から厚床方面にかけての内陸部では、さらに高い標高６０～８０mの段丘も分布している

が、こうした高い段丘は根室半島内においてはみられない。

エリアごとに段丘の高低差はあるものの、半島全体を通して低位段丘が沿岸部までせり出している
きゅうがい

ため、海岸線は急崖を形成しているところが多い。

根室半島を構成する台地部分、急崖面として地層が露頭している地質構成物は、上部白亜紀に属す
かんにゅう

る根室層群を主体としており、この地層内に嵌入する塩基性火成岩体（主に粗粒玄武岩）、それらを不

整合に覆う第四紀堆積物からなる。
ちょうぼし おちいし

根室層群は、下位より上位へ向かって、ノッカマップ層・根室層・長節層・落石層・ユルリ層に分

層され、全体N６０°～８０°E・１５°～２５°SEの走行・傾斜を示す単斜構造をとっている。うち、温根沼地域

を含め、半島北岸部に露出しているものはノッカマップ層と根室層（主に下部）である（いずれとも

粗粒玄武岩を嵌入する）。

ノッカマップ層は半島東部北岸のノッカマフ地区周辺に露頭する層で、凝灰質砂岩（礫岩）、集塊岩

および砂岩と泥岩の互層からなる。集塊岩は、玄武岩質安山岩を岩塊として、その間を凝灰岩が埋め

たものが多い。また、この地層には他の地層にはない特徴的なアルコース砂岩がわずかに含まれるこ

とが知られている。アルコース砂岩は多量の斜長石と少量の輝石、角閃石から構成される砂岩である

が、温根沼２遺跡で出土した砥石、特に有溝砥石にアルコース砂岩製のものが確認されている。

根室層は根室層群の中でもっとも厚い層で、その岩相は凝灰質の砂岩と泥岩の互層である。岩相の

特徴から下部・中部・上部に分けられるが、砂岩・泥岩の互層中に凝灰岩質砂岩や凝灰岩、斜長石の

斑晶が目立つ粗粒玄武岩をはさみこんだ下部層が、半島北岸部の主体層である。

遺跡が多く分布する半島の北岸部は標高約１０～１５mほどの段丘面が続く。海岸線は細かい凹凸に富む

が、これは堆積岩層中に火成岩が嵌入している根室層の成り立ちに起因するもので、凸部は火成岩主

体、凹部は堆積岩主体となっている。半島周辺の海上には岩礁・暗礁も多く点在して波に洗われなが

ら隠顕しているが、これらの大部分も火成岩類で構成されたものである（長谷川・三谷１９５９）。

上述したように根室半島の海岸部は河川等によって開析された河口部、あるいは汽水湖の湾口部を

除いて急崖をなしているところが多いが、温根沼地区周辺でみると温根沼湾口部の西側（左岸）であ
とうばい

る東梅地区では舌状にせり出た段丘縁において崖が露出している。東側（右岸）は、砂州が約１㎞続

いたのちに、温根沼簡易郵便局裏あたりを起点として急崖地形が東（根室市街方向）へ向けて連なり

だす。砂岩・泥岩の互層を主体とする根室層の堆積状況がよく観察され、礫石器の素材や炉石として

しばしば見られた板状の泥岩は、崖下のところどころで崖錐状に堆積し、崖下の海岸においても広く

散乱、被覆している状況が確認できた。
ほろ も しり ほ におい

なお、温根沼の西に位置する東梅地区の崖下、温根沼地区、さらに東の幌茂尻、穂香、西浜町等の

崖下を踏査した際には、いずれの場所においても風が吹きつけるたびに、小礫が崩落していた。また、

東梅地区では崖上の遺跡のものと考えられる黒曜石製のスクレイパーを崖下の浜で採取している。遺

跡が形成された数千年単位の昔には、海岸線が現在よりもいくぶん沖寄りにあったのかもしれない。

根室半島北岸部は、全体に砂浜が少ない地域である。砂浜が形成されているところは、汽水湖等の

湾口部周辺、海が湾入して入江状になっているところ、小河川や沢の河口付近である。海岸は、粗粒

玄武岩を主とする磯・礫浜がほとんどで、部分的に形成されている砂浜（図Ⅱ－１）は薄い砂層が礫・
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礫浜を覆っている。砂浜の砂は、風蓮湖周辺から温根沼の湾口部にかけては白から灰色の色調が目立

つ（図版Ⅱ－１上段��）が、温根沼地区の崖下から東にかけて輝石の割合が徐々に増え出し、少な
くとも実地踏査した西浜町周辺までは輝石を多量に含んだ黒い砂浜であった。特に幌茂尻地区、ゴミ

焼却場裏の砂浜の砂はほとんどが輝石である（図版Ⅱ－１下段��）。根室半島内で出土している土器
には輝石の砂粒を混和したものがしばしばみられるが、その有力な供給源と考えられる。

根室層群の上部は、段丘礫層、火山灰、ローム、および腐植土からなる第四紀層が堆積して、現地

表面に至る。調査区の土層では、約４０㎝の層厚でMa－f～jと呼ばれる摩周起源の火山灰層がみられる。

この火山灰は現在の摩周湖である摩周カルデラが形成された約７，６００年前の最後の噴火に由来する噴出

物と考えられている。 （影浦）

図Ⅱ－１ 遺跡の周辺の砂・礫採取位置図
国土地理院発行の５００００分の１地形図「根室南部」「厚床」（平成１４年修正）を改変使用。

図版Ⅱ－１ 遺跡周辺の採取砂
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２ 自然環境

根室市の年平均気温は約７度。特に夏の気温が低いことで知られる。その成因は親潮（寒流）と黒

潮（暖流）の衝突によって太平洋上に発生する濃霧が頻繁に半島部を広く覆うためである。たまたま

調査中の２０１７年７月上旬には３０度近くの日が数日続いたが、これは数年に１度あるかないかの非常に

珍しい例であった。

遺跡周辺の植生は台地上の草地と斜面部の林地、斜面下に広がる無名沢周辺の低湿地からなる。調
はいこんせん

査区内では南側の斜面部と北側の台地上の境、肩部に沿って排根線註１が堤状に連なっていたが、そこを

境にして北側に草地の広がりがある。おそらく整理伐が行われて草地化したとみられる。

草地はアイヌミヤコザサ註２（イネ科）が優勢で、スギナ（トクサ科）、ワラビ（コバノイシカグマ科）、

ヤマドリゼンマイ（ゼンマイ科）、ナガバギシギシ（タデ科）、エゾオオヤマハコベ（ナデシコ科）、エ

ゾエンゴサク（ケシ科）、ヤマブキショウマ（ユキノシタ科）、ナガボノシロワレモコウ（バラ科）、ホ

ザキシモツケ（バラ科）、エゾイヌゴマ（シソ科）、エゾフウロ（フウロソウ科）、オオハナウド（セリ

科）、エゾノシシウド（セリ科）、エゾヤマハギ（マメ科）、クサフジ（マメ科）、ヒロハクサフジ（マ

メ科）、センダイハギ（マメ科）、ノハナショウブ（アヤメ科）、ツリガネニンジン（キキョウ科）、ヤ

マハハコ（キク科）、セイヨウノコギリソウ（キク科）、オオヨモギ（キク科）、チシマアザミ（キク科）、

エゾカンゾウ（ユリ科）、ユキザサ（ユリ科）、バイケイソウ（ユリ科）等がみられる。海に面した崖

縁にはミズナラが何本か点在していたが、いずれも風衝作用を受けた偏形樹であった。

無名沢へ下る斜面部はミズナラ（ブナ科）、ダケカンバ（カバノキ科）、キハダ（ミカン科）等の林

地であった。現地確認に赴いた２０１７年４月中旬にはすでに伐採されており、切り株が点在する状態で

あった。大部分は表土除去の際に重機で除去したが、中には径１mを超えるものも含まれていた。遺跡

から見た周辺林地では、ミズナラ、ダケカンバ、キハダに加え、アカエゾマツ（マツ科）、トドマツ

（マツ科）、カシワ（ブナ科）、カシワモドキ註３（ブナ科）、ハルニレ（ニレ科）、オヒョウ（ニレ科）、

エゾニワトコ（スイカズラ科）、ヤマブドウ（ブドウ科）等が確認できた。そして、これらの林床部で

は、キツリフネ（ツリフネソウ科）、ツリバナ（ニシキギ科）、ハンゴンソウ（キク科）、ヨブスマソウ

（キク科）、アキノキリンソウ（キク科）が見られた。

無名沢周辺の河畔林は、ケヤマハンノキ（カバノキ科）とオノエヤナギ等のヤナギ科植物が卓越す

る。その林床の低湿地はミズバショウ（サトイモ科）が非常に多く、調査開始後の５月上旬には一面

に開花していた。他にヒメスイバ（タデ科）、ナガバギシギシ（タデ科）、ミゾソバ（タデ科）、ヒトリ

シズカ（センリョウ科）、オオバナノエンレイソウ（シュロソウ科）、マイヅルソウ（キジカクシ科）、

ニリンソウ（キンポウゲ科）、エゾトリカブト（キンポウゲ科）、セリ（セリ科）、ドクゼリ（セリ科）

等が確認できた。また、ヤチボウズ（谷地坊主）註４も河畔林の各所に点在していた。

哺乳類では、エゾシカが非常に多く目についた。無名沢（水場）へと続く鹿の踏み分け道も周辺で

複数が確認されている。
しゅんくにたい

鳥類は遺跡に近接する温根沼、風蓮湖、春国岱が非常に多い。日本鳥学会が２０１２年に発行した『日
しゅんくにたい

本鳥類目録』（改訂第７版）によると、日本産鳥類は８１科６３３種であるが、根室市春国岱現生野鳥公園
しゅんくにたい

ネイチャーセンターが風蓮湖・春国岱で確認した野鳥は２０１６年現在５９科３３９種。国内に生息する野鳥の

半数強の種が生息する。

遺跡への飛来を目撃するか、鳴き声を耳にして種を特定できたのは、オジロワシ（ワシタカ科）、

トビ（ワシタカ科）、オオセグロカモメ（カモメ科）、タンチョウ（ツル科）、オオジシギ（シギ科）、
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キジバト（ハト科）、アオバト（ハト科）、カッコウ（ホトトギス科）、ツツドリ（ホトトギス科）、

ホトトギス（ホトトギス科）、アカゲラ（キツツキ科）、コゲラ（キツツキ科）、ハクセキレイ（セキレ

イ科）、ノビタキ（ヒタキ科）、コヨシキリ（ヒタキ科）、カラ類（シジュウカラ科）、アオジ（ホオジ

ロ科）、カワラヒワ（ホオジロ科）程度である。

昆虫は、チョウ目ではキアゲハ（アゲハチョウ科）、カラスアゲハ（アゲハチョウ科）、クジャクチョ

ウ（タテハチョウ科）、クロヒカゲ（ジャノメチョウ科）、ゴマシジミ（シジミチョウ科）等が比較的

多く飛来した。キアゲハなどは主にセリ科植物の花から吸蜜するのが目的で、カラスアゲハはキハダ

の葉に産卵する、あるいはエゾシカ等の尿や獣糞からの吸水が目的で集まったものであろう。クロヒ

カゲはササに産卵するため、また、ゴマシジミはナガボノシロワレモコウ（バラ科）の花に産卵する

ために集まったものと考えられる。ゴマシジミに関しては幼虫がクシケアリに育てられる変わった生

態であるので周辺地にはクシケアリも生息しているであろう。ヒメヤママユ（ヤママユガ科）、ヒサゴ

スズメ（スズメガ科）などの大型蛾、リンゴドクガ（ドクガ科）の幼虫も目にしている。

甲虫目では夏季を通じてオオセンチコガネ（コガネムシ科）を多く見かけた。この糞虫が多い理由

は周辺にエゾシカの糞が多いからである。ほかキクビアオハムシ（ハムシ科）、ハイイロヒョウタンゾ

ウムシ（ゾウムシ科）、ミヤマヒゲボソゾウムシ（ゾウムシ科）、ムネアカオオアリ（アリ科・キツツ

キ類の好物）等を確認している。また、１度だけルリボシカミキリムシ（カミキリムシ科）の飛来を

目にした。

周辺環境に綺麗な水辺が多くあるためブユ（ブヨ）、ヤブカの類は非常に多くが生息していた。気温、

湿度が高めで、朝夕ないし曇り空の日に多く発生する傾向があり、特に６月下旬から９月までは、虫

除けスプレーや蚊取り線香を用意しても、刺されない日はないというほどであった。

（影浦）

註１ 畑（草地）を造成するために伐採した木の切り株や根を堤防状に積み上げたもの。

註２ エゾミヤコザサともいう。雪の少ない太平洋沿岸に多く自生。開拓期の牧野林では冬季における馬の貴重

な食料であった。当遺跡からは、家畜馬１頭が埋葬された土坑（ⅠP－１００）も検出されている。

註３ カシワとミズナラの雑種で、両種が混生するところで開花時期が一致すると受粉する。

註４ 湿原に自生するカブスゲやヒラギシスゲなどのスゲ類が冬の凍結で株ごと地面から持ち上がり、春の雪融

けで根元がえぐられることの繰り返しにより、谷地坊主の名前どおり人のアタマのように形成されたもの。

気温が高いと枯葉がすべて微生物に分解されてしまうため、微生物の運動が不活発な低温過湿の環境が形成

条件である。
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３ 歴史的環境

根室市内では平成３０年現在で３０８か所の遺跡が確認されており、遺跡数は道内の市町村の中でも５番

目に多く、遺跡の分布密度も高い。分布の特徴として、半島部では北側のオホーツク海（根室湾）に

面した海岸線沿いに遺跡が多く、太平洋側の海岸沿いには遺跡が非常に少ない。また、半島以外の内
べっとう が

陸方面（釧路側）をみると、風蓮湖の湖岸および風蓮湖に注いでいる別当賀川沿いに遺跡が多く集中

する傾向が窺われる（図Ⅱ－２・３）。

エリア別で遺跡数を見て行くと、根室半島部北岸域９４遺跡（３０．５％）、風蓮湖沿岸６８遺跡（２２．１％）、
べっとう が

別当賀川流域１１２遺跡（３６．４％）、太平洋岸１３遺跡（４．２％）、内陸２１遺跡（６．８％）である。半島北岸域

と風蓮湖沿岸を広義のオホーツク海沿岸とし、別当賀川流域および内陸の１３３遺跡を除いて、太平洋岸

と対比すると、広義のオホーツク海沿岸１６２遺跡（９２．６％）に対して、太平洋岸は１３か所（７．４％）と

いう割合である。そして、この傾向は各時期を通じて一貫している。寒流と暖流が衝突して混ざりあ

う太平洋沖が濃霧の主な発生源であることや、オホーツク海側（内海的な根室湾側）のほうが、概し

て潮流がゆるやかで、かつ波も穏やかであることなどが、遺跡数の極端な偏差となって表れたのでは

ないかと考えられる。

また、晴天時には温根沼２遺跡から北西方向に、阿寒富士や、雄阿寒岳、雌阿寒岳を一望でき、半

島部北岸域では根室海峡をはさんで対岸に横たわる知床連山や国後島を見渡せる。容易に「山あて」

が可能な地域である。アイヌ文化期以前においては、長距離移動の手段として舟運が大きなウェイト

を占めており、海岸線伝いに移動する、あるいは陸から陸へ最短ルートで渡海する、いずれにおいて

も目印となる山や地形が多いことは重要であったと考えられる。
べっとう が

別当賀川流域に遺跡が多い理由としては、川を遡上してくる食料資源として鮭の捕獲が考えられよ

う。今でも別当賀川にはたくさんの鮭・鱒が遡上している。 （影浦）

根室半島の遺跡の時期については不明なものも多くあるが、縄文時代早期からアイヌ文化期の各時

期がみられる。旧石器時代の遺跡は今のところ確認されていない。遺跡の種別では集落跡が最も多く、

全遺跡数の３分の２以上を占めている。これは埋まりきらない竪穴住居跡などの遺構が、地表からく

ぼみとして確認でき、遺構の存在及び性格を把握しやすいことが理由として挙げられる。集落跡以外

ではチャシ跡、墳墓、貝塚、遺物包含地がみられる。これらの中ではチャシ跡が３５か所と多い。遺跡

の時期は全体の約３分の１が把握されており、その中では縄文時代、アイヌ文化期が多く、その一方

で続縄文時代やオホーツク文化期は少ない。

以下、温根沼２遺跡の周辺遺跡について述べる。周辺の遺跡については分布図（図Ⅱ－２～４）と、

一覧表（表Ⅱ－１）を掲載した。北海道教育委員会の埋蔵文化財周知資料である「埋蔵文化財包蔵地

調査カード」の根室市の分と北海道教育委員会ホームページ内サイト「北の遺跡案内」及び根室市教

育委員会による「根室市埋蔵文化財マップ」等を基に作成した。なお、図中の数字ならびに表中のカッ

コ内の数字は、北海道教育委員会の遺跡登載番号である。

根室市内の国指定史跡は２か所ある。一つは昭和５１（１９７６）年に指定された西月ヶ岡遺跡で擦文文

化期の大小約３５０個の竪穴が密集して分布している。もう一つは昭和５８・５９（１９８３・１９８４）年に指定さ

れた根室半島チャシ跡群（２１～２４・２７・２８・３０・３７・８５・８６他）で、指定チャシは２４を数える。
はっ た うし

また、北海道指定の有形文化財では、考古学資料として平成５年に指定された「初田牛２０遺跡出土

の土偶及び墓坑出土遺物」がある。これらの内容は縄文時代後期の墓坑から出土した石器、石製品、

漆製品や、完形に近い土偶である。道東では土偶の出土例が極めて少ないが、そうした中で副葬品と
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図Ⅱ－２ 根室市内の遺跡分布図（内陸部）
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図Ⅱ－３ 根室市内の遺跡分布図（半島部）
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図Ⅱ－４ 遺跡の位置と周辺の遺跡 国土地理院発行の数値地図５００００分の１（地図画像）
「根室南部」「東梅」「別当賀」「落石」（平成１７年）を使用
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キ
ナ
ト
イ
シ
湾
の
東
岬

１０
m

―
宇
田
川
他
１９
８５
、
川
上
編
１９
８５
、
北
海
道
教
育
委
員
会
１９
８３

国
指
定
史
跡

２４
ア
ツ
ケ
シ
エ
ト
２
号
チ
ャ
シ
跡

チ
ャ
シ
跡

ア
イ
ヌ

根
室
市
西
浜
町
１０
丁
目
２０
６
地
先

海
岸
段
丘
上

１０
m

―
宇
田
川
他
１９
８５
、
川
上
編
１９
８５
、
北
海
道
教
育
委
員
会
１９
８３

国
指
定
史
跡

２６
幌
茂
尻
東
竪
穴
群

集
落
跡

擦
文

根
室
市
穂
香
３７
，４
３
，４
５
，４
８
，６
３

二
つ
の
小
川
に
は
さ
ま
れ
た
舌
状
の
微
高
地
上

５
m

―
２７

ヲ
ー
ナ
イ
１
号
チ
ャ
シ
跡

チ
ャ
シ
跡

ア
イ
ヌ

根
室
市
穂
香
４３
・
同
地
先

海
岸
段
丘
上

１０
m

―
宇
田
川
他
１９
８５
、
川
上
編
１９
８５
、
北
海
道
教
育
委
員
会
１９
８３

国
指
定
史
跡

２８
ヲ
ー
ナ
イ
２
号
チ
ャ
シ
跡

チ
ャ
シ
跡

ア
イ
ヌ

根
室
市
穂
香
４３
・
同
地
先

海
岸
段
丘
上

１０
m

―
宇
田
川
他
１９
８５
、
川
上
編
１９
８５
、
北
海
道
教
育
委
員
会
１９
８３

国
指
定
史
跡

２９
東
和
田
１
竪
穴
群

集
落
跡

不
明

根
室
市
東
和
田
７０

キ
ナ
ト
イ
シ
川
左
岸
台
地
上

２５
m

―
３０

ウ
ェ
ン
ナ
イ
チ
ャ
シ
跡

チ
ャ
シ
跡

ア
イ
ヌ

根
室
市
穂
香
５９
・
同
地
先

海
岸
段
丘
上

１５
m

―
宇
田
川
他
１９
８５
、
川
上
編
１９
８５
、
北
海
道
教
育
委
員
会
１９
８３

国
指
定
史
跡

３３
幌
茂
尻
ポ
ン
ト
マ
リ
竪
穴
群

集
落
跡

縄
文
（
中
期
），

擦
文
（
ト
ビ
ニ
タ
イ
期
）

根
室
市
穂
香
５７
，５
８
，６
０
，６
２

海
岸
段
丘
上

１０
m

―

３４
穂
香
竪
穴
群

集
落
跡

縄
文
（
早
期
・
中
～
後
期
）

擦
文

根
室
市
穂
香
１７
２
―１
，１
７５
，１
８５

ホ
ニ
オ
イ
川
左
岸
台
地
上

１０
m

○
�
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０２
、
�
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
２０
０３
、
�
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０４

３５
温
根
沼
チ
ャ
ル
コ
ロ
モ
イ
東
竪
穴
群

集
落
跡

ア
イ
ヌ

根
室
市
温
根
沼
２

海
岸
段
丘
上

１０
m

―
３６

温
根
沼
チ
ャ
ル
コ
ロ
モ
イ
東
墳
墓
群

墳
墓

ア
イ
ヌ

根
室
市
温
根
沼
２

１０
m

―
３７

チ
ャ
ル
コ
ロ
フ
ィ
ナ
１
号
チ
ャ
シ
跡
チ
ャ
シ
跡

ア
イ
ヌ

根
室
市
温
根
沼
２
，４
・
同
地
先

海
岸
段
丘
上

１０
m

―
宇
田
川
他
１９
８５
、
川
上
編
１９
８５
、
北
海
道
教
育
委
員
会
１９
８３

国
指
定
史
跡

３８
チ
ャ
ル
コ
ロ
モ
イ
西
竪
穴
群

集
落
跡

不
明

根
室
市
温
根
沼
４

海
岸
段
丘
上

１０
m

―
３９

東
梅
１
竪
穴
群

集
落
跡

擦
文

根
室
市
東
梅
４
，８
，１
０
～
１２
，１
７
，２
４
，２
５
，４
４

湿
地
に
続
く
緩
斜
台
地
上

１５
m

―
４０

東
梅
２
竪
穴
群

集
落
跡

擦
文

根
室
市
東
梅
１０
３

温
根
沼
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
の
注
ぎ
口

左
岸
台
地
上

１０
m

―
４１

東
梅
３
竪
穴
群

集
落
跡

擦
文

根
室
市
東
梅
１０
３

海
岸
段
丘
上

１０
m

―
４２

東
梅
風
蓮
湖
口
右
岸
チ
ャ
シ
跡

チ
ャ
シ
跡

ア
イ
ヌ

根
室
市
東
梅
２２
４
―５

風
連
湖
東
梅
側
湖
口
の
国
道
沿
い
の
台
地
上

１０
m

―
７５

穂
香
２
竪
穴
群

集
落
跡

不
明

根
室
市
穂
香
８９

海
岸
段
丘
上

１５
m

―
８０

穂
香
３
竪
穴
群

集
落
跡

不
明

根
室
市
穂
香
１７
５

ホ
ニ
オ
イ
川
左
岸
台
地
上
川
口
よ
り
５０
０

m
上
流

１０
～
２０

m
―

８５
ニ
ラ
ン
ケ
ウ
シ
１
号
チ
ャ
シ
跡

チ
ャ
シ
跡

ア
イ
ヌ

根
室
市
穂
香
７
・
同
地
先

穂
香
の
海
岸
段
丘
上

１０
m

―
宇
田
川
他
１９
８５
、
川
上
編
１９
８５
、
北
海
道
教
育
委
員
会
１９
８３

国
指
定
史
跡

８６
チ
ャ
ル
コ
ロ
フ
ィ
ナ
２
号
チ
ャ
シ
跡
チ
ャ
シ
跡

ア
イ
ヌ

根
室
市
温
根
沼
４
・
同
地
先

温
根
沼
東
方
，
海
岸
段
丘
上

１０
m

―
宇
田
川
他
１９
８５
、
川
上
編
１９
８５
、
北
海
道
教
育
委
員
会
１９
８３

国
指
定
史
跡

１４
５
東
梅
４
遺
跡

遺
物
包
含
地

続
縄
文
，
擦
文

根
室
市
東
梅
１０
３

風
連
湖
岸
台
地
上

１０
m

―
１４
６
東
梅
５
竪
穴
群

集
落
跡

不
明

根
室
市
東
梅
１０
３

海
岸
段
丘
上

１０
m

―
１４
７
長
節
１
遺
跡

遺
物
包
含
地

縄
文
（
早
期
）

根
室
市
長
節
６３
，６
４

海
岸
段
丘
上

１０
m

―
１４
８
長
節
２
遺
跡

遺
物
包
含
地

不
明

根
室
市
長
節
１３
４
，１
３９

長
節
湖
北
岸
台
地
上

１０
m

―
１４
９
長
節
３
遺
跡

遺
物
包
含
地

不
明

根
室
市
長
節
１３
７
―１
・
２

長
節
湖
北
岸
台
地
上

１５
m

―
１５
０
穂
香
４
遺
跡

遺
物
包
含
地

不
明

根
室
市
穂
香
３７
，４
３

海
岸
段
丘
上

１０
m

―
１５
１
穂
香
５
遺
跡

遺
物
包
含
地

不
明

根
室
市
穂
香
２２
，２
３

海
岸
段
丘
上

５
m

―
１５
２
穂
香
６
竪
穴
群

集
落
跡

不
明

根
室
市
穂
香
１０
８

穂
香
川
右
岸
台
地
上

２０
m

―
１５
３
穂
香
７
竪
穴
群

集
落
跡

不
明

根
室
市
穂
香
９２

―１
，９
３

西
月
ヶ
岡
竪
穴
群
と
沢
を
は
さ
ん
で
西
側

３０
m

―
２６
２
温
根
沼
１
遺
跡

遺
物
包
含
地

縄
文
（
晩
期
）

根
室
市
温
根
沼
１２
７
―１

２０
～
２５

m
―

２８
６
東
梅
１
遺
跡

遺
物
包
含
地

縄
文

根
室
市
東
梅
１１
５
―１

温
根
沼
に
面
し
た
小
高
い
台
地

１０
m

―
２９
０
ト
フ
ケ
ナ
イ
遺
跡

遺
物
包
含
地

縄
文
（
晩
期
）

根
室
市
幌
茂
尻
７０

―１
海
岸
台
地
上

２０
m

―
２９
２
穂
香
８
竪
穴
群

集
落
跡

不
明

根
室
市
穂
香
１１
０
―１

３０
m

―
２９
４
東
梅
チ
ャ
シ
跡

チ
ャ
シ
跡

ア
イ
ヌ

根
室
市
字
東
梅
２２
４
―５

海
岸
段
丘

１２
m

―
２９
５
幌
茂
尻
１
遺
跡

集
落
跡

縄
文
，
擦
文

根
室
市
幌
茂
尻
１４
０
―２

低
湿
地
に
面
し
た
緩
斜
面

９
～
１４

m
○

（
公
財
）北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
１７

２９
６
穂
香
川
右
岸
遺
跡

集
落
跡

縄
文
（
中
～
後
期
）

根
室
市
穂
香
１５
０
，１
６３

穂
香
川
右
岸
段
丘
上

７
～
１３

m
○

�
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０５

２９
７
東
梅
２
遺
跡

遺
物
包
含
地

続
縄
文

根
室
市
東
梅
２２
４
―２
・
５
，２
２４

―５
地
先

海
岸
段
丘

１２
m

―
３０
０
キ
ナ
ト
イ
シ
遺
跡

遺
物
包
含
地

ア
イ
ヌ

根
室
市
西
浜
町
１０
丁
目
２１
３

海
岸
台
地
の
切
り
通
し

１０
m

―
猪
熊
２０
１３
、
猪
熊
２０
１５

採
集
遺
物
あ
り

３０
１
関
江
谷
２
竪
穴
群

集
落
跡

不
明

根
室
市
温
根
沼
３４
３
―１

温
根
沼
北
岸
丘
陵
上

１５
m

―
３０
２
関
江
谷
３
竪
穴
群

集
落
跡

擦
文

根
室
市
温
根
沼
３４
３
―１
地
先
国
有
林

温
根
沼
北
岸
丘
陵
上

２０
～
２５

m
―

３０
４
温
根
沼
西
岸
１
竪
穴
群

集
落
跡

続
縄
文
，
擦
文

根
室
市
東
梅
１１
２
―１
地
先
国
有
林

温
根
沼
西
岸
の
台
地
上

１０
～
１２

m
―

３０
６
温
根
沼
東
岸
１
遺
跡

遺
物
包
含
地

続
縄
文

根
室
市
西
和
田
国
有
林
（
１０
０３
林
班
る
小
班
）

温
根
沼
東
岸

東
四
番
沢
左
岸

１０
～
１５

m
―

３０
７
温
根
沼
２
遺
跡

集
落
跡

縄
文
（
早
期
・
中
～
後
期
），

続
縄
文
，
擦
文
，
ト
ビ
ニ
タ
イ
根
室
市
温
根
沼
２７
１
，２
７１
地
先
，
２８
５
，２
９７
，２
９８

温
根
沼
東
岸
段
丘
上

４
～
１８

m
○

（
公
財
）北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
１９
『
根
室
市
温
根
沼
２

遺
跡
』

当
報
告
書

３０
８
温
根
沼
３
遺
跡

遺
物
包
含
地

縄
文
，
オ
ホ
ー
ツ
ク
，

擦
文

根
室
市
温
根
沼
２８
４
―１

温
根
沼
東
岸
段
丘
及
び
斜
面

１５
～
２５

m
○

（
公
財
）北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
１７

表
Ⅱ

―１
周
辺
の
遺
跡
一
覧

根室市 温根沼２遺跡

１６



して出土したことは学術的に極めて重要な事例であると言える。

周辺の遺跡は、オホーツク海側、根室湾に面した段丘上に多くが分布している。遺跡の種別は全体

の傾向と同じく集落跡やチャシ跡が多い。

当遺跡の近辺では平成２８（２０１６）年度に当センターが調査した温根沼３遺跡（３０８）が北東に隣接し、
せき え だに

南西側へ直線距離にして約３００m離れたところには過去に発掘調査が行われた関江谷１竪穴群（７）が
せき え だに せき え だに

ある。また、南東側には関江谷２竪穴群（３０１）と関江谷３竪穴群（３０２）がある。

当遺跡北側の海岸沿いには、温根沼チャルコロモイ東竪穴群（３５）等の集落跡、チャルコロフィナ
きゅうがいべり

１号チャシ跡（３７）等、アイヌ文化期のチャシ跡他が急崖縁に点在している。
とうばい とうばい

温根沼を間にはさんだ西の対岸でも、海岸沿いに東梅１竪穴群（３９）等の集落跡、東梅風蓮湖口右

岸チャシ跡（４２）等のチャシ跡他がみられる。

ほか温根沼周辺では、東側に温根沼東岸１遺跡（３０６）、西側に遺跡範囲が広大な温根沼西岸１竪穴

群（３０４）が、２０００年代になってから相次いで確認されている。
ちょうぼし

時代別でみると、縄文時代の早期では長節１遺跡（１４７）、当遺跡（３０７）と温根沼３遺跡（３０８）、前
せき え だに せき え だに

期では関江谷１竪穴群（７）がある。関江谷１竪穴群は昭和２９（１９５４）年に北海道大学の大場利夫ら

により、竪穴住居跡３軒と貝塚１か所が調査され、出土した縄文時代前期の押型文土器について「温

根沼式押型文土器」が設定された（児玉・大場１９５６）。その後、平成１８～２３（２００６～２０１１）年には、

名古屋大学と根室市教育委員会により、遺跡の測量図作成や昭和２９年に調査した貝塚の再調査が行わ

れている（猪熊・新美２００７他）。
とうばい ほろ も しり

縄文時代中期後半～後期前葉では東梅風蓮湖右岸竪穴群（６）、幌茂尻ポントマリ竪穴群（３３）等が
ほ におい ほ におい

あり、過去に当センターで発掘調査を行った穂香竪穴群（３４）、穂香川右岸遺跡（２９６）および当遺跡

で北筒式土器の時期の集落跡を確認している（北埋調報１７０・１８４・１９８・２１２・３５４）。

縄文時代晩期では温根沼１遺跡（２６２）、トフケナイ遺跡（２９０）がある。
とうばい とうばい

続縄文時代では東梅４遺跡（１４５）、東梅２遺跡（２９７）、温根沼西岸１竪穴群（３０４）、温根沼東岸１

遺跡（３０６）、下田ノ沢式期の集落跡が確認された当遺跡（３０７・本報告）があり、いずれも温根沼周辺

に分布している。
せき え だに

オホーツク文化期は、温根沼周辺では関江谷１竪穴群（７）のみである。
ほろ も しり とうばい

擦文文化期は遺跡数が多く、キナトイシ竪穴群（２０）、幌茂尻東竪穴群（２６）、東梅１竪穴群（３９）、

当遺跡（３０７・本報告）等がある。

また、トビニタイ文化の遺構遺物を今回当遺跡（３０７・本報告）で検出している。

アイヌ文化期については、国指定のチャシ跡としてニランケウシ３号・２号チャシ跡（２１・２２）、ア

ツケシエト１号・２号チャシ跡（２３・２４）、ヲーナイ１号・２号チャシ跡（２７・２８）、ウェンナイチャ

シ跡（３０）、チャルコロフィナ１号・２号チャシ跡（３７・８６）、ニランケウシ１号チャシ跡（８５）があ
とうばい とうばい

る。それ以外のチャシ跡では、東梅風蓮湖口右岸チャシ跡（４２）、東梅チャシ跡（２９４）がみられる。

他に温根沼チャルコロモイ東墳墓群（３６）や集石を伴う墓坑が確認されたキナトイシ遺跡（３００）があ

る（猪熊２０１３・２０１５）。
とうばい せき え だに ほろ も しり

複数の時代が複合する遺跡として、東梅風蓮湖口右岸竪穴群（６）、関江谷１竪穴群（７）、幌茂尻
とうばい

ポントマリ竪穴群（３３）、東梅４遺跡（１４５）、温根沼西岸１竪穴群（３０４）、当遺跡（３０７・本報告）が

挙例される。 （広田・影浦）
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Ⅲ章 調査の方法

１ 発掘調査の方法

（１）グリッドの設定（図Ⅲ－１）

温根沼２遺跡の調査区では、方位を平面直角座標第ⅩⅢ系（世界測地系）に一致させた４mグリッド

を設定した（図Ⅲ－１）。設定に使用した基図は一般国道４４号根室市根室道路の「用地実測図原図（縮

尺１：１０００）」（計画機関：釧路開発建設部）である。遺跡はⅩⅢ系の座標原点より南東側の区画（第

２象限）に位置するので、Ｘの座標値にはマイナス（－）が付く。第２象限では、Ｘの絶対値が原点

から南に向かって、Ｙの絶対値が原点から東に向かって大きくなるため、後述する東西方向のライン

名（アルファベット大文字）は南に向かって順番に並べ、南北方向のライン名（アラビア数字）は東

に向かって数字が大きくなるようにした。なお、方位記号の天は方眼北（座標北）を示す。

試掘結果を受け、温根沼２遺跡・３遺跡が要発掘とされて調査範囲が確定した経緯から、隣接する

両遺跡の調査範囲が収まるようにグリッド設定を行った。このため両遺跡のグリッドは連続している。

東西方向の基線は、平面直角座標（以下、座標）のＹ軸と平行する線のうちＸ軸の－７９，７００を通る

線で、Ａラインと呼称した。Ａラインの南側には同ラインと平行する線を４mおきに引き、それぞれに

アルファベット大文字のライン名を順に付けた。温根沼２遺跡はＺラインの南に及ぶため、アルファ

ベッドは小文字になる。すなわちＺラインの南４mでａライン、さらに平行に４m南でｂラインという

ように順番に付している。

南北方向の基線は、座標のＸ軸と平行する線のうち、温根沼３遺跡の調査範囲にかかるＹ軸の１０２，０００

を通る線を５２ラインとした。５２ラインの両側には同ラインと平行する線を４mおきに引き、アラビア数

字のライン名を付けた。東西方向にのびるアルファベットラインと南北方向にのびるアラビア数字ラ

インを４mおきに直交させることで調査区域に４mグリッドを設定した。

グリッド名は、各グリッドの北西隅で直交する２本のライン名を組み合わせて表す。例えば、ｆ１５

区は、ｆラインと１５ラインの交点より南東側に接する区画の名称である。

方眼杭の打設等は測量業者に委託し、調査区周辺に設置した２点の仮設４級基準点「４０１」・「４０２」

から放射法で行った。同点を設置するために使用した既知点は、釧路開発建設部設置の２級基準点「Ｈ

１１－３」・「Ｈ１１－４」・「Ｋ６２－９６」の３点である。仮設４級基準点の設置と方眼杭打設には、トータ

ルステーションを使用した（表Ⅲ－１）。

水準測量は、上記の２級基準点「Ｈ１１－４」の標高３２．０５１mを、オートレベルで往復観測し、温根沼

２遺跡・３両遺跡の仮設基準点等に取り付けた。 （影浦）

基準点 級 座標系 X（m） Y（m） H（m） 計画機関 備考

H１１－３ ２ ⅩⅢ －７９，７２７．６６５１０１，７７３．９６１１０．９３２

釧路開発建設部

旧日本測地系の座標値を
TKY２JD・PatchJGD・
PatchJGD（標高版）で

変換した値。

H１１－４ ２ ⅩⅢ －７９，７１１．２８８１０２，１４０．６００３１．７９２

K６２－９６ ２ ⅩⅢ －７９，９５８．３４０１０１，３１１．００３ １．０６３

４０１ ４ ⅩⅢ －７９，８１６．３４２１０１，８０３．５１４ ９．０４４
（公財）北海道埋蔵文化財センター 仮設のため調査終了後に撤去。

４０２ ４ ⅩⅢ －７９，８１８．８２２１０１，９２９．６６５１９．９２９

表Ⅲ－１ 基準点成果一覧

根室市 温根沼２遺跡
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（２）基本層序（図Ⅲ－２～８、図版４８－１～３）

温根沼２遺跡では、調査区全体の地形・地層を網羅的に記録できるよう、基本土層図として計６本

の土層面を記録した。調査区北側の平坦部の土層記録として、調査区境界線に沿ったｄ３区からｅ１０

区にかけての約２７m（図Ⅲ－３）。西側の斜面地形として、ｌ３区からｇ８区の約２６m（図Ⅲ－４）。南

側の斜面地形として、ｉ１８から１８ライン沿いに調査区南端までの約１５m（図Ⅲ－５）。南東側の斜面地

形として、調査区境界線に沿ったｌ２１区からｊ２３区にかけての約１０m（図Ⅲ－６）と、ｉ２４区とｈ２５区

にかかる約８m（図Ⅲ－７）の２本。東側の緩斜面地形として、調査区南東の境界線に沿って、２７ライ

ン上からｆ３３区の調査区南東角まで約２６m（図Ⅲ－８）の土層堆積を実測、撮影した。

温根沼２遺跡の平均的な基本層序を以下に示す。遺物包含層は、Ⅳ層とした摩周テフラ（Ma−f～j）

を挟む上下の黒色土・黒褐色土（Ⅲ層とⅤ層）である。層相の記載にあたっては、『新版標準土色帖』

２６版（小山・竹原編著１９９７）の「土色」、『土壌調査ハンドブック』（ペドロジスト懇話会編１９８４）の

「野外土性」・「粘着性」・「堅密度」・「層界」を用いた。

Ⅰ層：黒色の埴壌土で、粘着性は中、堅密度は堅、層厚は約１０㎝を測る。表土で、アイヌミヤコザ

サの根に富んでいる。

Ⅱ層：過去に行われた根室市域での遺跡調査から設定した。トーサムポロ湖周辺竪穴群では黒褐色、
ほ におい ほろ も しり べっとう が

穂香竪穴群では黒色・黒褐色、幌茂尻１遺跡では黒褐色、別当賀一番沢川遺跡では暗褐色を呈し、層

中に灰白色の細粒火山灰（樽前ａテフラ１７３９年降下・駒ヶ岳c２テフラ１６９４年降下）をまばらに含む。本

遺跡では、調査区北側台地上（平坦部）のごく一部で、灰白色のテフラが混じる暗褐色層を確認した。

層位的に、これがⅡ層の可能性はあるが、他の大部分ではⅢ層と区別できなかった。

Ⅲ層：黒色・黒褐色の埴壌土で、粘着性は中、堅密度は堅、層厚は３０～４０㎝程度を測り、Ⅳ層最上

位にあるMa−fとの層界は漸変している。本遺跡では、縄文時代前期、縄文時代中期～後期、続縄文時

代、トビニタイ式期を含む擦文文化期の遺物が得られている。Ⅱ層の項で上述した通り、本層上位は

樽前ａテフラ（１７３９年降下）、駒ヶ岳c２テフラ（１６９４年降下）とみられる灰白色の細粒火山灰がまばら

に認められる部分もある。判然としないが、一部において上位がⅡ層に相当する可能性もある。

Ⅳ層：Ma−f～jの各テフラを一括した。テフラ同士の間に土壌の発達は認められない。層厚はMa−f

～j全体で約２５㎝を測り、Ⅴ層との層界は画然としている。各ユニットの特徴は以下のとおりである

（花岡２００３）。

Ma−fは軽石混じりの褐色ローム。軽石は径粒２～１０㎜。

軽石表面は褐色、内部は灰～灰黄色。軽石はやや円磨され、

見かけの発泡度は悪い。分級が悪いので火砕流堆積物また

はその二次堆積物である。温根沼２遺跡での層厚は約１５㎝。

Ma−gは黄橙色降下軽石堆積物。軽石は粒径１～４㎜。や

や風化し、内部は灰黄色。見かけの発泡度は悪い。層厚は

約１０㎝。

Ma−hは降下軽石・岩片堆積物。径１㎜程度の噴出物から

成り、軽石は橙色、岩片は灰色。層厚は約２㎝。

Ma−iは橙色降下軽石堆積物。基底から１㎝上方までは比

較的細粒（粒径３㎜前後）。その直上は粗粒（粒径５～１０㎜）

で、上方へ細粒化する。軽石はやや風化し、内部は黄橙色、

繊維状発泡良好。温根沼２遺跡での層厚は約５～１５㎝。 図Ⅲ－２ 土層柱状模式図

根室市 温根沼２遺跡
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Ma−jはさらに上下３層に区分される。上部は灰黄色砂質火山灰堆積物で、径１㎜以下の噴出物から

なり層厚０．５㎝。中部は黄色軽石堆積物で、層厚０．３～０．５㎝。下部は灰色砂質火山灰堆積物で、層厚０．５

㎝前後。この下部層は含水量が比較的多く、色調からも鍵層として周辺地域で追跡できる。

近年の研究によれば、Ma−f～jはカルデラ形成期における一連の噴出物と考えられており（岸本他

２００９）、噴出年代は約７，６００年前とされている（山本他２０１０）。

Ⅴ層：黒色・黒褐色の埴壌土で、粘着性は中、堅密度は堅、層厚は２０㎝前後を測り、Ⅵ層との層界

は判然としている。東釧路Ⅱ式期の遺構・遺物を包含する。土器集中として１個体であるがコッタロ

式も出土した。平成２８年度に調査した幌茂尻１遺跡、別当賀一番沢川遺跡では、凍上現象によってⅤ

層以下の地形が複雑に上下していたが、本遺跡では温根沼３遺跡同様、認められなかった。

Ⅵ層：黒褐色・暗褐色の埴壌土で、粘着性は中、堅密度は堅、層厚は１０㎝弱を測り、平坦部におい

てはⅦ層との層界が判然としている。Ⅴ層とⅦ層の漸移層にあたる。

Ⅶ層：黄褐色の埴壌土で、粘着性は中～強、堅密度は堅、基底は確認していない。部分的に亜角礫

が含まれる。本遺跡の地山にあたり、掘り下げは本層が現れるまで行った。いわゆる「ローム層（風

化した火山灰層）」であり、風化した雲母等が認められる。

なお、過去に発生した大きな地震の痕跡である噴砂を調査区内の数か所で確認した。南側の急斜面

に差し掛かる地形の変換点において、Ⅳ層上面まで掘り下げた際に何mにもわたって溝状の黒いへこ

みを検出した（図Ⅲ－９・図版４７－７）。ちょうど、この台地の縁に沿う形で排根線が土手状に連なっ

ていたため当初はこの造成にともなう撹乱かとも思われたが、溝部分を中心に周囲を清掃したところ

溝の中央において、帯状に伸びた砂脈が確認できた。砂脈幅がもっとも拡がっているｇ２１区にトレン

チを入れたところ、Ⅲ層が幅１m２０㎝、深さ１０～１５㎝ほどⅣ層中に陥没しており、その下部であるⅣ～

Ⅶ層を最大幅６㎝の砂脈が垂直に貫いていた。土層面を精査したところ、砂脈は、陥没したⅢ層内で

横に広がりレンズ状の堆積を呈していた。このレンズ状の堆積は上下に三枚確認されており、その最

大幅は８０㎝ほどに及ぶ（図版４７－６）。吹き上げによるレンズ状の砂堆積がⅢ層下部にとどまっている

こと、なおかつ噴砂時にある程度Ⅲ層が堆積していたことから、縄文時代中期から後期頃の地震註によ

るものかと考えられる。 （影浦）

こくたい じ

註 道東地域の太平洋沿岸は、道内有数の地震多発帯として知られる。厚岸町郷土館には国泰寺地下から剥ぎ取っ
かんにゅう

た土層断面（深さ１．４７m）が展示されているが、縄文時代後半期以降の大地震による８枚の津波堆積物が嵌 入
はっ た うし

している。また、『根室市歴史と自然の資料館』にも、市内初田牛のガッカラ浜で採取された剥ぎ取り土層が

展示されているが、こちらは過去４，０００年間、すなわち縄文時代後期以降に１２枚の津波堆積物が嵌入している。

温根沼２遺跡で検出した地割れと砂脈の跡は、太平洋沿岸で発生した過去の津波イベントのいずれかに関連す

る大地震の跡であろう。しかしながら、本遺跡では地割れ痕が長いにもかかわらず、砂の吹き上がった範囲が

局所的で、もっとも拡がっているところでも、砂脈の幅は最大６㎝と非常に細く、レンズ状の吹き上げ部も最

大幅で８０㎝程度であった。長谷川潔・三谷勝利によると、「根室半島全地域にわたって地下水に不足」「この地

域の基盤である根室層群のなかには、滞水層がみられない。基盤の上にのっている段丘堆積物が滞水層になっ

ているが、その厚さがひじょうに薄いので、地下水に不足している」（長谷川・三谷１９５９）とあるので、おそ

らくは吹き上げてくる水そのものが少なかったのであろう。
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（３）発掘調査の方法
Ⅰ章４（１）で述べたように、地形の変換点等で、調査区を大きく４つに分けて、調査を行った。

すなわち南側の斜面部と、西側の斜面部と、北側の台地上平坦部、それから東側の緩斜面部である。

重機によりそれぞれ表土層・Ⅰ層を除去後、Ⅲ層を調査した。Ⅲ層の調査後は無遺物のⅣ層（摩周テ

フラ）を重機ないし人力で除去し、Ⅴ層以下を調査した。

包含層調査は、４×４mのグリッド単位で行った。重機による掘削残土をジョレン等で除去し、遺物

の出土状況や土色等の変化に注意しながら、層ごとに移植ゴテ、ねじり鎌、スコップで掘り下げた。

出土遺物はグリッド・層・遺物種類（土器・石器・骨等・礫）ごとにまとめ、出土位置と日付を記入

したポリ袋に入れて取り上げた。掘り下げは基本的に深さ５㎝単位で複数回繰り返した。

南側と西側の斜面部においては一輪車を使えず、排土を人力で上に排出することもできないため、

調査区外の斜面下と沢の間を借地し、土砂流失防止の土嚢積みを行った上で、排土場とした。

急斜面部の掘削は原則、グリッド並びで下から順に行うことにし、その後は、グリッド単位で一列

掘削が終わる度に、すみやかに地形測量を行い、そこを新たな排土場とした。最下部のグリッド列が

排土で平坦に埋まると、そこから一輪車で借地した排土場へ排出した。斜面の調査が上部に達すると、

転落防止の足場として、各所に土嚢を配置し、必要に応じて地面に足掛かりの切り込みを入れるなど

して作業を進めた。この段階では掘った先から斜面下に排土を投棄する方式に切り替えている。

遺構は確認した順に調査を行った。土坑は範囲内の覆土を半分掘り下げて、土層断面の実測と観察

所見の記載、写真撮影等の記録作業を行い、その後残り半分の覆土を掘り下げて全体を検出（完掘）

し、写真撮影・平面図の実測を行った。焼土は小トレンチを入れて土層断面が入った全体を撮影し、

土層図・平面図を作成した。一括土器・集石は竹ベラや箸・串等を用いて個々の遺物の範囲や形状を

明瞭化した上で、出土状況を実測・撮影した。

遺構に関連する遺物として、特に有意性があると判断したものに関しては、出土位置を図化・計測

して取り上げている。土器片や黒曜石のフレイク・チップ等が微細なものについては、土ごとポリ袋

に入れて取り上げ、水洗フルイ選別でそれらを回収した。

遺構等の記録は主に手実測で行い、遺構の平面図・断面図、調査区の土層図等を基本的に縮尺２０分

の１で作成した。ほか個体の形状を保った土器の出土状況図など、１０分の１で作図したものもある。

断面図の基線はオートレベルを用いてきりの良い標高に水糸を張った。調査終了面（Ⅶ層）の地形

測量はオートレベルを用いて２mごとに観測した。 （影浦）

現地調査で使用したカメラは、６×７㎝判のフィルムカメラ（マミヤ RZ６７PROⅡ、フィルムは富士

フィルムのNEOPAN ACROS１００・FUJICHROME PROVIA１００Fを使用）、デジタル一眼レフカメラ（ニ

コン Ｄ５５００）、コンパクトデジタルカメラ（リコー WG−40 GPS）である。また大型遺構や遺跡全景な

どを対象に、カメラ・モニター分離式のデジタルカメラ（カシオ EX−FR１００）を適宜利用した。

撮影は、遺構の検出状況（一部）・覆土堆積状況・完掘状況、遺物出土状況、調査区全景等について

行った。ブレ・ボケ等を防止するため、撮影の際は三脚・レリーズを用いることを励行した。記録保

存のため、同一カットを原則同じ条件（シャッタースピード・露出）で２コマ、作業用にコンパクト

デジタルカメラで１コマ撮影し、これを１セットとした。またデジタル一眼レフカメラでは、RAW

データと JPEG画像を同時に記録した。被写体の撮影条件（撮影時刻、方向、撮影距離）が大きく転換

する際にカラーチャートを写し込み、後の整理作業でRAW→TIFFデータ転換の際に使用した。

撮影の際には、撮影日・被写体名・被写体のあるグリッドと層位・撮影方向・カット№・撮影者を

野帳に記入し、これをもとに後日写真台帳を作成した。 （阿部）
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２ 整理作業の方法

（１）整理作業の方法
図面類の整理作業は、まず、現地調査時に作成した遺構平面図、断面図等の「原図」について担当

した調査員が点検、修正を行い、原則的に「素図」を作成した。その後、素図をスキャナーで取り込

みデジタルデータ化し、それを下図として、パソコン（OS：windows１０）の描画ソフト（Adobe

Illustrator CC）によりデジタルトレースを行った。

縮尺は、グリッド設定図等は６００分の１等で作成したが、作図内容に応じて任意で変えているものも

ある。その都度スケールを付しているが、遺物分布図（図Ⅲ－１１～１３）に関してはページに収まるよ

うに任意で縮尺し、スケールも付けていない。

遺跡周辺を含む縮尺の大きい地形図は主に国土地理院発行の数値地図５万分の１等を使用し、適宜

加筆した上で作成した。また、遺跡周辺の地形図等については、釧路開発建設部から提供を受けた用

地実測図（縮尺１，０００分の１）を使用し作成した。

遺構図は原則、縮尺２０分の１で実測した原図（素図）を５０％縮小した縮尺４０分の１であるが、出土

状況図など縮尺２０分の１のものもある。

個々の地形図や遺構図の作成後に上記のパソコン及びソフトで報告書の版下を作成した。

現地調査時に撮影した遺構の写真については画像編集ソフト（Adobe Photoshop CC）とページレイ

アウトソフト（Adobe InDesign CC）を使用して版下を作成した。

遺構平面図等の原図・素図、撮影した写真のフィルム及びデジタルデータは整理・収納し、報告書

刊行後は当センターが保管する。

一次整理作業

遺物整理は一次及び二次の二段階に分かれる。一次整理作業は２０１７年５～１０月にかけて主に現地で

行った。一次整理作業は、まず出土遺物をブラシ等で水洗して土を落とす作業を行い、次に調査員が

分類作業を行った。土器であれば、時期（「群」「類」）、重さ、石器等であれば、器種（「石鏃」等）、

石材（「黒曜石」等）、重さ、という項目ごとに分類し、さらに被熱の有無や使用痕について特記事項

があれば備考欄に記載した。

出土地点や分類等は遺物カードに記入し、そのカードを基にして遺物台帳へ登録した。集石はカー

ド記入の際、便宜的な遺構名として「Ｓ」という略称を用い、例えばⅢ層集石１であれば、「ⅢＳ－１」

と記した。遺物台帳は最終的にパソコンの表計算ソフト（Microsoft Exel２０１０）で作成し、遺物の集計

作業等を行った。その後、土器は裏面に「遺跡名（略号：オ２）」・「出土地点（遺構名・発掘区）」・「遺

物番号」・「層位」について白いポスターカラーで注記を行い、注記部分には保護用のニスを塗った。

注記内容の例は、遺構ⅤＨ－２の覆土出土、遺物番号１番の場合「オ２・ⅤＨ－２・１・フク」と

なる（「フク」は覆土の略）。また、遺物番号の他に出土地点を記録した取り上げ番号がある場合は、

取り上げ番号の方に№を付して両方の番号を併記した。具体的に遺構（ⅤＨ－２）の床出土、遺物番

号６５番、取り上げ№１３の場合では、「オ２・ⅤＨ－２・６５・№１３・ユカ」となる。包含層出土の例では

ｊ２２区のⅢ層出土、遺物番号１番の場合「オ２・ｊ２２・１・Ⅲ」となる。

注記は径が約２㎝以下の小型の土器片や、器面が摩耗や�離しているもの（残存状態「小破片」・「磨
耗」・「�離」）については行っていない。集石や包含層出土の礫・被熱礫については、遺物カード作成
後、原則廃棄した。
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土坑や焼土等の調査で�片・砕片、骨片、炭化物等の微細遺物の採取を目的として土壌ごと取り上
げポリ袋に入れたものについても、１㎜メッシュのフルイによる水洗選別法で微細遺物を回収し、他

の遺物同様、分類、カード記入、台帳登録作業を行った。

現地作業終了後、遺物をプラスチック製のコンテナに収納し、江別のセンターへ搬送した。

二次整理作業は２０１７年１１月～２０１９年３月にかけて、江別市にあるセンターの整理作業棟で行った。

作業内容は接合、復元、実測、作表、写真撮影等である。

土器の二次整理作業

遺物台帳および遺物カードの点検、台帳補正、接合、復元、実測図、拓影図作成・断面実測、属性

の観察および計測を行った。接合作業にあたっては、出土状況の実測ないし写真撮影による記録を取っ

たもの、調査段階である程度まとまった出方をしたと把握されている土器を優先して進めた。

特に遺構出土の土器については、遺構に伴ったと考えられるもの、あるいはその使用時期を推測す

る上で傍証となり得るものを優先して復元したが、有意性があると判断した場合には、床面や坑底面

の出土遺物より、覆土内の遺物のほうを掲載対象としたケースもある。よって床面・坑底面での出土

は、それ自体で必ずしもその遺構にともなうことを保証するわけではなく、あくまで出土位置情報と

しての意味合いである。

遺構に伴う可能性がある程度判断できる遺物については文中においてその旨を記載した。包含層出

土の土器は比較的残存状況が良好で型式ないし時期が判断できるもの、他に同じものがない特徴的な

資料について掲載する方針で抽出した。接合した土器片は接着剤で固定し、補強が必要なものについ

ては樹脂性の補填剤、（有）新成田総合社の『バイサム』を充填した。また、風化等により脆弱化が進

んでいる土器については、同じく（有）新成田総合社による表面コート剤『ナチュラルコート』を塗布

して、補強した。

掲載土器一覧には、時期、型式名、出土位置、層位、接合点数等を記載し、付着物等も必要に応じ

て備考欄に記載した。また、復元土器のうち完形品、あるいは口縁部から底部まで接合して器形復元

ができたものを対象に、器高、体積高、口径、底径、重量、容量、復元率等の記録を取った（表Ⅳ－

１０～１２）。体積高は液体が入る範囲の器高で、底面から口縁の一番低いところを測ったもの（突起部や

高台を除く）。重量は復元前に接合できた土器の重量（実重量）を量り、復元後に補填材込みの重量

（復元重量）を計量した。容量は、復元土器の中にシリカゲルを充填し、３，０００mlのポリプロピレン手

付きビーカーに移し替える方法で量った（表記はＬリットル・小数点第１位まで）。リットルをキログ

ラムに換算すれば、最大量の液体重量もおおよそ求められよう註。

土器の復元率は目安である。全体のおよそ半分があると判断されれば５０％、４分の３程度あると判

断されれば７５％、２０分１程度を欠くと映れば９５％と判断した。こうした手法が厳密さを欠くことは承

知しているが、容量や重量との関係から残存率を示すことの有意性を考慮して行うことにした。

註 およその容量を求めるという観点から、口縁から底部まで接合できた土器に関して、径が推定されるものは、

全体の半分程度の残存率でも、補填材を口縁部までしっかり回すことにした。また、口縁部から底部までほぼ

復元できたもので、底面のみがないものは、底を塞いで計量した。その場合は掲載一覧表の備考に「底面無し」

と記載している。
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石器の二次整理作業

掲載遺物抽出の観点と方針は、基本的に土器と同じである。器種とその細分類を代表するものなど

を選択して実測した。掲載遺物に対してはさらに長さ、幅、厚さ等を記録している。

遺構出土のものについては、遺構にともなう可能性が高いもの、あるいは遺構の廃絶・埋没過程の

傍証として有意性があると判断されるものを重視した。包含層出土のものについては、欠損が少ない

もの、時期的な特徴が表れているもの、他に同様のものが見られないものを抽出した。遺構出土の方

で複数の類品を図化掲載している器種については、包含層出土の側で大幅に割愛したものもある。

遺物の実測及びトレースは破片土器の断面図のトレースを除いて手作業で行っている。実測、トレー

ス終了後、センター内の写場で報告書掲載用の写真撮影を行い、写真については画像編集ソフト（Adobe

Photoshop CC）を使用して版下を作成した。

それらと併行して、遺物台帳を基に出土遺物の点数表（表Ⅲ－３～８）、発掘区ごとの遺物点数分布

図（図Ⅲ－１４～２０）、掲載遺物一覧（表Ⅳ－１０～２４）等の表作成を行い報告書に掲載した。

報告書のレイアウトと事実記載の方針について

複数時期にまたがって遺構遺物を確認した遺跡の報告書においては、遺構が新しい時期から古い時

期の順で掲載され、包含層出土の土器については型式が古い時期から新しい時期の順で掲載されるも

のが多い。今回は遺構についても古い時期の遺構から新しい時期の遺構へと時系列に沿った掲載とし

た。すなわち、Ⅴ層の縄文時代早期後半の遺構を先頭に置き、遺構出土の遺物、包含層としてのⅤ層

出土の遺物。ついでⅢ層の遺構遺物は、縄文時代の北筒式の遺構遺物を先頭に置き、続縄文時代の下

田ノ沢式の遺構と遺物、複数時期が重複する遺構と遺物、時期を特定しえない遺構と遺物、トビニタ

イ式期を含む擦文文化期の遺構と遺物、包含層としてのⅠ～Ⅲ層出土の遺物、Ⅰ層の炭窯跡、家畜馬

の墓、近現代の遺物という順である。時期でまとめたため遺構番号順にはなっていないが、時期別遺

構一覧表（１）～（３）（表Ⅲ－９～１１、Ｐ．５４～５６）に各遺構の掲載ページを記載したので参照願い

たい。また、住居跡の調査にともなって連動して検出した土坑や焼土に関しては、時期違いでも例外

的にまとめて掲載したものもある。各遺構の覆土に関しても、ある程度推定できるものについては、

下から上の順で埋没過程を記載している。

遺構出土の遺物については、資料として状態が良好なものを優先的に抽出して掲載した。その上で、

遺構の構築時期にともなうと考えられる遺物がどれかを判断できるものについては極力記載している。

温根沼２遺跡ではいわゆる遺物包含層からの出土遺物よりも遺構覆土からの出土物が多い。さらに、

複数の遺構覆土においては、特定の遺物が偏って出土する傾向も窺われている。それらは凍上など自

然現象でも起こりうることではあるが、人為的な成因も可能性の一つとして挙げておきたい。

記録類・遺物の収納保管

遺物は、掲載遺物と未掲載遺物に分け、掲載遺物は報告書図版に対応するように収納した。

掲載土器のうち復元個体は、１点ずつエアキャップで梱包し、掲載番号を明示して数個体ずつ段ボー

ル箱に収納した。破片は１点ずつ小袋に入れて掲載番号を記載し、図版ごとに中袋にまとめた。掲載

土器、未掲載土器とも、基本的には遺構・遺物包含層に大別した上で、検出層位ごと（Ⅲ層とⅤ層の

別）、遺構あるいは発掘区ごとに収納した。包含層の出土遺物は分類ごとに分けた上で、発掘区ごとに

収納した。

石器の収納は、掲載遺物は図版に対応するように、１点ずつ小袋に入れた後、図版ごとに中袋に収
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納した。未掲載遺物は、１点ずつ小袋に入れた後、土器と同じ振り分け方で収納している。

これらの遺物は、遺跡の所在地である根室市教育委員会に搬送し保管される。また、現地調査およ

び整理作業で作成した各種図面、写真フィルム、遺物整理台帳は、道立北海道埋蔵文化財センターで

保管する。

（影浦）

（２）遺物の分類
・土器

以下のように分類した。本遺跡で出土している土器型式は、特にゴチック強調体で示している。

Ⅰ群 縄文時代早期に属する土器群

ａ類：貝殻腹縁文・条痕文・沈線文のある土器群。テンネル式などに相当するもの。

ｂ類：撚糸文・絡条体圧痕文・短縄文などが施される土器群。

東釧路式系土器群（東釧路Ⅱ式・東釧路Ⅲ式・コッタロ式・中茶路式・東釧路Ⅳ式）

Ⅱ群 縄文時代前期に属する土器群
つなもん しゅえん

綱文式。押型文土器。朱円式・温根沼式などに相当するもの。

網走式・シュブノツナイ式などに相当するもの。

Ⅲ群 縄文時代中期に属する土器群

ａ類：押型文系平底土器に相当するもの。
ほくとう

ｂ類：モコト式・北筒Ⅱ式（トコロ６類）に相当するもの。

Ⅳ群 縄文時代後期に属する土器群

ａ類：北筒Ⅱ式（トコロ５類）、北筒Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ式に相当するもの。
ほっけ ま

ｂ類：手稲式・�澗式・エリモＢ式などに相当するもの。
どうばやし

ｃ類：堂林式・御殿山式・栗沢式などに相当するもの。

Ⅴ群 縄文時代晩期に属する土器群
おおぼら

ａ類：大洞Ｂ・ＢＣ式に相当・併行するもの。
ぬさまい

ｂ類：大洞Ｃ１・Ｃ２式、幣舞式などに相当・併行するもの。

ｃ類：大洞Ａ・Ａ´式、緑ヶ岡式などに相当・併行するもの。

Ⅵ群 続縄文時代に属するもの
おこ つ

ａ類：フシココタン下層式、興津式などに相当するもの。
こうほく しも だ の さわ

ｂ類：後北Ａ・Ｂ・Ｃ１、下田ノ沢式などに相当するもの。

ｃ類：後北Ｃ２－Ｄ式、北大式などに相当するもの。

Ⅶ群 擦文式土器

Ⅷ群 トビニタイ式土器

Ⅱ群の温根沼式は、当該地域で従来、前期初頭の型式と目され、Ⅱ群ａ類と分類されてきたが、当

センターで調査報告をした『トーサムポロ湖周辺竪穴群』Ｂ地区Ｈ－２（温根沼式の住居跡）床面直

上で採取した木炭を試料とした年代測定値は、５，０９０±４０、５，０９０±３０等、５，０００～５，１００年前の値でま

とまりを示した（北埋調報３１７・pp．４９３―５０４・２０１５）註。そして、温根沼式とほぼ同時期に知床方面で

展開したと考えられている朱円式の年代値も、斜里町ポンシュマトカリペツ９遺跡（斜里調報ⅩⅣ・
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図版Ⅲ－１ エゾノシシウドの茎と円形刺突文

２００１）、大栄６遺跡（斜里調報Ⅹ・１９９９）等で、おおよそ５，０００～５，２００年前の値でまとまりを示してい

る。これが道南では前期後半（Ⅱ群ｂ類）の円筒下層ａ式期の年代値であることから、今回はａ類、

ｂ類と細分せず、あえてⅡ群でとどめた。なお、当遺跡で温根沼式の住居跡から採取した試料２件で

放射性炭素年代測定を行ったところ、補正年代値で４，４２０±３０、４，５００±３０yrBPと、２件とも縄文時代

中期前葉～中葉頃の値が出たことを付記する。詳細はⅤ章１節を参照願いたい。

Ⅲ群ａ類は本遺跡では出土していないが、押型文系平底土器とした。熊谷仁志によると常呂川河口

押型文Ⅱ群の一部が充てられている（熊谷２００８）が、常呂川河口遺跡において、北筒Ⅱ式（トコロ６

類）の包含層（Ⅹａ・Ⅹｃ）層の下、薄層をはさんでⅩⅡ層から出土していること。その年代値が４，３６０

±６０年であり、なおかつ押型文Ⅱ群において口縁部内面にも地文を施文している特徴（常呂町教委２０００）

が北筒式と共通することから、その一部がⅢ群ａ類にかかる可能性があるかもしれないにせよ、主体

はⅢ群ｂ類である可能性が高いと考えられる。ここでⅢ群ａ類を押型文系平底土器としたのは、道東

において中期を通じて押型文系平底土器が存続した可能性がみられるからである。

北筒式は北筒Ⅱ式のうち古手のトコロ６類がⅢ群ｂ類、新手のトコロ５類がⅣ群ａ類であるが、胴

部片などで識別できないものが相当数あった。これらは便宜的にⅢ群ｂ類～Ⅳ群ａ類と分類した。北

筒Ⅲ式はⅢＢ式、羅臼式のみが出土。北筒Ⅳ式は出土していない。北筒Ⅳ～Ⅴ式については、近年、

放射性炭素年代値の分析で後期中葉に相当する３，４００～３，６００yrBP（δ１３Ｃ補正値）を示す結果がまとま

りをもって出てきた（別当賀一番沢川遺跡・北埋調報３５５・２０１９）。当遺跡でも北筒式の住居であるⅢ

Ｈ－７出土の炭化材を分析に掛けたところ３，４５０±２０yrBP（δ１３Ｃ補正値）という結果であった。分類

はⅣ群ａ類としたが、あるいは末期の北筒式がⅣ群ｂ類（後期中葉）、道央で手稲式が展開していた頃

に及ぶ可能性があることを付記する。

なお、現場周辺にはエゾノシシウドはじめ

セリ科植物が多く自生していたが、越冬した

立ち枯れのエゾノシシウドを採取したところ、

全体に乾燥・硬化しており、中空の茎を直線

的に折損することができた（一本でも部位に

より様々な径が取れる）。北筒Ⅲ式などで特徴

的な、中空工具による円形刺突文に合わせた

ところ、符節を合わせたように適合した。北

筒式の施文に用いられた刺突具の一つの可能

性が考えられる（図版Ⅲ－１）。

Ⅵ群の主体は下田ノ沢式である。下田ノ沢Ⅰ式とⅡ式の細別については、突瘤文の消滅を画期と目

する宇田川洋の案（宇田川１９７７）及びそれを支持する熊木俊朗の見解（熊木２０００）に従った。下田

ノ沢Ⅰ式はⅥ群ａ類とすべきものであろうが、胴部片では復元個体として優勢なⅡ式と見分けるのが

困難であったため、下田ノ沢Ⅰ式も一括してⅥ群ｂ類とした。本遺跡出土の下田ノ沢Ⅰ式は後半段階、

あるいはⅡ式との過渡的資料の可能性がある。なお、下田ノ沢式の年代については、後北Ａ式・Ｂ式

併行とされることから、紀元１、２世紀頃を予想していたが、１４Ｃ年代の分析結果は紀元前１、２世紀

の値に集中した。分析を行った（株）加速器分析研究所により「１～３世紀頃の暦年較正に関しては、

北半球で広く用いられる較正曲線 IntCalに対して日本産樹木年輪試料の測定値が系統的に異なるとの指

摘がある（尾嵜２００９、坂本２０１０など）。その日本産樹木のデータを用いてこれらの試料の測定結果を

暦年較正した場合、ここで報告する較正年代値よりも新しくなる可能性がある」とのコメントが記載
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されている（Ⅴ章１節）。

トビニタイ式の細分は『チャシコツ岬下Ｂ遺跡』（斜里町教育委員会２０１１）の田代分類案に準拠し

た。トビニタイ中間型（Ⅱ型式）が出土している。

註 「そして、トーサムポロ遺跡の資料や温根沼式・東釧路Ⅴ式も朱円式の仲間と考えられている」（熊谷２００１）。

熊谷はこれらの押型文尖底土器を前期前半の土器としたが、後に押型文系土器を、円筒土器下層式～円筒土器

上層式に対応させた大沼忠春（大沼１９８６）に準拠する形で「前期後半～中期前半に編年され」るとし、前期

後半初頭と位置付けた（熊谷２００８）。

・石器等

�片石器では石鏃、石槍またはナイフ、石錐、つまみ付きナイフ、ナイフ、両面調整石器、スクレ
イパー、二次加工・使用痕のある�片（Ｕ・Ｒフレイク）がある。また、縄文時代早期の石刃鏃石器
群として、彫器（彫刻刀型石器）、削片、石刃などがある。

礫石器では磨製石斧、石のみ、たたき石、すり石、石鋸、砥石、台石・石皿、加工痕のある礫があ

る。その他として礫、被熱礫、土製品がある。土製品には耳栓がある。石製品は出土していない。

なお用語であるが、「石器等」は剥片石器・礫石器およびフレイク・チップの総称で「礫・原石類」

を加えていない。「石器」は「石器等」からフレイク・チップ、石核、石刃・削片を除いたものである。

以下、「石器」の分類基準に関して特に説明を要するものについて述べる。

いわゆる尖頭器として分類されるもののうち、石鏃と石槍またはナイフの区別は、長さあたりの重

さが重要と考えられたことから、重さ／長さにより分類し、数値０．７未満と０．７以上とで分けた。

つまみ付きナイフは、調整�離によってつまみ部の「えぐり」が作出されたもの。ナイフは、平行
な柄があるもの。

礫石器には複数の用途を兼ねたものが多く見られたが、基本的に主な使用痕と大きさとで器種分類

を行っている。例えば、砥石の使用面に台石様の使用痕が複数見られた。しかし、実際に台石のよう

に据え置いて使用したものか、たたき石のように手持ちで使用したものかは判断できなかった。また

砥石片の縁辺の割れ面に、たたき痕が観察されるものも少なからずあった。これについても整形を主

目的としたものなのか、たたき石的に使用した結果なのか、あるいはその両方なのかは判別できなかっ

た。 （影浦）

・金属製品

金属製品は、棒状鉄製品が２点（１個体）出土した。棒状鉄製品はトビニタイ文化期の竪穴住居跡

（ⅢＨ－４）の覆土中から出土し、出土地点の計測、出土状況の撮影などを行った後に取り上げた。

取り上げ後は乾燥させ、乾燥剤を入れた密閉容器内で保管した。その後、鉄製品の保存処理及び分析

を公益財団法人 岩手県文化振興事業団に委託した。保存処理及び分析が終了した後に実測図作成、写

真撮影を行った。分析結果についてはⅤ章７節を参照していただきたい。 （広田）

・動物遺存体

焼失住居跡（ⅢＨ－１）をはじめ、住居の炉跡・焼土等において焼けた動物骨が検出した。これら

のうち大きなものは実測、地点計測、写真撮影を行った上、取り上げ番号を付して回収したが、魚骨
ふるい

等細かいものは土ごと取り上げて水洗し、篩に掛けて回収した。次いで、動物骨と魚骨とに大別し、
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椎骨、指骨など判別できる部位で分類。判別できない微細片は不明とした。その後、良好な試料につ

いては（株）パレオ・ラボに同定を依頼した。分析結果はⅤ章５節を参照していただきたい。 （影浦）

３ 調査結果の概要（図Ⅲ－１１～２０、表Ⅲ－２～１１）

全部で計４，０４０㎡を調査した。検出した遺構は竪穴住居跡

１９軒、土坑４４基、集石１２基、焼土１９か所、土器集中２か所、

フレイク集中１か所である。他に近現代の遺構として炭窯

跡２基と家畜馬を埋葬した土坑が１基確認されている。遺

物は土器が１２，９５１点、石器等が１０，９２２点、礫等が３１，４８５点。

その他に焼成粘土塊２０点、近現代の遺物３４点が出土し、総

計５５，４１２点が出土した。遺構遺物の検出層は摩周テフラの

堆積層であるⅣ層を境にして上下に分かれる。

下位の黒色土層（Ⅴ層）では、縄文時代早期後半の東釧

路式系の遺構遺物を確認した。遺構は竪穴住居跡３軒、土

坑１９基、集石１基、焼土３か所、土器集中１か所である。

遺物はⅤ～Ⅶ層で土器等約４，８００点、石器等約１，０００点、礫

が約２，２００点。計約８，０００点が出土した（主な包含層はⅤ層）。

土器は小片が多いが、大半が東釧路Ⅱ式であった。Ⅴ層検

出遺構の多くは東釧路Ⅱ式の時期と考えられる。なお、ⅤＰ－４出土の底部片は東釧路Ⅲ式、土器集

中１か所はコッタロ式の１個体であった。

上位の黒色土層（Ⅲ層）からは、縄文時代前期から擦文文化期後期の遺構遺物を確認した。遺構は、

縄文時代前期の温根沼式期の竪穴住居跡が１軒。縄文時代中期末から後期前葉の北筒式期の遺構とし

て竪穴住居跡４件、土坑７基、集石６か所。続縄文時代の下田ノ沢式期の遺構として竪穴住居跡６軒、

土坑１３基、土器集中１か所、北大式期の可能性がある焼土が１か所。トビニタイ式期の竪穴住居跡が

２軒、擦文文化期後期の遺構として竪穴住居跡２軒、集石１か所、焼土１か所を検出した。他に縄文

時代前期から擦文文化期後期の間のどの時期か特定できなかった遺構として、土坑５基、集石４か所、

焼土１４か所、フレイク集中１か所がある。

下田ノ沢式期の竪穴住居跡であるⅢＨ－１は焼失家屋であった。北側の壁際に異地性の焼土ブロッ

クが堆積しており、焼土中からヒグマの焼骨がまとまって出土した。ヒグマに関する儀礼行為が行わ

れた可能性が窺われる。

擦文文化期後期の住居跡であるⅢＨ－２の床面からはイヌ科や哺乳綱の骨。カマド１焼土からイヌ？

の基節骨、ニシン科の腹椎、炉跡のＨＦ－１からサケ科の歯が出土した。同じく擦文文化期後期のⅢ

Ｈ－３では南東壁にカマド２基が検出され、ヒグマやイヌ？の動物骨、ニシン科、カレイ科等の魚骨

が出土している。

遺物はⅠ～Ⅲ層の遺構・包含層で土器等約８，２００点、石器等約９，９００点、礫等約２９，３００点が出土した。

土器の主体は続縄文時代の下田ノ沢式であり、約４，５００点とⅠ～Ⅲ層出土土器の半分強を占めている。

根室半島で調査例の少ないトビニタイ式期の住居跡および遺物が検出したことと、下田ノ沢式期の

遺構遺物がまとまって検出したことは当該期の良好な事例として特筆されよう。 （影浦）

縄
文
時
代
早
期
後
半

縄
文
時
代
前
期

縄
文
時
代
中
期
〜
後
期

続
縄
文
時
代

ト
ビ
ニ
タ
イ
式
期

擦
文
文
化
期
後
期

近
現
代
不
明

総

計

竪穴住居跡 ３ １ ４ ６ ２ ２ １ １９

土坑 １９ ７ １３ ５ ４４

集石 １ ６ １ ４ １２

焼土 ３ １ １ １４ １９

土器集中 １ １ ２

フレイク集中 １ １

炭窯関連遺構 ２ ２

家畜馬の墓 １ １

総 計 ２７ １ １７２１ ２ ４ ３ ２５１００

表Ⅲ－２ 遺構数一覧
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種
別

土
器
等

陶 磁 器 ・ ガ ラ ス 瓶

焼 成 粘 土 塊

石
器
等

礫

金 属 器 等
合
計

遺
構
／
包
含
層

層
位

Ⅰ 群 ｂ 類

Ⅱ 群

Ⅲ 群 ｂ 類

Ⅲ ｂ 〜 Ⅳ ａ

Ⅳ 群 ａ 類

Ⅳ 群 ｃ 類

Ⅴ 群
Ⅵ 群

Ⅵ 群 ｂ 類

Ⅵ 群 ｃ 類

Ⅶ 群
Ⅷ 群
土 製 品
不 明

計
石 鏃

石 槍 ・ ナ イ フ

石 錐

両 面 調 整 石 器

つ ま み 付 き ナ イ フ

ナ イ フ

ス ク レ イ パ ー

彫 器

石 刃 ・ 削 片

楔 形 石 器

Ｕ ・ Ｒ フ レ イ ク

フ レ イ ク

チ ッ プ
石 核
石 斧
石 の み

た た き 石

す り 石
石 鋸
砥 石

台 石 ・ 石 皿

加 工 痕 あ る 礫

石 製 品 ？
計

珪 化 木
原 石
炉 石
有 孔 礫

被 熱 礫
礫

パ ミ ス 等
計

Ⅲ
H
―１

覆
土

１３
１３

１
１

２
２０

１
２５

１２
１２

５０
覆
土
上

６
１７
４４

４
７１

２
１

４
１
１５

８５
２

１
１

１１
２

３４
３１

６５
２４
８

覆
土
下

１
１

２
１

２
２
１１
５

１
１２
３

２５
５１

７６
２０
０

床
面

１９
３

２２
１

２
３

５
５

２
１８

３０
８

３８
７８

壁
際
焼
土
覆
土
下

１
１

２
２

６
６

１６
１

１０
１１

２８
床
面

１
１

１
H

F
―１

覆
土

１
７
４２

５０
１２
１

３９
１６
０

２１
０

焼
土

１
２

３
３

炉
石

３４
９

４３
４３

H
P
―１
４

覆
土

１
１

１
H

P
―１
７

覆
土

５
５

５
H

P
―２
１

覆
土

１
１

１
H

P
―４
０

覆
土

１
１

１
H

P
―４
７

覆
土

１
１

１
H

P
―６
２

覆
土

１
１

１
計

１２
５１
４４

７
１１
４

８
２
１

１１
１
３５
２７
７

９
１
３

３４
８

２４
７
１６
２

４０
９

８７
１

Ⅲ
H
―２

掘
上
土

１
１

３
３

４
覆
土

２
１３

１５
１

２
１

４
１０

１０
２９

床
面
直
上

１８
１８

１
１

７
７

２６
床
面

７７
７７

７７
カ
マ
ド
１
覆
土

６
７

１３
２

３
５

１８
H

F
―２

焼
土

２
２

２
H

S―
１

床
面

１０
１０

１０
計

２
１３

１８
３３

１
１

６
３

１
７

１９
２
１１
２

１１
４

１６
６

Ⅲ
H
―３

掘
上
土

５
１

２７
３３

２
３

５
３８

覆
土

２
１

２
５

１
１

３
１
１６

１０
１

２
２

１
３８

２１
７５

１
９７

１４
０

床
面
直
上

１
９８

４
１０
３

１
１３

１４
１１
７

床
面

６
６

６
カ
マ
ド
１
覆
土

１
１

２
２１

１１
３２

３４
焼
土

２
２

２
カ
マ
ド
２
覆
土

５２
５２

５２
焼
土

１
１

１
１

２
粘
土

１５
１０

２５
２５

H
P
―１

覆
土

１
１

２
２

３
H

P
―２

覆
土

１
１

１
計

１
２

６
３

１２
８

４
１４
４

１
１

３
１
１７

１０
１

２
３

１
４０

１１
３
１２
２
１
２３
６

４２
０

Ⅲ
H
―４

掘
上
土

２
１２

４
１

１９
２

１
２

６
１８

１２
４１

１
８

４０
４９

１０
９

覆
土

２
５３
１０
０
４４
２８

８
２３
５

１
１
２

１
２３

１９
１
１

２０
３
１
１
６

８０
８２

３９
２
５
４７
９
１

７９
５

覆
土
１

１１
１１

１
１

２
４

３
７

２０
床
面
直
上

３
３

５
２

７
１

１
２

１２
床
面

５
５

５
H

P
―１

覆
土

３
３

１
１

４
４

８
H

P
―１
５

覆
土

１
１

１
H

P
―１
９

覆
土

１
１

１
H

S―
１

床
面
直
上

８
１

９
１５

１５
２４

計
２
２

１２
５７
１１
５
４４
３１

９
２７
２

１
３

１
３

３
２９

３７
１
１

３３
４
１
１４

９
１４
０

１
９５

４６
１
５
５６
２
１

９７
５

Ⅲ
H
―５

掘
上
土

１７
３

１７
４３

３
８３

１０
１
１
１

３
１
１
１８

７９
６

１
１１
２

３８
１８
６

２２
４

４２
９

覆
土

３
３

３
４３

５
１６
１１
０

１８
３

１
１

２
２８

４０
１

２１
２

３
６

１０
５

５６
４５
５
３
５１
４

８０
２

覆
土
上

１
１

１
覆
土
２

１
１

１
床
面
直
上

１
１

２４
２

１
２７

３
５４

５７
８５

床
面

１２
１
３６
４

３７
７

４
１

１
６

１
１４

１
１６

３９
９

H
P
―３

覆
土

２
２

２
H

P
―２
０

覆
土

４
４

４

表
Ⅲ
－
３

出
土
遺
物
点
数
一
覧
（
１
）

根室市 温根沼２遺跡
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種
別

土
器
等

陶 磁 器 ・ ガ ラ ス 瓶

焼 成 粘 土 塊

石
器
等

礫

金 属 器 等
合
計

遺
構
／
包
含
層

層
位

Ⅰ 群 ｂ 類

Ⅱ 群

Ⅲ 群 ｂ 類

Ⅲ ｂ 〜 Ⅳ ａ

Ⅳ 群 ａ 類

Ⅳ 群 ｃ 類

Ⅴ 群
Ⅵ 群

Ⅵ 群 ｂ 類

Ⅵ 群 ｃ 類

Ⅶ 群
Ⅷ 群
土 製 品
不 明

計
石 鏃

石 槍 ・ ナ イ フ

石 錐

両 面 調 整 石 器

つ ま み 付 き ナ イ フ

ナ イ フ

ス ク レ イ パ ー

彫 器

石 刃 ・ 削 片

楔 形 石 器

Ｕ ・ Ｒ フ レ イ ク

フ レ イ ク

チ ッ プ
石 核
石 斧
石 の み

た た き 石

す り 石
石 鋸
砥 石

台 石 ・ 石 皿

加 工 痕 あ る 礫

石 製 品 ？
計

珪 化 木
原 石
炉 石
有 孔 礫

被 熱 礫
礫

パ ミ ス 等
計

H
S ―
１

床
面
直
上

１
１

２
８８

９０
９１

床
面

２１
２１

２１
H

S―
２

床
面
直
上

１
３

１７
２１

１４
８
４
１５
２

１７
３

H
S ―
３

床
面
直
上

１
１

２０
２０

２１
計

３
１７

６
２１
１０
０
５
２１
４７
４

６４
７

１０
１
２
２

５
１
１
５１
１４
７

１
３４

２
３
２６

２７
６

１０
０
９８
８
８
１０
９６

２０
２９

Ⅲ
H
―６

覆
土

１
２２

２３
１
１

１
１

５
２

１
１

１３
２３

２５
１

４９
８５

覆
土
上

９
１
７０

８０
１

２
１０

５
２

１
２１

２８
２５

５３
１５
４

覆
土
中

２
８

１
１１

３
２
１
１

４
１

１１
３０

１
３

８
６５

２１
２５

４６
１２
２

覆
土
下

２
４

６
１

４
３

７
４

１
２０

２８
２７

５５
８１

覆
土
３

９１
９１

０
９１

床
面

１
１

２
２

３
H

F
―１

焼
土

１
１

１
付
属
遺
構
覆
土

３
１８

１
２２

２２
計

１３
２
１９
６

１
２１
２

４
２
３
２

１１
１

２６
４７

１
３

１６
３

１
１２
０

１０
３
１２
２
２
２２
７

５５
９

Ⅲ
H
―７

掘
上
土

６
１

７
１
１

１
１

７
２

１３
３５

３１
６６

８６
覆
土

３
１３

１
１０

１
２８

１
１

２
４
１３

６
１
２

３０
１０
１

３６
１
１３
８

１９
６

覆
土
上

７
９

１３
１１

４０
１
１

３
３３
１４
６
２

５
３
１
７
３

２０
５

１２
３

８７
１
２１
１

４５
６

覆
土
中

１
２
１２
６

１２
１４
１

１
１

５
３

３
２
５

２０
１７
４

３９
１
２１
４

３７
５

覆
土
下

４７
１

４８
１

１
２

５
４

１
４

１８
１

２７
１０

２
４０

１０
６

壁
際

１０
８

１０
８

１０
８

床
面
直
上

３１
３１

２
２

３５
２

３７
７０

床
面

２
２

０
２

H
P
―２

覆
土

２２
２２

１
１

１
３

１
１

２６
H

P
―３

覆
土

１
１

１
１

４
４

１
５

９
H

P
―１
２

覆
土

１
１

１
１

２
H

P
―２
２

覆
土

１
１

１
計

９
１０
１１
２５
３

１
３３

１
１

３１
９

３
５
１

６
１
４６
１７
５
３
１

２５
３
５
２０

３
２９
７

１
４９
９
３１
６
５
８２
１

１４
３７

Ⅲ
H
―８

覆
土

１
７

８
１

１
８

６
１４

２３
覆
土
上

９
１

１９
１
２

２０
３

１
１

２
７

７
３

１１
４

３６
１
６０

１９
４
１１

２６
６

５０
５

覆
土
中

２９
１

６
３６

１
１

２
１

８
１
１

１５
６０

１２
８

１８
８

２３
９

覆
土
下

１
１

２
１

９
８５
２

８６
２

８６
４

計
３８

２
１
２０
４
２

２４
７

１
１

１
１

２
１０

８
１
３

１９
６
１

５４
１

１
１３
７
１１
８０
１１
１３
３０

１６
３１

Ⅲ
H
―９

覆
土

１
１

６
１

７
１３

２１
３４

４２
覆
土
１

１
７

２
５９

５
２１

９５
２
１

１
８

１
２
２２

１９
３

１４
７

８０
４４

２６
６
１８

３２
８

５０
３

覆
土
２

１
２９

１
２

３３
１
１

２２
４
１

１
４

３４
１３

５６
２

７１
１３
８

H
S―
１

覆
土
１

２３
６

２３
６

２３
６

H
S ―
２

覆
土
１

１
２

３
４

４
２
２０
２

２０
４

２１
１

H
S ―
３

覆
土
１

３
３

１
２

１
４

３
１３
０

１３
３

１４
０

覆
土
３

１
１

２
２

H
S―
４

覆
土
１

１
１

１
１

２
４７

４９
５１

計
１

３０
９

３
３
６０

５
２７

１３
８

３
２

１
８

１
３
４６

２４
４

２０
１７

１
１３
０

７７
９５
８
２０
１０
５５

１３
２３

Ⅲ
H
―１
０

覆
土

１
３３

１９
２

５５
１
１
１

１
８

１
１
１２

１
１

１
２９

７７
４０

１
１１
８

２０
２

覆
土
上

３
１

５
１

１０
１
１

３
１
１１

１７
３

１７
２０

４７
覆
土
下

５
４
１９
１

２０
０

２
４

２
１

１
１０

２９
５

３４
２４
４

床
面

１
１

１
計

１
８

３８
２１
６

２
１

２６
６

２
２
１

１
１３

１
６
２５

１
２

２
５６

１０
９

６２
１
１７
２

４９
４

Ⅲ
H
―１
１

覆
土

２
１５

１７
１

２
４

１
８

８
１

９
３４

覆
土
１

７
７

１
１

２
１

１
１０

覆
土
２

６
６

１
１

２
１

１
２

１０
覆
土
３

１
１

３
３

４
覆
土
１０

６
６

３
１

４
１

２
９

１２
２２

覆
土
１４

１
１

１
覆
土
下

２
２

２
２

４
床
上

１
１

１

表
Ⅲ
－
４

出
土
遺
物
点
数
一
覧
（
２
）

Ⅲ章 調査の方法
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種
別

土
器
等

陶 磁 器 ・ ガ ラ ス 瓶

焼 成 粘 土 塊

石
器
等

礫

金 属 器 等
合
計

遺
構
／
包
含
層

層
位

Ⅰ 群 ｂ 類

Ⅱ 群

Ⅲ 群 ｂ 類

Ⅲ ｂ 〜 Ⅳ ａ

Ⅳ 群 ａ 類

Ⅳ 群 ｃ 類

Ⅴ 群
Ⅵ 群

Ⅵ 群 ｂ 類

Ⅵ 群 ｃ 類

Ⅶ 群
Ⅷ 群
土 製 品
不 明

計
石 鏃

石 槍 ・ ナ イ フ

石 錐

両 面 調 整 石 器

つ ま み 付 き ナ イ フ

ナ イ フ

ス ク レ イ パ ー

彫 器

石 刃 ・ 削 片

楔 形 石 器

Ｕ ・ Ｒ フ レ イ ク

フ レ イ ク

チ ッ プ
石 核
石 斧
石 の み

た た き 石

す り 石
石 鋸
砥 石

台 石 ・ 石 皿

加 工 痕 あ る 礫

石 製 品 ？
計

珪 化 木
原 石
炉 石
有 孔 礫

被 熱 礫
礫

パ ミ ス 等
計

焼
土

８
８

２
１

３
１１

炉
１

１
１

H
F
―１

炉
２

２
２

計
３
３４

３７
１

７
１
１５

１
１

１
２７

２
１５

１９
３６

１０
０

Ⅲ
H
―１
２

掘
上
土

１
３

４
１

１
２

５
１３

１８
２４

覆
土

１８
３

３７
６３
７

８
７０
３

１
４
６
２

１
１
３７

２
３６

７０
４
４

６
１
１
１
１

１７
７

１
１０
１
３２
７
２
４３
１

１３
１２

床
面
直
上

１３
８

１３
８

２
１

２
５

８
８

１５
１

床
面

１１
４
２６

４１
１
１

１
１

４
８

１
５

６
５５

焼
土

１
１

１
H

F
―１

焼
土
周
辺

４
４

４
H

P
―８

覆
土

１
１

１
H

P
―１
１

覆
土

１
１

１
H

P
―１
５

覆
土

２２
２２

２２
H

FC
―１

覆
土

６４
６４

６４
焼
土
上
面

１
８

９
９

H
FC

―２
覆
土

１
２０
５

２０
６

２０
６

床
面
直
上

６
１
１

１
３７
６

３８
５

３８
５

H
FC

―３
４７

４７
４７

H
FC

―４
床
面
直
上

４２
８

４２
８

４２
８

計
１８

１５
４４
８０
１

８
８８
６

１
６
１４

３
１
１
１
４１

３
３８
１２
２９

４
５

７
１
１
３
１

１３
５９

１
１０
８
３５
３
２
４６
４

２７
１０

Ⅲ
H
―１
３

覆
土

１
５

２
３

１１
２

１０
２０

１
４

３７
３９

５２
９１

１３
９

覆
土
上

１
１

２
１

１
２

２
５

覆
土
下

７
２

９
１

１
１

３
４

１４
H

P
―２

覆
土

１
１

１
１

２
H

P
―１
４

覆
土

１
１

１
１

９
９

１１
H

P
―１
５

覆
土

１
１

２
４

８
２４

６
３０

３８
覆
土
上

１
１

１
１

２
覆
土
中

１
１

１
覆
土
下

２
２

１
２

３
２

４
６

１１
計

２
１５

７
３

２７
１

３
１
１２

２７
１

６
２

５３
７７

６６
１４
３

２２
３

Ⅲ
H
―１
４

掘
上
土

３
５

１
９

２
１

３
６

４６
１５
３

１９
９

２１
４

覆
土

１
４３

２８
８
２６

１０
６

２
７

１
８

１
１
１４

９
１
３

１０
１０

６７
２

１６
０
１７
６
１
３３
９

５１
２

床
面
直
上

１
４３

４４
１

２
２

５
１３

１０
２３

７２
H

FC
―１

覆
土

４
４５

４９
４９

計
１

４３
３２

５１
３１

１
１５
９

２
７

１
１０

１
２
２１

５４
１
３

１２
１３

１２
７

２
２１
９
３３
９
１
５６
１

８４
７

Ⅲ
H
―１
５

掘
上
土

１
１

７
６

１３
１４

覆
土
１

２
２

１
１

２
８

１
４

１４
３１

１０
３

８４
１８
７

２２
０

覆
土
２

１
３

４
２６

８
３４

３８
覆
土
３

１４
１４

１
７

８
２０

３６
５６

７８
ベ
ン
ガ
ラ

１
１

２
２

３
H

F
―２

炉
石

１
１

４６
５５

１０
１

１０
２

H
P
―１

覆
土

８
８

２
１

３
１

１３
１４

２５
H

P
―２

覆
土

１
１

２
２

３
計

２２
１

２
２５

１
１
１

２
１０

２
２

５
２５

４９
２０
７
２０
２

４０
９

４８
３

Ⅲ
H
―１
６

覆
土

２１
２１

１１
１１

９
９

４１
覆
土
上

３７
３７

１
１

６
６

４４
覆
土
中

２３
２３

１
２

３
８

８
３４

覆
土
下

１
１

２
２

２
４

覆
土
３

１２
１２

１２
H

F
―１

焼
土

１
１

１
計

９４
９４

１
１

１３
１
１

１７
２５

２５
１３
６

Ⅲ
P
―１

覆
土

２
２

２
２

４
覆
土
２

９１
９１

１
１

４４
４４

１３
６

計
９１

９１
３

３
４６

４６
１４
０

表
Ⅲ
－
５

出
土
遺
物
点
数
一
覧
（
３
）

根室市 温根沼２遺跡

４０



種
別

土
器
等

陶 磁 器 ・ ガ ラ ス 瓶

焼 成 粘 土 塊

石
器
等

礫

金 属 器 等
合
計

遺
構
／
包
含
層

層
位

Ⅰ 群 ｂ 類

Ⅱ 群

Ⅲ 群 ｂ 類

Ⅲ ｂ 〜 Ⅳ ａ

Ⅳ 群 ａ 類

Ⅳ 群 ｃ 類

Ⅴ 群
Ⅵ 群

Ⅵ 群 ｂ 類

Ⅵ 群 ｃ 類

Ⅶ 群
Ⅷ 群
土 製 品
不 明

計
石 鏃

石 槍 ・ ナ イ フ

石 錐

両 面 調 整 石 器

つ ま み 付 き ナ イ フ

ナ イ フ

ス ク レ イ パ ー

彫 器

石 刃 ・ 削 片

楔 形 石 器

Ｕ ・ Ｒ フ レ イ ク

フ レ イ ク

チ ッ プ
石 核
石 斧
石 の み

た た き 石

す り 石
石 鋸
砥 石

台 石 ・ 石 皿

加 工 痕 あ る 礫

石 製 品 ？
計

珪 化 木
原 石
炉 石
有 孔 礫

被 熱 礫
礫

パ ミ ス 等
計

Ⅲ
P
―２

覆
土
上

２
２

１２
１２

８
８

２２
覆
土
中

１
１

７
１

８
２２

２２
３１

覆
土
下

１
１

２
２

３
坑
底

１
１

１
計

３
３

１９
２

２１
３３

３３
５７

Ⅲ
P
―３

覆
土

１
１

１
SP

―１
覆
土

３
３

３
計

４
４

４
Ⅲ
P
―６

覆
土

１
６

２
９

３
２１

２４
３３

SP
―１

覆
土

１
１

１
計

１
７

２
１０

３
２１

２４
３４

Ⅲ
P
―７

覆
土

２
１６

１８
６

６
２３

２３
４７

覆
土
上

６
６

２
２

４
１０

計
２

２２
２４

８
２

１０
２３

２３
５７

Ⅲ
P
―８

覆
土
・
計

１４
１４

２
２

１６
Ⅲ
P
―９

覆
土
・
計

１
１

１
Ⅲ
P
―１
０

覆
土
・
計

１１
１１

１１
Ⅲ
P
―１
１

坑
底
直
上
・
計

２３
２３

２３
Ⅲ
P
―１
２

覆
土

１
１

１
覆
土
上

２
３
２１
１

２１
６

１
４

１
６
２２

１
８

３
４６

１５
５２

６７
３２
９

覆
土
中

１
１
１

３
４８

４８
５１

覆
土
下

１
１
１

７
１
１

１２
２２
２
１９
７

４１
９

４３
１

覆
土
下
焼
土

１
１

１
焼
土

６
６

６
計

２
３
２１
１

２１
６

１
６

１
６
２４

３
１５

４
１

６１
２８
６
２５
６

５４
２

８１
９

Ⅲ
P
―１
３

覆
土

９
７

１６
１

１
１

２
３
１

９
４６

３２
７８

１０
３

覆
土
上

５
５

１
１

１０
４

１４
２０

覆
土
下

２
１

３
３

５
８

１１
坑
底
直
上

１
１

１
計

９
１２

２１
１

１
１

３
５
２

１３
５９

４２
１０
１

１３
５

Ⅲ
P
―１
４

坑
底
直
上
・
計

２
４

１
７

３
３

１０
Ⅲ
P
―１
５

覆
土
・
計

２
１

３
３

Ⅲ
P
―１
６

覆
土
上

１
３１

３２
１

２
５

１
１

１０
２

１２
１４

５６
覆
土
中

３
３

１
１０

１
１２

２
７

９
２４

覆
土
下

２
２

１
１

２
２

１５
１７

２１
計

３
１
３３

３７
１
１

２
１６

１
２

１
２４

６
３４

４０
１０
１

Ⅲ
P
―１
７

覆
土
・
計

２
１０

１２
１

１
１

２
５

２６
１９

４５
６２

Ⅲ
P
―１
８

覆
土
・
計

１０
１０

１０
Ⅲ
P
―２
０

覆
土

４
４

１
１

２
６

覆
土
上

１
５

６
３

３
７

４
１１

２０
覆
土
中

１
１

１
２

５
５

１
６

１１
覆
土
下

１
１

１
１

２
３

坑
底

２
２

２
計

１
４

５
１０

１
１

５
２

９
１５

７
１

２３
４２

Ⅲ
P
―２
１

覆
土
・
計

１
１

８
２０

２８
２９

Ⅲ
P
―２
３

覆
土
・
計

１
１

２
２

Ⅲ
P
―２
４

覆
土

３
４３

４６
１

１
３

１
２
１４

２２
２８

２４
５２

１２
０

覆
土
上

３０
３０

１
２

３
１

７
１

６
７

４４
計

３
７３

７６
１

１
１
５

１
２
１７

１
２９

２９
３０

５９
１６
４

Ⅲ
P
―２
５

覆
土
・
計

９
４

１
１４

１
１

１
４
１８

３
２８

１４
９
１０
３

２５
２

２９
４

Ⅲ
P
―２
６

覆
土

４
４

４
坑
底
直
上

３
３

３
坑
底
ベ
ン
ガ
ラ

１
１

１
計

３
１

４
４

４
８

表
Ⅲ
－
６

出
土
遺
物
点
数
一
覧
（
４
）

Ⅲ章 調査の方法

４１



種
別

土
器
等

陶 磁 器 ・ ガ ラ ス 瓶

焼 成 粘 土 塊

石
器
等

礫

金 属 器 等
合
計

遺
構
／
包
含
層

層
位

Ⅰ 群 ｂ 類

Ⅱ 群

Ⅲ 群 ｂ 類

Ⅲ ｂ 〜 Ⅳ ａ

Ⅳ 群 ａ 類

Ⅳ 群 ｃ 類

Ⅴ 群
Ⅵ 群

Ⅵ 群 ｂ 類

Ⅵ 群 ｃ 類

Ⅶ 群
Ⅷ 群
土 製 品
不 明

計
石 鏃

石 槍 ・ ナ イ フ

石 錐

両 面 調 整 石 器

つ ま み 付 き ナ イ フ

ナ イ フ

ス ク レ イ パ ー

彫 器

石 刃 ・ 削 片

楔 形 石 器

Ｕ ・ Ｒ フ レ イ ク

フ レ イ ク

チ ッ プ
石 核
石 斧
石 の み

た た き 石

す り 石
石 鋸
砥 石

台 石 ・ 石 皿

加 工 痕 あ る 礫

石 製 品 ？
計

珪 化 木
原 石
炉 石
有 孔 礫

被 熱 礫
礫

パ ミ ス 等
計

Ⅲ
P
―２
７

覆
土
・
計

２
２

１
１

２
３

７
２４

２３
４７

５６
Ⅲ
P
―２
８

覆
土
・
計

３
３

３
Ⅲ
F
―１

焼
土
・
計

１
１

１
Ⅲ
F
―２

焼
土
・
計

１８
１８

２
２

１
１

２１
Ⅲ
F
―６

焼
土
・
計

２
２

２
Ⅲ
F
―７

焼
土
・
計

１
１

１
Ⅲ
F
―１
０

焼
土
・
計

４
４

４
Ⅲ
F
―１
１

焼
土
・
計

１
１

１
Ⅲ
F
―１
２

焼
土
・
計

１
１

１
１

２
２

４
Ⅲ
F
―１
３

焼
土
・
計

３
３

８
８

１１
Ⅲ
F
―１
４

焼
土
・
計

１
１

１
Ⅲ
F
―１
５

焼
土
・
計

１
１

１
５

６
７

Ⅲ
S ―
１

Ⅲ
・
計

１
１

１９
６

１９
６

１９
７

Ⅲ
S―
２

Ⅲ
・
計

４３
１４

４
６１

１
１

１
３

１７
１４

１
１０

２４
１

７３
１

９６
８
９１
２
２１
１９
０２

２０
３６

Ⅲ
S ―
３

Ⅲ
・
計

３
３

２
５８

６０
６３

Ⅲ
S―
４

Ⅲ
・
計

２
２

１５
３

１８
４２
９

１３
４４
２

４６
２

Ⅲ
S ―
５

Ⅲ
・
計

１
１

１
４

５
１

１８
６

６９
２５
６

２６
２

Ⅲ
S―
６

Ⅲ
・
計

２５
５

３０
３０

Ⅲ
S ―
７

Ⅲ
・
計

２
２

１
３

４
３７

２０
３

２４
０

２４
６

Ⅲ
S ―
８

Ⅲ
・
計

３
３

５
１

４
１０

１４
５
１４
７
１
２９
３

３０
６

Ⅲ
S―
９

Ⅲ
・
計

５２
５２

１
２

２
５

２２
２２

７９
Ⅲ
S ―
１０

Ⅲ
・
計

５
１

６
１

１
３

１
６

１２
２

３１
９
１９
１

５１
２

５３
０

Ⅲ
S―
１１

Ⅲ
・
計

５
１

６
７５
５

８７
８４
２

８４
８

Ⅲ
F
C
―１

Ⅲ
・
計

１
６８
３１
３８

３２
０７

１
２５

２６
３２
３３

土
器
集
中
２

Ⅲ
・
計

３６
３６

３６
Ⅴ
H
―１

覆
土
上

２
２

１
１

２
４

４
８

覆
土
下

１
３
３

３
２

１２
１６

１６
２８

床
面
直
上

３
１

４
３

３
７

計
２

２
１

１
４
３

６
３

１８
２３

２３
４３

Ⅴ
H
―２

覆
土

６
４

２
１２

２
１３

５
１
１
２４

５５
３

１
１

１０
６

１７
１７

１３
５

床
面
直
上

４
４

１
４
２
１
１

８
２０

１
１

３９
１

１
４４

床
面

１４
１４

１
３

３
１０

１
１８

９
９

４１
計

２４
４

２
３０

１
３
２０

７
２
２
３５

８５
３
１

２
２

１６
３

２７
２７

２２
０

Ⅴ
H
―３

掘
上
土

３
３

３
覆
土

１
１

４
４

５
覆
土
３

１
３

４
１

１
２

６
計

１
４

５
１

８
９

１４
Ⅴ
P
―１

覆
土
下
・
計

８
８

８
Ⅴ
P
―２

覆
土
・
計

１４
３９

１４
３９

１４
３９

Ⅴ
P
―３

覆
土
・
計

１
１

１
１

２
Ⅴ
P
―４

覆
土
・
計

８
８

２
１

３
１１

Ⅴ
P
―８

覆
土

４
２

６
６

覆
土
上

１４
０７

１
１４
０８

１
１

１
１
１

１
２６

１６
５

１０
２

６５
６

１８
２４

１４
９７

覆
土
下

１
１

１
１

２
１

１
４

計
１４
０８

１
１４
０９

１
１

１
２
１

１
３０

１８
５

１０
２

１
７３

７
１８

２５
１５
０７

Ⅴ
P
―９

覆
土
・
計

２４
１

２４
１

２４
１

Ⅴ
P
―１
０

覆
土
・
計

３
３

１
７

５
５

１２
Ⅴ
P
―１
１

覆
土
・
計

２
２

１
３

３
１

１
９

３０
３０

４１
Ⅴ
P
―１
４

覆
土

１
１

１
３

３
坑
底
直
上

１
１

１
計

１
１

１
１

４
４

Ⅴ
P
―１
５

坑
底
直
上
・
計

５９
５９

２
２

６１
Ⅴ
P
―１
６

覆
土
・
計

３１
３１

１
１

２
２

３４
Ⅴ
P
―１
８

覆
土
・
計

１２
３

１２
３

１２
３

表
Ⅲ
－
７

出
土
遺
物
点
数
一
覧
（
５
）

根室市 温根沼２遺跡

４２



種
別

土
器
等

陶 磁 器 ・ ガ ラ ス 瓶

焼 成 粘 土 塊

石
器
等

礫

金 属 器 等
合
計

遺
構
／
包
含
層

層
位

Ⅰ 群 ｂ 類

Ⅱ 群

Ⅲ 群 ｂ 類

Ⅲ ｂ 〜 Ⅳ ａ

Ⅳ 群 ａ 類

Ⅳ 群 ｃ 類

Ⅴ 群
Ⅵ 群

Ⅵ 群 ｂ 類

Ⅵ 群 ｃ 類

Ⅶ 群
Ⅷ 群
土 製 品
不 明

計
石 鏃

石 槍 ・ ナ イ フ

石 錐

両 面 調 整 石 器

つ ま み 付 き ナ イ フ

ナ イ フ

ス ク レ イ パ ー

彫 器

石 刃 ・ 削 片

楔 形 石 器

Ｕ ・ Ｒ フ レ イ ク

フ レ イ ク

チ ッ プ
石 核
石 斧
石 の み
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す り 石
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計

珪 化 木
原 石
炉 石
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被 熱 礫
礫

パ ミ ス 等
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１４
９
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８
３９
９
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２６
４
２５
０９
９５
２２
７
５１
１
１
５
４３
５８

１１
４０
４６
１７

５
２
８
１４
８

７
２４
５０
４
５３
３６
２４
２６

２６
８
１９

９
１６
１
５１

２
６６
９７

１
１４

１
１
５５
８１
８１
２２
７９
１３
７９
９
１
２４
８６
６

Ⅴ
層
遺
構

合
計

３４
７６

４
３

１
３４
８４

１
１

２
６
２３

８
３
３
７４
１０
７
１１

１
２０

４
１４

４
２

２８
４

７０
３２
１

３９
１

４１
５９

Ⅰ
層
遺
構

合
計

５
５
１７

１
２６
３

１
５

３
１

２７
４

９７
１
１５
７

１１
２８

１
１４
２５

遺
構

合
計

３４
８６
２８
１４
９
１５
２
３９
９

１２
２６
７
２５
１４
９５
２２
７
５１
２
１
５
７８
４７
１７
１１
４１
４６
１９

５
２
１０
１５
４
２３

８
１０
２７
８４
１
５４
４４
３５
２７

２９
３
２３

９
１７
８
５６

４
７２
５５

１
１４

１
１
６６
２２
８６
００
７９
１５
３１
８
２
３０
４５
０

包
含
層

「
掘
上
土
」

２
１

３
３

７
１０

１３
撹
乱
ほ
か

１
１０

３
４７

１
６

６８
２
３
２

１
２
１１

１
１
３０

２９
２
１

８
３
２

９８
１

２９
４５
７
２
４８
９
１

６５
６

Ⅰ
３

１３
４４

１４
１７
５
３
２３

３
２７
８
２

８
６

１
１３

２
８４

９７
２
２

１３
２

１０
２
１

２４
３

１
９２
１０
６９

１
１１
６３

５
１６
９１

Ⅱ
１１

１
３１
９２
２２
１

１５
６３
１
３
９２
２１

１１
１８

２
２
１６
１０

４
３
４４

２
１０
１６
０
３８
０
１６

６
９６

５
３１

２
７８
５
１
１

１０
４５
２６
３８
１３
３６
９８

１
５６
０６

Ⅲ
１０
３９
１７
０
３５
５
３７
８
１
２
７９
１０
９７
８７
１２
０
２５

４
２３
６７

２
６
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６
７
１０
１０
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４
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６
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９
９
３
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１
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２
１
１８
１８

４
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９
８９
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２
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１１
３

Ⅴ
１１
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５
２

７
５５

１
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５２

１
１０

２
１

１
２５
２６

５
７
５
２９
８
１６
１
４３

５
４０

５３
１

６８
３
１
１１

１６
１
９１
４
３
１０
９０

３０
２６

Ⅵ
１７

２
１

１
２１

１
１
１

１
１２

３
２

１３
１

３５
１

２５
５９
６

６２
２

６７
８

Ⅶ
１

１
２

１７
７

１７
７

１７
９

包
含
層

合
計
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４０
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３
１
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４
５１
０４

６
９
６７
５１
１４

１
９
１６
１９
６
２７

６
１４
４３
９８
２
１５
７９
８４
３６

６
２９
０
１７

３
１９
８
２４

３
１
３６
６７

２
１９

３２
７７
１２
８４
１
２８
１６
１６
７
９
２４
９６
２

遺
構
・
包
含
層

合
計

４７
０９
６８
３６
８
６０
２
１０
５２

１
１４
３８
７
４５
２０
１８
９
４７
０
５６
１
１
９
１２
９５
１
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３
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７
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６
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図Ⅲ－１３ 遺構位置図（Ⅲ層時期別）
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図Ⅲ－１４ 包含層出土遺物点数分布図（１）
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図Ⅲ－１５ 包含層出土遺物点数分布図（２）
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遺構名 区分 推定時期 発掘区 検出
層位 重複・近接等 備考 形状・付属遺構・出土遺物 年代測定結果

（yrBP δ１３C補正値）
掲載
ページ

ⅤH―１

縄文
時代
早期
後半
の
遺構

縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 i・j
９・１０ Ⅳ上

おおむね円形、覆土の大部分がⅦ層由来。
床面中央に大型砥石。その下に太い柱穴を
１本検出。他、床面から小形の台石が出土
している。

未分析。 ５７～６０

ⅤH―２ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 d１７・１８ Ⅳ上 ⅢP―２７

Ⅳ層除去後、くぼみとして検出。全体の約
１／２調査。平面は直径約５mの円形と推定さ
れる。柱穴は確認できず、床面中央付近で
炉跡を検出。遺物は床直・床面から、東釧
路Ⅱ式土器、小型磨製石斧、フレイク・チッ
プなどが出土。特に彫器が多い。

未分析。 ６０・６１

ⅤH―３ 縄文時代早期後半 東釧路 g・h
１１・１２ Ⅴ ⅢH―１４・１５

隅丸長方形に近い楕円形、覆土に黄色土、
覆土最下層に炭化材残存、炉・柱穴確認で
きず。

１件提出。６，８１０±３０。 ６０・６２・６３

ⅤP―１ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 k５・６ Ⅴ なし 皿状、覆土土器あり。 未分析。 ６３～６５

ⅤP―２ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 k４・５ Ⅴ ⅤP―６・７ 皿状、覆土土器あり。覆土中より東釧路Ⅱ
式土器。同一個体とみられるが大半は粉状。未分析。 ６３～６５

ⅤP―３ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 l４ Ⅴ なし 半分、調査区外。判然としない。 未分析。 ６６・６７

ⅤP―４ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅲ式 k６ Ⅴ なし 撹乱で大半の覆土を欠失し、平面形のみの
確認。 未分析。 ６４・６７

ⅤP―５ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 k４・５ Ⅴ なし 半分近くが調査区外に及ぶ。 未分析。 ６４・６５・６８

ⅤP―６ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 k５・６ Ⅶ ⅤP―２
円形の小土坑。誤って覆土が掘りぬかれた
ため、土層断面の記録はない。遺物は出土
していない。

未分析。 ６８・６９

ⅤP―７ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 k・l５ Ⅶ ⅤP―２
楕円形の小土坑。土層断面は、誤って上位
を掘りぬいたため覆土下のみの記録。遺物
は出土していない。

未分析。 ６８・６９

ⅤP―８ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 f８ Ⅴ なし
覆土中から東釧路Ⅱ式の土器片、石鏃、石
錐、有溝砥石。たたき石多数出土。墓の可
能性もある。

未分析。 ６９・７０

ⅤP―９ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 e９ Ⅵ ⅢH―７ 小型円形、覆土に東釧路Ⅱ式土器一括。 未分析。 ６９・７１・７２
ⅤP―１０ 縄文時代早期後半 e９ Ⅵ なし 小型楕円形、覆土に中型礫５点。 未分析。 ７１・７２
ⅤP―１１ 縄文時代早期後半 g９ Ⅴ なし 円形、Ⅴ層上面で深いくぼみ。 未分析。 ７２・７３
ⅤP―１２ 縄文時代早期後半 e・f８ Ⅵ なし 円形、浅い。 未分析。 ７２・７３
ⅤP―１３ 縄文時代早期後半 e・f１３ Ⅴ なし 小型円形。浅い。 未分析。 ７２・７４・７６
ⅤP―１４ 縄文時代早期後半 e１７ Ⅳ下 なし 坑底付近に人頭大の扁平礫１点。 １件提出。６，７９０±３０。 ７５・７６

ⅤP―１５ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 e１３ Ⅴ なし 東釧路Ⅱ式土器を伴う。掘りすぎで大部分
を欠失。 未分析。 ７５・７６

ⅤP―１６ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 f１２ Ⅵ ⅢH―９・１４・１５ 小型楕円形、覆土中に東釧路Ⅱ式土器片。 未分析。 ７６～７８
ⅤP―１７ 縄文時代早期後半 g１１ Ⅴ ⅢH―１４・１５ 円形、Ⅴ層上面で深いくぼみ。 未分析。 ７７・７８
ⅤP―１８ 縄文時代早期後半 h１０ Ⅵ ⅢH―１５、ⅤH―３ 径約２m楕円形、浅い、地山礫多数。 未分析。 ７４・７８
ⅤP―１９ 縄文時代早期後半 東釧路Ⅱ式 g１１・１２ Ⅵ ⅢH―１４・１５・ⅢP―２６ 覆土中に東釧路Ⅱ式土器片。 未分析。 ７７・７８・８１
ⅤS―１ 縄文時代早期後半 f１３ Ⅴ上 なし 円礫～亜角の被熱礫多数、周辺にも礫あり。未分析。 ７９・８１
ⅤF―１ 縄文時代早期後半 k１３ Ⅴ なし 未分析。 ８０・８１
ⅤF―２ 縄文時代早期後半 f６ Ⅴ なし 未分析。 ８０・８１
ⅤF―３ 縄文時代早期後半 f８・９ Ⅵ なし 周辺に大型礫あり。 未分析。 ８０～８２

土器集中１ 縄文時代早期後半 コッタロ式 l４ Ⅴ ７９・８１・８２

ⅢH―１５
縄文
時代
前期
～
中期

縄文時代前期 温根沼式 f・g・h
１０～１２ Ⅲ ⅢH―９・１４

径約７m楕円形、地床炉・柱穴・小土坑あ
り、覆土下位に石囲い炉？・、温根沼式土
器、覆土中黄色土（屋根土？）中に焼土・
炭化材・ベンガラ集中あり。

２件提出。４，４２０±３０、４，５００±３０。
予想より６００年ほど新しい。が、こ
の年代値に該当するような遺物は
出土していない。

２１６～
２２０

ⅢP―２６ 縄文時代前期～中期 g１１ Ⅳ ⅢH―１５・ⅤP―３ 土坑墓。楕円形、坑底ベンガラ撒布、石槍
またはナイフを伴う。覆土埋め戻し。

１件提出。４，５２０±３０。ⅢH―１５とほ
ぼ同じ年代値である。

２１６・２２０
・２２１

ⅢH―７

北筒式
の遺構

縄文時代後期初頭
北筒Ⅳ～Ⅴ式 e・f９ Ⅲ ⅤP―９

ほぼ円形・床面平坦（北筒期としてはよく
整っている）、地床炉があり、柱穴めぐる。
壁寄りに袋状土坑３基。
床面付近に円礫集中と被熱した北筒Ⅳ～Ⅴ
式土器があり、覆土にTa―c堆積。

１件提出。３，４５０±２０。縄文時代後
期中葉の年代値。北筒Ⅴ式の値か。
通例に従ってⅣaと分類したが、Ⅳ
bの可能性もある。

１０５～
１０９

ⅢH―８ 縄文時代後期初頭
北筒Ⅲ式

g・h・i
９・１０ Ⅲ ⅢP―３・

ⅢS―４

不整楕円形、床面段差あり、地山礫多数、
覆土に北筒Ⅲ式のまとまり。上層で続縄文
下田ノ沢式土器および礫多出、くぼ地利用
の活動の跡。

未分析。 １０６・１１０
～１１３

ⅢH―１３
縄文時代中期末
北筒Ⅱ式

（トコロ６類）

e・f
１３～１５ Ⅲ

ⅢH―１０・ⅢF―１４・
ⅢS―９
検討結果、旧ⅢP―２２を
ⅢH―１３の西の立ち上が
りとした。

判然としない。上部の土層が緩やかにくぼ
み、火山灰がレンズ状に堆積していたこと。
ベルトの何か所かに壁と思しき立ち上がり
があったことから住居を想定して調査を進
めた。

１件提出。 ４，０６０±２０。遺構は判
然としないが、年代値は予想通り。

１０１～
１０５

ⅢH―１４ 縄文時代後期
北筒式

e・f・g
１０～１２ Ⅲ ⅢH―９・１５

約９m楕円形、床面付近に複数焼土、柱穴多
数、床面付近から北筒Ⅲ式のまとまり、下
田ノ沢式もあり、覆土にやや厚い黄色土（屋
根土？）および炭化材。

２件提出。３，５００±２０、３，４５０±２０。
いずれも北筒式の年代値。予想通
りではあるが、出土している石器
は続縄文の特徴を持つものが多い
ように映る。

２１１～２１５

ⅢP―９ 縄文時代中期末～後期 北筒式 g・h５ Ⅲ中 なし 石皿・台石下の土坑、坑底はⅤ層。 未分析。 １１３・１１４
ⅢP―１３ 縄文時代後期初頭 北筒Ⅲ式 h・i１２・１３ Ⅲ ⅢP―１５ 覆土に北筒Ⅲ式大型破片。 未分析。 １１４～１１６
ⅢP―１５ 縄文時代後期初頭 北筒式 i１２ Ⅴ ⅢP―１３ 円形、ⅢH―１３より新しい。 未分析。 １１４～１１６

ⅢP―１７ 縄文時代後期初頭 北筒Ⅲ式？ g１０ Ⅲ ⅢH―９・１４・１５
ⅤP―１７

不整楕円形、覆土に焼土・炭化材片・ⅢH
―１４の黄色土（掘り上げ土または屋根土）。 未分析。 １１５・１１７

・１１９
ⅢP―２３ 縄文時代後期初頭 北筒式？ g・h９ Ⅴ ⅢH―２３ 小型楕円形、覆土に珪化木あり。 未分析。 １１８・１１９
ⅢP―２５ 縄文時代後期初頭 北筒式？ e１６・１７ Ⅲ ⅢH―５掘上土下 ⅢH―５南側で検出、大型で西側形状不明。 未分析。 １１９～１２１
ⅢP―２７ 縄文時代後期初頭 北筒式？ d１８ Ⅳ ⅤH―２・ⅢH―１２ 楕円形、長軸約２．５m、遺物少量。 未分析。 １１８・１２１
ⅢS―１ 縄文時代後期初頭 北筒式？ h２０ Ⅲ なし 被熱破砕礫集中、周辺にも礫あり。 未分析。 １２１・１２２
ⅢS―２ 縄文時代後期初頭 北筒式 l４ Ⅲ なし 円礫～亜角礫多数、北筒式伴う。 未分析。 １２１・１２３
ⅢS―４ 縄文時代後期初頭 北筒式？ g１０ Ⅲ なし 円礫・亜角礫の集中、破砕礫がほとんど。 未分析。 １２４・１２５
ⅢS―５ 縄文時代後期初頭 北筒式 f８ Ⅲ なし ⅢH―７南西掘上土、被熱破砕礫。 未分析。 １２４・１２５
ⅢS―８ 縄文時代後期初頭 北筒式 f１３ Ⅲ上 なし ⅢH―６に近接。複数の小さなまとまりを一括。１件提出。３，７８０±２０。 １２５

ⅢS―９ 縄文時代中期末 北筒Ⅱ式
（トコロ６類） d１４ Ⅲ ⅢH―１３、ⅢF―１４ トコロ６類土器を伴う。 未分析。 １０２・１０３

・１０５

表Ⅲ－９ 時期別遺構一覧（１）

根室市 温根沼２遺跡
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遺構名 区分 推定時期 発掘区 検出
層位 重複・近接等 備考 形状・付属遺構・出土遺物 年代測定結果

（yrBP δ１３C補正値）
掲載
ページ

ⅢH―１

続縄文
時代
の遺構

続縄文時代・下田ノ沢Ⅱ式期 g・h
１６～１８ Ⅲ

素図作成時の検討結果、
旧ⅢP―５はⅢH―１の張り
出し部として変更した。

焼失家屋。炭化材多数検出。樹種同定の結
果、トネリコ属、ハンノキ属、モミ属、コ
ナラ属、クルミ属、カツラ等、現在でも周
辺で自生する植物であった。井桁状に検出
した柱材はハンノキ属とトネリコ属、屋根
材の可能性がある板状の炭化材はコナラ属
とカツラであった。
中央部に板状礫で囲った細長い炉。柱穴は
最大約７０を数える。おそらく一時のもので
はなく柱の差し換え等を繰り返し行った結
果である。
北側の壁際に堆積していた焼土層中からヒ
グマ焼骨が検出した。軸椎、中節骨、基節
骨、脛骨、四肢骨、寛骨があり、何らかの
儀礼行為が行われた可能性が窺われる。
覆土中からは拳大の被熱礫、礫が多数出土
した。
床面から台石・石皿、たたき石等、スクレ
イパーがまとまって出土している。

３件提出。２，０２０±２０、１，９８０±２０、
２，０３０±２０。予想年代１，９００BPより
古い結果。

１３９～
１４８

ⅢH―６ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅱ式期 g・h１３・１４ Ⅰ なし

北東部テラス状。炉の直上の覆土において
倒立土器出土（無文）。
炉の脇で小型土器。
柱穴は南西の一段低い面に集中。北西部と
北東部の壁が外に少し張り出す。
撹乱によってやや判然としないが、南西部
もやや舌状に張り出していたとみられる。

１件提出。２，３１０±２０。予想より
４００年近くも古い。古木効果か？ １４８～１５３

ⅢH―１０ 続縄文時代・下田ノ沢式期 e・f１４・１５ Ⅲ ⅢH―１３ 床面から土器検出。中央の床面が焼成酸化
を呈するが、炉石はない。

１件提出。２，１６０±２０。予想より
ずっと古い。古木効果か？ １５３～１５７

ⅢH―１１ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅱ式期 g・h
１５・１６ Ⅲ ⅢF―１６

北東部テラス状。南西が一段低い。中央の
付属土坑を埋めた上に炉？
覆土上部が掘り上げ土状。

１件提出。８５０±２０。擦文文化期後
期の年代値。この住居は、形状は
下田ノ沢式であるが、掘り方がガ
タガタして非常に粗い。あるいは
くぼみとして残っていた下田ノ沢
式期の住居跡を擦文文化期の人間
が掘り起こして住居として再利用
した可能性も考えられる。

１５７～１６０

ⅢH―１２ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅱ式期 d・e・f
１８・１９ Ⅲ ⅢP―２７

南側約１／４は削平、平面は長軸約６mの楕円
形と推定される。床面西側が一段低くなる。
竪穴外の主に東側に黄褐色土主体の盛りつ
ちがみられ、盛りつち後に竪穴を構築した
可能性がある。炉の周辺には礫と礫抜き取
り痕があり石囲い炉と推定される。覆土中
～床面にかけて下田ノ沢式土器が複数個体
出土している。石器は石鏃、石槍またはナ
イフの類、ラウンドスクレイパー等剥片石
器が目立つ。HP―８から石槍またはナイフ。
HFC―２では石槍またはナイフ片多数出土。

１件提出。３，６７０±２０。結果は北筒
式の年代値である。 １６０～１６４

ⅢH―１６ 続縄文時代・下田ノ沢式期 h・i１８・１９ Ⅲ下 焼成礫、炭化材、土器片（下田ノ沢式）。
柱穴がある。旧ⅢP―４。

１件提出。２，１３０±２０は予想より古
い。古木効果？ １６４～１６６

ⅢP―１ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅰ式期 i１８ Ⅳ上 ⅢP―４ 焼成礫、炭化材、土器片（下田ノ沢式）。 １件提出。２，１６０±２０は予想より古
い。古木効果？ １６６・１６７

ⅢP―２ 続縄文時代・下田ノ沢式期 h・i
１５・１６ Ⅳ上 なし 炭、魚堆骨、焼土粒、覆土中礫、黒曜石。 １件提出。２，１７０±２０は予想より古

い。古木効果？
１６６・１６８
・１６９

ⅢP―３ 続縄文時代・下田ノ沢式期？ h・i１４・１５ Ⅳ上 ⅢP―１４ 坑底平坦、SP―１礫・炭あり。 未分析。 １６７・１６９
ⅢP―６ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅰ式期 i１９ Ⅲ中 ⅢP―７・８ 礫、土器片、炭等出土。 未分析。 １６９・１７０
ⅢP―７ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅰ式期 i１９ Ⅲ中 ⅢP―６・８ 礫、土器片、炭等出土。 未分析。 １６９～１７１
ⅢP―８ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅰ式期 i１９ Ⅲ中 ⅢP―６・７ 礫、土器片、炭等出土。 未分析。 １７０・１７１
ⅢP―１０ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅱ式期 i１０ Ⅲ上 なし 覆土から続縄文土器出土。 未分析。 １７２・１７３

ⅢP―１１ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅰ式期 h１６ Ⅳ上 ⅢH―１１ 覆土１層がMa、坑底直上から下田ノ沢式？
土器。 未分析。 １７２・１７３

ⅢP―１２ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅰ式期 g・h
１９・２０ Ⅳ上 ⅢS―３・ⅢF―２

北東部がテラス状、南西部が一段下がる。
覆土下部に拳大の被熱礫多数。炭も少量検
出。掘り込み深い（平均７０㎝）。覆土上位で
採取した骨は焼けていないカレイの魚骨で
あった。

１件提出。３，４５０±２０は北筒式の年
代値。コンタミか？

１７２・１７４
・１７５

ⅢP―１４ 続縄文時代・下田ノ沢式期 h１５ Ⅲ ⅢP―３・
ⅢS―４

坑底直上から石鏃・スクレイパー・石のみ
ほか出土、歯？あり →土坑墓。
長軸東西

未分析。 １７５・１７６

ⅢP―１６ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅱ式期 f１７・１８ Ⅲ ⅢF―３・７ 覆土上部に下田ノ沢式の小型土器。炭化材、
礫が覆土中から検出。

１件提出。２，１３０±２０。予想より古
い。 １７７・１７８

ⅢP―２０ 続縄文時代・下田ノ沢式期 e２０・２１ ⅢH―４
床面 ⅢH―４ ⅢH―４床面で検出、覆土中から下田ノ沢式土

器出土。 未分析。 ２４８・２５２
・２７１

ⅢP―２４ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅰ式期 f１５ Ⅳ なし 覆土下から下田ノ沢式土器。掘り込み浅い。
剥片石器を各種伴う。

１件提出。２，１１０±２０。予想より古
い。

１７８・１７９
・１８１

ⅢF―２ 続縄文時代 北大Ⅰ式期？ g１９ Ⅲ ⅢP―１２ 竪穴のくぼみを利用した焼土。
１件提出。１，４５０±２０。わずかであ
るが、温根沼２遺跡では北大式が
出土している。

１８０・１８１

土器集中２ 続縄文時代・下田ノ沢Ⅰ式期 f１９ Ⅲ １８０・１８１

ⅢH―４

トビニ
タイ
式期
の遺構

トビニタイ式期 d・e
２０～２２ Ⅰ ⅢP―２０

くぼみとして検出。平面は一辺約６mの隅丸
方形で、地床炉、焼土、柱穴、掘上土など
がみられる。カマドはない。遺物は覆土中
から主に続縄文土器・礫が出土。礫は大型
のものが多い。床直からは小規模な礫集中
が出土。詳細な時期は不明だが、形状、覆
土中の礫の出土状況などからトビニタイ式
期と推定される。

１件提出。１，１４０±２０。 ２４６～２５２

ⅢH―５ トビニタイ式期 d１５・１６ Ⅰ

掘上土の下に、
ⅢH―１１・１３・
ⅢP―２５・
ⅤH―２

くぼみとして検出。全体の約１／２調査。平面
は一辺約７mの隅丸方形と推定。調査範囲で
は炉はなく柱穴、掘上土がみられる。柱穴
は壁際に多く、南壁には斜位の杭穴状ピッ
トが列状にみられた。遺物は覆土中から小
～大型の礫が多数出土。床面からは礫集中
とトビニタイ式土器１個体がつぶれた状態
で出土。

２件提出。９４０±２０、１，０７０±２０。
１３０年差で割れたが、１，０７０±２０は
HF―１採取の炭なので、こちらがこ
の住居の正しい年代値と思われる。

２５２～２５９

表Ⅲ－１０ 時期別遺構一覧（２）

Ⅲ章 調査の方法
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遺構名 区分 推定時期 発掘区 検出
層位 重複・近接等 備考 形状・付属遺構・出土遺物 年代測定結果

（yrBP δ１３C補正値）
掲載
ページ

ⅢH―２

擦文文
化期の
遺構

擦文文化期後期 b・c
２５～２７ Ⅰ なし

くぼみとして検出。平面は約５．８×５．２mの隅
丸方形で、カマド、地床炉、焼土、柱穴、
掘上土がみられる。柱穴は４本の主柱穴と
壁際の小柱穴がある。遺物は少量だが、覆
土下部から炭化材、床直から礫集中、擦文
土器が出土。床面からイヌ科や哺乳綱の骨。
カマド１焼土からイヌ？の基節骨、ニシン
科の腹椎など、HF―１からサケ科の歯が出土
した。

２件提出。９３０±２０、９００±２０。 ２５９～２６５

ⅢH―３ 擦文文化期後期 b・c
２２～２４ Ⅰ なし

くぼみとして検出。全体の約１／４調査。平面
は一辺が８mを超える隅丸方形と推定され
る。カマド２か所、焼土、柱穴、掘上土が
みられる。柱穴は大型とと小型がある。遺
物は少量だが、カマドそばから擦文土器が
出土。カマド１・２から出土した骨片につ
いて分析を行った結果、イヌ？、ヒグマや
ニシン科、カレイ科等の魚骨と同定された。

２件提出。９３０±２０、９６０±２０。 ２６５～２７０
・２７２

ⅢS―７ 擦文文化期後期？ c・d
１９・２０ Ⅲ上 なし ⅢH―４に近い位置、拳大の円～亜角礫。 未分析。 ２７１・２７２

ⅢF―１６ 擦文文化期後期 h１６
Ⅲ H
―１１
覆土

ⅢH―１１ ⅢH―１１の覆土上位。その上に掘り上げ土状
の土がのる。 未分析。 １５８・１６０

ⅢH―９

時期を
特定
でき
ない
遺構

縄文時代後期前葉以降～
トビニタイ式期以前

e・f
１０～１２ Ⅲ ⅢH―１４・１５

浅い隅丸方形、炭化材多出、焼土複数。上
層に楕円・亜角礫の集中４か所。全面礫出
土。トビニタイ式のほか下田ノ沢式・北筒
式あり。

２件提出。２件とも３，４７０±２０。縄
文時代後期中葉の年代値。上部は、
トビニタイ式期の遺構と考えられ
るが、試料の炭自体は北筒Ⅴ式の
時期であった。

２０７～２１１

ⅢP―１８ 縄文時代～続縄文時代 h・i１３・１４ Ⅲ～Ⅳ なし 礫数点。 未分析。 ２３２・２３３

ⅢP―１９ 続縄文時代～擦文文化期 f２４ Ⅲ なし 小型、遺物なし。 未分析。 ２３２・２３４
ⅢP―２１ 縄文時代中期後半から続縄文時代 g１４・１５ Ⅳ なし 西半欠失。 未分析。 ２３２～２３４

ⅢP―２８ 縄文時代前期～後期前葉 g１２ Ⅳ ⅢH―１５ 小型円形、ⅢH―１５より新しい。 未分析。 ２２０・
２２２・２２３

ⅢS―３ 縄文時代中期末の北筒式期以降 g２０ Ⅲ上 ⅢP―１２ ⅢP―１２の東に近接。円礫～亜角礫、５０cm
四方程度。 未分析。 ２３５・２３６

ⅢS―６ 縄文時代中期末の北筒式期以降 f１５ Ⅲ なし 円礫～亜角礫のまとまり。 未分析。 ２３５・２３６
ⅢS―１０ 縄文時代前期または後期前葉 e１２ Ⅲ ⅢH―１４ ⅢH―１４北東に隣接、押型文土器あり。 未分析。 ２２２・２２３
ⅢS―１１ 縄文時代中期末の北筒式期以降 e１９ Ⅲ ⅢH―１２ ⅢH―１２北東に隣接。 未分析。 ２３５・２３６
ⅢF―１ 続縄文時代下田ノ沢式期～擦文文化期 g１４ Ⅲ ⅢH―６ ⅢH―６のくぼみ上の焼土。 未分析。 ２３５・２３７

ⅢF―３ 縄文時代中期末の北筒式期以降 f１８ Ⅲ ⅢP―１６ 下田ノ沢式期の土坑の開口部に近接。 未分析。 ２３５・２３７
・２３９

ⅢF―４ 縄文時代～擦文文化期 e２４ Ⅲ なし 周辺から遺物出土せず時期不明。 未分析。 ２３８・２３９
ⅢF―５ 続縄文時代下田ノ沢式期～擦文文化期 g１４ Ⅲ ⅢH―６ ⅢH―６のくぼみ上の焼土。 未分析。 ２３７・２３９
ⅢF―６ 縄文時代前期以降 g１５ Ⅲ なし 小焼土。 未分析。 ２３８・２３９
ⅢF―７ 縄文時代前期以降 f１７ Ⅲ ⅢP―１６ ⅢP―１６に近接する。 未分析。 ２３９・２４０
ⅢF―８ 縄文時代前期以降 f１７ Ⅲ なし 時期は検出面から推考。 未分析。 ２３９～２４１
ⅢF―９ 縄文時代前期以降 f３１ Ⅲ なし 周辺から遺物出土せず時期不明。 未分析。 ２４０・２４１
ⅢF―１０ 縄文時代前期以降 e１３ Ⅲ なし 複数の小焼土を一括。水道管の撹乱で寸断。未分析。 ２４１・２４２
ⅢF―１１ 縄文時代前期以降 e１３ Ⅲ なし 複数の小焼土を一括。 未分析。 ２４１・２４２

ⅢF―１２ 縄文時代前期以降 g１２ Ⅲ ⅢH―６
斑状の小焼土。ⅢH―６の開口部西側に近接。
他の場所で焚いた焼土の可能性が考えられ
る。

未分析。 ２４１・２４３

ⅢF―１３ 縄文時代前期以降 h１２ Ⅲ なし 斑状の焼土。他で焚かれた可能性。 未分析。 ２４１・２４３
ⅢF―１４ 縄文時代中期末の北筒式期以降 d１４ Ⅲ ⅢH―１３ 斑状の焼土。他で焚かれた可能性。 未分析。 ２４２・２４３
ⅢF―１５ 縄文時代～続縄文時代 d１９・２０ Ⅲ なし 複数の焼土、ⅢFC―１隣接。 未分析。 ２３８・２４４

ⅢFC―１ 縄文時代～続縄文時代 d２０ Ⅲ なし ⅢF―１５隣接、黒曜石フレイク・チップ。 未分析。 ２３８・２４３
・２４４

炭窯１

近代
の
遺構

近代 j・k７・８ Ⅰ ― 焚口・炭焼土残存、周辺に柱穴。 未分析。 ３１０～３１４

炭窯２ 近代 j・k６・７ Ⅰ ― 焚口・煙道・炭・焼土ほか残存。 未分析。
３１０・３１１
・３１５・３１６
・３１８

ⅠP―１ 近代 j７・８・j８ Ⅳ ― 炭窯１関連土坑。 未分析。 ３１２・３２０

ⅠP―２ 近代 i７・j７・８ Ⅳ ― 炭窯１関連土坑。 未分析。 ３１２・３２０

ⅠP―３ 近代 j７・８・j８ Ⅳ ― 炭窯１関連土坑。 未分析。 ３１２・３２０

ⅠP―４ 近代 j７・８・j８ Ⅳ ― 炭窯１関連土坑。 未分析。 ３１２・３２０

ⅠP―５ 近代 j７・８・j８ Ⅳ ― 炭窯１関連土坑。 未分析。 ３１２・３２０

ⅠP―６ 近代 i・j６・７ Ⅳ ― 炭窯２関連土坑。 未分析。 ３１２・３２０
ⅠP―７ 近代 i６・７ Ⅳ ― 炭窯２関連土坑。 未分析。 ３１２・３２０
ⅠP―８ 近代 i６・７ Ⅳ ― 炭窯２関連土坑。 未分析。 ３１２・３２０
ⅠP―９ 近代 k７ Ⅶ ― 炭窯１関連土坑。 未分析。 ３１７・３２０
ⅠP―１０ 近代 k８ Ⅶ ― 炭窯１関連土坑。 未分析。 ３１７・３２０
ⅠP―１１ 近代 k６・７ Ⅶ ― 炭窯２関連土坑。 未分析。 ３１７・３２０
ⅠP―１２ 近代 k７ Ⅶ ― 炭窯２関連土坑。 未分析。 ３１７・３２０
建物跡１ 近代 j・k８・９ Ⅶ ― 「炭焼き小屋」、柱穴・土坑多数。 未分析。 ３１８～３２０

ⅠP―１００ 近現代 d２４ Ⅳ ― 馬埋葬、蹄鉄出土、ほか遺物無。 未分析。 ３２１・３２２

表Ⅲ－１１ 時期別遺構一覧（３）
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Ⅳ章 遺構と遺物

１ Ⅴ層 縄文時代早期後半の遺構と遺物

（１）概要
縄文時代早期後半の遺構はⅤ層で検出したものである。西側の台地上（特に縁辺部）から緩斜面部

にかけてと、調査区南西端にかかる低位平坦部において分布している。住居跡３軒（ⅤＨ－１～３）、

土坑１９基（ⅤＰ－１～１９）、集石１か所、焼土３か所（ⅤＦ－１～３）を確認した。覆土内から東釧路

Ⅱ式が出土したもの（ⅤＨ－２、ⅤＰ－１・２・８・９・１５・１６・１９）が多い。

ⅤＨ－１は床面中央に大きな砥石があり、その横で柱穴跡を１か所検出した。ⅤＨ－２は彫器が床

面を中心にまとまって出土している。ⅤＨ－３は炭化材を検出したが、遺物がほとんど出土しなかっ

た。ⅤＨ－２と３では柱穴を確認していない。

土坑は、平面形が円形のもの、楕円形のもの、隅丸方形のものなど様々ある。ⅤＰ－１～７は調査

区南西端の標高４～５ｍの低位面で近接して検出した。ⅤＰ－２から東釧路Ⅱ式の小片が多数出土し、

ⅤＰ－４から東釧路Ⅲ式の底部片が出土したほか、遺物はほとんど出土していないが、規模や形状が

近似しているものが多いことから、東釧路Ⅱ～Ⅲ式期と考えられる。ⅤＰ－３に関しては、あるいは

沢が削った自然地形かもしれない。ⅤＰ－８～１８は標高１０ｍ付近の西側台地上において検出した土坑

である。ⅤＰ－８は覆土中より土器片がまとまって出土したほか、たたき石、有溝砥石、石鏃、スク

レイパー、石核等が出土した。出土遺物の内容から墓である可能性も考えられる。ⅤＳ－１は被熱礫

の集石。よく焼けて赤化している。同時期の類例として、隣接する温根沼３遺跡からも同様の集石が

確認されている（道埋文２０１７）。 （影浦）

（２）遺構
ⅤＨ－１（図Ⅳ－１・２、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版２、３－１・２）

位 置 ｉ９・ｉ１０・ｊ９・ｊ１０区 平面形態 楕円形

規 模 ５．８０×４．６２／５．０１×３．９６／０．７５ｍ

確認・調査 調査区西側の緩斜面上、ｉ９区の包含層を掘り下げたところ、摩周テフラの拡がりが現

われた。緩斜面上位のⅢＨ－８の調査の後、テフラを除去し、楕円形のくぼみを確認した。十字状の

トレンチ調査後に黒色土を掘り下げ、Ⅶ層と思われる黄褐色土を一旦検出した。しかし検出面が波状

で色調が一部やや暗色であることから、再びトレンチ調査を行い黄褐色土を掘り下げたところ、しま

りの強いⅦ層黄褐色土の平坦面および壁面を検出したため、竪穴住居跡と判断した。また周辺を精査

したところ、南側～西側で掘り上げ土を検出した。

遺物の取り上げ後、炉や柱穴の検出に努めたが、柱穴１基を検出するにとどまった。

覆 土 上位（１・４層）は黒褐色でⅤ層に相当し、薄層だが壁際は厚みがある。下位（２・３・５

～１１層）はⅦ層黄褐色土を基調とした土壌が１０～５０㎝堆積する。掘り上げ土はⅦ層の土壌を主体とし、

最大厚は１５㎝を測る。黄褐色～褐色を呈して破砕礫をやや多く含んでいる。

床面・壁 床面は地形に沿って傾斜するⅦ層上位～下位を掘り込み、平坦である。壁は急に立ち上が

り、緩斜面上方の北東壁は最大７５㎝の高さがあり、下方の南西壁は２０㎝ほどである。北東側の壁面下

部には、Ⅶ層中の自然礫層がみられる。

付属遺構 柱穴１基（ＨＰ－１）を検出した。ＨＰ－１は床面のほぼ中央にあり、径１７㎝・深さ４８㎝
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と大型で主柱穴とみられる。

遺物出土状況 覆土上位では、中央東側で炭化材片を少量検出したほか、Ⅰ群ｂ類土器２点、楔形石

器１点、たたき石１点が出土した。覆土下位では、南側の床面に近い位置でこぶし大のやや扁平な円

礫が５点みられたほか、石核１点、たたき石３点、すり石３点、砥石３点、台石・石皿２点が出土し

た。また床面中央で大型扁平の台石１点が出土し、周辺には微細な炭化物が分布していた。ほかに砥

石３点が床面から出土している。

時 期 検出面および出土遺物から縄文時代早期後半とみられる。 （阿部）

ⅤＨ－２（図Ⅳ－３、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版３－３～５）

位 置 ｄ１７・１８区 平面形態 楕円形？

規 模 （５．１０）×（２．８６）／（４．５６）×（２．５１）／（０．３０）ｍ

確認・調査 ｄ１７・１８区でⅣ層を掘り下げたところ、Ⅴ層上面が浅くくぼむ形状となった。遺構の可

能性を考え、調査区壁沿いと１８ラインに沿った２か所にトレンチを設定し、掘り下げた結果、床面と

壁の立ち上がりが確認されたため、竪穴住居跡と判断した。調査区外の北側にも範囲が及んでいるた

め、調査範囲は住居跡全体の約１／２である。また、南東側はⅢＰ－２７と重複しており、壁の一部が壊さ

れている。上位にはⅢＨ－５の掘り上げ土が堆積する。最初に１８ラインのトレンチ沿いにベルトを設

定して、覆土を掘り下げた。覆土の遺物は適宜取り上げ、床面直上及び床面の遺物は約２㎝の厚さか

ら出土したものについて地点計測をして取り上げた。床面は覆土が褐色～暗褐色のため判然としなかっ

たが、遺物出土状況を確認しながら検出した。床面まで掘り下げた後、覆土断面の撮影及び図化を行っ

た。床面を精査したところ、調査区壁際の床面中央で褐色土の範囲が確認され、焼土と判断した。ま

た、ピット等は確認できなかった。

覆 土 覆土は９層（１～９）に分けた。自然堆積と考えられる。土層の色調は褐色～暗褐色を呈し、

Ⅶ層が主体でⅤ層が混ざる土壌が多い。堆積過程は、まず、床面北西側に褐色土層（７）、壁際に暗褐

色土層（６・８・９）が堆積し、次にそれらの間を褐色、暗褐色土層（４・５）が埋め、さらにその

上位をⅤ層が覆っている。また、南側の壁際には褐色～暗褐色土層（１～３）が厚く堆積している。

床面・壁 床面は、ほぼ平坦でⅦ層中に構築されている。壁は湾曲しながら緩やかに立ち上がる。

付属遺構 焼土１か所（ＨＦ－１）のみで、ピット等は確認されなかった。ＨＦ－１は調査区際の床

面ほぼ中央に位置し、北側は調査区外に広がっている。厚さは５㎝で、トレンチ掘り下げ時に上部を

削平している。焼土の色調が褐色で床面との区別がやや不明瞭だが、炭化物を微量確認したことや、

床面における位置から炉跡と判断した。

遺物出土状況 床面直上及び床面から東釧路Ⅱ式土器（Ⅰｂ）、彫器、石斧、たたき石、砥石等が出土

し、これらはこの遺構に伴うと考えられる。彫器は２０点を数えた。遺物の分布は中央付近、ＨＦ－１

南側が密である。南西側では細かい炭化物のまとまりを確認した。

時 期 検出層位、出土遺物などから縄文時代早期後半東釧路Ⅱ式期である。放射性炭素年代測定は

行っていない。 （広田）

ⅤＨ－３（図Ⅳ－４、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版４）

位 置 ｇ１１・ｈ１１区 平面形態 隅丸方形

規 模 ３．３１×３．２２／２．８１×２．５６／０．３０ｍ

確認・調査 調査区西部の台地縁辺部に位置する。ⅢＨ－１５の調査後、同範囲および周辺のMaテフラ

を除去したところ、Ⅴ層上面がくぼむ範囲を確認した。十字のトレンチ調査後掘り下げ、床面および
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壁の立ち上がりを検出し、竪穴住居跡とした。また竪穴周辺を精査したところ、南側～南西側に薄く

広がる掘り上げ土を検出した。遺物の取り上げ後、床面の精査を行った。

覆 土 上位（１層）はⅤ層相当の黒色土、中位（２層）は褐色～暗褐色でⅦ層ロームを主体とし、

黒色土が不均質に混じる。下位（３層）は黒色土・褐色土が不均質に堆積し、炭化材片を含む。

床面・壁 床面はⅦ層ロームを掘り込み、おおむね平坦である。壁は西側がやや急に立ち上がるもの

の、全体的に緩やかに立ち上がる。標高の高い北側は、壁がやや高い。

付属遺構 覆土下位で焼土１か所（ＨＦ－１）を検出した。赤褐色を呈し強く被熱しているとみられ

る。周囲から炭化材片が複数出土した。

遺物出土状況 覆土下位で、形状を保った炭化材を複数検出した。その一つはコナラ節と同定された

（Ⅴ章３節参照）。また覆土中からスクレイパー１点、フレイク４点、礫９点（うち１点被熱）が出土

した。

時 期 検出面および周辺出土遺物から縄文時代早期後半とみられる。なお、上記の炭化材を対象と

した年代測定では、６，８１０±３０yrBP（δ１３C補正値）の数値を得た（Ⅴ章１節参照）。 （阿部）

ⅤＰ－１（図Ⅳ－５・６、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版５－１・２・６）

位 置 ｋ５・ｋ６区 平面形態 円形

規 模 ２．０２×１．９６／２．１２×１．６６／０．４４ｍ

確認・調査 無名沢に近接した低位部においてⅦ層上面で検出した。摩周テフラがひろがっており、

遺構の存在を想定したものである。南東端が一部調査区外に出る。なお、低位部を全体調査したとこ

ろ、Ⅴ層が堆積しているところと堆積していないところのあることが確認された。斜面下の地形であ

るため、自然の営為で流出したことが考えられる。本遺構のくぼみに厚く堆積していた摩周テフラは、

あるいは斜面上に降灰したものが流れ込んだ二次堆積の可能性もある。遺構の性格は不明。

覆 土 ４層に分層した。下部の覆土３・４はⅦ層が不均一に混ざる。上部の覆土１・２には摩周パ

ミスが不均一に混ざる。

底面・壁 Ⅶ層を坑底面とする。坑底部は皿状に浅くくぼむ。壁は急角度で立ち上がる。南北の壁の

坑底付近では、若干オーバーハングしている。

遺物出土状況 覆土下から縄文時代早期後半東釧路Ⅱ式の破片が８点出土した。

時 期 検出層位と出土遺物、周辺に分布する土坑から縄文時代早期後半とみられる。 （影浦）

ⅤＰ－２（図Ⅳ－５・６、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版５－３・４・６）

位 置 ｋ４・ｋ５区 平面形態 不整楕円形

規 模 ２．０４×１．４２／１．７４×１．３２／０．５２ｍ

確認・調査 無名沢に近接した低位部においてⅦ層上面で検出した。摩周テフラの堆積がひろがって

おり、遺構を想定していたものである。周辺を清掃したところ、掘り上げ土の薄い堆積が、不定形の

広がりとして確認された。掘り上げ土の下に重複する二つの土坑（ⅤＰ－６・７）がある。遺構の性

格は不明。

覆 土 ５層に分層した。覆土４・５はⅦ層が不均一に混ざる。覆土１・３には摩周パミスが不均一

に混ざる。内容的に、埋戻した土の可能性もあるが、堆積状況についてみると、覆土１～３は斜面上

からの流れ込みのようにも見える。人為堆積か自然堆積かの別は判然としない。この堆積状況はⅤＰ

－１と共通する。なお、セクションポイントのＡ´はｋ６グリッド杭に近接していたことから、柱状に

土層を残していたが、Ⅴ層の堆積は確認されていない。低位部周辺みおけるⅣ層の摩周テフラについ
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図Ⅳ－６ ⅤP－１・２・５断面
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図Ⅳ－７ ⅤP－３
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ては、斜面上に降灰したものが流れ込んだ、二次堆積の可能性もある。

底面・壁 Ⅶ層を坑底面とする。底は皿状にくぼむ。斜面側の壁は急角度であるが、沢側は非常に緩

やかであり、坑底部との境は判然としない。オープンカット的な構造が考えられる。

遺物出土状況 覆土中から縄文時代早期後半東釧路Ⅱ式の微細破片が１，４３９点出土した。同一個体のも

のとみられるが、全体的に破片が非常に細かく、まったく接合には至らなかった。

時 期 出土遺物および周辺に分布する土坑から縄文時代早期後半とみられる。 （影浦）

ⅤＰ－３（図Ⅳ－７、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版５－５・６）

位 置 ｌ４・ｌ５・ｍ４区 平面形態 ―

規 模 （４．６０）×―／（３．２０）×―／０．７５ｍ

確認・調査 無名沢に近接した低位部において摩周テフラの厚い堆積があったことから、遺構の存在

を想定した。テフラ除去後、全体が大きくくぼんでいたため、調査区境界を覆土確認面として調査を

進めた。Ⅵ層以下は湧水が激しく、調査は難航した。沢側での壁の上りは確認できていないため、古

い流路による浸食地形の可能性も考えられる。ただ、北側に掘り上げ土状の薄い土の広がりがあるこ

と、壁の立ち上がりが想定されるところに風倒木痕の可能性が高い大きな撹乱があり、あるいは撹乱

によって沢側の壁が破壊された可能性もあることから、遺構と判断したものである。性格は不明。な

お、低位部全体を調査したところ、Ⅴ層が堆積しているところと堆積していないところが確認できた。

斜面下の地形であるため、自然の営為で流出したことも考えられる。本遺構のくぼみに厚く堆積して

いた摩周テフラについても、斜面上に降灰したものが流れ込んだ二次堆積の可能性は考えられる。

覆 土 ６層に分層した。いずれもグライ化している。覆土３～６はⅣ層の摩周テフラ。遺構にせよ

浸食地形にせよくぼみがあった状態に、摩周テフラが厚く堆積したわけであるが、降灰による直接的

な堆積か、斜面上から流れ込んだ再堆積によるものかは、グライ化や湧水のため判然としない。

底面・壁 Ⅶ層を坑底面とする。坑底面の形状は、常に泥水が湧出する状態であったため、把握しき

れていない。壁はゆるやかに立ち上がる。

遺物出土状況 本遺構に伴うと判断できる遺物は出土していない。

時 期 検出層位および周辺に分布する土坑から縄文時代早期後半とみられる。 （影浦）

ⅤＰ－４（図Ⅳ－５、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版５－７）

位 置 ｊ４・ｊ５・ｋ５・ｋ６区 平面形態 不整円形

規 模 ２．００？×１．８８／１．７４？×１．７２／０．３８？ｍ

確認・調査 Ⅶ層上面で検出したが、炭窯遺構に関連する現代の撹乱穴と認識して、覆土を掘りぬい

た。しかし、掘り上げた穴の形状は、近接して分布する縄文時代早期の土坑に共通するものであった

ため、認識を改めた。遺構の性格は不明。

覆 土 現代の撹乱穴という認識で掘りぬいたため、存在しない。

底面・壁 Ⅶ層を坑底面とする。東側は平坦であるが、途中で屈折し西側へ緩やかに傾斜する。

遺物出土状況 本遺構に伴うと判断できる遺物は出土していない。撹乱と認識して除去した覆土の残

りから、縄文時代早期後半東釧路Ⅲ式の底部片８点、頁岩のフレイク２点、黒曜石のチップ１点が出

土した。

時 期 検出層位および出土遺物、周辺に分布する土坑から縄文時代早期後半とみられる。 （影浦）
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ⅤＰ－５（図Ⅳ－５・６、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版５－８）

位 置 ｋ６区 平面形態 不整円形？

規 模 １．９８×―／１．８０×―／０．５４ｍ

確認・調査 ｋ６区においてⅤ層を調査中、調査区境界にかかって暗褐色土のひろがりが半円形に現

れたため、壁沿いにトレンチを掘削して確認した。南東側の一部は調査区外である。遺構の性格は不

明。

覆 土 ４層に分層した。覆土４はⅥ～Ⅶ層、覆土３はⅦ層で主に構成されており、ほとんど他の土

壌の夾雑がない。覆土１・２は摩周パミスが不規則に混ざる。竪穴の上部、坑口部には一部撹乱層が

入っている。

底面・壁 Ⅶ層中を底面とする。底面は東から西へ緩やかに傾斜する。壁は急角度で立ち上がる。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 検出層位および周辺に分布する土坑から縄文時代早期後半とみられる。 （影浦）

ⅤＰ－６（図Ⅳ－８、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版６－１）

位 置 ｋ５区 平面形態 円形？

規 模 ０．６８×―／０．３６×―／（０．２０）ｍ

確認・調査 ⅤＰ－２を完掘した際に、壁面に現れたもの。遺構の性格は不明。

覆 土 掘り過ぎで欠失したが、覆土の上にⅤＰ－２の掘り上げ土が被覆していた。したがって、掘

り込みの深さは０．２０ｍ程度と想定される。本遺構の埋没後に、ⅤＰ－２が構築したと考えられる。

図Ⅳ－８ ⅤP－６・７
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底面・壁 底面は平坦。壁は急角度に立ち上がる。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 検出層位および周辺に分布する土坑から縄文時代早期後半と考えられる。 （影浦）

ⅤＰ－７（図Ⅳ－８、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版６－２）

位 置 ｋ５・ｌ５区 平面形態 楕円形？

規 模 １．７８×―／１．６０×―／（０．２０）ｍ

確認・調査 ⅤＰ－２を完掘した際、その壁面に重複して現れたもの。遺構の性格は不明。

覆 土 ２層に分層した。掘り過ぎで大半を欠失したが、上部にⅤＰ－２の掘り上げ土が載っていた。

したがって、掘り込みの深さはほぼ０．２０ｍ程度である。埋没後に、ⅤＰ－２が構築されている。

底面・壁 底面は平坦。壁は急角度に立ち上がる。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 検出層位および周辺に分布する土坑から縄文時代早期後半と考えられる。 （影浦）

ⅤＰ－８（図Ⅳ－９、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版６－３～６）

位 置 ｆ・ｇ８区 平面形態：楕円形

規 模 ２．０５×１．６６／１．５０×１．２０／０．３２ｍ 長軸方向 Ｎ－２５°Ｅ

確認・調査 調査区西側の標高約９．７ｍのⅥ層上面で、半円形の黒色土を確認した。遺構範囲の北側は

表土層掘削前の調査区に及んでいた。このため、掘削前の壁面際を土層観察面として設定し半截した。

結果、主に覆土上層から多量の遺物が出土した。北側の表土層を重機で掘削後に完堀し、残りの調査

を行った。

覆 土 黒褐色土や黒色土にⅥ層がブロック状に混ざった互層で、すべて埋戻しと考えられる。

底面・壁 底面はⅦ層中で多少凸凹があり、南西側に傾斜している。壁面は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況 覆土上層から遺物が集中的に出土した。東釧路Ⅱ式の土器片集中（１，４０８点中１，３８７点

は同一個体小片）、たたき石１０点、石核５点、彫器２点、ほか石鏃、石錐、スクレイパー、Ｕ・Ｒフレ

イク、削片、有溝砥石、板状の砥石片が各１点出土した。有溝砥石は片面に複数の溝があるもの。

（笠原）

同一個体の土器小片１，３８７点は意図的に粉砕した可能性も考えられる。 （影浦）

時 期 出土遺物から縄文時代早期後半東釧路Ⅱ式期が考えられる。 （笠原）

ⅤＰ－９（図Ⅳ－１０、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版６－７・８）

位 置 ｅ９・ｅ１０区 平面形態 楕円形

規 模 ０．４８×０．３７／０．３０×０．２４／０．１０ｍ

確認・調査 調査区北西部の台地縁辺部に位置する。竪穴住居跡ⅢＨ－７を調査した際に、壁面のⅤ

層中から土器の一部が出土していた。ⅢＨ－７の調査後にMaテフラを除去しⅤ層を掘り下げたところ、

土器片がまとまって出土した。記録後さらに掘り下げ、底面と壁の立ち上がりを確認し、一括土器を

含む土坑と判断した。

覆 土 黒褐色～暗褐色土で、Ⅴ層を基調とする。

底面・壁 底面はⅦ層ローム中でやや丸みを帯び、壁は北側がややオーバーハングし南側は緩やかに

立ち上がる。

遺物出土状況 覆土上位からⅠ群ｂ類土器２４１点がまとまって出土した。同一個体の破片が多い。
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図Ⅳ－９ ⅤP－８
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図Ⅳ－１０ ⅤP－９・１０
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時 期 出土遺物から、縄文時代早期後半東釧路Ⅱ式期である。 （阿部）

ⅤＰ－１０（図Ⅳ－１０、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版７－１・２）

位 置 ｅ９区 平面形態 楕円形

規 模 （０．４２）×０．４０／（０．３８）×０．３７／０．２２ｍ

確認・調査 調査区北西部の台地縁辺部、調査区境界に位置する。Ⅵ層まで掘り下げたところ、半円

形の黒色土を検出した。半截すると、複数の亜角礫にあたった。隙間をぬって掘り下げ、Ⅶ層中に底

面・壁を確認し、土坑と判断した。精査の結果、５点の亜角礫（たたき石含む）と複数の小礫を包含

する袋状土坑であることを確認した。

覆 土 上位（１層）はⅤ層黒色土主体の自然堆積土、中位（２・４層）はローム主体、下位（３層）

は黒褐色土主体の流入土とみられる。

底面・壁 底面はⅦ層ローム中で確認した。おおむね平坦で、壁はオーバーハングする。

遺物出土状況 上記の礫には、たたき石３点、砥石３点、加工痕ある礫１点が含まれている。

時 期 検出面および周辺出土遺物から、縄文時代早期後半とみられる。 （阿部）

ⅤＰ－１１（図Ⅳ－１１、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版７－３・４）

位 置 ｇ８・ｇ９区 平面形態 おおむね楕円形

規 模 １．５４×（１．５４）／（０．５９×０．４６／０．４２ｍ

確認・調査 調査区北西の台地縁辺部のｇ８区でⅤ層を掘り下げたところ、隣接するｇ９区側の壁面

にMaテフラ・Ⅴ層の沈みこみがあり、当該区にも及ぶことを確認した。ｇ８・９区の境界ラインで半

截して、底面と壁の立ち上がりを検出、土坑と判断した。

覆 土 Ⅴ層・Ⅵ層・Ⅶ層各層を主体とするやや不均質な土壌が椀状に堆積していた。いずれも流入

土と考えられる。

底面・壁 底面はⅦ層砂質ローム内に達し、丸みがありわずかに平坦部をもつ。壁面はやや緩やかに

立ち上がり、中位に段をもち斜め上方に開く。

遺物出土状況 覆土上位に台石・石皿１点がある。覆土中からⅠ群ｂ類土器２点、彫器１点・フレイ

ク・チップ６点、石核１点、礫３０点が出土した。

時 期 検出面および出土遺物から、縄文時代早期後半とみられる。 （阿部）

ⅤＰ－１２（図Ⅳ－１１、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版７－５・６）

位 置 ｅ７・ｆ７区 平面形態 おおむね円形

規 模 １．０６×１．００／０．９６×０．９１／０．０６ｍ

確認・調査 調査区北西部の台地縁辺部のⅦ層上面で、やや暗色の黄褐色土のまとまりを検出した。

半截したところ、底面と壁の立ち上がりを確認し、土坑とした。覆土の堆積状況から、掘り込み面は

Ⅴ層下位からⅥ層上位と推測される。

覆 土 Ⅵ層を主体とするやや暗色の黄褐色土で、流入土と考えられる。

底面・壁 底面は平坦でⅦ層ローム中にあり、灰白色を呈して脱色（還元）した部分がある。わずか

に確認できる壁は、急角度に立ち上がる。

時 期 検出面および周辺出土遺物から、縄文時代早期後半とみられる。 （阿部）

ⅤＰ－１３（図Ⅳ－１２、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版７－７・８）
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図Ⅳ－１１ ⅤP－１１・１２
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図Ⅳ－１２ ⅤP－１３・１８
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図Ⅳ－１３ ⅤP－１４・１５
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位 置 ｅ１２・ｆ１２区 平面形態 不整円形

規 模 １．２１×１．１９／０．７７×０．６１／０．２６ｍ

確認・調査 Ⅴ層を掘り下げ中、Ⅵ～Ⅶ層上面で確認した。先行してⅢＨ－１４・１５等の調査が行われ

ていた関係で、西端にかかる部分はⅢ層以下が掘り下がっていなかった。そこでまず検出面での半割

調査を行い、その後、Ⅲ層以下が残っていた西の壁面で土層記録を取り、最後に全体がⅦ層まで掘り

下がった段階で完掘した。性格は不明。

覆 土 単層である。Ⅴ層起源の黒褐色土にⅦ層起源のロームが１０～２０％不均一に混じる。

底面・壁 底面は皿状。壁は緩やか。底面と壁面の境界は丸みを帯びて判然としない。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 検出層位から縄文時代早期後半とみられる。 （影浦）

ⅤＰ－１４（図Ⅳ－１３、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版８－１・２）

位 置 ｄ１７・ｅ１７区 平面形態 楕円形

規 模 ２．７５×２．２９／２．３０×１．８３／０．４６ｍ

確認・調査 Ⅳ層の摩周テフラが楕円形にひろがっていて、その下のⅤ層上面が大きく沈みこんでい

たことから、遺構の存在が想定されていた。遺構の性格は不明。

覆 土 ５層に分層した。Ⅶ層起源のロームが不均一に混じっていることから、埋戻しの可能性が考

えられる。

底面・壁 底は皿状を呈するが、中央で少し盛り上がる。壁はやや急角度に開く。

遺物出土状況 坑底の中央で大型のすり石が１点出土した。他、覆土中からスクレイパー、石核、砥

石が各１点出土した。西南部の坑底付近で焼土粒と炭のまとまりが検出されている。

時 期 検出層位から縄文時代早期後半である。放射性炭素年代測定（AMS測定）に覆土中から採取

した試料１点を提出したところ、６，７９０±３０（δ１３C補正値）であった。同時期の遺構と考えられるⅤＨ

－３採取炭の分析結果も６，８１０±３０yrBP（δ１３C補正値）と、ほぼ同様の年代値が出ている。 （影浦）

ⅤＰ－１５（図Ⅳ－１３、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版８－３・４）

位 置 ｅ１３区 平面形態 円形？

規 模 １．４？×１．２？／０．１４ｍ

確認・調査 Ⅵ層を掘り下げ中、縄文時代早期後葉の土器の微細片が集中的に出土した。周囲を粗く

清掃したところ、円形に現れたため土坑と判断した。しかしながら、検出写真を撮るために、土器片

を極力出した状態での清掃をしたところ、思いのほか浅い土坑で、覆土の大半が欠失してしまった。

このためセクション写真はない。土層図・平面形は土器片の分布で結んだ推定線である。遺構の性格

は不明。

覆 土 土器片の下に柱状に残った覆土から、単層と判断される。

底面・壁 大部分が欠失するが、部分的な残存から、壁は緩やかな立ち上がりであったと考えられる。

遺物出土状況 縄文時代早期後半東釧路Ⅱ式の微細土器片が５９点、チャートの小礫が２点出土した。

時 期 検出層位と遺物から縄文時代早期後半とみられる。 （影浦）

ⅤＰ－１６（図Ⅳ－１４、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版８－５・６）

位 置 ｆ１２区 平面形態 楕円形

規 模 （０．７１）×０．５７／（０．５０）×０．５０／０．１４ｍ

根室市 温根沼２遺跡

７６



図Ⅳ－１４ ⅤP－１６・１７・１９
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確認・調査 調査区北西部で検出した竪穴住居跡ⅢＨ－１５の下に位置する。ⅢＨ－１５の柱穴調査で掘

削した壁面に黒色土の沈みこみを確認しており、Ⅶ層上面で平面形も検出した。断面を精査して、底

面・壁を確認し土坑と判断した。

覆 土 Ⅴ層黒色土を主体とし、流入土とみられる。

底面・壁 底面は丸みを呈し、やや凹凸がある。壁は緩やかに立ち上がって上部は直立する。

遺物出土状況 覆土からⅠ群ｂ類土器の小片３１点、ナイフ１点、被熱礫２点が出土した。土器は覆土

の上位に多い傾向がある。

時 期 検出面および出土遺物から、縄文時代早期後半とみられる。 （阿部）

ⅤＰ－１７（図Ⅳ－１４、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版８－７・８）

位 置 ｇ１１区 平面形態 おおむね円形

規 模 １．１６×１．１２／０．８０×０．７２／０．２８ｍ

確認・調査 調査区北西部で検出した竪穴住居跡ⅢＨ－１５の下に位置する。Maテフラを除去したとこ

ろ、Ⅴ層が深くくぼむ範囲を検出した。半截して底面と壁の立ち上がりと思われる部分を確認し土坑

とした。しかし断面の状況から、風倒木の可能性もある。

覆 土 上位はMaテフラが深く入り込む。覆土の西側（１・３層）は黒色土を主体とし、東側（２層）

はロームが多くなる。

底面・壁 底面はⅦ層ローム中で椀状であり、東側に段を有する。壁はやや湾曲して立ち上がる。

時 期 検出面および周辺出土遺物から、縄文時代早期後半とみられる。 （阿部）

ⅤＰ－１８（図Ⅳ－１２、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版９－１・２）

位 置 ｇ１０・ｇ１１・ｈ１０・ｈ１１区 平面形態 卵形

規 模 ２．８２×１．９８／２．５５×１．７０／０．１５ｍ

確認・調査 調査区北西部の竪穴住居跡ⅢＨ－１５の調査後、同範囲および周辺のMaテフラを除去しⅦ

層上面まで掘り下げたところ、楕円形を呈する黒色土を検出した。半截して底面と壁の立ち上がりを

確認し、土坑とした。

覆 土 北東側から南西側に向かって、Ⅶ層ローム主体（３層）、Ⅵ層暗褐色土主体（２層）、Ⅴ層黒

色土主体（１層）と斜めに堆積しており、流入土とみられる。

底面・壁 底面はⅦ層ローム中で、ほぼ平坦であるが地形に沿って北東から南西へわずかに傾斜して

いる。壁はわずかに標高の高い北～東側がやや急に立ち上がり、西～南側が緩やかである。

遺物出土状況 覆土から礫がまとまって多数出土しているが、Ⅶ層中に含まれる自然礫層の一部が含

まれている可能性がある。

時 期 検出面および周辺出土遺物から、縄文時代早期後半とみられる。 （阿部）

ⅤＰ－１９（図Ⅳ－１４、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版９－３）

位 置 ｆ１１区 平面形態 おおむね楕円形

規 模 １．１３×０．８８／０．７４×０．５４／０．１２ｍ

確認・調査 調査区北西部で検出した竪穴住居跡ⅢＨ－１５に重複する土坑ⅢＰ－２６の調査において、

坑底面の北東部に黒色土を検出していた。一部ベルトを残しⅦ層上面まで掘り下げたところ、楕円形

を呈する黒色土を検出した。半截し底面と壁の立ち上がりを確認し、土坑とした。

覆 土 Ⅴ層黒色土を主体とし、下位はロームをやや多く含む。流入土とみられる。
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図Ⅳ－１５ ⅤS－１・土器集中１
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図Ⅳ－１６ ⅤF－１～３
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底面・壁 底面はおおむね平坦だが、北から南にやや傾斜している。壁は東側がやや急に、西側が緩

やかに開いて立ち上がる。

遺物出土状況 覆土中からⅠ群ｂ類土器１０点、礫８０点（うち被熱４点）が出土している。破砕礫・小

礫が多い。

時 期 ⅢＰ－２６より古い。検出面および周辺出土遺物から、縄文時代早期後半とみられる。（阿部）

ⅤＳ－１（図Ⅳ－１５、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版９－７）

位 置 ｆ１３区 平面形態 拡散したまとまり

規 模 約２．０×１．８ｍ

確認・調査 ｆ１３区のⅤ層を掘り下げ中に確認した。

遺物出土状況 拳大の礫のまとまりで９割近くがが被熱している。被熱したたたき石１点、被熱礫５６

点（５．３７㎏ １個平均９５．９ｇ）、礫８点（１．３１㎏ うち１点は９５９ｇとやや大きい。これを除くと１個

平均５０ｇ）。同時期の被熱礫を主体とした集石は隣接する温根沼３遺跡でも確認されている（北埋調報

３４２）。

時 期 検出層位と遺物から縄文時代早期後半とみられる。 （影浦）

ⅤＦ－１ （図Ⅳ－１６、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版９－４）

位 置 ｋ１３区 平面形態 楕円形

規 模 ０．３６×０．２４／０．０６ｍ

確認・調査 ｋ１３区を掘削中、Ⅵ層の上面で確認した。

被熱層 単層である。骨、炭は未確認。Ⅴ層起源の暗褐色土が不均一に２０％ほど混ざる。

時 期 検出層位から縄文時代早期後半とみられる。 （影浦）

ⅤＦ－２（図Ⅳ－１６、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版９－５）

位 置 ｆ６区 平面形態 －

規 模 ０．４５×０．３０／０．０８ｍ

確認・調査 調査区の西側、標高約９ｍのⅥ層上面で赤色の焼土を検出した。

被熱層 赤色焼土はレンズ状に堆積している。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 検出層位や周辺遺構等から、縄文時代早期後半の東釧路式Ⅱ式期が考えられる。 （笠原）

ⅤＦ－３（図Ⅳ－１６、表Ⅲ－９・Ⅳ－１、図版９－６）

位 置 ｅ８・ｅ９・ｆ８・ｆ９区 平面形態 不整楕円形

規 模 （０．７０）×０．５９／０．０５ｍ

確認・調査 調査区北西部の台地縁辺部のⅦ層上面で、やや赤みのある黄褐色土を検出した。トレン

チ調査により被熱層を確認し、焼土と判断した。南東１．３ｍの位置から大型の砂岩礫が出土しており、

関連する可能性がある。

被熱層 褐色を呈するが暗褐色混じりで、境界不明瞭である。

時 期 検出面および周辺出土遺物から、縄文時代早期後半とみられる。 （阿部）

土器集中１（図Ⅳ－１５、表Ⅲ－９、図版９－８）
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位 置 ｌ４区 規 模 約０．４ｍ四方の範囲

確認・調査 調査区の南西部、標高約４ｍの低位平坦面でⅤ層中において検出した。

遺物出土状況 同一個体の土器が潰れたものである。

時 期 検出した土器は縄文時代早期後半のコッタロ式である（図Ⅳ－１８）。 （影浦）

（３）遺構出土の遺物
・土器

ⅤＨ－２（図Ⅳ－１７、表Ⅳ－１０、図版４９）

底部付近のみの復元。自縄自巻の原体による。施文方向を斜位、横位、斜位と変えている。内面に

は条痕文が施文。内底面には、垂直刺突様の深い指頭圧痕が充填的に加えられている。内面の指頭圧

は東釧路Ⅱ～コッタロ式に顕著な特徴とされる（遠藤２００８）。器壁にも指頭圧による浅い凹凸が観察さ

れる。

ⅤＰ－４（図Ⅳ－１７、表Ⅳ－１０、図版４９）

薄手の作りで全体的に磨滅が著しい。自縄自巻ＲＬ原体による斜行縄文。底縁部には短縄文が縦位

に施されている。内面はヘラ状工具による整形。東釧路Ⅲ式。

ⅤＰ－８（図Ⅳ－１７・１８、表Ⅳ－１３、図版４９）

本遺構で出土した土器片は小片が多く全１，４０８点を数えるが、すべて覆土上層から出土した東釧路Ⅱ

式である。

１は縄文と条痕文と撚糸文が交互に施文されたもの。口縁部から底部に向かって順に自縄自巻ＬＲ

原体による斜行縄文、横走縄文、斜行縄文、横位条痕文、斜位に交差する条痕文、Ｒの撚糸文による

横位施文、斜行縄文、横走縄文の順である。内面の条痕文は横位と斜位を繰り返している。口唇上に

は径２㎜ほどの工具による刺突が連続する。刺突は口唇に並行するような浅い角度で突いたもので、

１つに付き８㎜ほどの引き幅がある。厚さは口縁部で６㎜、胴下部で９㎜。２は周辺包含層から出土

した同一個体片。これらは未接合の残片を含め、同一個体片として計８３点（ほかに周辺包含層の出土

土器片で掲載１・２に接合したものが６点）を数えるが、この他にまったく接合しなかった１，３８７点の

小片が出土している。総重量は８１８ｇで、１点平均の重さは０．５９ｇであった。胎土等から同一個体とみ

なされるが、掲載土器とは別の個体であり、意図的に粉砕した可能性も考えられる。

ⅤＰ－９（図Ⅳ－１８、表Ⅳ－１０・１３、図版４９）

１は自縄自巻原体による施文が横縦交互に施文されたもの。縦位施文が斜行気味になっているとこ

ろもある。内面の条痕文は横方向を基調としながら、部分的に斜方向にも施文されている。底部に近

い下部断面は円形であるが、上部は潰れたような紡錘状の器形。２は２条の撚糸文を横位に施文して

いる。やや斜方向であるが、施文のたびに方向を修正しているので、全体的には横走を保っている。

施文は断続的で破線状をなす。８㎜の長さで止まっているところもあれば、１．３㎜の長さで止まってい

るところもあり、施文間隔は不均一であるが、上下での長さと切れ目は一致する。胴部は撚糸文の連

続的な横位回転施文。一部施文が重なり合っていてあまり判然としない。内面は横方向に条痕を施し

た後、軽くナデたようである。いずれとも東釧路Ⅱ式。

土器集中１（図Ⅳ－１８、表Ⅳ－１０、図版４９）
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図Ⅳ－１７ Ⅴ層遺構出土の土器（１）
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図Ⅳ－１８ Ⅴ層遺構出土の土器（２）
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地文はＲＬ原体の斜行縄文。幅６㎜ほどの貼付を横に数条巡らせ、縦にも貼付が施されている。貼

付上には太い原体を巻きつけた撚糸文が刻み状に施文され、横位の貼付間には列点が施文されている。

一番上の列点が横環するラインが最大径で、口縁はわずかにすぼまる器形。内部はヘラ状工具で調整

のあと、ナデ調整をしたとみられる。また、粘土の継ぎが溝状に残る部位もある。コッタロ式。（影浦）

・石器

ⅤＨ－１（図Ⅳ－１９～２１、表Ⅳ－１６、図版５０）

１・２は、床面直上で出土した砥石。１は３４．３㎝×４４．３㎝。厚さ７．６㎝。重量１４．８㎏。特大の砥石で

あるため、４分の１サイズで掲載したが、なお収まりきらないため裏面は正面図の下に配置した。両

面を使用しているが、正面の方が使い込まれており、皿状にへこみを呈している。下部側縁に敲打整
すりばち すりばち

形で擂鉢状にした部位があり、底は穴になって貫通しているのが側面で観察される。擂鉢状の部位で

すり潰し、穴を通じて下に落とす作業が想定されることから元はもっと大きな砥石であったと考えら
すりばち

れる。擂鉢穴の中心にかかる部位で破砕したものであろう。２も両面を使用している。使用面には平

滑な面と溝状にへこむ面とがある。他に敲打痕が部分的に観察される。おそらく台石的な用途も兼ね

ていたと考えられる。３・４は台石。３は両面の中央に使用痕がある。覆土下出土。４は正面中央に

敲打痕がある。擦痕状の傷が集中する。また、両面ともすりによる使用がなされたとみられ平滑であ

る。石皿的な用途も兼ねたと考えられる。床面直上出土。３と４に関しては、両手で持ってたたき石

として使用した可能性もある。５はたたき石。扁平礫を素材とし、側縁部を幅１．２㎝～１．８㎝ほどの敲

打痕がほぼ全周する。正面中央にもたたきによる使用痕がある。また両面ともすり石としても使用し

ている。

ⅤＨ－２（図Ⅳ－２１、表Ⅳ－１６、図版５１）

１～５は彫器。ⅤＨ－２からは彫器が２０点出土した。彫器に関して温根沼２遺跡では遺構包含層併

せて全部で５０点を数えるが、その４割に相当する。いずれも側刃型。６・７は削片。８はスクレイパー。

縦長の剥片を素材とし両側縁に連続的な微細剥離を両面から施して刃部を作出している。片面加工で

下側縁にも刃部がある。９は楔形石器。１～９の石材はすべて黒曜石。

１０は蛇紋岩製の小型石斧。裏面にすり切り溝を持ち、表裏面が赤みを帯びている。赤色化は被熱に

よるものとみられる。縄文時代早期の蛇紋岩製の石斧に黒色ないし赤色化したものがあることについ

て、意図的になされた可能性が指摘（立田２００４）されているが、それによると特に赤化は中型以下の

斧に多いという。

１１はたたき石。上下両端と面に使用痕がある。また、すり使用かとみられる擦過傷も観察される。

あるいは据え置きで使用した小型の台石・石皿の可能性もある。砂岩製。

３を除き、すべて床面ないし床面直上で出土したものである。

ⅤＰ－８（図Ⅳ－２２・２３、表Ⅳ－１６・１７、図版５１）

１は石鏃。胴がやや膨らむ木葉形。２は石錐。棒状を呈し片面全面加工。機能部は裏面の縁辺にも

微細剥離が加えられている。同様の石錐は隣接する温根沼３遺跡（北埋調報３４２ ２０１７ 図Ⅴ－１９－１６・

１７）にもみられる。１・２とも黒曜石製。３～８はたたき石。３・４は断面が円形。５・６は扁平礫

を素材とし、面と周縁を使用したもの。いずれとも両面からの打ち欠きが２か所ある。５は下側縁を

すり石としても使用している。７は断面三角形の礫を素材としたもの。８は棒状の扁平礫を素材とし

て長軸両端を使用している。たたき石はすべて覆土上で出土した。３はチャート、４は安山岩、５は
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図Ⅳ－１９ Ⅴ層遺構出土の石器（１）
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図Ⅳ－２０ Ⅴ層遺構出土の石器（２）
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図Ⅳ－２１ Ⅴ層遺構出土の石器（３）
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図Ⅳ－２２ Ⅴ層遺構出土の石器（４）
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図Ⅳ－２３ Ⅴ層遺構出土の石器（５）
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玄武岩？、６は砂岩、７は粗粒玄武岩、８は泥岩製。９は砥石。片面に６条の溝が数えられる。面的

にも使い込まれて平滑である。アルコース砂岩製。本遺跡で出土した有溝砥石にはアルコール砂岩製

のものがいくらかある。

ⅤＰ－１０（図Ⅳ－２３、表Ⅳ－１７、図版５１）

１は細長い板状砥石で、側縁、下端、裏面に敲打痕が観察される。たたき石ないし台石的な用途に

も転用したと考えられる。３点が接合した。

ⅤＰ－１４（図Ⅳ－２４、表Ⅳ－１７、図版５１）

１は床面直上から出土したたたき石である。大きさと形状からは台石・石皿とするのが適当かとも

思われたが、側縁に敲打による使用痕が集中するため、据え置いての使用は考え難く、たたき石とし

た。表裏面はすり使用と考えられる平滑な使用痕が観察されるが、面は丸みを帯びている。両手で持っ

て使用した可能性が考えられる。 （影浦）
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２ Ⅴ層・Ⅵ層出土の遺物

（１）土器（図Ⅳ－２５、表Ⅳ－２０、図版５２）
Ⅴ層から１，２５２点、Ⅵ層から２１点、計１，２７３点が出土した。うち１，１９９点がⅠ群ｂ類、縄文時代早期後

半の土器片であった。ほとんどすべてが東釧路Ⅱ式である。出土位置は、当該期の遺構分布エリアと

まったく同じである。東側に隣接する温根沼３遺跡において、Ⅴ層から東釧路Ⅱ式・Ⅲ式相当の遺構

遺物がまとまって出土しているが、温根沼３遺跡寄りのグリッド２１ライン以東、５０ｍ近くにわたって、

当該期の土器はほとんど出土していない（図Ⅲ－１５）。

１・２は口縁部に絡条体圧痕文で菱形のモチーフを構成した同一個体片。絡条体圧痕文の端部、継

ぎ目に刺突が加えられている。胴部地文はＲの撚糸文。斜位に横位に回転方向を変えて施文している。

内面は条痕文が縦、横、斜めに施されている。残存している範囲で見る限り、縦、斜め、横の順で施

文している。３は縄線で幾何的なモチーフを連続させる。４～６は同一個体。自縄自巻原体で回転方

向を変えて施文。斜行縄文と横走縄文が交互する。裏面の条痕は横方向を基調とするが、部分的に縦

にも施文されている。７・８は同一個体。自縄自巻によるＲの撚糸文を口縁部から横位、斜位、横位

と交互に施文。その上に４巻ないし５巻の撚糸文を右下がりの斜位に施文している。裏面は横方向の

条痕文。幅広の条で、やや粗い施文。すべて東釧路Ⅱ式。

（２）石器等（図Ⅳ－２６～３０、表Ⅳ－２２、図版５３・５４）
Ⅴ層から６８３点、Ⅵ層３５点、Ⅶ層２点、計７２０点が出土した。内訳は剥片石器８３点、石核４５点、フレ

イク・チップ４７８点、礫石器類が１１４点。以上の他、礫・原石の類が１，８８９点出土している。

石鏃（１～５）は１１点出土した。１は基部側を大きく欠くが、石刃を素材として、裏面は全面に細

かい剥離を加えている。石刃鏃の末期資料であるかもしれない。２は五角形気味。片面全面加工。裏

面は微細剥離が全周する。３は長身鏃。４・５は上部がやや膨れて鉾状をなすもの。非掲載６点の内

訳は、三角形凹基１点、有茎凸基２点、未成品１点、小破片２点である。すべて黒曜石製。

石錐（６・７）は２点出土した。６は周縁加工。厚みのある側を錐部としている。７は棒状。全面

加工。長身の石鏃を再利用した可能性がある。いずれとも黒曜石製で被熱している。

両面調整石器は１点出土した。図示はしていない。

ナイフ（８）は１点出土した。有柄で刃部再生を繰り返し、刃部が小さくなったもの。黒曜石製。

彫器（９～２１）は２７点出土した。９～１８は側刃型。１９～２１は斜刃型。２１は彫器片。すべて黒曜石製。

削片（２２）は２点が出土した。すべて黒曜石製。

石刃（２３・２４）は４点が出土した。すべて黒曜石製。

スクレイパー（２５～２９）は２６点出土した。内訳は円形２点、木葉形１点、急角度刃部１点、石刃素

材３点、縦型９点、不定形２点、破片７点。２５は木葉形。片面周縁加工で上下端は鋭利。２６～２８は石

刃素材のもの。縁辺に微細剥離を連続的に加えて刃部を作出している。２９は縦型。片面全面加工。す

べて黒曜石製。

楔形石器（３０～３３）は７点出土した。３１は上端に階段状の剥離が多数生じている。すべて黒曜石製。

Ｕ・Ｒフレイクは６点出土した。図示はしていない。

石核（３４～３６）は４５点が出土した。３４は粗い剥離で形状を整え、正面で縦長の剥離を行っている。

３５は上部の単剥離打面の周辺に微細な調整剥離を加えて縦長剥片剥離が連続的に行われたもの。３６は

打面を変えて多方向から剥離を行っている。すべて黒曜石製。

石斧（３７～３９）は５点出土した。３７は小型の短冊形。すり切り溝の痕跡が残る。３８は基部片。裏面
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図Ⅳ－２５ Ⅴ層包含層出土の土器（１）
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図Ⅳ－２６ Ⅴ層包含層出土の石器（１）
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図Ⅳ－２７ Ⅴ層包含層出土の石器（２）
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図Ⅳ－２８ Ⅴ層包含層出土の石器（３）
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図Ⅳ－２９ Ⅴ層包含層出土の石器（４）
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図Ⅳ－３０ Ⅴ層包含層出土の石器（５）
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中央にすり切り溝が走る。下端の割れ口周辺がかすかに茶褐色を呈する。欠損した刃部側が被熱によ

り赤みを帯びているのかもしれない。３７・３８は蛇紋岩製。３９は刃部片。全面がよく研磨され非常に平

滑である。左側縁に両面からのすり切り溝がある。裏面は茶褐色を呈する。泥岩製。３８は判然としな

いが、３９については、ⅤＨ－２出土の蛇紋岩製の石斧同様、二次焼成を受けた可能性が考えられる。

非掲載の２点はいずれとも泥岩製の刃部片。

たたき石（４０～４５）は全部で５４点出土した。４０・４１は断面が円形。４０はよく焼けて赤化している。

４２は厚みのある扁平礫。上下両端が面的にたたき潰れている。４３・４４は断面三角形気味の礫を素材と

する。４３は上下端と面を使用している。端部は加撃により周辺部の礫の表面が剥離している。４４は三

稜線の角部を主に使用している。４５は側縁に両面から粗い打ち欠きを加え、鋭い稜線を作出したもの。

面も使用しているが、表裏面とも使用痕がほぼ同じ位置であることから、面を使用する際は、やや幅

のある正面右側を握って使用したと考えられる。４０～４３は粗粒玄武岩、４４・４５は凝灰質砂岩製。

砥石（４６～４９）は破片を含め５３点出土した。完形２１点、破片３２点。すべて砂岩製である。完形は板

状が１８点（うち２点接合）、角柱状が３点である。有溝砥石は１２点を数える。有溝砥石の内訳は板状２

点、角柱状２点、破片８点であり、破片９点のうち６点は同一個体とみられるまとまりである。被熱

したものは１３点。被熱したものの内訳は板状が２点、破片が１１点である。４６・４７は角柱状の有溝砥石。

４６の両側縁は敲打痕が充填されている。４８・４９は板状。４８は上下端が敲打で平坦に整形されている。

正面の使用面には細い条痕が複数観察される。４９は有溝。正面に６条、裏面に１条溝がある。敲打痕

も観察されるが、整形目的のほか、あるいはたたき石的な用途にも使ったかもしれない。４６・４８・４９

はアルコース砂岩製。

台石（５０）は１点が出土した。５０は扁平な礫を素材としたもので、両面に敲打痕が斑状に観察され

る。据え置いての使用が想定されるものを台石としたが、両手で持ってたたき石として使用した可能

性も否定できない。砂岩製。 （影浦）
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３ Ⅲ層 縄文時代の遺構と遺物

（１）概要
縄文時代中期末～後期前半の北筒式期の遺構は、竪穴住居跡３軒（ⅢＨ－７・８・１３）、土坑７基

（ⅢＰ－９・１３・１５・１７・２３・２５・２７）、集石７か所（ⅢＳ－１・２・４・５・８・９）を確認した。

西側の台地上縁辺部にまとまる分布傾向である。

竪穴住居跡の平面形は、円形（ⅢＨ－７）、不整な楕円形（ⅢＨ－８）があり、他の遺構との重複に

より形状を把握しきれなかったもの（ⅢＨ－１３）もある。道東部の北筒式期の竪穴住居跡にしばしば

みられる、不規則な掘り込みによる床面の激しい凹凸は確認されなかった。

ⅢＨ－７は、壁際に袋状の付属土坑を３基検出した特徴的な住居跡である。床面中央に炉を持ち、

そこを中心にして環状に柱穴を検出して、西側には出入り口とみられる開口部がある。

ⅢＳ－９はⅢＨ－１３の覆土中において検出した集石であるが、直上において胴部に押し引き施文の

ある北筒Ⅱ式（トコロ６類）が一個体出土している（図Ⅳ－３１・４９）。 （影浦）

（２）遺構
ⅢＨ－１３（図Ⅳ－３１～３３、表Ⅲ－９・Ⅳ－４、図版１０－１～６）

位 置 ｄ１２・ｄ１３・ｄ１４・ｄ１５、ｅ１３・ｅ１４・ｅ１５区 平面形態 不明

規 模 （１１．８？）×（５．０？）／―×―／０．３３ｍ

確認・調査 ⅢＨ－５の掘り上げ土を確認する目的で、調査区北境界の１４・１５区にかかる範囲の壁清

掃を行った際に、掘り上げ土の下に別の遺構覆土とみられる土層を確認した。当初はⅢＨ－５の掘り

上げ土とも考えられたが、西側へ長く続いていたため住居跡の覆土の可能性を考えて調査を進めた。

調査区北境界の壁面上１４ラインより西へ約１．５ｍで、覆土の立ち上りが見えたため、当初はそこを住居

の壁と想定した。しかしながら、平面では壁を見極めることができなかった。さらにその少し西側に

おいて浅い土坑状のくぼみがあり、これをⅢＰ－２２として調査していたが、想定される住居跡床面と、

この土坑の坑底面の標高とが合致すること。さらには、北筒式期の竪穴住居の床が、しばしば不規則

に凹凸を呈することなどを考えて、最終的にはこの土坑が当住居跡の西端部分であると判断した。

住居の範囲を想定しつつ、南北方向にも２本のベルトを設定しトレンチ調査を行い、同時にｄ・ｅ

１３～１５区を清掃して面的な範囲確認にも努めた。このとき、南側には近接するⅢＨ－１０の調査が先行

しており、両者の重複は想定していたが、ⅢＨ－１０の北側も範囲が判然としなかった。ⅢＨ－１３覆土

下で確認したⅢＳ－９に北筒Ⅱ式（トコロ６類）一個体（図Ⅳ－３１、図Ⅳ－４９）がともなったこと、

そしてⅢＨ－１０が続縄文時代の下田ノ沢式期の住居であることが判明していた点から、ⅢＨ－１０のほ

うが新しいと想定はできたものの、最後までその境界を明確に見出すことはできなかった。１５ライン

に設定したベルトのⅢ層中に、Ｔａ－ｃとみられる火山灰の堆積がかすかにみられたため、この火山

灰が分布している範囲も判断の材料とした。住居と想定される範囲内で柱穴や付属遺構（ＨＰ－１５）

も確認できたことから、住居跡とはしたが、そうであれば相当大型の住居になる。あるいは、かつて

住居跡があったところを広範囲かつ不定形に削平し、そこに掘り上げ土等を投棄した場である可能性

も否定できない。

覆 土 １２層に分層した。１０～１２に関しては１５ライン上に設定したベルトにかかった付属土坑（ＨＰ

－１５）の覆土であるが、堆積状況が不自然である。覆土１０・１２とも土坑の開口部で堆積が止まってい

ることから、まず、壁の一部がオーバーハングする径５０㎝程度の穴を掘り、それを覆土１２で埋めた後、

ひとまわり径の小さい穴をふたたび掘りなおして、覆土１１と１０を埋めたと考えられる。
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図Ⅳ－３１ ⅢH－１３・ⅢS－９
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図Ⅳ－３２ ⅢH－１３
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本体部の覆土１～９は厚さが場所によって不均一である。大部分の掘り込みがⅣ層（摩周テフラ）

に達しているが、層界が平坦でないことから覆土８・９は貼り床の可能性も考えられる。覆土自体の

広がりや覆土中の混入物に注意すると、覆土４～７は掘り上げ土等の人為堆積の可能性が疑われる。

覆土１～３に関しては、くぼみに堆積した流れ込み土の可能性が考えられる。

床面・壁 掘り込みは大半がⅣ層（摩周テフラ）に達している。土層観察の所見では平坦ではないの

で、覆土８・９が貼り床の可能性が考えられる。しかしながら、踏みしめによる土壌の硬化は認めら

れなかった。床は平面では捉えられず、総じて掘り過ぎている。壁はほとんど確認できていない。

付属遺構 ⅢＨ－１３に近接している１５ライン沿いのベルト南端部で焼土（ＨＦ－１）を確認した。Ⅲ

Ｈ－１０の中央部で炉を確認していることから、この焼土がⅢＨ－１３に伴う可能性が高いと考え、その

南をⅢＨ－１０と１３との境と想定した。同じく１５ラインのベルトにかかるところで、覆土の項で前述し

た付属土坑１基（ＨＰ－１５）を確認している。柱穴は全部で１４基確認した。住居跡全体の規模が把握

されていないが、壁際に寄っているようにみえる。ＨＰ－２・１２・１４が比較的深い。１４に関しては深

さ５０㎝に及ぶ。

遺物出土状況 調査区境界部にかかる覆土下において、北筒Ⅱ式土器（トコロ６類）をともなう集石

遺構（ⅢＳ－９）を確認している。しかし、明確に本住居跡にともなうと判断できるような遺物の出

土状況は確認されていない。付属土坑（ＨＰ－１５）からは、北筒式と下田ノ沢式の土器片が各２点、

石鏃、スクレイパー、Ｕ・Ｒフレイク、台石片が各１点、それから被熱礫２６点等が出土した。

時 期 覆土３から採取した炭で放射性炭素年代測定（AMS測定）を行ったところ４，０６０±２０yrBP（δ１３C

補正値）という値が出た。覆土３の堆積を住居廃絶後のものと考えても、ほぼ予想通りの値、縄文時

代中期末。北筒Ⅱ式（トコロ６類）期である。 （影浦）

ⅢＳ－９（図Ⅳ－３１、表Ⅲ－９・Ⅳ－５、図版１０－７・８）

位 置 ｄ１４区 平面形態 拳大礫の密集

規 模 約０．５０×約０．４０ｍ

確認・調査 ⅢＨ－１３を掘り下げ中に検出した。検出面はⅢ層下部ないしⅢＨ－１３の覆土４直上であ

る。

遺物出土状況 拳大の礫２２点（２，５５６ｇ １点平均 １１６．２ｇ）が比較的まとまって出土した。見た目

で被熱礫と判断されるものは伴っていない。集石の直上で北筒Ⅱ式（トコロ６類）１個体が潰れた状

態で出土した。ほかに砥石２点、Ｕ・Ｒフレイク１点、フレイク２点がある。

時 期 出土遺物から縄文時代中期末北筒Ⅱ式（トコロ６類）期と考えられる。 （影浦）

ⅢＨ－７（図Ⅳ－３４～３６、表Ⅲ－９・Ⅳ－３、図版１１・１２）

位 置 ｅ８・ｅ９・ｅ１０・ｆ８・ｆ９・ｆ１０区 平面形態 楕円形

規 模 ６．１２×４．６８／４．６０×４．０８／０．７４ｍ

確認・調査 調査区北西部の台地肩部で、Ⅲ層上面まで掘り下げたところⅡ層がひろがる広い範囲を

検出した。その東側では、Ⅲ層中において北筒Ⅳ～Ⅴ式土器の大型破片がまとまって出土し、長さ４０

㎝を超える大型板状礫などもみられた。十字のトレンチ調査を行った後掘り下げ、底面と壁の立ち上

がりを検出し、竪穴住居跡とした。周辺を精査したところ、東側に広がる掘り上げ土を検出した。遺

物の取り上げ後、床面の精査を行い、焼土や袋状土坑および多数の柱穴などの付属遺構を検出した。

覆 土 竪穴上にはⅢ層が椀状に厚く堆積している。覆土は４層に分層した。上位（１層）～下位（３

層）にかけて流入土と考えられる黒褐色土が堆積し、竪穴中央部ではその間に樽前ｃ火山灰とみられ
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るにぶい黄橙色の細かく緻密な火山灰（２層）が最厚１０㎝以上堆積していた。下位３層はMaテフラを

多く含み、その濃淡によりさらに細分される。また北東壁際付近ではブロック状のMaテフラを含む軟

質な黒色土（４層）があり、壁面の崩落土などを含むと考えられる。なお断面図で「５層」とした黄

褐色ロームは、後述のＨＰ－３に関連する。

掘り上げ土はMaパミスをやや多量に含む暗褐色土で、当遺構の東側に最厚１５㎝以上で広がる。さら

に東側の竪穴住居跡ⅢＨ－１４に関連する可能性もある。

床面・壁 底面はほぼ平坦である。地形の傾斜によって床面の層位が遷移し、北東側ではⅦ層上面に

達し、南西側に向かってⅥ層・Ⅴ層・Ⅳ層の面が現れてくる。壁は緩斜面上方の北東側では急に立ち

上がり、幅の狭いテラス状の段を有する。下方の南西側ではやや開いて立ち上がり、西部では壁が確

認できない範囲がある。なお北部の壁の立ち上がり付近でⅠ群ｂ類土器の一部分がみられたが、これ

はⅤＰ－９の覆土中の土器であることをⅢＨ－７の調査後に確認した。

付属遺構 焼土２か所（ＨＦ－１・２）、土坑４基（ＨＰ－１～４）、柱穴１８基（ＨＰ－５～２２）を検

出した。焼土ＨＦ－１は竪穴の中央に位置する地床炉である。浅くくぼんだ床面のⅦ層が被熱し赤変

しており、その厚さは８㎝を測る。ＨＦ－２は西側の床面付近でブロック状に残存する。
むろ

土坑のうち３基（ＨＰ－１～３）は、竪穴の西～南壁際に位置する袋状土坑で、現代の「室」に相

当する貯蔵穴と考えられる。長軸約９０㎝・短軸約６０㎝、床面からの深さは３０～６０㎝で、竪穴の壁より

外側にもオーバーハングする。覆土は上位が竪穴と同様の暗褐色土、下位はMaパミスやロームが多く

混じり壁面の崩落土などを含むとみられる。ＨＰ－２の覆土中から北筒Ⅲ式土器片がまとまって出土

し、坑底では棒状の小穴を２か所検出した。ＨＰ－３の周囲幅約５０㎝には、最厚１０㎝ほどの黄褐色ロー

ムの土手がめぐる。一方、ＨＰ－４は北部壁際に位置する浅い小型円形土坑である。

柱穴のうち１４基（ＨＰ－５～１８）は竪穴周縁部に近い位置でめぐるように配置されている。ＨＰ－

５・７・１３・１４はやや太いが、それ以外は径８㎝前後のやや細いものが多く、補助的な柱穴が含まれ

ていると考えられる。西側の４基（ＨＰ－１９～２２）は径約２０㎝・深さ１０㎝足らずで、検出位置から出

入り口構造の一部をなすものと考えられる。

遺物出土状況 総数１，４３７点が出土した。住居跡東側の壁際から掘り上げ土にかけて炭化材片が多数検

出され、ほかにⅢ群ｂ類～Ⅳ群ａ類土器７点、石槍またはナイフ１点、石錐１点、Ｕ・Ｒフレイク１

点、フレイク・チップ８点、たたき石２点、礫６６点（破砕礫主体、うち被熱３５点）が出土した。

覆土からは北筒式が２１４点出土（ほかⅥ群土器３３点、Ⅰ群ｂ類７点、Ⅶ群土器１点）。石鏃３点、石

槍またはナイフ４点、スクレイパー６点、フレイク・チップ２１１点、石核２点、たたき石１８点、すり石

３点、石鋸５点、砥石１８点、台石・石皿３点、礫６０３点（破砕礫主体、うち原石１点、被熱４２５点）が

出土した。

中央北側の床面付近で被熱礫３０点余りがまとまっており、それに伴って北筒Ⅲ式の大型破片が５点

出土した。床面・床面直上ではほかにⅠ群ｂ類２点、Ⅳ群ａ類３１点、たたき石２点、礫少数が出土し

た。

また付属遺構ＨＰ－２の覆土からⅣ群ａ類土器２２点、ＨＰ－３の覆土から石核１点、石斧１点、た

たき石１点、砥石１点、被熱礫４点、礫１点、ＨＰ－１２の覆土からチップ１点、礫１点、ＨＰ－２２の

覆土からたたき石１点が出土した。

時 期 出土遺物から、縄文時代後期前葉とみられる。該期の竪穴住居跡としては、付属遺構の配置

も含め整った形状である。なお覆土上位の壁際から出土した炭化材を対象とした年代測定では、３，４５０

±２０yrBP（δ１３C補正値）の数値を得ており、整合する（Ⅴ章１節参照）。 （阿部）
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図Ⅳ－３６ ⅢH－７断面（２）
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ⅢＨ－８（図Ⅳ－３７～３９、表Ⅲ－９・Ⅳ－３、図版１３）

位 置 ｇ９・ｇ１０・ｈ９・ｈ１０・ｉ１０区 平面形態 不整楕円形

規 模 ６．３６×４．９８／５．２０×３．１８／０．６４ｍ

確認・調査 調査区西部の台地肩部、ｈ１０区杭付近には北筒Ⅲ式土器が出土した試掘調査坑があり、

遺構覆土の可能性が高い土壌堆積が断面に確認されていた。ｈ１０区付近の包含層調査を行ったところ、

Ⅱ層が大きくくぼむ範囲を検出した。試掘坑を精査し、続いて十字のトレンチ調査を行い、複数の段

をもった平坦面と壁の立ち上がりの一部を検出した。またトレンチ上位でⅥ群土器が多数出土したた

め、まず覆土上位全体の調査を行った。その後底面まで掘り下げ、柱穴等の検出に努めた。一定規模

の掘りこみがあることから竪穴住居跡と判断した。

覆 土 土層断面で１５層に分層した。最上位（１層）はⅡ層・Ⅲ層混じりの黒色土で、Ⅵ群ｂ類土器

をはじめ遺物が多く出土した。次の２層黒褐色土中に、樽前ｃ火山灰とみられるにぶい黄橙色の細か

く緻密な火山灰（３層）が竪穴中央部に最厚１０㎝堆積していた。中位～下位（４～９層）は黒色土に

Maパミスが多量・少量含まれ、Maテフラを主体とする薄層（５層）が間にみられる。いずれも斜面

上位側からの流入土と考えられる。壁際～床面付近（１０～１５層）はMaパミスやⅦ層ロームを不均質に

含み、壁面崩落土が多く含まれていると考えられる。

床面・壁 床面は多数の段があり、それぞれ平坦面をもつ。北～東では礫が一面に分布する。壁は、

斜面上方の北東側では湾曲して大きく斜め上方に開く。壁面下位にⅦ層中の自然礫層がみられる。長

軸端の南東および北西側ではやや急に立ち上がる。斜面下方の南西側は、わずかに立ち上がりが確認

できる。

付属遺構 北東の壁面で小穴を１か所検出したが、柱穴との判断には至らなかった。

遺物出土状況 覆土上位からは、小型深鉢をはじめⅥ群ｂ類が一部まとまって出土し、１９１点を数えた。

そのほかⅢ群ｂ類～Ⅳ群ａ類土器１０点、Ⅵ群ｃ類２点、石鏃１点、石錐１点、Ｕ・Ｒフレイク２点、

フレイク・チップ１４点、石斧３点、たたき石１１点、砥石４点、礫２６６点（うち有孔礫１点、パミス１１点、

被熱６０点）が出土した。竪穴のくぼみを利用したと考えられる。

覆土中位でⅢ群ｂ類北筒Ⅱ式土器の胴下半の個体が出土した。覆土中位～下位からはⅢ群ｂ類土器

のほか、Ⅵ群７点、ナイフ１点、スクレイパー１点、フレイク２点、石核１点、たたき石８点、砥石

１点、台石・石皿１点が出土した。また礫１，０５０点（うち原石１点、被熱６９点）が出土したが、南東側

で出土した滑面のある円礫のまとまり以外はⅦ層中の自然礫が多く含まれているとみられる。

時 期 遺構の形状や周辺出土遺物から、縄文時代中期末～後期前葉とみられる。なお上述の通り、

続縄文時代下田ノ沢式期に竪穴のくぼみを利用した跡が残されている。 （阿部）

ⅢＰ－９（図Ⅳ－４０、表Ⅲ－９・Ⅳ－４、図版１４－１・２）

位 置 ｇ・ｈ５区 平面形態 楕円形

規 模 ０．７８×０．６０／０．５２×０．３４／０．２５ｍ

確認・調査 ｇ５区でⅢ層を調査中に大型の礫が出土した。礫を残してⅣ層上面まで掘り下げたとこ

ろ、礫の直下で楕円形を呈する黒褐色土を確認した。礫を取り上げ、黒褐色土の範囲の長軸方向でト

レンチ調査を行い、底面と壁の立ち上がりを確認した。トレンチより西側の覆土を底面まで掘り下げ、

土層断面の撮影及び図化を行った後、東側の覆土を掘り下げ完掘した。遺構の性格は不明である。

覆 土 ２層に分けた。いずれも黒色土とⅣ層が混ざる土層である。

底面・壁 底面は北側から南側へ緩やかに傾斜し、Ⅴ層中に構築される。壁の立ち上がりは東側が急

角度で、それ以外は緩やかに湾曲する。
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遺物出土状況 出土遺物は確認面で検出した大型礫１点のみで、遺構に伴うものかは不明である。

時 期 検出層位、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代後期前葉の可能性が考えられる。 （広田）

ⅢＰ－１３（図Ⅳ－４０・４１、表Ⅲ－９・Ⅳ－４、図版１４－３～６）

位 置 ｈ１２・ｈ１３・ｉ１２・ｉ１３区 平面形態 楕円形

規 模 ４．００×（２．９４）／３．３５×（１．９４）／０．７０ｍ

確認・調査 台地肩部の斜面上に位置する。ｉ１２・１３区をⅥ層まで掘り下げたところ、パミス混じり

の黒色土のひろがりを検出した。１３ライン・ｉラインを土層確認用の断面として南側を掘り下げたと

ころ、底面と壁の立ち上がりを確認し、大型の土坑と判断した。

覆 土 最上位（１層）はⅢ層相当の黒色土で、自然堆積とみられる。上半（２・３層）はMaパミス

を多く含み、下半（４層）はパミスを少量含むやや軟質な黒色土である。いずれも標高の高い北側か

らの流入土と考えられる。壁際～床面付近（５～７層）は、パミスやロームが多くなる。

底面・壁 底面はⅦ層に達しており、東西方向は高低差が少ないが、北から南へ傾斜し中央部が浅く

くぼむ。壁は東西方向が急に立ち上がり、西側ではⅢＰ－１５が当遺構を切っている。斜面上方の北側

は緩やかに湾曲して立ち上がり、下方の南側は立ち上がりがわずかに確認できる。

遺物出土状況 坑底直上から礫１点が出土した。覆土最下位では、北筒Ⅲ式の口縁部の大型破片が出

土した。一方標高の高い北側の覆土上位からは、Ⅵ群ｂ類の小土器片１２点が出土した。そのほか、覆

土中にⅣ群ａ類土器９点、石槍またはナイフ１点、楔形石器１点、フレイク・チップ４点、たたき石

５点、すり石２点があり、さらに礫・礫片１０１点（うち被熱５９点）が覆土中～下位で出土した。

時 期 検出面や出土遺物から、縄文時代後期前葉とみられる。またⅢＰ－１５より当遺構が古い。

（阿部）

ⅢＰ－１５（図Ⅳ－４０・４１、表Ⅲ－９・Ⅳ－４、図版１４－７・８）

位 置 ｉ１２・ｉ１３区 平面形態 不整楕円形

規 模 １．５８×（１．３５）／１．２８×０．８６／０．４６ｍ

確認・調査 前掲のⅢＰ－１３の調査時に、これとは別の土のひろがりを検出した。南北の断面を残し

東側を半截し、底面と壁の立ち上がりが確認されたので土坑とした。

覆 土 上位は黒褐色土でⅢＰ－１３の３層に、下位は暗褐色土で同６層に近似し、流入土とみられる。

壁際～床面付近はⅦ層ロームを主体とする。

底面・壁 底面はⅦ層上位にありおおむね平坦である。壁は斜面上方の北側が急角度、ほかは緩やか

に立ち上がる。

遺物出土状況 覆土から礫３点（うち被熱２点）が出土した。

時 期 当遺構がⅢＰ－１３を切っており、当遺構の方が新しい。縄文時代後期前葉とみられる。（阿部）

ⅢＰ－１７（図Ⅳ－４２、表Ⅲ－９・Ⅳ－４、図版１５－１～４）

位 置 ｆ１０・ｇ１０区 平面形態 不整楕円形

規 模 ３．０６×３．１０／２．４９×２．８５／０．３６ｍ

確認・調査 調査区北西部の竪穴住居跡ⅢＨ－７およびⅢＨ－９の周辺のⅢ層を精査したところ、Ma

パミス混じりの黒褐色土のまとまりと焼土を検出した。十字形のトレンチ調査を行った後、土層観察

の為のベルトを残して掘り下げ、底面と壁の立ち上がりが確認できたので土坑とした。

覆 土 Maパミスを多量に含む黒褐色土（２層）を主体とする。土坑中央部では、最上位（１層）に
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樽前ｃ火山灰を含む黒褐色土が薄く堆積している。壁際や坑底付近（３～５層）ではロームやMaパミ

スの密度が異なる。

底面・壁 底面はⅣ層上面で、おおむね平坦である。壁は緩やかに立ち上がるところが多い。

付属遺構 覆土上位で焼土２か所（ＰＦ－１・２）を検出した。ＰＦ－１はおおむね楕円形で被熱層

の厚さは最大５㎝、ＰＦ－２は不整形で被熱層の厚さが３㎝ほどである。いずれも焼土上面および周

辺に炭化材片が散在していた。

遺物出土状況 覆土中よりⅢ群ｂ類～Ⅳ群ａ類土器１２点、スクレイパー１点、チップ１点、たたき石

１点、砥石２点、礫４５点（うち被熱２６点）が出土した。北東側から中央にかけては覆土上位、南側は

壁際付近からの出土点数が多い。

時 期 ⅢＨ－１４を切っており、当遺構が新しい。検出面や出土遺物から、縄文時代後期前葉とみら

れる。 （阿部）

ⅢＰ－２３（図Ⅳ－４３、表Ⅲ－９・Ⅳ－５、図版３－５）

位 置 ｇ９・ｈ９区 平面形態 不整楕円形

規 模 ０．７８×０．４８／０．６０×０．３２／０．１８ｍ

確認・調査 調査区西部の緩斜面上に位置するⅢＨ－８を調査後、北西側でやや暗い褐色土のまとま

りを検出した。半截し、底面と壁の立ち上がりを確認し土坑とした。

覆 土 ３層に分層した。１層はⅦ層ローム主体、２層はMaパミスを多量含む黒色土、３層はMa

パミスがやや少ない暗褐色土で、いずれも流入土と考えられる。

底面・壁 底面はやや椀状で、北側が浅く中央付近に弱い段を有し、南側が深い。壁は短軸方向が急

に立ち上がり、長軸方向が緩やかである。

遺物出土状況 覆土中から珪化木１点および礫１点が出土した。

時 期 ⅢＨ－８を切っており、当遺構が新しい。縄文時代中期以降であり、後期前葉と推測される。

（阿部）

ⅢＰ－２５（図Ⅳ－４４、表Ⅲ－９・Ⅳ－５、図版１５－５・６）

位 置 ｅ１５～１７、ｆ１６・１７区 平面形態 不整楕円形

規 模 ５．７４×４．６２／５．００×４．３０／０．４８ｍ

確認・調査 ⅢＨ－５の南側掘り上げ土の土層断面を確認した時、下位に別の遺構覆土を確認した為、

ⅢＨ－５の調査終了後に着手した。土層断面はⅢＨ－５掘り上げ土のトレンチを延長したものと、東

西に細長く伸びる撹乱を利用して確認した。既にｆラインより南側はⅣ層上面まで掘り下げていたた

め、南側はⅣ層上面で精査を行った。その結果、長径約５．７ｍの大型で浅い遺構であることが判明した。

トレンチ沿いにベルトを設定し、覆土を掘り下げ、底面を検出した。遺物は概ね長さ３㎝以下は適宜

取り上げ、それより大きなものについては底面確認時まで残し、出土状況の撮影後に取上げた。その

後完掘状況の撮影、平面の図化などを行い調査を終了した。形状、規模から竪穴住居跡の可能性もあ

るが、焼土等を確認できなかったため、土坑と判断した。性格は不明である。

覆 土 ４層に分けた。黒色土を主体としⅣ層が混ざる土層で、自然堆積と考えられる。その上位に

はⅢＨ－５の掘り上げ土が厚く堆積している。また、南側はⅣ層上面で検出したためごく浅い。

底面・壁 底面はⅣ層中に構築され、概ね平坦である。壁は底面から連続的に緩やかに湾曲しながら

立ち上がる。

遺物出土状況 全て覆土出土である。縄文時代中期後半～後期前葉の土器（Ⅲｂ～Ⅳａ）、石鏃、たた

Ⅳ章 遺構と遺物

１１９



図Ⅳ－４４ ⅢP－２５

根室市 温根沼２遺跡

１２０



き石等があり、被熱したものを含め礫が多い。遺構に伴うと判断できる遺物はない。

時 期 遺構の重複関係、覆土出土遺物から、縄文時代中期後半～後期前葉の時期と考えられる。

（広田）

ⅢＰ－２７（図Ⅳ－４３、表Ⅲ－９・Ⅳ－５、図版１５－７・８）

位 置 ｄ・ｅ１８区 平面形態 楕円形

規 模 （２．６７）×（２．５６）／２．１６×１．８０／０．６６ｍ

確認・調査 ⅤＨ－２の調査時に、周辺のⅣ層上面で楕円形を呈する黒色土を確認した。ⅤＨ－２の

調査終了後に、中心付近を通るよう長軸方向でトレンチを設定して掘り下げ、底面と壁の立ち上がり

を確認し、土坑と判断した。次にトレンチの南西側覆土を底面まで掘り下げ、土層断面の撮影及び図

化を行った。その後、北東側の覆土を掘り下げ、完掘状況の撮影、平面図の作成等を行った。新旧関

係は、検出層位からⅤＨ－２より新しい。性格は不明である。

覆 土 ６層に分けた。黒色土とⅣ層が混ざる土層で、色調は黒～暗褐色である。自然堆積と考えら

れる。

底面・壁 底面はⅦ層中に構築され、やや凹凸がみられる。壁の立ち上がりは比較的急角度である。

遺物出土状況 全て覆土出土である。全体的に少量で、縄文時代中期後半～後期前葉の土器（Ⅲｂ～

Ⅳａ）、石槍またはナイフ等の石器がある。遺構に伴うと判断できる遺物はない。

時 期 覆土出土遺物から、縄文時代中期後半～後期前葉の時期と考えられる。 （広田）

ⅢＳ－１（図Ⅳ－４５、表Ⅲ－９・Ⅳ－５、図版１６－１・２）

位 置 ｈ２０・ｉ２０区 平面形態 楕円形の範囲に分布

規 模 ０．９６×０．７８ｍ

確認・調査 調査区南東の緩斜面のⅢ層中で検出した。浅いくぼみに破砕礫が集中する範囲（№１）

があり、約１ｍ南側で礫７点が集中し（№２）、周辺に板状の礫（№３・４）がある。

遺物出土状況 礫は合計１９６点、集中範囲では破砕礫を主体に１８９点を数えた。ほかにたたき石１点が

ある。

時 期 縄文時代中期～続縄文時代のいずれかで、周辺出土遺物から縄文中期～後期前葉の可能性が

高いと考えられる。 （阿部）

ⅢＳ－２（図Ⅳ－４６、表Ⅲ－９・Ⅳ－５、図版１６－３・４）

位 置 ｌ・ｍ４、ｌ５区 平面形態 ―

規 模 （６．００）×（２．３５）ｍ

確認・調査 調査区南西端の標高約４．０～４．６ｍの緩斜面上において、大小様々な円礫や亜角礫等のま

とまりを検出した。被熱したとみられる赤色化した礫が多く、フレイク類が縦に突き刺さった状態で

密に出土したところもある。南東側の一部が調査区域外に及ぶため正確な範囲は不明である。

遺物出土状況 多量の礫、石器等が出土した。礫は９１２点（８１．２２６㎏ １点平均８９ｇ）、被熱礫は９６８点

（６５．４２５㎏ １点平均６７．６ｇ）、計１，８８０点を数える。風化や被熱したものがあるため、脆く崩れやす

いものが多い。ほか、石器類も伴っているが、たたき石１０点と砥石２４点が比較的多い（表Ⅲ－７）。土

器は、Ⅲ群ｂ類土器４３点、Ⅳ群ａ類土器１４点、と全６１点中５７点が北筒式である。

時 期 出土した遺物等から、縄文時代中期末～後期前葉の北筒式期が考えられる。 （笠原）
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ⅢＳ－４（図Ⅳ－４７、表Ⅲ－９・Ⅳ－５、図版１６－５・６）

位 置 ｇ・ｈ１０区 平面形態 不整楕円形の範囲に分布

規 模 １．８４×１．２５ｍ

確認・調査 調査区西側平坦面の、標高約１０～１１ｍのⅣ層上面で、礫の集中を検出した。円礫や亜角

礫、被熱による破砕礫が多くを占めている。礫４４２点中４２９点（約９７％）が被熱礫。

遺物出土状況 礫の他に、Ⅳ群ａ類の土器片が２点、たたき石１５点、砥石３点も出土した。

時 期 周辺から検出した遺構や、出土遺物等から縄文時代後期初頭の北筒Ⅲ式期が考えられる。

（笠原）

ⅢＳ－５（図Ⅳ－４７、表Ⅲ－９・Ⅳ－５、図版１６－７）

位 置 ｆ８区 平面形態 不整楕円形の範囲に分布

規 模 ０．９０×０．７６ｍ

確認・調査 竪穴住居跡ⅢＨ－７の南西側で検出した。被熱・破砕礫が主体である。

遺物出土状況 礫は２５６点を数えた。うち被熱１８６点、原石１点である。そのほかⅢ群ｂ類～Ⅳ群ａ類

土器１点、フレイク１点、たたき石４点がある。

時 期 検出面や位置からⅢＨ－７に関連があるとみられ、縄文時代後期前葉と判断される。（阿部）

ⅢＳ－８（図Ⅳ－４８、表Ⅲ－９・Ⅳ－５、図版１６－８）

位 置 ｆ１３区 平面形態 大小の礫の不規則な拡散

規 模 約１．８０×約１．４ｍ

確認・調査 Ⅲ層掘り下げ中に検出した。

遺物出土状況 被熱礫１４５点（５，０９４ｇ １点平均３５．１ｇ）、礫１４７点（２２，４８５ｇ １点平均１５２．９ｇ １

点７，４００ｇの大型礫を除くと１点平均１０３．３ｇ）、ほか、すり石１点、砥石４点（いずれとも使用痕が判

然としないものを含む）、フレイク５点、スコリア１点、続縄文時代下田ノ沢式の可能性が考えられる

土器片３点である。

時 期 放射性炭素測定（AMS測定）に採取した炭１点を提出したところ、１４Ｃ年代は３，７８０±２０（δ１３C

補正値）であった。暦年代範囲（２σ）では２２８８calBC－２１３７calBC。縄文時代後期前葉の北筒Ⅲ式～

Ⅳ式頃である。 （影浦）

図Ⅳ－４８ ⅢS－８
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（３）遺構出土の遺物
・土器

ⅢＨ－１３（図Ⅳ－４９、表Ⅳ－１３、図版５５）

土器は全部で２７点出土した。遺構面積に比して非常に少ない点数である。内訳は北筒式期のものが

１７点、続縄文時代下田ノ沢式期とみられるものが１０点。床面出土のものはなく、覆土下の土器も少な

い。覆土中で検出した集石ⅢＳ－９にともなって北筒Ⅱ式（トコロ６類）が１個体出土したことから

住居跡の構築時期は縄文時代中期末であろう。覆土上部を中心に北筒式の土器片が散発的に出土して

いる。１は北筒Ⅴ式。地文はＲＬＲの複節縄文。胎土中に砂を含み、ややザラザラする。刺突文の上

にナデで無文化している部位がある。非掲載の北筒式は胴部小片。

ⅢＳ－９（図Ⅳ－４９、表Ⅳ－１１、図版５５）

集石の直上で１個体が出土したもの。北筒Ⅱ式（トコロ６類）。口縁部に４つ対で山形の小突起があ

り、波頂部から隆帯が縦に垂下し、隆帯上には縄が縦位に押捺されている。隆帯の下は連続的な押し

引き文が垂下、押し引き文は横にも横環して、文様体的な構成を呈する。道央部の古手の北筒Ⅱ式に

みられる貼付による文様帯の影響を受けているとみられる。胴部地文は結束羽状縄文。この結束羽状

縄文も古手の北筒Ⅱ式にみられるものである。連続の押し引き文は口唇上にも施され、口縁部には刺

突列が充填的に４段巡っている。底部を欠くが、底面部を塞いで計量した最大容量は４．８Ｌである。

ⅢＨ－７（図Ⅳ－５０～５２、表Ⅳ－１１・１３、図版５５、５６－５・６）

土器は３１９点が出土した。うち２７４点が北筒式で、２５３点は縄文時代後期のもの。床面直上出土の全３１

点、付属遺構ⅢＰ－２出土の全２２点が縄文時代後期の北筒式である。１は北筒Ⅲ式の新段階（羅臼式）。

地文はＲＬＲの複節縄文。ヘラ状工具を横位に引いた無文帯が２条横環する。無文帯にはヘラ状工具

の動きを止めて浅く押しつけた跡がある。口縁部に縦位の隆帯があり、隆帯上には縄が押捺されてい

る。胎土中には砂を多く含む。２～５は北筒Ⅴ式。ＲＬ斜行縄文を地文とし、口縁部を径の小さい刺

突が巡るもの。いずれも器面に対して水平方向の刺突。２は刺突部を無文化している。４・５は口縁

部内面にも縄文が施文されているが、内面側で刺突の巡る部位は無文化している。２と４・５は口縁

部の開きが弱い。北筒Ⅴ式の中でも古手の資料の可能性がある。

６は耳栓。砂礫をあまり含まない胎土で簡素な作り。酷似した資料が『穂香竪穴群（２）』において

包含層から出土している。報告者は均質できめ細かい胎土が北筒式土器の胎土と異なることから、違

う時期の可能性を想定しているが、この耳栓は覆土下の出土で、覆土下からは北筒式しか出土してい

ない。あるいは通常の土器のものと別の胎土を使用している可能性も考えられる。

ⅢＨ－８（図Ⅳ－５２・５３、表Ⅳ－１１・１３、図版５６）

土器は２４７点が出土した。うち２０３点が覆土上、３６点が覆土中、８点が覆土出土であり、覆土下や床

面で出土したものはない。続縄文時代のⅥ群土器が２０７点と多いが、うち１９３点が覆土上からの出土で

あり、住居廃絶後のものである。

１は北筒Ⅴ式。上げ底である。土器の大きさに対してやや厚めの器壁であるが、口縁部にむけて薄

くなる。上げ底の高台部も厚くはない。地文はＲＬ斜行縄文。最大容量は０．９Ｌ。

２は山形の小突起がある口縁部片。刺突文が巡るが、深さ１、２㎜と非常に浅く、断面図にはよく

表れていない。縄線が６条ほど横環するが、施文が弱い上にナデ調整をしており、ほとんど消失しか

かっている。下田ノ沢Ⅰ式の特徴的な属性は、口縁部を内側から突いた突瘤文が巡るものであり、外
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図Ⅳ－４９ Ⅲ層遺構出土の土器（１）
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図Ⅳ－５０ Ⅲ層遺構出土の土器（２）
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図Ⅳ－５１ Ⅲ層遺構出土の土器（３）
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図Ⅳ－５２ Ⅲ層遺構出土の土器（４）
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図Ⅳ－５３ Ⅲ層遺構出土の土器（５）
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図Ⅳ－５４ Ⅲ層遺構出土の土器（６）
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からの刺突文ではないが、近縁性が窺われることから下田ノ沢Ⅰ式と判断した。３は口縁部が無文地。

ごく薄い隆起線が１条横環し、径の細い中空工具による刺突が口唇直下と隆起線上と２条横環する。

口唇断面はやや丸みを帯びた角型。４・５は同一個体の口縁部と底部。口縁の無文地に縄線が５条横

環し、間に径の細い中空工具による刺突列が１条横環する。地文は撚糸文の縦位施文。底面にも撚糸

文の施文が認められるが、胴部地文より細い。異なる原体によるものか、施文後にナデ等で目が狭まっ

たものかは判然としない。底部側面はわずかに外へ張り出す。内面調整は口縁部、底部ともすべて横

方向。ヘラ状のもので行っている。３～５も下田ノ沢Ⅰ式であり、２～５は同時期のまとまりかもし

れない。

ⅢＰ－１３（図Ⅳ－５３、表Ⅳ－１３、図版５７）

土器は２１点出土した。北筒式が９点、続縄文の下田ノ沢式が１２点。坑底面および覆土下で出土した

ものはない。１は北筒Ⅴ式の口縁部片。地文はＲＬＲの複節斜行縄文。胎土中にパミス状の粒を多く

含む。

ⅢＳ－２（図Ⅳ－５４、表Ⅳ－１１・１３、図版５７）

１・２は北筒Ⅱ式（トコロ５類）の同一個体片。口縁部肥厚帯の縦位沈線は径４㎜ほどの中空植物

を半截し工具としたもの。地文はＲＬＲの複節斜行縄文と、ＬＲ斜行縄文の２種を用いた羽状縄文。

円形刺突文はやや斜め下方からの突きで、刺突部を境にして口縁部はやや開く。胎土は砂礫を多く含

む。３は底部片。器壁は垂直に立ち上がる。底面周縁を粗い刺突が１条巡っている。北筒Ⅱ式。

・石器

ⅢＨ－７（図Ⅳ－５５・５６、表Ⅳ－１７、図版７５）

石器等は２９７点出土した。床面から出土したものはない。床面直上でたたき石が２点出土している。

フレイク・チップ２２１点を除くと７６点。たたき石２５点と砥石２０点が比較的多い。剥片石器はスクレイパー

６点と石槍またはナイフの５点が多い。１はスクレイパー。縦長剥片を素材とし、両側縁に刃部を作

出したもの。黒曜石製。２～６はたたき石。２は丸みを帯びた礫を素材として全体的に使用している。

アルコース砂岩製。３は割れた礫を素材として両面からの打ち欠きで鋭い縁辺を作出し、その縁辺部

を使用したもの。砂岩製。４・５は角礫を素材としたもの。４は各面を使用している。正面中央はた

たき痕の周辺が平滑である。すり石ないし小型の石皿的な用途も兼ねていたのであろう。部分的に被

熱している。粗粒玄武岩製。５も各面使用しているが、下端の使用が顕著。砂岩製。６はいびつな扁

平礫を素材とする。粗粒玄武岩製。７は亜円礫素材のすり石。砂岩製。８～１０は石鋸。９は砥石片を

使用した可能性がある。８・９は砂岩製、１０は泥岩製。

１１・１２は付属遺構ＨＰ－２出土のもの。１１は小型の扁平礫を素材とし、主に下端を使用したもの。

砂岩製。１２は大型の板状砥石。両面を使用している。使用面が重複するが幅はおよそ３．５～４．５㎝幅で

ある。敲打痕が各所に観察される。正面側と側面の一部にあることから、おそらく整形的なものでは

なく、たたき石的な用途や台石的な用途にも使用していたとみられる。砂岩製。

１３・１４は付属遺構ＨＰ－３出土のもの。１３は刃部を欠いた短冊形の石斧片。基部上端が敲打で潰れ

ている。砂岩製。１４は板状の砥石。砂岩製。

ⅢＨ－８（図Ⅳ－５７、表Ⅳ－１７、図版７６）

石器等は５４点出土した。床面から出土したものはない。３６点が覆土上層、１５点が覆土中層からの出
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図Ⅳ－５５ Ⅲ層遺構出土の石器（１）

根室市 温根沼２遺跡

１３４



図Ⅳ－５６ Ⅲ層遺構出土の石器（２）
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図Ⅳ－５７ Ⅲ層遺構出土の石器（３）
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図Ⅳ－５８ Ⅲ層遺構出土の石器（４）
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土である。フレイク・チップ１８点を除くと３６点。この中ではたたき石１９点と砥石６点が多い。ほか、

覆土上層から石斧が３点出土している。遺跡全体を通して石斧は少ないので注目される。剥片石器は

石鏃、石錐、ナイフ、スクレイパーが各１点、Ｕ・Ｒフレイク２点が出土している。

１は石斧。刃部の一端をわずかに欠くが、全面が研磨されている。泥岩製。２・３はたたき石。２

は扁平礫を素材とし、面と下端部をたたいている。玄武岩製。３は角ばった棒状気味の礫を素材とし、

上下両端を使用したもの。上下端とも剥離が著しく、楔として用いた可能性もある。砂岩製。４は砥

石。石鋸としても使用している。砂岩製。

ⅢＰ－１３（図Ⅳ－５７・５８、表Ⅳ－１７、図版７６）

石器等は１３点出土した。坑底面から出土したものはない。フレイク・チップ４点を除くと９点。た

たき石が５点と比較的多い。１・２はたたき石。１は角ばった礫を素材としたもの。上下の側面及び

裏面をすり石としても使用しているが、たたき石としての使用痕の方が顕著である。２は棒状の亜角

礫を素材としたもの。面と下端部を使用。いずれとも砂岩製。

ⅢＰ－２５（図Ⅳ－５８、表Ⅳ－１７、図版７６）

石器等は２８点出土した。フレイク・チップ２２点を除くと６点。たたき石が３点と比較的多い。１は

菱形の石鏃。黒曜石製。２・３は小型の扁平礫を素材としたもの。２は砂岩製、３は安山岩製。

ⅢＳ－２（図Ⅳ－５８、表Ⅳ－１７、図版７６）

石器等は７３点出土した。フレイク・チップ３１点を除くと４２点。砥石２４点とたたき石１０点が多い。１

は石斧。石斧に近い形状の礫を素材として、刃部のみ研磨して作出したもの。泥岩製。２はたたき石。

小型の扁平礫を素材とし、上下端と側縁の張りだした部分を使用している。面も使用しているようだ

が、使用痕が浅く判然としない。被熱している。砂岩製。

ⅢＳ－３（図Ⅳ－５８、表Ⅳ－１７、図版７６）

石器等はたたき石が３点出土した。１は角柱状の礫を素材としたもの。面をたたいており、凹凸が
すり こ ぎ

顕著である。下面が平滑で、角が丸いことから、擂粉木的な用途も兼ねたと考えられる。砂岩製。

ⅢＳ－４（図Ⅳ－５８、表Ⅳ－１７、図版７６）

石器等は１８点出土した。たたき石が１５点、砥石が３点である。

１は小型の扁平礫を素材とし、両面を使用したもの。砂岩製。図示した以外のたたき石はすべて破

片で被熱している。砥石３点についても被熱したものである。 （影浦）
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４ Ⅲ層 続縄文時代の遺構と遺物

（１）概要
続縄文時代の下田ノ沢式期の遺構は住居跡が６軒（ⅢＨ－１・６・１０・１１・１２・１６）、土坑１３基（Ⅲ

Ｐ－１～３・６～８・１０～１２・１４・１６・２０・２４）、焼土１か所（ⅢＦ－２）を確認した。調査範囲中央

付近の台地上から斜面上位にかけて分布するが、斜面上位のⅢＨ－１６、ⅢＰ－１・６～８・１１・１２は

下田ノ沢Ⅰ式の遺構、台地上のⅢＨ－１・６・１１・１２、ⅢＰ－１６は下田ノ沢Ⅱ式の遺構と、分布が多

少異なる。

住居跡の平面形は円形ないし楕円形を基調とする。ⅢＨ－１は焼失家屋で、一部、垂木材と母屋材

が井桁状の組みを保ったまま出土した。ⅢＨ－１と１２は板状礫を列状にめぐらせた炉がある。ⅢＨ－

６・１１・１２・１６は、床面に段差がある。撹乱による削平等で判然としないが、ⅢＨ－１・６・１１・１２

は南西部が浅く舌状に張り出している可能性がある。ⅢＨ－６では他に、北西壁と北東壁が外に張り

出している（釧路市興津遺跡、第１１号住居の類例がある）。ⅢＨ－１１は、床面に付属土坑がある。

土坑には、覆土内に礫や炭化材を伴うものが一定数ある（ⅢＰ－１・６・７・１２・１６・２４）。うちⅢ

Ｐ－１２・１６は坑底に段差がある。他に墓の可能性がある土坑もある（ⅢＰ－２・１１・１４）。中でもⅢＰ

－１４は、東西方向が長軸の楕円形で、西側の坑底部から石鏃、石槍またはナイフ、スクレイパー等黒

曜石製石器と、緑色泥岩製の小型石斧がまとまった状態で出土した。そのすぐ横からは、歯の可能性

がある微細破片のまとまりも検出している。

ほか、下田ノ沢式期の遺構では小型土器をともなうものがある。ⅢＨ－１・６・１０では床面、床面

直上、覆土下、ⅢＰ－１６では坑口においてそれぞれ出土した。

なお、ⅢＰ－２０に関しては調査工程の連続性から例外的にトビニタイ式期の項目で扱った。（影浦）

（２）遺構
ⅢＨ－１（図Ⅳ－５９～６５、表Ⅲ－１０・Ⅳ－１・２、図版１７・１８）

位 置 ｇ１６・ｇ１７・ｇ１８、ｈ１６・ｈ１７・ｈ１８、ｉ１７区 平面形態 張り出し部を有する楕円形

規 模 （８．７２）×７．２０／（８．２４）×６．５６／０．３２ｍ

確認・調査 ｉ１７区で円形の土坑（仮ⅢＰ－５）調査を行った際、北側の範囲が判然としなかったた

め、全体を５㎝程度掘り下げて確認作業を行った。元々、その周辺では炭化物が点々と見えていたが、

多量の炭化材が現れたため、ｈ１７・１８区およびｇ１７・１８区に及ぶ範囲で焼失住居の存在を予想した。

調査中の土坑についても、覆土中に炭化物が多く含まれていたため、この焼失住居と重複する土坑か、

あるいは張り出し部等、焼失住居の一部である可能性が考えられた。しかし、この段階で表土が除去

されていたのはｈライン以南であったことから、ｈライン以北の表土を除去後に全体の再確認をする

ことにして、ひとまず円形の土坑（仮ⅢＰ－５）として調査した。

ｈライン以北の表土を除去後、改めて全体を清掃し、炭化材の分布から住居範囲を想定。東西方向

はｈライン沿い、南北方向は１８ライン沿いに土層観察用のベルトを設定し、それに沿う形でトレンチ

掘削を行った。トレンチでは場所によりおびただしい量の炭化材を検出した。土層観察の障害になる

ものや比較的小さなものは除去したが、大きな材は極力残しながら周囲を掘り下げた。

掘削の結果、炭化材の直下がおおむね平坦で、住居の床面であることが確認できたため、トレンチ
い げた

から周囲へと広げるように炭化材及び床面の検出作業を行った。炭化材は、井桁状の組を保ったもの

があり、また、炭化して直立状態で遺存した柱根部もいくらか確認できたことから、その大半が屋根

材や柱などの住居建材であると判断される。試料１２点につき樹種同定を行った。結果は１２点中５点が
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トネリコ属、他ハンノキ属とモミ属が各２点、コナラ属、クルミ属、カツラが各１点であった。井桁

状に組まれた柱材はハンノキ属とトネリコ属。屋根材の可能性がある板状の炭化材はコナラ属とカツ

ラであった。いずれとも遺跡周辺に自生する樹木を利用したと考えられる。炭化材が全体的に現れた

段階で図化と写真撮影を行った。その後、主要な材に関しては、番号を付けて取り上げしている。そ

の後、床面測量および、柱穴の検出作業を行った。

覆 土 １０層に分けた。最下層である覆土１０は堅密であるため、部分的な貼り床と考えられる。覆土

９は炭とⅦ層起源のブロック状のロームが粗く混ざり合ったもの。屋根材を覆ったⅦ層主体の土壌で

あると考えられる。覆土５～８は住居北側の壁際およびテラス部にのみ堆積し、いずれも焼土粒や炭、

灰を含む。また、大型哺乳類と考えられる焼成動物骨をいくらか包含する。他の場所で焚いた焼土と

焼成骨を盛ったものであろう。現地調査後、これらの動物骨について分析に出したところ、同定でき

たものはすべてヒグマであった。軸椎、中節骨、基節骨、脛骨、四肢骨、寛骨がある（Ⅴ章５節参照、

表Ⅴ－５－１）。

床面・壁 床面は中央部が平坦で壁に向かって緩やかに立ち上がる。北側半分はテラス状の段を有す

る。テラス状の段は、幅のあるところで７０㎝近く。大部分はⅣ層（摩周テフラ）下部が床面である。

張り出し部とした南側部分（旧ⅢＰ－５）は坑底面が非常に堅かったことから、住居の出入り口施

設であった可能性が考えられる。

付属遺構 石囲いの炉（ＨＦ－１）１か所、焼土堆積１か所、柱穴７５基（ＨＰ－１～７７、１８・２５欠番）

を確認した。炉（ＨＦ－１）は南北方向に細長く（２．１０ｍ×０．８０ｍ）、床面のほぼ中央部で検出した。

炉石は薄い板状の泥岩註を周囲に立てたものである。検出状況で炉石は全周していなかったが、一部が

斜めに崩れており、周辺でも同様の礫が散乱して出土したことから、使用時には全周していた可能性

がある。炉内は、北側では２０㎝近く掘り込まれており、南へ向けて徐々に浅くなる。炉内の焼土中に

は焼けた微細骨片が含まれていた。これらの焼骨は種が特定されなかったが、大型哺乳網との結果が

得られている。また、炉の焼土中からも炭化材がいくらか出土している。

柱穴は全部で７５基確認したが、居住スペースを考慮すると、これらの全てが同時期に立っていたと

は考え難い。補修等で差し替えた柱穴も含まれていると判断される。検出炭化材の量から、調査序盤

より相当数の柱穴の存在を予想してはいたが、床面の大部分がⅤ層ないしⅥ層中であったため、判然

としなかった。結局、実際の床面より１０数㎝～２０㎝ほども掘り下がったⅦ層中に至って、その大半を

確認した。したがって、柱穴の実際の長さは、セクション図よりも長いものであることについて注意

が必要である。床面高が推測できるところに関しては、セクション図にEFL（estimated floor surface

line推定床面線）を付した。ＨＰ－９・１４・１６・１７・２１・３３・４１・４２・６２・６３・６７は主柱穴と考えられ

る。最も深いＨＰ－２１については確認面から深さ５６㎝を測ったが、実際には床面から７０㎝を超える深

さであったろう。ＨＰ－７・９・１２・１４・２０・３３・６６は比較的径が太く、下端が尖るもの。ＨＰ－１・

２・５・８・１１・１３・２３・２７・３２・３４・３８・４４・４９・５０・５２～５９・６１・６８・７０～７３は杭状。うち５・

１３・２３・４９は、住居外の付属的な施設のものの可能性がある。ＨＰ－２４・２７・４４・５３・７１は斜位。Ｈ

Ｐ－７４～７７は炭化した状態で遺存した柱根部。写真を撮り、サンプリングはしたが、状態が悪かった

ため、断面実測は記録していない。ＨＰ－６６・６７は掘り過ぎで大半を欠失した。ＨＰ－１０・１５は形が

いびつ。

遺物出土状況 土器片は下田ノ沢Ⅱ式（Ⅵｂ）が５１点と多い。特に注目されるものとして、床面から

出土した小型土器１個体（図Ⅳ－８９－５～７・図版１８－１）が挙げられる。次いで北大式（Ⅵｃ）が

４４点出土しているが、すべて覆土上から出土した同一個体片のまとまりで、大半は小片である。

石器類ではフレイク３５点、チップ２７７点が目につく。覆土上から下にかけて出土しているが、住居廃
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図Ⅳ－６４ ⅢH－１HP断面
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図Ⅳ－６５ ⅢH－１HP土層注記
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絶にともなって家を焼く前に意図的に散布した可能性も考えられる。肉眼観察ではフレイク３５点中１７

点、チップ２７７点中１７点において被熱による発泡、溶解が確認された。ほか、剥片石器では石鏃８点、

石錐２点、スクレイパー１１点、礫石器ではたたき石９点等が比較的多いが、これらも覆土上から下に

かけて出土しているもので、フレイク・チップ同様、住居廃絶後に意図的に入れられた可能性がある。

礫・被熱礫は覆土中も含めると全体で４０９点、総重量１７．２３９㎏が出土した。うち被熱礫は２４７点

（６０．４％）、重量は１１．３８５㎏（６６．０％）である。被熱礫のうち、炉石とみられるものは１６４点、７．５４４㎏

を数える。炉石を除いた礫・被熱礫は２４５点、９．６９５㎏である。これらの礫については使用痕が確認さ

れていないが、何らかの日常の活動に用いた礫ではあるだろう。

時 期 住居の形状、炉の特徴、および床面から出土した小型土器から続縄文時代下田ノ沢Ⅱ式期で

ある。放射性炭素年代測定（AMS測定）に試料３点を抽出したが、１４Ｃ年代はδ１３C補正値で２，０２０±２０

（床上）、１，９８０±２０（石囲い炉）、２，０３０±２０（床面直上）と、いずれも予想した年代より１００年ほど古

い結果となった。暦年代範囲（２σ）では概ね紀元前１世紀～紀元１世紀の範囲である。住居の張り

出し部とした旧ⅢＰ－５採取試料（ＯＮ２－２６）の年代測定値も２，０１０±２０とほぼ同じ値である。しか

し、測定結果にも記載されているように、１～３世紀頃の暦年較正については、北半球で広範に用い

られる較正曲線 Intcalと日本産樹木の測定値が系統的に異なるため、実際の年代値より古い年代値にな

ることが考えられるという。

以下、本遺跡の下田ノ沢式期の遺構については同様に古い年代値が出たものが複数ある。

註 遺跡から北へ３００ｍほどで海に出るが、海岸線沿いに砂岩・泥岩の互層を主体とする根室層の露頭した急崖

が連なっている。炉石に用いられたような板状の泥岩は、崩落作用によって崖下のところどころで崖錐状の堆

積をなし、温根沼地区の海岸に広く散乱、被覆している。 （影浦）

ⅢＨ－６（図Ⅳ－６６～６９、表Ⅲ－１０・Ⅳ－２・３、図版１９）

位 置 ｇ１３・ｇ１４、ｈ１３・ｈ１４区 平面形態 三方に張り出しがある隅丸方形

規 模 ７．１６×７．０４／７．０２×６．７６／０．６８ｍ

確認・調査 調査開始前から大きなくぼみがあり、住居跡の可能性が想定されていた。表土除去後、

くぼみの中心を交差する形で、グリッドラインと並行するようにベルト設定し、トレンチ調査を行っ

た。結果、南側は撹乱が入っていて判然としなかったが、東西と北の三方について壁の立ち上がりが

確認できたため、土層観察ベルトを残して掘削した。東側の床が一段高く、テラス状になっている。

床面と壁が全体的に現れた段階で、北西壁と北東壁に大きな暗褐色土のくぼみが確認された。当初

は重複した土坑と判断されたが、トレンチで土層確認したところ、いずれもⅢＨ－６の本体部の覆土

と共通する内容であったため、これらの部分については本住居の張り出し部と判断した。南側は排根

線の造成にともなう帯状の撹乱が入り込んでいたため床、壁ともに判然としないところが多かったが、

南西部において床面の堅さが続く広がりがあり、トレンチを入れたところ、かろうじて覆土の続きが

確認できたため、その範囲を一応張り出し部とした。

覆 土 １４層に分けた。１３と１４は炉の焼土層である。１１・１２は壁際の崩落土、８～１０は屋根を葺いて

いた土の可能性が考えられる。

張り出し部の覆土は本体部分とは別にそれぞれ覆土１から数字を振って分層した。北東の張り出し

部の覆土１は本体の覆土８に相当する。北西の張り出し部の覆土２は本体の覆土４に相当するもので

あろう。

床面・壁 床は東側が一段高くテラス状を呈する。テラス部分は幅があるところで１．２ｍ前後を測る。
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南西の張り出し部が最も低い。この張り出し部の床は堅くしまっており、出入り口施設の可能性が考

えられる。

北側の壁は緩やかに立ち上がった後、直立気味。北西部と北東部の張り出し部は、一部、オーバー

ハングしている。北東部の張り出しに関しては、床面の一部を土手状に掘り残した高まりがある。

付属遺構 中央よりやや南寄りの床面において焼土の広がり（ＨＦ－１）を検出した。住居の炉と考

えられる。石囲いの痕跡はない。

柱穴は全部で１４基を確認した。ＨＰ－１・３～６・８は主柱穴とみられる。ＨＰ－９・１０・１２～１４

の５基は杭状。

遺物出土状況 炉（ＨＦ－１）直上において下半部を欠いた無文土器が倒立状態で出土した。また炉

の西側に近接した床面からは小型土器がほぼ完形で出土している。土器はいずれとも下田ノ沢Ⅱ式。

出土土器片も全２１２点中１９８点が下田ノ沢式であった。

覆土中層として取り上げた遺物に、石器類の多いことが注意される（石鏃３点、石槍またはナイフ

２点、石錐１点、両面調整石器１点、スクレイパー４点、楔形石器１点、フレイク・チップ４１点、石

核１点、石斧３点、たたき石８点）。全体で礫が１２２点、被熱礫が１０３点出土している。付属遺構出土の

２１点を除くと、覆土下層５５点、中層４６点、上部５３点と、各５０点前後である。

時 期 検出層位と住居構造の諸特徴、床面において出土した土器から続縄文時代下田ノ沢Ⅱ式期と

考えられる。放射性炭素年代測定（AMS測定）に炉から採取した試料１点を抽出したが、１４Ｃ年代は２，３１０

±２０yrBP（δ１３C補正値）、暦年代範囲（２σ）では４０６calBC－３６１calBCという結果が出ており予想年

代より４世紀ほども古い結果となった。 （影浦）

ⅢＨ－１０（図Ⅳ－７０～７２、表Ⅲ－１０・Ⅳ－３、図版２０）

位 置 ｅ１４・ｅ１５、ｆ１４・ｆ１５区 平面形態 不整円形

規 模 （６．９４）×５．７０／（６．１０）×５．１０／０．３４ｍ

確認・調査 ｆ１４・ｆ１５区のⅢ層を均一に深さ５㎝単位で２度掘り下げたところ、ｆラインの土層面

において、ｆ１５杭を中心に左右の土層が傾斜しており、皿状に沈み込んでいることが確認できた。ｆ

１４・ｆ１５区全体を清掃したところ、半円状の平面形が現れたため、１５ライン及び直交するｆラインに

ベルト設定をし、調査を進めた。

北側のｅ１４・ｅ１５区を掘り下げたが、平面形が判然としなかったため、住居内を斜めに貫いている

水道管埋設にともなう溝状撹乱を掘りぬいて、範囲確認を行った。しかし、撹乱部の南壁では竪穴の

くぼみが現れたものの、北壁は不明瞭であった。このとき、本住居跡に近接する北側のグリッドを広

範囲に掘り下げており、判然としないながら別の住居跡（ⅢＨ－１３）が重複している可能性が考えら

れていたため、北側に関しては、ⅢＨ－１３の土層堆積を踏まえて推定線で結んだ。

覆 土 ８層に分けた。８は炉の焼土層である。１～７は流れ込み状の堆積であるが、２～７に関し

てはⅣ層の摩周テフラが不均一に混ざっているので、あるいは人為的に埋められたものかもしれない。

覆土１に関しては自然の流入土とみられる。

床面・壁 床は浅い皿状を呈している。壁の立ち上がりは緩やかである。床の大部分がⅣ層（摩周テ

フラ）である。

付属遺構 床面中央部において炉とみられる焼土（ＨＦ－１）を検出した。石囲いの痕跡はない。

柱穴は全部で２５基確認した。ＨＰ－１・９・１０・１２・１４・１７・２２・２３が主柱穴とみられる。うち９・

１２・２３は直線的に並ぶ。ＨＰ－１１・１８・２４は杭状。ＨＰ－７・１７・１０・１９・２５・２０・２１・１３・１４・２２

は壁際に密に並んでいる。
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遺物出土状況 床面において下田ノ沢式の小型土器が２個体出土した。下田ノ沢Ⅰ式とⅡ式の過渡的

な資料とみられる。土器片の点数も全２６６点中２５４点と下田ノ沢式が多い。

時 期 床面の出土遺物から続縄文時代下田ノ沢式期と考えられる。放射性炭素年代測定（AMS）に

炉から採取した試料１点を抽出したが、１４Ｃ年代は２，１６０±２０yrBP（δ１３C補正値）、暦年代範囲（２σ）

では３５５calBC－２８９calBC、２３３calBC－１１１calBCと、予想年代より３世紀ほども古い結果となった。

（影浦）

ⅢＨ－１１（図Ⅳ－７３・７４、表Ⅲ－１０・Ⅳ－３、図版２１）

位 置 ｇ１５・ｇ１６、ｈ１５・ｈ１６区 平面形態 不整楕円形

規 模 （４．４２）×３．０４／（４．２４）×２．７４／０．６３ｍ

確認・調査 ｇ１５区のⅤ層・Ⅵ層を掘り下げ中、南東角に輪郭が現れた。グリッド単位の掘削により

生じたｇ１６区との段差で土層確認したところ、壁の立ち上がりが現れたため、住居跡を想定してｇ１６

区、ｈ１５区、ｈ１６区を清掃。南北に長くややいびつな平面形を検出した。

平面形の東側はスムーズなラインではなく、ガタガタした折れ線状である。また、ｈラインの南半

分については既にⅦ層まで掘削が済んでいたため、南端部分の壁は欠失している。全体的に西側半分

の残りが悪かったことから、住居範囲の中心より少し東側にずらして、グリッドラインに対して斜方

向にセクションラインを設定、西側を半截する形で掘削を進めた。

なお、西半分を掘削中、覆土上部で焼土を確認した。この焼土については、住居跡覆土上部のくぼ

みを利用したもので、住居との直接的な関連性はないと考えられたため、ⅢＦ－１６とした。調査済の

土坑ⅢＰ－１１が南東部に近接するが、直前で壁が回り込んでいるため、重複はしていない。

覆 土 本体部は１４層に分けた。１４は貼り床の可能性が考えられる。１３は掘り上げ土。１０～１２は流入

土とみられる。１～９はレンズ状の堆積の重なり合いが多く、Ⅳ層（摩周パミス）の不均一な混在が

多い。人為的に埋められた可能性が考えられる。

付属土坑（ＨＰ－９）は８層に分層した。２～８は人為的な埋め戻しと判断される。１は炉の被熱

層。

床面・壁 壁は直立気味に立ち上がる。北側は一部テラス状をなす。床面はⅦ層上部であり、標高１１．３

ｍ前後で比較的平坦。南側が一段下がっている。南側の壁は残っていなかったが、一段下がった部分

の床面（Ⅶ層上面）が堅いことから、その広がりを住居の範囲として推定線で結んだ。床面が堅くし

まっていることや、南側の無名沢へと続く傾斜面に近接した台地の先端部であることから、南西部が

出入り口であったと考えられる。

付属遺構 床面中央で炉とみられる焼土（ＨＦ－１）を確認した。焼土を中心に、付属土坑とみられ

る黒褐色の丸いひろがりも現れたため、東側を半截してみたところ、深さ２０～３０㎝ほどの擂鉢状の土

坑であった（ＨＰ－９）。理由は定かでないが、一度擂鉢状の土坑を掘った後、これを埋め、その上に

炉を設けた可能性が調査段階では考えられた。しかし、時期の項で後述しているように、採取した炭

化物の年代測定値は擦文文化期後期のものであったため、焼土に関しては後代の可能性もある。

柱穴は全部で８基確認した。径、深さとも小規模なものが多い。ＨＰ－１・５・６は杭状で１・５

は先端が尖る。

遺物出土状況 遺物は大半が覆土中から出土したもので、土器片はすべて下田ノ沢Ⅱ式である。しか

し、この住居に伴ったと判断できる遺物はない。石器等の出土は全体的に少ないが、スクレイパーが

７点出土していることが目につく（覆土・覆土１・２・１０出土）。南側の覆土中層において若干の炭の

まとまりがあった。樹種同定に試料１点を出したところ、結果はニレ材であった。
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時 期 検出層位と住居構造の諸特徴、覆土中の出土土器片から、下田ノ沢Ⅱ式の時期と考えられる。

ただ、放射性炭素年代測定（AMS測定）に炉とみられる焼土中から採取した試料１点を抽出したとこ

ろ、１４Ｃ年代は８５０±１０（δ１３C補正値）、暦年代範囲（２σ）では１１５６calAD－１２４７calADと１２世紀後半

から１３世紀前半を示して予想年代より１，０００年ほども新しい結果となった。この年代は、本遺跡におけ

る擦文文化期（後期）の年代とほぼ合致する。擦文文化期の人が凹みとして残っていた住居跡を、掘

り出して再使用したことも考えられる。その場合、段差や中央土坑は掘り返さず平坦な床面とし、付

属土坑ＨＰ－９の覆土上で火を焚いたとするならば、粗い掘り方と中央土坑の覆土の上に炉を設けて

いることと炭素年代値についての説明は成り立つ。 （影浦）

ⅢＦ－１６（図Ⅳ－７３、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版２１－２）

位 置 ｈ１６区 平面形態 不定形

規 模 ０．６６×０．４６／０．０７ｍ

確認・調査 ⅢＨ－１１の調査中に覆土１０の上面で確認した。

被熱層 ２層に分けたが、ごくうすい堆積である。炭が１～１５％不均一に混じる。焼成骨片は確認し

ていない。

時 期 もしⅢＨ－１１の覆土が、擦文文化期に一度掘り返されて再使用されたのであれば、そののち

に堆積した覆土上の焼土であるので、擦文文化期後期以降の可能性が考えられる。 （影浦）

ⅢＨ－１２（図Ⅳ－７５～７７、表Ⅲ－１０・Ⅳ－３・４、図版２２）

位 置 （竪穴）ｄ１８・１９、ｅ１８・１９、ｆ１８区 （掘り上げ土）ｄ１８・１９、ｅ１７～１９区

平面形態 （竪穴）円形？ （掘り上げ土）楕円形？

規 模 （竪穴）（６．２２）×（４．６０）／（５．３４）×（４．３４）／（０．７２）ｍ

（掘り上げ土）（８．７４）×（５．２９）／（０．３２）ｍ

確認・調査 ｅ１８区でⅡ層を掘り下げたところ、Ⅲ層上面が浅くくぼむ形状となった。周辺の調査区

でⅢ層上面検出作業及び精査を行い、黒褐色土の浅い円形のくぼみを確認した。くぼみの中心を交差

するように十字のトレンチを設定、掘削した結果、土器のまとまりと床面を確認し、竪穴住居跡と判

断した。ｆラインより南側はすでにⅦ層上面まで掘り下がっていたため、南側約１／３の状況は不明であ

る。

次にトレンチ沿いにベルトを残し、覆土を掘り下げた。覆土出土の遺物は適宜取り上げ、まとまっ

て出土した土器や床面出土の土器・石器は、出土状況の図化・撮影等を行ってから取り上げた。床面

まで掘り下げた後、覆土断面の撮影及び図化を行い、ベルトを掘り下げた。壁の立ち上がりが不明瞭

なため、必要に応じてサブトレンチを設定し土層を確認したが、北～東側の壁はⅢ層の上位に堆積す

る人為的な堆積土を掘り込んで構築されていることが判明した。また、床面西側で黒色土のひろがり

を調査したところ、西側は床面が一段低くなる段構造であることを確認した。

掘り上げ土 竪穴周辺の精査やトレンチで壁の立ち上がりの土層観察の結果、竪穴周辺に掘り上げ土

を確認した。北から東側にかけて堆積が厚く、最大３２㎝を測る。西側は調査前に掘り下げてしまった

ため、分布範囲が不明である。色調は暗褐色～黒褐色で、黒色土とⅣ層が混ざった土層である。北か

ら東側は掘り上げ土を掘り込んで壁を構築していることを確認した。このことから、竪穴構築時に出

た土を主に北から東側に堆積・整地（１３～１８）し、整地部分を一部掘り込んで壁及び床面を作った可

能性が考えられ、掘り上げ土というよりは整地を目的とした盛土の可能性がある。また、北側掘り上

げ土下のⅢ層中にⅢＰ－２７とⅢＳ－１１が位置する。
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覆 土 １２層（１～１２）に分けた。まず、壁際に黒色～黒褐色の土層（２・３・５・６・９～１２・１６）

が広く堆積し、その後床面中央付近に、主に黒色土層（１・４）が厚く堆積する。３・７は焼土粒を、

１～３・８・９は炭を含む土層である。

床面・壁 床面はⅣ～Ⅴ層中に構築され、北東側が高く、南西側へ緩やかに傾斜している。また、西

側には長さ約２ｍ、幅約１．７ｍの範囲が、約２０㎝低くなる段構造がみられる。壁の立ち上がりは全体的

に緩やかであるが、西側は比較的急角度である。

付属遺構 焼土２か所（ＨＦ－１・２）、ピット１５か所（ＨＰ－１～１５）を確認した。ＨＦ－１は床面

の中央付近より西側で検出され、南側は削平されている。焼土の厚さは９㎝である。平面形は隅丸方

形と考えられ西側では一部板状礫が出土している。配置及び形状から炉跡と考えられる。また、北西

隅には礫の抜き取り痕と考えられる細長い痕跡を確認したため、使用時は炉の一部もしくは全体を石

で囲っていた可能性がある。ＨＦ－２はＨＦ－１の西側約１ｍの場所にあり、付近にＨＰ－２が位置

する。南側は削平され、厚さは２㎝である。ピットの平面形は円ないし楕円で、規模から長径約３０㎝

（ＨＰ－１１・１５）、約２０㎝（ＨＰ－３・４）、１０㎝前後（ＨＰ－１・２・５～１０・１２～１４）に分かれる。

ＨＰ－１１・１５は深さが６～８㎝と浅く、ＨＰ－１１は底面で焼土が確認された。長径２０㎝以下のピット

は、配置の規則性は乏しいが多くは柱穴と考えられる。深さが８～３４㎝と幅があり、断面形状は下端

にかけて細くなり、末端部は丸くなるものが多い。

遺物出土状況 土器は、下田ノ沢Ⅱ式土器（Ⅵｂ）が多く、覆土から床面にかけて複数の個体が出土

した。これらは遺構に伴うものと考えられる。他に床面から北筒Ⅲ式土器が出土しているが混入の可

能性が高い。石器では覆土から床面直上にかけて、黒曜石製のフレイク集中（ＨＦＣ－１～４）を確

認した。分布は全て竪穴北側で、ＨＦＣ－２は細かい炭のまとまりと重なっている。床面直上から出

土したＨＦＣ－２～４は遺構に伴う可能性が高い。また、覆土から床面にかけて黒曜石製のスクレイ

パーが多く出土している。

時 期 検出層位、住居跡の形状、出土遺物などから続縄文時代下田ノ沢Ⅱ式期と考えられる。床面

直上出土の炭１点の放射性炭素年代測定を行ったが、１４Ｃ年代は３６７０±２０yrBPで、暦年代範囲（２σ）

では４０８８calAD－３９２３calADという結果が出ている。推定した年代より古く、縄文時代後期に相当する

年代であるため、混入した炭である可能性が高い。 （広田）

ⅢＨ－１６（図Ⅳ－７８、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２３－１～４）旧ⅢＰ－４

位 置 ｈ１８・ｈ１９、ｉ１８・ｉ１９区 平面形態 不整楕円形

規 模 ３．３６×２．４８／３．１６×２．２４／０．５９ｍ

確認・調査 Ⅲ層を掘り下げ中に平面で確認した。規模から土坑（旧ⅢＰ－４）として調査を行った

が、坑底面から焼土を検出し、柱穴３基を検出したことから、後に住居跡とした。

覆 土 ６層に分けた。６は崩落土状。３～５は流れ込みによる堆積とみられる。１・２はⅣ層（摩

周パミス）が不均一に混在していることから、掘り上げ土等で人為的に埋めた可能性が考えられる。

底面・壁 主にⅣ層上面で確認したが、実際はⅢ層下部から掘り込んだ遺構と考えられる。台地の縁

に立地し、段丘の傾斜へと続く緩斜面上にあるためか、自然堆積層は薄く、Ⅶ層が床面になっている。

床面はわずかにくぼみを呈し、西側半分はテラス状の段を有する。南西部は壁が低く、斜面に向けて

開口したオープンカット状の出入り口構造であったと考えられる。北東部のやや壁寄りで焼土の広が

り（ＨＦ－１）が確認されている。

付属遺構 炉（ＨＦ－１）を１か所、柱穴を３基検出した。ＨＰ－１は壁柱穴で、やや斜位。ＨＰ－

１・２は長軸上にあり、あるいは組み合わさった可能性がある。仮にＨＰ－１の上線の角度が実際の
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柱の傾斜角とすると約２５°。直立した柱とみられるＨＰ－２とは直線で２．８ｍ離れており、この傾斜角

であれば、ＨＰ－２の柱が床から１．４ｍほどの高さで交差していたことが想定される。ＨＰ－３は壁際

で検出した。杭状である。

遺物出土状況 確実にこの遺構にともなうと判断できる遺物はない。９４点出土した土器片はすべて続

縄文時代の下田ノ沢Ⅰ式。石鏃、スクレイパー、石核、石斧が各１点、礫が２５点出土している。全体、

壁際よりも中央部寄りで出土する傾向が窺われたが、覆土の流れ込み作用によって遺物の多くがくぼ

んでいた中央部分に寄ったものとも考えられる。

また、覆土の上部から下層にかけて点々と炭が出土している（１５点３４９ｇを回収）。試料１点につい

て樹種同定を行ったところ結果はモミ属であった。

時 期 放射性炭素年代測定（AMS測定）に覆土下から採取した試料１点を抽出したが、１４Ｃ年代は２，１３０

±２０yrBP（δ１３C補正値）、予想年代より２００年ほど古い結果となった。暦年代範囲（２σ）では３４３calBC

－３２５calBC、２０５calBC－８８calBC、７７calBC－５７calBCである。しかし、検出層位および遺構の形状と出

土遺物の内容から続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期と考えられる。 （影浦）

ⅢＰ－１（図Ⅳ－７９、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２３－５・６）

位 置 ｉ１８区 平面形態 隅丸四角形

規 模 ２．５０×２．０４／２．１４×１．６７／０．２３ｍ

確認・調査 ｉ１８区Ⅲ層下部を掘り下げ中に平面で確認した。南東側（斜面地形の下側）を半截して、

土層記録を取ったのちに、完掘した。下部の覆土３、４が流入土と見られるため墓ではないと考えら

れるが、性格は不明。

覆 土 ４層に分層した。覆土３、４は流入土とみられる。覆土１、２は摩周テフラが不均一に混在

しており、人為的な埋め土の可能性が考えられる。覆土の堅密度はすべてすこぶる堅。

底面・壁 坑底面は平坦である。壁はおおむね緩やかに立ち上がるが、南側は直立気味である。

遺物出土状況 確実に伴うと判断できる遺物は出土していない。土坑中央部、覆土２上面において下

田ノ沢Ⅰ式の土器片９１点（大半が小片）と、礫４４点が散発的に出土した。

時 期 放射性炭素年代測定（AMS測定）に覆土２から採取した試料１点を抽出したが、１４Ｃ年代２，１６０

±２０（δ１３C補正値）と、予想年代より２６０年ほど古い結果となった。しかし、検出層位、遺構の形状と

出土遺物の内容から続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期と考えられる。 （影浦）

ⅢＰ－２（図Ⅳ－８０、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２３－７・８、２４－１・２）

位 置 ｈ・ｉ１５・１６区 平面形態 楕円形

規 模 １．９４×１．６４／１．８８×１．６０／０．６５ｍ 長軸方向 ―

確認・調査 調査区のほぼ中央、丘陵傾斜地の肩部分のⅣ層上面で、楕円形を呈する黒色土を確認し

た。南側を半截した結果、Ⅳ層（摩周テフラ）を掘り込んだ土坑であった。坑底の東側からは、炭化

材や炭化物、骨片（魚類の椎骨等）が混ざった焼土も検出した。

覆 土 覆土は埋戻しで、Ⅲ層黒色土を基調として摩周テフラが混じる。焼土は上位に炭化材や炭化

物を比較的多く含み、その下位に骨片の混じる赤色焼土がレンズ状に堆積している。

底面・壁 底面はⅣ層中で、坑底面は概ね平坦である。確認できた壁面は、東側がやや急角度に立ち

上がり、全体は皿状を呈した形状と思われる。また、南東端の壁際からは柱穴様の円形の痕跡ＳＰ－

１を検出した。径は約１５㎝、深さ約２０㎝である。

遺物出土状況 覆土中から下田ノ沢式の土器片が３点、黒曜石や頁岩などのフレイクが１９点、砥石が
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２点（接合）、礫が３３点出土した。また、炭化材や炭化物、焼土層から骨片等も出土した。坑底から採

取した炭化材０．５ｇについて、放射性炭素年代測定を委託した（Ⅴ章１節参照）。

時 期 放射性炭素年代測定の結果、２，１７０±２０yrBP（δ１３C補正値）という年代値が得られた。予想

年代よりも古いが、遺構の形状や、周辺で検出している遺構、包含層から出土した遺物等からみて、

続縄文時代下田ノ沢式期が考えられる。 （笠原）

ⅢＰ－３（図Ⅳ－７９、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２４－３・４）

位 置 ｈ・ｉ１４・１５区 平面形態 楕円形？

規 模 （１．６５）×（１．４０）／（１．５５）×（１．４０）／（０．５５ｍ） 長軸方向 ―

確認・調査 丘陵傾斜地の肩部分で検出したⅢＰ－２の西側で、ｉラインに一部かかる半円形の黒色

土を確認した。南西側は、平面形の輪郭が判然とせず風倒木痕とみられる撹乱の影響が考えられた。

表土層掘削前のｉラインを土層観察用の断面として半截した。掘り下げた結果、Ⅳ層（摩周テフラ）

を掘り込んだ土坑であると判断した。さらに底面からは、楕円形を呈した小ピットＳＰ－１も検出し

た。ＳＰ－１は北北東から南南西方向に長い楕円形。長軸は約５０㎝、短軸約２８㎝、深さが約１０㎝であ

る。

覆 土 覆土は埋戻しと考えられる。Ⅲ層黒色土が主体で、下層では摩周テフラが混じる。ＳＰ－１

の覆土は黒褐色土に摩周テフラがブロック状に混じる。

底面・壁 底面はⅣ層中で、残存する床面は概ね平坦である。南西側は、風倒木痕による攪乱を受け、

残っていない。また、ｉラインから北側は、その後の調査でⅢＰ－１４の掘削によって失われているこ

とが判明した。残存する壁面は、東側でやや急角度に立ち上がる。ⅢＰ－２同様の皿状を呈した土坑

とみられる。

遺物出土状況 覆土中から礫が１点、ＳＰ－１から礫が３点出土した。

時 期 周辺から検出した遺構や出土遺物等から、続縄文時代下田ノ沢式期が考えられる。 （笠原）

ⅢＰ－６（図Ⅳ－８１、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２４－５・６）

位 置 ｉ１９区 平面形態 楕円形

規 模 ２．６４×１．６２／２．４０×１．２０／０．４４ｍ

確認・調査 ｉ１９区のⅢ層下部を掘り下げ中に平面で確認した。長軸で半截し、土層観察したところ、

二つの遺構の重複であることが判明した。そこで新しい方の土坑に対してⅢＰ－６、古い方の土坑に

対してⅢＰ－７と遺構名を冠して、調査を進めた。覆土が自然堆積とみられることから墓ではないと

考えられるが、性格は不明である。

覆 土 ２層に分層した。地形の傾斜に沿った流れ込み土とみられる。

底面・壁 坑底面は平坦。傾斜地形の立地であり、標高が高い方の壁は直立気味に立ち上がる。反対

に標高が低い方の壁はごく緩やかでかつ低い。

遺物出土状況 本遺構に伴うと判断される遺物の出土状況は認められない。覆土中の南西壁際におい

て、礫、炭等がややまとまって出た。たたき石２点、メノウの原石３点も出土している。

時 期 検出層位および他の遺構との共通点から、続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期の可能性が考えられる。

（影浦）

ⅢＰ－７（図Ⅳ－８１、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２４－５・７）

位 置 ｉ１９区 平面形態 円形

規 模 ―×１．７０／―×１．３８／０．４１ｍ
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図Ⅳ－８１ ⅢP－６・７・８
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確認・調査 ｉ１９区のⅢ層下部を掘り下げ中に平面で確認した。長軸で半割し、土層観察したところ、

二つの遺構の重複であることが判明した。古い方の土坑に対してⅢＰ－７と遺構名を冠して、調査を

進めたが、完掘に向けて北側半分を掘り下げ中、壁の立ち上がりを見失った。トレンチを入れたとこ

ろ、別の土坑ⅢＰ－８の重複を確認した。おそらく、ⅢＰ－８が古いと考えられるが、境界部をほと

んど掘り下げてしまっていたため、新旧関係については推測の域を出ない。覆土が自然堆積とみられ

るため墓ではないと考えられるが、性格は不明。

覆 土 ８層に分層した。４～８は初期の壁の崩落土や流れ込み土と考えられる。斜面の上にあたる

西の壁際は三角堆積をなしている。流れ込み土によって中窪状態になったところに、覆土３、２、１

が流れ込んでいる。Ⅲ層の掘り下げによって坑口部を若干削平しているが、ⅢＰ－６が掘削される段

階では、ほぼ埋没していたと考えられる。斜面部に立地するため、埋没速度は比較的速かったのであ

ろう。

底面・壁 坑底面は皿状にへこむ。傾斜地形の立地であり、標高が高い方の壁は直立気味に立ち上が

る。反対に、標高が低い方の壁は緩やかである。西側の上部はⅢＰ－６により失っている。

遺物出土状況 本遺構に伴うと判断される遺物の出土状況は認められない。覆土中から続縄文時代下

田ノ沢Ⅰ式の破片が２２点（一部接合 図Ⅳ－９７）、縄文時代後期前葉、北筒Ⅴ式の破片が２点、礫２３点

が出土している。また、覆土上部において頁岩とメノウの石核が各１点出土している。

時 期 検出層位および他の遺構との共通点から、続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期の可能性が考えられる。

（影浦）

ⅢＰ－８（図Ⅳ－８１、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２４－８）

位 置 ｉ１９区 平面形態 不整円形？

規 模 １．８４×―／１．５６×―／０．３８ｍ

確認・調査 ⅢＰ－７を調査中に確認した。重複関係を把握するためトレンチを入れたが、すでに掘

り下がっていて、確認できなかった。状況的にⅢＰ－７より古い可能性が考えられる。一部はⅢＰ－

６とも重複する。遺構の性格は不明。

覆 土 ３層に分層した。流れ込み状の堆積に映るが、覆土３は焼土粒３％と炭３％が含まれ、覆土

２では炭５％が含まれる。あるいは人為的に埋め戻したものかもしれない。

底面・壁 底は平坦。壁は直立気味に立ち上がる。底と壁の境は丸みを帯び、判然としない。

遺物出土状況 本遺構に確実に伴うと判断される遺物の出土状況は認められない。覆土中から出土し

た土器片１４点はすべて下田ノ沢Ⅰ式。

時 期 検出層位および覆土中の出土土器片、重複するⅢＰ－６・７との関連から、続縄文時代下田

ノ沢Ⅰ式期の可能性が考えられる。 （影浦）

ⅢＰ－１０（図Ⅳ－８２、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２５－１・２）

位 置 ｉ１０区 平面形態 楕円形

規 模 １．０６×０．９４／０．７９×０．６６／０．３４ｍ

確認・調査 ｉ１０区のⅣ層上面で、楕円形の黒色土のまとまりを確認した。長軸方向でトレンチ調査

を行い、底面と壁の立ち上がりを確認した。トレンチより西側の覆土を底面まで掘り下げ、土層断面

の撮影及び図化を行った後、東側の覆土を掘り下げ完掘した。遺構の性格は不明である。

覆 土 ４層に分けた。黒色土とⅦ層が多く、Ⅳ層が少量混ざる黒褐色土層が主体である。中位には

Ⅶ層主体の褐色土層（２）もみられる。自然堆積と考えられる。
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底面・壁 底面はⅤ層からⅥ層にかけて構築され、北東側が高く、南西側に向かって緩やかに傾斜す

る。壁は底面から湾曲しながら立ち上がる。

遺物出土状況 覆土から下田ノ沢Ⅱ式土器（Ⅵｂ）が出土している。石器等は出土していない。

時 期 検出層位、出土遺物から、続縄文時代下田ノ沢Ⅱ式期と考えられる。 （広田）

ⅢＰ－１１（図Ⅳ－８２、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２５－３・４）

位 置 ｈ１６区 平面形態 楕円形

規 模 ２．３３×１．７８／１．８０×１．３５／（０．１５ｍ） 長軸方向 Ｎ－４５°Ｅ

確認・調査 ⅢＰ－２の調査後に、周辺の精査を行っていたところ、丘陵傾斜地の肩部分のⅣ層上面

で、楕円形の黒色土のひろがりを確認した。土坑を想定し、北東から南西の長軸方向で半截した結果、

Ⅳ層（摩周テフラ）を掘り込んだ土坑であることを確認した。

覆 土 検出面が坑底面に近かったことから、観察できた覆土は層厚１５㎝程度である。黒褐色土や黒

色土、極暗褐色土主体で、粒状の摩周テフラが混じる。覆土４層は特に軟質である。

底面・壁 底面はⅣ層中で、概ね平坦である。壁面からの立ち上がりはわずかしか確認できない。

遺物出土状況 南東側坑底直上の覆土中から、口縁部から胴部にかけての下田ノ沢Ⅰ式の土器片が出

土した（図Ⅳ－８２・９８－１、図版２５－４）。

時 期 出土した遺物から、続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期が考えられる。 （笠原）

ⅢＰ－１２（図Ⅳ－８３・８４、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２５－５～８）

位 置 ｇ１９・ｇ２０、ｈ１９・ｈ２０区 平面形態 不整円形？

規 模 ３．９４×３．８６／３．０２×２．３２／１．０４ｍ

確認・調査 台地上の表土を除去し、Ⅲ層上面を清掃中に平面で確認した。先行してｈライン付近よ

り南側（斜面側）をⅦ層上面まで調査し、遺構の存在に気がつかないまま掘り下げていたため、南側

１．５ｍほどは覆土下部での確認となった。ただし、ｈラインも５～１０㎝単位の深さで掘り下げて行き、

その都度、遺構確認の清掃を繰り返していたため、あるいは傾斜地形にかかる南側については元から

壁が低い構造であったのかもしれない。排根線の造成に伴うと考えられる撹乱で上部が欠失している

可能性もある。

覆土を掘り下げていったところ下部において、礫、被熱礫を主とした遺物がまとまって出土した。

また焼土の小さなまとまりも確認できた。半截したところ、焼土粒の集中であり、その場で焚いたと

判断されるものではなかった（セクション図は記録していない）。規模と坑底部の段差から住居跡の可

能性も考えられたが、炉とみなされる焼土や、柱穴が確認されなかったこと、坑底面の段差から、土

坑と判断した。遺構の性格は不明だが、遺物出土状況の項で記載するように覆土の上下で遺物の出土

傾向が異なる。廃棄用土坑の可能性も考えられる。なお、覆土下部から採取した炭化物試料１点につ

いて樹種同定を行ったところ結果はニレ属であった。

覆 土 ２４層に分けた。個々の覆土内の堆積状況や、摩周パミスの混ざり具合からすると、覆土９以

下は比較的細かい単位の堆積、１～８は大きな単位の堆積というように、覆土の上下で違いがある。

上下の覆土で出土遺物の内容に偏差もあることから、すべて人為的な埋土と考えられる。

底面・壁 掘り込みはⅢ層からⅦ層中に及ぶ。坑底面には凹凸が目立つ。南東部は一段低くなってい

る。西側の壁は緩やかだが、他は直立気味である。床と壁の境は丸みを帯びて不明瞭なところが多い。

遺物出土状況 堆積状況の違いと同様、出土遺物の内容においても覆土上層と中・下層とで違いがあ

るように看取される。覆土下層では礫１９７点（１３．２４５㎏）、被熱礫２２２点（１４．６６１㎏）、たたき石７点（う
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図Ⅳ－８２ ⅢP－１０・１１
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ち１点は石斧片転用）、ほかスクレイパー、石核、チップ、砥石、台石（使用痕がやや判然としない）

が各１点、炭７０ｇ（回収重量）が出土している。覆土中層でもスクレイパー、石核、チップが各１点

出土した。一方、覆土上層からの出土遺物を見ると、土器片が２１６点（うち下田ノ沢Ⅰ式２１１点 一部

接合、図Ⅳ－９８－１）、ナイフ１点、スクレイパー４点、Ｕ・Ｒフレイク１点、石核１点、フレイク６

点、チップ２２点、たたき石８点（使用痕が判然としないものを含む）、砥石３点、礫５２点（３．３８１㎏）、

被熱礫１５点（０．８０７㎏）、炭１ｇ（回収重量）である。覆土下部では礫・被熱礫の出土が目立ち、覆土

上部では土器片や剥片類が多い（たたき石は上下で違いが認められない）傾向がある。

また、覆土上部からは上記のほかに魚骨のまとまりを回収した。同定を委託したところカレイ科の

第１椎骨、腹椎、尾椎などで、焼けていないものであった。こうした出土遺物に差異が窺われること

の成因としては凍上作用の影響も考えられるが、覆土の堆積状況からすると人為的な埋め戻しの可能

性がある。なお、遺物出土状況図（図Ⅳ－８３）は、覆土９以下のものである。

時 期 放射性炭素年代測定（AMS測定）に覆土下から採取した試料１点を抽出したが、１４Ｃ年代は３，４５０

±２０（δ１３C補正値）と、予想年代より２，５００年ほど古い結果となった。しかし、検出層位と遺構の形状、

出土遺物の内容から続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期と考えられる。年代値が古く出た理由としては、本土

坑を人為的に埋めた際、縄文時代後期北筒Ⅴ式期頃の古い炭が混入した可能性が考えられる。

（影浦）

図Ⅳ－８３ ⅢP－１２平面・遺物出土状況
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ⅢＰ－１４（図Ⅳ－８５、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２６－１～４）

位 置 ｈ１５区 平面形態 楕円形

規 模 １．１０×１．００／０．８４×０．８４／０．６８ｍ 長軸方向 Ｎ－６２°Ｗ

確認・調査 ⅢＰ－３の調査後に、ｉライン以北の表土層の掘削を、重機を使用して行った。その

後に、ｉラインより北側に一部が及んでいたⅢＰ－３の未調査部分の調査に着手した。その際に、Ⅲ

Ｐ－３の床面を更に掘り込んだ別の遺構が存在することが判明した。全体の範囲を確認後、土層観察

用の断面を設定して、掘り下げを行ったところ、坑底直上の西側から、黒曜石製の剥片石器や、小型

の石斧が一列に並んだ状態で出土した。また、歯のエナメル質とみられる微細剥片の分布も確認した。

これらの出土物の内容と土坑の規模・形状から、ⅢＰ－３の北側を一部掘削した底面がⅧ層に達する

図Ⅳ－８４ ⅢP－１２断面
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土壙であると判断された。出土遺物を残して坑底面の検出に努め、順次出土遺物の計測・記録を行い

ながら取上げを行い、完掘した。

覆 土 覆土は埋戻しで、褐色土や黒褐色土、摩周テフラやⅦ・Ⅷ層等が混じる互層である。

底面・壁 底面はⅧ層中で、壁面は、残っている北側において、ややオーバーハングしながら垂直に

立ち上がっている。

遺物出土状況 坑底直上の西側から、石鏃２点、スクレイパー４点が近接して出土した。スクレイパー

の１つ（図Ⅳ－１０７－６）は、長さ１１．５㎝を測る。剥片石器はすべて黒曜石製。産地同定の分析を６点

委託したところ、石鏃１点（図Ⅳ－１０６－１ 試料番号１１）とスクレイパー３点は置戸（図Ⅳ－１０６－
る べ しべ

４・図Ⅳ－１０７－５・６ 試料番号１５・１４・１６）、石鏃１点は留辺蘂（図Ⅳ－１０６－２ 試料番号１２）、

スクレイパー１点は上士幌（図Ⅳ－１０６－３ 試料番号１３）という結果であった。ほか緑色泥岩製の小

型石斧も１点出土した。これらの石器は南北方向に並んで検出した。また、西側坑底付近の覆土中、

径１０㎝程度の半円状の範囲において、歯のエナメル質とみられる灰白色の微細剥片の分布も確認され

た（図版７９）。採取したこれらの�片は乾燥状態で総量０．３ｇである。
時 期 周辺で検出した遺構や出土遺物の内容から、続縄文時代下田ノ沢式期が考えられる。

（笠原）

図Ⅳ－８５ ⅢP－１４
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図Ⅳ－８６ ⅢP－１６
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ⅢＰ－１６（図Ⅳ－８６、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版２６－５～７）

位 置 ｅ１７・ｅ１８、ｆ１７・ｆ１８区 平面形態 隅丸四角形

規 模 ２．２２×２．０４／１．５２×１．３２／０．５４ｍ

確認・調査 ｆ１８区Ⅲ層を掘り上げ中に、平面で確認した。

覆 土 ５層に分けた。覆土の上下で摩周パミスの混入具合が異なる。下部の覆土３～５は、摩周パ

ミスの混入が不均質。上部の覆土１・２は摩周パミスの混入が均質。土層は自然埋没状に観察された

が、遺物の出土状況からすると、人為的に埋め戻された可能性が考えられる。

底面・壁 坑底は段差を持ち、北側が低い。壁は西側が緩やかな立ち上がりで、東側は直立気味。坑

底面と壁の境は丸みを持ち、ほとんど不明瞭である。

遺物出土状況 土坑と認識する前に、Ⅲ層を調査中、下田ノ沢Ⅱ式の小型土器が出土した。覆土最上

部、坑口部の遺物と考えられる。この土器を含み、覆土上部では下田ノ沢式の土器片が３２点出土した。

他、石鏃が１点、たたき石（使用痕がやや判然としない）１点、礫１２点、被熱礫２点が出土している。

一方、覆土中・下層では、礫２２点、被熱礫４点が出土した。土器は覆土中で北筒式が３点、覆土下で

下田ノ沢Ⅱ式が２点出土している。礫類が覆土の下層に多く、土器片が覆土の上部にまとまる。ほか、

覆土中層から上層にかけて炭化材の塊が出土した。覆土３の上面とみられる。樹種同定の結果、ニレ

属であった。

時 期 放射性炭素年代測定（AMS測定）に覆土上から採取した試料（樹種同定結果ニレ属）１点を

抽出したが、２，１３０±２０（δ１３C補正値）と、予想年代より２００年ほど古い結果となった。しかし、検出

層位と遺構の形状、出土遺物の内容から続縄文時代下田ノ沢Ⅱ式期と考えられる。 （影浦）

ⅢＰ－２４（図Ⅳ－８７、表Ⅲ－１０・Ⅳ－５、図版２６－８）

位 置 ｆ１５・ｆ１６区 平面形態 不整円形

規 模 ２．３２×２．２６／２．０２×１．８０／０．１７ｍ

確認・調査 ⅢＨ－１０の範囲確認で周辺清掃をした際に、Ⅲ層下部で平面形を確認した。トレンチを

入れたところ、すぐ坑底面に達した。おそらく坑底部付近の確認で、実際の掘り込み面はもう少し上

が想定される。性格不明。

覆 土 ６層に分層した。いずれもⅣ層起源の摩周パミスが一定量混ざる。セクション面で観察する

限り、パミスの混在は均一的である。自然堆積的にも映るが、覆土中の遺物出土状況からすると、人

為的に埋め戻したものであろう。

底面・壁 Ⅳ層を坑底面とする。坑底はゆるやかに起伏し、壁はゆるやかに立ち上がる。坑底部と壁

の境界は丸みを帯びて判然としない。

遺物出土状況 覆土５の直上で、下田ノ沢式の小型土器が潰れた状態で出土した。出土土器片の大半

は同一個体の下田ノ沢Ⅰ式であった（図Ⅳ－９９－１）。ほかに覆土中層からは、石鏃１点、石錐１点、

ナイフ１点、スクレイパー５点、楔形石器１点、被熱した砥石１点、フレイク２点、チップ１７点、礫

３０点、被熱礫２９点が出土している。

時 期 放射性炭素年代測定（AMS測定）に覆土から採取した試料１点を抽出したが、１４Ｃ年代は２，１１０

±２０（δ１３C補正値）と、予想した年代より２００年ほど古い結果となった。暦年代範囲（２σ）は１９９calBC

－５５calBCで、紀元前２世紀～１世紀前葉である。しかし、検出層位と出土遺物の内容から続縄文時代

下田ノ沢Ⅰ式期と考えられる。 （影浦）
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図Ⅳ－８７ ⅢP－２４
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図Ⅳ－８８ ⅢF－２・土器集中２
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ⅢＦ－２（図Ⅳ－８８、表Ⅲ－１０・Ⅳ－５）

位 置 ｇ１９区 平面形態 不定形

規 模 ０．７４×０．２２／０．４４ｍ

確認・調査 Ⅲ層中で検出した。

被熱層 薄い単層である。Ⅲ層中にブロック状の焼土が４０％ほど混ざっているもの。炭が３％ほど不

均一に混じる。焼骨片は未確認。他の場所で焚いた焼土を帯状に散布した異地性のものと考えられる。

時 期 炭化材の年代測定を委託したところ、１４Ｃ年代は１，４５０±２０yrBP（δ１３C補正値）であった。暦

年代範囲（２σ）は５７４calAD－６４８calADで、紀元６世紀後半～７世紀前半である。本遺跡からわずか

ながら北大式が出土しているため、可能性としてはその頃が考えられるが、仮にそうだとしても北大

式の年代よりは新しい年代値である。 （影浦）

土器集中２（図Ⅳ－８８、表Ⅲ－１０）

位 置 ｆ１９区 規 模 ０．３０ｍ四方の範囲

確認・調査 ｆ１９区のⅢ層調査中に確認した。下田ノ沢Ⅰ式の１個体である。ⅢＨ－１２の床面で出土

した破片数点と接合したが、個体復元には至っていない（図Ⅳ－１００－１）。 （影浦）

（３）遺構出土の遺物
・土器

ⅢＨ－１（図Ⅳ－８９、表Ⅳ－１３、図版５８）

土器は１１４点が出土した。内訳は下田ノ沢Ⅱ式が５１点、下田ノ沢式と考えられるもの１２点、北大式

（Ⅵ群ｃ類）４４点、擦文土器７点である。北大式の４４点は覆土上層から出土した同一個体片で、大半

が細片。くぼみ状態の竪穴に入ったものであろう。１～７は下田ノ沢Ⅱ式。１・２は同一個体。先端

三角形の工具による刺突文が施されている。２列単位で斜位に連続的に施され、末端は放射状に開く。

地文はＬＲ縄文。斜行を基調とするが、横走気味になっている部位もある。床面出土。３は地文が横

走するＬＲ縄文。口縁部が内傾する。４は周辺包含層で出土したもので３の同一個体とみられるもの。

１・２、３・４ともにわずかに隆起する波状口縁。４は波頂部がわずかに肥厚する。５～７は床面で

出土した小型の同一個体土器。先端の細い工具により２本単位で連続刺突を加えている。地文は非常

に細い撚りのＬＲ斜行縄文。内底部中央がわずかに隆起する。８は北大式。口縁を径５～６㎜の刺突

文が巡り、内外に幅７㎜のヘラ状工具による条痕が施されている。条痕は口縁部付近では横位である

が、胴部では斜位にも施されている。口唇断面は丸みを帯びる。

ⅢＨ－６（図Ⅳ－９０～９２、表Ⅳ－１１・１３・１４、図版５９、６０－７）

土器は２１２点が出土した。内訳は下田ノ沢Ⅱ式１９６点、下田ノ沢式の可能性が考えられるもの２点、

北筒式１３点、擦文土器１点である。覆土３および床面で出土したものはすべて下田ノ沢Ⅱ式である。

１は炉の直上の覆土内において倒立状態で出土した無文土器。ほぼ完形であるが底はほとんどない。

緩やかな波状口縁で、大きな波頂部と小さな波頂部が２つずつあり、それぞれで対になっている。短

軸方向で対向する突起が大きく、長軸方向で対向する突起が小さい。大きな波頂部は肥厚し、外に突

き出る。肥厚した波頂部の上面観は角が丸みを帯びた三角形である。土器の形状は口縁部が楕円形、

底部付近は円形。底部は垂直に立ち上がり、胴部は膨らむ。頸部が屈曲して口縁部が開くが、大ぶり

な波頂部のほうはより大きく開いている。底部を欠くが、底面部に蓋をして計量した最大容量は４．７５

Ｌである。器表面はナデ調整がなされている。表面の調整方向は胴部上半が横方向、胴部下半は縦方
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図Ⅳ－８９ Ⅲ層遺構出土の土器（７）
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向。内面はすべて横方向。口縁部は内外面とも鈍い光沢がある。

２は炉のすぐ西側の床面直上において、ほぼ完形で出土した小型土器。２対の突起を持ち、突起部

に穿孔がなされているが、１つは穿孔部を境に欠損している。欠損した突起部は見つからなかった。

意図的に廃棄されたものかもしれない。欠損部にかかる穿孔部を中心に同心円状に光沢のある炭が付

着している。上面観、口縁部は楕円気味、底部付近は円形。下半部は垂直に立ち上がり、胴が膨らみ、

わずかに屈曲しつつ口縁が内傾する器形。連続的な刺突文により幾何的な文様を構成する。刺突は突

起下の穿孔部から垂下するところだけが１列で、他は２列である。地文は非常に細い原体によるＬＲ

斜行縄文。

３～５は突起状の波頂部があり、刺突で文様を構成する中小型の土器。いずれとも１同様に波頂部

が肥厚して突き出し、波頂部の上面観は角が丸みを帯びた三角形を呈している。３は波頂部下に斜め

に穿孔が加えられている。刺突は先端三角形の工具によるもので、波頂部下、底部まで垂下するのは

一列であるが、斜位に施されているものは２列。地文は非常に細いＬＲ斜行縄文。口縁部内面にも施

文されている。４・５は同一個体。肥厚した波頂部内を横位に孔が穿たれている。刺突は２列単位と

３列単位が斜位に施されている。４では波頂部上と、口唇内面にも縁取るように１列単位の刺突が施

されている。この刺突は５には見られないので、全周していない。地文は非常に撚りが細い縄を巻い

た撚糸文。刺突列に沿って斜位に縦位に施され、美しい装飾効果を生み出している。口縁部内面にも

施文されている。３および４・５は覆土上層からの出土であるが、形状や文様など諸特徴の共通性か

ら１・２と同時期の下田ノ沢Ⅱ式と考えられる。同様のものは他で出土しておらず、覆土上層にセッ

トで入れた可能性も考えられる。

６・７は北筒Ⅲ式の新しい段階（羅臼式）。砂を多く含んだ重い胎土で、地文はＲＬＲ複節斜行縄文。

縦位の隆帯上に縄が押捺され、末端で逆Ｙ字状に開いている。７はⅢＨ－６覆土下出土の破片とⅢＨ

－１４覆土上出土の破片と、ⅢＰ－１３覆土出土の破片が接合したもの。

ⅢＨ－１０（図Ⅳ－９３・９４、表Ⅳ－１１・１４、図版６０－１・２、６１）

土器は２６６点が出土した。内訳は下田ノ沢式２１６点、下田ノ沢式の可能性が考えられるもの３８点、そ

の他１２点である。

１～３は下田ノ沢式。１は覆土下層において１個体が潰れた状態で出土したもの。胴がやや膨らみ、

口縁部が内傾する器形。最大容量は３．６Ｌ。口縁部に細い隆起線による四角い区画が対であり、区画内

には刺突が縦位に施されている。口縁部は極めて細い撚りの絡条体圧痕文が４段施されているが、部

分的に３段のところ絡条体圧痕文が一部だけ縄線文に置き換わっているところなど変則的な施文であ

る。絡条体圧痕文の下は無文地に刺突列が横環する。この刺突列も２段のところと１段のところとが

あり変則的である。地文は非常に細い撚糸文。無節Ｒと思われるが、施文後に表面をナデており、撚

りが潰れているので全体判然としない。縦に斜めに重なり合って施文されている。口縁部の絡条体圧

痕文と同一原体で幅は２㎝程度である。外底面にも施文した可能性があるが、磨滅して痕跡が認めら

れる程度である。また、胴部のごく一部に斜行縄文を施文したとみられる部位もある。２は覆土下で

出土した小型土器。２対の突起があったとみられるが、反対側は胴部上半が大きく欠けている。欠損

部の破片は見つからなかった。胴が膨らみ、口縁部がやや内傾する器形。肥厚した突起部に横位の貫

通孔が加えられている。口縁部は２本組の縄線文が複数段巡る。地文はＲＬ縄文。突起を境に左右の

炭垂れ痕が顕著。底面に達し、底面で半円を描いている。このことから使用時には若干、正面側に傾

斜していたとみられる。３は口縁に瘤状に肥厚した小突起を持ち、その下に長楕円に区画した隆起線

が垂下する。区画内は無文。口縁部には無文地に縄線文が５条横環し、地文は撚糸文。諸特徴から１
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図Ⅳ－９０ Ⅲ層遺構出土の土器（８）
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図Ⅳ－９１ Ⅲ層遺構出土の土器（９）
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図Ⅳ－９２ Ⅲ層遺構出土の土器（１０）
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図Ⅳ－９３ Ⅲ層遺構出土の土器（１１）
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図Ⅳ－９４ Ⅲ層遺構出土の土器（１２）

根室市 温根沼２遺跡

１８８



は下田ノ沢Ⅰ式とⅡ式の過渡的資料。２は下田ノ沢Ⅱ式。３は下田ノ沢Ⅰ式と考えられる（Ⅵ章２参

照）。

４は北筒Ⅲ式の新段階（羅臼式）。縦位に垂下する隆帯が対で４本ある。隆帯の部分は無文。頸部を

ヘラ状工具で引いた無文帯が１条横環する。地文はＲＬＲ複節斜行縄文。底部付近を欠くが現存部の

最大容量で５．１Ｌある。

ⅢＨ－１２（図Ⅳ－９５～９７、表Ⅳ－１１、図版６２、６３－４）

土器は８８６点が出土した。内訳は下田ノ沢Ⅱ式８０１点、下田ノ沢式の可能性が考えられるもの４４点、

その他４１点である。床面出土は４１点。下田ノ沢Ⅱ式が３０点、北筒式が１１点。床面の北筒式は覆土に混

ざったものが、床面に接して埋没したものか、何らかの要因で掘り出された北筒式の破片が住居の廃

絶時に遺棄されたものであろう。床面直上から下田ノ沢Ⅱ式の破片が１３８点出土している。

１は床面直上で１個体が潰れた状態で出土した大型土器。口径に対して底径が小さく非常にアンバ

ランスな器形。底部は接合していないが、同一個体片と判断されたので、底部へ向けてのすぼまりか

ら大きさを想定し、間を補填剤バイサムで繋げ推定で復元した。その最大容量は１９Ｌ。口縁部は２種

２対の突起がある。山形の突起部は表面内面とも縦位に肥厚、内面の肥厚部に縄を押捺しているとこ

ろもある。台形状に弱く突き出た突起は左右の角が肥厚して、垂直方向の刺突が加えられている。突

起間は薄く細い隆起線が３条横環し、２本単位の縄線文が複数巡る。突起下にも同様の隆起線と２本

組の縄線が、間に刺突を充填した環状のモチーフを挟み込んで垂下する。環状部から左右に文様帯が

短く上向きに突き出ている。地文はＬＲ縄文が横走する。自縄自巻、あるいは撚糸文かもしれない。

底面にも施文されている。

２も２種２対の突起がある。山形の突起は肥厚し、前面に突き出している。肥厚部に横位の貫通孔

がある。小さく突き出たほうの突起はわずかに肥厚した上部が皿状の凹みを呈する。口縁部を薄く細

い隆起線が２本横環し、２本組の縄線が５条巡っている。隆起線の端部ないし屈曲部には径の細い刺

突が加えられている。突起下は隆起線が末広がりに施され、その内側に隆起線の三角形の区画が入り

込んでいる。地文は条間が開いたＲＬ原体の縄文。よく焼きしまった胎土である。下半部を欠く。

３は小型の土器。胴部上半は楕円形で底部は円形、底部が垂直に立ち上がり、胴部が膨らみ、頸部

がわずかに屈曲して口縁部が内傾する器形。大小対の波状突起があるが、短軸方向で対向している大

きい方の突起は両方とも欠けている。突起を意図的に欠いて廃棄した可能性もある。器形的には、Ⅲ

Ｈ－６で出土した倒立土器（図Ⅳ－６９・９０）と同じものであろう。地文は非常に細いＬＲ斜行縄文。

雲母を混和した胎土で、光にかざすとこまかい雲母片が反射する。容量は０．６Ｌ。

４は下半部のみの復元。地文は条間が開いたＲＬ原体の斜行縄文。胴部下半は垂直に立ち上がり、

胴部の上が膨らむ。先端に刺突が加えられた微隆起線の末端がかかっている。

掲載した土器はいずれとも下田ノ沢Ⅱ式。

ⅢＰ－１（図Ⅳ－９７、表Ⅳ－１４、図版６３－１・２）

１はⅢＰ－２４で出土した土器片と接合した。２は包含層から出土した同一個体片。胴が膨らみ口縁

部が内傾する器形。口縁は細い撚りの縄線文が細い隆起線を挟んで上下に複数横環する。隆起線は３

本組で垂下して下部で閉じる区画を構成する。上部を欠くが、おそらく突起の下であろう。細い隆起

線上には刻みが充填されている。下田ノ沢Ⅰ式。

ⅢＰ－７（図Ⅳ－９７、表Ⅳ－１４、図版６４）
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図Ⅳ－９６ Ⅲ層遺構出土の土器（１４）
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１は口縁部の無文地に縄線文が４条横環する。地文は条間が開いたＬＲ原体の縄文。下田ノ沢Ⅰ式。

ⅢＰ－８（図Ⅳ－９７、表Ⅳ－１４、図版６４）

１は無文地に縄線文が複数横環する。縄線は２本組のものと１本のものとが混在する。胴部は撚糸

文の縦位回転施文。胴部が膨らみ口縁部が内傾する器形。下田ノ沢Ⅰ式。

ⅢＰ－１１（図Ⅳ－９８、表Ⅳ－１４、図版６４）

１は瘤状に隆起した小突起がある。突起の頂部には垂直方向の刺突が加えられている。突起から細

い隆起線が垂下、下部で分岐して横に長い紡錘形をなし、左右両端から再び単線化して横環する。隆

起線上には刺突が充填されている。口縁部は無文地に細い撚りの縄線が複数巡る。縄線は突起をはさ

んで左側が５条、右側が６条。６条中央の縄線間にも刺突が充填されている。口唇は縄線を刻み状に

深く施文したところと、２本組の縄線を密に浅く施文したところと、両者が二重施文されているとこ

ろとがある。胴部は無文。下田ノ沢Ⅰ式。

ⅢＰ－１２（図Ⅳ－９８、表Ⅳ－１４、図版６４）

１は肥厚してわずかに突き出た突起がある。小突起の頂部に垂直方向の刺突が加えられ、細い隆起

線が垂下、隆起線上には中空の工具による刺突が加えられている。内面からは突瘤が加えられている

が、表面にはほとんど表れていない。地文は撚糸文を斜位、あるいは横位に施文。下田ノ沢Ⅰ式。

ⅢＰ－１６（図Ⅳ－９８・９９、表Ⅳ－１１・１４、図版６４）

１は坑口部で出土した小型土器。容量は０．５Ｌ。４つの波頂部がある緩やかな波状口縁。波頂部付近

はわずかに肥厚する。胴部上半の断面は楕円気味、胴部下半～底面の断面は円形の器形。胴部中央が

張り出して、２本組の刺突が横環する。上部は複数組の刺突が斜位に施され三角形が連続する構成で、

間を３本組の刺突が短く縦方向に施されている。斜行する刺突は３本のもの途中で２本加わって５本

になるもの、４本のものと様々に刺突の本数を変えている。口縁部は２本組の刺突が波状のラインを

縁取りしている。一方下半部は１本単位の刺突が６本垂下する。確認できる範囲で６本中４本は、上

部の斜位の刺突の交点を起点とする。数字に対する意識性が窺われる施文。地文は精緻に撚った原体

によるＬＲ縄文の横走。口縁部内面にも施文されている。２は覆土中で出土した口縁部片。２本単位

の縄線が複数巡り、斜めの細い隆起線が「く」の字に施文され、屈曲部と端部には刺突が加えられて

いる。１・２とも下田ノ沢Ⅱ式。

ⅢＰ－２４（図Ⅳ－９９、表Ⅳ－１１・１４、図版６４）

１は２種２対の突起がある土器。大ぶりな突起は瘤状に大きく隆起して前に突き出し、細い２本の

隆起線が垂下する。瘤状の隆起部は左右がわずかにへこむ。当初、横方向の貫通孔があると思われた

が、指で軽くへこませただけで、貫通はしていなかった。小さい方の突起は、やや小さく突き出して、

細い１本の隆起線が垂下する。細い隆起線は上には刺突が充填され、口縁も横環する。地文はＲＬ原

体を斜位回転施文した縦走縄文。口唇上にも施文されている。胴部が膨らみわずかに内傾する器形。

内面はヘラ状工具による横方向の調整。２は隆起して前方に突き出した口縁部片。横方向に貫通孔が

穿たれ吊耳状を呈する。その下部は横方向に肥厚した突き出しがあり、縁辺に縄が押捺されている（縄

の押捺は口唇上にも施されている）。この突き出し状の肥厚は上部が受け皿状に凹みを呈する。３は下

田ノ沢式の底部片。外底面に７～９㎜間隔で縄線を施文している。部分であるが縦横に施文されてい
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図Ⅳ－９７ Ⅲ層遺構出土の土器（１５）
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図Ⅳ－９８ Ⅲ層遺構出土の土器（１６）
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図Ⅳ－９９ Ⅲ層遺構出土の土器（１７）
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しゅんかる こ たん

る。類例は羅臼町ポン春苅古丹川北岸遺跡（羅臼町教委１９８８）において多くみられる。

１は下田ノ沢Ⅰ式。２は下田ノ沢Ⅱ式と考えられる。

土器集中２（図Ⅳ－１００、表Ⅳ－１４、図版６５）

一個体のまとまりとして記録したが、復元には至らなかった。緩やかな波状口縁で、波頂部下には

細い隆起線による細長い区画を斜方向に交差させている。地文はＬＲ縄文。施文方向はランダムで、

重なり合っている。口唇上および口縁部内面にも施文されている。下田ノ沢Ⅰ式。

・石器

ⅢＨ－１（図Ⅳ－１０１、表Ⅳ－１７、図版７７）

石器等は３４８点出土した。フレイク・チップ３１２点を除くと３６点である。石鏃８点、スクレイパー１１

点、たたき石９点、砥石３点等が出土している。１～５は三角形の石鏃。１は平基。２～４は弱凹基。

５は凹基。先端部を欠く。６・７は石錐。７は石槍またはナイフの破片等を転用した可能性が考えら

れる。両側縁の磨滅が顕著。８は両面調整石器。９～１４はスクレイパー。小型の剥片を素材とし、周

縁に二次加工を施して刃部を作出したもの。刃部は半周程度のものと全周するものがある。掲載した

剥片石器はすべて黒曜石製。１５～１７はたたき石。扁平礫を素材とし、周縁部と面を使用している。い

ずれも床面で出土した。１５・１７は泥岩製。１６は粗粒玄武岩製。１８は石鋸。砥石片を転用した可能性が

ある。砂岩製。１９は砥石。裏面を除いて、使い込まれており、使用面が重なり合っている。砂岩製。

ⅢＨ－６（図Ⅳ－１０２、表Ⅳ－１７、図版７７）

石器等は１２０点出土した。フレイク・チップ７３点を除くと４７点である。床面で出土したものはなく、

確実にこの住居跡に伴うと判断できるものはない。たたき石１６点、スクレイパー１１点が比較的多い。

１～３は石鏃。１・２は三角形。３は木葉形あるいは有茎凸基。横に膨らむ形状で、下部を欠損する。

４・５は石錐。４は菱形の石鏃を転用したもの。５は縦長の不定形剥片を素材とする。６はスクレイ

パー。小型で刃部がほぼ全周する。７は楔形石器。掲載した剥片石器はすべて黒曜石製。８は厚みの

ある小型の石斧。全面が研磨されている。緑色泥岩製。９はたたき石。厚みのある礫を素材とし、下

端を使用している。側縁に使用面があり、すり石としても転用していたとみられる。安山岩製。

ⅢＨ－１０（図Ⅳ－１０２、表Ⅳ－１７、図版７７）

石器等は５６点出土した。フレイク・チップ３１点を除くと２５点である。床面から出土したものはなく、

確実にこの住居跡に伴うと判断できるものはない。スクレイパーが１３点と比較的多い。ほか石鏃、石

槍またはナイフ、たたき石、砥石が各２点出土、石錐、ナイフ、Ｕ・Ｒフレイク、石斧が１点ずつ出

土している。１・２は石槍またはナイフ、１は幅広の長い柄がある。２は大型の菱形。３は石錐。三

角形の剥片を素材とし、使用部の縁辺に微細な剥離で刃部を作出している。掲載した剥片石器はすべ

て黒曜石製。２に関しては縄文時代中期末～後期前葉の北筒式にともなうものであろう。４は板状の

砥石。両面を使用しており、方向の異なる使用面が重なり合っている。砂岩製。

ⅢＨ－１１（図Ⅳ－１０３、表Ⅳ－１７、図版７８）

石器等は２７点出土した。フレイク・チップ１６点を除くと１１点である。床面から出土したものはなく、

確実にこの住居跡に伴うと判断できるものはない。スクレイパー７点が比較的多い。１はたたき石。

面と側縁を使用している。裏面は割れ面。覆土１０層からの出土。砂岩製。
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図Ⅳ－１０１ Ⅲ層遺構出土の石器（５）
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図Ⅳ－１０２ Ⅲ層遺構出土の石器（６）
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ⅢＨ－１２（図Ⅳ－１０３・１０４、表Ⅳ－１７・１８、図版７８）

石器等は１，３５９点出土した。フレイク・チップ１，２６７点を除くと９２点である。ⅢＨ－１２はフレイク集

中が４カ所（ＨＦＣ－１～４）あり、１，２６７点中１，１２９点はフレイク集中のものである。それ以外のも

ので床面および床面直上から出土した石器は１８２点を数える。９２点の石器の内訳は、スクレイパー４１点、

石槍またはナイフ１４点、たたき石７点、石鏃６点、石斧５点が比較的多い。石槍またはナイフ１４点の

うち６点は床面直上のフレイク集中ＨＦＣ－２から出土したものである。また、石鏃および石槍また

はナイフの形状は、いずれとも菱形あるいはかえしの不明瞭な有茎凸基である。羅臼町ポン春苅古丹

川北岸遺跡等でまとまった類例があり、下田ノ沢式に伴うものとみられる。

１・２は菱形の石鏃。３・４は石槍またはナイフ。２と３は床面での出土遺物。５・６は石錐。５

は細長く平たい剥片を素材とし、縁辺に微細な剥離を加え、下端を使用している。６は剥片の両端を

二次調整で鋭利に作出し、使用している。７はつまみ付きナイフ。片側周縁加工で刃部を作出してい

る。つまみの抉りと左側縁が内湾する。８はナイフ。右側縁が直線気味で、左側縁がやや外に膨らむ。

頁岩製。９～１６はスクレイパー。いずれも小型の剥片を素材とし刃部を作出したもの。刃部は全周す

るものとしないものがあり、正面側に原石面を残すもの（１３・１５）もある。また薄手の剥片を素材と

したもの（９～１１）と、厚手の剥片を素材として急角度の刃部のもの（１３～１６）とがある。１０は床面、

１６は床面直上で出土したもの。掲載した剥片石器は８のナイフを除き、すべて黒曜石製。１７・１８は石

斧。いずれも短冊形で緑色泥岩製。１７は全面研磨。１８の裏側は平坦な素材面が残る。１８は床面直上の

出土。１９は板状の砥石。床面直上からの出土。砂岩製。

２０はＨＰ－８から出土した石槍またはナイフ。菱形気味の形状。黒曜石製。２１～２９はＨＦＣ－２の

出土品。２１～２７は石槍またはナイフ片。いずれも折損した破損品で、接合を試みたがつかなかった。

菱形のものが破損したものとみられる。２８は両面調整石器。２９はスクレイパー。片面全面加工。厚手

の剥片を素材とし、刃部は部分的に急角度である。

ⅢＨ－１２出土石器については、続縄文時代下田ノ沢式期の可能性があるものを抽出して掲載したが、

つまみ部を含めノッチ状の刃部があるつまみ付きナイフ（７）は、北筒式期の所産と考えられる。

ⅢＨ－１６（図Ⅳ－１０５、表Ⅳ－１８、図版７９）

石器等は１７点出土した。フレイク・チップ１３点を除くと４点である。１は石鏃。幅広の基部を持ち、

側縁が外に軽く膨らむ中広形。黒曜石製。２は石斧。全面研磨がなされている。基部の両側縁には敲

打痕がある。安山岩製。

ⅢＰ－２（図Ⅳ－１０５、表Ⅳ－１８、図版７９）

石器等は２１点出土した。フレイク・チップ１９点、砥石２点。１は板状の砥石。表裏面を使用してお

り、使いこまれて皿状に凹んでいる。使用面に敲打痕があり、台石的な用途も兼ねている可能性があ

る。２点が接合した。砂岩製。

ⅢＰ－６（図Ⅳ－１０５、表Ⅳ－１８、図版７９）

石器等は１０点出土した。うち８点はフレイク・チップ。２点はたたき石。１・２はたたき石。いず

れも拳大の礫を素材とする。１は下端を使用している。２は周縁と面を使用している。１は玄武岩製、

２は粗粒玄武岩製。

ⅢＰ－１２（図Ⅳ－１０５・１０６、表Ⅳ－１８、図版７９）
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図Ⅳ－１０３ Ⅲ層遺構出土の石器（７）
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図Ⅳ－１０４ Ⅲ層遺構出土の石器（８）
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図Ⅳ－１０５ Ⅲ層遺構出土の石器（９）
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図Ⅳ－１０６ Ⅲ層遺構出土の石器（１０）
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図Ⅳ－１０７ Ⅲ層遺構出土の石器（１１）
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石器等は６１点出土した。うち３０点はフレイク・チップ。石器３１点の内訳では、たたき石１５点が比較

的多い。スクレイパー６点、砥石４点と続く。剥片石器類とフレイク・チップは覆土上層で出土する

割合が高い。１～３はたたき石。１・２は上下両端と面を使用している。２は３つに割れていたもの

を接合した。３は石斧を再加工したものとみられる。縁辺を両面から打ち欠いて、鋭い稜線を作出し、

そこをたたいている。１・３は粗粒玄武岩製、２は泥岩製。４は砥石。板状の砂岩を素材とし、正面

中央にだけ溝状の使用面が複数条残る。表面が全体的に剥離して、一部にだけ使用面が残ったものと

みられる。

ⅢＰ－１４（図Ⅳ－１０６・１０７、表Ⅳ－１８、図版７９）

石器等は７点出土した。いずれも床面直上でまとまって出土したもので副葬品と考えられるもの。

１・２は石鏃。１は三角形。２は幅広の基部を持ち、側縁が外に軽く膨らむ中広形。３～６はスクレ

イパー。いずれも長軸の側縁を刃部とする。６は細長い剥片を素材とする。１～６は黒曜石製。産地

分析を委託した結果、１は置戸所山（試料番号１１）、２は留辺蘂（試料番号１２）、３は上士幌（試料番

号１３）、４～６は置戸所山（試料番号１５・１４・１６）と産地が３か所に分かれた。７は厚みのある小型石

斧。全面が研磨されている。緑色泥岩製。

ⅢＰ－１６（図Ⅳ－１０７、表Ⅳ－１８、図版８０）

石器等は２４点出土した。うち１８点はフレイク・チップ。１は石鏃。菱形。黒曜石製。

ⅢＰ－２４（図Ⅳ－１０７、表Ⅳ－１８、図版８０）

石器等は２９点出土した。うち１９点はフレイク・チップ。石器１０点の内訳では、剥片石器が９点を占

め、５点がスクレイパーである。１は三角形の石鏃。２は石錐。縁辺が摩耗して丸みを帯びている。

３は有柄のナイフ。刃部を欠損する。４～７はスクレイパー。いずれも小型の剥片を素材とし、周縁

に刃部を作出したもの。６は表裏面で半周ずつ刃部が作出され全周する。７は下端部が厚みを持ち、

急角度の刃部である。８は楔形石器。四角形を呈し、上下、左右で使用している。すべて黒曜石製。

（影浦）
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５ Ⅲ層 重複する遺構と遺物

（１）概要
台地上の西側縁辺部、グリッドｅ～ｈの１０～１２区において、時期の異なる竪穴住居跡が重複して検

出した。台地の先端部が複数時期に渡って選好されたと考えられる。重複エリアで住居跡の調査と連

動して検出した土坑や焼土もまとめて取り扱う。原則として、時系列に古い遺構から新しい遺構へと

いう序列で報告書を構成しているが、ここでは例外的に調査の順番、すなわち上部で検出した新しい

住居跡から古い住居跡という序列で構成した。Ⅴ層の遺構であるためここに組み込まなかったが、下

部からは縄文時代早期後半の竪穴住居跡ⅤＨ－３も検出した。 （影浦）

（２）遺構
ⅢＨ－９（図Ⅳ－１０８～１１０、表Ⅲ－１０・Ⅳ－３、図版２７、２８、２９－１・２）

位 置 ｅ１０・ｅ１１・ｅ１２・ｆ１０・ｆ１１・ｆ１２・ｇ１１区 平面形態 おおむね方形

規 模 （５．６２）×５．２４／（５．０５）×４．７０／０．２２ｍ

確認・調査 調査区西部の台地上、ｆ１１区付近をⅢ層上面まで掘り下げ、Ⅱ層が落ち込む広い範囲を

検出した。さらに広域に少し掘り下げ、隅丸方形状の黒色土とその周囲にMaパミスを多く含む土壌を

検出した。十字設定でトレンチ調査を行ったところ、まもなく多数の礫が濃密に出土した。礫を避け

てトレンチを東方・南方へ延長し土層確認すると、複数の大型遺構が重複していることがわかった（後

述のⅢＨ－１４・１５）。そこでまず黒色土（覆土１層）の上位を掘り下げたところ、多数の礫集中ほか遺

物が一面に出土した。出土状況を記録後、さらに覆土を掘り下げ、底面と焼土・炭化材の集中か所、

壁の立ちあがりを検出し、竪穴状の遺構を確認した。上位の礫集中等は、竪穴のくぼみを隅丸方形状

に整えて利用した、いわゆる「上層遺構」にあたると考えられる。

覆 土 大部分がⅢ層相当の黒色土（１層）である。西側～南側の壁際には、Ma−f火山灰を多量に含

んだ黄褐色土（２層）が堆積する。

床面・壁 底面はほぼ平坦で、北側ではⅢ層中にとどまることが確認されたが、大部分が下位の竪穴

住居跡ⅢＨ－１４の覆土となっている。壁はやや急に立ち上がる。

付属遺構 覆土１層上位で礫集中４か所（ＨＳ－１～４）、覆土１層下位で炭化材集中４か所（ＨＦＣ

－１～４）、床面とした平坦面で焼土４か所（ＨＦ－１・２）・柱穴状小土坑２基（ＨＰ－１・２）を

検出した。

礫集中は、それぞれ竪穴の壁寄りの位置で検出した。長楕円体のいわゆる「棒状礫」を主体とする

礫が５０～８０㎝ほどの範囲にそれぞれ密集する。炭化材集中ＨＣ－１・２は竪穴西側の壁寄り、覆土１

層～２層上面で検出した。枝材等が多くみられる。ＨＣ－３は礫集中ＨＳ－４の直下で検出した。板

状の材が多く観察される。ＨＣ－４は竪穴南東隅で内側に傾斜して出土した。

焼土ＨＦ－１は、長軸約８０㎝の楕円形の範囲が強く被熱している。ＨＦ－２・３は小型でやや不整

形である。ＨＦ－４は竪穴中央に位置する約６０㎝の円形の地床炉で、椀状のくぼみ内に約１０㎝の厚い

被熱層がある。ＨＰ－１・２は竪穴の西側で検出した、何らかの杭穴と考えられるものである。

遺物出土状況 「上層遺構」に相当する覆土１層上位で、いわゆる「棒状礫」を主体に礫が多数出土し

た。ＨＳ－１で礫２３６点、ＨＳ－２で礫２０４点（うち被熱２点）に伴ってⅧ群土器２点のほかⅥ群ｂ類

土器１点、たたき石４点が出土した。ＨＳ－３で礫１３３点（うち被熱３点）とともにⅧ群土器３点、ほ

かにⅢ群ｂ類～Ⅳ群ａ類土器２点、Ｕ・Ｒフレイク１点、フレイク・チップ３点が出土した。ＨＳ－

４は礫４９点（うち被熱２点）とともにⅧ群土器１点、たたき石１点が出土した。なおＨＣ－１・２・
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図Ⅳ－１０９ ⅢH－９平面
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図Ⅳ－１１０ ⅢH－９遺物出土状況・断面
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３の炭化材樹種同定では、カツラ・コナラ節・ニレ属が同定されている（Ⅴ章３節参照）。

それ以外の覆土１層上位からは、礫２６６点、被熱礫４４点とこれに伴うとみられるⅧ群トビニタイ式土

器２１点が出土したほか、Ⅲ群ｂ類～Ⅳ群ａ類土器１０点、Ⅵ群ｂ類土器５９点、Ⅶ群土器５点、石鏃２点、

石槍またはナイフ１点、ナイフ１点、スクレイパー８点、楔形石器１点、Ｕ・Ｒフレイク２点、フレ

イク・チップ４１点、石核３点、たたき石１４点、砥石７点が出土した。

覆土２層からは、Ⅰ群ｂ類土器１点、Ⅲ群ｂ類土器２９点、Ⅵ群土器２点、石鏃１点、石槍またはナ

イフ１点、フレイク・チップ２６点、石核１点、たたき石１点、砥石４点、礫７１点（うち被熱１３点）が

出土している。これらは下位の竪穴住居跡ⅢＨ－１４の覆土の遺物や、周囲からの流入土とともに混入

した遺物である可能性が高い。

時 期 竪穴本体および杭穴・焼土・炭化材集中といった付属遺構の構築時期は、特定することがで

きなかった。竪穴のくぼみを再整備したと考えられる「上層遺構」は、伴う土器からトビニタイ式期

とみられる。

なお覆土下位の炭化材集中を対象とした年代測定では、ＨＣ－２・３ともに３，４７０±２０yrBP（δ１３C

補正値）の数値を得ており（Ⅴ章１節参照）、炭化材は下位の竪穴住居跡ⅢＨ－１４の覆土上の遺物であ

る可能性が強まった。 （阿部）

ⅢＨ－１４（図Ⅳ－１０８・１１１～１１４、表Ⅲ－９・Ⅳ－４、図版２９・３０）

位 置 ｅ１１・ｅ１２・ｆ１０・ｆ１１・ｆ１２・ｇ１０・ｇ１１・ｇ１２区 平面形態 おおむね楕円形

規 模 ９．８３×７．５８／８．２８×７．５０／０．４２ｍ

確認・調査 ⅢＨ－９の調査後に土層断面を精査し、北側ではⅣ層、中央～南側では自然堆積とみら

れる黒色土（ⅢＨ－１５の１－１層）を確認し、これらの上面まで掘り下げた。平坦面と壁の立ち上が

りを検出し、竪穴住居跡とした。当初南側の壁面はｇライン付近（覆土１層の範囲）とみていたが、

壁面と覆土の境界が不明瞭であった。外方向のトレンチ調査を２本（Ｃ－Ｃ’・Ｄ－Ｄ’）追加したと

ころ、２ｍ以上先に立ち上がりを確認し、この範囲を掘り下げ、径９ｍを超える大型の竪穴住居跡と

なった。遺物の取り上げ後、床面の精査を行い付属遺構を検出した。

覆 土 ７層に分層し、掘り上げ土を８層とした。１層は竪穴北～中央部の大半を占め、Maパミスを

均質的に含む黒褐色土で、流入土と考えられる。２・３層は１層下位の一部や竪穴の西側～南側に堆

積する、Ma−f火山灰またはロームが目立つ褐色土である。４層は竪穴の南側に分布し、１層と同様だ

がややしまりが強い。５～７層は南側の壁際付近に分布し、間に砂の薄層がみられる。７層はMa−f

火山灰を主体とする。

掘り上げ土は、北側ではMaパミスを均質的に含み、南東側の一部（８層）ではMa−f火山灰を多量

含む暗褐色土が分布する。

床面・壁 床面は、北側ではⅣ層、中央～南側ではⅢＨ－１５の覆土上面にあたる。おおむね平坦であ

るが、中央部に向かってわずかに下がる。壁は北～西側が緩やかに立ち上がり、東～南側がやや急に

立ち上がる。

付属遺構 焼土５か所（ＨＦ－１～５）、土坑１基（ＨＰ－１）、柱穴２２基（ＨＰ－２～２３）、フレイク・

チップ集中１か所（ＨＦＣ－１）、炭化材集中３か所（ＨＦＣ－１～３）を検出した。

焼土ＨＦ－１は複数の燃焼か所の集合とみられる。ＨＦ－２は竪穴中央の北寄りに位置する地床炉。

赤褐色を呈し強く被熱しているとみられる。ＨＦ－３・４・５は小型のもの。

柱穴の大部分はⅣ層を床面とする北側で検出した。ＨＰ－１～４・６・８・９・１１・１３・１７は、径

１０㎝前後・深さは１５～５０㎝と差があるが、壁際付近に沿って弧状に巡る。深さ３０㎝以上の柱穴にはＨ
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図Ⅳ－１１１ ⅢH－１４覆土遺物出土状況
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図Ⅳ－１１２ ⅢH－１４平面（床面）
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Ｐ－１・４・６・１３・１４・１６・２０がある。一方、竪穴中央～南側で検出した柱穴は、総じて小型で浅

い。

フレイク・チップ集中は、竪穴東側の黄色土（覆土３層）中に１５㎝ほどの範囲で検出した。炭化材

集中は、竪穴中央北寄りの覆土から検出した。うちＨＣ－１は地床炉ＨＦ－２の上にある。

遺物出土状況 覆土下位から、Ⅵ群ｂ類とⅣ群ｂ類の半個体土器がそれぞれつぶれた状態で出土した。

覆土中のＨＦＣ－１からは、フレイク・チップ４９点を回収した。また炭化材集中ＨＣ－１・２・３か

らは、それぞれ形状を保った材が出土した。ＨＣ－１・２・３の炭化材樹種同定では、ヤナギ属・ウ

ルシ属・トネリコ属・カツラが同定されている（Ⅴ章３節参照）。

覆土からほかにⅡ群土器１点、Ⅲ群ｂ類～Ⅳ群ａ類土器４３点、Ⅳ群ａ類２８点、Ⅵ群土器３４点、石鏃

２点、石槍またはナイフ７点、つまみ付きナイフ１点、スクレイパー８点、楔形石器１点、Ｕ・Ｒフ

レイク１点、フレイク・チップ２３点、石核１点、石斧３点、たたき石１０点、砥石１０点、礫類３３９点（う

ち原石２点、被熱１６０点）が出土した。礫は板状礫片や破砕礫を主体に、広い範囲から出土した。さら

に掘り上げ土からはⅣ群ａ類土器３点、Ⅵ群ｂ類土器５点、スクレイパー２点、フレイク１点、砥石

３点、礫１９９点（うち被熱４６点）が出土した。

床面直上からⅣ群ａ類土器１点、Ⅵ群４３点、Ｕ・Ｒフレイク１点、フレイク２点、たたき石２点、

礫２３点（うち被熱１３点）が出土した。

時 期 検出層位や出土遺物から、縄文時代後期前葉とみられる。なお炭化材集中を対象とした年代

測定では、ＨＣ－１で３，５００±２０yrBP、ＨＣ－３で３，４５０±２０yrBP（δ１３C補正値）の数値を得た（Ⅴ章

１節参照）。 （阿部）

ⅢＨ－１５（図Ⅳ－１０８・１１５～１１８、表Ⅲ－９・Ⅳ－４、図版３１・３２）

位 置 ｆ１１・ｆ１２・ｇ１１・ｇ１２・ｈ１１・ｈ１２区 平面形態 楕円形

図Ⅳ－１１４ ⅢH－１４HP断面
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規 模 ７．９４×６．４５／７．４９×５．８８／０．５５ｍ

確認・調査 ⅢＨ－１４の調査後、土層断面を再精査した。東西方向は竪穴中央を通るよう新たにトレ

ンチ調査を行った。覆土を順次掘り下げ、底面と壁の立ち上がりを検出し、８ｍ規模の大型の竪穴住

居跡となった。周辺を精査したところ、緩斜面下方の南側に広がる掘り上げ土を検出した。遺物の取

り上げ後、床面の精査を行い、焼土や多数の柱穴などの付属遺構を検出した。

覆 土 中位の黄褐色土（２層）を境に大きく３層に分層し、さらに細分した。１－１層はⅢＨ－１４

の直下、ⅢＨ－１５の中央部に堆積し、Maパミスを少々含む黒色土で自然堆積土とみられる。一方、１

－２～４層はMaパミスを多量含む埋土である。２層は竪穴中央部～東側に分布し、Ma−fとみられる

にぶい黄橙色の火山灰を主体とし黒色土が混じる。３層はMaパミスをやや多く含む軟質の黒褐色～暗

褐色土で、竪穴のほぼ全体に分布する。

掘り上げ土（４層）はMaパミスを多量含み、南側の斜面下方に流れ込んでいる。

床面・壁 床面はおおむね平坦である。地形の傾斜によって床面の層位が遷移し、北～中央部ではⅤ

層中に達し、南側ではⅣ層・Ⅲ層中の面が現れている。壁はやや緩やかに立ち上がる。

付属遺構 焼土３か所（ＨＦ－１～３）、土坑２基（ＨＰ－１・２）、柱穴１２基（ＨＰ－３～１４）を検

出した。焼土のうちＨＦ－１は竪穴北側の覆土２層中のブロック状の焼土。被熱層は厚さ５㎝ほどで

赤褐色を呈する。ＨＦ－２は竪穴中央の覆土２層で検出した石組炉。炉石は角柱状の砂岩礫を多角形

に配したと思われるが、残存する東～南側でも石材の脆さから崩壊が進んでいる。炉内外には砂質土

壌が撒布され、被熱層は最大厚４㎝で比較的弱く赤変している。ＨＦ－３は床面中央部からやや南東

寄りにある地床炉。被熱層は最大厚８㎝で、砂質土壌がやや弱く赤変している。

ＨＰ－１は、竪穴南東長軸端部に位置する径約１ｍの浅い皿状の円形土坑である。ＨＰ－２は小型

の浅い楕円形土坑である。

柱穴のうちＨＰ－３～８・１１は径１０㎝前後・深さ２０～３０㎝ほどで、環状に配され主体をなすもので

ある。一方ＨＰ－９・１０・１２・１３は小型でやや浅く、補助的なものと考えられる。ＨＰ－１４は例外的

に深い。

遺物出土状況 覆土１層からの礫の出土点数が多く、１８７点（うち被熱８４点）を数えた。ほかにⅥ群土

器２点、石錐１点、両面調整石器１点、スクレイパー２点、フレイク・チップ９点、たたき石４点、

砥石１４点がある。覆土２層からは、竪穴中央東寄りでベンガラとみられる赤色顔料のまとまりを２か

所検出した。最大厚５㎝を測る。また竪穴北側などから、形状を保った炭化材が複数出土した。サン

プル３点で、ウルシ属１点・コナラ節１点・不明１点と同定された（Ⅴ章３節参照）。そのほか石斧１

点、砥石３点、礫３４点（うち被熱２６点）が出土した。覆土３層からはⅡ群土器１４点をはじめ、石鏃１

点、砥石７点、礫５６点（うち被熱２０点）が出土した。礫は板状のものが多数ある。

付属遺構ＨＰ－１の覆土からⅡ群土器８点、フレイク２点、たたき石１点、礫１４点（うち被熱１点）

が出土した。またＨＰ－２の覆土からⅢ群ｂ類～Ⅳ群ａ類１点と被熱礫２点が出土した。

時 期 検出面や出土土器から、竪穴の構築時期は縄文時代前期後半とみられる。なお覆土２層から

出土した炭化材を対象とした年代測定では、４，５００±３０yrBP・４，４２０±３０yrBP（δ１３C補正値）の数値を

得ており（Ⅴ章１節参照）、覆土上での活動期の目安となる。 （阿部）

ⅢＰ－２６（図Ⅳ－１１９、表Ⅲ－９・Ⅳ－５、図版３３－１・２）

位 置 ｇ１１区 平面形態 おおむね隅丸方形

規 模 ０．８１×０．４８／０．５９×０．４１／０．１６ｍ

確認・調査 ⅢＨ－１５の調査中、床面の地床炉ＨＦ－２に隣接して、楕円形の黒褐色土のまとまりを
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図Ⅳ－１１５ ⅢH－１５覆土上位～中位遺物出土状況
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図Ⅳ－１１６ ⅢH－１５覆土下位遺物出土状況・平面
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検出した。トレンチ調査を行ったところ、石器が出土し赤色土壌が検出された。半截し底面と壁の立

ち上がりを検出し、土坑とした。掘り込み面は、ⅢＨ－１５の覆土２層とみられる。

坑底にはベンガラとみられる赤色顔料が撒布され、坑底中央付近から完形の石槍などが出土したこ

とから、副葬品を伴う土坑墓と判断した。

覆 土 ４層に分層した。１層は黒色土主体で、流入土またはやや均質な埋め戻し土と考えられる。

２層はⅦ層ロームを主体に黒褐色土が不均質に混じり、埋め戻し土とみられる。３層は坑底付近の薄

層で、しまりの弱い粘質の黒褐色土である。そして坑底（４）に赤色顔料の薄層がある。

底面・壁 底面はⅥ層に達し、北東側はⅤＰ－１９の覆土の黒色土を切っている。おおむね平坦で隅丸

方形をなし、壁はやや急に立ち上がる。

遺物出土状況 坑底から石槍またはナイフ３点、チップ１点、覆土から礫４点が出土した。石槍また

はナイフ（Ⅳ－１１９－１・２）は坑底中央付近で２点（１と２上）が並び、１点（２下）は少し離れた

位置で出土した。 （阿部）

１は有茎凸基ないし木葉形。２は木葉形。２点が接合したもの。いずれも黒曜石製。 （影浦）

時 期 ⅢＨ－１５より新しくⅢＨ－１４より古い。縄文時代前期～中期である。なお坑底で採取した炭

化木片を対象とした年代測定では、４，５２０±３０yrBP（δ１３C補正値）という数値を得ており、ⅢＨ－１５

の覆土２層の試料と近似する。（Ⅴ章１節参照）。 （阿部）

ⅢＰ－２８（図Ⅳ－１２０、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３３－４）

位 置 ｇ１２区 平面形態 円形

規 模 （０．５０）×０．５９／（０．４３）×０．３９／０．２８ｍ

確認・調査 ⅢＨ－１５の調査中、東部の壁面付近で黒色土のまとまりを検出した。住居跡側を半截し、

図Ⅳ－１１８ ⅢH－１５HP断面
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図Ⅳ－１１９ ⅢP－２６・出土石槍またはナイフ
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底面と壁の立ち上がりを確認し、土坑とした。

覆 土 Ⅲ層黒色土主体だが、Ⅳ層Maパミスをやや多く含む。流入土と考えられる。

底面・壁 底面は中央部がⅤ層に達している。丸みをもちやや凹凸がある。壁はⅣ層でもろい。底面

からやや急に立ち上がる。

遺物出土状況 覆土から小礫３点が出土した。

時 期 ⅢＨ－１５を切っており、当遺構が新しい。またⅢＨ－１４の構築面よりは古い。よって縄文時

代前期～後期前葉の範囲にある。 （阿部）

ⅢＳ－１０（図Ⅳ－１２０、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３３－３）

位 置 ｅ１２・ｆ１２区 平面形態 不整形の範囲に分布

規 模 ３．８２×２．５６ｍ

確認・調査 調査区北西部、竪穴住居跡ⅢＨ－１４の北東側のⅢ層中で検出した。

遺物出土状況 礫は５１２点を数えた。うち被熱３１９点、原石２点である。被熱・破砕礫が主体で、亜角

礫などを含め濃淡をもって分布する。そのほかⅡ群土器５点、Ⅵ群土器１点、スクレイパー・楔形石

器・たたき石各１点、チップ３点、砥石６点がある。

時 期 検出面や位置からⅢＨ－１４またはⅢＨ－１５に関連があるとみられ、縄文時代前期または後期

前葉と推測される。 （阿部）

（３）遺構出土の遺物
・土器

ⅢＨ－９（図Ⅳ－１２１、表Ⅳ－１４、図版６６）

土器は１３８点が出土した。内訳は北筒式が４２点、下田ノ沢式が６３点、トビニタイ式が２７点、その他６

点である。北筒式は覆土２、下田ノ沢式とトビニタイ式は上位の覆土１に多い傾向がある。トビニタ

イ式は付属の集石ＨＳ－２・３に伴って若干の破片が出土している。１・２はⅢ群ｂ類、北筒Ⅱ式（ト

コロ６類）。口縁部が断面三角形に肥厚して外側に突き出る器形。刺突が２条巡る。体部はＲＬ斜行縄

文。原体の幅は３㎝程度である。３はⅣ群ａ類、北筒Ⅴ式。地文はＬＲ斜行縄文。

下部の覆土２においてまとまって出土したことと、それなりの大きさの破片であったことから掲載

土器として北筒式を抽出したのであるが、ⅢＨ－９の下から検出した竪穴住居跡ⅢＨ－１４において下

田ノ沢式がまとまって出土している状況からすると、ⅢＨ－９が北筒式期の住居であることは考え難

い。トビニタイ式２７点は同一個体片と考えられるまとまりで、２７点中２４点が断片的な胴部片。３点が

接合した口縁部片である。

ⅢＨ－１４（図Ⅳ－１２１、表Ⅳ－１１・１４、図版６６・６７）

土器は１５９点が出土した。内訳は北筒式が７５点、下田ノ沢式が８２点、その他２点である。下田ノ沢式

の８２点中４３点は床面直上からの出土。

１は下田ノ沢式の復元個体。鈍い光沢を呈する無文土器で器表面にナデ調整を施している。胴部下

半は直線的に開き、胴部上半が膨らんで口縁部は内傾する。容量は３．９５Ｌ。底部はやや上げ底になっ

ている。ⅢＨ－４出土の下田ノ沢式にも上げ底の例がある（図Ⅳ－１５９－８）。この器形的特徴から下

田ノ沢式と判断した。２・３は同一個体。胴部上半がやや膨らんで、口縁部が内傾する器形。口縁部

は突瘤文が巡るが、ごく浅いもので、拓本には出ているが視覚的にはわずかにしか表われていない。

口縁部は無文地に縄線文が２条、横方向に施文されている。胴部は撚糸文。無節Ｒを７巻した幅２㎝
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図Ⅳ－１２０ ⅢP－２８・ⅢS－１０
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図Ⅳ－１２１ Ⅲ層遺構出土の土器（１９）
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図Ⅳ－１２２ Ⅲ層遺構出土の土器（２０）

Ⅳ章 遺構と遺物

２２５



の原体で、胴部上半では左上から右下へやや斜めの角度、胴部下半では縦位、右上から左下へとくだ

るものがランダムに施文され、ところどころ横方向に１条単位の細い縄線が付せられたり、撚糸文自

体が横方向に施文されている部位もみられる。内面は幅２．２㎝のヘラ状工具による調整痕が残る。残存

している部位ではすべて横方向。下田ノ沢Ⅰ式。４は胴部上半を欠くが上の割れ口（断面）が焼けて

いる。したがって、上部欠失後もこの状態でなお使用したとみられる。地文はＲＬＲ複節、胎土中に

繊維を含む。北筒式（Ⅲｂ～Ⅳａ）。

ⅢＨ－１５（図Ⅳ－１２２、表Ⅳ－１４、図版６７）

土器は２５点が出土した。内訳は縄文時代前期の温根沼式が２２点、その他３点である。１・２は温根

沼式の同一個体口縁部片。口縁部に薄い肥厚帯が巡り、ところどころに半円状の切り込みが入る。地

文は横位回転施文の矢羽状押型文。繊維を多く含んだ厚手の胎土で、器表面のところどころに繊維痕

が観察される。内面は平滑。全体的に細かい亀裂が多く、割れ口の周囲が剥落しているため、接合線

が溝状になる。また胴部表面には砂状の黒い鉱物が無数に観察される。この鉱物は輝石である。当初、

胎土中に混和させたものと考えられたが、よく観察すると、口縁部肥厚帯と内面ではほとんど観察さ

れない。また割れ口にも見られなかった。他の部位で輝石が完全にゼロということではないが、明ら

かな差異がある。このことから、あるいは土器を成型後に胴部表面に輝石を多く含む化粧土を塗布し

た可能性も考えられる。なお、周辺海岸を踏査したところ、少なくとも温根沼の海岸域から根室市街

地の西浜町までの海岸は、輝石が主体の黒い砂浜であった（特に幌茂尻地区 Ⅱ章１（２）Ｐ．７～９

参照）。おそらく周辺海岸で採取した輝石の砂を用いたものであろう。

ⅢＳ－１０（図Ⅳ－１２３、表Ⅳ－１４、図版６７）

土器は６点が出土した。うち５点は押型文が施文されたⅡ群の小片。集石に確実にともなうかどう

図Ⅳ－１２３ Ⅲ層遺構出土の土器（２１）
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かは判別し難い。１は押型文土器の口縁部片。膨らみを持ち口縁がやや内傾する器形。口縁部がつま

み出し状に外へ突き出して波状をなし、間が溝状になっている。地文は矢羽状の押型文。器壁は薄手

で胎土中の繊維も少ない。Ⅱ群とはしたが、温根沼式ではないかもしれない。

・石器

ⅢＨ－９（図Ⅳ－１２４～１２６、表Ⅳ－１８、図版８０・８１）

石器等は１３０点が出土した。フレイク・チップ７０点を除くと６０点である。たたき石２０点と砥石１７点が

比較的多い。剥片石器ではスクレイパー８点が多い。半分以上が覆土１から出土したものである。１

は有柄のナイフ。両面全面加工。刃部再生加工が繰り返され、下端は鋭角をなす。黒曜石製。２～７

はたたき石。２は扁平礫を素材とし面を使用している。側縁と裏面はすり石としても使用している。

３・４はやや長い礫を素材としたもの。長軸の下端に打ち欠きを加えて鋭い稜線を作出し使用してい

る。３は上端、４は面にも使用痕があり、掻いたような擦過傷がみられる。５は亜角礫を素材として、

面と側縁を使用したもの。下側面はすり用途の使用痕。６・７は扁平な亜円礫を素材としたもの。６

は側縁と面に使用痕が散漫に観察される。７は長軸の両端に使用痕がある。あるいは楔用途に用いた

ものかもしれない。８・９は砥石。いずれとも全面的に使いこまれており、使用面が皿状のへこみを

呈している。２～８は砂岩製。９はノッカマップ層において産するアルコース砂岩製。

１０～１４は、付属の集石遺構ＨＳから出土したたたき石を全点掲載したもの。１０～１３がＨＳ－２、１４

はＨＳ－４から出土した。いずれとも掌に収まる小礫を素材とし、面、側縁、端部を使用している。

１１は断面三角形の礫を素材とし、長軸三縁辺の中央に、たたき痕によるへこみが観察される。すべて

砂岩製。

ⅢＨ－１４（図Ⅳ－１２７、表Ⅳ－１８、図版８１）

石器等は１２７点が出土した。フレイク・チップ７５点を除いた石器は５２点である。砥石１３点、たたき石

１２点、スクレイパー１０点、石槍またはナイフ７点が比較的多い。大半が覆土の出土物であるが、たた

き石２点は床面直上で出土したものである。またフレイク・チップ７５点のうち４９点は付属のフレイク

集中ＨＦＣ－１として取り上げられたものである。１・２は床面直上から出土したたたき石。１はや

や細長い礫を素材としたもの。被熱しており、使用痕は特に右側面に集中する。２は亜角礫を素材と

し、主に面を使用したもの。すり石としても使用している。いずれとも砂岩製。

ⅢＨ－１５（図Ⅳ－１２７、表Ⅳ－１８、図版８１）

石器等は４９点が出土した。フレイク・チップ１２点を除くと３７点である。砥石２５点が比較的多い。た

たき石５点がそれに次ぐ。剥片石器は石鏃１点、石錐１点、両面調整石器１点、スクレイパー２点が

出土した。層位別では覆土１からの出土がもっとも多く、３１点を数える（フレイク・チップ９点込み）。

１は石錐。片面全面加工。２・３はスクレイパー。２は横長剥片を素材とし、長軸の両側縁に刃部

を作出する。３は表面側が盛り上がって急角度の刃部が巡る。裏面は粗い剥離で平坦。形状や刃部の

あり方から両面調整石器とはせず、スクレイパーに分類した。１・３は黒曜石製、２は頁岩製。４は

石斧。全面が研磨整形されている。片岩製。５は砥石。裏面は割れ面である。砂岩製。 （影浦）
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図Ⅳ－１２４ Ⅲ層遺構出土の石器（１２）
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図Ⅳ－１２５ Ⅲ層遺構出土の石器（１３）
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図Ⅳ－１２６ Ⅲ層遺構出土の石器（１４）
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図Ⅳ－１２７ Ⅲ層遺構出土の石器（１５）
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６ Ⅲ層 時期を特定できない遺構と遺物

（１）概要
時期を特定できない遺構をまとめた。出土遺物がないあるいは乏しい土坑や集石、焼土の類である。

（影浦）

（２）遺構
ⅢＰ－１８（図Ⅳ－１２８、表Ⅲ－１１・Ⅳ－４、図版３３－５）

位 置 ｈ１３・ｈ１４、ｉ１３・１４区 平面形態 不整楕円形

規 模 １．９１×１．３５／１．４１×０．９２／０．６１ｍ

確認・調査 ⅢＨ－６の調査時に、張り出し部の有無を確認するため、１４ライン沿いに南側へ向けて

ｉラインまで長さ２ｍほどのトレンチを入れたところ、別の土坑とみられる痕跡があった。ｈ１３区、

ｈ１４区のⅢ層を掘り下げて清掃すると、平面形も確認された。南北方向のトレンチでは壁の立ち上が

りが判然としなかったため、南側を半割し、東西方向で壁を確認した。遺構の性格は不明。

覆 土 ９層に分層した。覆土７～９は、どれもⅦ層起源のロームや、Ⅳ層起源の摩周パミスが不均

一に混在している。崩落土と思われる。上部の覆土１～６は、ロームやパミスの混在自体が少ないの

で、流れ込み土と考えられる。しかし、覆土２はⅢＨ－６の掘り上げ土等、人為堆積の嵌入であるか

もしれない。

底面・壁 坑底面はⅦ層中に達し、皿状にへこむ。南北方向に段差があり、西側が低い構造である。

壁は急角度で直立気味に立ち上がる。坑底部と壁の境界は丸みを帯び、判然としないところが多い。

遺物出土状況 本遺構に伴うと判断される遺物の出土状況は認められない。

時 期 検出層位と遺構の形状から続縄文時代下田ノ沢Ⅱ式の時期の可能性が考えられるが、不明。

（影浦）

ⅢＰ－１９（図Ⅳ－１２９、表Ⅲ－１１・Ⅳ－４、図版３３－６）

位 置 ｆ２４区 平面形態 楕円形

規 模 ０．６３×０．５０／０．３０×０．２８／０．３４ｍ

確認・調査 ｆ２４区のⅣ層上面で、楕円形の暗褐色土のまとまりを確認した。遺構の可能性を考え、

西側約１／２を掘り下げたところ、底面と壁の立ち上がりを確認した。土層断面の撮影及び図化を行った

後、東側を掘り下げ完掘した。遺構の性格は不明である。

覆 土 １層のみである。黒色土とⅣ層が混ざった土層で、暗褐色を呈する。自然堆積と考えられる。

底面・壁 底面はⅥ層上位に構築され、ほぼ平坦である。壁はやや湾曲しながら急角度に立ち上がる。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 検出層位、周辺包含層出土遺物から、続縄文時代～擦文文化期の可能性がある。 （広田）

ⅢＰ－２１（図Ⅳ－１２９、表Ⅲ－１１・Ⅳ－４、図版３３－７）

位 置 ｇ１４・ｇ１５区 平面形態 不整円形？

規 模 ２．１６×―／１．８０×―／０．４０ｍ

確認・調査 ⅢＨ－６を調査後、周囲の包含層をⅦ層まで下げたところ、ｇ１４区においてｇ１５区との

境界断面で確認した。ⅢＨ－６の調査時に掘削した東西トレンチの東端が本土坑に大きく入っている

が、土坑の存在に気づいていなかったため、西側半分を欠失した。遺構の性格は不明。

根室市 温根沼２遺跡
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覆 土 ５層に分層した。覆土２～５にはⅣ層起源の摩周パミスが一定量混在している。覆土３～５

はすこぶる堅、覆土１と２は堅。覆土３～５は人為的に埋めた可能性がある。覆土１・２は自然に埋

没したものであろう。

底面・壁 坑底面はⅥ層中で、やや南側に傾斜する。壁は下部が緩やか、上部は急角度。

遺物出土状況 本遺構に伴うと判断される遺物の出土状況は認められない。覆土中から礫２０点、被熱

礫８点が出土した。土器片は縄文時代後期前葉の北筒Ⅲ式が１点出土したのみである。

時 期 検出層位と本遺跡における出土土器の内容からから、縄文時代後期前葉の北筒式か、続縄文

時代の下田ノ沢Ⅱ式の時期の可能性が考えられる。 （影浦）

ⅢＳ－３（図Ⅳ－１３０、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３３－８）

位 置 ｇ２０区 平面形態 円形に分布

規 模 約０．８×約０．７ｍ

確認・調査 Ⅲ層調査中に検出した。

図Ⅳ－１２８ ⅢP－１８
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図Ⅳ－１２９ ⅢP－１９・２１
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遺物出土状況 礫５８点（１０，６９９ｇ １個平均１８４．５ｇ）。礫の内訳は粗粒玄武岩２０点（９，３３５ｇ １個平均

４６６．７５）、砂岩３８点（１，３６４ｇ １個平均３５．９ｇ）で、石質ごとの重量に差がある。被熱礫は粗粒玄武岩

が２点（６４１ｇ １個平均３２０．５ｇ）。ほか砂岩製のたたき石が３点出土している。

時 期 検出層位から、縄文時代中期末の北筒式期以降。 （影浦）

ⅢＳ－６（図Ⅳ－１３０、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３４－１）

位 置 ｆ１５区

規 模 約０．６０×約０．４ｍ

確認・調査 Ⅲ層掘り下げ中に検出した。

遺物出土状況 拳大以下の小礫がまとまっている。焼成礫２５点（１，１３３ｇ １点平均４５．３ｇ）、礫５点

（４５９ｇ １点平均９１．８ｇ）である。

時 期 検出層位から、縄文時代中期末の北筒式期以降。 （影浦）

ⅢＳ－１１（図Ⅳ－１３０、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３４－２）

位 置 ｄ１９・ｅ１９区 平面形態 楕円形

規 模 約１．５０×約１．２０ｍ

確認・調査 Ⅲ層掘り下げ中に検出した。密集性の高い集石である。

遺物出土状況 被熱礫７５５点（４９，９０２ｇ １点平均６６．１ｇ）、礫８７点（１，４３５ｇ １点平均１６．５ｇ）、他に

たたき石５点（うち４点は使用痕が判然としないもの）、砥石１点である。

時 期 検出層位から、縄文時代中期末の北筒式期以降ではあるが、集石そのもののまとまり具合、

密集性は、トビニタイ式の住居跡で検出したものに似ている。 （影浦）

ⅢＦ－１（図Ⅳ－１３１、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３４－３）

位 置 ｇ１４区 平面形態 不定形

規 模 ０．８６×０．６８／０．０４ｍ

確認・調査 ⅢＨ－６の竪穴のくぼみに流れ込んだⅢ層中で検出した。

被熱層 薄い単層である。Ⅲ層起源の黒～黒褐色土が３０～４０％ほど不均一に混じる。炭は１０％程度が

混ざる。焼骨片は未確認。

遺物出土状況 縄文時代後期前葉の北筒Ⅲ式の磨滅した底部片が出土したが、流入したものであろう。

時 期 続縄文時代下田ノ沢Ⅱ式の住居ⅢＨ－６が大部分埋没した後の時期である。続縄文時代の後

北Ｃ２－Ｄ式期、あるいはトビニタイ式中間型期や擦文文化期後期の可能性も考えられる。 （影浦）

ⅢＦ－３（図Ⅳ－１３１、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３４－４）

位 置 ｆ１８区 平面形態 円形

規 模 ０．２６×０．２５／０．０６ｍ

確認・調査 Ⅲ層中で検出した。

被熱層 単層である。Ⅲ層起源の黒～黒褐色土が２０％ほど不均一に混じる。炭は５％程度が混ざる。

焼骨片は未確認。

時 期 出土層位から縄文時代中期末から後期前葉の北筒式期以降の可能性が高い。 （影浦）

Ⅳ章 遺構と遺物
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図Ⅳ－１３０ ⅢS－３・６・１１
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図Ⅳ－１３１ ⅢF－１・３・５
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図Ⅳ－１３２ ⅢF－４・６・１５、ⅢFC－１
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ⅢＦ－４（図Ⅳ－１３２、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３４－５）

位 置 ｅ２４区 平面形態 不整長楕円形

規 模 Ａ：０．７１×０．３１／０．１１ｍ Ｂ：０．１０×０．０６ｍ

確認・調査 Ⅲ層中で確認した。大型と小型の２か所（Ａ・Ｂ）があるが、小型（Ｂ）はごく薄いた

め土層断面を記録していない。

被熱層 Ａは２層からなり、上位（１）は橙色、下位（２）はにぶい褐色で細かい炭をわずかに確認

した。

時 期 出土層位から縄文時代～擦文文化期である。 （広田）

ⅢＦ－５（図Ⅳ－１３１、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３４－６）

位 置 ｇ１４区 平面形態 不定形

規 模 ０．３２×０．２２／０．０３ｍ

確認・調査 ⅢＨ－６の竪穴のくぼみに流れ込んだⅢ層中で、ⅢＦ－１に近接して検出した。近接し

ている上に、薄い単層であるため、当初は一連の焼土の可能性も考えられたが、検出面の高さが１０㎝

ほど異なる上、焼土自体の色調や混在物等の特徴が異なるため、別の焼土と判断した。

被熱層 薄い単層である。ⅢＦ－１より赤みが強い色調。Ⅲ層起源の黒褐色土が２０％ほど不均一に混

じる。炭や焼骨片は確認されなかった。

時 期 続縄文時代下田ノ沢Ⅱ式の住居ⅢＨ－６が大部分埋没した後の時期である。続縄文時代の後

北Ｃ２－Ｄ式の時期、あるいはトビニタイ式中間型期や擦文文化期後期の可能性が考えられる。（影浦）

ⅢＦ－６（図Ⅳ－１３２、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３４－７）

位 置 ｇ１５区 平面形態 不定形

規 模 ０．５４×０．３４／０．０９ｍ

確認・調査 Ⅲ層中で検出した。

被熱層 単層である。Ⅲ層起源の黒～黒褐色土が４０％ほど不均一に混じる。炭は５％程度が混ざる。

焼骨片は未確認。

時 期 出土層位から縄文時代前期以降。 （影浦）

ⅢＦ－７（図Ⅳ－１３３、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３４－８）

位 置 ｆ１７区 平面形態 長楕円形

規 模 ０．８９×０．４６／０．１０ｍ

確認・調査 Ⅲ層中で検出した。

被熱層 単層である。Ⅲ層起源の黒褐色土が３０％ほど不均一に混じる。炭・焼骨片は未確認。

時 期 出土層位から縄文時代前期以降。 （影浦）

ⅢＦ－８（図Ⅳ－１３３、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３５－１）

位 置 ｆ１７区 平面形態 不定形

規 模 ０．４８×０．３２／０．１０ｍ

確認・調査 Ⅲ層中で検出した。

被熱層 単層である。Ⅲ層起源の黒褐色土が４０％ほど不均一に混じる。炭は５～７％程度混ざる。

時 期 出土層位から縄文時代前期以降。 （影浦）
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図Ⅳ－１３３ ⅢF－７・８・９
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ⅢＦ－９（図Ⅳ－１３３、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３５－２）

位 置 ｆ３０区 平面形態 不定形

規 模 （０．５４？）×（０．５４？）／０．０８ｍ

確認・調査 Ⅲ層中で検出した。周囲が掘り下がっていたため、島状に残った状態での記録となった。

被熱層 単層である。Ⅲ層起源の黒褐色土が２５～３０％ほど不均一に混じる。炭は３～５％程度混ざる。

時 期 出土層位から縄文時代前期以降。 （影浦）

ⅢＦ－１０（図Ⅳ－１３４、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３５－３）

位 置 ｅ１３区 平面形態 不整な帯状

規 模 （１．２７？）×（０．３３？）／０．０５ｍ

確認・調査 Ⅲ層掘り下げ中に、焼土の塊が帯状に表れた。内容、諸特徴が酷似しているので、近接

して検出したⅢＦ－１１と一連である可能性も考えられる。

被熱層 単層である。炭が７～１０％ほど不均一に混じる。焼骨片は未確認。Ⅲ層中にブロック状の焼

土が３０％ほど混ざっているもの。他の場所で焚いた焼土を帯状に散布したものと判断した。

時 期 出土層位から縄文時代前期以降。 （影浦）

ⅢＦ－１１（図Ⅳ－１３４、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３５－４）

位 置 ｅ１３区 平面形態 散布状

規 模 １ｍ四方程度の範囲。

確認・調査 Ⅲ層掘り下げ中に、焼土の塊が散点的に表れた。内容、諸特徴が酷似しているので、近

接して検出したⅢＦ－１０と一連のものの可能性がある。

被熱層 単層である。炭が７～１０％ほど不均一に混じる。焼骨片は未確認。Ⅲ層中にブロック状の焼

土が３０％ほど混ざっているもの。他の場所で焚いた焼土を散布したように映る。

時 期 出土層位から縄文時代前期以降。 （影浦）

ⅢＦ－１２（図Ⅳ－１３５、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３５－５）

位 置 ｇ１２区 平面形態 不整円形

規 模 ０．３９×０．３０／０．０８ｍ

確認・調査 Ⅲ層を掘り下げ中に確認した。

被熱層 単層である。炭を微量含む。Ⅲ層起源の黒褐色土が不均一に３０～４０％ほど混ざる。すこぶる

堅い。

時 期 出土層位から縄文時代前期以降。 （影浦）

ⅢＦ－１３（図Ⅳ－１３５、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３５－６）

位 置 ｇ１３区 平面形態 不定形

規 模 ０．７２×０．４４／０．０８ｍ

確認・調査 Ⅲ層を掘り下げ中に確認した。

被熱層 単層である。炭を微量含む。Ⅲ層起源の黒褐色土が不均一に５０％ほど混ざる。すこぶる堅い。

時 期 出土層位から縄文時代前期以降。 （影浦）
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図Ⅳ－１３４ ⅢF－１０・１１・１４
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ⅢＦ－１４（図Ⅳ－１３４、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３５－７）

位 置 ｄ１４区 平面形態 不定形

規 模 ０．５１×０．５０／０．０５ｍ

確認・調査 ⅢＨ－１３の範囲確認中、覆土中で検出した。

被熱層 単層である。炭が７～１０％ほど不均一に混じる。黒褐色土が不均一に４０％ほど混ざる。

時 期 ⅢＨ－１３の覆土中であることから、縄文時代中期末から後期前葉の北筒式期以降が考えられ

る。 （影浦）

ⅢＦ－１５（図Ⅳ－１３２、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３５－８）

位 置 Ａ～Ｄ：ｄ２０区 Ｅ：ｄ１９区 Ｆ：ｄ１９・２０区

平面形態 Ａ：楕円形 Ｂ・Ｃ・Ｅ：不整形 Ｄ：円形 Ｆ：不整楕円形

規 模 Ａ：０．４０×０．３１／０．０７ｍ Ｂ：０．８７×０．６４／０．０６ｍ Ｃ：１．００×０．５８ｍ Ｄ：０．０８×０．０８ｍ

Ｅ：０．１４×０．０６ｍ Ｆ：０．２６×０．２０ｍ

確認・調査 ⅢＨ－４掘り上げ土下のⅢ層中で確認した。６か所（Ａ～Ｆ）あるが、大型（Ａ～Ｃ）

と小型（Ｄ～Ｆ）に分かれる。Ｃ～Ｆはごく薄いため土層断面は記録していない。また、ＢとＣの間

図Ⅳ－１３５ ⅢF－１２・１３
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にⅢＦＣ－１が位置する。遺物はＢから石鋸、被熱礫、礫が少量出土している。

被熱層 Ａの焼土は褐色で、厚さは７㎝である。Ｂ～Ｆは赤褐色で、焼土にⅢ層が混ざる土層である。

焼土はブロック状のものが多い。

時 期 出土層位から縄文時代～続縄文時代である。 （広田）

ⅢＦＣ－１（図Ⅳ－１３２、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版３５－８）

位 置 ｄ２０区 平面形態 楕円形？

規 模 ０．７０×０．５９ｍ

確認・調査 ⅢＦ－１５の検出作業中に、ⅢＦ－１５Ｂ・Ｃの間で黒曜石製のフレイク・チップの集中を

確認した。遺物の取り上げは手取りの他に、土壌ごと取り上げて水洗選別による回収も行った。

遺物出土状況 フレイクが６８点、チップが３，１３８点出土した。他にスクレイパー、被熱礫、礫が出土し

ている。土器は出土していない。

時 期 出土層位から縄文時代～続縄文時代である。 （広田）

図Ⅳ－１３６ Ⅲ層遺構出土の石器（１６）
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（３）遺構出土の遺物
・石器

ⅢＳ－１０（図Ⅳ－１３６、表Ⅳ－１８、図版８２）

１は砥石。崩壊した砥石を接合したものであるが、割れ面を叩いている。使用面にも敲打痕が観察

されるので、台石的な用途を兼ねていた可能性もある。砂岩製。

ⅢＦ－５Ｂ（図Ⅳ－１３６、表Ⅳ－１８、図版８２）

１は石鋸。砥石片を転用したものとみられる。砂岩製。 （影浦）
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７ Ⅲ層 トビニタイ式期を含む擦文文化期の遺構と遺物

（１）概要
トビニタイ式期を含む擦文文化期の遺構は台地上の平坦部中央に分布する。いずれも隅丸方形の竪

穴住居跡でトビニタイ式期は西側に２軒（ⅢＨ－４・５）、擦文文化期の住居跡は東側に２軒（ⅢＨ－

２・３）がある。ⅢＨ－３と５は住居跡の大部分が調査範囲外であり、部分発掘である。それぞれの

住居跡は重複しない。調査区外の台地上に当該期の四角い竪穴住居跡がくぼみとして残っており視認

できるが、それらに関しても重複はしていないようである。トビニタイ式期の竪穴住居跡は床面直上

および覆土下部において礫の出土量が多く、一部集石を構成するところもある。一方、擦文文化期の

竪穴住居跡は、いずれとも南東の側壁においてカマドが検出されている。ⅢＨ－４の竪穴中に重複し

ていた続縄文時代と考えられる土坑（ⅢＰ－２０）も、調査工程の一連性を考慮して、ここで掲載する。

（影浦）

（２）遺構
・トビニタイ式期

ⅢＨ－４（図Ⅳ－１３７～１４１・１５６、表Ⅲ－１０・Ⅳ－２、図版３６、３７－１～５）

位 置 （竪穴）ｄ２０～２２、ｅ２０～２２区 （掘り上げ土）ｃ２０～２２、ｄ１９～２２、ｅ１９～２２、ｆ２０～２２

区

平面形態 （竪穴）隅丸方形 （掘り上げ土）不整形

規 模 （竪穴）６．５２×６．０４／６．１４×５．７７／０．５３ｍ （掘り上げ土）（１２．０８）×（１１．９６）／０．４２ｍ

確認・調査 調査開始前から方形の竪穴としてくぼみで確認できていた遺構である。最初に人力で表

土を除去し、次に十字形のトレンチを設定し掘り下げた。トレンチは方形のくぼみの中心付近を通り、

辺にほぼ平行するようにした。その結果、床面と壁の立ち上がりを確認し、竪穴住居跡と判断した。

その後、トレンチに沿って土層観察用のベルトを設定し覆土を掘り下げた。遺物は小型のものについ

ては適宜取り上げ、大型のものについては出土状況の図化等を行った後に取り上げた。床面まで掘り

下げた後、覆土の土層断面の撮影及び図化を行い、ベルトを掘り下げた。その後、床面で確認した焼

土やピットの調査を行った。また、床面南西側では、本遺構と重複する土坑（ⅢＰ－２０）を確認した。

ⅢＰ－２０の時期は覆土中からⅥ群土器が出土しているため、続縄文時代と考えられ、本遺構が新しい

と推測される。

掘り上げ土 竪穴周辺の表土を除去した時、表土直下に黒褐色土の分布がみられたため、竪穴住居跡

構築時の掘り上げ土と判断した。北側は調査区外へ広がり、北東側はⅢＨ－３の掘り上げ土と重複し、

部分的に不明瞭である。南側は撹乱が広くみられる。ⅢＨ－３との間にトレンチを設定し土層断面を

観察したところ、ⅢＨ－４の掘り上げ土の上位にⅢＨ－３の掘り上げ土が堆積していたため、ⅢＨ－

４はⅢＨ－３より古い遺構と判断した。土層の厚さは最大約４０㎝を測り、竪穴西側の堆積が厚い傾向

がみられる。土層は、黒色土とⅣ層、Ⅶ層が混ざり、色調は暗褐色～黒褐色、黒色を呈する。また、

西側の掘り上げ土では焼土を含む土層（４・５）を確認した。西側掘り上げ土下のⅢ層中にはⅢＦ－

１５とⅢＦＣ－１が位置する。

覆 土 竪穴が埋まりきっていないため、中央付近に比べ、壁側は厚く堆積している。上位にはⅠ・

Ⅱ層が堆積し、その下位を８層（１～８）に分けた。堆積順序はまず、壁付近に暗褐色～褐色の色調

で黒色土、Ⅳ層、Ⅶ層の土が混ざった土層（６～８）が少量堆積し、次に黒色土とⅦ層主体でⅣ層が

少量混ざる黒色～黒褐色土層（２～５）が壁際に厚く堆積し、最後に中央から壁近くまで黒褐色土（１）
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図Ⅳ－１３７ ⅢH－４遺物出土状況

Ⅳ章 遺構と遺物

２４７



図Ⅳ－１３８ ⅢH－４平面
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が広く堆積する。

床面・壁 床面は、東から北側にかけてやや高くなっている。また、概ねⅦ層中に構築されているが、

西～南側はⅥ層中の構築である。壁は全体的に急角度だが、南西隅はやや緩やかである。

付属遺構 焼土１か所（ＨＦ－１）、ピット２３か所（ＨＰ－１～２３）を確認した。焼土は床面ほぼ中央

に位置し、調査の初期段階のトレンチで中央部分を削平されている。焼土は平面形が楕円形、厚さは

５㎝で炭化物が微量認められた。位置及び形状から炉跡と考えられる。ピットは大型（ＨＰ－１・２０）

と小型（ＨＰ―２～１９・２１～２３）に分かれる。ＨＰ－１は平面が細長い長楕円形状で、長径１．４６ｍ、短

径０．４４ｍを測る。ＨＰ－２０は東側を部分的にトレンチで削平されている。現状では長径約１ｍ、短径

約０．７ｍ、深さ約２０㎝である。共に性格は不明である。小型のピットは概ね柱穴と推定され、配置は壁

際（ＨＰ－２～８・１０～１３・１５～１７、２２）と、やや内側（ＨＰ－９・１４・１８・１９・２１・２３）に分かれ

る。平面形は円ないし楕円で、ＨＰ－１１・１５の様に長楕円形もある。断面形状は下端が細くなり、尖

り気味のものが主体である。規模は径１０㎝前後、深さ約１０～２５㎝である。

遺物出土状況 覆土中から大型～小型の礫が多く出土した。床面直上では北西側で集石（ＨＳ－１）

が確認され、本遺構に伴うものと考えられる。礫石器が多く、内訳は泥岩製すり石１点、粗粒玄武岩

製のたたき石？３点、砂岩製のたたき石５点と粗粒玄武岩と砂岩製の礫１５点（１，２４３ｇ１点平均８２．９ｇ）

である。遺構に伴う土器は出土していない。また、覆土中から棒状鉄製品が２点（１個体）出土し、

取り上げ後保存処理及び分析を行った（Ⅴ章７節参照）。

時 期 住居の形状、柱穴の配置などからトビニタイ式期と考えられる。ＨＦ－１出土の炭１点につ

いて放射性炭素年代測定を行い、１４Ｃ年代は１１４０±２０yrBPで、暦年代範囲（２σ）では７７８calAD－７９０

calAD、８２７calAD－８４１calAD、８６４calAD－９８３calADという結果が出ており、概ね８世紀後葉～１０世紀

後葉の年代となる。 （広田）

ⅢＰ－２０（図Ⅳ－１５７、表Ⅲ－１０・Ⅳ－４、図版３７－６）

位 置 ｅ２０・２１区 平面形態 不整楕円形

規 模 １．８０×１．５６／１．５２×０．３０／０．２４ｍ

確認・調査 ⅢＨ－４の床面精査時に、南西隅付近で黒褐色土の楕円形のまとまりを確認した。まと

まりの中心を通るように長軸方向でトレンチ調査を行い、底面と壁の立ち上がりを確認したため遺構

と判断した。トレンチの南西側の覆土を掘り下げ、土層断面の撮影及び図化を行った後に東側の覆土

を掘り下げた。遺物は適宜取り上げた。当初はⅢＨ－４の付属遺構と考えていたが、覆土中から下田

ノ沢Ⅱ式土器が出土した点、形状等が周辺の続縄文時代の土坑と類似することから、ⅢＨ－４に重複

する土坑と判断した。本遺構はⅢＨ－４より古く、上部を壊されている。遺構の性格は不明である。

覆 土 ８層に分けた。黒色土、Ⅳ層とⅦ層が混ざった土層で、主に黒褐色を呈する。細かい土層が

多く人為的な堆積の可能性もあるが、不明である。

底面・壁 底面はⅦ層中に構築され、小さい凹凸がみられる。壁は底面から連続的に緩やかに湾曲し

ながら立ち上がる。

遺物出土状況 下田ノ沢Ⅱ式土器（Ⅵｂ）、スクレイパー、たたき石などが覆土から出土したが、遺構

に伴うものかは不明である。床面からは被熱した礫２点が出土している。

時 期 遺構の重複関係、覆土出土遺物から、続縄文時代下田ノ沢式期と考えられる。 （広田）

ⅢＨ－５（図Ⅳ－１４２～１４６、表Ⅲ－１０・Ⅳ－２、図版３８・３９）

位 置 （竪穴）ｄ１５～１７、ｅ１５・１６区 （掘り上げ土）ｄ１４～１８、ｅ１４～１８、ｆ１５～１７区
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平面形態 （竪穴）隅丸方形？ （掘り上げ土）不整円形？

規 模 （竪穴）（６．７３）×（３．０７）／（６．３１）×（２．９０）／（０．６４）ｍ

（掘り上げ土）（１３．９２）×（８．５６）／（０．４８）ｍ

確認・調査 調査開始前から方形の竪穴としてくぼみで確認できていた遺構である。くぼみは調査区

外にかけて広がり、今回の調査範囲は全体の約１／２である。最初に人力で表土を除去し、次に調査区壁

沿いとそれにほぼ直交し中心付近を通る位置にトレンチを設定し、掘り下げた。床面と壁の立ち上が

りが確認されたので、竪穴住居跡と判断した。次にベルトを１本設定し、覆土を掘り下げた。覆土か

ら床面にかけて全体的に礫が多く出土したため、出土状況の撮影、図化を行った。覆土下位から炭化

材が少量出土し、１点（Ｃ２３）について樹種同定を行ったが、小片で炭化灰状であり、広葉樹とのみ

同定された。遺物取り上げ後に床面を精査し、確認したピットの調査を行った。また、調査終了後に

周辺をⅦ層まで掘り下げたところ、壁際及び壁で小形のピット（ＨＰ－２７～３４）を確認したため、そ

れらについても調査を行った。

掘り上げ土 竪穴周辺の表土を除去した時、表土直下に黒褐色土の分布がみられたため、竪穴住居跡

構築時の掘り上げ土と判断した。竪穴部分北側が調査区外に広がるため、確認できたのは南側約半分

である。東側は掘り上げ土の色調が黒色～黒褐色で、Ⅲ層との区別が困難なため範囲が不明瞭である。

南側は現代の水道管等の撹乱で一部壊されている。土層は南側が厚く最大約５０㎝を測る。色調は黒色

～黒褐色で部分的に暗褐色もみられる。Ⅳ層、Ⅶ層が混ざるものが多い。掘り上げ土の下からは、縄

文時代の遺構であるⅢＨ－１３、ⅢＰ－２５、ⅤＨ－２や、続縄文時代のⅢＨ－１０が確認された。

覆 土 竪穴が埋まりきっていないため、中央付近がやや浅く、壁側は厚い堆積状況である。上位に

はⅠ・Ⅱ層が堆積し、その下位を１２層（１～１２）に分けた。堆積順序はまず床面中央付近にⅦ層主体

の暗褐色土（１２）が、そして壁際に黒色～黒褐色土（５～１１）が堆積する。次に竪穴内から外側にか

けて黒色土主体の層（１～４）がみられ、これらは竪穴外にも広がり、掘り上げ土を形成する。

床面・壁 床面は概ね平坦で、壁際がやや高くなる。ほぼⅦ層中に構築されるが、東側は一部Ⅵ層中

である。また、中央付近は黒褐色のやや汚れた土層が薄く堆積している。壁は比較的急角度だが、西

側は比較的緩やかである。

付属遺構 ピット３４か所（ＨＰ－１～３４）を確認した。全体的に小型で、径１５㎝程度（ＨＰ－２・１６・

１７）、径１２㎝程度（ＨＰ－３・５・１４・１５・１９・２１・３４）、径１０㎝以下（ＨＰ－１・４・８～１３・１８・

２０・２２～３３）に分かれる。深さは１５～３０㎝程度が多く、全体的に深い傾向がみられる。断面形状は下

端が細くなり、尖るものもある。配置は壁付近と、壁から約１ｍ内側があり、前者が多い。壁付近の

中には壁柱穴（ＨＰ－１８・２４～２６・２８～３２・３４）もみられ、内側に傾くものが主体である。これらの

多くは上部構造を支える柱穴と考えられる。

遺物出土状況 出土点数は約２，０００点で、その中では礫がほぼ半分を占める。礫は覆土中位～床面にか

けて出土し、床面直上では集石が３か所（ＨＳ－１～３）検出された。いずれも長径５～１０㎝程度の

礫が主体で、範囲内では濃密に分布しており、この遺構に伴うものと考えられる。ＨＳ－１は砂岩と

泥岩製の被熱礫各１点（１５３ｇ１点平均７６．５ｇ）、粗粒玄武岩、泥岩、砂岩製の礫１０９点（６，９９４ｇ １

点平均６４．２ｇ）が出土している。ＨＳ－２は砂岩、泥岩、粗粒玄武岩製の礫１４８点（１０，８６６ｇ１点平均

７３．４ｇ）の他に、砂岩製のたたき石２点、砂岩製のたたき石？１点、砂岩製の台石片？１７点、パミス

４点が出土している。ＨＳ－３は砂岩、泥岩、粗粒玄武岩、安山岩製の礫２０点（８，２１１ｇ１点平均４１０．６

ｇ）、続縄文時代下田ノ沢式土器１点が出土している。集石以外の礫は長径１０～３０㎝程度の大型の礫が

多く、分布は竪穴全体にみられる。また、床面からトビニタイ式中間型（Ⅷ群）が１個体出土してお

り、この遺構に伴う遺物と考えられる。
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時 期 床面出土の土器から、トビニタイ式期と判断される。覆土出土の炭化材２点（ＯＮ２－９，１０）

について放射性炭素年代測定を行ったところ、１４Ｃ年代が９４０±２０yrBPと１，０７０±２０で、暦年代範囲

（２σ）では１０２９calAD－１１５４calADと８９７calAD－９２５calAD、９４３calAD－１０１９calADという結果で、２

点の時期がややずれている。 （広田）

・擦文文化期後期

ⅢＨ－２（図Ⅳ－１４７～１５１、表Ⅲ－１１・Ⅳ－２、図版４０・４１）

位 置 （竪穴）ｂ２６・２７、ｃ２５～２７、ｄ２６・２７区

（掘り上げ土）ａ２５～２７、ｂ２５～２８、ｃ２５～２７、ｄ２６・２７区

平面形態 （竪穴）隅丸方形 （掘り上げ土）不整楕円形

規 模 （竪穴）５．９６×５．２４／５．４８×４．８１／０．８７ｍ （掘り上げ土）１３．００×（１１．３６）／０．２１ｍ

確認・調査 調査開始前から方形の竪穴としてくぼみで確認できていた遺構である。東側の一部が現

代の土地造成時の土手で部分的に埋められていた。最初に人力で表土を除去し、次に十字形のトレン

チを設定し掘り下げた。トレンチは方形のくぼみの中心付近を通り、辺にほぼ平行するようにした。

その結果、床面と壁の立ち上がりを確認し、竪穴住居跡と判断した。その後、トレンチに沿ってベル

トを設定し覆土を掘り下げた。遺物は、覆土出土は適宜取り上げ、床面付近から出土したものは出土

状況の図化等を行った後に取り上げた。また、覆土下位から床面にかけて炭化材が出土し、大型のも

の１０点（Ｃ１３～２２）について、樹種同定を行った。その結果クルミ属４点、サクラ属２点、トネリコ

属・ニレ属・ハンノキ属・エゴノキ属が各１点と同定された。出土状況や形状からは住居跡の建築材

と考えられ、多種類の材を使用していたとみられる。床面まで掘り下げた後、覆土の土層断面の撮影

及び図化を行い、ベルトを掘り下げた。また、南東側壁の中央付近からはカマド構築材と考えられる

灰白色の粘土や大型の礫を確認し、カマドの調査を行った。また、床面で焼土や柱穴などのピットを

確認したため、それらの調査も行った。

掘り上げ土 竪穴周辺の表土を除去した時、表土直下に黒褐色土の分布がみられたため、竪穴住居構

築時の掘り上げ土と判断した。東側端は現代の溝状撹乱で壊され、北側は調査区外へ広がっている。

また、西側はⅢＨ－３の掘り上げ土と重複しているが、新旧関係は不明である。厚さは最大約２０㎝だ

が、ごく薄く堆積がほとんどみられない部分もある。土層は、黒色土とⅣ層、Ⅶ層が混ざったもので、

色調は黒褐色～黒色が多い。

覆 土 竪穴が埋まりきっていないため、中央付近はごく浅く、壁側は厚い堆積状況である。上位に

はⅠ・Ⅱ層が堆積し、その下位を１３層（１～１３）に分けた。堆積順序は、まず壁際に黒色土とⅣ層、

Ⅶ層からなる土層（３～１３）が堆積し、その後黒褐色土層（１・２）が広がる。９は黒色土とⅣ層、

Ⅶ層が互層状に堆積し、１２はⅣ層、１３はⅦ層がブロック状に混ざっている。

床面・壁 床面はⅦ層中に構築され、概ね平坦だが、西側が少し低くなっている。壁は全体的に急角

度だが、北東、南西側は比較的緩やかである。

付属遺構 カマド１か所（カマド１）、焼土３か所（ＨＦ－１・２Ａ・２Ｂ）、ピット１０か所（ＨＰ－

１～１０）を確認した。カマド１は南東側壁のほぼ中央に構築されている。カマド１では粘土、焼土、

大型の礫が確認され、焼土の下からは浅いピット状の掘り込みがみられた。また壁上部から竪穴外に

かけて、上から掘り込まれた短い煙道が作られている。焼土の内１か所（ＨＦ－１）は床面ほぼ中央

に位置するため炉跡と考えられる。カマド焼土と炉跡焼土（ＨＦ－１）からは微細な骨片が出土して

いる。ＨＦ－２Ａ・Ｂは、柱穴と考えられるＨＰ－３が近接し、用途は不明である。ピットは主柱穴

の４か所（ＨＰ－１～４）と、壁際の補助的な柱穴（ＨＰ－６～１０）と、浅いピット（ＨＰ－５）の
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３種類に分かれる。主柱穴は径が１４～２０㎝程度で、深さは８～２２㎝である。壁際の柱穴は径が約１０㎝

とやや小型である。深さは１２～２７㎝で、断面形は下端が細くなり、尖るものもみられる。

遺物出土状況 全体的に少量で、その中では礫が多い。床面西側で集石を１か所（ＨＳ－１）確認し

た。砂岩製の礫１０点（１９８０ｇ１点平均１９８ｇ）からなる。分布は北西側の大きな集中１か所と、東、西

側の小さな集中２か所に分かれ、礫は長軸４～１０㎝のものが主体である。南側の床面直上から擦文土

器（Ⅶ群）が出土しており、集石と共にこの遺構に伴うものと考えられる。また、土器に近接して床

面から骨片が少量出土し、その内４点について分析した結果、１点はイヌ科（Canis lupus familiaris）

らしき焼けた基節骨と同定された。カマド１の焼土や炉跡焼土（ＨＦ－１）出土の微細骨片について

は、カマド１焼土はカレイ科腹椎１点、サケ科の歯１点、ニシン科腹椎６点等。炉跡焼土は哺乳綱２

点と同定された（Ⅴ章５節参照）。

時 期 住居の平面形やカマド等の付属遺構や、床面直上出土の擦文土器から、擦文文化期後期であ

る。床面直上出土の炭化材２点の放射性炭素年代測定を行い、１４Ｃ年代は９３０±２０と９００±２０yrBPで、暦

年代範囲（２σ）では１０３５calAD－１１６０calADと１０４２calAD－１１０５calAD、１１１７calAD－１２０６calADという

結果が出ており、おおむね１１世紀中葉～１２世紀の年代となる。 （広田）

ⅢＨ－３（図Ⅳ－１５２～１５６、表Ⅲ－１１・Ⅳ－２、図版４２、４３－１～７）

位 置 （竪穴）ｂ２２～２４、ｃ２２～２４区 （掘り上げ土）ｂ２４・２５、ｃ２１～２５、ｄ２２～２４区

平面形態 （竪穴）隅丸方形？ （掘り上げ土）不整形

規 模 （竪穴）（７．４４）×（４．２９）／（６．７４）×（３．４０）／（１．０１）ｍ

（掘り上げ土）（１４．５２）×（１０．３６）／（０．２４）ｍ

確認・調査 調査開始前から方形の竪穴としてくぼみで確認できていた遺構である。くぼみの大部分

が調査区外に広がり、調査範囲内には約４分の１程度が入っていた。くぼみ内は凹凸がみられ、近現

代に一部掘削された可能性がある。

最初に人力で表土を除去し、次にトレンチを調査区壁沿いと中心付近を通る２か所に設定し、掘り

下げた。その結果、床面と壁の立ち上がりを確認したため、竪穴住居跡と判断し調査した。土層観察

用のベルトを設定した後に、覆土を掘り下げ、床面を検出した。覆土出土の遺物は適宜取り上げ、床

面直上と床面から出土した遺物は出土状況の図化等を行った。また、覆土下位から床面にかけて炭化

材が少量出土したが、樹種同定は行っていない。

床面まで掘り下げた結果、南東側の壁の大部分と南西側の壁の一部を確認した。南東側の壁には灰

白色の粘土及び大型の礫のまとまりが２か所みられ、これらをカマドと判断し、個別に調査を行った。

他に床面で焼土及び柱穴などのピットを確認したため、それらの調査も行った。

掘り上げ土 竪穴周辺の表土を除去した時、表土直下に黒褐色土の分布がみられたため、竪穴住居跡

構築時の掘り上げ土と判断した。竪穴を取り巻くように分布しているが、南東側では不明瞭な部分が

ある。東側はⅢＨ－２、南西側はⅢＨ－４の掘り上げ土と重複している。各遺構との間にトレンチを

設定し土層断面を観察した結果、ⅢＨ－２との新旧関係は不明で、ⅢＨ－３の掘り上げ土はⅢＨ－４

の掘り上げ土の上位に堆積していたため、ⅢＨ－３はⅢＨ－４より新しいと判断した。土層は黒色～

黒褐色の色調が多く、Ⅲ層ないしⅤ層の黒色土とⅣ層、Ⅶ層が混ざっている。

覆 土 竪穴が埋まりきっていないため、中央付近は浅く、壁側は厚い堆積状況である。上位にはⅠ・

Ⅱ層が堆積し、その下位を８層（１～８）に分けた。９は南西側の掘り上げ土、１０はＨＰ－１１の覆土

である。堆積順序はまず、壁際に黒色土、Ⅳ層、Ⅶ層が混ざった土層（３～７）が、中央付近では暗

褐色土層（８）が堆積し、その後中央付近に広く暗褐～黒褐色の覆土が堆積する（１・２）。
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床面・壁 床面は概ね平坦だが、東側がやや高くなっている。また、緩やかな斜面に立地しているた

め、床面は東側がⅦ層中に、西側がⅣ～Ⅶ層にかけて構築されている。壁は全体的に急角度だが、南

～南西にかけてはやや緩やかである。

付属遺構 カマド２か所（カマド１・２）、焼土１か所（ＨＦ－１）、ピット１１基（ＨＰ－１～１１）を

確認した。カマド１・２は南東側壁に位置し、どちらも粘土、板状の礫で構築され、焼土もみられる。

南東側のカマド１の周辺からは骨片が少量出土している。また、カマド２では燃焼部の下に浅いピッ

ト状の掘り込みがみられる。煙道は共に傾斜し、壁から竪穴外側にかけて上からの掘り込みにより作

られるが、煙道の長さはカマド１が約５０㎝、カマド２が約１００㎝と長さが異なる。焼土（ＨＦ－１）は

床面西側で確認し、柱穴と考えられるピット（ＨＰ－４・７）が近接している。ピットは形状と配置

から、比較的大型の２基（ＨＰ－１・２）、主柱穴と推測される３基（ＨＰ－３・５・６）、補助的な

柱穴等と推測される小型６基（ＨＰ－４・７～１１）に分けられる。大型のＨＰ－１・２は平面が楕円

形で浅い形状である。用途不明だが、２か所のカマドの間に位置するため、カマドに関連する可能性

がある。ＨＰ－３・５・６は径が３０㎝前後で深さは１１～３６㎝と幅がある。ＨＰ－４・７～１１は径が１０

㎝前後で、深さは５～２６㎝と幅があり、断面形は下端が細くなるものが多い。

遺物出土状況 全体的に少量で、その中ではカマドやその周辺から出土した礫が多い。また、カマド

２の北西側の床面直上から擦文土器（Ⅶ群）１個体がややまとまって出土しており、この遺構に伴う

ものと考えられる。カマドから出土した骨片について同定を行った結果、カマド１焼土からシカ？の

中手骨あるいは中足骨？（試料番号３８ａ）、カマド２からヒグマ？の中手骨あるいは中足骨（試料番号

５４）が出土した。ほかカマド１・２ともニシン科とカレイ科の椎骨等が出土している（Ⅴ章５節参照）。

時 期 住居の平面形やカマド等の付属遺構、床面直上出土の擦文土器から、擦文文化期後期である。

カマド上面と床面直上から出土した炭化材各１点の放射性炭素年代測定を行い、１４Ｃ年代は９３０±２０と

９６０±２０yrBPで、暦年代範囲（２σ）では１０３５calAD－１１５８calADと１０２０calAD－１０５６calAD、１０７６calAD

－１１５４calADという結果が出ており、おおむね１１世紀中葉～１２世紀中葉の年代となる。 （広田）

ⅢＳ－７（図Ⅳ－１５７、表Ⅲ－１１・Ⅳ－５、図版４３－８）

位 置 ｃ１９・２０、ｄ１９・２０区 平面形態 不整楕円形

規 模 １．２３×０．９０ｍ

確認・調査 Ⅲ層上位を掘り下げ中に検出した。南西側にⅢＨ－４が位置する。

遺物出土状況 被熱礫３７点（７，８５０ｇ１点平均２１２．１ｇ）、礫２０３点（３１，４９４ｇ１点平均１５５．１ｇ）、たた

き石３点、フレイク１点、縄文時代北筒Ⅲ式土器が２点である。

時 期 検出層位から擦文文化期後期の可能性がある。 （広田）

（３）遺構出土の遺物
・土器

ⅢＨ－４（図Ⅳ－１５８・１５９、表Ⅳ－１２・１４・１５、図版６８・６９）

土器は２７２点出土したが、１４９点が続縄文時代の下田ノ沢式期、２３点が後北Ａ式、４４点が後北Ｃ２－Ｄ

式、その他５６点。各時期の土器片が混在しており、明らかにこの住居にともなうと判断できるものは

ない。埋め戻し等により混入したものであろう。

１はトビニタイ中間型（Ⅱ型式）の大きく開いた口縁部片。口縁部を巡る細い擬縄貼付文の単位文

様数は３列。その下部に平行する貼付文に２本の波状の貼付文が挟まれた文様が横環、さらにその下

部に大ぶりな波状の貼付が巡っている。２も口縁部が大きく開く器形。無文地に沈線で文様を描いて

根室市 温根沼２遺跡
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図Ⅳ－１５８ Ⅲ層遺構出土の土器（２２）
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図Ⅳ－１５９ Ⅲ層遺構出土の土器（２３）

根室市 温根沼２遺跡
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いる。口縁は２本単位で横環する沈線間に縦位の沈線が施文され、胴部は４本単位の沈線が横環し、

その間を斜位の沈線が交差する。擦文土器とした。３・４は同一個体とみられる小型の鉢。鋸歯状の

連続沈線が横位に巡る。４はⅢＨ－３の覆土上から出土した。口縁部無文地と内面はミガキ調整が施

されている。

５は後北Ａ式。口縁部を隆起線が４条横環し、ところどころで斜位の隆起線による小区画が垂下す

る。頸部は半円状の刺突列を横位に５条巡らせその間を３本単位の帯縄文が巡る。胴部は縦位の帯縄

文。胎土中にチャート質の透明な砂粒を多く含む。６・７は後北Ｃ２－Ｄ式の同一個体口縁部片。口縁

部を平行隆起線が２条横環、胴部は微隆起線、帯縄文、先端が三角形の工具による連続刺突文で円形

文や弧線文を構成している。口唇上、隆起線上には刻みが施されている。

８は下田ノ沢Ⅱ式。容量は１．８Ｌ。大小２種２対の突起を有する。大きい方の突起は台形状に突き出

て肥厚し、穿孔されている。肥厚した突起の上面観は丸みを帯びた三角形。突起部以外の口唇断面は

切り出し状である。９・１０は同一個体とみられる。胴部上半が膨らみ、口縁部が内傾する器形。器壁

は肉厚。肥厚して指状に突き出した３本の突起を有する。口唇断面は丸みを帯びた内削ぎの切り出し

状。内面はヘラ状工具により横方向に粗く削られている。砂をやや多めに含んだ胎土で、全体ザラザ

ラする。撚りの細かい原体を斜位回転施文しており、地文は全体横走するが、底部（１０）付近は縦走

している。また、底面にも施文されている。『興津遺跡Ⅲ』（釧路市埋蔵文化財調査センター１９７９）の

突瘤が施された資料に同様の突起がみられる。地文や肉厚な器壁は下田ノ沢Ⅱ式の特徴を示すが、下

田ノ沢Ⅰ式の可能性も排除できない。

１１は丸底の土器。上半部を欠くが、割れ口の直下に細い縄線がわずかに観察される。縄文時代晩期

（Ⅴ群）、幣舞式に近い資料かと思われる。

ⅢＨ－５（図Ⅳ－１６０～１６２、表Ⅳ－１２・１５、図版７０～７２）

土器は６４７点出土したが、うち４７４点がⅧ群としたトビニタイ式中間型（Ⅱ型式）。４７４点中３６４点が床

面から出土した。

１はトビニタイ式中間型（Ⅱ型式）の深鉢。底部から直線的に開き、胴部は垂直、口縁で屈曲して

大きく開く器形。底部を欠くが、底面部に蓋をして計量した最大容量は１３．４Ｌである。口縁部を巡る

細い擬縄貼付文の単位文様数は３列。胴部上半を複数の平行する貼付文と波状の貼付文からなる文様

が３段帯状に横環する。文様帯は上下の方形区画文と中央の菱文が連続して巡る。２は２本組の平行

隆起線文の間に波状文で充填した方形区画文が上下で交互に連続する。２本の平行する貼付文の上に

は細い刻線が連続的に直交して施文されている。３・４も同様のモチーフのものとみられる。２本単

位の平行貼付文が横環し、その上に連続的な刻みが加えられている。いずれともトビニタイ中間型（Ⅱ

型式）。

５は擦文土器の高坏の高台部の破片。

６～１１は下田ノ沢式。６・７と８・９は同一個体。６・７は宇津内Ⅱａ式の影響が窺われる資料。

口縁直下を縄線文が１条横環し、平行して細い隆起線も横環する。隆起線が縦の四角い区画を呈する

部位がある。隆起線上には縄が刻み状に押捺されている。口縁には細い縄線が７条横環し、その下に

は縄の押捺が２段巡る。地文は撚糸文。施文の順番は、まず縄線を横環させ、その下に２段の縄圧痕、

それらの上に撚糸文を縦方向に施文、隆起線を施して、その上に縄の押捺を加えている。７では隆起

線が２本斜位に付された部位もある。胴が膨らみ口縁に向け内傾する器形。口唇断面は丸みを帯びる。

胎土中に多量の雲母を混和しており、光にかざすとこまかく反射する。８・９は縦につまみ出したよ

うな突起がある。突起は横方向に穿孔されている。口縁部の無文地に刺突列と縄線が横環し、その下
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図Ⅳ－１６０ Ⅲ層遺構出土の土器（２４）
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図Ⅳ－１６１ Ⅲ層遺構出土の土器（２５）
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図Ⅳ－１６２ Ⅲ層遺構出土の土器（２６）
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を３～４本の縄線が波状に巡る。１０は突起片。肥厚した突起上部は三角形を呈し、縦位に刺突が２つ

加えられている。突起中央に貫通孔が穿たれ、そこを中心に縦横に刺突列、２本単位で矢羽状をなす

撚糸文が左右と斜めに施文されている。この撚糸文は内面では横方向に施文されている。１１はゆるや

かに波状をなす口縁。斜位に爪形状の刺突列が加えられている部位がある。口唇断面は先端が丸みを

帯びる切り出し状。
すりばち

１２は北筒Ⅱ式（トコロ６類）。口縁部肥厚帯は断面三角形を呈する。円形刺突文はごく浅く擂鉢状を

呈する。やややわらかい植物の茎を工具として、押し当てつつ旋回させて施文したとみられる。内外

面とも指頭圧痕の凹凸が顕著。１３は北筒Ⅱ式（トコロ５類）。円形刺突文は壁の厚い中空の工具。壁部

分の繊維痕が粗い。２種の原体による羽状縄文を地文とする。１４は北筒Ⅲ式の新段階（羅臼式）。地文

はＲＬＲ原体による斜行縄文。ヘラ状の施文具による無文部が横環する。口縁部内面は無文。（影浦）

・石器等

ⅢＨ－４（図Ⅳ－１６３～１６６、表Ⅳ－１８・１９、図版８２～８４）

礫類（５６２点）を除き、石器等は１４０点が出土した。フレイク・チップが６６点。石器は７４点である。

たたき石３３点、砥石１４点、台石・石皿９点（いずれも破片含む）など礫石器が大半を占めている。床

面直上としてたたき石５点、台石・石皿２点が出土しているが、床面出土のものはない。

１～７はたたき石。１・２・４は素材の長軸の下端を使用しているもの。７も下端に微弱な敲打痕

がある。３～５・７はすり石の用途も兼ねている。１・３は粗粒玄武岩製、２・７は泥岩製、４・６

は砂岩製、５は珪化岩？製。８・９は亜鉛礫を素材としたすり石。９は上下の両端に平らにすりへっ

た使用面がある。８は泥岩製。９は砂岩製。１０～１３は台石。１０は角柱状の礫を素材としたたたき石の

可能性もあるが、持ちづらい。据え置き足ではさんで固定しての使用を想定し台石とした。１１・１２は

床面直上で出土。１４は砥石の可能性も否定できないが、砂岩製ながら目が細かく硬い質感であり台石・

石皿とした。 （影浦）

１５は覆土出土の棒状鉄製品である。２点が接合したもので、長さ５．４㎝、幅０．５㎝、厚さ０．５㎝で、重

さは５．６ｇである。上部を欠失し、断面形は角形である。 （広田）

１６は付属土坑ＨＰ－１から出土した台石。１７～２５は付属の集石ＨＳ－１のたたき石（１７～２４）とす

り石（２５）。いずれも掌に収まるサイズの礫を素材とする。たたき石は全体的に使用されているが、長

軸の端部を集中的に使用したもの（１７～２２・２４）が多い。素材の大きさや使用痕のあり方などＨＳ－

１のたたき石の特徴は、後述のⅢＨ－５ＨＳ－２で検出したたたき石（図Ⅳ－１７０－１９～２１）とほぼ同

内容である。

２５はすり石。１７・２１・２４は粗粒玄武岩製、ほかは砂岩製。 （影浦）

ⅢＨ－５（図Ⅳ－１６６～１７０、表Ⅳ－１９、図版８４・８５）

礫類（１，０９６点）を除き、石器等は２７６点が出土した。フレイク・チップが１９８点、石器７８点。

たたき石３４点、台石・石皿２６点（いずれも破片含む）など礫石器が大半を占めている。

１は三角形弱凹基の石鏃。２は菱形あるいは木葉形の石槍またはナイフ。３は両面全面加工の棒状

石錐。４は片面全面加工の石錐で被熱している。強度を増すために意図的に被熱した可能性がある（向

井２００３）。５はスクレイパー。側辺の剥離が縦ではなく斜めに入ったものでスクレイパーとしたが、

彫器の可能性もある。掲載の剥片石器はすべて黒曜石製。いずれもⅢＨ－５の時期に帰属するもので

はない。１は下田ノ沢式、２は北筒式、５は縄文時代早期の可能性が考えられる。

６～１１はたたき石。６・７は長軸の両端を主に使用している。９は下端に両面から打ち欠きを加え
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図Ⅳ－１６３ Ⅲ層遺構出土の石器（１７）
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図Ⅳ－１６４ Ⅲ層遺構出土の石器（１８）
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図Ⅳ－１６５ Ⅲ層遺構出土の石器（１９）・鉄製品
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図Ⅳ－１６６ Ⅲ層遺構出土の石器（２０）

Ⅳ章 遺構と遺物

２８３



図Ⅳ－１６７ Ⅲ層遺構出土の石器（２１）
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図Ⅳ－１６８ Ⅲ層遺構出土の石器（２２）
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図Ⅳ－１６９ Ⅲ層遺構出土の石器（２３）
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て鋭い縁辺を作出し、使用している。上端の割れ口も敲打で潰れているが、整形時のものか使用によ

るものかは判別できない。１０は小型の円礫を素材とし、周縁をたたいている。１１は両面と下面にたた

き痕、両側縁にすり面があるもの。たたき石としたが、たたきは整形上のもので、すり石としての用

途が主である可能性も考えられる。１２はすり石。下面をすり面とし、すり痕が周囲に及ばないことか

ら、石鋸ではないと判断した。砥石片を転用している。６は粗粒玄武岩製、７は花崗岩製、ほかは砂

岩製。１３・１４は砥石。１３は板状。砂岩製。１４は角柱状で、溝状の使用痕も複数ある。ノッカマップ層

で産するアルコース砂岩製。１５は床面直上で出土した台石片。砂岩製。１６は床面で出土した石皿片。

被熱している。凝灰岩製。１７・１８は台石・石皿。１７はすり使用による浅いへこみが正面に２か所ある。

裏面は敲打によるくぼみが全体にみられる。いずれとも砂岩製。

１９～２１は付属の集石遺構ＨＳ－２に含まれていたたたき石。いずれとも掌に収まるサイズの砂岩を

素材として選択している。大きさ、使用痕等、特徴がⅢＨ－４の集石遺構ＨＳ－１に含まれていたた

たき石（図Ⅳ－１６６－１７～２４）と共通している点が注目される。 （影浦）

・土器

ⅢＨ－２（図Ⅳ－１７１、表Ⅳ－１９、図版７３）

土器は３３点出土した。うち１８点が床面直上から出土したⅦ群、擦文土器（１）である。すべて接合

したが、口縁部から胴部にとどまり、個体復元には至らなかった。１は口縁が外反し、胴部上半が垂

直に下がったのち底部に向けてすぼまる器形。外反する口縁部はうすく肥厚し、斜位の刻み列が交互

に向きを変えて３段横環する。胴部上半は多重沈線による鋸歯文。右上から左下への沈線を先に施し

図Ⅳ－１７０ Ⅲ層遺構出土の石器（２４）
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図Ⅳ－１７１ Ⅲ層遺構出土の土器（２７）
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図Ⅳ－１７２ Ⅲ層遺構出土の土器（２８）・石器（２５）
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図Ⅳ－１７３ Ⅲ層遺構出土の石器（２６）
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図Ⅳ－１７４ Ⅲ層遺構出土の石器（２７）
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たのち、左上から右下への複数単位の沈線を、間隔をあけながら施文している。本数は４本から７本

があり、一定しない。内面は黒色処理がなされて鈍い光沢がある。

ⅢＨ－３（図Ⅳ－１７１・１７２、表Ⅳ－１２・１５、図版７３・７４）

土器は１４４点が出土した。うち１２８点が擦文土器で、１２８点中９８点が床面直上から出土した。１～４は

Ⅶ群、擦文土器。１は床面直上で出土した。うすく肥厚した口縁が外反し、垂直に下がった後、胴下

半から底部にかけてすぼまる器形。口径は復元で２８㎝を測るが、底径は７㎝ほどで、４：１の比率で

ある。容量は８．５Ｌ。矢羽状の２段の刻みが口縁部を横環し、胴部上半は集合沈線を縦と斜めを交互に

施文させて、直角三角形を連続させたようなモチーフが巡る。２～４は同一個体片。口縁部の薄い肥

厚帯を刺突列が３段巡り刺突列の間をごく浅い沈線が横環する。５は下田ノ沢式。ゆるやかな波状口

縁で波頂部から刺突列が１条垂下する。

・石器

ⅢＨ－２（図Ⅳ－１７２・１７３、表Ⅳ－１９、図版８６）

礫類（１１４点）を除き、石器等は１９点出土。台石・石皿７点（破片含む）、たたき石６点、すり石３

点、砥石１点と礫石器が大半を占める。１～３はすり石。３点ともほぼ同じ大きさの扁平な亜円礫を

素材としている。１は泥岩、２は花崗岩、３は砂岩。４は砥石。使用面は平坦だが、よく使いこまれ

て非常に平滑である。砂岩製。５は台石。カマド１から割れた状態で出土した２点が接合した。砂岩

製。

ⅢＨ－３（図Ⅳ－１７３、表Ⅳ－１９、図版８６）

礫類（２３６点）を除き、石器等は４０点出土。フレイク・チップ２７点を除くと１３点である。１は有柄の

石鏃。２は石錐。周縁加工で紡錘形を呈し、上下両端を使用している。いずれも住居の時期に帰属す

るものではない。可能性として、石鏃は北筒式、石錐は下田ノ沢式期のものではないかと思われる。

いずれも黒曜石製。３・４はたたき石。３は角柱状の礫を素材としたもので、特に下端を使用してい

る。平滑な面を持ち、すり石としても兼用した可能性がある。４もすり石を兼ねている。いずれも砂

岩製。５～７はすり石。拳大の礫を素材とし、全体的に使用している。５は被熱している。ⅢＨ－２

で出土したすり石と同様の用途に用いられたものである可能性が窺われる（出土点数も双方３点であ

る）。５は泥岩、他は砂岩製。８は砥石。側縁に観察される使用面から、もともと大きかった砥石が割

れた可能性がある。砂岩製。 （影浦）
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８ Ⅲ～Ⅰ層出土の遺物

（１）概要
Ⅲ層（以上）からは縄文時代前期以降の遺物が出土した。主に、縄文時代中期後半から後期前半（Ⅲ

群ｂ類～Ⅳ群ａ類）の北筒式、続縄文時代の下田ノ沢式と後北Ｃ２－Ｄ式、トビニタイ式、擦文土器で

ある。温根沼２遺跡出土の遺物点数は、総じて遺構出土遺物より包含層出土遺物の方が少ない。

（２）土器（図Ⅳ－１７５～１７８、表Ⅲ－３～８・Ⅳ－１２・２０・２１、図版８７～８９）
土器は、Ⅲ層から２，３６７点、Ⅱ層から１，１１８点、Ⅰ層・撹乱から３４６点、計３，８３１点が出土した。時期

別の内訳は、縄文時代前期押型文４０点、縄文時代北筒式１，３１５点（Ⅲ群ｂ類２１４点、Ⅲ群ｂ類～Ⅳ群ａ

類４４８点、Ⅳ群ａ類６５３点）、続縄文時代の下田ノ沢式２，０６１点、後北Ｃ２－Ｄ式９４点、トビニタイ式４９点、

擦文土器２４１点、その他３１点である。続縄文時代の下田ノ沢式が５３．８％でもっとも多く、北筒式が３４．３％

とそれに次ぎ、これらで約９割を占めている。

１はⅠ群ｂ類、東釧路Ⅱ式の小片。２・３はⅢ群ｂ類、北筒Ⅱ式（トコロ６類）。いずれとも口縁部

が肥厚せず、口唇直下に円形刺突文を巡らせている。４～８は北筒Ⅴ式。７・８は同一個体片。

９はⅣ群ｃ類、堂林式の口縁部。口唇断面は切り出し状を呈する。細かい波状口縁。

１０～１８はⅥ群ｂ類、下田ノ沢式。１０・１１は刺突を充填した細い隆起線が施文されているもの。１０は

波頂部から隆起線が垂下する。波頂部と、垂下する隆起線の下端にやや径がある刺突が加えられてい

る。１０は口唇直下にも口唇沿いに刺突が施文されている。１２～１４は口縁部を縄線文が巡るもの。１２は

非常に細い撚り。２本単位で斜めの縄線も交叉して施文されている。１４は山形の突起に、縦につまみ

出したような肥厚部があり、横方向に穿孔されている。１０・１１はⅢＰ－１２－１（図Ⅳ－９８）、１２はⅢＰ

－１１－１（図Ⅳ－９８）に類似する資料と考えられる。下田ノ沢Ⅰ式。１３・１４は、ⅢＨ－５の掘り上げ

土から出土した８・９（図Ⅳ－１６２）に近い資料と考えられる。１４～１６は突起を有する。１４は横に孔が

穿たれ吊耳状。１５・１６は突起部が肥厚し、貫通孔が穿たれている。１５・１６は刺突文、１７は爪形文が施

されている。１６の刺突は３本組。１４・１５、１７は胴が膨らむ。１８は底部片。粘土の継ぎ目で割れており、

擬口縁になっている。１４はⅢＨ－１０－２（図Ⅳ－９３）、１５はⅢＨ－６－３（図Ⅳ－９１）に近い資料とみ

られる。１６はⅢＨ－１－５～７（図Ⅳ－８９）と近い位置で出土したもので同一個体の可能性も考えら

れたが、刺突文のスパンが短いため、別個体と判断した。１７はⅢＨ－１２－３（図Ⅳ－９６）、ⅢＰ－１６－

１（図Ⅳ－９８）に近い資料。１３～１７は下田ノ沢Ⅱ式。

１９は後北Ｃ２－Ｄ式。口縁部を平行隆起線が２条横環し、口唇上と隆起線上に刻みが加えられている。

２０～２３はⅦ群、擦文土器。２０・２１は不整な鋸歯状沈線を施したもの。２２・２３は復元個体。いずれも

底径が小さく、口径が大きく開く器形。２２はわずかに肥厚した口縁部外面を刻み列が２段巡る。刺突

列の上下は、ごく浅い沈線が縁取るように横環している。胴部上半には６本単位の集合沈線による鋸

歯状のモチーフが巡り、その下部を４本単位の沈線が横環する。口縁部と底の径比は３．４６：１。容量

は１．０５Ｌ。２３は口縁部が無文。頸部が溝状をなす。右上から左下への斜行沈線が充填的に施されたの

ち、左上から右下方向への３本単位の斜行沈線が間隔を開けて施文されている。口縁部と底の径比は

３．６１：１。容量は２．５５Ｌ。

（３）石器等（図Ⅳ－１７９～１８８、表Ⅲ－３～８・Ⅳ－２３・２４、図版９０～９３）
石器等は、Ⅲ層から１，８１８点、Ⅱ層から７８５点、Ⅰ層・撹乱から３４４点、計２，９４７点が出土した。フレ

イク・チップ２，０８７点と石核３９点をを除くと、石器は８２１点である。器種別の内訳は、たたき石２３６点、
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図Ⅳ－１７５ Ⅲ層包含層出土の土器（１）
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図Ⅳ－１７６ Ⅲ層包含層出土の土器（２）
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図Ⅳ－１７７ Ⅲ層包含層出土の土器（３）
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図Ⅳ－１７８ Ⅲ層包含層出土の土器（４）
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スクレイパー１７０点、砥石１４５点、石鏃５６点、石槍またはナイフ５１点等が多い。このほかⅠ～Ⅲ層から

は１４，２４５点の礫とメノウ等の原石７点、珪化木１点、パミス２５点が出土している。礫１４，２４５点中３０９１

点（２１．７％）は被熱礫である。

Ⅰ～Ⅲ層で出土した土器片の５４％が続縄文時代の下田ノ沢式、３４％が縄文時代中期末から後期前半

の北筒式であり、大きくはこの２時期でⅠ～Ⅲ層出土土器の９割弱を占めていたことからすると、出

土石器の帰属時期も大きくはこれらの時期である可能性が高いと考えられる。残り１割の土器がトビ

ニタイ式や後半期の擦文土器であることを考えると、剥片石器と石斧に関しては、ほとんどが北筒式

か下田ノ沢式のものと考えて大過ないであろう。ちなみに摩周テフラの降下層（Ⅳ層）を挟んで、下

のⅤ層は縄文時代早期後半の東釧路式期の遺構・遺物が検出されているが、Ⅰ～Ⅲ層で出土した土器

片３，８３１点中、Ⅰ群ｂ類は２４点（０．６％）である。縄文時代早期後半の石器もⅠ～Ⅲ層に混在する可能

性はほとんどないと判断される。

以下、石器の点数はⅠ～Ⅲ層（包含層）の出土点数である。

石鏃（１～２９）は５６点が出土した。形態的な内訳は三角形平基７点、三角形弱凹基９点、正菱８点、

偏菱１点、有茎凸基（かえしが不明瞭なもの）１３点、五角形３点、木葉形２点、その他２点、破片１１

点。破片率は全体の約２割である。１～６は菱形。３は偏菱で、他は正菱。７は木葉形。８は木葉形

ないし菱形。９～１５は有茎。かえしが不明瞭なものが多い。１６～２６は三角形。平基と弱凹基からなり、

大きくえぐれた凹基は出土していない。２７～２９は五角形。２７は基部が弱凹基。２８は欠損した菱形石鏃

を再加工したとみられる。すべて黒曜石製。

菱形および有形凸基の石鏃については北筒式期、続縄文時代双方の可能性がある。しかし、１５のよ

うに短い基部のものは北筒式にともなうと考えられる。三角形の石鏃（１６～２６）は続縄文時代の可能

性が高いと考えられるが、剥片の素材面を大きく残した周縁加工による１６は、北筒式期の可能性がある。

石槍またはナイフ（３０～４４）は５１点が出土した。形態的な内訳は菱形８点、有茎凸基（かえしが不

明瞭なもの）９点、木葉形５点、破片２９点。破片率は５７％で石鏃の３倍弱である。形態的には３種に

分けたが、菱形と有茎凸基は、どちらにも分けられるような中間タイプが多い。菱形と有茎凸基につ

いて掲載では無理に分別しないで大小で並べている。３０～３９は菱形あるいは有茎凸基。３０・３１は最大

幅が長軸の中心にないもの。いわゆる偏菱。３２・３４は尖頭部の側縁がやや外側に丸く膨らみ小さいか

えしがある。３７も同様のタイプかもしれない。３５・３６は正菱。４０～４３は木葉形。４０は小型。両面調整

石器とすべきものかもしれないが、４１と同タイプのものととらえて石槍またはナイフとした。４１は大

型。先端は折れている。４２は粗い剥離で整形した砂岩製のもの。黒曜石の製品を模したものかもしれ

ない。４３は下端を欠損する。４４は破片。おそらく木葉形と考えられる。

粗い剥離の偏菱（３０・３１）、尖頭部の側縁がやや外側に丸く膨らみ、小さいかえしがあるもの（３２・

３４）、かえしの部分が中位にあり横に張り出るもの（３８・３９）、木葉形（４０～４３）は北筒式期の所産と

みられる。

石錐（４５～５１）は１２点出土した。縦長の剥片を素材としたもの３点。石鏃を転用したもの２点、厚

手の剥片を素材としたもの２点（両面全面加工１点と片面全面加工１点からなる）、うすい剥片の一端

に機能部を作出したもの２点、破片３点。破片のうち１点は石鏃転用、１点は石槍またはナイフ転用

の石錐である。４５は薄い縦長の剥片を素材とし、縁辺を加工したもの。４６は肉厚な剥片を素材とし、

両面全面加工を施したもの。縁辺は摩耗で丸くなっている。排土からの採集品だが、他に類品がない

ため掲載した。４７・４８は石鏃を転用したもの。上下両端を使用している。４９は断面が半円形。裏面は

横剥ぎの主剥離面で平坦。５０・５１は剥片の一端に錐部を作出したもの。４９が頁岩製、ほかは黒曜石製。

つまみ付きナイフ（５２～５８）は９点出土した。５２～５７は片面周縁加工。５８は両面全面加工。５５は刃
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図Ⅳ－１７９ Ⅲ層包含層出土の石器（１）
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図Ⅳ－１８０ Ⅲ層包含層出土の石器（２）
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図Ⅳ－１８１ Ⅲ層包含層出土の石器（３）
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図Ⅳ－１８２ Ⅲ層包含層出土の石器（４）
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図Ⅳ－１８３ Ⅲ層包含層出土の石器（５）
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図Ⅳ－１８４ Ⅲ層包含層出土の石器（６）
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図Ⅳ－１８５ Ⅲ層包含層出土の石器（７）
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図Ⅳ－１８６ Ⅲ層包含層出土の石器（８）
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図Ⅳ－１８７ Ⅲ層包含層出土の石器（９）
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図Ⅳ－１８８ Ⅲ層包含層出土の石器（１０）
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部が内湾する。５７のみ頁岩で、ほかは黒曜石製。つまみ付きナイフは、すべて北筒式に伴うものと判

断される。

スクレイパー（５９～１２５）は１７０点出土した。大きくは縦長剥片を素材とし両側縁に刃部を作出した

もの（５９～１１１）、小さな剥片を素材とし周縁に刃部を作出した円形のもの（１１２～１２５）に分かれる。

これに刃部が内湾するもの（７６・８５・８７・８８・１１１）や、刃部が急角度のもの（７１・７９・１１１・１１４～１２３）

の要素が加わるものもある。円形のものは刃部が全周するものとしないものがあり、形状が四角のも

のなどもある。いずれのタイプも北筒式にも続縄文時代にもともなう可能性があるが、刃部が内湾す

るものは北筒式期の可能性が高いと思われる。円形のスクレイパーは、遺構にともなった内容からす

ると多くが続縄文時代（下田ノ沢式）にともなうものであろう。７３が頁岩製、ほかはすべて黒曜石製。

楔形石器（１２６）は７点出土した。１２６は四角い。上下左右とも縁辺が潰れており、向きを変えて使っ

たと考えられる。黒曜石製。

Ｕ・Ｒフレイクとしたものは３７点を数える。図示はしていない。

石核（１２７）は３９点出土した。２点が頁岩、１点がチャート、ほかはすべて黒曜石であった。

石斧（１２８～１３２）は３１点出土した。緑色泥岩製が１１点、泥岩製１０点、片岩製５点、砂岩製３点、珪

化岩製１点、粘板岩製１点である。中小型の石斧が多く、大きいものでも１３１・１３２クラスのサイズで

ある。１３２に関しては大型石斧の刃部片の割れ口を研磨した可能性がある。１２８・１２９は小型。いずれと

も片岩製。１３０は粘板岩製。摂理に沿って割れた剥片に研磨整形を加えて刃部を作出している。１３１は

泥岩製。一部被熱している。１３２は緑色泥岩製。

石のみは（１３３～１３５）は６点出土した。いずれとも小型で薄い短冊形。全体に研磨整形されている。

１３３と１３５は基部を欠損している。いずれとも泥岩製。

たたき石（１３６～１４０）は２３６点出土した。大半が扁平礫を素材として、面、側縁、端部をたたいたも

のである。両面から打ち欠いて鋭い稜線を作出し、そこを使用しているもの（１３９・１４０）が２０点ある。

他、すり石用途を兼ねているもの（１３７）が５点、砥石片を転用あるいは砥石を兼ねているものが２点、

長軸の両端を使用したもの（１３８）が１点ある。また、使用痕が微弱で判然としないものが８８点（非掲

載・台帳上では？を付した）、破片・小片が１１点ある。石材は、砂岩が１２９点（５４．７％）、粗粒玄武岩が

３５点（１４．８％）、泥岩３４点（１４．４％）の上位３種で８４％を占めている。この３種は遺跡周辺、根室半島

で普通に採取できる岩石である。一方、安山岩１０点（４．２％）、花崗岩８点（３．４％）等は多くない。

すり石（１４１）は１６点を数えた。たたき石の中にすり石用途も兼ねたものもある。扁平礫を素材とし、

面・側縁を使用したものが大半である。使用痕が微弱で判然としないものが９点（非掲載・台帳上で

は？を付した）。石材は砂岩７点、粗粒玄武岩３点、凝灰岩３点、泥岩、安山岩、花崗岩各１点である。

石鋸（１４２）は３点出土した。いずれも薄い砂岩を素材としたもので、３点中では６３ｇ（非掲載）が

最大である。１４２は砥石片を転用したもの。５３ｇ。

砥石（１４４・１４５）は１４５点出土した。破片１０３点。使用痕が判然としないもの１６点を含む（非掲載・

台帳上では？を付した）。破片を除く４２点では板状が３４点、角柱状２点、亜円礫等６点。有溝は５点

（板状１、角柱状２、亜円礫等２）を数える。１４４点中１３６点が砂岩製。他は泥岩４点、凝灰岩３点、

スコリア２点。１４３は扁平な亜円礫を用いた有溝砥石。１４４は４面使用の角柱状砥石。１４５は４面使用の

板状。１４４に関してはノッカマップ層に産するアルコース砂岩製である。

台石・石皿（１４６・１４７）は２３点出土した。使用痕が微弱で判然としないもの１４点を含み（非掲載・

台帳上では？を付した）、１７点が破片である。点数的に少なく、一例を除き３㎏に満たない小型のもの

が多い（たたき石の可能性もある）。石材は１７点が砂岩。粗粒玄武岩と泥岩が各２点。凝灰質砂岩と安

山岩？が各１点。１４６は最大のもので６．７㎏ある。１４６は安山岩？製、１４７は砂岩製である。 （影浦）
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９ 近代の遺構と遺物

（１）炭窯関連遺構群（図Ⅳ－１８９～１９６、表Ⅳ－６、図版４４～４６）
調査区南西部の斜面下で、表土除去の際に広範囲のくぼみを確認していた。上面精査・南北トレン

チ調査を行い、順次掘り下げ、炭窯とその関連遺構群を検出した。並列する炭窯２基と隣接する建物

跡１棟、炭窯上方の大型楕円形土坑８基、下方の土坑４基、柱穴（杭穴）１９基、さらに西側に離れた

位置の大型土坑２基で構成される。全体規模は約１８×１０ｍ、標高約５～８．５ｍである。

炭窯の形状や構造は、「北海道窯」（三浦１９３３）とされる卵形の黒炭窯に近似するものの、規模はや

や小型である。道内の調査事例では、明治～大正期は角形（角窯）、昭和になると卵形や楕円形など丸

みのある形状が多くなる傾向にあり、当遺跡の炭窯時期は近代～現代、特に昭和初期～２０年代の可能

性が高いと推察される。 （阿部）

炭窯１ （図Ⅳ－１８９～１９２、表Ⅲ－１１・Ⅳ－６、図版４４－４～６）

位 置 ｊ７・ｊ８区 平面形態 Ω形（卵形）

規 模 ３．５０×３．０４／３．５０×２．６４／１．１０ｍ

確認・調査 上面精査の際に、不均質な色調の土壌と炭化木片を検出した。南北トレンチ調査では、

赤色や黄色の土壌が厚く堆積し炭化材が多出する状況を確認していた。覆土を掘り下げ、平坦面と壁

の立ち上がりを検出し、炭窯とした。平面形は、北側が隅丸方形状、南側が楕円状で焚口が張り出す。

底面精査の後、付属遺構や周囲の調査を行った。

覆 土 上面付近の１層は一部焼土を含む黒褐色土で、炭窯廃絶後の自然堆積・流入土である。覆土

の大部分をなす２～６層は、砂質ロームの黄褐色土（２層ほか）と被熱した赤色土（４・６層ほか）

が層状またはブロック状に互層になっており、天井の崩落土を含む埋め戻し土とみられる。赤色土中

には、炭化木片が含まれる。床面の一部および壁面付近（７層）には、タール状の炭化物が多量に付

着し硬化している。

なお炭窯の東西の周囲では、Ⅳ～Ⅶ層の自然堆積層の上に砂質ローム土（「Ⅷ層」）や粘土を盛り固

め、擁護壁をなしている。また砂質ローム土や粘土の表面が被熱し赤変している。

底面・壁 窯床は「Ⅷ層」（Ⅶ層下位）砂質ローム中で、ほぼ平坦である。窯壁は直立気味に立ち上が

る。窯床・窯壁とも広い範囲が強く被熱し赤変しており、壁面にはタール状の炭の跡が一部残存する。

砂質土壌の斜面下部を利用し、地均しや地盤固めを伴わない直接掘削により構築された可能性がある。

付属遺構 斜面上方の北壁で煙道、下方の南側で焚口の構造を検出した。焚口は、粘板岩の板状礫を

基底面とし、周囲の土壌が赤変している。焚口両壁際付近には、径１３㎝・深さ５０㎝を超える杭穴（Ⅰ

ＳＰ－１・２）がある。また焚口西半覆土中には、固結した破砕礫や大型の亜角礫が含まれており、

焚口の構造の一部をなしていたものと考えられる。

さらに炭窯の北側斜面上方には、長楕円形の大型土坑群が５基（ⅠＰ－１～５）連続し、南側斜面

下方には土坑群が３基（ⅠＰ－４・９・１２）と杭穴３基（ⅠＳＰ－３・４・８）があり、関連する。

遺物出土状況 上記の破砕礫や大型の亜角礫のほか、覆土中から炭化材片が多数出土した。 （阿部）

炭窯２ （図Ⅳ－１８９・１９３・１９４、表Ⅲ－１１・Ⅳ－６、図版４５）

位 置 ｊ６・ｊ７区 平面形態 Ω形（卵形）

規 模 ３．７３×３．０６／３．３８×２．６５／１．１０ｍ

確認・調査 上面精査の際、不均質な色調の土壌と炭化木片を検出した。炭窯１の調査中にその西側
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図Ⅳ－１９１ 炭窯１平面
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図Ⅳ－１９２ 炭窯１断面
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図Ⅳ－１９３ 炭窯２平面、炭化木片・礫出土状況
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図Ⅳ－１９４ 炭窯２断面
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をさらに精査したところ、楕円形をなす炭状黒色物質の輪郭を検出した。半截し掘り下げ、赤色や黄

色の土壌が厚く堆積し炭化材が一面に多数出土する状況を確認した。炭化材出土状況などの記録作成

後、全体を掘り下げ、平坦面と壁の立ち上がりを検出し炭窯とした。平面形は、北側が隅丸方形状、

南側が楕円状で焚口が張り出す。底面精査および煙道や焚口などの付属遺構や周囲の調査を行った。

覆 土 土層断面で大きく１０層に分層した。

北壁付近の１～５層は、表土や煙道の構造土および周辺の崩落土に相当する。うち３層は壁面～坑

底付近にタール状の炭化物が固結したもので、４層は排煙口を構成する大型の礫と被熱した粗粒玄武

岩が固結している。５層は砂質ローム主体の黄褐色土で、壁面崩落土とみられる。覆土の大部分をな

す６～９層はさらに細分され、砂質ロームの黄褐色土（６・９層）と被熱した赤色土（７・８層）が

層状またはブロック状に互層になっており、天井の崩落土を含む埋め戻し土とみられる。７・８層赤

色土中には、炭化木片が多量に含まれる。床面付近（６－２層）および床面から１０～１５㎝上位（９層）

には、純度の高い硬く引き締まった砂質ロームの黄褐色土が版築状に層をなしている。防湿のための

地盤固めと考えられ、一度炭出しを行った後、さらに地盤固めを行い複数回利用した跡とみられる。

南部の１０層は粗粒玄武岩の破砕礫が密に詰まっており、焚口を構成していたものと考えられる。な

お炭窯の東西の周囲では、Ⅳ～Ⅶ層の自然堆積層の上に砂質ローム土（「Ⅷ層」）や粘土を盛り固め、

擁護壁をなしている。

底面・壁 窯床は「Ⅷ層」（Ⅶ層下位）砂質ローム中で、ほぼ平坦である。窯壁は直立気味に立ち上が

る。窯床・窯壁とも広い範囲がやや被熱赤変し、壁面にはタール状の炭の跡が一部残存する。

付属遺構 斜面上方の北壁で煙道、下方の南側で焚口の構造を検出した。

煙道は北壁中央に位置する。排煙口は浅くくぼんだ底面両側に袖石が残存し、西側が素粒玄武岩の

破砕礫、東側が砂岩の大型礫と素粒玄武岩の破砕礫で構成される。タール状の炭化物が固結している。

口径は２０～２５㎝である。煙道は、坑底からやや外側に直立気味に立ち上がる。径２５～３０㎝の円筒形で

長さ約１．２ｍほどを測り、外側に約１０°傾斜する。壁にはタール状の炭化物が厚く固結している。煙道

口は壁面北側にあり、長径３２㎝の楕円形をなす。

焚口は、中央基底面が還元とみられる青灰色を呈し、周囲の土壌が赤変している。焚口両壁際付近

には、径１３㎝・深さ５０㎝を超える杭穴（ⅠＳＰ－１１・１２）がある。底面より約２０㎝上位の覆土中には、

板状礫片が面をなし、粗粒玄武岩の被熱破砕礫がブロック状に堆積する範囲があり、焚口の構造の一

部をなしていたものと考えられる。

炭窯の北側斜面上方には、長楕円形の大型土坑群が３基（ⅠＰ－６～８）連続し、南側斜面下方に

は土坑群が２基（ⅠＰ－１１・１２）と杭穴４基（ⅠＳＰ－５・６・７・１３）があり、関連する。

遺物出土状況 上記の破砕礫や板状礫片、大型礫のほか、覆土中～下位から炭化材片が多数出土し

た。覆土下位（７層）では炭化材片が面をなして多量に出土しており、最終利用時の炭出しの際の残

存物とみられる。 （阿部）

建物跡１ （図Ⅳ－１８９・１９６、表Ⅲ－１１・Ⅳ－６、図版４６－１）

位 置 ｊ８・ｊ９・ｋ８・ｋ９区 平面形態 長方形＋長方形

規 模 （３．６０）×２．５８／（３．１６）×１．９４／１．５０ｍ

確認・調査 炭窯１の東側で表土が大きくくぼむ範囲を確認した。表土、さらに覆土を掘り下げたと

ころ、長方形の平坦面と壁を検出した。底面を精査したところ、土坑・柱穴が整然とした配置で検出

され、さらに南側に付属遺構が続いたことから、建物跡とした。緩斜面下で深さ最大１．５ｍの方形の竪

穴を掘削し、その壁際までを利用した建物で、炭窯の見張り小屋や材置き場などの施設と推察される。
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図Ⅳ－１９６ 建物跡１
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覆 土 上位は大部分が表土等の黒色土で、下位は斜面上位の北壁側にⅦ層黄褐色ロームを主体とす

る土壌が厚く堆積していた。崩落土と流入土を主体とする。

底面・壁 坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。検出面付近は崩落し、斜方向に開く。

付属遺構 土坑３基（ＰＰ－１～３）、柱穴１３基（ＳＰ－１～１３）を検出した。

土坑は約９０×７０㎝、深さ１５㎝前後の浅い方形をなしており、柱穴間にパネル状に配置している。柱

穴のうちＳＰ－１～８は径１５㎝前後・深さ３０㎝前後の主柱穴で、壁際に方形に位置する。ＳＰ－９・

１０は径７㎝前後の小型のもので、建物跡中央に隣接する。ＳＰ－１１～１３は径７㎝ほどの小型のものが

方形に配置し、建物跡南側に張り出す出入口構造をなすものと考えられる。 （阿部）

ⅠＰ－１～８ （図Ⅳ－１８９・１９０、表Ⅲ－１１・Ⅳ－６）

炭窯１・２の北側斜面上方にある大型長楕円形土坑群。炭窯の天井や地固め用の砂質ローム（粘土）

採掘坑、排水・乾燥用の土坑、作業場などの複数の用途が考えられる。

ⅠＳＰ－１～５は炭窯１の北側に連続して構築されている。最大のⅠＰ－１は約４．６×１．４ｍの長楕

円形で、深さは１．１ｍに達する。土層断面では、ⅠＰ－１を黒褐色土などで埋めた後にⅠＰ－２を掘削

し、その砂質ロームをⅠＰ－１の上に盛り固めた、と観察される。以下同様に、ⅠＰ－３、ⅠＰ－４、

ⅠＰ－５と順に斜面上方へ掘削・埋め戻しを繰り返し、土坑と平坦面を造成している。

ⅠＳＰ－６～８は炭窯２の北側に連続して構築されている。最大のⅠＰ－６は約３．３×１．３ｍの長楕

円形で、深さは０．７ｍほどである。ⅠＳＰ－１～５と同様に面上方へ掘削・埋め戻しを繰り返し、土坑

と平坦面を造成している。

ⅠＰ－９～１２（図Ⅳ－１８９・１９５、表Ⅲ－１１・Ⅳ－６、図版４６－２）

炭窯１・２の南側斜面下方に連続・重複する土坑群。ⅠＰ－９・１１は炭窯１・２の「前庭」にあた

り、炭化木片を多量含む。焚口での炭の搬出時の作業にかかわるものとみられる。隣接するⅠＰ－１０・

１２も炭化物をやや多く含み、関連する。

ⅠＰ－１３・１４（図Ⅳ－１８９）

炭窯１・２から西に少し離れた位置で検出した。当初撹乱として掘り下げたが、ⅠＰ－１３は方形で

平坦な坑底をもち、その下方に楕円形土坑ⅠＰ－１４があるなどの状況から、炭窯関連遺構群として記

録した。焼成前または焼成後の材置き場や作業場などの用途が考えられる。

ⅠＳＰ－１・２・１１・１２（図Ⅳ－１８９・１９０・１９５、表Ⅳ－６、図版４６－３）

前述の通り、ⅠＳＰ－１・２は炭窯１、ⅠＳＰ－１１・１２は炭窯２のそれぞれ焚口構造の一部をなす

杭穴とみられる。

ⅠＳＰ－３～８・１３（図Ⅳ－１８９・１９０・１９５、表Ⅳ－６）

炭窯１・２の南側に、東西方向に列する。径１０㎝前後（ⅠＳＰ－６除く）で、深さは２０～５０㎝とさ

まざまである。炭窯の上屋構造を支える柱穴の一部である可能性がある。

ⅠＳＰ－９・１０（図Ⅳ－１８９・１９０、、表Ⅳ－６、図版４６－４）

炭窯２の北側土坑ⅠＰ－６内（ⅠＳＰ－９）および炭窯２の北東側壁（ⅠＳＰ－１０）に位置する。

炭窯の上屋構造を支える柱穴の一部と考えられる。なおⅠＳＰ－１０には杭そのものが残存していた。

ⅠＳＰ－１４～１９（図Ⅳ－１８９・１９０、表Ⅳ－６）

炭窯関連遺構群の北側～東側周囲に位置する。径１５～２０㎝・深さ１０㎝前後の浅いものが多いが、土

坑群や建物跡などにかかわる杭穴と思われる。 （阿部）
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（２）家畜馬の墓
ⅠＰ－１００（図Ⅳ－１９７、表Ⅲ－１１・Ⅳ－６、図版４７－１・２）

位 置 ｄ２４区 平面形態 不整円形

規 模 １．８４×１．８０／１．２１×０．９０／０．７０ｍ

確認・調査 ｄ２４区Ⅳ層上面で、円形の黒色土のまとまりと獣骨片を確認した。円形の中心を通るよ

うにトレンチを設定し掘り下げたところ、底面及び壁の立ち上がりと獣骨のまとまりを確認した。覆

土の状況及び獣骨の遺存状況から近現代の遺構と判断し、獣骨を残しながら覆土を掘り下げた。獣骨

の遺存状況は肋骨を除き良好で、出土状況の撮影及び図化を行った。獣骨は形状から馬１頭分と推測

される。獣骨以外には蹄鉄が出土した。本遺構は馬を埋葬した土坑墓と推測される。

時 期 覆土の堆積状況、獣骨の遺存状況などから、近現代である。 （広田）

（３）近代の遺物（図Ⅳ－１９７、図版９４）
炭窯遺構周辺でわずかながら�器と磁器の小片が出土している（図版９４）。�器はいわゆる焼酎徳利。

ほ におい

下地と内面は鉄釉、外面に灰釉。ろくろ整形痕を残し、高台外面は斜めに削られている。穂香川右岸

遺跡において類品がまとまって出土している（北埋調報２１２ ２００５）。磁器は皿とみられる小片。断片

的であるが見込みに施された呉須の染付文様は手描きの草花文。二次焼成を受けて、細かい網状の亀

裂が観察される。

また、排根線にともなう撹乱層中からサイダー瓶（図左 ｆ２５区・排根線撹乱層）、Ⅰ層（表土）か

らビール瓶（図右 ｇ１９区Ⅰ層）が出土した（図Ⅳ－１９７、図版９４）。いずれも完存品。

サイダー瓶は肩部にエンボスで金線の文字を斜位に施している（「金」四文字、「線」六文字）。底面

中央にも○でくくった「Ｂ」のエンボスが刻されている。瓶製造時の型枠の継ぎ目が口縁から底部ま

で縦位に走る。瓶の厚さは一定せず、底の内壁は４㎜～１２㎜と厚さが不均一で傾斜する。ガラス内に

は気泡が観察される。外底面は梨地肌。色調は濃緑色。瓶口径２．６㎝。内口径１．６㎝。底径６．６㎝。高さ

２４．０㎝。重量は４７０ｇ。最大容量３５０ml弱（３４７mlほど）。おそらくは３３０ml用であろう。

ビール瓶は底部側面にエンボスで「NIPPON BEER KOSEN Co. LTD」と刻されている。『日本麦酒

鉱泉株式會社』のビール瓶である。瓶製造時の型枠の継ぎ目が縦位に走る。底の内壁は４㎜～８㎜と

厚さが不均一で微妙に波打つ。色調は濃茶色。瓶口径２．６㎝。内口径１．６㎝。底径７．８㎝。高さ２９．０㎝。

重量は６６０ｇ。最大容量６５０ml強（６５４mlほど）。今日でいう大瓶サイズ（６３３ml）であろう。
か ぶ と

日本麦酒鉱泉株式會社は、愛知県を本拠として事業展開していた加富登麦酒が１９２１（大正１０）年に三

ツ矢シャンペンサイダーの帝国鉱泉と製瓶会社の日本製壜を合併、さらに１９２５（大正１４）年に横浜の金線

飲料を併合し設立された企業である。ユニオンビールを主力商品としカブトビール、三ツ矢シャンペンサ

イダー、金線サイダーを製造販売したが、１９３３（昭和８）年に大日本麦酒株式会社に併合され消滅した。

金線サイダーであるが、１８９９（明治３２）年に瓶封入での製造販売が開始されており（王冠栓は１９０４

年から）、販売期間は１９３３年までの３４年間である。この期間中、１９１５（大正４）年に株式会社となって

から１９２５（大正１４）年までの約１０年間は底部側面に「金線飲料株式會社」の文字が陽刻され、１９２５（大

正１４）年に日本麦酒鉱泉株式會社に合併された後は、瓶にビール瓶同様「NIPPON BEER KOSEN Co.

LTD」と刻された瓶で流通する。本遺跡で出土した瓶は底部側面に社名のエンボスが施されていない瓶

であるため、１８９９（明治３２）年から１９１５（大正４）年の１６年間のうちに消費・廃棄されたものである

可能性が高い。ビール瓶に関しては、日本麦酒鉱泉株式會社の存続期間である１９２５（大正１４）年から

１９３３（昭和８）年の約８年間のうちに消費・廃棄されたものと考えられる。

ほかに「MEIJISEIKA KAISHA」と陽刻された破砕瓶も出土している。 （影浦）

Ⅳ章 遺構と遺物
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図Ⅳ－１９７ IP－１００、サイダー瓶・ビール瓶

根室市 温根沼２遺跡
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遺構名
掲載 検出位置

平面形
規模（m）

時 期
備 考
（方位等）挿図 写真

図版 発掘区 層位 検出面 底面 深さ長径 短径 長径 短径
ⅤH―１ 本体部 Ⅳ―１・２ ２・３ i・j９・１０ Ⅴ層 楕円形 ５．８０ ４．６２ ５．０１ ３．９６ ０．７５ 縄文早期後半 N―５４°W、柱穴１基。

HP―１ Ⅳ―１・２ ３―２ j１０ Ⅶ層 楕円形 ０．１７ ０．１７ ― ― ０．４８
ⅤH―２ 本体部 Ⅳ―３ ３ d１７・１８ Ⅴ層 楕円形 （５．１０）（２．８６）（４．５６）（２．５１）（０．３０） 縄文早期後半HF―１ Ⅳ―３ ー d１７・１８ Ⅶ層 楕円形 ０．３２ ０．１６ ― ― ０．０６
ⅤH―３ 本体部 Ⅳ―４ ４ g・h１１ Ⅴ層 隅丸方形 ３．３１ ３．２２ ２．８１ ２．５６ ０．３０ 縄文早期後半 N―３°E

HF―１ Ⅳ―４ ４―２ g１２ 覆土 不整楕円形 ０．４１ ０．２３ ― ― ０．０４
ⅤP―１ Ⅳ―５・６ ５ k５・６ Ⅶ層 円形 ２．０２ １．９６ ２．１２ １．６６ ０．４４ 縄文早期後半
ⅤP―２ Ⅳ―５・６ ５ k４・５ Ⅶ層 不整楕円形 ２．０４ １．４２ １．７４ １．３２ ０．５２ 縄文早期後半
ⅤP―３ Ⅳ―７ ５ l４・５、m４ Ⅳ層直下 円形？ （４．６０） ― （３．２０） ― ０．７５ 縄文早期後半 自然地形の可能性がある。
ⅤP―４ Ⅳ―５ ５ j４・５、k５・６ Ⅶ層 不整円形 ２．００？ １．８８ １．７４？ １．７２ ０．３８ 縄文早期後半
ⅤP―５ Ⅳ―５・６ ５ k６ Ⅴ層 不整円形？ １．９８ ― １．８０ ― ０．５４ 縄文早期後半
ⅤP―６ Ⅳ―８ ６ k５ Ⅶ層 円形？ ０．６８ ― ０．３６ ― （０．２０） 縄文早期後半
ⅤP―７ Ⅳ―８ ６ k５、l５ Ⅶ層 楕円形？ １．７８ ― １．６０ ― （０．２０） 縄文早期後半
ⅤP―８ Ⅳ―９ ６ f・g８ Ⅵ層 楕円形 ２．０５ １．６６ １．５０ １．２０ ０．３２ 縄文早期後半
ⅤP―９ Ⅳ―１０ ６ e９・１０ Ⅶ層 楕円形 ０．４８ ０．３７ ０．３０ ０．２４ ０．１０ 縄文早期後半
ⅤP―１０ Ⅳ―１０ ７ e９ Ⅶ層 楕円形 （０．４２）０．４０（０．３８）０．３７ ０．２２ 縄文早期後半 中型礫複数。
ⅤP―１１ Ⅳ―１１ ７ g８・９ Ⅶ層 おおむね楕円形 １．５４（１．５４）０．５９ ０．４６ ０．４２ 縄文早期後半
ⅤP―１２ Ⅳ―１１ ７ e・f７ Ⅶ層 おおむね円形 １．０６ １．００ ０．９６ ０．９１ ０．０６ 縄文早期後半
ⅤP―１３ Ⅳ―１２ ７ e・f１２ Ⅵ～Ⅶ層 不整円形 １．２１ １．１９ ０．７７ ０．６１ ０．２６ 縄文早期後半
ⅤP―１４ Ⅳ―１３ ８ d・e１７ Ⅵ層 楕円形 ２．７５ ２．２９ ２．３０ １．８３ ０．４６ 縄文早期後半
ⅤP―１５ Ⅳ―１３ ８ e１３ Ⅵ層 円形？ １．４０？１．２０？ ― ― ０．１４ 縄文早期後半
ⅤP―１６ Ⅳ―１４ ８ f１２ Ⅶ層 楕円形 （０．７１）０．５７（０．５０）０．５０ ０．１４ 縄文早期後半
ⅤP―１７ Ⅳ―１４ ８ g１１ Ⅶ層 おおむね円形 １．１６ １．１２ ０．８０ ０．７２ ０．２８ 縄文早期後半
ⅤP―１８ Ⅳ―１２ ９ g・h１０・１１ Ⅶ層 楕円形（卵形） ２．８２ １．９８ ２．５５ １．７０ ０．１５ 縄文早期後半
ⅤP―１９ Ⅳ―１４ ９ f・g１１ Ⅶ層 おおむね楕円形 １．１３ ０．８８ ０．７４ ０．５４ ０．１２ 縄文早期後半
ⅤS―１ Ⅳ―１５ ９ f１３ Ⅴ層 拡散したまとまり ２．０ １．８ ― ― ― 縄文早期後半 被熱礫の集石。
ⅤF―１ Ⅳ―１６ ９ k１３ Ⅵ層 楕円形 ０．３６ ０．２４ ― ― ０．０６ 縄文早期後半
ⅤF―２ Ⅳ―１６ ９ f６ Ⅵ層 ０．４５ ０．３０ ― ― ０．０８ 縄文早期後半
ⅤF―３ Ⅳ―１６ ９ e・f８・９ Ⅶ層 不整楕円形 （０．７０）０．５９ ― ― ０．０５ 縄文早期後半

ⅢH―１ 本体部 Ⅳ―５９～６３ １７・１８ g１６～１８・h１６
～１８・i１７ Ⅲ層 張り出し部を

有する楕円形 （８．７２）７．２０（８．２４）６．５６ ０．３２

続縄文時代
下田ノ沢Ⅱ式期

HF―１ Ⅳ―６１・６３ １８―２ g・h１７ Ⅵ～Ⅶ層 楕円形 ２．００ ０．７７ ― ― ０．２３
HP―１ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０４ ０．０２ ０．０４ ０．１３
HP―２ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 楕円形 ０．１０ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．０８
HP―３ Ⅳ―６２ １８―３ h１７ Ⅶ層 不整円形 ０．１１ ０．１０ ０．０４ ０．０３ ０．２６
HP―４ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１１ ０．０４ ０．０３ ０．１７
HP―５ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 不整円形 ０．０９ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．１１
HP―６ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 円形 ０．１９ ０．１９ ０．１０ ０．０９ ０．２３
HP―７ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 楕円形 ０．１８ ０．１５ ０．０６ ０．０５ ０．１８
HP―８ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 楕円形 ０．０６ ０．０５ ０．０１ ０．０１ ０．１３
HP―９ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 楕円形 ０．２０ ０．１７ ０．０４ ０．０３ ０．４３
HP―１０ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 円形 ０．１２ ０．１１ ０．０９ ０．０８ ０．１８
HP―１１ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 楕円形 ０．９０ ０．０８ ０．０３ ０．０２ ０．３３
HP―１２ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅶ層 不整円形 ０．２２ ０．２０ ０．０５ ０．０５ ０．２６
HP―１３ Ⅳ―６２ ― h１７・１８ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０５ ０．０１ ０．０１ ０．１０
HP―１４ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅶ層 楕円形 ０．２３ ０．１７ ０．０７ ０．０７ ０．３８
HP―１５ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅵ層 不整円形 ０．１９ ０．１７ ０．０６ ０．０６ ０．４７
HP―１６ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅶ層 円形 ０．１６ ０．１６ ０．１０ ０．０９ ０．２７
HP―１７ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅶ層 円形 ０．１６ ０．１５ ０．１３ ０．１２ ０．３５
HP―１９ Ⅳ―６１ ― g１８ Ⅶ層 円形 ０．１３ ０．１２ ０．０３ ０．０３ ０．２７
HP―２０ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 円形 ０．１０ ０．０９ ０．０３ ０．０３ ０．３２
HP―２１ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 楕円形 ０．２２ ０．１８ ０．０８ ０．０６ ０．５９
HP―２２ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 不整楕円形 ０．１４ ０．１１ ０．０５ ０．０５ ０．２１
HP―２３ Ⅳ―６２ ― h１８ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０７ ０．０４ ０．０３ ０．２３
HP―２４ Ⅳ―６２ ― h１８ Ⅶ層 不整円形 ０．１３ ０．１１ ０．０９ ０．０７ ０．１７
HP―２６ Ⅳ―６１ ― h１８ Ⅶ層 不整円形 ０．１３ ０．１１ ０．０９ ０．０８ ０．１０
HP―２７ Ⅳ―６１ ― h１８ Ⅶ層 不整楕円形 ０．０９ ０．０７ ０．０６ ０．０５ ０．０８
HP―２８ Ⅳ―６１ ― g・h１８ Ⅶ層 不整円形 ０．２１ ０．１９ ０．１３ ０．１３ ０．１２
HP―２９ Ⅳ―６１ ― g１８ Ⅵ層 不整円形 ０．１２ ０．１０ ０．０３ ０．０２ ０．２０
HP―３０ Ⅳ―６１ ― g１８ Ⅶ層 円形 ０．１０ ０．０９ ０．０７ ０．０６ ０．１０
HP―３１ Ⅳ―６１ ― g１８ Ⅵ層 円形 ０．１４ ０．１４ ０．０５ ０．０５ ０．２０
HP―３２ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．２７
HP―３３ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 楕円形 ０．１７ ０．１６ ０．０６ ０．０６ ０．３３
HP―３４ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 楕円形 ０．０９ ０．０８ ０．０４ ０．０４ ０．０４
HP―３５ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅵ層 楕円形 ０．１１ ０．０８ ０．０４ ０．０３ ０．０９
HP―３６ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 不整円形 ０．１０ ０．０９ ０．０３ ０．０２ ０．１１
HP―３７ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 楕円形 ０．０９ ０．０７ ０．０７ ０．０７ ０．１３
HP―３８ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅴ層 楕円形 ０．０９ ０．０６ ０．０１ ０．０１ ０．２１
HP―３９ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅵ層 不整円形 ０．０７ ０．０７ ０．０２ ０．０１ ０．０９
HP―４０ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅵ層 不整円形 ０．１５ ０．１３ ０．０４ ０．０３ ０．２８
HP―４１ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅵ層 円形 ０．１６ ０．１５ ０．１１ ０．１０ ０．３０
HP―４２ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 楕円形 ０．２０ ０．１５ ０．０９ ０．０６ ０．３２
HP―４３ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 円形 ０．１４ ０．１３ ０．０７ ０．０５ ０．１２
HP―４４ Ⅳ―６１ １８―４ g１７ Ⅶ層 不整円形 ０．１０ ０．１０ ０．０４ ０．０４ ０．０９
HP―４５ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 円形 ０．１０ ０．０９ ０．０４ ０．０３ ０．１０
HP―４６ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 円形 ０．０９ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．０６
HP―４７ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 不整円形 ０．２０ ０．１７ ０．１０ ０．０９ ０．０８
HP―４８ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 楕円形 ０．０８ ０．０７ ０．０３ ０．０３ ０．１１
HP―４９ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 不整円形 ０．０７ ０．０６ ０．０２ ０．０２ ０．０７
HP―５０ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 不整円形 ０．０７ ０．０６ ０．０３ ０．０３ ０．１６
HP―５１ Ⅳ―６２ ― h１７ Ⅶ層 不整円形 ０．０９ ０．０８ ０．０５ ０．０４ ０．０９
HP―５２ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅶ層 円形 ０．０５ ０．０５ ０．０１ ０．０１ ０．０６
HP―５３ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅵ層 円形 ０．０７ ０．０７ ０．０５ ０．０４ ０．１４
HP―５４ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅵ層 円形 ０．０５ ０．０５ ０．０１ ０．０１ ０．０９
HP―５５ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅶ層 不整円形 ０．１０ ０．０９ ０．０３ ０．０３ ０．２１
HP―５６ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０５ ０．０２ ０．０１ ０．１３
HP―５７ Ⅳ―６１ ― g１８ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０５ ０．０１ ０．０１ ０．１１
HP―５８ Ⅳ―６１ ― h１８ Ⅶ層 不整円形 ０．０９ ０．０９ ０．０５ ０．０４ ０．１３
HP―５９ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅶ層 楕円形 ０．０８ ０．０７ ０．０２ ０．０１ ０．３０
HP―６０ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅶ層 不整円形 ０．１１ ０．１０ ０．０５ ０．０５ ０．１２
HP―６１ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 不整円形 ０．０７ ０．０６ ０．０１ ０．０１ ０．０８
HP―６２ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 不整円形 ０．２３ ０．１８ ０．１４ ０．１２ ０．４２
HP―６３ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 不整円形 ０．１９ ０．１５ ０．０８ ０．０７ ０．３７
HP―６４ Ⅳ―６１ ― h１７ Ⅶ層 楕円形 ０．０５ ０．０４ ０．０１ ０．０１ ０．１２
HP―６５ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 不整円形 ０．１５ ０．１２ ０．０８ ０．０７ ０．２３
HP―６６ Ⅳ―６１ ― g１８ Ⅶ層 円形 ０．１８ ０．１７ ０．０５ ０．０４（０．２１）
HP―６７ Ⅳ―６１ ― g１８ Ⅶ層 不整円形 ０．２７ ０．２３ ０．０８ ０．０７（０．３０）
HP―６８ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 不整楕円形 ０．１１ ０．０８ ０．０３ ０．０２ ０．１２
HP―６９ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 楕円形 ０．１０ ０．０７ ０．０２ ０．０２ ０．０６
HP―７０ Ⅳ―６１ １８―５ g１７ Ⅶ層 不整楕円形 ０．０７ ０．０６ ０．０２ ０．０１ ０．１４

表Ⅳ－１ 遺構一覧（１）

Ⅳ章 遺構と遺物

３２３



遺構名
掲載 検出位置

平面形
規模（m）

時 期
備 考
（方位等）挿図 写真

図版 発掘区 層位 検出面 底面 深さ長径 短径 長径 短径
ⅢH―１ HP―７１ Ⅳ―６１ ― g１７ Ⅶ層 楕円形 ０．０９ ０．０７ ０．０４ ０．０４ ０．１３

続縄文時代
下田ノ沢Ⅱ式期HP―７２ Ⅳ―６２ ― i１７ Ⅶ層 不整円形 ０．１０ ０．０９ ０．０３ ０．０３ ０．３０

HP―７３ Ⅳ―６２ ― i１７ Ⅶ層 不整円形 ０．０８ ０．０７ ０．０４ ０．０４ ０．３０
ⅢH―２ 本体部 Ⅳ―１４７～１５１４０・４１ b２６～２７、c２６～２７ Ⅳ層 隅丸方形 ５．８０ ５．２０ ５．４２ ４．７５ ０．８９

擦文文化期後期

HF―１ Ⅳ―１４８・１４９ ― c２６ Ⅶ層 不整円形 ０．３６ ０．３４ ― ― ０．０５
HF―２A Ⅳ―１４８・１４９ ４１―４ c２６ Ⅶ層 円形 ０．２７ ０．２６ ― ― ０．０５
HF―２B Ⅳ―１４８・１４９ ４１―４ c２６ Ⅶ層 不整円形 ０．２９ ０．２０ ― ― ０．０８
HP―１ Ⅳ―１４８・１４９ ４１―５ c２７ Ⅶ層 円形 ０．１６ ０．１６ ０．０４ ０．０４ ０．１３
HP―２ Ⅳ―１４８・１４９ ― c２６ Ⅶ層 円形 ０．１９ ０．１８ ０．０８ ０．０７ ０．１９
HP―３ Ⅳ―１４８・１４９ ― c２６ Ⅶ層 円形 ０．１７ ０．１６ ０．０７ ０．０７ ０．２２
HP―４ Ⅳ―１４８・１４９ ― b２６ Ⅶ層 円形 ０．１４ ０．１２ ０．０５ ０．０４ ０．０８
HP―５ Ⅳ―１４８・１４９ ― b２６ Ⅶ層 楕円形 ０．３３ ０．２６ ０．１２ ０．１０ ０．０９
HP―６ Ⅳ―１４８・１４９ ― b２７ Ⅶ層 楕円形 ０．０９ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．２７
HP―７ Ⅳ―１４８・１４９ ― c２６ Ⅶ層 不整円形 ０．０９ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．１３
HP―８ Ⅳ―１４８・１４９ ― c２６ Ⅶ層 不整円形 ０．０８ ０．０７ ０．０２ ０．０１ ０．１４
HP―９ Ⅳ―１４８・１４９ ― b２６ Ⅶ層 不整円形 ０．０９ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．１３
HP―１０ Ⅳ―１４８・１４９ ― b２６ Ⅶ層 楕円形 ０．１５ ０．１１ ０．０３ ０．０２ ０．２０

ⅢH―３ 本体部 Ⅳ―１５２～１５６４２・４３ b２２～２４、c２２・２３ Ⅲ層 隅丸方形？ （７．１６）（４．２３）（６．５３）（３．７３）０．８０

擦文文化期後期

HF―１ Ⅳ―１５３・１５４ ４３―６ b２３ Ⅶ層 楕円形 ０．２５ ０．１７ ― ― ０．０５
HP―１ Ⅳ―１５３・１５４ ４３―７ b２３ Ⅶ層 楕円形 ０．６５ ０．３７ ０．５０ ０．２１ ０．１２
HP―２ Ⅳ―１５３・１５４ ― b・c２３ Ⅶ層 不整楕円形 ０．４９ ０．３９ ０．１９ ０．１９ ０．１５
HP―３ Ⅳ―１５３・１５４ ― c２３ Ⅶ層 不整円形 ０．３４ ０．２９ ０．２３ ０．１９ ０．３６
HP―４ Ⅳ―１５３・１５４ ― b２３ Ⅶ層 不整円形 ０．０９ ０．０８ ０．０３ ０．０２ ０．２５
HP―５ Ⅳ―１５３・１５４ ― b２３ Ⅶ層 円形 ０．２６ ０．２４ ０．１８ ０．１６ ０．１３
HP―６ Ⅳ―１５３・１５４ ― b２３ Ⅶ層 不整円形 ０．２５ ０．２１ ０．１５ ０．１４ ０．１０
HP―７ Ⅳ―１５３・１５４ ― b２３ Ⅶ層 円形 ０．１４ ０．１４ ０．０４ ０．０３ ０．３４
HP―８ Ⅳ―１５３・１５４ ― c２３ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１０ ０．０２ ０．０２ ０．１４
HP―９ Ⅳ―１５３・１５４ ― c２３ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０７ ０．０２ ０．０２ ０．１０
HP―１０ Ⅳ―１５３・１５４ ― c２３ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０５ ０．０２ ０．０２ ０．０６
HP―１１ Ⅳ―１５３・１５４ ― b２２・２３ Ⅴ層 不整円形？ ０．１０（０．０５）０．０２（０．０２）０．３２

ⅢH―４ 本体部 Ⅳ―１３７～１４１３６・３７ d・e２０～２２ Ⅲ層 隅丸方形 ６．４６ ６．０５ ６．１６ ５．７４ ０．５１

トビニタイ式期

HF―１ Ⅳ―１３８・１３９ ３７―１ d２１ Ⅶ層 楕円形 ０．６７ ０．４５ ― ― ０．０５
HP―１ Ⅳ―１３８・１３９ ３７―２ d・e２０ Ⅵ層 楕円形 １．４６ ０．４５ １．３２ ０．３４ ０．１７
HP―２ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２０ Ⅶ層 不整円形 ０．０７ ０．０６ ０．０３ ０．０２ ０．０９
HP―３ Ⅳ―１３８・１３９ ３７―４ d２０ Ⅶ層 円形 ０．０９ ０．０９ ０．０２ ０．０２ ０．１７
HP―４ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２０ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０５ ０．０２ ０．０２ ０．２２
HP―５ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２０ Ⅴ層 円形 ０．１１ ０．１０ ０．０３ ０．０３ ０．３３
HP―６ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２０ Ⅴ層 円形 ０．１０ ０．１０ ０．０４ ０．０２ ０．２３
HP―７ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２０ Ⅴ層 円形 ０．１１ ０．１１ ０．０３ ０．０３ ０．２７
HP―８ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２０ Ⅴ層 円形 ０．１１ ０．１０ ０．０３ ０．０３ ０．２５
HP―９ Ⅳ―１３８・１３９ ― e２１ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０７ ０．０２ ０．０２ ０．１４
HP―１０ Ⅳ―１３８・１３９ ― e２１ Ⅵ層 円形 ０．０９ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．１４
HP―１１ Ⅳ―１３８・１３９ ― e２１ Ⅴ層 楕円形 ０．１７ ０．０９ ０．０８ ０．０４ ０．２４
HP―１２ Ⅳ―１３８・１３９ ― e２１・２２ Ⅵ層 不整円形 ０．０９ ０．０８ ０．０３ ０．０２ ０．２３
HP―１３ Ⅳ―１３８・１３９ ― e２２ Ⅵ層 円形 ０．０９ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．２１
HP―１４ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２１ Ⅶ層 円形 ０．１２ ０．１２ ０．０３ ０．０３ ０．１４
HP―１５ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２１・２２ Ⅶ層 楕円形 ０．１７ ０．０９ ０．０８ ０．０３ ０．１１
HP―１６ Ⅳ―１３８・１３９ ３７―５ d２２ Ⅶ層 円形 ０．１０ ０．０９ ０．０３ ０．０２ ０．２１
HP―１７ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２１・２２ Ⅶ層 円形 ０．０９ ０．０９ ０．０２ ０．０２ ０．１５
HP―１８ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２１ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０７ ０．０３ ０．０３ ０．２０
HP―１９ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２１ Ⅶ層 不整円形 ０．１２ ０．１０ ０．０２ ０．０２ ０．２６
HP―２０ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２１ Ⅶ層 楕円形？ （０．９８）（０．７１）（０．７４）（０．４７）０．２１
HP―２１ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２１ Ⅶ層 円形 ０．１５ ０．１４ ０．０８ ０．０６ ０．２４
HP―２２ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２１ Ⅶ層 円形 ０．１０ ０．０８ ０．０３ ０．０３ ０．１５
HP―２３ Ⅳ―１３８・１３９ ― d２０ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１１ ０．０３ ０．０２ ０．２７

ⅢH―５ 本体部 Ⅳ―１４２～１４６３８・３９ d１５～１７、e１５・１６ Ⅲ層 隅丸方形？ ６．６５（２．９０）６．１２（２．６８）０．５１

トビニタイ式期

HP―１ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．０９ ０．０３ ０．０２ ０．１０
HP―２ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 円形 ０．１３ ０．１３ ０．０４ ０．０４ ０．２８
HP―３ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 不整円形 ０．１２ ０．１１ ０．０４ ０．０３ ０．３４
HP―４ Ⅳ―１４３・１４４ ３９―５ d１７ Ⅶ層 不整円形 ０．１０ ０．０８ ０．０３ ０．０２ ０．３６
HP―５ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 円形 ０．１０ ０．０９ ０．０３ ０．０２ ０．１８
HP―６ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１７ Ⅶ層 不整円形 ０．１１ ０．１０ ０．０２ ０．０２ ０．３６
HP―７ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１７ Ⅶ層 円形 ０．１２ ０．１２ ０．０３ ０．０２ ０．３９
HP―８ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 円形 ０．０７ ０．０７ ０．０２ ０．０２ ０．２３
HP―９ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 楕円形 ０．０９ ０．０８ ０．０３ ０．０２（０．３２）
HP―１０ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 円形 ０．０９ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．３８
HP―１１ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 円形 ０．１０ ０．０９ ０．０２ ０．０２ ０．４４
HP―１２ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 円形 ０．０７ ０．０７ ０．０２ ０．０２ ０．３３
HP―１３ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０７ ０．０３ ０．０２（０．３９）
HP―１４ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１５ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１０ ０．０３ ０．０３ ０．１８
HP―１５ Ⅳ―１４３・１４４ ― e１５ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１０ ０．０３ ０．０３ ０．４０
HP―１６ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１５ Ⅶ層 円形 ０．１５ ０．１４ ０．０４ ０．０４ ０．３０
HP―１７ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１５・１６ Ⅶ層 円形 ０．１７ ０．１５ ０．１２ ０．１１ ０．２４
HP―１８ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１５ Ⅶ層 楕円形 ０．０８ ０．０７ ０．０３ ０．０３ ０．１９
HP―１９ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１５ Ⅶ層 不整円形 ０．１２ ０．１１ ０．０４ ０．０３ ０．３２
HP―２０ Ⅳ―１４３・１４４ ３９―６ d１５ Ⅶ層 円形 ０．０９ ０．０９ ０．０２ ０．０２ ０．２６
HP―２１ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１５ Ⅶ層 不整円形 ０．１２ ０．１１ ０．０３ ０．０３ ０．２９
HP―２２ Ⅳ―１４３・１４４ ３９―７ d１５ Ⅵ層 円形 ０．０９ ０．０８ ０．０２ ０．２２ ０．３１
HP―２３ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０６ ０．０２ ０．０２ ０．２１
HP―２４ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１５ Ⅶ層 不整円形 ０．０７ ０．０６ ０．０２ ０．０１ ０．２１
HP―２５ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１５ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０７ ０．０２ ０．０２ ０．１９
HP―２６ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１５ Ⅶ層 円形 ０．０７ ０．０６ ０．０２ ０．０１ ０．１６
HP―２７ Ⅳ―１４３・１４４ ― e１６ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０６ ０．０２ ０．０１ ０．１２
HP―２８ Ⅳ―１４３・１４４ ― e１６ Ⅶ層 円形 ０．０７ ０．０６ ０．０１ ０．０１ ０．１６
HP―２９ Ⅳ―１４３・１４４ ― e１６ Ⅶ層 楕円形 ０．０９ ０．０６ ０．０１ ０．０１ ０．１５
HP―３０ Ⅳ―１４３・１４４ ― e１６ Ⅶ層 楕円形 ０．０９ ０．０４ ０．０２ ０．０１ ０．２５
HP―３１ Ⅳ―１４３・１４４ ― d・e１６ Ⅶ層 楕円形 ０．０５ ０．０４ ０．０１ ０．０１ ０．２２
HP―３２ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１６ Ⅶ層 楕円形 ０．０８ ０．０６ ０．０１ ０．０１ ０．２７
HP―３３ Ⅳ―１４３・１４４ ― d１５ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０５ ０．０１ ０．０１ ０．０９
HP―３４ Ⅳ―１４３・１４４ ― e１５ Ⅶ層 円形 ０．１２ ０．１１ ０．０７ ０．０６ ０．０６

ⅢH―６ 本体部 Ⅳ―６６～６９ １９ g１３・１４、h１３・１４ Ⅲ層 不整方形 ７．１６ ７．０４ ７．０２ ６．７６ ０．６８

続縄文時代
下田ノ沢Ⅱ式期

壁が張り出す。
HF―１ Ⅳ―６６・６７ １９―３ g・h１３ Ⅶ層 不整楕円形 １．００ ０．６０ ― ― ０．１１
HP―１ Ⅳ―６６・６８ １９―５ g１３ Ⅶ層 不整円形 ０．１４ ０．１３ ０．０６ ０．０６ ０．２３
HP―２ Ⅳ―６６・６８ ― g１４ Ⅶ層 不整円形 ０．１４ ０．１１ ０．０７ ０．０７ ０．１２
HP―３ Ⅳ―６６・６８ ― g１４ Ⅶ層 円形 ０．１４ ０．１３ ０．１０ ０．０９ ０．３０
HP―４ Ⅳ―６６・６８ ― g１４ Ⅶ層 円形 ０．１９ ０．１８ ０．０９ ０．０８ ０．２３
HP―５ Ⅳ―６６・６８ ― h１４ Ⅶ層 円形 ０．１６ ０．１６ ０．０７ ０．０６ ０．３４
HP―６ Ⅳ―６６・６８ ― h１３ Ⅶ層 円形 ０．１３ ０．１２ ０．０８ ０．０６ ０．２９
HP―７ Ⅳ―６６・６８ ― g１３ Ⅶ層 不整円形 ０．２０ ０．１９ ０．１０ ０．０９ ０．２１
HP―８ Ⅳ―６６・６８ ― g１３・１４ Ⅶ層 楕円形 ０．１６ ０．１２ ０．１１ ０．０９ ０．３３

表Ⅳ－２ 遺構一覧（２）

根室市 温根沼２遺跡

３２４



遺構名
掲載 検出位置

平面形
規模（m）

時 期
備 考
（方位等）挿図 写真

図版 発掘区 層位 検出面 底面 深さ長径 短径 長径 短径
ⅢH―６ HP―９ Ⅳ―６６・６８ ― g１３ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０５ ０．０２ ０．０２ ０．１１

続縄文時代
下田ノ沢Ⅱ式期

HP―１０ Ⅳ―６６・６８ ― g１３ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０７ ０．０１ ０．０１ ０．０９
HP―１１ Ⅳ―６６・６８ ― g１４ Ⅶ層 不整円形 ０．２２ ０．２１ ０．１２ ０．１１ ０．１８
HP―１２ Ⅳ―６６・６８ ― g１４ Ⅶ層 楕円形 ０．０９ ０．０８ ０．０３ ０．０３ ０．２４
HP―１３ Ⅳ―６６・６８ ― h１３ Ⅶ層 楕円形 ０．０７ ０．０５ ０．０２ ０．０２ ０．１７
HP―１４ Ⅳ―６６・６８ ― h１３ Ⅶ層 楕円形 ０．０６ ０．０５ ０．０２ ０．０２ ０．１５

ⅢH―７ 本体部 Ⅳ―３４～３６ １１・１２ e・f８～１０ Ⅲ層 楕円形 ６．１２ ４．６８ ４．６０ ４．０８ ０．７４

縄文時代後期初頭
北筒Ⅲ～Ⅴ式期

N―７３°E
HF―１ Ⅳ―３４・３５ １２―１ f９ Ⅶ層 楕円形 ０．４４ ０．２９ ― ― ０．０８
HF―２ Ⅳ―３４・３５ １２―２ f９ Ⅴ層 不整楕円形 ０．５４ ０．１６ ― ― ０．０４
HP―１ Ⅳ―３４・３６ １２―３ e８・９ Ⅶ層 楕円形 ０．９４ ０．６９ ０．８３ ０．６４ ０．６８ 袋状土坑。
HP―２ Ⅳ―３４・３６ １２―４ f９ Ⅳ層 楕円形 ０．９２ ０．８０ ０．９７ ０．７１ ０．３１ 袋状土坑。
HP―２PP―１ Ⅳ―３４・３６ ― f９ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０５ ― ― ０．１７ 袋状土坑内杭穴。
HP―２PP―２ Ⅳ―３４・３６ ― f９ Ⅶ層 円形 ０．０４ ０．０４ ― ― ０．１３ 袋状土坑内杭穴。
HP―３ Ⅳ―３４・３６ １２―５ f９ Ⅵ層 楕円形 ０．９２ ０．５９ １．０７ ０．７２ ０．６５ 袋状土坑。
HP―４ Ⅳ―３４・３６ ― e９ Ⅵ層 円形 ０．４１ ０．３８ ０．３０ ０．２８ ０．１４ 土坑。
HP―５ Ⅳ―３４・３６ ― e９ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１０ ― ― ０．２４
HP―６ Ⅳ―３４・３６ ― e９ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０７ ― ― ０．２２
HP―７ Ⅳ―３４・３６ ― e９ Ⅶ層 円形 ０．１２ ０．１０ ― ― ０．３８
HP―８ Ⅳ―３４・３６ ― e９ Ⅶ層 円形 ０．０７ ０．０７ ― ― ０．１６
HP―９ Ⅳ―３４・３６ ― e９ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０８ ０．０６ ０．０６ ０．２３
HP―１０ Ⅳ―３４・３６ ― e９ Ⅶ層 円形 ０．１０ ０．０８ ― ― ０．２０
HP―１１ Ⅳ―３４・３６ １２―６ e９ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０５ ― ― ０．１７
HP―１２ Ⅳ―３４・３６ １２―６ e１０ Ⅶ層 円形 ０．０６ ０．０６ ― ― ０．１９
HP―１３ Ⅳ―３４・３６ ― f９・１０ Ⅶ層 不整楕円形 ０．１８ ０．１４ ０．０６ ０．０６ ０．３２

縄文時代後期初頭
北筒Ⅲ～Ⅴ式期

HP―１４ Ⅳ―３４・３６ ― f９ Ⅶ層 円形 ０．１４ ０．１３ ０．０７ ０．０７ ０．３８
HP―１５ Ⅳ―３４・３６ ― f９ Ⅶ層 円形 ０．０９ ０．０８ ０．０４ ０．０４ ０．２２
HP―１６ Ⅳ―３４・３６ ― f９ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０７ ― ― ０．２５
HP―１７ Ⅳ―３４・３６ ― f９ Ⅶ層 円形 ０．０９ ０．０８ ― ― ０．１０
HP―１８ Ⅳ―３４・３６ ― f９ Ⅶ層 円形 ０．０９ ０．０７ ― ― ０．１５
HP―１９ Ⅳ―３４・３６ ― f９ Ⅵ層 円形 ０．２２ ０．２０ ０．１０ ０．１０ ０．１０
HP―２０ Ⅳ―３４・３６ ― f８ Ⅳ層 不整楕円形 ０．２３ ０．１５ ０．１２ ０．０６ ０．０４
HP―２１ Ⅳ―３４・３６ ― f９ Ⅳ層 円形 ０．２２ ０．２０ ０．１０ ０．１０ ０．０８
HP―２２ Ⅳ―３４・３６ ― f８ Ⅳ層 円形 ０．２０ ０．２０ ０．１１ ０．１１ ０．１０

ⅢH―８ 本体部 Ⅳ―３７～３９ １３ g・h・i ８～１０ Ⅲ層 不整楕円形 ６．３６ ４．９８ ５．２０ ３．１８ ０．６４ 縄文時代後期初頭 北筒Ⅲ式 N―５５°W
ⅢH―９ 本体部 Ⅳ―１０８～１１０２７～２９ e・f１０～１２、g１１ Ⅲ層 おおむね方形 （５．６２）５．２４（５．０５）４．７０ ０．２２

縄文時代後期前葉～
トビニタイ式期

N―１２°W
HF―１ Ⅳ―１０９・１１０ ２８―５ f１１ ⅢH―１４覆土 楕円形 ０．８１ ０．５２ ― ― ０．１２
HF―２ Ⅳ―１０９・１１０ ― f１１ ⅢH―１４覆土 不整楕円形 ０．５６ ０．３５ ― ― ０．０６
HF―３ Ⅳ―１０９・１１０ ― f１１ ⅢH―１４覆土 不整楕円形 ０．３１ ０．２５ ― ― ０．０５
HF―４ Ⅳ―１０９・１１０ ２８―６ f１１ ⅢH―１４覆土 おおむね円形 ０．５７ ０．５２ ― ― ０．１０
HP―１ Ⅳ―１１０ ― f１１ ⅢH―１４覆土 円形 ０．０８ ０．０８ ― ― ０．３５
HP―２ Ⅳ―１１０ ― f１１ ⅢH―１４覆土 円形 ０．０７ ０．０６ ― ― ０．２０
HS―１ Ⅳ―１０９ ２８―１ f１１・１２ ⅢH―１４覆土 不整楕円形 ０．６６ ０．６４ ― ― ―
HS―２ Ⅳ―１０９ ２８―２ f１１ ⅢH―１４覆土 楕円形 ０．７８ ０．７４ ― ― ―
HS―３ Ⅳ―１０９ ２８―３ e・f１１ ⅢH―１４覆土 不整楕円形 ０．７４ ０．７０ ― ― ―
HS―４ Ⅳ―１０９ ２８―４ f１１・１２ ⅢH―１４覆土 楕円形 ０．５０ ０．４２ ― ― ―
HC―１ Ⅳ―１１０ ２８―７ f１１ ⅢH―１４覆土 不整形 １．０５ ０．７０ ― ― ―
HC―２ Ⅳ―１１０ ― f１１ ⅢH―１４覆土 不整形 １．５７ ０．８４ ― ― ―
HC―３ Ⅳ―１１０ ２８―８ f１１・１２ ⅢH―１４覆土 不整形 １．７０ ０．６８ ― ― ―
HC―４ Ⅳ―１１０ ― f１２ ⅢH―１４覆土 不整形 ０．３６ ０．２０ ― ― ―

ⅢH―１０ 本体部 Ⅳ―７０～７２ ２０ e１４・１５、f１４・１５ Ⅲ層 不整円形 （６．９４）５．７０（６．１０）５．１０ ０．３４

続縄文時代
下田ノ沢式期

HF―１ Ⅳ―７０・７１ ２０―５ e１４・１５、f１４・１５ Ⅴ層 不整楕円形 １．１１ ０．８４ ― ― ０．０４
HP―１ Ⅳ―７０・７２ ― e１５ Ⅳ層 不整円形 ０．１４ ０．１３ ０．０４ ０．０４ ０．３９
HP―２ Ⅳ―７０・７２ ― e１５ Ⅳ層 楕円形 ０．３０ ０．２３ ０．１３ ０．１１ ０．１０
HP―３ Ⅳ―７０・７２ ― e１５ Ⅳ層 不整円形 ０．１０ ０．０９ ０．０５ ０．０４ ０．０８
HP―４ Ⅳ―７０・７２ ― e１４ Ⅳ層 円形 ０．１１ ０．１０ ０．０８ ０．０７ ０．０７
HP―５ Ⅳ―７０・７２ ― e１４ Ⅳ層 円形 ０．２０ ０．１８ ０．１４ ０．１３ ０．０８
HP―６ Ⅳ―７０・７２ ― e１４ Ⅳ層 不整円形 ０．３１ ０．３１ ０．２３ ０．２１ ０．１５
HP―７ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 楕円形 ０．２０ ０．１６ ０．１３ ０．１１ ０．０８
HP―８ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 不整楕円形 ０．１３ ０．１０ ０．１０ ０．０９ ０．１６
HP―９ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 楕円形 ０．２６ ０．１８ ０．１２ ０．０９ ０．６５
HP―１０ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 楕円形 ０．２０ ０．１７ ０．１２ ０．０８ ０．４２
HP―１１ Ⅳ―７０・７２ ２０―７ f１５ Ⅳ層 不整円形 ０．１０ ０．０８ ０．０６ ０．０６ ０．２１
HP―１２ Ⅳ―７０・７２ ― f１５ Ⅳ層 不整円形 ０．２９ ０．２６ ０．１８ ０．１４ ０．３６
HP―１３ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 不整楕円形 ０．１７ ０．１０ ０．１１ ０．０８ ０．２３
HP―１４ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 不整楕円形 ０．１９ ０．１４ ０．０６ ０．０６ ０．４２
HP―１５ Ⅳ―７０・７２ ― e１５ Ⅳ層 円形 ０．１９ ０．１８ ０．１０ ０．０８ ０．１９
HP―１６ Ⅳ―７０・７２ ― e１４ Ⅳ層 楕円形 ０．１５ ０．１２ ０．０６ ０．０６ ０．２５
HP―１７ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 不整円形 ０．１８ ０．１６ ０．１０ ０．０８ ０．３２
HP―１８ Ⅳ―７０・７２ ２０―８ f１４ Ⅳ層 不整円形 ０．０８ ０．０７ ０．０６ ０．０５ ０．１６
HP―１９ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 不整円形 ０．１８ ０．１７ ０．１５ ０．１４ ０．１０
HP―２０ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 不整円形 ０．１３ ０．１１ ０．０７ ０．０６ ０．０６
HP―２１ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 不整円形 ０．０９ ０．０８ ０．０５ ０．０４ ０．０５
HP―２２ Ⅳ―７０・７２ ― f１５ Ⅳ層 不整円形 ０．１９ ０．１７ ０．１０ ０．０８ ０．３０
HP―２３ Ⅳ―７０・７２ ― e・f１４ Ⅳ層 不整円形 ０．２９ ０．２６ ０．１５ ０．１３ ０．５４
HP―２４ Ⅳ―７０・７２ ― f１５ Ⅳ層 不整円形 ０．１４ ０．１３ ０．０６ ０．０６ ０．２９
HP―２５ Ⅳ―７０・７２ ― f１４ Ⅳ層 不整円形 ０．１２ ０．１０ ０．０６ ０．０５ ０．１６

ⅢH―１１ 本体部 Ⅳ―７３・７４ ２１ g１５・１６、h１５・１６ Ⅴ・Ⅵ層 不整楕円形 （４．４２）３．０４（４．２４）２．７４ ０．６３

続縄文時代
下田ノ沢Ⅱ式期

HF―１ Ⅳ―７４ ２１―３ h１６ Ⅶ層 円形 ０．４３ ０．４１ ― ― ０．０３
HP―１ Ⅳ―７３・７４ ― h１６ Ⅶ層 不整楕円形 ０．０９ ０．０７ ０．０４ ０．０４ ０．２１
HP―２ Ⅳ―７３・７４ ― h１６ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１０ ０．０７ ０．０６ ０．１９
HP―３ Ⅳ―７３・７４ ― h１６ Ⅶ層 不整円形 ０．１７ ０．１４ ０．０９ ０．０９ ０．０６
HP―４ Ⅳ―７３・７４ ― h１６ Ⅶ層 楕円形 ０．１７ ０．１２ ０．０６ ０．０５ ０．２５
HP―５ Ⅳ―７３・７４ ― h１６ Ⅶ層 円形 ０．１０ ０．０９ ０．０２ ０．０２ ０．１９
HP―６ Ⅳ―７３・７４ ２１―６ h１６ Ⅶ層 不整円形 ０．０８ ０．０８ ０．０３ ０．０３
HP―７ Ⅳ―７３・７４ ― h１６ Ⅶ層 楕円形 ０．１２ ０．１０ ０．０６ ０．０５ ０．１１
HP―８ Ⅳ―７３・７４ ― h１６ Ⅶ層 不整円形 ０．１４ ０．１３ ０．０５ ０．０５ ０．１５
HP―９ Ⅳ―７３・７４ ― h１６ Ⅶ層 不整円形 １．４０ １．２４ ０．７６ ０．１８ ０．２８ 旧付属遺構１。

ⅢH―１２ 本体部 Ⅳ―７５～７７ ２２ d１８・１９、e１８・１９ Ⅲ層 円形 ６．１９（４．２８）５．１７（４．０８）０．８９

続縄文時代
下田ノ沢Ⅱ式期

HF―１ Ⅳ―７６・７７ ２２―１ e１８ Ⅳ層 隅丸長方形？ ０．８７ ０．５２ ― ― ０．１５
HF―２ Ⅳ―７６・７７ ２２―８ e１８ Ⅳ層 不整円形？ ０．２５（０．１５） ― ― ０．０４
HP―１ Ⅳ―７６・７７ ― e１８ Ⅳ層 不整円形 ０．１２ ０．１２ ０．０４ ０．０３ ０．１７
HP―２ Ⅳ―７６・７７ ― e１８ Ⅳ層 不整円形 （０．１２）（０．１２）０．０３ ０．０３ ０．３５
HP―３ Ⅳ―７６・７７ ― e１８ Ⅳ層 不整円形 ０．１８（０．１５）０．０５ ０．０４（０．３８）
HP―４ Ⅳ―７６・７７ ― e１９ Ⅳ層 不整円形 ０．１８ ０．１６ ０．０７ ０．０６ ０．１５
HP―５ Ⅳ―７６・７７ ― e１９ Ⅳ層 円形 ０．１０ ０．１０ ０．０３ ０．０２ ０．１１
HP―６ Ⅳ―７６・７７ ― e１９ Ⅳ層 円形 ０．０９ ０．０９ ０．０３ ０．０３ ０．１２
HP―７ Ⅳ―７６・７７ ― e１９ Ⅳ層 円形 ０．０８ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．０９
HP―８ Ⅳ―７６・７７ ― e１９ Ⅳ層 円形 ０．１０ ０．１０ ０．０４ ０．０４ ０．０８
HP―９ Ⅳ―７６・７７ ― e１８ Ⅳ層 円形 ０．０８ ０．０８ ０．０２ ０．０２ ０．１０
HP―１０ Ⅳ―７６・７７ ― e１８ Ⅳ層 円形 ０．０８ ０．０７ ０．０３ ０．０２ ０．１４

表Ⅳ－３ 遺構一覧（３）

Ⅳ章 遺構と遺物

３２５



遺構名
掲載 検出位置

平面形
規模（m）

時 期
備 考
（方位等）挿図 写真

図版 発掘区 層位 検出面 底面 深さ長径 短径 長径 短径
ⅢH―１２ HP―１１ Ⅳ―７６・７７ ２２―２ e１９ Ⅳ層 円形 ０．３２ ０．３１ ０．２７ ０．２４ ０．０８

続縄文時代
下田ノ沢Ⅱ式期

HP―１２ Ⅳ―７６・７７ ― e１８ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１１ ０．０５ ０．０４ ０．１８
HP―１３ Ⅳ―７６・７７ ― e１９ Ⅳ層 不整円形 ０．１４ ０．１３ ０．０３ ０．０３ ０．３０
HP―１４ Ⅳ―７６・７７ ― e１８ Ⅵ層 円形 ０．０９ ０．０９ ０．０３ ０．０３ ０．１５
HP―１５ Ⅳ―７６・７７ ― e１９ Ⅳ層 円形 ０．３３ ０．３１ ０．２６ ０．２４ ０．０６

ⅢH―１３ 本体部 Ⅳ―３１～３３ １０ d１２～１５、e１３～１５ Ⅲ層 不明 （１１．８？）（５．０？） ― ― ０．３３

縄文時代中期末
北筒Ⅱ式期

HF―１ Ⅳ―３２・３３ １０―３ e１４・１５ Ⅳ層 不整円形 ０．５３ ０．５１ ― ― ０．１４
HP―１ Ⅳ―３１・３２ １０―２ d１５ Ⅳ層 円形 ０．１５ ０．１３ ０．０８ ０．０６ ０．１１
HP―２ Ⅳ―３１・３２ ― d１５ Ⅳ層 不整楕円形 ０．２２ ０．１６ ０．１０ ０．０８ ０．３９
HP―３ Ⅳ―３１・３２ ― d１５ Ⅳ層 不整円形 ０．１１ ０．１０ ０．０６ ０．０５ ０．１０
HP―４ Ⅳ―３１・３２ ― e１５ Ⅳ層 不整円形 ０．２３ ０．２０ ０．０８ ０．０８ ０．１０
HP―５ Ⅳ―３１・３２ ― e１５ Ⅳ層 不整円形 ０．２１ ０．１６ ０．０９ ０．０８ ０．１８
HP―６ Ⅳ―３１・３２ ― e１５ Ⅳ層 不整円形 ０．１２ ０．１０ ０．０６ ０．０４ ０．１１
HP―７ Ⅳ―３１・３２ ― e１４ Ⅳ層 不整円形 ０．２３ ０．１９ ０．０６ ０．０５ ０．０８
HP―８ Ⅳ―３１・３２ ― d１５ Ⅳ層 不整円形 ０．０９ ０．０７ ０．０５ ０．０３ ０．１０
HP―９ Ⅳ―３１・３２ ― d１５ Ⅳ層 不整円形 ０．１０ ０．０９ ０．０４ ０．０３ ０．０７
HP―１０ Ⅳ―３１・３２ １０―４ d１５ Ⅳ層 不整円形 ０．１１ ０．０８ ０．０６ ０．０５ ０．３２
HP―１１ Ⅳ―３１・３２ ― e１４ Ⅳ層 不整円形 ０．２９ ０．２３ ０．１６ ０．１４ ０．１１
HP―１２ Ⅳ―３１・３２ ― d１５ Ⅳ層 円形 ０．１２ ０．１２ ０．０７ ０．０５ ０．１６
HP―１３ Ⅳ―３１・３２ １０―５ d１３ Ⅳ層 楕円形 ０．１９ ０．１４ ０．０７ ０．０７ ０．１４
HP―１４ Ⅳ―３１・３２ ― d１３ Ⅳ層 不整円形 ０．２６ ０．２３ ０．１２ ０．１０ ０．５２
HP―１５ Ⅳ―３１～３３ ― e１４・１５ Ⅳ層 不整円形 １．５６ １．２４ ０．８０ ０．４０ ０．２１ 旧付属遺構１。

ⅢH―１４ 本体部 Ⅳ―１１１～１１４２９・３０ e１１・１２、
f・g１０～１２ Ⅲ層 おおむね楕円形 ９．８３ ７．５８ ８．２８ ８．００ ０．４２

縄文時代後期

N―１０°W

HF―１ Ⅳ―１１２・１１３ ３０―１ f１１ ⅢH―１５覆土 不整楕円形 ０．８６ ０．４３ ― ― ０．０５
HF―２ Ⅳ―１１２・１１３ ３０―２ f１１ ⅢH―１５覆土 不整楕円形 ０．６４ ０．４３ ― ― ０．０４
HF―３ Ⅳ―１１２・１１３ ３０―３ g１１・１２ ⅢH―１５覆土 不整楕円形 ０．４２ ０．２８ ― ― ０．０４
HF―４ Ⅳ―１１２・１１３ ― g１２ ⅢH―１５覆土 不整楕円形 ０．２５ ０．２２ ― ― ０．０５
HF―５ Ⅳ―１１２・１１３ ３０―４ g１２ ⅢH―１５覆土 不整楕円形 ０．３２ ０．２３ ― ― ０．０４
HP―１ Ⅳ―１１２・１１４ ３０―５ f１２ Ⅳ層 円形 ０．１３ ０．１１ ０．０６ ０．０６ ０．３１
HP―２ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１２ Ⅳ層 円形 ０．１０ ０．０９ ― ― ０．２１
HP―３ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１２ Ⅳ層 円形 ０．１０ ０．１０ ― ― ０．１６
HP―４ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１２ Ⅳ層 円形 ０．１０ ０．０８ ― ― ０．３４
HP―５ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１２ Ⅳ層 円形 ０．０９ ０．０８ ― ― ０．１３
HP―６ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１２ Ⅳ層 円形 ０．１１ ０．０９ ― ― ０．４１
HP―７ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１１ Ⅳ層 円形 ０．０８ ０．０８ ― ― ０．１６
HP―８ Ⅳ―１１２・１１４ ― e１１ Ⅳ層 円形 ０．０９ ０．０８ ― ― ０．１４
HP―９ Ⅳ―１１２・１１４ ― e１１ Ⅳ層 円形 ０．１６ ０．１８ ― ― ０．２４
HP―１０ Ⅳ―１１２・１１４ ― e・f１１ Ⅳ層 円形 ０．１０ ０．０９ ― ― ０．１６
HP―１１ Ⅳ―１１２・１１４ ― e１１ Ⅳ層 円形 ０．０８ ０．０７ ― ― ０．２５
HP―１２ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１１ Ⅳ層 円形 ０．１０ ０．０９ ― ― ０．２５
HP―１３ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１１ Ⅳ層 円形 ０．１３ ０．１１ ― ― ０．５０
HP―１４ Ⅳ―１１２・１１４ ３０―６ f１１ ⅢH―１５覆土 円形 ０．１１ ０．１１ ― ― ０．４８
HP―１５ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１１ ⅢH―１５覆土 円形 ０．０８ ０．０７ ― ― ０．１２
HP―１６ Ⅳ―１１２・１１４ ３０―７ f１１ Ⅳ層 円形 ０．１１ ０．１０ ― ― ０．５２
HP―１７ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１１ Ⅳ層 円形 ０．１１ ０．１０ ― ― ０．１８
HP―１８ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１１ ⅢH―１５覆土 円形 ０．０８ ０．０６ ― ― ０．１３
HP―１９ Ⅳ―１１２・１１４ ― f・g１１ ⅢH―１５覆土 円形 ０．１２ ０．１１ ― ― ０．２２
HP―２０ Ⅳ―１１２・１１４ ― g１１ ⅢH―１５覆土 円形 ０．１０ ０．０９ ― ― ０．３０
HP―２１ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１２ Ⅳ層 円形 ０．０８ ０．０７ ― ― ０．１９
HP―２２ Ⅳ―１１２・１１４ ― f・g１２ Ⅳ層 円形 ０．０８ ０．０７ ― ― ０．２０
HP―２３ Ⅳ―１１２・１１４ ― f１２ Ⅳ層 円形 ０．０７ ０．０７ ― ― ０．１８
HFC―１ Ⅳ―１１１ ― f１１ ⅢH―１５覆土 不整楕円形 ０．１５ ０．０５ ― ― ―
HC―１ Ⅳ―１１１ ― f１１ ⅢH―１５覆土 不整形 ０．４０ ０．３０ ― ― ―
HC―２ Ⅳ―１１１ ― f１１ ⅢH―１５覆土 不整形 ０．７６ ０．６２ ― ― ―
HC―３ Ⅳ―１１１ ― f１２ ⅢH―１５覆土 不整形 ０．７４ ０．４５ ― ― ―

ⅢH―１５ 本体部 Ⅳ―１１５～１１８３１・３２ f・g・h１１・１２ Ⅲ層 楕円形 ７．９４ ６．４５ ７．４９ ５．８８ ０．５５

縄文時代前期
温根沼式期

N―３３°W
HF―１ Ⅳ―１１５・１１７ ３１―４ f１１ 覆土 楕円形 ０．３２ ０．２４ ― ― ０．０５
HF―２ Ⅳ―１１５・１１７ ３１―６ g１１ 覆土 楕円形 ０．８０ ０．７８ ― ― ０．０４
HF―３ Ⅳ―１１６・１１７ ３１―５ g１１・１２ Ⅳ層 楕円形 ０．７５ ０．６０ ― ― ０．０８
HP―１ Ⅳ―１１６・１１８３２―１・２ g１２ Ⅳ層 円形 １．０３（１．０２）０．７４ ０．６４ ０．１４ 土坑。
HP―２ Ⅳ―１１６・１１８ ３２―３ g１２ Ⅴ層 円形 ０．６８ ０．５２ ０．５９ ０．４３ ０．０６ 土坑。
HP―３ Ⅳ―１１６・１１８ ― f１２ Ⅳ層 円形 ０．１５ ０．１５ ― ― ０．３３
HP―４ Ⅳ―１１６・１１８ ― f１２ Ⅴ層 円形 ０．１１ ０．１０ ― ― ０．２２
HP―５ Ⅳ―１１６・１１８ ― f１１ Ⅴ層 円形 ０．１３ ０．１２ ― ― ０．２６
HP―６ Ⅳ―１１６・１１８ ― f１１ Ⅴ層 円形 ０．１８ ０．１７ ― ― ０．３２
HP―７ Ⅳ―１１６・１１８ ― g１１ Ⅳ層 円形 ０．０８ ０．０８ ― ― ０．３０
HP―８ Ⅳ―１１６・１１８ ― g１１ Ⅳ層 円形 ０．１２ ０．１２ ０．０４ ０．０４ ０．２５
HP―９ Ⅳ―１１６・１１８ ― g１１ Ⅳ層 円形 ０．０８ ０．０７ ― ― ０．０９
HP―１０ Ⅳ―１１６・１１８ ― g１２ Ⅳ層 円形 ０．０９ ０．０８ ― ― ０．１０
HP―１１ Ⅳ―１１６・１１８ ― g１２ Ⅴ層 円形 ０．１０ ０．０９ ― ― ０．２４
HP―１２ Ⅳ―１１６・１１８ ３２―４ f１１ Ⅶ層 円形 ０．０８ ０．０７ ― ― ０．１７
HP―１３ Ⅳ―１１６・１１８ ３２―４ f１１ Ⅶ層 円形 ０．０９ ０．０８ ― ― ０．２６
HP―１４ Ⅳ―１１６・１１８ ― f１１ Ⅶ層 円形 ０．１０ ０．０９ ― ― ０．３７

ⅢH―１６ 本体部 Ⅳ―７８ ２３ h１８・１９、i１８・１９ Ⅲ層 不整楕円形 ３．３６ ２．４８ ３．１６ ２．２４ ０．５９

続縄文時代
下田ノ沢Ⅰ式期

旧ⅢP―４。
HF―１ Ⅳ―７８ ２３―２ h１８・１９ Ⅶ層 不整楕円形 ０．８０ ０．４８ ― ― ０．０８
HP―１ Ⅳ―７８ ― h１８ Ⅶ層 楕円形 ０．１０ ０．０８ ０．０９ ０．０３ ０．１９
HP―２ Ⅳ―７８ ― i１９ Ⅶ層 不整円形 ０．２６ ０．１９ ０．０８ ０．０８ ０．１３
HP―３ Ⅳ―７８ ― h１８・１９ Ⅶ層 不整円形 ０．０６ ０．０５ ０．０２ ０．０２ ０．２２

ⅢP―１ Ⅳ―７９ ２３ i１８ Ⅲ層 隅丸四角形 ２．５０ ２．０４ ２．１４ １．６７ ０．２３ 続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期
ⅢP―２ Ⅳ―８０ ２３・２４ h・i１５・１６ Ⅳ層 楕円形 １．９４ １．６４ １．８８ １．６０ ０．６５ 続縄文時代下田ノ沢式期
ⅢP―３ Ⅳ―７９ ２４ h・i１４・１５ Ⅳ層 楕円形？ （１．６５）（１．４０）（１．５５）（１．４０）０．５５ 続縄文時代下田ノ沢式期？
ⅢP―６ Ⅳ―８１ ２４ i１９ Ⅲ層 楕円形 ２．６４ １．６２ ２．４０ １．２０ ０．４４ 続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期
ⅢP―７ Ⅳ―８１ ２４ i１９ Ⅲ層 円形 ― １．７０ ― １．３８ ０．４１ 続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期
ⅢP―８ Ⅳ―８１ ２４ i１９ Ⅲ層 不整円形？ １．８４ ― １．５６ ― ０．３８ 続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期
ⅢP―９ Ⅳ―４０ １４―１・２ g・h５ Ⅳ層 楕円形 ０．７９ ０．６０ ０．５３ ０．３４ ０．３８ 縄文時代中期末～後期
ⅢP―１０ Ⅳ―８２ ２５ i１０ Ⅳ層 不整円形 １．０２ ０．８９ ０．７３ ０．６３ ０．４１ 続縄文時代下田ノ沢Ⅱ式期
ⅢP―１１ Ⅳ―８２ ２５ h１６ Ⅳ層 楕円形 ２．３３ １．７８ １．８０ １．３５（０．１５）続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期
ⅢP―１２ Ⅳ―８３・８４ ２５ g１９・２０、h１９・２０ Ⅲ層 不整円形？ ３．９４ ３．８６ ３．０２ ２．３２ １．０４ 続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期
ⅢP―１３ Ⅳ―４０・４１ １４ h・I１２・１３ Ⅳ層 楕円形 ４．００（２．９４）３．３５（１．９４）０．７０ 縄文時代後期初頭北筒Ⅲ式
ⅢP―１４ Ⅳ―８５ ２６ h１５ Ⅲ層 楕円形 １．１０ １．００ ０．８４ ０．８４ ０．６８ 続縄文時代下田ノ沢式期
ⅢP―１５ Ⅳ―４０・４１ １４―７・８ i１２・１３ Ⅳ層 不整楕円形 １．５８（１．３５）１．２８ ０．８６ ０．４６ 縄文後期初頭
ⅢP―１６ Ⅳ―８６ ２６ e１７・１８、f１７・１８ Ⅲ層 隅丸四角形 ２．２２ ２．０４ １．５２ １．３２ ０．５４ 続縄文時代下田ノ沢Ⅱ式期
ⅢP―１７ Ⅳ―４２ １５ f・g１０ Ⅲ層 不整楕円形 ３．０６ ３．１０ ２．４９ ２．８５ ０．３６

縄文後期前葉
北筒Ⅲ式？PF―１ Ⅳ―４２ １５―３ f・g１０ 覆土 不整楕円形 ０．４９ ０．４０ ― ― ０．０５

PF―２ Ⅳ―４２ １５―３ g１０ 覆土 不整形 ０．６２ ０．４０ ― ― ０．０３
ⅢP―１８ Ⅳ―１２８ ３３―５ h１３・１４、i１３・１４ Ⅲ層 不整楕円形 １．９１ １．３５ １．４１ ０．９２ ０．６１ 縄文時代～続縄文時代
ⅢP―１９ Ⅳ―１２９ ３３―６ f２４ Ⅳ層 不整円形？ ０．６１ ０．４９ ０．３０ ０．２９ ０．３４ 続縄文時代～擦文文化期
ⅢP―２０ Ⅳ―１５７ ３７―６ e２０・２１ Ⅵ層 不整円形 １．７９ １．５１ １．４７ １．２０ ０．２５ 続縄文時代下田ノ沢式期
ⅢP―２１ Ⅳ―１２９ ３３―７ g１４・１５ Ⅶ層 不整円形？ ２．１６ ― １．８０ ― ０．４０ 縄文時代中期後半～続縄文時代

表Ⅳ－４ 遺構一覧（４）

根室市 温根沼２遺跡

３２６



遺構名
掲載 検出位置

平面形
規模（m）

時 期
備 考
（方位等）挿図 写真

図版 発掘区 層位 検出面 底面 深さ長径 短径 長径 短径
ⅢP―２３ Ⅳ―４３ ３ g・h９ Ⅶ層 不整楕円形 ０．７８ ０．４８ ０．６０ ０．３２ ０．１８ 縄文時代後期初頭北筒式期？
ⅢP―２４ Ⅳ―８７ ２６ f１５・１６ Ⅲ層 不整円形 ２．３２ ２．２６ ２．０２ １．８０ ０．１７ 続縄文時代下田ノ沢Ⅰ式期
ⅢP―２５ Ⅳ―４４ １５―５・６ e・f１６・１７ Ⅲ層 不整楕円形 ５．５５ ４．３０ ４．７０ ３．７３ ０．２９ 縄文時代後期初頭北筒式期？
ⅢP―２６ Ⅳ―１１９ ３３―２ g１１ ⅢH―１５覆土 隅丸方形近似 ０．８１ ０．４８ ０．５９ ０．４１ ０．１６ 縄文時代前期～中期 赤色顔料あり、土坑墓。
ⅢP―２７ Ⅳ―４３ １５―７・８ d１８ Ⅳ層 円形 （２．７０）（２．５５）２．１４ １．８１ ０．６６ 縄文時代後期初頭北筒式期？
ⅢP―２８ Ⅳ―１２０ ３３―４ g１２ Ⅳ層 円形 （０．５０）０．５９（０．４３）０．３９ ０．２８ 縄文時代前期～後期前葉
ⅢS―１ Ⅳ―４５ １６ h・i２０ Ⅲ層 楕円形 ０．９６ ０．７８ ― ― ― 縄文時代後期初頭北筒式期 №１のみのデ―タ。
ⅢS―２ Ⅳ―４６ １６ l・m４、l５ Ⅲ層 楕円形 （６．００）（２．３５） ― ― ― 縄文時代後期初頭北筒式期
ⅢS―３ Ⅳ―１３０ ３３―８ g２０ Ⅲ層 円形 ０．８ ０．７ ― ― ― 縄文時代中期末の北筒式期以降
ⅢS―４ Ⅳ―４７ １６ g・h１０ Ⅳ層 楕円形 １．８４ １．２５ ― ― ― 縄文時代後期初頭北筒式期
ⅢS―５ Ⅳ―４７ １６―７ f８ Ⅲ層 不整楕円形 ０．９０ ０．７６ ― ― ― 縄文時代後期初頭北筒式期 ⅢH―７関連。
ⅢS―６ Ⅳ―１３０ ３４―１ f１５ Ⅲ層 楕円形 ０．６０ ０．４０ ― ― ― 縄文時代中期末の北筒式期以降
ⅢS―７ Ⅳ―１５７ ４３―８ c・d１９・２０ Ⅲ層 楕円形 １．３４ ０．８８ ― ― ―
ⅢS―８ Ⅳ―４８ １６―８ f１３ Ⅲ層 大小の礫の

不規則な拡散 １．８０ １．４０ ― ― ― 縄文時代後期前葉
北筒式期

ⅢS―９ Ⅳ―３１ １０―７・８ d１４ Ⅲ層 拳大礫の密集 ０．５０ ０．４０ ― ― ― 縄文時代中期末
北筒Ⅱ式（トコロ６類）期

ⅢS―１０ Ⅳ―１２０ ３３―３ e・f１２ Ⅲ層 不整形 ３．８２ ２．５６ ― ― ― 縄文時代前期または後期前葉 ⅢH―１４関連。
ⅢS―１１ Ⅳ―１３０ ３４―２ d１９、e１９ Ⅲ層 楕円形 １．５０ １．２０ ― ― ― 縄文時代中期末の北筒式期以降
ⅢF―１ Ⅳ―１３１ ３４―３ g１４ Ⅲ層 不定形 ０．８６ ０．６８ ― ― ０．０４ 続縄文時代下田ノ沢

式期～擦文文化期
ⅢF―２ Ⅳ―８８ ― g１９ Ⅲ層 不定形 ０．７４ ０．２２ ― ― ０．４４ 続縄文時代後半
ⅢF―３ Ⅳ―１３１ ３４―４ f１８ Ⅲ層 円形 ０．２６ ０．２５ ― ― ０．０６ 縄文時代中期末の北筒式期以降
ⅢF―４ Ⅳ―１３２ ３４―５ e２４ Ⅲ層 不定形 ０．７０ ０．３０ ― ― ０．１１ 縄文時代～擦文文化期
ⅢF―５ Ⅳ―１３１ ３４―６ g１４ Ⅲ層 不定形 ０．３２ ０．２２ ― ― ０．０３ 続縄文時代下田ノ沢式期

～擦文文化期
ⅢF―６ Ⅳ―１３２ ３４―７ g１５ Ⅲ層 不定形 ０．５４ ０．３４ ― ― ０．０９ 縄文時代前期以降
ⅢF―７ Ⅳ―１３３ ３４―８ f１７ Ⅲ層 長楕円形 ０．８９ ０．４６ ― ― ０．１０ 縄文時代前期以降
ⅢF―８ Ⅳ―１３３ ３５―１ f１７ Ⅲ層 不定形 ０．４８ ０．３２ ― ― ０．１０ 縄文時代前期以降
ⅢF―９ Ⅳ―１３３ ３５―２ f３０ Ⅲ層 不定形 （０．５４？）（０．５４？） ― ― ０．０８ 縄文時代前期以降
ⅢF―１０ Ⅳ―１３４ ３５―３ e１３ Ⅲ層 不整な帯状 （１．２７？）（０．３３？） ― ― ０．０５ 縄文時代前期以降
ⅢF―１１ Ⅳ―１３４ ３５―４ e１３ Ⅲ層 散布状 １m四方程度の範囲 ― 縄文時代前期以降
ⅢF―１２ Ⅳ―１３５ ３５―５ g１２ Ⅲ層 不整円形 ０．３９ ０．３０ ― ― ０．０８ 縄文時代前期以降
ⅢF―１３ Ⅳ―１３５ ３５―６ g１３ Ⅲ層 不定形 ０．７２ ０．４４ ― ― ０．０８ 縄文時代前期以降
ⅢF―１４ Ⅳ―１３４ ３５―７ d１４ Ⅲ層 不定形 ０．５１ ０．５０ ― ― ０．０５ 縄文時代中期末の北筒式期以降
ⅢF―１５A Ⅳ―１３２ ３５―８ d２０ Ⅲ層 楕円形 ０．４０ ０．３０ ― ― ０．０７ 縄文時代～続縄文時代
ⅢF―１５B Ⅳ―１３２ ３５―８ d２０ Ⅲ層 不定形 ０．８６ ０．６５ ― ― ０．０９ 縄文時代～続縄文時代
ⅢF―１６ Ⅳ―７３ ２１―２ h１６ Ⅲ層 不定形 ０．６６ ０．４６ ― ― ０．０７ 擦文文化期後期
ⅢFC―１ Ⅳ―１３２ ３５―８ d２０ Ⅲ層 ― ０．６０（０．５９） ― ― ― 縄文時代～続縄文時代

遺構名
掲載 検出位置

平面形
規模（m）

時 期
備 考
（方位等）挿図 写真

図版 発掘区 層位 検出面 底面 深さ長径 短径 長径 短径
炭窯１ 図Ⅳ―１９１・１９２ ４４ j７・８ Ⅷ層 Ω形 ３．５０ ３．０４ ３．５０ ２．６４ １．１０ 近代 煙道・焚口施設残存。
炭窯２ 図Ⅳ―１９３・１９４ ４５ j６・７ Ⅷ層 Ω形 ３．７３ ３．０６ ３．３８ ２．６５ １．１０ 近代 焚口施設残存。
建物跡１ 図Ⅳ―１９６ ４６ j・k８・９ Ⅷ層 長方形＋長方形（３．６０）２．５８（３．１６）１．９４ １．５０

近代

PP―１ 図Ⅳ―１９６ ― k８・９ Ⅷ層 長方形 ０．９１ ０．６６ ０．６７ ０．５９ ０．１６
PP―２ 図Ⅳ―１９６ ― j・k８ Ⅷ層 不整長方形 ０．８３ ０．７９ ０．６８ ０．６９ ０．１７
PP―３ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 長方形 ０．９６ ０．４６ ０．８４ ０．４１ ０．１２
SP―１ 図Ⅳ―１９６ ― k９ Ⅷ層 円形 ０．１５ ０．１５ ０．１３ ０．１３ ０．３４
SP―２ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 円形 ０．１６ ０．１４ ０．１０ ０．１０ ０．２８
SP―３ 図Ⅳ―１９６ ― j８ Ⅷ層 円形 ０．１７ ０．１６ ０．１１ ０．１０ ０．３２
SP―４ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 円形 ０．１６ ０．１６ ０．１１ ０．１１ ０．２６
SP―５ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 円形 ０．１５（０．１４）０．１２ ０．１２ ０．２９
SP―６ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 円形 ０．１４ ０．１４ ０．１３ ０．１３ ０．２８
SP―７ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 円形 ０．２０ ０．２０ ０．１４ ０．１４ ０．４２
SP―８ 図Ⅳ―１９６ ― k９ Ⅷ層 円形 ０．１４ ０．１４ ０．１１ ０．１１ ０．１７
SP―９ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 円形 ０．０８ ０．０８ ０．０４ ０．０４ ０．３０
SP―１０ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 円形 ０．０７ ０．０６ ０．０３ ０．０３ ０．２７
SP―１１ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 円形 ０．０７（０．０５）（０．０５）（０．０５）０．０５
SP―１２ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 円形 ０．０８ ０．０８ ― ― ０．２３
SP―１３ 図Ⅳ―１９６ ― k８ Ⅷ層 円形 ０．０８ ０．０８ ０．０４ ０．０４ ０．３２

ⅠP―１ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― j７・８ Ⅷ層 長楕円形 ４．５６ １．３７ ３．８８ ０．８７ １．１０ 近代
ⅠP―２ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i・j７・８ Ⅷ層 不整長楕円形 ４．３６ １．０２ ２．１８ ０．７０ ０．７８ 近代
ⅠP―３ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i・j７・８ Ⅷ層 不整長楕円形 （３．４０）（１．２０）１．５８ ０．４５ ０．７３ 近代
ⅠP―４ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i・j７・８ Ⅷ層 不整楕円形 （３．８０）（１．４０）（３．２０）（０．８２）０．４５ 近代
ⅠP―５ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i・j７・８ Ⅶ層 不整楕円形 （６．５０）（４．３０）（４．４０）（１．００）０．７１ 近代
ⅠP―６ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i・j６・７ Ⅶ層 長楕円形 ３．３４ １．３０ ２．７４ ０．７２ ０．５７ 近代
ⅠP―７ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i６・７ Ⅷ層 不整楕円形 ２．７８（０．８４）１．２５ ０．５２ ０．６４ 近代
ⅠP―８ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i６・７ Ⅷ層 不整楕円形 １．００ ０．４９ ０．８０ ０．４６ ０．２８ 近代
ⅠP―９ 図Ⅳ―１８９・１９５ ４６―２ k７ Ⅶ層 不整楕円形 １．８８（１．０４）１．４８（０．５８）（０．５７） 近代
ⅠP―１０ 図Ⅳ―１８９・１９５ ４６―４ k８ Ⅳ層 楕円形 １．３４（１．０８）０．８４（０．９０）０．７４ 近代
ⅠP―１１ 図Ⅳ―１８９・１９５ ― k６・７ Ⅶ層 不整楕円形 （２．７０）（１．４０）（１．６２）（０．５２）０．６４ 近代
ⅠP―１２ 図Ⅳ―１８９・１９５ ― k７ Ⅴ層 不整楕円形 １．７０ １．０４（１．４０）（１．０２）０．５３ 近代
ⅠP―１３ 図Ⅳ―１８９ ― i・j５・６ Ⅶ層 不整長方形 ４．５５ ４．６２ ２．９０ ３．１０ ０．７０ 近代
ⅠP―１４ 図Ⅳ―１８９ ― j・k４・５ Ⅶ層 不整楕円形 ２．２０ １．８０ １．７２ １．４５ ― 近代
ⅠSP―１ 図Ⅳ―１８９・１９５ ４６―３ k７ Ⅶ層 円形 ０．１３ ０．１３ ― ― ０．４８ 近代 炭窯１関連。
ⅠSP―２ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k７ Ⅶ層 円形 ０．１３ ０．１３ ― ― ０．６２ 近代 炭窯１関連。
ⅠSP―３ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k８ Ⅶ層 円形 ０．０９ ０．０９ ― ― ０．２５ 近代
ⅠSP―４ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k８ Ⅶ層 円形 ０．１４ ０．１４ ― ― ０．２０ 近代
ⅠSP―５ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k６ Ⅶ層 円形 ０．１５ ０．１５ ― ― ０．３４ 近代
ⅠSP―６ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k７ Ⅶ層 円形 ０．２５ ０．２４ ０．１２ ０．０６ ０．３７ 近代
ⅠSP―７ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k７ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１１ ― ― ０．３９ 近代
ⅠSP―８ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k７ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１１ ― ― ０．３５ 近代
ⅠSP―９ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― j６ Ⅶ層 円形 ０．１７ ０．１７ ０．０６ ０．０６ ０．２０ 近代
ⅠSP―１０ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― j７ Ⅷ層 円形 ０．０８ ０．０８ ― ― ０．２２ 近代 杭残存。
ⅠSP―１１ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k６ Ⅶ層 円形 ０．１４ ０．１３ ― ― ０．７１ 近代 炭窯２関連。
ⅠSP―１２ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k７ Ⅶ層 円形 ０．１４ ０．１３ ― ― ０．５８ 近代 炭窯２関連。
ⅠSP―１３ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k６ Ⅶ層 円形 ０．１６ ０．１６ ― ― ０．４８ 近代
ⅠSP―１４ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i７ Ⅶ層 円形 ０．１１ ０．１１ ― ― ０．２２ 近代
ⅠSP―１５ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i８ Ⅶ層 円形 ０．２０ ０．２０ ０．１６ ０．１６ ０．０８ 近代
ⅠSP―１６ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i８ Ⅶ層 円形 ０．１６ ０．１４ ０．１２ ０．１２ ０．０９ 近代
ⅠSP―１７ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― i８ Ⅶ層 円形 ０．１８ ０．１７ ０．０７ ０．０６ ０．０８ 近代
ⅠSP―１８ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― j８ Ⅶ層 円形 ０．１７ ０．１７ ０．１２ ０．１２ ０．１０ 近代
ⅠSP―１９ 図Ⅳ―１８９・１９０ ― k９ Ⅶ層 円形 ０．１７ ０．１４ ０．１１ ０．１１ ０．０４ 近代
ⅠP―１００ 図Ⅳ―１９７ ４７ d２４ Ⅳ層 不整円形 １．８４ １．８０ １．２１ ０．９０ ０．７０ 近現代 家畜馬墓。

表Ⅳ－５ 遺構一覧（５）

表Ⅳ－６ Ⅰ層遺構一覧

Ⅳ章 遺構と遺物
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遺構名 土器分類 重量（g） 計量点数 １点平均（g）

ⅢH―１

Ⅵ群・Ⅵ群b類 １，６５８ ６９ ２４．０

Ⅵ群c類 ３２８ ４４ ７．５

Ⅶ群 ６６ ７ ９．４

ⅢH―２
Ⅵ群・Ⅵ群b類 １６３．６ １５ １０．９

Ⅶ群 ４０４ １４ ２８．９

ⅢH―３

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 ６５ ３ ２１．７

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ２５３ ９ ２８．１

Ⅶ群 １，０１２ １２８ ７．９

ⅢH―４

Ⅲ群b類 １３ ２ ６．５

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 １１ ２ ５．５

Ⅴ群 ２３１ １２ １９．３

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ３，６４６ １８４ １９．８

Ⅵ群c類 ５１１ ３６ １４．２

Ⅶ群 ３６０ ３１ １１．６

Ⅷ群 １０１ ９ １１．２

ⅢH―５

Ⅲ群b類 ７０ ３ ２３．３

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 ７６ １６ ４．８

Ⅳ群a類 ４２４ ６ ７０．７

Ⅵ群・Ⅵ群b類 １，６４９ １２１ １３．６

Ⅵ群c類 ８８ ５ １７．６

Ⅶ群 １９７ ２１ ９．４

Ⅷ群 ３，３１１ ４７４ ７．０

ⅢH―６

Ⅳ群a類 ７９８ １３ ６１．４

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ３，４１４ １９８ １７．２

Ⅶ群 ２ １ ２．０

ⅢH―７

Ⅰ群b類 ５４ ９ ６．０

Ⅲ群b類 ９０ １０ ９．０

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 １１６ １１ １０．５

Ⅳ群a類 ４，１４９ ２５４ １６．３

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ２５６ ３４ ７．５

Ⅶ群 ６ １ ６．０

ⅢH―８

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 ７７７ ３８ ２０．４

Ⅳ群a類 ７８ ２ ３９．０

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ２，５５４ ２０５ １２．５

Ⅵ群c類 １０５ ２ ５２．５

ⅢH―９

Ⅰ群b類 １０ １ １０．０

Ⅲ群b類 ３３４ ３０ １１．１

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 １５４ ９ １７．１

Ⅳ群a類 ２１４ ３ ７１．３

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ５６９ ６２ ９．２

Ⅶ群 ２５ ５ ５．０

Ⅷ群 ５６１ ２７ ２０．８

ⅢH―１０

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 ５ １ ５．０

Ⅳ群a類 ７２９ ８ ９１．１

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ２，３０６ ２５４ ９．１

Ⅶ群 ７ ２ ３．５

Ⅷ群 ２８ １ ２８．０

ⅢH―１１ Ⅵ群・Ⅵ群b類 ２８１．４ ３７ ７．６

ⅢH―１２

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 ２３５ １８ １３．１

Ⅳ群a類 １，３２０ １５ ８８．０

Ⅵ群・Ⅵ群b類 １０，３８５ ８４５ １２．３

Ⅰ層・撹 Ⅱ・Ⅲ層 Ⅴ～Ⅶ層 総計

Ⅰ群b類

重量（g） ７ ２１２ ３，９６２ ４，１８１

計量点数 ３ ２１ １，１３２ １，１５６

１点平均（g） ２．３ １０．１ ３．５ ３．６

Ⅱ群

重量（g） ０ ８３ ０ ８３

計量点数 ０ ４０ ０ ４０

１点平均（g） ０ ２．１ ０ ２．１

Ⅲ群b類

重量（g） ２１２ ２，２４０ ５６ ２，５０８

計量点数 １４ １９８ ５ ２１７

１点平均（g） １５．１ １１．３ １１．２ １１．６

Ⅲ群b類～
Ⅳ群a類

重量（g） １４ １，３０４ ２６ １，３４４

計量点数 １ ４０１ ２ ４０４

１点平均（g） １４ ３．３ １３．０ ３．３

遺構名 土器分類 重量（g） 計量点数 １点平均（g）

ⅢH―１２ Ⅶ群 ４９ ８ ６．１

ⅢH―１３

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 ３５ ２ １７．５

Ⅳ群a類 ４７９ ４ １１９．８

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ６７ １０ ６．７

ⅢH―１４

Ⅱ群 ３７ １ ３７．０

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 １，９４２ ４３ ４５．２

Ⅳ群a類 ２，５４３ ３２ ７９．５

Ⅵ群・Ⅵ群b類 １，８２０ ８２ ２２．２

ⅢH―１５
Ⅱ群 ６０３ ２２ ２７．４

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ３３ ２ １６．５

ⅢH―１６ Ⅵ群・Ⅵ群b類 １，１１３ ９４ １１．８

ⅢP―１ Ⅵ群・Ⅵ群b類 ３５５ ９１ ３．９

ⅢP―２ Ⅵ群・Ⅵ群b類 ５１ ３ １７．０

ⅢP―７
Ⅳ群a類 １９ ２ ９．５

Ⅵ群・Ⅵ群b類 １９６ ２２ ８．９

ⅢP―８ Ⅵ群・Ⅵ群b類 ４１３ １４ ２９．５

ⅢP―１０ Ⅵ群・Ⅵ群b類 ４７．９ １１ ４．４

ⅢP―１１ Ⅵ群・Ⅵ群b類 ５１４ ２３ ２２．３

ⅢP―１２
Ⅳ群a類 ５３ ２ ２６．５

Ⅵ群・Ⅵ群b類 １，５５４．４０ ２１４ ７．３

ⅢP―１３
Ⅳ群a類 １，３２９ ９ １４７．７

Ⅵ群・Ⅵ群b類 １８６ １２ １５．５

ⅢP―１６
Ⅳ群a類 １４９ ３ ４９．７

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ４０６ ３４ １１．９

ⅢP―１７
Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 １５ ２ ７．５

Ⅳ群a類 ９１ １０ ９．１

ⅢP―２０
Ⅵ群・Ⅵ群b類 ４２３ ５ ８４．６

Ⅶ群 ５８ ５ １１．６

ⅢP―２１ Ⅳ群a類 ２８ １ ２８．０

ⅢP―２２ Ⅳ群a類 ４９４ １１ ４４．９

ⅢP―２４ Ⅵ群・Ⅵ群b類 １，２９６ ７６ １７．１

ⅢP―２５

Ⅲ群b類 ３９１ ９ ４３．４

Ⅳ群a類 ５１１ ４ １２７．８

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ２ １ ２．０

ⅢP―２７ Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 ４３．９ ２ ２２．０

ⅤH―１ Ⅰ群b類 １４ ２ ７．０

ⅤH―２

Ⅰ群b類 ３３０．４ ２４ １３．８

Ⅲ群b類～Ⅳ群a類 ３４ ４ ８．５

Ⅵ群・Ⅵ群b類 ４ ２ ２．０

ⅤP―１ Ⅰ群b類 １６ ８ ２．０

ⅤP―２ Ⅰ群b類 １３０ １，４３９ ０．１

ⅤP―３ Ⅰ群b類 １９ １ １９．０

ⅤP―４ Ⅰ群b類 １５８ ８ １９．８

ⅤP―８
Ⅰ群b類 １，１４７ １，４０８ ０．８

Ⅷ群 ５ １ ５．０

ⅤP―９ Ⅰ群b類 １，５７３ ２４１ ６．５

ⅤP―１１ Ⅰ群b類 １２ ２ ６．０

ⅤP―１５ Ⅰ群b類 １７８ ５９ ３．０

ⅤP―１６ Ⅰ群b類 ３１ ３１ １．０

ⅤP―１９ Ⅰ群b類 １１０ １０ １１．０

Ⅰ層・撹 Ⅱ・Ⅲ層 Ⅴ～Ⅶ層 総計

Ⅳ群a類

重量（g） ２，３５１．８ １３，０７９．２ ０ １５，４３１

計量点数 ５４ ６０６ ０ ６６０

１点平均（g） ４３．６ ２１．６ ０ ２３．４

Ⅵ群・
Ⅵ群b類

重量（g） ２，３６１．８ １７，５３１．９ ６８４ ２０，５７７．７

計量点数 ２３２ １，８８１ ６４ ２，１７７

１点平均（g） １０．２ ９．３ １０．７ ９．５

Ⅶ群

重量（g） １６９ ２，０９２ ２３ ２，２８４

計量点数 ２７ ２１３ ２ ２４２

１点平均（g） ６．３ ９．８ １１．５ ９．４

Ⅷ群

重量（g） ２２ ４６６．５ ０ ４８８．５

計量点数 ３ ４９ ０ ５２

１点平均（g） ７．３ ９．５ ０ ９．４

表Ⅳ－７ 遺構出土土器重量一覧

表Ⅳ－８ 包含層出土土器重量一覧

根室市 温根沼２遺跡
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図 掲載
番号 図版

復元
番号

出土
地点 層位 遺物

番号 点数 合計 残片 分類 型式名
推定
遺存率
（％）

口径
（㎝）

器高
（㎝）

体積
高

（㎝）

底径
（㎝）

推定
容量
（L）

実重量
（kg）

復元
重量
（kg）

備考

Ⅳ―１７ １ ４９ １３

ⅤH―２ 床直 ４６ ３

７

ⅤH―２覆土 遺物
番号１他計２９点 Ⅰb 東釧路Ⅱ式 ― ― （９．６０） ― （８．７０） ― ０．２２ ０．２４

ⅤH―２ 床 ６５ １
ⅤH―２ 床 ６６ １
ⅤH―２ 床 ７７ １
ⅤH―２ 覆土 １ １

Ⅳ―１７ １ ４９ ２３ ⅤP―４ 覆土 １ ５ ５ ２ Ⅰb 東釧路Ⅲ式 ― ― （８．１０） ― ７．１０ ― ０．１３ ０．１４

Ⅳ―１８ １ ４９ １４
ⅤP―９ 覆土 １ １１

４０

４
Ⅰb 東釧路Ⅱ式 ― ― （１９．８０） ― ― ― ０．８７ １．１４ⅤP―９ 覆土 ２ ８ １１６

ⅤP―９ 覆土 ３ ２１ ７６

Ⅳ―１８ １ ４９ ２２

土器集中１ Ⅴ １ １０

１５８

―

Ⅰb コッタロ式 ６０％ （２２．２０）（２３．５０） ― ― ― ０．７７ １．００

土器集中１ Ⅴ ２ ２１ ―
土器集中１ Ⅴ ３ ３６ ６
土器集中１ Ⅴ ４ ３ ―
土器集中１ Ⅴ ５ １ ３
土器集中１ Ⅴ ６ １ ２
土器集中１ Ⅴ ７ ４ １
土器集中１ Ⅴ ８ ９ ―
土器集中１ Ⅴ ９ １０ ３
土器集中１ Ⅴ １０ ４ ―
土器集中１ Ⅴ １１ ９ １
土器集中１ Ⅴ １２ ８ １
土器集中１ Ⅴ １３ ７ １
土器集中１ Ⅴ １４ １１ ―

l４区 Ⅴ １０ ２０ その他
未注記９７点l４区 Ⅴ １１ １

l５区 Ⅴ ４ ３

遺構名 種類 重量（g） 重量
小計

重量比
（％） 重量比小計 計量点数 計量点数

小計
点数比
（％）

計量点数比
小計

１点平均
重量（g）

ⅢS―１
たたき石（被熱） ２７２

５，４３４
５

１００
１

１９７
０．５

１００
２７２．０

礫 ５，１６２ ９５ １９６ ９９．５ ２６．３
小計 ５，４３４ １００％ １９７ １００％ ２７．６

ⅢS―２

たたき石 ３，４５９．７
３，７２３．７

２．２
２．４

８
１０

０．４
０．５

４３２．５
たたき石（被熱） ２６４ ０．２ ２ ０．１ １３２．０

砥石 ３，７７６
３，８３０

２．４
２．５

２３
２４

１．２
１．３

１６４．２
砥石（被熱） ５４ ０．１ １ ０．１ ５４．０

その他の礫石器・石斧等 ２３０ ２３０ ０．１ ０．１ ２ ２ ０．１ ０．１ １１５．０
礫 ８１，２２６．４

１４６，６５１．４
５２．６

９５
９１２

１，８８０
４７．６

９８．１
８９．１

被熱礫 ６５，４２５ ４２．４ ９６８ ５０．５ ６７．６
小計 １５４，４３５．１ １００％ １，９１６ １００％ ８０．６

ⅢS―３

たたき石 １，０９４ １，０９４ ８．８ ８．８ ３ ３ ４．８ ４．８ ３６４．７
礫 １０，６９９

１１，３４０
８６

９１．２
５８

６０
９２．１

９５．３
１８４．５

被熱礫 ６４１ ５．２ ２ ３．２ ３２０．５
小計 １２，４３４ １００％ ６３ １００％ １９７．４

ⅢS―４

たたき石 ７４
１，１０５

０．５
６．９

１
１５

０．２
３．２

７４．０
たたき石（被熱） １，０３１ ６．４ １４ ３ ７３．６
砥石（被熱） １３８ １３８ ０．９ ０．９ ３ ３ ０．７ ０．７ ４６．０

礫 ７４２
１４，８２８

４．６
９２．２

１３
４４２

２．８
９６．１

５７．１
被熱礫 １４，０８６ ８７．６ ４２９ ９３．３ ３２．８
小計 １６，０７１ １００％ ４６０ １００％ ３４．９

ⅢS―５

たたき石 ４８４
７５４

４
６．３

１
４

０．４
１．６

４８４．０
たたき石（被熱） ２７０ ２．３ ３ １．２ ９０．０

礫 ３，０３８
１１，１２０

２５．６
９３．７

６９
２５５

２６．６
９８．４

４４．０
被熱礫 ８，０８２ ６８．１ １８６ ７１．８ ４３．５
小計 １１，８７４ １００％ ２５９ １００％ ４５．８

ⅢS―６
礫 ４５９

１，５９２
２８．８

１００
５

３０
１６．７

１００
９１．８

被熱礫 １，１３３ ７１．２ ２５ ８３．３ ４５．３
小計 １，５９２ １００％ ３０ １００％ ５３．１

ⅢS―７

たたき石 ６８０ ６８０ １．７ １．７ ３ ３ １．３ １．３ ２２６．７
礫 ３１，４９４

３９，３４４
７８．７

９８．３
２０３

２４０
８３．５

９８．７
１５５．１

被熱礫 ７，８５０ １９．６ ３７ １５．２ ２１２．２
小計 ４０，０２４ １００％ ２４３ １００％ １６４．７

ⅢS―８

すり石（被熱） ７２ ７２ ０．２ ０．２ １ １ ０．４ ０．４ ７２．０
砥石 ３，６８０ ３，６８０ １１．７ １１．７ ４ ４ １．３ １．３ ９２０．０
礫 ２２，４８５

２７，７１１
７１．５

８８．１
１４７

２９２
４９．５

９８．３
１５２．８

被熱礫 ５，２２６ １６．６ １４５ ４８．８ ３６．０
小計 ３１，４６３ １００％ ２９７ １００％ １０５．９

ⅢS―９
砥石 ４１０ ４１０ １３．８ １３．８ ２ ２ ８．３ ８．３ ２０５．０
礫 ２，５５６ ２，５５６ ８６．２ ８６．２ ２２ ２２ ９１．７ ９１．７ １１６．２
小計 ２，９６６ １００％ ２４ １００％ １２３．６

ⅢS―１０

たたき石 ４００ ４００ １ １ １ １ ０．２ ０．２ ４００．０
砥石 ９１６ ９１６ ２．３ ２．３ ６ ６ １．２ １．２ １５２．７
礫 １７，１９７

３８，０９２
４３．７

９６．７
１９１

５１０
３６．９

９８．６
９０．０

被熱礫 ２０，８９５ ５３ ３１９ ６１．７ ６５．５
小計 ３９，４０８ １００％ ５１７ １００％ ７６．２

ⅢS―１１

たたき石 １，６０７
１，９１５

３
３．６

４
５

０．５
０．６

４０１．８
たたき石（被熱） ３０８ ０．６ １ ０．１ ３０８．０
砥石（被熱） ５１０ ５１０ ０．９ ０．９ １ １ ０．１ ０．１ ５１０．０

礫 １，４３５
５１，３３７

２．７
９５．５

８７
８４２

１０．３
９９．３

１６．５
被熱礫 ４９，９０２ ９２．８ ７５５ ８９ ６６．１
小計 ５３７６２ １００％ ８４８ １００％ ６３．４

ⅤS―１

たたき石（被熱） １６１ １６１ ２．４ ２．４ １ １ １．５ １．５ １６１．０
礫 １，３１０

６，６８０
１９．１

９７．６
８

６４
１２．３

９８．５
１６３．８

被熱礫 ５，３７０ ７８．５ ５６ ８６．２ ９５．９
小計 ６，８４１ １００％ ６５ １００％ １０５．２

表Ⅳ－９ 集石重量一覧

表Ⅳ－１０ 掲載復元土器一覧（１）

Ⅳ章 遺構と遺物

３２９



図 掲載
番号 図版

復元
番号

出土
地点 層位 遺物

番号 点数 合計 残片 分類 型式名
推定
遺存率
（％）

口径
（㎝）

器高
（㎝）

体積
高

（㎝）

底径
（㎝）

推定
容量
（L）

実重量
（kg）

復元
重量
（kg）

備考

Ⅳ―４９ １ ５５ １

ⅢS―９ Ⅲ １ ２

５１

ⅢS―９
遺物番号１他
計６点

Ⅲb 北筒Ⅱ式
トコロ６類 ７５％ （２２．４０）（２９．００） ― ― （４．８０）１．９２ ２．０８

ⅢS―９ Ⅲ ５ １９
ⅢS―９ Ⅲ ６ ２４
d１４区 Ⅲ ５ ４
d１５区 Ⅲ ５ ２

Ⅳ―５０ １ ５５ ５

ⅢH―７ 覆土下 ７５ １

３９

ⅢH―７覆土下
遺物番号７５他
計１５点

Ⅳa 北筒Ⅲ式
（羅臼式） ― （２５．９０）（３４．８０） ― ― ― ２．９９ ４．１５

ⅢH―７ 覆土（トレンチ）２４２ １
ⅢH―１２ 覆土 ６７ １
d１４区 Ⅲ ２ １
e１３区 Ⅲ ５ １
e１３区 Ⅱ ７ １
f１０区 Ⅲ ２２ ３ 元遺物集中１の１１番

№５
f１５区 Ⅱ ８ ８
f１５区 Ⅲ ９ ２
f１５区 Ⅲ １４ ２
f１５区 Ⅲ １６ ２
h１２区 Ⅱ ６ ７
h１４区 Ⅱ ７ ９

Ⅳ―５２ １ ５６ １６
ⅢH―８ 竪穴覆土 １５４ １

７
― Ⅳa 北筒Ⅴ式 ４５％ （１５．５０）１８．２０ １８．２０（７．９０）（０．９０）０．５２ ０．７２

B調査跡
試掘 Ⅲ ２ ２ 黒色土Ma以上
試掘 Ⅲ ５ ４ JH埋土

Ⅳ―５４ ３ ５７ ２４ ⅢS―２ Ⅲ １３ ２
１２

ⅢS―２Ⅲ層 遺物
番号１４他計１４点 Ⅲb 北筒Ⅱ式 ― ― （８．１０） ― ９．６０ ― ０．２０ ０．２２ⅢS―２ Ⅲ １４ １０

Ⅳ―９０ １ ５９ ―

ⅢH―６ 覆土上 １２０ ３

４４

―

Ⅵb 下田ノ沢
Ⅱ式 ９５％ ２２．６０（２８．１０）（２４．００）（１０．６０） ４．７５ ２．３２ ２．４２

口縁部扁平率
（内傾長軸２０㎝
÷短軸１６．６㎝）
＝１．２１

ⅢH―６ 覆土上 １３４ ３ １
ⅢH―６ 覆土上 １３５ ３ ―
ⅢH―６ 覆土３ １４９ １６ ―
ⅢH―６ 覆土３ １５０ １３ ―
ⅢH―６ 覆土３ １５１ ６ １７

Ⅳ―９１ ２ ５９ ― ⅢH―６ 床面 １７９ １

１

― Ⅵb 下田ノ沢
Ⅱ式 ９５％ ５．８５ ６．４５ ５．００ ２．４０ ― ０．０６ ０．０６

床面焼土脇。破
砕した突起周辺
に炭。口縁部扁
平率（内傾長軸
５㎝÷短軸４．４
㎝）＝１．１４

Ⅳ―９１ ３ ５９ ３５

ⅢH―６ 覆土上 １２１ １

４

１ Ⅵb 下田ノ沢
Ⅱ式 ２０％ ― １３．９０ １１．８０ ― ― ― ―ⅢH―６ 覆土上 １３５ １

g１３区 Ⅲ ９ １
g１３区 Ⅲ １０ １

Ⅳ―９３ １ ６０ ９

ⅢH―１０ 覆土下 ６９ ５２

１２７

２４

Ⅵb 下田ノ沢式 ８５％ （１９．１０）２４．８０ ２４．３０（８．５０）３．６０ １．０５ １．１２ⅢH―１０ 覆土下 ７０ ４４ １６
ⅢH―１０ 覆土下 ７１ ３０ １
ⅢH―１０ 床 ９２ １ ―

Ⅳ―９３ ２ ６０ ― ⅢH―１０ 覆土下 ７５ １
２ ― Ⅵb 下田ノ沢

Ⅱ式 ６５％ （９．４０）１２．７０ １１．３０ ５．６０ ― ３．００ ３．００ⅢH―１０ 覆土 ２６ １

Ⅳ―９４ ４ ６１ ４

ⅢH―６ 覆土上 ３８ １

１８

ⅢH―１０ 覆土
遺物番号８他
計７点

Ⅳa 北筒Ⅲ式 ６０％ （２１．８０）（３１．５０） ― ― （５．１）
（底なし） ２．４８ ２．９５

ⅢH―１０ 覆土上 ３１ １
ⅢH―１０ 覆土下 ３２ ５
ⅢH―１２ 覆土 ２３ １
ⅢH―１２ 床面 １５８ ５ №５
ⅢH―１２ 掘上土 ２４８ １ d１９
ⅢP―２５ 覆土 ３８ １
ⅢP―２５ 覆土 ３９ １
f１９区 Ⅲ １ １
j２２区 Ⅲ １ １

Ⅳ―９５ １ ６２ １１

ⅢH―１２ 覆土 ２５ ２

１３２

ⅢH―１２ 覆土
遺物番号１１２他
計４３点

Ⅵb 下田ノ沢
Ⅱ式 ６５％ （３４．５０）（４７．４０）（４３．００）（８．７０）１９．０（中抜け） ３．２８ ３．８６

ⅢH―１２ 覆土 ２６ １
ⅢH―１２ 覆土 １１２ ２７ №１
ⅢH―１２ 床直 １４５ ８ №１
ⅢH―１２ 床直 １４６ １ №１
ⅢH―１２ 床直 １４７ ２ №１
ⅢH―１２ 床直 １４８ ８ №１
ⅢH―１２ 床直 １４９ ２０ №１
ⅢH―１２ 覆土 １５１ １ №２
ⅢH―１２ 覆土 １６３ ３ №７
ⅢH―１２ 床直 １９７ ５３ №１
e１８区 Ⅱ ３ ３
f１８区 撹乱 １２ １
f１９区 Ⅲ ５ １
f１９区 Ⅲ ６ １

Ⅳ―９６ ２ ６２ ―

ⅢH―１２ 覆土 １２１ １

３５

ⅢH―１２ 覆土
遺物番号１５０他
計１６点

Ⅵb 下田ノ沢
Ⅱ式 ６５％ ２１．２０（２４．３０） ― ― （５．５）

（下部欠） １．５１ １．７２
ⅢH―１２ 覆土 １４４ ９
ⅢH―１２ 覆土 １６０ １１ №６
ⅢH―１２ 覆土 １６１ ６ №６
ⅢH―１２ 覆土 １６２ ８ №６

Ⅳ―９６ ３ ６２ ―

ⅢH―１２ 覆土 １２４ １

２４

―

Ⅵb 下田ノ沢
Ⅱ式 ９０％ １０．１０（１２．６０）１１．３０（５．５０）０．６０ ０．４０ ０．４２

№８ 口縁部扁
平率（内傾長軸
９．３㎝÷短軸７．１
㎝）＝１．３１

ⅢH―１２ 床直 １９９ ２０ １
ⅢH―１２ 床直 ２４０ ２ ―
ⅢH―１２ 床 ２５０ １ ―

Ⅳ―９７ ４ ６３ １０

ⅢH―１２ 覆土 ２５ １

８７

ⅢH―１２ 覆土
遺物番号１４３他
計３３点

Ⅵb 下田ノ沢
Ⅱ式 ― ― （２２．１０） ― （１０．２０） ― ０．６５ ０．８９

ⅢH―１２ 覆土 １５０ １３
ⅢH―１２ 覆土 １５１ １５
ⅢH―１２ 覆土 １５２ ４
ⅢH―１２ 床直 ２３８ ３

f１９区 Ⅲ ３ １

Ⅳ―９８ １ ６４ ２５
ⅢP―１６ 覆土上 ２ １４

１８

１
Ⅵb 下田ノ沢

Ⅱ式 ６５％ １０．００ １１．４０ １０．２０ ５．４０ ０．５０ ０．２７ ０．３１
口縁部扁平率（内
傾長軸９㎝÷短軸
７．７㎝）＝１．１７

f１７区 Ⅱ ５ ２ １
f１８区 Ⅲ ９ ２ ―

Ⅳ―９９ １ ６５ ６

ⅢH―５ 覆土 １５６ １

２８

―

Ⅵb 下田ノ沢
Ⅰ式 ３５％ （２７．００） ― ― （２６．４０） ― ０．９８ １．５１

ⅢH―１０ 覆土上 １０ ２ １
ⅢH―１０ 覆土 ２２ ２ ―
ⅢH―１０ 覆土 ３０ ５ ―
ⅢH―１０ 覆土下 ７１ １ ―
ⅢP―２４ 覆土上 ３ ３ ―
ⅢP―２４ 覆土 ３２ １４ １ №１

Ⅳ―１２１ １ ６６ ３

ⅢH―９ 覆土１ ３ １

５９

２

Ⅵb 下田ノ沢
Ⅱ式 ６５％ （２２．５０）１９．１０ １９．１０（１２．５０） ３．９５ １．０４ １．３２

ⅢH―１４ 覆土 １１ １６ ―
ⅢH―１４ 床面直上 ９６ １ ―
ⅢH―１４ 覆土 ９９ １ ―
ⅢH―１４ 覆土 １３９ ２ ―
ⅢH―１４ 床面直上 １５８ ２１ １
ⅢH―１４ 床面直上 １５９ ３ ―
ⅢH―１４ 床面直上 １６０ １３ ―
ⅢH―１５ 覆土１ １９ １ ―

Ⅳ―１２１ ４ ６６ ２ ⅢH―１４ 覆土 ９４ １５
２７

ⅢH―１４覆土
遺物番号９ １点

Ⅲb～
Ⅳa 北筒式 ３５％？ ― （２４．３０） ― （８．３０） ― １．７０ ２．０１ №１

ⅢH―１４ 覆土 ９５ １２ №１

表Ⅳ－１１ 掲載復元土器一覧（２）

根室市 温根沼２遺跡

３３０



図 掲載
番号 図版

復元
番号

出土
地点 層位 遺物

番号 点数 合計 残片 分類 型式名
推定
遺存率
（％）

口径
（㎝）

器高
（㎝）

体積
高

（㎝）

底径
（㎝）

推定
容量
（L）

実重量
（kg）

復元
重量
（kg）

備考

Ⅳ―１５９ ８ ６９ ８
ⅢH―４ 覆土 １１１ ３

１５

ⅢH―４覆土
遺物番号１１１他
計２点

Ⅵb 下田ノ沢
Ⅱ式 ５５％ （１７．００） １８．８０ １５．５０ ６．８０ １．８０ ０．６４ ０．８３ⅢH―４ 覆土 １６５ ３

ⅢH―４ 覆土 １６６ ９
Ⅳ―１５９ １１ ６９ １８ ⅢH―４ 掘上土 ２３３ １０ １０ ― Ⅴ 幣舞式？ ４０％以下 ― （９．８０） ― ５．００ ― ０．２１ ０．２６

Ⅳ―１６０ １ ７０ １７

ⅢH―５ 覆土 ６５ ２

２４３

ⅢH―５ 覆土
遺物番号８１他
計１４８点

Ⅷ トビニタイ式 ６５％ （３３．５０）（３７．００）（３７．００） ― （１３．４）
（底なし） １．５７ １．９０

ⅢH―５ 覆土 ８１ １１ №１
ⅢH―５ 床 ９８ ４ №１
ⅢH―５ 覆土 １３７ １２
ⅢH―５ 床 １３８ ２ №１
ⅢH―５ 床 ２１４ ２ №１
ⅢH―５ 床 ２１５ ２４ №１
ⅢH―５ 床 ２１６ ４０ №１
ⅢH―５ 床 ２１７ ２５ №１
ⅢH―５ 床 ２１８ １９ №１
ⅢH―５ 床 ２１９ １５ №１
ⅢH―５ 床 ２２０ ２ №３
ⅢH―５ 床 ２３１ ３ №１
ⅢH―５ 床 ２３３ ８２ №１

Ⅳ―１７１ １ ７３ １２ ⅢH―３ 床面 ５４ ７７
８１

８ Ⅶ 擦文土器 ４０～
４５％ （２８．１０）２８．１０ ２８．１０ ７．１０ ８．４６ ０．７９ １．０３ⅢH―３ 床面 ８８ ４ ― №１

Ⅳ―１７７ １７ ８８ ２０
f１８区 Ⅲ ７ ２

７
― Ⅵb 下田ノ沢

Ⅱ式 ３０％ （５．６０）（７．２０） ― ― ０．２
（底なし） ０．０７ ０．１２f１８区 Ⅲ ８ ４

f１８区 Ⅲ ９ １

Ⅳ―１７７ １８ ８８ ２１ e１７区 Ⅱ １ １
３ ― Ⅵb 下田ノ沢式 １０％

以下 ― （５．４０） ― ６．６０ ― ０．２０ ０．２２g１７区 Ⅱ ４ ２
Ⅳ―１７８ ２２ ８９ １９ d２５区 Ⅱ ３ ２２ ２２ d２５区Ⅱ層他計１８点 Ⅶ 擦文土器 ３５％ （１５．９０）１４．９０ １４．９０（４．６０）１．０５ ０．１７ ０．３４

Ⅳ―１７８ ２３ ８９ ２６ f２２区 Ⅱ １ １
１９ ４ Ⅶ 擦文土器 ８０％ （２０．２０）２０．６０ ２０．６０ ５．６０ ２．５５ ０．７７ ０．８６f２２区 Ⅲ ３ １８

図 掲載
番号 図版

破片
番号 出土地点 層位 遺物

番号 点数 合計 残片 分類 型式名 備考

Ⅳ―１７ １ ４９ １�

ⅤP―８ 覆土上 １１ １

５

ⅤP―８ 覆土上
遺物番号１２他
計７８点

Ⅰb 東釧路Ⅱ式

ⅤP―８ 覆土上 ６８ １
f８区 Ⅴ ２ １
g８区 Ⅴ ７ ２

Ⅳ―１８ ２ ４９ １� f８区 Ⅴ ２ １
３g８区 Ⅴ ７ ２

Ⅳ―１８ ２ ４９ ２
ⅤP―９ 覆土 ２ １

４
― Ⅰb 東釧路Ⅱ式

ⅤP―９ 覆土 ３ ３
Ⅳ―４９ １ ５５ ５６ ⅢH―１３ 覆土下 １４ ６ ６ ― Ⅳa 北筒Ⅴ式

Ⅳ―５１ ２ ３９ ⅢH―７ 覆土 ２８０ １７ １７ ⅢH―７ HP―２ 遺物
番号２８０他計１１点 Ⅳa 北筒Ⅴ式 HP―２

Ⅳ―５１ ３ ３７
ⅢH―７ 覆土中 ６２ ２

３
ⅢH―７ 遺物番号６２

他計１６点 Ⅳa 北筒Ⅴ式
ⅢH―７ 覆土下 １７５ １

Ⅳ―５１ ４ ３８�
ⅢH―７ 覆土 ２０６ ３

５ ⅢH―７ 遺物番号
２０６他計４点 Ⅳa 北筒Ⅴ式

ⅢH―７ 掘上土 ２８６ １
e９区 Ⅲ ９ １

Ⅳ―５２ ５ ３８� e１０区 Ⅲ ７ ２
６e１０区 Ⅲ ８ ４

Ⅳ―５２ ６ ５６ ６１ ⅢH―７ 覆土下 ７４ １ １ ― Ⅳa 耳栓

Ⅳ―５２ ２ ５６ ４２ ⅢH―８ 覆土上 １３１ ３ ３ ⅢH―８ 覆土上
遺物番号８３計１点 Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

Ⅳ―５２ ３ ５６ ４０
ⅢH―８ 覆土上 ５ ３

９
― Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

ⅢH―８ 覆土上 ６ ６
Ⅳ―５３ ４ ５６ ４１� ⅢH―８ 覆土上 ２７ １ １

試掘P３２０ Ⅲ層
遺物番号７他計５点 Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

Ⅳ―５３ ５ ５６ ４１�

ⅢH―８ 覆土上 ６ １

６

ⅢH―８ 覆土上 ２７ １
ⅢH―８ 竪穴覆土 １５５ １ B調査跡 h１０
試掘 Ⅱ ６ １ P３２０
試掘 Ⅲ ７ １ P３２０

h９区 Ⅲ ７ １

Ⅳ―５３ １ ５４ ⅢP―１３ 覆土 １８ ３ ３ ⅢH―１４ 覆土 遺物
番号４１他計１１点 Ⅳa 北筒Ⅴ式

Ⅳ―５４
１ ５７ ５８� ⅢS―２ Ⅲ １７ ８

９ ⅢS―２ Ⅲ層 遺物
番号１７他計１６点 Ⅳa 北筒Ⅱ式

トコロ５類

№６
j５区 Ⅰ ３ １

２ ５７ ５８� k５区 Ⅰ １ ６ ６

Ⅳ―８９
１ ５８ １０�

ⅢH―１ 覆土上 ４１ １

４
ⅢH―１ 覆土上
遺物番号２９
他計１３点

Ⅵb 下田ノ沢Ⅱ式
ⅢH―１ 床面 ６８ ２
ⅢH―１ 床面 ６９ １

２ ５８ １０� ⅢH―１ 床面 ６８ １
２ⅢH―１ 床面 ６９ １

Ⅳ―８９
３ ５８ １１ ⅢH―１ 覆土下 １７７ ４ ４ １

Ⅵb 下田ノ沢Ⅱ式
４ ５８ １０� h１７区 Ⅲ ９ ２ ２ ―

Ⅳ―８９
５ ５８ ６０� ⅢH―１ 覆土下 １７６ １ １

ⅢH―１ 覆土
遺物番号１５９ １点 Ⅵb 下田ノ沢Ⅱ式６ ５８ ６０� ⅢH―１ 床面 １２２ １ １

７ ５８ ６０� ⅢH―１ 床面 １２０ ４ ４
Ⅳ―８９ ８ ５８ １２ ⅢH―１ 覆土上 １ ７ ７ ３７ Ⅵc 北大式

Ⅳ―９１ ４ ３６�

ⅢH―６ 覆土上 １３４ ４

８

１６

Ⅵb 下田ノ沢Ⅱ式

ⅢH―６ 覆土上 １３５ ２ ―
ⅢH―６ 覆土３ １４９ １ ―
ⅢH―６ 覆土３ １５１ １ ―

Ⅳ―９１ ５ ３６� ⅢH―６ 覆土上 １３４ ２
４

１８
g１３区 Ⅲ １０ ２ ―

表Ⅳ－１２ 掲載復元土器一覧（３）

表Ⅳ－１３ 遺構出土掲載拓影土器一覧（１）

Ⅳ章 遺構と遺物
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図 掲載
番号 図版

破片
番号 出土地点 層位 遺物

番号 点数 合計 残片 分類 型式名 備考

Ⅳ―９２ ６ ５９ ３４

ⅢH―６ 覆土上 １３３ １

４

― Ⅳa 北筒Ⅲ式
（羅臼式）

ⅢH―１４ 床面直上 ９７ １
f１３区 Ⅲ ４ １
k１４区 Ⅲ １ １

Ⅳ―９２ ７ ５９ ３３

ⅢH―６ 覆土下 ３４ １

７

ⅢH―１３ 遺物
番号５７他計８点 Ⅳa 北筒Ⅲ式

（羅臼式）

ⅢH―１４ 覆土上 １５７ １
ⅢP―１３ 覆土 １８ ３
f１３区 Ⅲ ４ １
j１２区 Ⅰ ２ １

Ⅳ―９２ ７ ５９ ３３

ⅢH―６ 覆土下 ３４ １

７

ⅢH―１３ 遺物
番号５７他計８点 Ⅳa 北筒Ⅲ式

（羅臼式）

ⅢH―１４ 覆土上 １５７ １
ⅢP―１３ 覆土 １８ ３
f１３区 Ⅲ ４ １
j１２区 Ⅰ ２ １

Ⅳ―９３ ３ ６１ ４５
ⅢH―１０ 覆土 １ ２

２２
―

Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式
ⅢH―１０ 覆土下 ９３ ２０ ２

Ⅳ―９７ １ ６３ ４９�
ⅢP―１ 覆土２ ４ １

３ h２２区 Ⅲ層
遺物番号１
他計２点

Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

№１
ⅢP―２４ 覆土 ３２ １ №１
ⅢP―２４ 覆土 ３３ １ №２

Ⅳ―９７ ２ ６３ ４９�

h２０区 Ⅲ ４ １

４

h２１区 Ⅲ １ １
i２３区 Ⅲ １ １
k２２区 Ⅲ １ １

Ⅳ―９７ １ ６４ ５０ ⅢP―７ 覆土上 ６ ４ ４ ⅢP―７ 覆土上
遺物番号１計１点 Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

Ⅳ―９７ １ ６４ ５１
ⅢP―８ 覆土 ３ １

１１
ⅢP―７ 覆土上

遺物番号６他計１９点 Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式
ⅢP―７ 覆土 １６ １０

Ⅳ―９８ １ ６４ ５２
ⅢP―１１ 坑床直上 １ １２

１６
ⅢP―１１ 坑底直上
遺物番号２他計６点 Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

№１
ⅢP―１１ 坑床直上 ２ ４ №２

Ⅳ―９８ １ ６４ ５３
ⅢP―１２ 覆土上 ３２ １

６

５
Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式ⅢP―１２ 覆土上 ５３ ２ ２

ⅢF―２ 覆土 １ ３ １
Ⅳ―９９ ２ ６４ ５５ ⅢP―１６ 覆土上 ２０ ４ ４ １ Ⅵb 下田ノ沢Ⅱ式
Ⅳ―９９ ２ ６５ ６２ ⅢP―２４ 覆土 ３２ １ １ ― Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式 №１
Ⅳ―９９ ３ ６５ ５７ ⅢP―２４ 覆土上 ３ １ １ ― Ⅵb 下田ノ沢式

Ⅳ―１００ １ ６３ ４６

ⅢH―１２ 床面 ２４３ ５

８０

土器集中２ Ⅲ層
遺物番号１他
計５８点

Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

№１１
土器集中２ Ⅲ １ ２５
土器集中２ Ⅲ ２ ８

f１９区 Ⅲ ２ １
f１９区 Ⅲ ３ １
f１９区 Ⅲ ５ ６
f１９区 Ⅲ ６ ３４

Ⅳ―１２１
１ ６６ ４３� ⅢH―９ 覆土１ １５１ １ １ ⅢH―９覆土２ 遺物

番号１６７他計１６点 Ⅲb 北筒Ⅱ式
トコロ６類２ ６６ ４３� ⅢH―９ 覆土２ １６７ １３ １３

Ⅳ―１２１ ３ ６６ ４４
ⅢH―９ 覆土３ １２９ １

２
ⅢH―７ 覆土下 遺物
番号１３２他計４点 Ⅳa 北筒Ⅴ式

HS―３
ⅢH―９ 覆土１ ３０ １

Ⅳ―１２２ ２ ４７� ⅢP―１０ 覆土 １ １１
１６

―

Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

i１０区 Ⅲ １０ ５ ４

Ⅳ―１２２ ３ ６６ ４７�

ⅢH―１４ 覆土 ３９ ２

１２

１
ⅢH―１４ 覆土 ４３ ６ ―

i１０区 Ⅱ ５ ３ ―
i１０区 Ⅲ ９ １ ―

Ⅳ―１２３
１ ６７ ４８� ⅢH―１５ 覆土 ８５ ４ ４ ⅢH―１４ 遺物番号

３８他計５５点 Ⅱ 温根沼式
HP―１

２ ６７ ４８� ⅢH―１５ 覆土 ８５ ３ ３ HP―１

Ⅳ―１２３ １ ６７ ５９ ⅢS―１０ Ⅲ ２ １
１

ⅢS―１０ Ⅲ層
遺物番号２他計５点 Ⅱ Ⅱ群 押型文

Ⅳ―１５８ １ ６８ ２２ ⅢH―４ 覆土 １４１ ２ ２ ― Ⅷ トビニタイ式

Ⅳ―１５８ ２ ６８ ２０
ⅢH―４ 覆土 １４ １

９

ⅢH―４ 覆土
遺物番号１４２他計２点 Ⅶ 擦文土器ⅢH―４ 覆土 １４２ ７

e２０区 Ⅱ ２ １

Ⅳ―１５８
３ ６８ ２１� ⅢH―４ 覆土 ３８ ７

９ ⅢH―１ 覆土上
遺物番号４他計１７点 Ⅶ 擦文土器ⅢH―４ 覆土 １０９ ２

４ ６８ ２１� ⅢH―３ 覆土上 ５８ ５ ５

Ⅳ―１５８ ５ ６８ １８

ⅢH―４ 覆土 ６９ １

１３

ⅢH―４ 覆土
遺物番号１４４他計１３点 Ⅵb 後北A式

ⅢH―４ 覆土 １１３ ３
ⅢH―４ 覆土 １４４ ２
ⅢH―４ 覆土 １９５ １ №２
ⅢH―５ 覆土 ５５ ３
e１９区 Ⅲ ２ １
e２０区 Ⅱ １ ２

Ⅳ―１５８
６ ６８ １９� ⅢH―４ 覆土 １４４ ２ ２ ⅢH―４ 覆土

遺物番号１４４他計４１点 Ⅵc 後北C２―D式
７ ６８ １９� ⅢH―４ 覆土 １１３ １ １

Ⅳ―１５９ ９ ６９ １６�

ⅢH―４ 覆土 ９８ １

１６

ⅢH―４ 覆土
遺物番号７８他計４２点 Ⅵb 下田ノ沢式

ⅢH―４ 覆土 １９２ １
ⅢH―４ 覆土 １９３ ６
ⅢH―４ 覆土 １９４ ８

表Ⅳ－１４ 遺構出土掲載拓影土器一覧（２）

根室市 温根沼２遺跡

３３２



図 掲載
番号 図版

破片
番号 出土地点 層位 遺物

番号 点数 合計 残片 分類 型式名 備考

Ⅳ―１５９ １０ ６９ １６�
ⅢH―４ 覆土 ９ １

６
同上 Ⅵb 下田ノ沢式ⅢH―４ 覆土 １１１ １

ⅢH―４ 覆土 １６６ ４

Ⅳ―１６０ ２ ７０ ３０

ⅢH―５ 覆土 ２７ １

２６

ⅢH―５ 覆土
遺物番号２７他計１１点 Ⅷ トビニタイ式

ⅢH―５ 覆土 ７３ ３
ⅢH―５ 覆土 ７５ ８
ⅢH―５ 覆土 ８７ ６
ⅢH―５ 覆土 １０４ １
ⅢH―５ 覆土 １０５ １
ⅢH―５ 覆土 １３５ ３
ⅢH―５ 覆土 １５７ ３

Ⅳ―１６１ ３ ７１ ３２
ⅢH―５ 覆土 １０５ １

２
― Ⅷ トビニタイ式

d１８区 Ⅱ ３ １
Ⅳ―１６１ ４ ７１ ３１ ⅢH―５ 覆土 ７５ １ １ ― Ⅷ トビニタイ式

Ⅳ―１６１ ５ ７１ ６３ ⅢH―５ 床面 ２１２ １ １
ⅢH―１ 覆土

遺物番号３番１点 Ⅶ 擦文土器 №１ 高台部分

Ⅳ―１６１

６ ７１ ２６� f１６区 Ⅱ ８ ４ ４

ⅢH―５ 覆土
遺物番号１０３他計１０点 Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

７ ７１ ２６�

ⅢH―５ 覆土 １９ １

５

ⅢH―５ 覆土 １０３ １
ⅢH―５ 覆土 １３６ １
f１６区 Ⅱ ９ １
g１６区 Ⅰ １ １

Ⅳ―１６２
８ ７１ ２８� ⅢH―５ 掘上土 ２５４ １

５ Ⅵb 下田ノ沢式ⅢH―５ 掘上土 ２６２ ４ ３
９ ７１ ２８� ⅢH―５ 掘上土 ２６２ ２ ２

Ⅳ―１６２ １０ ７１ ２７ ⅢH―５ 覆土 ２６ １ １ １ Ⅵb 下田ノ沢Ⅱ式
Ⅳ―１６２ １１ ７２ ２９ ⅢH―５ 覆土上 ２７４ ９ ９ １ Ⅵb 下田ノ沢Ⅱ式

Ⅳ―１６２ １２ ７２ ２３
ⅢH―５ 覆土 ５ １

５

ⅢP―２５ 覆土
遺物番号４１他計２点 Ⅲb 北筒Ⅱ式

トコロ６類ⅢP―２５ 覆土 １６ １
ⅢP―２５ 覆土 ４１ ３

Ⅳ―１６２ １３ ７２ ２５
ⅢH―５ 掘上土 ２４０ ２

４

ⅢH―５ 掘上土
遺物番号２７５他計３１点 Ⅳa 北筒Ⅱ式

トコロ６類ⅢH―１３ 覆土 ６９ １ HP―１４
ⅢP―２２ 覆土 １ １

Ⅳ―１６２ １４ ７２ ２４

ⅢH―５ 覆土 １００ １

１０

ⅢP―２５ 覆土
遺物番号１６他計２４点 Ⅳa 北筒Ⅲ式

ⅢH―１３ 覆土中 ５６ １ №１付属遺構
ⅢP―２５ 覆土 １ １
ⅢP―２５ 覆土 ４０ １
e１５区 Ⅲ ２ ３
e１６区 Ⅲ ６ １
f１３区 Ⅱ １ １
k１８区 Ⅲ ２ １

Ⅳ―１７１ １ ７３ １３
ⅢH―２ 床 ８ １１

１８
Ⅶ 擦文土器

№１
ⅢH―２ 床直 ９ ３ №２
d２８区 Ⅲ １ ４ ２８

Ⅳ―１７２

２ ７４ １５� ⅢH―３ 床直 ８８ ６ ６
ⅢH―３ 床直

遺物番号８８他計１３点 Ⅶ 擦文土器

№１
３ ７４ １５� ⅢH―３ カマド２焼土 ９２ １ １

４ ７４ １５� d２５区 Ⅱ ３ ８
９e２５区 Ⅲ １ １

Ⅳ―１７２ ５ ７４ １４ ⅢH―３ 覆土上 ６５ １ １
c２３区 Ⅲ層

遺物番号２他計２点 Ⅵb 下田ノ沢Ⅱ式

図
番号

掲載
番号

図版
番号 器種 遺構

グリッド 層位 遺物
番号 形状 長さ

（㎝）
幅

（㎝）
厚さ
（㎝）

重さ
（g） 石材 備考

Ⅳ―１９ １ ５０ 砥石 ⅤH―１ 床面直上 ２１ 大型板状 ３４．３０ ４４．３０（７．６０）１４，８００．００ 砂岩 側縁に擂鉢状の窪みと貫通
孔。

Ⅳ―２０ ２ ５０ 砥石 ⅤH―１ 床面直上 ２０ 大型板状 ２４．４４ ２７．４０ ６．００ ５，０００．００ 砂岩 有溝。台石としても使用。
Ⅳ―２０ ３ ５０ 台石 ⅤH―１ 覆土下 １６ ― １４．８５ ２２．１０ ４．９５ ３，２００．００ 砂岩 石皿としても使用。
Ⅳ―２０ ４ ５０ 台石 ⅤH―１ 床面直上 １９ ― １３．６５ １９．８０ ７．４０ ３，１１０．００ 砂岩 石皿としても使用。
Ⅳ―２１ ５ ５０ たたき石 ⅤH―１ 覆土下 １１ 扁平礫素材周縁使用 １０．３０ １０．９０ ３．９０ ６５８．００ 砂岩 すり石としても使用。
Ⅳ―２１ １ ５１ 彫器 ⅤH―２ 床面 ８９ 側刃 ２．４５ １．３０ ０．８０ ３．００ 黒曜石 取り上げ№４０？
Ⅳ―２１ ２ ５１ 彫器 ⅤH―２ 床面直上 ５７ 側刃 ３．０２ １．７０ １．１２ ４．７０ 黒曜石 取り上げ№８
Ⅳ―２１ ３ ５１ 彫器 ⅤH―２ 覆土 １６ 側刃 ３．４５ ２．００ ０．８５ ６．１０ 黒曜石
Ⅳ―２１ ４ ５１ 彫器 ⅤH―２ 床面直上 ５２ 側刃 ３．５４ １．１６ １．１７ ４．５０ 黒曜石 取り上げ№３
Ⅳ―２１ ５ ５１ 彫器 ⅤH―２ 床面 ９０ 側刃 ４．５５ １．６０ ０．８５ ５．３０ 黒曜石 取り上げ№４１
Ⅳ―２１ ６ ５１ 削片 ⅤH―２ 床面直上 ５８ ― ２．９５ ０．９０ ０．５０ １．１０ 黒曜石 取り上げ№９
Ⅳ―２１ ７ ５１ 削片 ⅤH―２ 床面直上 ５３ ― ２．７５ ０．８５ ０．４２ ０．７０ 黒曜石 取り上げ№４１
Ⅳ―２１ ８ ５１ スクレイパ― ⅤH―２ 床面直上 ３３ 縦長両側縁 ３．２５ １．７０ ０．４０ ２．２０ 黒曜石
Ⅳ―２１ ９ ５１ 楔形石器 ⅤH―２ 床面直上 ７５ ― ２．３０ １．１４ １．１２ ２．４０ 黒曜石 取り上げ№２６

Ⅳ―２１ １０ ５１ 石斧 ⅤH―２ 床面 ６２ 小型・全面研磨 ５．７５ ２．６０ １．１０ ２８．００ 蛇紋岩 基部欠損。被熱で赤褐色。
磨り切り溝有。

Ⅳ―２１ １１ ５１ たたき石 ⅤH―２ 床面直上 ６０ ― １４．５０ １３．２０ ７．００ １，９１７．００ 砂岩 すり石としても使用。
Ⅳ―２２ １ ５１ 石鏃 ⅤP―８ 覆土上 １３ 五角形長身？木葉？ ３．９２ １．２２ ０．５７ ２．２０ 黒曜石
Ⅳ―２２ ２ ５１ 石錐 ⅤP―８ 覆土上 １８ 棒状片面全面加工 ４．１５ １．２５ ０．７２ ３．１０ 黒曜石
Ⅳ―２２ ３ ５１ たたき石 ⅤP―８ 覆土上 ３０ ― ７．９０ ５．５０ ５．４０ ３５７．００ チャ―ト
Ⅳ―２２ ４ ５１ たたき石 ⅤP―８ 覆土上 ５６ 亜円礫・主に長軸両端 ８．６０ ６．８０ ５．６０ （４５５．００） 安山岩
Ⅳ―２２ ５ ５１ たたき石 ⅤP―８ 覆土上 ７４・７５ 扁平礫・縁辺打ち欠き ８．２０ ９．３０ ４．８５ （５３７．００） 玄武岩？ ２点接合。
Ⅳ―２２ ６ ５１ たたき石 ⅤP―８ 覆土上 ７６ 扁平礫・縁辺打ち欠き １０．７０ ９．７０ ４．１０ ６０８．００ 粗粒玄武岩
Ⅳ―２２ ７ ５１ たたき石 ⅤP―８ 覆土上 ４９ 断面三角形 １０．９５ ６．７５ ４．７０ ５３８．００ 砂岩
Ⅳ―２３ ８ ５１ たたき石 ⅤP―８ 覆土上 ７３ 扁平礫・長軸端部 １１．２５ ６．８０ ３．４０ ３７７．００ 泥岩

表Ⅳ－１５ 遺構出土掲載拓影土器一覧（３）

表Ⅳ－１６ 遺構出土掲載石器一覧（１）

Ⅳ章 遺構と遺物

３３３



図
番号

掲載
番号

図版
番号 器種 遺構

グリッド 層位 遺物
番号 形状 長さ

（㎝）
幅

（㎝）
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（㎝）

重さ
（g） 石材 備考

Ⅳ―２３ ９ ５１ 砥石 ⅤP―８ 覆土上 ７０ 板状有溝 ８．８０ １１．０５ ３．２０ ３６３．００ アルコ―ス
砂岩 取り上げ№１。

Ⅳ―２３ １ ５１ 砥石 ⅤP―１０ 覆土 ４ ― １９．４０ ８．５０ ４．２５ ９２９．００ 砂岩 ３点接合。
Ⅳ―２４ １ ５１ たたき石 ⅤP―１４ 坑底直上 ４ 大型円礫 １３．８０ ２１．０５ ９．８０ ４，３００．００ 砂岩
Ⅳ―５５ １ ７５ スクレイパ― ⅢH―７ 覆土下 １６１ 縦長両側縁 ５．７５ １．６０ ０．５５ ４．９０ 黒曜石

Ⅳ―５５ ２ ７５ たたき石 ⅢH―７ 覆土 ２１７ 亜円礫素材 ７．３０ ５．５５ ６．５５ ４１１．００ アルコ―ス
砂岩

Ⅳ―５５ ３ ７５ たたき石 ⅢH―７ 覆土 ２１６ 礫片素材・縁辺打ち欠き ９．９５ ４．８０ ３．８５ ２４６．００ 砂岩
Ⅳ―５５ ４ ７５ たたき石 ⅢH―７ 床面直上 ２７２ 亜角礫素材 １０．７５ ９．７５ ６．９０ １，２３０．００ 粗粒玄武岩
Ⅳ―５５ ５ ７５ たたき石 ⅢH―７ 覆土 ２１５ 亜角礫素材 ５．８６ ３．９３ ３．７３ １３７．００ 砂岩
Ⅳ―５５ ６ ７５ たたき石 ⅢH―７ 床面直上 ２５２ ― ８．００ ５．３７ ３．３３ １８５．００ 粗粒玄武岩
Ⅳ―５５ ７ ７５ すり石 ⅢH―７ 覆土上 ２７ 亜円礫素材 １０．２０ ７．９１ ４．５０ ５７２．００ 砂岩
Ⅳ―５５ ８ ７５ 石鋸 ⅢH―７ 覆土 ２６５ ― ３．００ ３．９２ ０．４０ ９．００ 砂岩
Ⅳ―５５ ９ ７５ 石鋸 ⅢH―７ 覆土下 ７９ ― ３．０２ ４．１９ ０．３１ ７．００ 砂岩
Ⅳ―５５ １０ ７５ 石鋸 ⅢH―７ 覆土上 １８５ ― ７．３０ １１．００ １．１０ ８１．００ 砂岩
Ⅳ―５６ １１ ７５ たたき石 ⅢH―７ HP２ 覆土 ２７５ 小円礫素材 ５．６０ ５．４０ ３．１８ １１５．００ 砂岩
Ⅳ―５６ １２ ７５ 砥石 ⅢH―７ HP２ 覆土 ２７３ 大型板状 ２１．２５ １２．９０ ４．９０ １，４０８．００ 砂岩
Ⅳ―５６ １３ ７５ 石斧片 ⅢH―７ HP３ 覆土 ２８２ 短冊形 １４．１０ ５．７５ ４．０５ ５１２．００ 砂岩 刃部欠損。
Ⅳ―５６ １４ ７５ 砥石 ⅢH―７ HP３ 覆土 ２７７ 板状 １３．５０ ９．１５ ０．８５ １４３．００ 砂岩 被熱。
Ⅳ―５７ １ ７６ 石斧 ⅢH―８ 覆土上 １３６ ― ６．５０ ３．３０ １．４０ ４４．００ 泥岩 全面研磨。
Ⅳ―５７ ２ ７６ たたき石 ⅢH―８ 覆土中 １０６ ― ７．９５ ７．１０ ４．５０ ３２７．００ 玄武岩
Ⅳ―５７ ３ ７６ たたき石 ⅢH―８ 覆土中 ８９ 楔状に使用？ １２．６０ ６．１６ ５．０２ ５３６．００ 砂岩 石斧転用。
Ⅳ―５７ ４ ７６ 砥石 ⅢH―８ 覆土 ５２ 板状 ８．６０ ８．１０ ０．６０ ５９．００ 砂岩 石鋸にも使用。
Ⅳ―５８ １ ７６ たたき石 ⅢP―１３ 覆土下 ３０ ― ９．７５ ８．３０ ４．９０ ５９３．００ 砂岩 すり石としても使用。
Ⅳ―５８ ２ ７６ たたき石 ⅢP―１３ 覆土 ２５ 角柱状礫素材・面と下端 １３．１０ ５．４０ ４．１５ ４７５．００ 砂岩
Ⅳ―５８ １ ７６ 石鏃 ⅢP―２５ 覆土 ２８ 菱形 ３．４０ １．５５ ０．７５ ２．９０ 黒曜石
Ⅳ―５８ ２ ７６ たたき石 ⅢP―２５ 覆土 １８ ― ６．９５ ５．７０ ３．３５ １４５．００ 砂岩
Ⅳ―５８ ３ ７６ たたき石 ⅢP―２５ 覆土 ６ ― ８．４５（６．８０）２．７０（２００．００） 安山岩
Ⅳ―５８ １ ７６ 石斧 ⅢS―２ Ⅲ １９ ― １０．５０ ４．４２ １．２５ ６８．００ 泥岩 刃部のみ研磨整形。
Ⅳ―５８ ２ ７６ たたき石 ⅢS―２ Ⅲ ９３ ― ７．７０ ５．２５ １．７０ ９９．００ 砂岩 被熱。
Ⅳ―５８ １ ７６ たたき石 ⅢS―３ Ⅲ ２７ 角柱状礫素材 １０．３５ ５．００ ４．２０ ３７９．００ 砂岩
Ⅳ―５８ １ ７６ たたき石 ⅢS―４ Ⅲ ４ 不定形な扁平礫素材 ６．７０ ５．８０ １．８５ ７４．００ 砂岩
Ⅳ―１０１ １ ７７ 石鏃 ⅢH―１ 覆土 ９５ 三角形平基 １．７０（１．１５）０．３２ ０．５０ 黒曜石

Ⅳ―１０１ ２ ７７ 石鏃片 ⅢH―１ 壁際焼土
覆土下 １００ 三角形弱凹基 １．９５（１．２０）０．３５ （０．４０） 黒曜石

Ⅳ―１０１ ３ ７７ 石鏃 ⅢH―１ 覆土下 ３４ 三角形弱凹基 （２．２０）０．９５ ０．４０ （０．６０） 黒曜石 産地分析試料１。
Ⅳ―１０１ ４ ７７ 石鏃 ⅢH―１ 床面 ６７ 三角形弱凹基 ２．５０ １．２５ ０．３０ ０．８０ 黒曜石 産地分析試料２。
Ⅳ―１０１ ５ ７７ 石鏃 ⅢH―１ 覆土下 ２１ 三角形弱凹基 ２．８０ １．９０ ０．３５ １．１０ 黒曜石

Ⅳ―１０１ ６ ７７ 石鏃片 ⅢH―１ 壁際焼土
覆土下 ９９ 三角形弱凹基 （１．５０）１．１８ ０．３０ （０．５０） 黒曜石 産地分析試料３。

Ⅳ―１０１ ７ ７７ 石錐片？ ⅢH―１ 覆土 ９６ 逆雫形 （２．７０）１．３０ ０．５０ （１．４０） 黒曜石
Ⅳ―１０１ ８ ７７ 石錐 ⅢH―１ 覆土上 ５０ 縦長全面加工 （４．５０）（１．８０）０．９０ （６．６０） 黒曜石 石槍またはナイフ片転用。
Ⅳ―１０１ ９ ７７ 両面調整石器 ⅢH―１ 覆土下 ３３ ― ４．００ ２．５０ ０．７５ ７．６０ 黒曜石
Ⅳ―１０１ １０ ７７ スクレイパ― ⅢH―１ 床面 ９２ ― ２．４０ １．８０ ０．５０ １．９０ 黒曜石 産地分析試料４。

Ⅳ―１０１ １１ ７７ スクレイパ― ⅢH―１ 壁際焼土
覆土下 １０１ 円形周縁加工 ２．９５ ３．０５ ０．６０ ４．８０ 黒曜石 産地分析試料５。

Ⅳ―１０１ １２ ７７ スクレイパ― ⅢH―１ 覆土下 ４５ 円形周縁加工 ３．１０ ２．６０ １．２５ ８．９０ 黒曜石 産地分析試料８。
Ⅳ―１０１ １３ ７７ スクレイパ― ⅢH―１ 床面 ９１ 半円形 ２．０５ ３．８５ ０．７５ ５．３０ 黒曜石 産地分析試料６。

Ⅳ―１０１ １４ ７７ スクレイパ― ⅢH―１ 壁際焼土
覆土下 １０２ 不定形片側縁 ３．１０ ２．７５ ０．９０ ７．６０ 黒曜石 産地分析試料７。

Ⅳ―１０１ １５ ７７ スクレイパ― ⅢH―１ 石囲い炉 １３６ 周縁加工 ２．７０ ３．４３ ０．９０ ８．８０ 黒曜石
Ⅳ―１０１ １６ ７７ たたき石 ⅢH―１ 床面 ８９ 亜円礫素材 ７．５０ ４．５０ ２．８０ １４１．００ 泥岩
Ⅳ―１０１ １７ ７７ たたき石 ⅢH―１ 床面 ７５ 亜円礫素材 ７．５０ ７．１０ ４．２０ ３２６．００ 粗粒玄武岩
Ⅳ―１０１ １８ ７７ たたき石？ ⅢH―１ 床面 １２６ 亜円礫素材 （１１．５０

）
（９．８０）４．６０（６９６．００） 泥岩

Ⅳ―１０１ １９ ７７ 石鋸 ⅢH―１ 覆土上 ２ ― （３．５０）（４．００）０．５５ （１２．００） 砂岩
Ⅳ―１０１ ２０ ７７ 砥石 ⅢH―１ 床面 ８８ 板状多面使用 ７．２０ ６．６０ ３．８０ １５０．００ 砂岩 被熱。
Ⅳ―１０２ １ ７７ 石鏃 ⅢH―６ 覆土中 ２４ 三角形平基 ２．３０（１．００）０．３０ （０．４０） 黒曜石 産地分析試料９。
Ⅳ―１０２ ２ ７７ 石鏃 ⅢH―６ 覆土中 ４９ 三角形平基 （２．０７）１．００ ０．３７ （０．７０） 黒曜石
Ⅳ―１０２ ３ ７７ 石鏃 ⅢH―６ 覆土上 ３９ 有茎凸基？ （２．３７）１．７１ ０．５５ （２．３０） 黒曜石 横に膨らむ形状。
Ⅳ―１０２ ４ ７７ 石錐 ⅢH―６ 覆土中 ８８ 石鏃転用 （３．０５）１．４０ ０．６０ （２．００） 黒曜石
Ⅳ―１０２ ５ ７７ 石錐 ⅢH―６ 覆土下 １４１ ― ３．８１ １．８０ ０．６０ ２．２０ 黒曜石
Ⅳ―１０２ ６ ７７ スクレイパ― ⅢH―６ 覆土上 １２４ 円形周縁加工 ２．２０ ２．６０ ０．８０ ４．７０ 黒曜石
Ⅳ―１０２ ７ ７７ 楔形石器 ⅢH―６ 覆土中 ８９ ― ２．４５ ２．７５ ０．８５ ６．２０ 黒曜石 産地分析試料１０。
Ⅳ―１０２ ８ ７７ 石斧 ⅢH―６ 覆土中 ５３ ― ６．００ ３．６５ １．８０ ５４．００ 緑色泥岩 全面研磨。
Ⅳ―１０２ ９ ７７ たたき石 ⅢH―６ 覆土下 １４６ 下端部使用 １０．７５ ７．８０ ６．２０ ７４４．００ 安山岩 すり石としても使用。
Ⅳ―１０２ １ ７７ 石槍またはナイフ ⅢH―１０ 覆土 ５５ 有茎平基 ４．１０ １．９８ ０．６５ ４．４０ 黒曜石
Ⅳ―１０２ ２ ７７ 石槍またはナイフ ⅢH―１０ 覆土上 ７６ 菱形（正） （１２．７０

）
３．８３ ０．８０ ３４．００ 黒曜石

Ⅳ―１０２ ３ ７７ 石錐 ⅢH―１０ 覆土 ３３ 逆三角形 （２．５６）１．３８ ０．４２ （１．２０） 黒曜石
Ⅳ―１０２ ４ ７７ 砥石 ⅢH―１０ 覆土下 ９６ 板状 １１．１５ ９．８５ ２．００ ３１９．００ 砂岩 線条痕目立つ。
Ⅳ―１０３ １ ７８ たたき石 ⅢH―１１ 覆土１０ ２６ ― ９．２０ ６．６５ ２．６０ １５６．００ 砂岩
Ⅳ―１０３ １ ７８ 石鏃 ⅢH―１２ 覆土 １２２ 菱形 ３．６１ １．２６ ０．４０ １．６０ 黒曜石
Ⅳ―１０３ ２ ７８ 石鏃 ⅢH―１２ 床面 ２２０ 菱形 ４．５０ １．６０ ０．６５ ３．５０ 黒曜石
Ⅳ―１０３ ３ ７８ 石槍またはナイフ ⅢH―１２ 床面 ２４１ 菱形または有茎凸基 ６．００ ２．２５ １．００ ８．００ 黒曜石 取り上げ№９
Ⅳ―１０３ ４ ７８ 石槍またはナイフ ⅢH―１２ 覆土 １６５ 菱形または有茎凸基 （６．３０）２．４１ ０．８０ １０．１０ 黒曜石
Ⅳ―１０３ ５ ７８ 石錐 ⅢH―１２ 覆土 ３０ 縦長周縁加工 ３．８０ １．３３ ０．５５ ２．４０ 黒曜石
Ⅳ―１０３ ６ ７８ 石錐 ⅢH―１２ 覆土 １６６ ― ３．０５ ２．１０ ０．７０ ４．６０ 黒曜石 両端部使用。
Ⅳ―１０３ ７ ７８ つまみ付きナイフ ⅢH―１２ 覆土 １６９ 周縁加工 ６．９５ ３．９５ １．１５ ３７．９０ 黒曜石
Ⅳ―１０３ ８ ７８ ナイフ ⅢH―１２ 覆土 １０ 周縁加工 ８．０５ ３．０５ １．０５ ２６．００ 頁岩
Ⅳ―１０３ ９ ７８ スクレイパ― ⅢH―１２ 覆土 ７６ 円形周縁加工 ２．２０ ２．００ ０．５０ １．８０ 黒曜石 被熱。
Ⅳ―１０３ １０ ７８ スクレイパ― ⅢH―１２ 床面 ２０５ 円形周縁加工 ２．４５ １．９６ ０．４２ ２．６０ 黒曜石
Ⅳ―１０３ １１ ７８ スクレイパ― ⅢH―１２ 覆土 １２ 周縁加工刃部急角度 ２．２５ ２．１０ ０．６２ ２．７０ 黒曜石
Ⅳ―１０３ １２ ７８ スクレイパ― ⅢH―１２ 覆土 ２９ 円形周縁加工 ２．２０ ２．４０ ０．６５ ３．４０ 黒曜石
Ⅳ―１０３ １３ ７８ スクレイパ― ⅢH―１２ 覆土 １６７ 周縁加工刃部急角度 ２．４０ ３．８０ １．２０ ９．９０ 黒曜石
Ⅳ―１０３ １４ ７８ スクレイパ― ⅢH―１２ 覆土 ７３ 周縁加工刃部急角度 ２．０５ ２．６０ ０．９０ ４．７０ 黒曜石

表Ⅳ－１７ 遺構出土掲載石器一覧（２）

根室市 温根沼２遺跡

３３４
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番号

掲載
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（㎝）
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（㎝）
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重さ
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Ⅳ―１０３ １５ ７８ スクレイパ― ⅢH―１２ 覆土 ５３ 周縁加工刃部急角度 ２．４６ １．９０ ０．９６ ５．１０ 黒曜石
Ⅳ―１０４ １６ ７８ スクレイパ― ⅢH―１２ 床面直上 ２０６ 不定形 ２．５５ ４．２０ １．３０ １０．００ 頁岩
Ⅳ―１０４ １７ ７８ 石斧 ⅢH―１２ 覆土 １０４ 短冊形・全面研磨 ６．５５ ３．１０ １．４０ ４９．００ 緑色泥岩
Ⅳ―１０４ １８ ７８ 石斧片 ⅢH―１２ 床面直上 ２４５ 短冊形・全面研磨 ８．３０ ４．０５ １．１０ ６２．００ 緑色泥岩 取り上げ№１４
Ⅳ―１０４ １９ ７８ 砥石 ⅢH―１２ 床面直上 １８６ 板状 ２０．５０ １０．６０ １．９０ ６０３．００ 砂岩 取り上げ№１
Ⅳ―１０４ ２０ ７８ 石槍またはナイフ ⅢH―１２HP―８ 覆土 ２４６ 菱形 ７．２０ ２．４５ ０．８９ １１．８０ 黒曜石
Ⅳ―１０４ ２１ ７８ 石槍またはナイフ片 ⅢH―１２HFC―２ 床直 １９１ ― （２．２５）８１．８３）０．６０ （２．７０） 黒曜石
Ⅳ―１０４ ２２ ７８ 石槍またはナイフ片 ⅢH―１２HFC―２ 床直 １８７ 菱形 ２．９０ １．６５ ０．５５ ２．１０ 黒曜石
Ⅳ―１０４ ２３ ７８ 石槍またはナイフ片 ⅢH―１２HFC―２ 床直 １９０ ― ２．６０ ２．００ ０．６０ ２．８０ 黒曜石
Ⅳ―１０４ ２４ ７８ 石槍またはナイフ片 ⅢH―１２HFC―２ 床直 １８８ 菱形 （３．７５）１．９５ ０．６０ （３．７０） 黒曜石
Ⅳ―１０４ ２５ ７８ 石槍またはナイフ片 ⅢH―１２HFC―２ 床直 １８９ ― ２．２５ ２．３５ ０．８０ ４．７０ 黒曜石
Ⅳ―１０４ ２６ ７８ 石槍またはナイフ片 ⅢH―１２HFC―２ 床直 １９３ ― ２．９０ ２．１０ ０．８０ ４．４０ 黒曜石
Ⅳ―１０４ ２７ ７８ 石槍またはナイフ片 ⅢH―１２HFC―２ 床直 １９２ ― ３．７５ ２．４５ ０．８０ ６．９０ 黒曜石
Ⅳ―１０４ ２８ ７８ 両面調整石器 ⅢH―１２HFC―２ 床直 １９４ ― ４．２０ ２．８０ １．３０ １３．９０ 黒曜石
Ⅳ―１０４ ２９ ７８ スクレイパ― ⅢH―１２HFC―２ 床直 １９５ 片面全面加工 ３．１０ ２．１０ １．４０ ７．８０ 黒曜石
Ⅳ―１０５ １ ７９ 石鏃 ⅢH―１６ 覆土中 ３０ 有茎・鉾先形 ３．２２ １．４３ ０．４０ １．６０ 黒曜石
Ⅳ―１０５ ２ ７９ 石斧 ⅢH―１６ 覆土上 １８ 短冊形・全面研磨 ７．９０ ４．２０ １．９０ １０２．００ 安山岩 旧ⅢP―４
Ⅳ―１０５ １ ７９ 砥石 ⅢP―２ 覆土中・下 ４・６ 板状 １６．３５ ９．８５ １．５５ ２６９．００ 砂岩 ２点接合。
Ⅳ―１０５ １ ７９ たたき石 ⅢP―６ 覆土 ８ 亜円礫素材・下端使用 ８．１５ ７．４５ ４．８５ ３６１．００ 玄武岩 取り上げ№２
Ⅳ―１０５ ２ ７９ たたき石？ ⅢP―６ 覆土 １３ 亜円礫素材・周縁使用 ６．２５ ４．８０ ４．００ ５５２．００ 粗粒玄武岩 取り上げ№７
Ⅳ―１０５ １ ７９ たたき石 ⅢP―１２ 覆土下 ６８ 亜円礫素材 ７．９０ ５．７０ ４．９０ ３４０．００ 粗粒玄武岩 取り上げ№２．
Ⅳ―１０６ ２ ７９ たたき石 ⅢP―１２ 覆土下 ６７ 亜円礫素材 ８．９５ ６．３０ ４．００ ３２８．００ 泥岩 取り上げ№１．３点接合。
Ⅳ―１０６ ３ ７９ たたき石 ⅢP―１２ 覆土下 ６９ 石斧転用 １４．６０ ５．００ ４．００ ３８１．００ 粗粒玄武岩 取り上げ№３
Ⅳ―１０６ ４ ７９ 砥石 ⅢP―１２ 覆土下 ９２ 板状 １１．４０ ２４．６５ ６．００ ２，１４５．００ 砂岩
Ⅳ―１０６ １ ７９ 石鏃 ⅢP―１４ 床面直上 ６ 三角形弱凹基 ３．００ １．３３ ０．２０ ０．９０ 黒曜石 産地分析試料１１。
Ⅳ―１０６ ２ ７９ 石鏃 ⅢP―１４ 床面直上 ２ 有茎・鉾先形 ３．００ １．５２ ０．５０ ２．８０ 黒曜石 産地分析試料１２。
Ⅳ―１０６ ３ ７９ スクレイパ― ⅢP―１４ 床面直上 １ 縦長両側縁 ３．２４ １．５０ ０．３０ １．９０ 黒曜石 産地分析試料１３。
Ⅳ―１０６ ４ ７９ スクレイパ― ⅢP―１４ 床面直上 ５ 縦長両側縁 ４．６０ ２．３３ ０．９５ ９．１０ 黒曜石 産地分析試料１５。
Ⅳ―１０７ ５ ７９ スクレイパ― ⅢP―１４ 床面直上 ３ 縦両側縁 （３．８０）２．７５ ０．６６ （８．５０） 黒曜石 産地分析試料１４。
Ⅳ―１０７ ６ ７９ スクレイパ― ⅢP―１４ 床面直上 ８ 縦長両側縁 １１．７０ ２．４０ ０．９０ ２６．４０ 黒曜石 産地分析試料１６。

Ⅳ―１０７ ７ ７９ 石斧 ⅢP―１４ 床面直上 ４ 小型・全面研磨 ４．１５ ２．０４ １．０５ （１５．００） 緑色泥岩
光沢（刃部＜体部）。
刃部再生。
研磨稜線顕著。

Ⅳ―１０７ １ ８０ 石鏃 ⅢP―１６ 覆土上 ３５ 菱形 ４．９５ １．８５ ０．６０ ３．７０ 黒曜石 取り上げ№１
Ⅳ―１０７ １ ８０ 石鏃 ⅢP―２４ 覆土 ２３ 三角形平基 ２．２３ ０．９５ ０．３０ ０．４０ 黒曜石
Ⅳ―１０７ ２ ８０ 石錐 ⅢP―２４ 覆土上 ５ 剥片の一端を錐部とする １．９０ １．６５ ０．６５ ２．１０ 黒曜石
Ⅳ―１０７ ３ ８０ ナイフ片 ⅢP―２４ 覆土 ４ 有柄・刃部を欠く （３．３０）３．００ ０．７２ （７．９０） 黒曜石
Ⅳ―１０７ ４ ８０ スクレイパ― ⅢP―２４ 覆土 ２５ 小剥片素材・周縁加工 ２．２６ ２．１０ １．０５ ３．６０ 黒曜石
Ⅳ―１０７ ５ ８０ スクレイパ― ⅢP―２４ 覆土 ２４ 小剥片素材・周縁加工 ２．４５ ２．７０ ０．９６ ４．９０ 黒曜石
Ⅳ―１０７ ６ ８０ スクレイパ― ⅢP―２４ 覆土 ７ 円形・周縁加工 ２．９５ ２．３０ ０．７５ ４．７０ 黒曜石
Ⅳ―１０７ ７ ８０ スクレイパ― ⅢP―２４ 覆土 ３５ 小剥片素材・刃部急角度 ２．５８ ２．９０ １．２０ ８．１０ 黒曜石 取り上げ№４
Ⅳ―１０７ ８ ８０ 楔形石器 ⅢP―２４ 覆土 ３４ ― ３．６０ ３．００ １．０２ １１．４０ 黒曜石 取り上げ№３
Ⅳ―１１９ １ ８２ 石槍またはナイフ ⅢP―２６ 坑底直上 １ 有茎凸基～木葉形 ８．００ ２．６５ ０．９５ １４．４０ 黒曜石
Ⅳ―１１９ ２ ８２ 石槍またはナイフ ⅢP―２６ 坑底直上 ２・３ 木葉形 １０．５５（３．０５）０．８０ ２０．６０ 黒曜石 ２点接合。
Ⅳ―１２４ １ ８０ つまみ付きナイフ ⅢH―９ 覆土１ ９０ 縦型両面全面加工 ９．７５ ４．６０ １．４０ ４５．５０ 黒曜石
Ⅳ―１２４ ２ ８０ たたき石 ⅢH―９ 覆土１ ５６ 扁平礫・面使用 ９．７５ ８．２０ ２．７０ ３３１．００ 砂岩 すり石としても使用。
Ⅳ―１２４ ３ ８０ たたき石 ⅢH―９ 覆土１ ５４ 長軸両端使用・下端打ち欠き １２．１０ ５．５１ ２．２０ １９０．００ 砂岩
Ⅳ―１２４ ４ ８０ たたき石 ⅢH―９ 覆土１ ２３ 下端打ち欠き １７．３０ ８．９０ ５．９０ １，３９４．００ 砂岩
Ⅳ―１２４ ５ ８０ たたき石 ⅢH―９ 覆土２ １７８ 亜角礫素材 ５．５１ ５．５９ ３．５１ １７０．００ 砂岩 すり石としても使用。
Ⅳ―１２５ ６ ８０ たたき石 ⅢH―９ 覆土１ ９１ 扁平礫素材 １６．４５ ９．０５ ５．５５ ９４８．００ 砂岩 地熱。全体敲打。
Ⅳ―１２５ ７ ８０ たたき石 ⅢH―９ 覆土１ ２０４ ― １４．３５ ８．７０ ５．４０ ９６４．００ 砂岩
Ⅳ―１２５ ８ ８０ 砥石 ⅢH―９ 覆土１ ５０ 全面的に使用 １５．９０ １０．５０ ４．００ ６２１．００ 砂岩 たたき石としても使用？

Ⅳ―１２６ ９ ８１ 砥石 ⅢH―９ 覆土１ ４９ 板状・全面的に使用 １２．１０ ８．９０ ４．００ ４３７．００ アルコ―ス
砂岩 たたき石としても使用？

Ⅳ―１２６ １０ ８１ たたき石 ⅢH―９ HS―２ 覆土１ １０６ 小礫素材 ７．３０ ４．０５ ３．９２ １４０．００ 砂岩
Ⅳ―１２６ １１ ８１ たたき石 ⅢH―９HS―２ 覆土１ １０４ 小礫素材・断面三角形 ７．２０ ４．３５ ４．００ １４２．００ 砂岩
Ⅳ―１２６ １２ ８１ たたき石 ⅢH―９ HS―２ 覆土１ １０５ 小礫素材 ８．３１ ３．５０ ３．４０ １１６．００ 砂岩
Ⅳ―１２６ １３ ８１ たたき石 ⅢH―９ HS―２ 覆土１ １０７ 小礫素材 ６．４０ ３．９２ ３．３０ １１６．００ 砂岩
Ⅳ―１２６ １４ ８１ たたき石 ⅢH―９ HS―４ 覆土１ １４７ 小礫素材 ７．２０ ４．０５ ２．７０ ９０．００ 砂岩
Ⅳ―１２７ １ ８１ たたき石 ⅢH―１４ 床面直上 １１７ ― １３．７５ ５．９５ ４．２０ ４６３．００ 砂岩 被熱。
Ⅳ―１２７ ２ ８１ たたき石 ⅢH―１４ 床面直上 １１０ ― ９．９０ ７．４０ ３．９０ ４３４．００ 砂岩 すり石としても使用。
Ⅳ―１２７ １ ８１ 石錐 ⅢH―１５ 覆土１ ２３ 縦長・片面全面加工 ５．８８ １．４２ ０．６６ ５．４０ 黒曜石
Ⅳ―１２７ ２ ８１ スクレイパ― ⅢH―１５ 覆土１ ２０ 縦長両側縁 ７．１５ ３．４６ １．２２ ２６．００ 頁岩
Ⅳ―１２７ ３ ８１ スクレイパ― ⅢH―１５ 覆土１ ２２ 円形全面加工 ４．００ ３．７３ １．００ １６．３０ 黒曜石
Ⅳ―１２７ ４ ８１ 石斧 ⅢH―１５ 覆土２ ５０ 撥形・全面研磨整形 １１．０７ ６．０４ １．９４ ２２４．００ 片岩
Ⅳ―１２７ ５ ８１ 砥石 ⅢH―１５ 覆土２ ６０ 板状 １９．６０ １７．３０ １．７５ ６９０．００ 砂岩
Ⅳ―１３６ １ ８２ 砥石 ⅢS―１０ Ⅲ １２ ― １５．７０ １１．８５ ４．１０ ８３０．００ 砂岩 ３点接合。
Ⅳ―１３６ １ ８２ 石鋸 ⅢF―１５B 焼土 １ ― ５．２０ ４．４０ ０．９５ ２．３０ 砂岩 被熱。砥石片転用。
Ⅳ―１６３ １ ８２ たたき石 ⅢH―４ 覆土 １７１ 亜円礫素材・主に下端部 ７．１０ ５．５０ ３．６０ ２２４．００ 粗粒玄武岩
Ⅳ―１６３ ２ ８２ たたき石 ⅢH―４ 覆土 ４６ 棒状亜円礫・下端部使用 １２．７０ ３．７０ ２．４０ １４７．００ 泥岩
Ⅳ―１６３ ５ ８２ たたき石 ⅢH―４ 覆土 １２５ 亜円礫素材 ６．３５ ３．４５ ３．３０ １１１．００ 粗粒玄武岩 すり石としても使用。
Ⅳ―１６３ ３ ８２ たたき石 ⅢH―４ 覆土 １５４ 棒状亜円礫・下端部使用 １３．２０ ５．６０ ４．７０ ５０４．００ 砂岩 下端打ち欠き。
Ⅳ―１６３ ４ ８２ たたき石 ⅢH―４ 覆土 ４５ 亜円礫素材 ７．４０ ４．０５ ３．００ １２７．００ 珪化岩？ すり石としても使用。
Ⅳ―１６３ ６ ８２ たたき石 ⅢH―４ 覆土 １２７ ― １３．４０ ７．７０ ５．６０ ８８５．００ 砂岩
Ⅳ―１６３ ７ ８２ たたき石 ⅢH―４ 覆土 １７２ ― １１．６０ ９．００ ４．２０ ６１０．００ 泥岩 すり石としても使用。
Ⅳ―１６４ ８ ８２ すり石 ⅢH―４ 覆土 ４７ 亜円礫素材 ７．６０ ５．７５ ３．９０ ２４４．００ 泥岩
Ⅳ―１６４ ９ ８２ すり石 ⅢH―４ 覆土 １２３ 亜円礫素材 １２．６５ ８．９０ ５．４０ ９１２．００ 砂岩
Ⅳ―１６４ １０ ８３ 台石 ⅢH―４ 覆土 １２８ 角柱状 ２７．１０ ７．９０ ７．６０ ２，８５９．００ 砂岩
Ⅳ―１６４ １１ ８３ 台石 ⅢH―４ 床面直上 １６９ ― ２３．００ １１．６０ ９．６０ ３，５００．００ 泥岩
Ⅳ―１６５ １２ ８３ 台石 ⅢH―４ 床面直上 １６８ ― １９．３０ １１．７０ ６．４０ ２，２７６．００ 砂岩
Ⅳ―１６５ １３ ８３ 台石 ⅢH―４ 覆土 ２４ ― ２１．２０ １３．６５ ７．９０ ３，０９０．００ 粗粒玄武岩
Ⅳ―１６５ １４ ８３ 台石・石皿 ⅢH―４ 覆土 １２０ ― ２９．４０ １９．００ １．６５ １，６８６．００ 砂岩
Ⅳ―１６５ １５ ８３ 鉄製品 ⅢH―４ 覆土 ― ― ５．３８ ０．９０ ０．９２ ５．６０ 鉄

表Ⅳ－１８ 遺構出土掲載石器等一覧（３）
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Ⅳ―１６５ １６ ８３ 台石？ ⅢH―４ HP―１ 覆土 ２０２ ― ３３．２０ １４．８０ ８．００ ６，２００．００ 砂岩
Ⅳ―１６６ １７ ８３ たたき石？ ⅢH―４ HS―１ 床面直上 １８２ 小礫素材 ５．７０ ３．９０ ２．７０ ８４．００ 粗粒玄武岩
Ⅳ―１６６ １８ ８３ たたき石 ⅢH―４ HS―１ 床面直上 １８８ 小礫素材 ７．２０ ３．６０ ３．１０ ８５．００ 砂岩
Ⅳ―１６６ １９ ８３ たたき石 ⅢH―４ HS―１ 床面直上 １８６ 小礫素材 ７．２５ ４．２０ ２．２５ ８０．００ 砂岩
Ⅳ―１６６ ２０ ８３ たたき石 ⅢH―４ HS―１ 床面直上 １８５ 小礫素材 ７．００ ３．３５ ２．５０ ８１．００ 砂岩
Ⅳ―１６６ ２１ ８４ たたき石 ⅢH―４ HS―１ 床面直上 １８４ 小礫素材 ７．３０ ３．８０ ２．６５ １０７．００ 粗粒玄武岩
Ⅳ―１６６ ２２ ８４ たたき石 ⅢH―４ HS―１ 床面直上 １８７ 小礫素材 ７．８５ ３．３５ ３．４０ １５７．００ 砂岩
Ⅳ―１６６ ２３ ８４ たたき石 ⅢH―４ HS―１ 床面直上 １８９ 小礫素材 ７．２０ ３．７５ ３．３０ １１４．００ 砂岩
Ⅳ―１６６ ２４ ８４ たたき石 ⅢH―４ HS―１ 床面直上 １８３ 扁平礫素材 ８．８５ ４．６０ １．９０ １１２．００ 粗粒玄武岩
Ⅳ―１６６ ２５ ８４ すり石 ⅢH―４ HS―１ 床面直上 １８１ 亜円礫素材 ７．８５ ５．７０ ３．１０ ２０１．００ 砂岩？
Ⅳ―１６６ １ ８４ 石鏃 ⅢH―５ 掘り上げ土 ３１１ 三角形弱凹基 ２．２０ １．３５ ０．４０ ０．８０ 黒曜石
Ⅳ―１６６ ２ ８４ 石槍またはナイフ ⅢH―５ 覆土 ５７ 木葉形～菱形 ７．１５ ３．３０ １．００ １７．７０ 黒曜石
Ⅳ―１６６ ３ ８４ 石錐 ⅢH―５ 掘り上げ土 ３０３ 縦長全面加工 ３．７０ １．５０ ０．５０ ２．９０ 黒曜石
Ⅳ―１６６ ４ ８４ 石錐 ⅢH―５ 覆土 ５８ 縦長片面加工 ４．６０ ３．００ １．４０ １３．２０ 黒曜石 被熱。
Ⅳ―１６６ ５ ８４ スクレイパ― ⅢH―５ 掘り上げ土 ３１６ 縦長剥片素材側縁加工 ３．３０ ２．２０ ０．６５ ４．１０ 黒曜石
Ⅳ―１６７ ６ ８４ たたき石 ⅢH―５ 覆土 １０６ 棒状亜円礫・長軸両端 １５．１５ ６．１０ ４．５０ ６７３．００ 粗粒玄武岩
Ⅳ―１６７ ７ ８４ たたき石 ⅢH―５ 床面 ２２３ 棒状亜円礫・長軸両端 １４．６０ ５．８０ ４．４５ ５５６．００ 花崗岩
Ⅳ―１６７ ８ ８４ たたき石 ⅢH―５ 覆土 １１１ ― １５．０５ ８．１０ ５．８０ ９１５．００ 砂岩
Ⅳ―１６７ ９ ８４ たたき石 ⅢH―５ 覆土 １０７ 下端打ち欠き １３．９５ ６．９４ ５．２０ ６７４．００ 砂岩
Ⅳ―１６８ １０ ８４ たたき石 ⅢH―５ 覆土 １４８ 小亜円礫素材・周縁 （４．５０）５．０５ ２．０５ （６０．００） 砂岩
Ⅳ―１６８ １１ ８４ たたき石 ⅢH―５ 覆土 ７４ 全面的に使用 １４．１０ ８．０５ ７．２５ １，２６２．００ 砂岩 すり石としても使用。
Ⅳ―１６８ １２ ８４ すり石 ⅢH―５ 覆土 ４３ 板状亜円礫・下側面 ６．９０ ８．９０ １．９０ １１２．００ 砂岩 たたき石としても使用。
Ⅳ―１６８ １３ ８４ 砥石 ⅢH―５ 覆土 ９ 板状 ６．３０ ７．３０ １．３０ ６３．００ 砂岩

Ⅳ―１６８ １４ ８５ 砥石 ⅢH―５ 覆土 １１３ 角柱状 ５．７０ ４．９０ ３．９０ １０６．００ アルコ―ス
砂岩 有溝多数。

Ⅳ―１６９ １５ ８５ 台石？ ⅢH―５ 床直 １８４ ― ３３．００ １５．００ １２．９０（９，２００．００） 砂岩
Ⅳ―１６９ １８ ８５ 石皿片 ⅢH―５ 床面 ２２４ ― （９．１０）（１１．６０）（５．１０）（６４８．００） 凝灰岩 被熱。
Ⅳ―１６９ １７ ８５ 石皿・台石 ⅢH―５ 覆土 ２２５ ― ２０．５０ １８．５０ ７．７０ ４，５００．００ 砂岩
Ⅳ―１６８ １６ ８５ 石皿・台石 ⅢH―５ 覆土 １７１ ― １４．９０ １８．７０ ４．００ １，４４４．００ 砂岩 被熱。側縁に敲打痕。
Ⅳ―１７０ １９ ８５ たたき石 ⅢH―５ HS―２ 床直 １８７ 小礫素材 ６．５０ ３．８５ ３．９０ １０８．００ 砂岩
Ⅳ―１７０ ２０ ８５ たたき石 ⅢH―５ HS―２ 床直 １８６ 小礫素材 ７．７０ ４．５０ ２．８５ １２２．００ 砂岩
Ⅳ―１７０ ２１ ８５ たたき石 ⅢH―５ HS―２ 床直 １８８ 小礫素材 ６．０５ ４．７０ ３．４５ １４０．００ 砂岩
Ⅳ―１７２ １ ８６ すり石 ⅢH―２ 床面直上 １０ 亜円礫素材 ７．４５ ６．０５ ２．９５ １９２．００ 泥岩
Ⅳ―１７２ ２ ８６ すり石 ⅢH―２ 覆土 ３ 亜円礫素材 ７．９０ ５．５０ ３．１０ ２００．００ 花崗岩
Ⅳ―１７２ ３ ８６ すり石 ⅢH―２ 覆土 ４ 亜円礫素材 ７．８０ ６．３０ ４．１０ ３００．００ 砂岩
Ⅳ―１７２ ４ ８６ 砥石 ⅢH―２ 覆土 １１ 板状 １６．３５ １２．６５ ４．１０ １，０６０．００ 砂岩
Ⅳ―１７３ ５ ８６ 台石？ ⅢH―２ カマド１ ２５・２６ ― ２８．１０ １８．１０ ９．９０ ６，２００．００ 砂岩 接合する。取り上げ№３と№４
Ⅳ―１７３ １ ８６ 石鏃 ⅢH―３ 覆土 １９ 有柄平基 ２．７０ １．５０ ０．４０ ０．８０ 黒曜石
Ⅳ―１７３ ２ ８６ 石錐 ⅢH―３ 覆土 １４ 石鏃転用？ ２．５０ １．５０ ０．４０ １．１０ 黒曜石
Ⅳ―１７３ ３ ８６ たたき石 ⅢH―３ 覆土 ８ 角柱状小礫 ８．１０ ３．４５ ３．１５ １３３．００ 砂岩 すり石としても使用？
Ⅳ―１７３ ４ ８６ たたき石 ⅢH―３ 覆土 ３７ 亜円礫素材 １０．５０ ９．３５ ７．４０ １，０１９．００ 砂岩 すり石としても使用
Ⅳ―１７４ ５ ８６ すり石 ⅢH―３ 覆土 ３ 亜円礫素材 （７．６０）６．９５ ３．２０（２５４．００） 泥岩 被熱。
Ⅳ―１７４ ７ ８６ すり石？ ⅢH―３ 覆土 １６ 亜円礫素材 １０．３５ ６．９５ ６．４０ ６４７．００ 泥岩
Ⅳ―１７４ ６ ８６ すり石 ⅢH―３ カマド１ ８０ 亜円礫素材 ７．４０ ６．９０ ５．５０ ３８８．００ 砂岩
Ⅳ―１７４ ８ ８６ 砥石 ⅢH―３ 覆土 ９ 板状 １４．９５ ８．９０ ５．１０ ７４４．００ 砂岩

図 掲載
番号 図版 破片

番号 出土地点 層位 遺物
番号 点数 合計 残片 分類 型式名

Ⅳ―２５ １ ５２ ２� f６区 Ⅴ １０ ２ ２ e６区 Ⅴ層
遺物番号４他計７点 Ⅰb 東釧路Ⅱ式２ ５２ ２� e５区 Ⅴ ２ ２ ２

Ⅳ―２５ ３ ５２ ３ f８区 Ⅴ １１ １ １ ― Ⅰb 東釧路Ⅱ式

Ⅳ―２５

４ ５２ ４� f１０区 Ⅴ １６ １
２

f１０区 Ⅴ層
遺物番号１６他計２４点 Ⅰb 東釧路Ⅱ式

f１０区 Ⅴ ２５ １
５ ５２ ４� f６区 Ⅴ １２ ３ ３

６ ５２ ４� f６区 Ⅴ ９ １
３f６区 Ⅴ １０ ２

Ⅳ―２５ ７ ５２ １� e１４区 Ⅴ ８ ６ ６ e１４区 Ⅴ層
遺物番号８他計２５点 Ⅰb 東釧路Ⅱ式Ⅳ―２５ ８ ５２ １� f４区 Ⅴ １ １ １

Ⅳ―１７５ １ ８７ １０ h５区 Ⅱ １ １
２

h５区 Ⅱ層
遺物番号１他計８点 Ⅰb 東釧路Ⅱ式

i５区 Ⅱ １ １

Ⅳ―１７５ ２ ８７ １１ d１４区 Ⅲ ４ ５ ５
d１４区 Ⅲ層

遺物番号３他計６点 Ⅲb 北筒Ⅱ式

Ⅳ―１７５ ３ ８７ １８ h１０区 Ⅱ １０ １ １ ― Ⅲb 北筒Ⅱ式

Ⅳ―１７５ ４ ８７ １４ g８区 Ⅲ ３ １
６

g８区 Ⅲ層
遺物番号３他計１１点 Ⅳa 北筒Ⅴ式

g８区 Ⅱ ４ ５

Ⅳ―１７５ ５ ８７ １５ h１３区 Ⅱ １３ ４ ４
h１２区 Ⅱ層

遺物番号５他計１５点 Ⅳa 北筒Ⅴ式

Ⅳ―１７６ ６ ８７ １３
ⅢH―７ 覆土中 １１３ ６

１０

ⅢH―７ 覆土中
遺物番号１１３他計１４点 Ⅳa 北筒Ⅴ式f１０区 Ⅲ １７ ３

f１０区 Ⅲ ２１ １

Ⅳ―１７６ ７ ８７ １２�

ⅢH―７ 覆土上 ５３ １

７
― Ⅳa 北筒Ⅴ式

ⅢH―７ 覆土中 ９６ １
f１０区 Ⅲ １８ １
f１０区 Ⅲ １９ ４

Ⅳ―１７６ ８ ８８ １２� f１０区 Ⅲ １８ ２ ２
Ⅳ―１７７ ９ ８８ ２３ c２６区 Ⅲ １ １ １ ― Ⅳc 堂林式

表Ⅳ－１９ 遺構出土掲載石器一覧（４）

表Ⅳ－２０ 包含層出土掲載拓影土器一覧（１）

根室市 温根沼２遺跡

３３６



図 掲載
番号 図版 破片

番号 出土地点 層位 遺物
番号 点数 合計 残片 分類 型式名

Ⅳ―１７７ １０ ８８ １９ h１０区 Ⅲ １３ ４
５ ― Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

h１０区 Ⅲ １４ １
Ⅳ―１７７ １１ ８８ １７ h９区 Ⅲ ７ ２ ２ ― Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

Ⅳ―１７７ １２ ８８ ２１ h１７区 Ⅱ ７ １ １
ⅢH―１ 覆土上
遺物番号２９計１点 Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式

Ⅳ―１７７ １３ ８８ ２７

ⅢH―４ 覆土 １１０ １

４

g１９区 Ⅱ層
遺物番号６他計６点 Ⅵb 下田ノ沢Ⅰ式ⅢH―４ 覆土 １１１ １

ⅢP―１２ 覆土上 ３４ １
g１９区 Ⅲ １０ １

Ⅳ―１７７ １４ ８８ ２０ h１３区 Ⅲ ９ ３ ３ １ Ⅵb 下田ノ沢式
Ⅳ―１７７ １５ ８８ １６ d１８区 Ⅲ １３ ４ ４ ― Ⅵb 下田ノ沢Ⅱ式
Ⅳ―１７７ １６ ８８ ２２ h１７区 撹乱 １３ １ １ ― Ⅵb 下田ノ沢Ⅱ式
Ⅳ―１７８ １９ ８８ ２４ k４区 Ⅲ ５ ３ ３ k４区Ⅲ層遺物番号５他計８３点 Ⅵc 後北C２―D式
Ⅳ―１７８ ２０ ８８ ２５ f１６区 Ⅲ １３ １ １ f１６区Ⅱ層遺物番号５計３点 Ⅶ 擦文土器
Ⅳ―１７８ ２１ ８８ ２６ g１３区 Ⅱ １１ １ １ ― Ⅶ 擦文土器

図
番号

掲載
番号

図版
番号 器種 遺構

グリッド 層位 遺物
番号 形状 長さ

（㎝）
幅

（㎝）
厚さ
（㎝）

重さ
（g） 石材 備考

Ⅳ―２６ １ ５３ 石鏃片 e３ Ⅴ ２２ 三角形長身？ （２．８０）（１．０４）０．３４ （０．８０） 黒曜石

Ⅳ―２６ ２ ５３ 石鏃 l５ Ⅴ ２１ 五角形長身？平基 ２．９５ １．００ ０．２２ ０．５０ 黒曜石

Ⅳ―２６ ３ ５３ 石鏃 f５ Ⅴ ４６ 長身平基 （４．９４）１．１５ ０．４０ （２．４０） 黒曜石

Ⅳ―２６ ４ ５３ 石鏃 h９ Ⅴ ３９ 長鉾形 ３．５５ １．２０ ０．４５ （１．７０） 黒曜石

Ⅳ―２６ ５ ５３ 石鏃片 g８ Ⅴ ３７ 長鉾形 ３．１０ １．５５ ０．５０ （２．５０） 黒曜石

Ⅳ―２６ ６ ５３ 石錐 f６ Ⅴ ３３ 逆三角形・周縁加工 ３．４５ １．６０ ０．６５ ２．７０ 黒曜石 被熱加工。

Ⅳ―２６ ７ ５３ 石錐 e５ Ⅴ ８ 長身族転用？ （４．６０）１．７５ ０．５５ ２．７０ 黒曜石 被熱加工。

Ⅳ―２６ ８ ５３ ナイフ h１４ Ⅴ ３１ 有柄両面全面 ５．００ ２．８５ １．２０ １４．４０ 黒曜石

Ⅳ―２６ ９ ５３ 彫器 e１３ Ⅴ １１１ 側刃 ２．２０ １．９０ ６．５０ ２．６０ 黒曜石

Ⅳ―２６ １０ ５３ 彫器 i８ Ⅴ １２ 側刃 ２．５８ １．１１ ０．４８ １．７０ 黒曜石

Ⅳ―２６ １１ ５３ 彫器 f７ Ⅴ ２７ 側刃 ２．６０ １．３５ ０．６５ ２．３０ 黒曜石

Ⅳ―２６ １２ ５３ 彫器 f６ Ⅴ ３４ 側刃 ２．６０ １．９５ ０．４５ ２．２０ 黒曜石

Ⅳ―２６ １３ ５３ 彫器 f７ Ⅴ ２６ 側刃 ３．１７ １．６８ ０．５０ ３．１０ 黒曜石

Ⅳ―２６ １４ ５３ 彫器 f８ Ⅴ １７ 側刃 ３．７１ １．４５ ０．６５ ３．７０ 黒曜石

Ⅳ―２６ １５ ５３ 彫器 e１０ Ⅴ ５６ 側刃 ３．８０ １．６５ ０．５５ ２．７０ 黒曜石

Ⅳ―２６ １６ ５３ 彫器 f７ Ⅴ ２５ 側刃 ３．３０ ２．００ ０．７５ ５．００ 黒曜石

Ⅳ―２６ １７ ５３ 彫器 f７ Ⅴ ２４ 側刃 ４．２０ ２．０５ ０．９０ ７．５０ 黒曜石

Ⅳ―２６ １８ ５３ 彫器 e４ Ⅴ ４０ 側刃 ４．１０ ２．１０ １．００ ９．５０ 黒曜石

Ⅳ―２６ １９ ５３ 彫器 h８ Ⅴ ３５ 斜刃 ５．００ ３．００ ０．８５ １３．８０ 黒曜石

Ⅳ―２６ ２０ ５３ 彫器 f６ Ⅴ ３５ 斜刃 ４．８５ ２．６０ １．７５ ２１．００ 黒曜石

Ⅳ―２６ ２１ ５３ 彫器片 f８ Ⅴ ２１ 斜刃 ２．６０ ２．４０ ０．７５ ４．５０ 黒曜石

Ⅳ―２６ ２２ ５３ 削片 f６ Ⅴ ２８ ― ３．２５ ０．５５ ０．４０ ０．６０ 黒曜石

Ⅳ―２６ ２３ ５３ 石刃 g９ Ⅴ ４７ ― ３．３２ １．２５ ０．４６ １．７０ 黒曜石

Ⅳ―２６ ２４ ５３ 石刃 h６ Ⅴ １０ ― ３．６０ ２．４４ ０．７２ ６．１０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ２５ ５３ スクレイパ― i１２ Ⅴ ３２ 木葉形 ３．１０ １．５４ ０．５０ ２．２０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ２６ ５３ スクレイパ― e５ Ⅴ １０ 石刃素材 ３．３０ １．９０ ０．４５ ２．８０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ２７ ５３ スクレイパ― g１０ Ⅴ １１３ 石刃素材 ３．８０ １．５０ ０．４０ ２．００ 黒曜石 石刃。

Ⅳ―２７ ２８ ５３ スクレイパ―片 g９ Ⅴ ５７ 石刃素材 ２．８０ １．３２ ０．３２ ０．９０ 黒曜石 石刃素材 被熱

Ⅳ―２７ ２９ ５３ スクレイパ― e４ Ⅴ ４１ 縦長片面全面加工 ５．２０ ２．４５ １．００ １１．８０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ３０ ５３ 楔形石器 g１０ Ⅴ １２０ ― ２．５０ １．３２ １．００ ２．７０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ３１ ５３ 楔形石器 e５ Ⅴ ９ ― ３．１１ ２．３３ １．１０ ７．４０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ３２ ５３ 楔形石器 g９ Ⅴ ４２ ― ３．５３ ２．３０ １．６８ １４．５０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ３３ ５３ 楔形石器 h８ Ⅴ ３４ ― ２．７１ ３．１９ １．１３ ９．７０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ３４ ５３ 石核 f６ Ⅴ ４３ ― ２．５０ ３．１６ ２．８０ １７．６０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ３５ ５３ 石核 f５ Ⅴ ３６ ― ３．５６ １．８１ １．５６ １１．２０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ３６ ５３ 石核 e７ Ⅵ ４５ ― １．７１ ２．５８ １．６６ ７．５０ 黒曜石

Ⅳ―２７ ３７ ５３ 石斧 f９ Ⅴ ８３ 小型・全面研磨 ５．９０ ２．５０ １．１５ ２９．００ 蛇紋岩

Ⅳ―２７ ３８ ５３ 石斧 f８ Ⅴ ８ ― （６．７０）２．９５ １．７０ ４７．００ 蛇紋岩 基部片。磨り切り溝有。

Ⅳ―２７ ３９ ５３ 石斧 f６ Ⅴ ３８ 短冊形 ５．４８ ４．０９ ２．００ ６３．００ 泥岩 刃部片。被熱で裏面赤褐色。

Ⅳ―２７ ４０ ５３ たたき石 f１３ Ⅵ ５９ 亜円礫素材 ８．４０ ６．５０ ５．７０ ４０５．００ 粗粒玄武岩 被熱。

Ⅳ―２７ ４１ ５３ たたき石 g８ Ⅴ ５１ 両端部使用 １１．９０ ７．３０ ６．００ ７２１．００ 粗粒玄武岩

Ⅳ―２８ ４２ ５３ たたき石 h１７ Ⅵ ４２ 両端部使用 １０．８０ ８．６５ ５．３０ ７９６．００ 粗粒玄武岩

Ⅳ―２８ ４３ ５３ たたき石 e４ Ⅴ ４８ 両端部と面使用 １４．３５ ７．９０ ７．５０ １，１２５．００ 粗粒玄武岩 被熱。

Ⅳ―２９ ４４ ５４ たたき石 g１７ Ⅵ ４４ 打ち欠きで鋭い稜線作出 ２４．７０ １１．００ ７．９０ ２，０４６．００ 凝灰質砂岩

Ⅳ―２９ ４５ ５４ たたき石 f９ Ⅴ ９５ 打ち欠きで鋭い稜線作出 ９．４０ １９．６０ ３．６０ ９２４．００ 凝灰質砂岩

Ⅳ―２９ ４６ ５４ 砥石 e６ Ⅴ １６ 角柱状 ８．８５ ５．００ ３．６５ １４０．００ アルコ―ス砂岩 有溝。

Ⅳ―３０ ４７ ５４ 砥石 j１１ Ⅴ １０ 角柱状 ９．２０ ５．４５ ４．４０ ２２１．００ 砂岩 有溝。

Ⅳ―３０ ４８ ５４ 砥石 g５ Ⅴ ２３ 板状 １５．６０ １０．２０ ６．３０ ８３６．００ アルコ―ス砂岩

Ⅳ―３０ ４９ ５４ 砥石 h９ Ⅴ ４４ 板状 ８．４０ ７．３０ ３．７５ ２１８．００ アルコ―ス砂岩 有溝。

Ⅳ―３０ ５０ ５４ 台石 g１３ Ⅴ ６４ ― １６．００ １６．００ ６．６０ ２，５１６．００ 砂岩

表Ⅳ－２１ 包含層出土掲載拓影土器一覧（２）石器一覧

表Ⅳ－２２ 包含層（Ⅴ層）出土掲載石器一覧

Ⅳ章 遺構と遺物
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図
番号

掲載
番号

図版
番号 器種 グリッド 層位 遺物

番号 形状 長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重さ
（g）

重さ÷
長軸長

長軸長÷
短軸長 石材 備考

Ⅳ―１７９ １ ９０ 石鏃 h５ Ⅱ １ 菱形（正） １．８４ １．００ ０．２５ ０．３０ ０．１６３ ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ２ ９０ 石鏃 f７ Ⅱ ６４ 菱形（正） （１．９７）１．１０ ０．３０ （０．５０） （０．２５３） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ３ ９０ 石鏃 f７ Ⅲ １ 菱形（偏） ３．００ １．４５ ０．６０ １．８０ ０．６００ 黒曜石
Ⅳ―１７９ ４ ９０ 石鏃 i１３ Ⅲ １ 菱形（正） （３．５０）１．５２ ０．４４ （１．６０） （０．４５０） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ５ ９０ 石鏃 f１８ Ⅲ ２ 菱形（正） （４．１０）１．４０ ０．４６ （１．７０） （０．４１７） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ６ ９０ 石鏃 f１８ Ⅲ １４ 菱形（正） （４．８２）１．９０ ０．７０ （４．２０） （０．８７１） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ７ ９０ 石鏃 e１７ Ⅲ １７ 木葉形 （３．３１）１．３２ ０．５６ （２．２０） （０．６６５） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ８ ９０ 石鏃 f１８ Ⅲ １５ 木葉形ないし菱形 （４．７０）１．７１ ０．４４ （３．６０） （０．７６６） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ９ ９０ 石鏃 i１３ Ⅰ ２３ 有柄凸基 （２．００）１．４２ ０．３５ （０．７０） ０．３５０ ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ １０ ９０ 石鏃 f１０ Ⅲ ３０ 有柄凸基 ２．３０ １．００ ０．３５ ０．６０ ０．２６１ ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ １１ ９０ 石鏃 f１ Ⅲ １３ 有柄凸基 ３．０５ １．５０ ０．５０ １．５０ ０．４９２ ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ １２ ９０ 石鏃 f１３ Ⅲ １０ 有柄凸基 （２．５３）０．９３ ０．４０ （０．６０） ― ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ １３ ９０ 石鏃 g１０ Ⅲ ２１ 有柄凸基 （３．３６）１．４４ ０．５５ （１．８０） （０．５３６） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ １４ ９０ 石鏃 e４ Ⅲ １０ 有柄凸基 （４．４８）１．７４ ０．６０ （３．７０） ― ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ １５ ９０ 石鏃 g６ Ⅱ ４ 有柄凸基 ３．６４（１．２１）０．４０ （１．００） （０．２７５） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ １６ ９０ 石鏃 g２０ Ⅱ ２０ 三角形平基 １．６２（０．９６）０．１６ （０．２２） （０．１３６） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ １７ ９０ 石鏃 i１３ Ⅲ ９ 三角形平基？ （２．２４）（１．１４）０．３０ （０．７０） ０．３１３ ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ １８ ９０ 石鏃 g１９ Ⅲ ２２ 三角形弱凹基 （２．１０）１．０６ ０．２６ （０．５０） （０．２３８） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ １９ ９０ 石鏃 h９ Ⅲ １５ 三角形弱凹基 （２．０５）１．１６ ０．２０ （０．３０） ０．１４６ ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ２０ ９０ 石鏃 i１３ Ⅲ ８ 三角形弱凹基 ２．４０ １．０３ ０．２２ ０．６０ ０．２５０ ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ２１ ９０ 石鏃 i１８ Ⅲ ３ 三角形平基 ２．５０ １．０５ ０．２０ （０．４０） ０．１６０ ― 黒曜石 産地分析試料１７。
Ⅳ―１７９ ２２ ９０ 石鏃 d１８ Ⅲ ２８ 三角形弱凹基？ （２．４１）１．２８ ０．２７ （０．７０） （０．２９０） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ２３ ９０ 石鏃 i１８ Ⅲ ２ 三角形弱凹基 （２．７５）１．１０ ０．２５ （０．６０） （０．２１８） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ２４ ９０ 石鏃 d１７ Ⅱ ６ 三角形弱凹基 ２．４１（１．４５）０．２７ （０．７０） （０．２９０） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ２５ ９０ 石鏃 h１５ Ⅲ ２０ 三角形弱凹基 １．９０ １．４２ ０．３０ ０．５０ ０．２６３ ― 黒曜石 産地分析試料１８。
Ⅳ―１７９ ２６ ９０ 石鏃 j２１ Ⅲ １ 三角形弱凹基 ２．４０ １．６０ ０．２６ ０．９０ ０．３７５ ― 黒曜石 産地分析試料１９。
Ⅳ―１７９ ２７ ９０ 石鏃 g３０ Ⅲ １ 五角形凹基 （２．２０）０．７５ ０．１５ （０．２０） （０．０９１） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ２８ ９０ 石鏃 g１１ Ⅱ ８ 五角形？ （２．２０）１．１０ ０．２８ （０．６０） （０．２７３） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ２９ ９０ 石鏃 k４ Ⅰ １ 五角形平基 ２．５４ １．０３ ０．２２ ０．６０ ０．２３６ ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ３０ ９０ 石槍またはナイフ i２０ Ⅲ ３ 菱形（偏） （４．４４）２．３８ ０．７８ （５．９０） （１．３２９） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ３１ ９０ 石槍またはナイフ e１３ Ⅱ ４ 菱形（偏） ４．７３ ２．９０ ０．６６ ５．９０ １．２４７ １．６３１ 黒曜石
Ⅳ―１７９ ３２ ９０ 石槍またはナイフ g１８ Ⅰ ２ 菱形ないし有柄凸基 ４．９６ ２．１０ ０．５３ ４．８０ ０．９６８ ２．３６２ 黒曜石
Ⅳ―１７９ ３３ ９０ 石槍またはナイフ e１７ Ⅲ １６ 菱形（正） （５．８０）２．４２ ０．７０ （９．１０） （１．５６９） ― 黒曜石
Ⅳ―１７９ ３４ ９０ 石槍またはナイフ j１０ Ⅲ ８ 菱形ないし有柄凸基 ５．５０ ２．２０ ０．７８ ６．９０ １．２５５ ２．５００ 黒曜石
Ⅳ―１８０ ３５ ９０ 石槍またはナイフ g１８ Ⅲ ５ 菱形（正） （７．８２）２．３７ ０．８３ （１１．２０）（１．４３２） ― 黒曜石
Ⅳ―１８０ ３６ ９０ 石槍またはナイフ e１４ 撹乱 ３２ 菱形（正） （７．６７）２．３３ ０．７９ （１３．６０） ― ― 黒曜石
Ⅳ―１８０ ３７ ９０ 石槍またはナイフ e１６ Ⅲ ３８ 有柄凸基 ７．５３ ２．８０ ０．９１ １４．４０ １．９１２ ２．６８９ 黒曜石
Ⅳ―１８０ ３８ ９０ 石槍またはナイフ e１２ Ⅲ ８８ 有柄凸基 （５．９０）（３．３５）０．５０ （７．３０） （１．２３７） ― 黒曜石
Ⅳ―１８０ ３９ ９０ 石槍またはナイフ i１３ Ⅲ ７ 有柄凸基 ６．１４ ２．９６ ７．４０ ９．６０ １．５６４ ２．０７４ 黒曜石
Ⅳ―１８０ ４０ ９０ 石槍またはナイフ f１８ Ⅲ １２ 木葉形 ５．１６ １．８６ ０．６２ ６．４０ １．２４０ ２．７７４ 黒曜石
Ⅳ―１８０ ４１ ９０ 石槍またはナイフ j２２ Ⅲ ９ 木葉形 （１４．１０） ４．２５ １．２５ （６８．７０）（４．８７２） ― 黒曜石
Ⅳ―１８０ ４２ ９０ 石槍またはナイフ j１０ Ⅰ １ 木葉形～菱形 １２．４０ ５．６０ １．２５ ９４．００ ７．５８１ ２．２１４ 砂岩 非実用・模造品？
Ⅳ―１８０ ４３ ９０ 石槍またはナイフ e１０ Ⅲ １８ 木葉形？ （８．７０）３．３０ １．００ ２７．９０ ― ― 黒曜石
Ⅳ―１８０ ４４ ９０ 石槍またはナイフ片 f１１ Ⅱ ２ ― （４．３８）３．７１ １．１９ （１５．８０） ― ― 黒曜石
Ⅳ―１８０ ４５ ９０ 石錐 d１７ Ⅲ ５ 縦長剥片素材（周縁加工）３．６３ １．２０ ０．５０ １．８０ ― ― 黒曜石

Ⅳ―１８０ ４６ ９０ 石錐 排土 排土 １ 両面全面加工 ３．３０ １．９０ ０．９１ ６．７０ ― ― 黒曜石 石槍またはナイフ
片転用。

Ⅳ―１８０ ４７ ９０ 石錐 e１２ Ⅱ ２１ 石鏃転用か ３．９２ １．２８ ０．５０ ２．００ ― ― 黒曜石 石鏃転用。
Ⅳ―１８０ ４８ ９０ 石錐 h１３ Ⅲ ２７ 石鏃転用か ３．９２ １．７０ ０．６０ ３．１０ ― ― 黒曜石 石鏃転用。
Ⅳ―１８１ ４９ ９０ 石錐 h１３ Ⅲ ２９ 紡錘形断面半円形 ５．５８ １．８０ ０．９０ １３．００ ２．３３０ ― 頁岩
Ⅳ―１８１ ５０ ９０ 石錐 j１５ 撹乱 ２２ 剥片の一端に錐部 ２．１０ １．５０ ０．４０ １．００ ０．４７６ ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ５１ ９０ 石錐 j１０ Ⅲ ７ 剥片の一端に錐部 ３．４０（１．８５）０．２７ （１．５０） ０．４４１ ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ５２ ９１ つまみ付きナイフ l１０ Ⅲ １ 縦長・両側縁 ３．８７ ２．５９ ０．５６ ５．４０ １．３９５ ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ５３ ９１ つまみ付きナイフ f１０ Ⅲ ２９ 縦長両側縁 （４．１５）（２．１５）０．４５ （３．７０） ― ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ５４ ９１ つまみ付きナイフ d１８ Ⅲ ２４ 縦長両側縁 ４．９０ １．７０ ０．４７ ２．８０ ０．５７１ ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ５５ ９１ つまみ付きナイフ g１０ Ⅲ １５ 縦長両側縁・刃部内湾 ５．００ ２．４０ ０．５０ ５．７０ １．１４０ ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ５６ ９１ つまみ付きナイフ d１５ Ⅲ １８ 縦長側縁 ４．８５ ２．１５ ０．８０ ８．００ １．６４９ ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ５７ ９１ つまみ付きナイフ l４ Ⅲ ７ 縦長両側縁・刃部内湾 ７．３０ ２．４３ ０．６５ １３．００ １．７８１ ― 頁岩
Ⅳ―１８１ ５８ ９１ つまみ付きナイフ e１４ Ⅲ ３６ 縦長・両面全面 ７．２０ ２．２０ ０．７２ １２．１０ １．６８１ ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ５９ ９１ スクレイパ― f１４ Ⅲ ２５ 側縁部加工 ２．６４ １．２０ ０．３０ ０．８０ ０．３０３ ２．２００ 黒曜石
Ⅳ―１８１ ６０ ９１ スクレイパ―片 i１８ Ⅲ ４ 下端部破片・側縁部加工（２．９８）（１．８０）０．５５ （２．５０） ― ― 黒曜石

Ⅳ―１８１ ６１ ９１ スクレイパ― f１１ Ⅱ １５ 側縁部加工 ３．６６ １．８５ ０．３１ ２．００ ０．５４６ １．９７８ 黒曜石 刃部縁辺微細剥離。
やや摩耗。

Ⅳ―１８１ ６２ ９１ スクレイパ―片 e１１ Ⅱ ２ 縦長・側縁部加工 （３．８５）（２．７５）０．４０ （４．７０） ― ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ６３ ９１ スクレイパ―片 i６ Ⅲ ５ 縦長・側縁部加工 （３．４０）２．００ ０．５６ （３．３０） （０．９７１） ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ６４ ９１ スクレイパ―片 i１８ Ⅲ ５ 縦長・側縁部加工 （３．６０）（２．３０）０．３０ （２．２０） （０．６１１） ― 黒曜石
Ⅳ―１８１ ６５ ９１ スクレイパ― h１７ Ⅲ ３６ 縦長・側縁部加工 ４．２５（１．９０）０．５５ ４．１０ ０．９６５ ２．２３７ 黒曜石
Ⅳ―１８１ ６６ ９１ スクレイパ― l１５ Ⅲ ５ 縦長・側縁部加工 ４．０８ ２．３５ ０．４０ ２．９０ ０．７１１ １．７３６ 黒曜石 被熱。
Ⅳ―１８１ ６７ ９１ スクレイパ― j４ Ⅰ ９ 縦長・側縁部加工 ５．０１ ２．６１ ０．６５ ９．５０ １．８９６ １．９２０ 黒曜石

Ⅳ―１８１ ６８ ９１ スクレイパ― d１５ Ⅲ ２８ 縦長・側縁部加工 ５．８０ ２．３７ ０．９０ １１．９０ ２．０５２ ２．４４７ 黒曜石 刃部縁辺微細剥離。
やや摩耗。

Ⅳ―１８２ ６９ ９１ スクレイパ― f８ Ⅲ ４９ 縦長・側縁部加工 ７．０５ ３．１０ ０．６０ １０．６０ １．５０４ ２．２７４ 黒曜石
Ⅳ―１８２ ７０ ９１ スクレイパ―片 f１６ Ⅲ ６０ ― （２．２２）（２．３０）（０．７４）（３．７０） ― ― 黒曜石

Ⅳ―１８２ ７１ ９１ スクレイパ―片 g１１ Ⅰ １ ― （２．３６）２．１６ ０．７５ （４．４０） （１．８６４） ― 黒曜石 刃部縁辺微細剥離。
やや摩耗。

Ⅳ―１８２ ７２ ９１ スクレイパ―片 h２２ Ⅲ １ ― （２．８３）２．４６ ０．４６ （３．７０） （１．３０７） ― 黒曜石
Ⅳ―１８２ ７３ ９１ スクレイパ―片 l５ Ⅲ １５ ― （２．６５）２．６１ ０．５６ ４．００ （１．５０９） ― 頁岩

Ⅳ―１８２ ７４ ９１ スクレイパ― h１０ Ⅱ ５ 側縁 ２．８４ ２．５０ ０．８７ ４．８０ １．６９０ １．１３６ 黒曜石 刃部縁辺微細剥離。
やや摩耗。

Ⅳ―１８２ ７５ ９１ スクレイパ― g２２ Ⅲ ８ 縦長・側縁部加工 ３．５８ １．９８ ０．４０ ３．３０ ０．９２２ １．８０８ 黒曜石

Ⅳ―１８２ ７６ ９１ スクレイパ― e１８ Ⅲ ３１ 縦長・側縁部加工・
刃部内湾 ３．２０ ２．２５ ０．５０ ２．００ ０．６２５ １．４２２ 黒曜石

表Ⅳ－２３ 包含層（Ⅲ層・Ⅰ層ほか）出土掲載石器一覧（１）

根室市 温根沼２遺跡

３３８



図
番号

掲載
番号

図版
番号 器種 グリッド 層位 遺物

番号 形状 長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重さ
（g）

重さ÷
長軸長

長軸長÷
短軸長 石材 備考

Ⅳ―１８２ ７７ ９１ スクレイパ―片 i１２ Ⅰ １ 縦片側縁部加工・
弱内湾・刃部急角度 （３．３０）（２．１０）０．６６ ３．４０ （１．０３０） ― 黒曜石 原石面残。

Ⅳ―１８２ ７８ ９１ スクレイパ― h１８ Ⅲ ３ 縦長側縁部加工 ３．８６ ２．５０ ０．７０ ６．００ １．５５４ １．５４４ 頁岩
Ⅳ―１８２ ７９ ９１ スクレイパ― d１５ Ⅲ ３７ 縦長側縁部加工 （３．８０）２．０４ ０．７０ （５．８０） （１．５２６） ― 黒曜石

Ⅳ―１８２ ８０ ９１ スクレイパ― h７ Ⅲ ７ 縦長側縁部加工 ３．９４ ２．１７ ０．５５ ５．６０ １．４２１ １．８１６ 黒曜石 刃部縁辺、微細剥
離。やや摩耗。

Ⅳ―１８２ ８１ ９１ スクレイパ―片 k１４ Ⅲ １ 縦長側縁部加工 （３．６８）２．２０ ０．９０ （８．９０） （２．４１８） ― 黒曜石
Ⅳ―１８２ ８２ ９１ スクレイパ― e１７ Ⅲ １８ 縦長側縁部加工 ３．９０ ２．６５ ０．３５ ３．６０ ０．９２３ １．４７２ 黒曜石 石錐転用の可能性。
Ⅳ―１８２ ８３ ９１ スクレイパ― e１６ Ⅲ １ 縦長側縁部加工 （３．６３）２．９０ ０．７０ （５．６０） （１．５４３） ― 黒曜石

Ⅳ―１８２ ８４ ９１ スクレイパ― i１７ Ⅲ １５ 楕円形？・周縁加工 ４．１０ ２．６０ ０．７０ （６．２０） （１．５１２）（１．５７７） 黒曜石 刃部縁辺微細剥離。
やや摩耗。

Ⅳ―１８２ ８５ ９１ スクレイパ― e１８ Ⅲ ２１ 縦長側縁部加工 ３．７３ ３．００ １．０５ １０．７０ ２．８６９ １．２４３ 黒曜石

Ⅳ―１８２ ８６ ９１ スクレイパ― k４ Ⅲ ２６ 縦長側縁部加工 ４．９８ ３．３６ ０．５０ （８．８０） １．７６７ １．４８２ 黒曜石 原石面残。棒状原
石素材？

Ⅳ―１８２ ８７ ９２ スクレイパ― f１８ Ⅲ １８ 縦長側縁部加工 ５．９０ ４．４５ １．１２ ２３．２０ ３．９３２ １．３２６ 黒曜石
Ⅳ―１８２ ８８ ９２ スクレイパ― e１２ Ⅲ ９０ 縦長側縁部加工 （５．６０）（３．８０）０．７０ （１４．２０）（２．５３６）（１．４７４） 黒曜石

Ⅳ―１８２ ８９ ９２ スクレイパ― f１８ Ⅲ １ 下端急角度 ４．８２ ２．１２ ０．９９ ７．１０ １．４７３ ― 黒曜石 石槍またはナイフ
片転用？

Ⅳ―１８３ ９０ ９２ スクレイパ― h１５ Ⅲ ２ 円形周縁加工・
刃部急角度 １．９０ ２．３５ ０．６０ ３．５０ １．４８９ １．２３７ 黒曜石 刃部縁辺、微細剥

離。やや摩耗。

Ⅳ―１８３ ９１ ９２ スクレイパ― k１５ Ⅲ １ 円形周縁加工・
刃部急角度 ２．００ ２．００ ０．８０ ３．１０ １．５５０ １．０００ 黒曜石 刃部縁辺微細剥離、

やや摩耗。

Ⅳ―１８３ ９２ ９２ スクレイパ―片 k１１ Ⅲ ４ 縦長側縁下端・
刃部急角度 （４．５０）（３．３０）（１．３０） １４．６０ ― ― 黒曜石 原石面残。棒状原

石素材？
Ⅳ―１８３ ９３ ９２ スクレイパ― d１５ Ⅲ ３８ 不定形・周縁微細剥離 ３．０３（３．５０）０．７０ （７．６０） （２．１７１） ― 黒曜石
Ⅳ―１８３ ９４ ９２ スクレイパ― e１２ Ⅱ ２２ 不定形全周・刃部急角度 ４．１３ ５．１５ １．５０ ２６．７０ （５．１８４） ― 黒曜石
Ⅳ―１８３ ９５ ９２ スクレイパ― h１９ Ⅲ １４ 不定形周縁 ４．４８ ６．１０ １．１０ ２５．２０ ４．１３１ １．３６２ 黒曜石
Ⅳ―１８３ ９６ ９２ スクレイパ― j２１ Ⅲ ２ 円形？ 周縁加工 １．６４ １．７５ ０．３０ ０．７０ ０．４２７ １．０６７ 黒曜石
Ⅳ―１８３ ９７ ９２ スクレイパ―片 f１１ Ⅱ １６ 円形？ 周縁加工 （１．５４）（２．１８）０．５５ （１．７０） ― ― 黒曜石
Ⅳ―１８３ ９８ ９２ スクレイパ― i１４ Ⅲ ９ 円形？ 周縁加工 ２．１６ ２．４０ ０．７０ ２．４０ １．０００ １．１１１ 黒曜石

Ⅳ―１８３ ９９ ９２ スクレイパ― h１９ Ⅲ １３ 円形？
周縁加工・刃部急角度 ２．４４ １．８７ ０．５５ ２．５０ １．０２５ １．３０５ 黒曜石 素材屈曲。

Ⅳ―１８３１００ ９２ スクレイパ― g１７ Ⅱ １１ 円形？
周縁加工・刃部急角度 ２．６３ ２．００ ０．７０ ３．６０ １．３６９ １．３１５ 黒曜石

Ⅳ―１８３１０１ ９２ スクレイパ― h１４ Ⅲ ５ 円形？ 周縁加工 ２．６５ ２．６０ ０．５０ ３．２０ １．２０８ １．０１９ 黒曜石

Ⅳ―１８３１０２ ９２ スクレイパ― f１９ Ⅰ １５ 円形？
周縁加工 刃部急角度 ２．８０ ２．５０ ０．７３ ５．８０ ２．０７１ １．１２０ 黒曜石

Ⅳ―１８３１０３ ９２ スクレイパ― j２２ Ⅲ １ 円形？ 周縁加工 （２．２０）（２．３０）１．００ （５．００） ― ― 黒曜石

Ⅳ―１８３１０４ ９２ スクレイパ― h９ Ⅲ １４ 円形？刃部急角度 ２．４２ ２．２６ ０．８６ ４．５０ １．８６０ １．０７１ 黒曜石 やや摩耗。転石面
残す。

Ⅳ―１８３１０５ ９２ スクレイパ― h１２ Ⅱ ２３ 楕円形側縁刃部急角度 ２．８０ １．５５ ０．７２ ３．００ １．０７１ １．８０６ 黒曜石 転石面残。
Ⅳ―１８３１０６ ９２ スクレイパ― f１８ Ⅲ １６ 下端刃部急角度 ２．８０ ２．３４ ０．７５ ４．９０ １．８４９ １．１９７ 黒曜石 転石面残。
Ⅳ―１８３１０７ ９２ スクレイパ― h１６ Ⅲ １２ 円形・刃部急角度 ２．８３ ２．１１ ０．９２ ５．７０ ２．０１４ １．３４１ 黒曜石
Ⅳ―１８３１０８ ９２ スクレイパ― g１９ Ⅲ ２４ 円形・周縁加工・刃部急角度 １．８０ １．９６ ０．６４ ２．５０ １．２７６ １．０８９ 黒曜石
Ⅳ―１８３１０９ ９２ スクレイパ― j１６ Ⅰ ６ 円形・周縁加工 １．８４ １．６０ ０．５０ １．５０ ０．８１５ １．１５０ 黒曜石
Ⅳ―１８４１１０ ９２ スクレイパ― h１２ Ⅱ ２２ 楕円周縁 ４．１５ ２．７０ １．３０ １３．１０ ３．１５７ １．５３７ 黒曜石

Ⅳ―１８４１１１ ９２ スクレイパ― h２０ Ⅲ ７ 縦側縁加工、内湾・
下端急角度刃部 ３．３５ ３．１０ １．０８ １１．３０ ３．３７３ １．０８１ 黒曜石 原石面残。棒状原

石素材？
Ⅳ―１８４１１２ ９２ スクレイパ― f２１ Ⅲ １５ 四角形・周縁加工 ２．３１ ２．７０ ０．４８ ２．５０ １．０８２ １．１６９ 黒曜石 素材屈曲。
Ⅳ―１８４１１３ ９２ スクレイパ― j１３ Ⅲ １１ 円形・周縁加工 ２．１０ ２．１０ ０．６０ ２．３０ １．０９５ １．０００ 黒曜石
Ⅳ―１８４１１４ ９２ スクレイパ― f１６ Ⅱ ６ 円形・周縁加工・刃部急角度 ２．１０ ２．２１ ０．６０ ３．１０ １．４０３ １．０５２ 黒曜石
Ⅳ―１８４１１５ ９２ スクレイパ― g２０ Ⅲ ２ 円形・周縁加工・刃部急角度 ２．４０ ２．８８ ０．８３ ５．３０ １．８４０ １．２００ 黒曜石

Ⅳ―１８４１１６ ９２ スクレイパ― f１１ Ⅱ ２２ 円形・周縁加工・
刃部急角度 ２．５０ ２．５４ ０．８０ ４．３０ １．６９３ １．０１６ 黒曜石 刃部縁辺微細剥離。

やや摩耗。
Ⅳ―１８４１１７ ９２ スクレイパ― g１９ Ⅲ ２３ 円形・周縁加工・刃部急角度 ２．４１ ２．６５ ０．９５ ６．５０ ２．６９７ １．０１０ 黒曜石
Ⅳ―１８４１１８ ９２ スクレイパ― f１８ Ⅲ １７ 円形・周縁加工・刃部急角度 ２．４１ ３．１３ ０．８０ ５．７０ １．８２１ １．２９９ 黒曜石
Ⅳ―１８４１１９ ９２ スクレイパ― j２０ Ⅲ １ 円形・周縁加工・刃部急角度 ２．６１ ２．９７ ０．８０ ６．７０ ２．５６７ １．１３８ 黒曜石
Ⅳ―１８４１２０ ９２ スクレイパ― h１７ Ⅲ ２４ 円形・周縁加工・刃部急角度 ２．７２ ２．６１ ０．６５ ５．７０ ２．０９６ １．０４２ 黒曜石 産地分析試料２０。
Ⅳ―１８４１２１ ９２ スクレイパ― f１４ Ⅲ １９ 円形・周縁加工・刃部急角度 ２．９０ ２．９０ ０．９５ ８．４０ ２．８９７ １．０００ 黒曜石
Ⅳ―１８４１２２ ９２ スクレイパ― g１７ Ⅰ ２ 円形・周縁加工・刃部急角度 ３．２７ ３．５０ ０．８０ １０．３０ ２．９４３ １．０７０ 黒曜石
Ⅳ―１８４１２３ ９２ スクレイパ― f１１ Ⅱ ３８ 円形・周縁加工・刃部急角度 ３．５８ ３．３０ ０．７０ １０．６０ ２．９６１ １．０８５ 黒曜石
Ⅳ―１８４１２４ ９２ スクレイパ― h１７ Ⅱ １６ 円形・周縁加工 ３．６８ ３．１０ ０．７０ ８．１０ ２．２０１ １．１８７ 黒曜石
Ⅳ―１８４１２５ ９２ スクレイパ―片 g２０ Ⅲ ７ 円形？ 周縁加工 （３．６５）（２．２８）０．５５ （５．３０） （１．４５２） ― 黒曜石
Ⅳ―１８４１２６ ９２ 楔形石器 e９ Ⅲ ３０ ― ２．９８ ３．１９ １．３０ １０．９０ ― ― 黒曜石
Ⅳ―１８４１２７ ９２ 石核 c２３ Ⅲ ７ ― ２．１０ ２．７０ １．２０ ６．００ ― ― 黒曜石 楔形石器として転用
Ⅳ―１８５１２８ ９２ 石斧 f２０ Ⅲ １１ 全面研磨 ４．４０ ２．８０ ０．７０ １６．００ ― ― 片岩？ 小型。
Ⅳ―１８５１２９ ９２ 石斧 f８ Ⅲ ８４ 全面研磨 ５．１０ ３．２５ ０．９０ ２２．００ ― ― 片岩？ 小型。
Ⅳ―１８５１３０ ９２ 石斧 e１６ Ⅲ １７ 全面研磨 ８．００ ３．８２ １．２０ ５５．００ ― ― 粘板岩 剥離片に刃部再生か？
Ⅳ―１８５１３１ ９２ 石斧 i８ Ⅲ １１ ― １３．５０ ４．８５ ３．００ ３０８．００ ― ― 泥岩 被熱。
Ⅳ―１８５１３２ ９２ 石斧 k５ Ⅲ １ 大型石斧の刃部片再加工？ ８．７５ ４．３２ ２．００ ８９．００ ― ― 緑色泥岩
Ⅳ―１８５１３３ ９２ 石のみ f１７ Ⅲ ４４ 全面研磨・基部欠損 （３．９５）１．８０ ０．８２ （８．００） ― ― 泥岩
Ⅳ―１８５１３４ ９２ 石のみ d１８ Ⅲ ３１ 全面研磨 ３．９２ ２．２８ ０．５０ ６．００ ― ― 泥岩
Ⅳ―１８５１３５ ９２ 石のみ f９ Ⅲ ７０ 全面研磨・基部欠損 （４．９０）２．０２ ０．７０ （７．００） ― ― 泥岩
Ⅳ―１８５１３６ ９３ たたき石 e１０ Ⅲ ２０ 扁平礫素材・側縁部使用 ７．１５ ９．６５ ３．５５ ３９０．００ ― ― 砂岩

Ⅳ―１８５１３７ ９３ たたき石 h２０ Ⅲ ２４ 端部・下面使用 ６．８０ １４．１０ ５．９０ ７０３．００ ― ― 砂岩 被熱。すり石とし
ても使用。

Ⅳ―１８５１３８ ９２ たたき石 f１０ Ⅲ ４３ 上下両端使用 ５．７０ ５．００ ３．６０ １３６．００ ― ― メノウ質頁岩
Ⅳ―１８６１３９ ９３ たたき石 f１０ Ⅲ ４４ 両面からの打ち欠き １４．６５ ７．７２ ３．１５ ４６５．００ ― ― 凝灰質砂岩
Ⅳ―１８６１４０ ９３ たたき石 e１３ Ⅱ １３ 下端たたき潰れ 周辺剥離 １６．００ １３．７５ ７．６０ ２，１９２．００ ― ― 粗粒玄武岩
Ⅳ―１８６１４１ ９３ すり石 g１３ Ⅰ ２８ 扁平礫素材・周縁使用 ８．８０ １０．６０ ２．９０ ４４１．００ ― ― 砂岩 たたき石としても使用。
Ⅳ―１８６１４２ ９３ 石鋸 f１０ Ⅲ ４７ 三縁辺使用 ５．６０ ６．６０ １．２５ ５３．００ ― ― 砂岩 砥石を転用。
Ⅳ―１８７１４３ ９３ 砥石 f１７ Ⅲ ３３ 小型円礫素材、有溝 ４．２０ ４．３０ ２．３５ ４１．００ ― ― 砂岩
Ⅳ―１８７１４４ ９３ 砥石 i１３ Ⅲ ６ 角柱状・有溝 １２．５０ ５．００ ５．５０ ４２５．００ ― ― アルコ―ス砂岩
Ⅳ―１８７１４５ ９３ 砥石 i１６ Ⅲ １ 板状 複数面使用 １４．８０ １１．２０ ５．６５ １，４０４．００ ― ― 砂岩
Ⅳ―１８８１４６ ９３ 台石 f２２ Ⅲ ７ ― １８．９０ ２５．５０ ９．９０ ６，７００．００ ― ― 安山岩？
Ⅳ―１８８１４７ ９３ 石皿 e８ Ⅱ ３０ ― １３．２５ １９．２５ ７．８０ ２，９７８．００ ― ― 砂岩

表Ⅳ－２４ 包含層（Ⅲ層・Ⅰ層ほか）出土掲載石器一覧（２）
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Ⅴ章 自然科学的分析

１ 温根沼２遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）

（株）加速器分析研究所

１ 測定対象試料
温根沼２遺跡は、北海道根室市温根沼２７１番２外（北緯４３°１６′２８″、東経１４５°３０′１８″）に所在し、無

名沢に面する海岸段丘上の平坦面から斜面部に位置する。測定対象試料は、竪穴住居跡、土坑等の遺

構から出土した木炭３４点である（表１）。

試料の年代は、遺構内および周辺の出土土器に基づいて、古い方から順にON２－３３、３４が縄文時代

早期後半（７０００BP頃）、ON２－２１、２２が縄文時代前期後半（５１００BP頃）、ON２－３０が縄文時代前期後

半から後期前葉（５１００～３８００BP頃）、ON２－１８～２０が縄文時代中期末葉（４１００BP頃）、ON２－１２が縄

文時代後期前葉（３８００BP頃）、ON２－１～３、１１、１５～１７、２３～２９、３１、３２が続縄文時代中頃（１９００

BP頃）、ON２－９、１０、１３、１４がトビニタイ式期（１１００BP頃）、ON２－８がトビニタイ式期（１１００BP

頃）ないし擦文文化期後期（９５０BP頃）、ON２－４～７が擦文文化期後期（９５０BP頃）とされる。

２ 測定の意義
試料が出土した遺構の絶対年代を明らかにする。

３ 化学処理工程
（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

（２）酸－アルカリ－酸（AAA : Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、超

純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常１mol／l（１M）

の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、０．００１M

から１Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が１Mに達した時には「AAA」、

１M未満の場合は「AaA」と表１に記載する。

（３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO２）を発生させる。

（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（５）精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。

（６）グラファイトを内径１㎜のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測

定装置に装着する。

４ 測定方法
加速器をベースとした１４C−AMS専用装置（NEC社製）を使用し、１４Cの計数、１３C濃度（１３C／１２C）、１４C

濃度（１４C／１２C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx

Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５ 算出方法
（１）δ１３Cは、試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表し
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た値である（表１）。AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

（２）１４C年代（Libby Age : yrBP）は、過去の大気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０

年を基準年（０yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期（５５６８年）を

使用する（Stuiver and Polach１９７７）。１４C年代はδ１３Cによって同位体効果を補正する必要がある。

補正した値を表１に、補正していない値を参考値として表２、３に示した。１４C年代と誤差は、

下１桁を丸めて１０年単位で表示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、試料の１４C年代がそ

の誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

（３）pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合である。

pMCが小さい（１４Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが１００以上（１４Cの量が標準現代炭素と

同等以上）の場合Modernとする。この値もδ１３Cによって補正する必要があるため、補正した値

を表１に、補正していない値を参考値として表２、３に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度をもとに描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の１４C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４C年代に対応す

る較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝

９５．４％）で表示される。グラフの縦軸が１４C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログ

ラムに入力される値は、δ１３C補正を行い、下１桁を丸めない１４C年代値である。なお、較正曲線

および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっ

ても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。

ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCal１３データベース（Reimer et al.２０１３）を用い、OxCalv

４．３較正プログラム（Bronk Ramsey２００９）を使用した。暦年較正年代については、特定のデー

タベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として

表２、３、図１、２に示した。なお、暦年較正年代は、１４C年代に基づいて較正（calibrate）さ

れた年代値であることを明示するために「cal BP」または「cal BC/AD」という単位で表され、

ここでは前者を表２、図１に、後者を表３、図２に示した。

６ 測定結果
測定結果を表１～３、図１、２に示す。較正年代は、全試料をcal BC/ADで算出したほか、縄文時

代の年代値となった試料についてはcal BPでも算出した。以下の説明では、縄文時代に属する試料の

年代値をcal BPの値（表２、図１）、それより新しい時代の試料の年代値をcal BC/ADの値で記載した

（表３、図２）。また、複数の試料の年代値を比較できるようにマルチプロット図を図３に示している。

時期によって４つに分けて図示し、縄文時代早期と中期から後期頃の試料をcal BP、続縄文時代前半頃

とトビニタイ式を含む擦文文化期の試料をcal BC/ADで表示した。

以下、出土土器による遺構の推定年代に基づき、縄文時代早期後半、縄文時代前期後半から後期前

葉、続縄文時代、トビニタイ式を含む擦文文化期の４時期に分けて説明する。マルチプロット図の区

分とおおむね対応するが、マルチプロット図は試料の測定結果に基づいて区分したため、遺構の推定

時期による区分とは一致していない場合がある。

（１）縄文時代早期後半と推定される試料（ON２－３３、３４）

試料２点の１４C年代は、ON２－３３が６８１０±３０yrBP、ON２－３４が６７９０±３０yrBPである。暦年較正年代

（１σ）は、ON２－３３が７６６８～７６２０cal BP、ON２－３３が７６６４～７６１１cal BPの範囲で示され、いずれも
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縄文時代早期後葉から末葉頃に相当する（小林編２００８）。

（２）縄文時代前期後半から後期前葉と推定される試料（ON２－１２、１８～２２、３０）

試料７点の１４C年代は、４５２０±３０yrBP（ON２－３０）から３４５０±２０yrBP（ON２－１２、２０）の間にある。

暦年較正年代（１σ）は、最も古いON２－３０が５２９７～５０６５cal BPの間に３つの範囲、最も新しいON

２－１２が３８１３～３６４３cal BPの間に３つの範囲で示される。古い方から順に、ON２－２１、２２、３０が縄文

時代中期前葉から中葉頃、ON２－１８が中期後葉から末葉頃、ON２－１２、１９、２０が後期中葉頃（もし

くは後期前葉から中葉頃）に相当する（小林編２００８）。ON２－１９～２２は推定より新しく、他の試料は

推定と一致するか、おおむね近い値となっている。

（３）続縄文時代と推定される試料（ON２－１～３、１１、１５～１７、２３～２９、３１、３２）

試料１６点の１４C年代は、３７８０±２０yrBP（ON２－３２）から８５０±２０yrBP（ON２－１６）というかなり大

きな年代幅を持つ。これらのうち、特に古いON２－１７、２７、３２と、特に新しいON２－１６、３１を除い

た１１点で見ると、２３１０±２０yrBP（ON２－１１）から１９８０±２０yrBP（ON２－２）の狭い年代幅にまとま

る。これら１１点の暦年較正年代（１σ）は、最も古いON２－１１が４０１～３８１cal BCの範囲、最も新しい

ON２－２が２～５７cal ADの範囲で示され、続縄文時代前半頃に相当する（臼杵編２００７）。ON２－１１

は推定よりかなり古い値となったが、他は推定より若干古いか、おおむね近い値となっている。同じ

竪穴住居跡から出土したON２－１～３の年代値には重なり合う範囲がある。これら１１点以外で特に古

いON２－１７、３２は縄文時代後期前葉頃、２７は後期中葉頃、特に新しいON２－３１は擦文文化前期頃、

１６は擦文文化中期から後期頃に相当する（小林編２００８、臼杵編２００７）。

なお、試料ON２－１～３、２６が含まれる１～３世紀頃の暦年較正に関しては、北半球で広く用いら

れる較正曲線IntCalに対して日本産樹木年輪試料の測定値が系統的に異なるとの指摘がある（尾嵜２００９、

坂本２０１０など）。その日本産樹木のデータを用いてこれらの試料の測定結果を暦年較正した場合、こ

こで報告する較正年代値よりも新しくなる可能性がある。

（４）トビニタイ式期を含む擦文文化期と推定される試料（ON２－４～１０、１３、１４）

試料９点のうち、ON２－１３、１４を除く７点（ON２－４～１０）の１４C年代は、１１４０±２０yrBP（ON

２－８）から９００±２０yrBP（ON２－５）のかなり狭い年代幅にまとまる。暦年較正年代（１σ）は、最

も古いON２－８が８８８～９６５cal ADの間に２つの範囲、最も新しいON２－５が１０４９～１１６７cal ADの間

に３つの範囲で示される。これらはさらに、１０世紀前後のON２－８、１０と、１１～１２世紀頃のON２－

４～７、９に分けて捉えることもできる。擦文文化中期から後期頃（およびトビニタイ式期頃）に相

当し、推定におおむね一致する結果である（臼杵編２００７）。

上記以外の２点（ON２－１３、１４）の１４C年代は、２点とも３４７０±２０yrBP、暦年較正年代（１σ）は、

ON２－１３が３８２４～３６５２cal BPの間に４つの範囲、ON２－１４が３８２５～３６９４cal BPの間に３つの範囲で示

され、縄文時代後期中葉頃（もしくは後期前葉から中葉頃）に相当する（小林編２００８）。これら２点

は同じ竪穴住居跡の覆土中から出土し、ほぼ同年代を示すが、推定より大幅に古い値となっている。

覆土からの出土であるため、竪穴の埋没過程で古い年代の木炭が混入した可能性もあり、出土土器な

どと合わせて検討を要する。

なお、今回測定された木炭試料３４点のうちの多くについては、以下に記す古木効果を考慮する必要

Ⅴ章 自然科学的分析

３４３



がある。

樹木の年輪の放射性炭素年代は、その年輪が成長した年の年代を示す。したがって樹皮直下の最外

年輪の年代が、樹木が伐採され死んだ年代を示し、内側の年輪は、最外年輪からの年輪数の分、古い

年代値を示すことになる（古木効果）。今回測定された木炭のうち、ON２－４、９、１６には樹皮と見

られる箇所が確認されたため、その直下（最外年輪）の部位を採取して試料としたが、他の試料には

樹皮が残存せず、本来の最外年輪を確認できなかった。このため、上記３点を除く試料について、そ

の木が死んだ年代は測定結果より新しい可能性がある。

試料の炭素含有率は、ON２－２１を除く３３点が６０％を超える適正な値であった。ON２－２１は、少量

の砂粒の混入があり、炭素含有率は３９％となったが、炭化物としては若干低いものの、測定結果に影

響するほどではないと考えられる。
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測定番号 試料名 採取場所 試料
形態

処理
方法

δ１３C（‰）
（AMS）

δ１３C補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１７２１６３ ON２―１ ⅢH―１（１号住居跡） 床上 木炭 AAA ―２７．５０±０．３２ ２，０２０±２０ ７７．７８±０．２２

IAAA―１７２１６４ ON２―２ ⅢH―１（１号住居跡） 石囲い炉 木炭 AAA ―２４．４７±０．３１ １，９８０±２０ ７８．１７±０．２２

IAAA―１７２１６５ ON２―３ ⅢH―１（１号住居跡） 床面直上 木炭 AAA ―２７．６８±０．４０ ２，０３０±２０ ７７．６３±０．２２

IAAA―１７２１６６ ON２―４ ⅢH―２（２号住居跡） 床面直上 木炭 AAA ―２６．３２±０．３３ ９３０±２０ ８９．１１±０．２４

IAAA―１７２１６７ ON２―５ ⅢH―２（２号住居跡） 床面直上 木炭 AAA ―２９．６６±０．２７ ９００±２０ ８９．４０±０．２３

IAAA―１７２１６８ ON２―６ ⅢH―３（３号住居跡） カマド１上面 木炭 AAA ―２６．８６±０．４８ ９３０±２０ ８９．０９±０．２４

IAAA―１７２１６９ ON２―７ ⅢH―３（３号住居跡） 床面直上 木炭 AAA ―２５．８９±０．３９ ９６０±２０ ８８．７０±０．２５

IAAA―１７２１７０ ON２―８ ⅢH―４（４号住居跡）HF―１ 焼土上面 木炭 AAA ―２２．０６±０．２８ １，１４０±２０ ８６．８２±０．２４

IAAA―１７２１７１ ON２―９ ⅢH―５（５号住居跡） 覆土 木炭 AAA ―２６．４０±０．２６ ９４０±２０ ８８．９２±０．２３

IAAA―１７２１７２ ON２―１０ ⅢH―５（５号住居跡） 覆土 木炭 AAA ―２５．３７±０．４７ １，０７０±２０ ８７．４８±０．２５

IAAA―１７２１７３ ON２―１１ ⅢH―６（６号住居跡） 焼土 木炭 AAA ―２５．１６±０．２４ ２，３１０±２０ ７５．０１±０．２１

IAAA―１７２１７４ ON２―１２ ⅢH―７（７号住居跡） 壁際 木炭 AAA ―２４．８０±０．３７ ３，４５０±２０ ６５．１２±０．２０

IAAA―１７２１７５ ON２―１３ ⅢH―９（９号住居跡）HC２ 覆土中 木炭 AAA ―２５．０８±０．３５ ３，４７０±２０ ６４．９５±０．１９

IAAA―１７２１７６ ON２―１４ ⅢH―９（９号住居跡）HC３ 覆土中 木炭 AAA ―２８．７７±０．３６ ３，４７０±２０ ６４．９２±０．２０

IAAA―１７２１７７ ON２―１５ ⅢH―１０（１０号住居跡） 炉 木炭 AAA ―２５．４９±０．３５ ２，１６０±２０ ７６．４６±０．２３

IAAA―１７２１７８ ON２―１６ ⅢH―１１（１１号住居跡） 焼土 木炭 AAA ―２３．９１±０．２３ ８５０±２０ ８９．９０±０．２３

IAAA―１７２１７９ ON２―１７ ⅢH―１２（１２号住居跡） 床直 木炭 AAA ―２２．９５±０．４０ ３，６７０±２０ ６３．３０±０．１９

IAAA―１７２１８０ ON２―１８ ⅢH―１３（１３号住居跡） 覆土３ 木炭 AAA ―２６．１０±０．３５ ４，０６０±２０ ６０．３０±０．１９

IAAA―１７２１８１ ON２―１９ ⅢH―１４（１４号住居跡）HC―１ 覆土３ 木炭 AAA ―２５．０６±０．３５ ３，５００±２０ ６４．６５±０．１９

IAAA―１７２１８２ ON２―２０ ⅢH―１４（１４号住居跡）HC―３ 覆土３ 木炭 AAA ―２５．７０±０．２８ ３，４５０±２０ ６５．０８±０．１９

IAAA―１７２１８３ ON２―２１ ⅢH―１５（１５号住居跡） 覆土２ 木炭 AaA ―２３．９３±０．３３ ４，４２０±３０ ５７．６７±０．１９

IAAA―１７２１８４ ON２―２２ ⅢH―１５（１５号住居跡） 覆土２ 木炭 AAA ―２４．６８±０．４１ ４，５００±３０ ５７．１４±０．１８

IAAA―１７２１８５ ON２―２３ ⅢP―１（１号土坑） 覆土２ 木炭 AAA ―２５．８３±０．３３ ２，１６０±２０ ７６．３９±０．２１

IAAA―１７２１８６ ON２―２４ ⅢP―２（２号土坑） 坑底 木炭 AAA ―２６．０７±０．４５ ２，１７０±２０ ７６．３２±０．２２

IAAA―１７２１８７ ON２―２５ ⅢH―１６（１６号住居跡） 覆土下 木炭 AAA ―２８．４８±０．３４ ２，１３０±２０ ７６．７４±０．２２

IAAA―１７２１８８ ON２―２６ ⅢH―１（１号住居跡） 覆土下 木炭 AAA ―２４．０２±０．２９ ２，０１０±２０ ７７．８９±０．２２

IAAA―１７２１８９ ON２―２７ ⅢP―１２（１２号土坑） 覆土下 木炭 AAA ―２４．３７±０．３６ ３，４５０±２０ ６５．１２±０．１９

IAAA―１７２１９０ ON２―２８ ⅢP―１６（１６号土坑） 覆土上 木炭 AAA ―２５．３５±０．３７ ２，１３０±２０ ７６．７４±０．２３

IAAA―１７２１９１ ON２―２９ ⅢP―２４（２４号土坑） 覆土 木炭 AAA ―２４．３０±０．２７ ２，１１０±２０ ７６．８７±０．２２

IAAA―１７２１９２ ON２―３０ ⅢP―２６（２６号土坑） 坑底ベンガラ 木炭 AAA ―２４．６６±０．４３ ４，５２０±３０ ５６．９８±０．１９

IAAA―１７２１９３ ON２―３１ ⅢF―２（２号焼土） 焼土 木炭 AAA ―２４．３６±０．３０ １，４５０±２０ ８３．５１±０．２２

IAAA―１７２１９４ ON２―３２ ⅢS―８（８号集石） Ⅲ層 木炭 AAA ―２４．８７±０．３３ ３，７８０±２０ ６２．４９±０．１９

IAAA―１７２１９５ ON２―３３ ⅤH―３（住居跡） 覆土３ 木炭 AAA ―２４．０７±０．２７ ６，８１０±３０ ４２．８６±０．１５

IAAA―１７２１９６ ON２―３４ ⅤP―１４（土坑） 覆土 木炭 AaA ―２２．３０±０．３６ ６，７９０±３０ ４２．９５±０．１６

表Ⅴ－１－１ 放射性炭素年代測定結果（δ１３C補正値）

［IAA登録番号：＃８８９９］

Ⅴ章 自然科学的分析
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測定番号
δ１３C補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１７２１７４３，４４０±２０６５．１５±０．１９ ３，４４５±２４

３８１３calBP―３７９９calBP（８．５％）

３７２２calBP―３６８２calBP（３５．９％）

３６６８calBP―３６４３calBP（２３．８％）

３８２６calBP―３７８９calBP（１６．８％）

３７７４calBP―３７４５calBP（７．６％）

３７３２calBP―３６３６calBP（７１．０％）

IAAA―１７２１７５３，４７０±２０６４．９４±０．１９ ３，４６６±２４

３８２４calBP―３７９２calBP（２３．８％）

３７６６calBP―３７４８calBP（１１．５％）

３７２９calBP―３６９２calBP（２９．９％）

３６５７calBP―３６５２calBP（２．９％）

３８３０calBP―３６８５calBP（８７．２％）

３６６５calBP―３６４５calBP（８．２％）

IAAA―１７２１７６３，５３０±２０６４．４２±０．１９ ３，４７０±２４

３８２５calBP―３７９１calBP（２５．４％）

３７６９calBP―３７４６calBP（１４．８％）

３７３０calBP―３６９４calBP（２８．１％）

３８３０calBP―３６８８calBP（８９．６％）

３６６３calBP―３６４７calBP（５．８％）

IAAA―１７２１７９３，６４０±２０６３．５６±０．１９ ３，６７３±２４

４０８０calBP―４０３４calBP（４０．６％）

４００２calBP―３９７１calBP（２４．５％）

３９３９calBP―３９３４calBP（３．１％）

４０８８calBP―３９２３calBP（９５．４％）

IAAA―１７２１８０４，０８０±２０６０．１６±０．１８ ４，０６３±２４
４５７４calBP―４５１８calBP（５５．７％）

４４６５calBP―４４４９calBP（１２．５％）

４７８５calBP―４７６５calBP（７．１％）

４６１９calBP―４５０８calBP（６７．５％）

４４８５calBP―４４４０calBP（２０．８％）

IAAA―１７２１８１３，５００±２０６４．６４±０．１８ ３，５０３±２３
３８３１calBP―３８１８calBP（１０．０％）

３７９５calBP―３７２４calBP（５８．２％）
３８４１calBP―３７００calBP（９５．４％）

IAAA―１７２１８２３，４６０±２０６４．９９±０．１９ ３，４５０±２３

３８１７calBP―３７９６calBP（１４．０％）

３７２４calBP―３６８５calBP（３５．７％）

３６６５calBP―３６４４calBP（１８．５％）

３８２６calBP―３７８９calBP（１９．７％）

３７７３calBP―３７４５calBP（９．３％）

３７３２calBP―３６３９calBP（６６．４％）

IAAA―１７２１８３４，４００±３０５７．７９±０．１８ ４，４２２±２５
５２１１calBP―５２０２calBP（３．２％）

５０４８calBP―４９６１calBP（６５．０％）

５２６０calBP―５２４５calBP（１．３％）

５２３４calBP―５２２４calBP（０．８％）

５２１５calBP―５１８８calBP（６．６％）

５０５６calBP―４８７３calBP（８６．７％）

IAAA―１７２１８４４，４９０±２０５７．１８±０．１７ ４，４９５±２５

５２８１calBP―５２１４calBP（２９．８％）

５１９０calBP―５１６３calBP（１３．１％）

５１３６calBP―５１０５calBP（１４．５％）

５０７８calBP―５０５４calBP（１０．７％）

５２９０calBP―５０４６calBP（９５．４％）

IAAA―１７２１８９３，４３０±２０６５．２１±０．１９ ３，４４５±２３

３８１１calBP―３８０１calBP（７．０％）

３７２１calBP―３６８３calBP（３６．８％）

３６６７calBP―３６４３calBP（２４．４％）

３８２６calBP―３７８９calBP（１６．４％）

３７７１calBP―３７４５calBP（６．８％）

３７３１calBP―３６３６calBP（７２．２％）

IAAA―１７２１９２４，５１０±３０５７．０２±０．１８ ４，５１７±２６

５２９７calBP―５２７１calBP（１２．５％）

５１８４calBP―５１２０calBP（３１．５％）

５１１２calBP―５０６５calBP（２４．２％）

５３０１calBP―５２１３calBP（３１．１％）

５１９１calBP―５０５２calBP（６４．３％）

表Ⅴ－１－２ 放射性炭素年代測定結果（δ１３C未補正値、暦年較正用１４C年代、較正年代cal BP）（１）
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測定番号
δ１３C補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１７２１９４３，７７０±２０６２．５１±０．１８ ３，７７６±２４

４２２５calBP―４２０２calBP（１６．４％）

４１７７calBP―４１７３calBP（２．２％）

４１５９calBP―４１４０calBP（１５．５％）

４１３０calBP―４０９１calBP（３４．１％）

４２３７calBP―４０８６calBP（９５．４％）

IAAA―１７２１９５６，７９０±３０４２．９４±０．１５ ６，８０６±２８ ７６６８calBP―７６２０calBP（６８．２％）７６８１calBP―７５９５calBP（９５．４％）

IAAA―１７２１９６６，７４０±３０４３．１９±０．１５ ６，７８９±２９ ７６６４calBP―７６１１calBP（６８．２％）７６７５calBP―７５８７calBP（９５．４％）

測定番号
δ１３C補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１７２１６３２，０６０±２０７７．３８±０．２１ ２，０１９±２２ ４６calBC―５calAD（６８．２％）
８９calBC―７６calBC（２．６％）

５６calBC―５２calAD（９２．８％）

IAAA―１７２１６４１，９７０±２０７８．２６±０．２１ １，９７８±２２ ２calAD―５７calAD（６８．２％） ４０calBC―７０calAD（９５．４％）

IAAA―１７２１６５２，０８０±２０ ７７．２±０．２１ ２，０３４±２２
８４calBC―８０calBC（２．３％）

５５calBC―４calAD（６５．９％）

１０９calBC―２６calAD（９５．１％）

４４calAD―４６calAD（０．３％）

IAAA―１７２１６６ ９５０±２０ ８８．８６±０．２３ ９２６±２１
１０４４calAD―１１００calAD（４２．３％）

１１１９calAD―１１５４calAD（２５．９％）
１０３５calAD―１１６０calAD（９５．４％）

IAAA―１７２１６７ ９８０±２０ ８８．５５±０．２２ ９００±２０

１０４９calAD―１０８５calAD（３９．５％）

１１２４calAD―１１３７calAD（１０．７％）

１１５０calAD―１１６７calAD（１８．０％）

１０４２calAD―１１０５calAD（４７．７％）

１１１７calAD―１２０６calAD（４７．７％）

IAAA―１７２１６８ ９６０±２０ ８８．７５±０．２２ ９２８±２１

１０４３calAD―１０５８calAD（１２．４％）

１０７５calAD―１１０５calAD（２５．２％）

１１１８calAD―１１５４calAD（３０．６％）

１０３５calAD―１１５８calAD（９５．４％）

IAAA―１７２１６９ ９８０±２０ ８８．５４±０．２４ ９６３±２２

１０２５calAD―１０４６calAD（２８．５％）

１０９３calAD―１１２０calAD（３２．８％）

１１４１calAD―１１４７calAD（６．９％）

１０２０calAD―１０５６calAD（３４．１％）

１０７６calAD―１１５４calAD（６１．３％）

IAAA―１７２１７０１，０９０±２０８７．３４±０．２４ １，１３５±２２
８８８calAD―９０３calAD（１６．７％）

９１９calAD―９６５calAD（５１．５％）

７７８calAD―７９０calAD（２．４％）

８２７calAD―８４１calAD（１．６％）

８６４calAD―９８３calAD（９１．４％）

IAAA―１７２１７１ ９７０±２０ ８８．６６±０．２２ ９４３±２０

１０３５calAD―１０５０calAD（１４．０％）

１０８４calAD―１１２５calAD（４０．５％）

１１３６calAD―１１５１calAD（１３．７％）

１０２９calAD―１１５４calAD（９５．４％）

表Ⅴ－１－２ 放射性炭素年代測定結果（δ１３C未補正値、暦年較正用１４C年代、較正年代cal BP）（２）

［参考値］

表Ⅴ－１－３ 放射性炭素年代測定結果（δ１３C未補正値、暦年較正用１４C年代、較正年代cal BC/AD）（１）
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測定番号
δ１３C補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１７２１７２１，０８０±２０８７．４１±０．２４ １，０７４±２３
９０５calAD―９１６calAD（１１．０％）

９６７calAD―１０１３calAD（５７．２％）

８９７calAD―９２５calAD（２０．１％）

９４３calAD―１０１９calAD（７５．３％）

IAAA―１７２１７３２，３１０±２０７４．９９±０．２１ ２，３０９±２２ ４０１calBC―３８１calBC（６８．２％） ４０６calBC―３６１calBC（９５．４％）

IAAA―１７２１７４３，４４０±２０６５．１５±０．１９ ３，４４５±２４

１８６４calBC―１８５０calBC（８．５％）

１７７３calBC―１７３３calBC（３５．９％）

１７１９calBC―１６９４calBC（２３．８％）

１８７７calBC―１８４０calBC（１６．８％）

１８２５calBC―１７９６calBC（７．６％）

１７８３calBC―１６８７calBC（７１．０％）

IAAA―１７２１７５３，４７０±２０６４．９４±０．１９ ３，４６６±２４

１８７５calBC―１８４３calBC（２３．８％）

１８１７calBC―１７９９calBC（１１．５％）

１７８０calBC―１７４３calBC（２９．９％）

１７０８calBC―１７０３calBC（２．９％）

１８８１calBC―１７３６calBC（８７．２％）

１７１６calBC―１６９６calBC（８．２％）

IAAA―１７２１７６３，５３０±２０６４．４２±０．１９ ３，４７０±２４

１８７６calBC―１８４２calBC（２５．４％）

１８２０calBC―１７９７calBC（１４．８％）

１７８１calBC―１７４５calBC（２８．１％）

１８８１calBC―１７３９calBC（８９．６％）

１７１４calBC―１６９８calBC（５．８％）

IAAA―１７２１７７２，１６０±２０７６．３８±０．２２ ２，１５６±２４
３４９calBC―３１５calBC（２７．５％）

２０９calBC―１６８calBC（４０．７％）

３５５calBC―２８９calBC（３７．３％）

２３３calBC―１１１calBC（５８．１％）

IAAA―１７２１７８ ８４０±２０ ９０．１０±０．２３ ８５４±２０ １１６９calAD―１２１５calAD（６８．２％）１１５６calAD―１２４７calAD（９５．４％）

IAAA―１７２１７９３，６４０±２０６３．５６±０．１９ ３，６７３±２４

２１３１calBC―２０８５calBC（４０．６％）

２０５３calBC―２０２２calBC（２４．５％）

１９９０calBC―１９８５calBC（３．１％）

２１３９calBC―１９７４calBC（９５．４％）

IAAA―１７２１８０４，０８０±２０６０．１６±０．１８ ４，０６３±２４
２６２５calBC―２５６９calBC（５５．７％）

２５１６calBC―２５００calBC（１２．５％）

２８３６calBC―２８１６calBC（７．１％）

２６７０calBC―２５５９calBC（６７．５％）

２５３６calBC―２４９１calBC（２０．８％）

IAAA―１７２１８１３，５００±２０６４．６４±０．１８ ３，５０３±２３
１８８２calBC―１８６９calBC（１０．０％）

１８４６calBC―１７７５calBC（５８．２％）
１８９２calBC―１７５１calBC（９５．４％）

IAAA―１７２１８２３，４６０±２０６４．９９±０．１９ ３，４５０±２３

１８６８calBC―１８４７calBC（１４．０％）

１７７５calBC―１７３６calBC（３５．７％）

１７１６calBC―１６９５calBC（１８．５％）

１８７７calBC―１８４０calBC（１９．７％）

１８２４calBC―１７９６calBC（９．３％）

１７８３calBC―１６９０calBC（６６．４％）

IAAA―１７２１８３４，４００±３０５７．７９±０．１８ ４，４２２±２５
３２６２calBC―３２５３calBC（３．２％）

３０９９calBC―３０１２calBC（６５．０％）

３３１１calBC―３２９６calBC（１．３％）

３２８５calBC―３２７５calBC（０．８％）

３２６６calBC―３２３９calBC（６．６％）

３１０７calBC―２９２４calBC（８６．７％）

IAAA―１７２１８４４，４９０±２０５７．１８±０．１７ ４，４９５±２５

３３３２calBC―３２６５calBC（２９．８％）

３２４１calBC―３２１４calBC（１３．１％）

３１８７calBC―３１５６calBC（１４．５％）

３１２９calBC―３１０５calBC（１０．７％）

３３４１calBC―３０９７calBC（９５．４％）

表Ⅴ－１－３ 放射性炭素年代測定結果（δ１３C未補正値、暦年較正用１４C年代、較正年代cal BC/AD）（２）
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測定番号
δ１３C補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―１７２１８５２，１８０±２０７６．２６±０．２１ ２，１６３±２２
３４９calBC―３１５calBC（３４．１％）

２０９calBC―１７４calBC（３４．１％）

３５６calBC―２８４calBC（４６．７％）

２５６calBC―２５０calBC（０．５％）

２３５calBC―１５６calBC（４６．０％）

１３４calBC―１１７calBC（２．１％）

IAAA―１７２１８６２，１９０±２０７６．１５±０．２０ ２，１７１±２２
３５１calBC―３０２calBC（４５．１％）

２１０calBC―１８２calBC（２３．１％）

３５８calBC―２７９calBC（５４．４％）

２５９calBC―２４２calBC（２．２％）

２３６calBC―１６６calBC（３８．８％）

IAAA―１７２１８７２，１８０±２０７６．１９±０．２１ ２，１２６±２２
１９８calBC―１５１calBC（４５．３％）

１３９calBC―１１３calBC（２２．９％）

３４３calBC―３２６calBC（２．９％）

２０５calBC―８８calBC（８８．７％）

７６calBC―５８calBC（３．８％）

IAAA―１７２１８８１，９９０±２０７８．０５±０．２１ ２，００６±２２ ４０calBC―２０calAD（６８．２％） ４９calBC―５３calAD（９５．４％）

IAAA―１７２１８９３，４３０±２０６５．２１±０．１９ ３，４４５±２３

１８６２calBC―１８５２calBC（７．０％）

１７７２calBC―１７３４calBC（３６．８％）

１７１８calBC―１６９４calBC（２４．４％）

１８７７calBC―１８４０calBC（１６．４％）

１８２２calBC―１７９６calBC（６．８％）

１７８２calBC―１６８７calBC（７２．２％）

IAAA―１７２１９０２，１３０±２０７６．６８±０．２２ ２，１２６±２３
１９８calBC―１５０calBC（４４．９％）

１４０calBC―１１２calBC（２３．３％）

３４３calBC―３２５calBC（３．５％）

２０５calBC―８８calBC（８７．５％）

７７calBC―５７calBC（４．４％）

IAAA―１７２１９１２，１００±２０７６．９８±０．２２ ２，１１３±２３ １８１calBC―９９calBC（６８．２％） １９９calBC―５５calBC（９５．４％）

IAAA―１７２１９２４，５１０±３０５７．０２±０．１８ ４，５１７±２６

３３４８calBC―３３２２calBC（１２．５％）

３２３５calBC―３１７１calBC（３１．５％）

３１６３calBC―３１１６calBC（２４．２％）

３３５２calBC―３２６４calBC（３１．１％）

３２４２calBC―３１０３calBC（６４．３％）

IAAA―１７２１９３１，４４０±２０８３．６２±０．２１ １，４４７±２１ ６０１calAD―６４０calAD（６８．２％） ５７４calAD―６４８calAD（９５．４％）

IAAA―１７２１９４３，７７０±２０６２．５１±０．１８ ３，７７６±２４

２２７６calBC―２２５３calBC（１６．４％）

２２２８calBC―２２２４calBC（２．２％）

２２１０calBC―２１９１calBC（１５．５％）

２１８１calBC―２１４２calBC（３４．１％）

２２８８calBC―２１３７calBC（９５．４％）

IAAA―１７２１９５６，７９０±３０４２．９４±０．１５ ６，８０６±２８ ５７１９calBC―５６７１calBC（６８．２％）５７３２calBC―５６４６calBC（９５．４％）

IAAA―１７２１９６６，７４０±３０４３．１９±０．１５ ６，７８９±２９ ５７１５calBC―５６６２calBC（６８．２％）５７２６calBC―５６３８calBC（９５．４％）

表Ⅴ－１－３ 放射性炭素年代測定結果（δ１３C未補正値、暦年較正用１４C年代、較正年代cal BC/AD）（３）

［参考値］
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図Ⅴ－１－１ 暦年較正年代グラフ（１）（cal BC/AD 参考）
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図Ⅴ－１－１ 暦年較正年代グラフ（２）（cal BC/AD 参考）
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図Ⅴ－１－１ 暦年較正年代グラフ（３）（cal BC/AD 参考）
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図Ⅴ－１－１ 暦年較正年代グラフ（４）（cal BC/AD 参考）
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図Ⅴ－１－１ 暦年較正年代グラフ（５）（cal BC/AD 参考）

図Ⅴ－１－２ 暦年較正年代グラフ（２）（マルチプロット図、cal BP、参考）
縄文時代中期から後期の試料を示した。

図Ⅴ－１－２ 暦年較正年代グラフ（１）（マルチプロット図、cal BP、参考）
縄文時代早期の試料を示した。
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図Ⅴ－１－２ 暦年較正年代グラフ（３）（マルチプロット図、cal BP、参考）
続縄文時代前半の試料を示した。

図Ⅴ－１－２ 暦年較正年代グラフ（４）（マルチプロット図、cal BC/AD、参考）
擦文文化期・トビニタイ式期の試料を示した。
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２ 温根沼２遺跡出土黒曜石製石器の産地推定

竹原弘展（株式会社 パレオ・ラボ）

１．はじめに
根室市温根沼に所在する温根沼２遺跡から出土した続縄文時代前半の黒曜石製石器について、エネ

ルギー分散型蛍光X線分析装置による元素分析を行い、産地を推定した。

２．試料と方法
分析対象は、黒曜石製石器２０

点である（表Ⅴ－２－１）。時期

は、続縄文時代下田ノ沢式期と

みられている。試料は、測定前

にメラミンフォーム製スポンジ

と精製水を用いて、測定面の表

面の洗浄を行った。

分析装置は、エスアイアイ・

ナノテクノロジー株式会社製の

エネルギー分散型蛍光X線分析計

SEA１２００VXを使用した。装置の

仕様は、X線管ターゲットはロジ

ウム（Rh）、X線検出器はSDD

検出器である。測定条件は、測

定時間１００sec、照射径８㎜、電圧５０kV、

電流１０００μA、試料室内雰囲気は真空に

設定し、一次フィルタにPb測定用を用

いた。

黒曜石の産地推定には、蛍光X線分析

によるX線強度を用いた黒曜石産地推定

法である判別図法を用いた（望月，

１９９９など）。本方法では、まず各試料を

蛍光X線分析装置で測定し、その測定結

果のうち、カリウム（K）、マンガン

（Mn）、鉄（Fe）、ルビジウム（Rb）、

ストロンチウム（Sr）、イットリウム

（Y）、ジルコニウム（Zr）の合計７元

素のX線強度（cps ; count per second）

について、以下に示す指標値を計算す

る。

１）Rb分率＝Rb強度×１００／（Rb強度＋

Sr強度＋Y強度＋Zr強度）

試料
番号 分類 遺構／

（発掘区） 層位 遺物
番号

重量
（g） 推定時期 掲載番号

１ 石鏃 ⅢH―１ フクド下 ３４ ０．６ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０１―３
２ 石鏃 ⅢH―１ 床面 ６７ ０．８ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０１―４
３ 石鏃片 ⅢH―１ 覆土下 ９９ ０．５ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０１―６
４ スクレイパー ⅢH―１ 床面 ９２ １．９ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０１―１０
５ スクレイパー ⅢH―１ 覆土下 １０１ ４．８ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０１―１１
６ スクレイパー ⅢH―１ 床面 ９１ ５．３ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０１―１３
７ スクレイパー ⅢH―１ 覆土下 １０２ ７．６ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０１―１４
８ スクレイパー ⅢH―１ 覆土下 ４５ ８．９ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０１―１２
９ 石鏃 ⅢH―６ 覆土中 ２４ ０．４ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０２―１
１０ 楔形石器 ⅢH―６ 覆土中 ８９ ６．２ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０２―７
１１ 石鏃 ⅢP―１４ 坑底直上 ６ ０．９ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０６―１
１２ 石鏃 ⅢP―１４ 坑底直上 ２ ２．８ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０６―２
１３ スクレイパー ⅢP―１４ 坑底直上 １ １．９ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０６―３
１４ スクレイパー ⅢP―１４ 坑底直上 ３ ８．５ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０７―５
１５ スクレイパー ⅢP―１４ 坑底直上 ５ ９．１ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０６―４
１６ スクレイパー ⅢP―１４ 坑底直上 ８２６．４ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１０７―６
１７ 石鏃 i１８ Ⅲ ３ ０．４ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１８９―２１
１８ 石鏃 h１５ Ⅲ ２０ ０．５ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１８９―２５
１９ 石鏃 j２１ Ⅲ １ ０．９ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１８９―２６
２０ スクレイパー h１７ Ⅲ ２４ ５．７ 続縄文時代下田ノ沢式期 Ⅳ―１９４―１２０

表Ⅴ－２－１ 黒曜石製遺物分析対象一覧

図Ⅴ－２－１ 黒曜石産地分布図（東日本）
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２）Sr分率＝Sr強度×１００／（Rb強度＋Sr強度＋Y

強度＋Zr強度）

３）Mn強度×１００／Fe強度

４）log（Fe強度／K強度）

そして、これらの指標値を用いた２つの判別図

（横軸Rb分率－縦軸Mn強度×１００／Fe強度の判別

図と横軸Sr分率－縦軸 log（Fe強度／K強度）の判

別図）を作成し、各地の原石データと遺跡出土遺

物のデータを照合して、産地を推定する。この方

法は、できる限り蛍光X線のエネルギー差が小さい

元素同士を組み合わせて指標値を算出するため、

形状、厚み等の影響を比較的受けにくく、原則と

して非破壊分析が望ましい考古遺物の測定に対し

て非常に有効な方法であるといえる。ただし、風

化試料の場合、log（Fe強度／K強度）の値が減少

する（望月，１９９９）。試料の測定面には、なるべく

平滑な面を選んだ。

原石試料は、採取原石を割って新鮮な面を露出

させた上で、産地推定対象試料と同様の条件で測

定した。表Ⅴ－２－２に判別群一覧とそれぞれの

原石の採取地点および点数を、図Ⅴ－２－１に各

原石の採取地の分布図を示す。

３．分析結果
表Ⅴ－２－３に石器の測定値および算出した指

標値を、図Ⅴ－２－２と図Ⅴ－２－３に黒曜石原

石の判別図に石器の指標値をプロットした図を示

す。視覚的にわかりやすくするため、図では各判

別群を楕円で取り囲んだ。

分析の結果、２点が白滝１群（北海道、白滝エ

リア）、２点が上士幌群（北海道、上士幌エリア）、

１２点が所山群（北海道、置戸エリア）、１点が留辺

蘂１群（北海道、留辺蘂エリア）の範囲にプロッ

トされた。残り３点は、図Ⅴ－２－２では所山群の範囲にプロットされたが、図Ⅴ－２－３では所山

群の範囲の下方にプロットされた。これは、先述したように遺物の風化による影響と考えられ（望

月，１９９９）、所山群に属する可能性が高い。

また、赤井川群と上士幌群の図Ⅴ－２－２、３の判別図では、一部に重複があるため、区別が困難

な場合がある。そこで、以下に示すY分率を算出した。

Y分率＝Y強度×１００／（Rb強度＋Sr強度＋Y強度＋Zr強度）

都道府県 エリア 判別群名 原石採取地

北海道

白滝

白滝１ 赤石山山頂（４３），八号沢露頭（１５）赤石山山頂，八
号沢露頭，八号
沢，黒曜の沢，
幌加林道（３６）

白滝２
７の沢川支流（２），IK露頭（１０），
十勝石沢露頭直下河床（１１），アジサ
イの滝露頭（１０）

赤井川 赤井川 曲川・土木川（２４）

上士幌 上士幌 十勝三股（４），タウシュベツ川右岸（４２），タウシュ
ベツ川左岸（１０），十三ノ沢（３２）

置戸
置戸山 置戸山（５）
所山 所山（５）

豊浦 豊浦 豊泉（１０）
旭川 旭川 近文台（８），雨紛台（２）
名寄 名寄 忠烈布川（１９）

秩父別
秩父別１

中山（６５）秩父別２
秩父別３

遠軽 遠軽 社名淵川河床（２）
生田原 生田原 仁田布川河床（１０）

留辺蘂
留辺蘂１

ケショマップ川河床（９）
留辺蘂２

釧路 釧路 釧路市営スキー場（９），阿寒川右岸（２），阿寒川左
岸（６）

青森
木造 出来島 出来島海岸（１５），鶴ヶ坂（１０）
深浦 八森山 岡崎浜（７），八森山公園（８）
青森 青森 天田内川（６）

秋田 男鹿
金ヶ崎 金ヶ崎温泉（１０）
脇本 脇本海岸（４）

岩手 北上川
北上折居１

北上川（９），真城（３３）北上折居２
北上折居３

宮城

宮崎 湯ノ倉 湯ノ倉（４０）
色麻 根岸 根岸（４０）

仙台
秋保１

土蔵（１８）
秋保２

塩竈 塩竈 塩竈（１０）

山形 羽黒
月山 月山荘前（２４），大越沢（１０）
�引 たらのき代（１９）

新潟
新発田 板山 板山牧場（１０）
新津 金津 金津（７）

栃木 高原山
甘湯沢 甘湯沢（２２）
七尋沢 七尋沢（３），宮川（３），枝持沢（３）

長野
和田

西�屋 芙蓉パーライト土砂集積場（３０）
鷹山 鷹山（１４），東�屋（５４）
小深沢 小深沢（４２）
土屋橋１ 土屋橋西（１０）

土屋橋２ 新和田トンネル北（２０），土屋橋北西（５８），土屋橋西
（１）

古峠 和田峠トンネル上（２８），古峠（３８），和田峠スキー場
（２８）

ブドウ沢 ブドウ沢（２０）
牧ヶ沢 牧ヶ沢下（２０）
高松沢 高松沢（１９）

諏訪 星ヶ台 星ヶ台（３５），星ヶ塔（２０）
蓼科 冷山 冷山（２０），麦草峠（２０），麦草峠東（２０）

神奈川
箱根

芦ノ湯 芦ノ湯（２０）
畑宿 畑宿（５１）
鍛冶屋 鍛冶屋（２０）

静岡
上多賀 上多賀（２０）

天城 柏峠 柏峠（２０）

東京 神津島
恩馳島 恩馳島（２７）
砂糠崎 砂糠崎（２０）

島根 隠岐
久見 久見パーライト中（６），久見採掘現場（５）
箕浦 箕浦海岸（３），加茂（４），岸浜（３）

表Ⅴ－２－２ 東日本黒曜石産地の判別群
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赤井川群および上士幌群の原石および石器について、

横軸Y分率、縦軸Mn強度×１００／Fe強度をプロットした判

別図を図Ⅴ－２－４に示す。図Ⅴ－２－４においても、

２点いずれもが上士幌群と判断できる。

表Ⅴ－２－３に、判別図法により推定された判別群名

とエリア名を示す。また、表Ⅴ－２－４に器種別の産地を示す。

４．おわりに
温根沼２遺跡より出土した続縄文時代下田ノ沢式期の黒曜石製石器２０点について、蛍光X線分析によ

る産地推定を行った結果、２点が白滝、２点が上士幌、１５点が置戸、１点が留辺蘂エリア産と推定さ

れた。

引用文献

望月明彦（１９９９）上和田

城山遺跡出土の黒曜石

産地推定．大和市教育

委員会編「埋蔵文化財

の保管と活用のための

基礎的整理報告書２―

上和田城山遺跡篇―」：

１７２―１７９，大和市教育委

員会．

試料
番号

K強度
（cps）

Mn強度
（cps）

Fe強度
（cps）

Rb強度
（cps）

Sr強度
（cps）

Y強度
（cps）

Zr強度
（cps）

Rb分率
（cps）

Mn＊１００
Fe Sr分率 log Fe

K Y分率 判別群 エリア 試料
番号

１ ２２２．１ ６８．４ １６２０．０ ６４１．５ １６５．６ ３０５．２ ５２４．２ ３９．２０ ４．２２ １０．１２ ０．８６ １８．６５ 白滝１ 白滝 １
２ ２８２．６ ８３．１ １９９９．５ ７３１．４ １８６．７ ３３６．５ ５５０．０ ４０．５３ ４．１６ １０．３５ ０．８５ １８．６５ 白滝１ 白滝 ２
３ ２５１．７ ７８．８ １８６７．１ ７２７．８ ４１１．７ ３３８．２ ８５５．９ ３１．１９ ４．２２ １７．６４ ０．８７ １４．４９ 所山 置戸 ３
４ ２８０．０ ８３．８ １９５５．５ ７６３．８ ４３４．８ ３６２．０ ９１６．８ ３０．８３ ４．２８ １７．５５ ０．８４ １４．６１ 所山 置戸 ４
５ ３３３．０ ９０．０ ２１２６．４ ８３２．６ ４５４．２ ３８２．１ ９５４．４ ３１．７４ ４．２３ １７．３１ ０．８１ １４．５７ 所山？ 置戸？ ５
６ ２７３．４ ８０．９ １９２１．２ ７４１．３ ４１３．３ ３４９．３ ８６７．２ ３１．２６ ４．２１ １７．４３ ０．８５ １４．７３ 所山 置戸 ６
７ ２６７．８ ７２．５ １７１２．９ ６５７．１ ３７２．０ ３０９．５ ７８３．１ ３０．９７ ４．２３ １７．５３ ０．８１ １４．５９ 所山？ 置戸？ ７
８ ３０５．５ ８９．６ ２１０１．６ ８２０．３ ４６１．８ ３８２．９ ９７５．２ ３１．０７ ４．２６ １７．４９ ０．８４ １４．５０ 所山 置戸 ８
９ ２３１．８ ６６．８ １６７３．５ ６１１．７ ３３９．７ ２８１．２ ６９６．９ ３１．７０ ３．９９ １７．６１ ０．８６ １４．５７ 所山 置戸 ９
１０ ３１１．８ ９４．０ ２２００．９ ８４８．０ ４７８．６ ３９７．９ １０００．７ ３１．１２ ４．２７ １７．５６ ０．８５ １４．６０ 所山 置戸 １０
１１ ２８３．６ ８６．２ ２０７２．９ ８０６．８ ４５０．５ ３７６．８ ９５０．４ ３１．２２ ４．１６ １７．４３ ０．８６ １４．５８ 所山 置戸 １１
１２ ２７０．０ １１３．６ ３６９９．２ ６８２．９ ８０２．４ ３７３．３ １１９７．８ ２２．３４ ３．０７ ２６．２５ １．１４ １２．２１ 留辺蘂１ 留辺蘂 １２
１３ ２４１．７ ７５．７ １６８５．２ ６８６．３ ２９８．４ ３６３．８ ６７７．５ ３３．８７ ４．４９ １４．７３ ０．８４ １７．９６ 上士幌 上士幌 １３
１４ ３１６．４ ９０．９ ２１５７．５ ８４４．４ ４７６．３ ３９７．６ ９９５．８ ３１．１１ ４．２１ １７．５５ ０．８３ １４．６５ 所山 置戸 １４
１５ ２４７．３ ７３．３ １７０４．０ ６８７．１ ３８８．９ ３３２．３ ８３１．０ ３０．６８ ４．３０ １７．３７ ０．８４ １４．８４ 所山 置戸 １５
１６ ３１４．０ ９２．０ ２１５０．３ ８４７．０ ４６７．３ ３９３．４ ９７６．５ ３１．５５ ４．２８ １７．４１ ０．８４ １４．６６ 所山 置戸 １６
１７ ２３３．９ ６８．０ １７４５．９ ６３３．４ ３５４．６ ２９０．０ ７３３．０ ３１．５０ ３．９０ １７．６３ ０．８７ １４．４２ 所山 置戸 １７
１８ ２３７．６ ６９．１ １７１５．７ ６７５．６ ３８０．２ ３２１．８ ８０９．６ ３０．８９ ４．０３ １７．３８ ０．８６ １４．７１ 所山 置戸 １８
１９ ２７９．７ ８９．７ １９１７．７ ８００．２ ３４５．０ ４２７．２ ７６２．４ ３４．２７ ４．６８ １４．７８ ０．８４ １８．３０ 上士幌 上士幌 １９
２０ ３０９．５ ８５．１ １９６１．１ ８０２．２ ４４８．９ ３７３．８ ９６３．７ ３０．９９ ４．３４ １７．３４ ０．８０ １４．４４ 所山？ 置戸？ ２０

時期 器種 白滝 上士幌 置戸 留辺蘂 計

続
縄
文

下
田
ノ
沢
式

石鏃 ２ １ ５ ８

石槍またはナイフ １ １

楔形石器 １ １

スクレイパー １ ９ １０

計 ２ ２ １５ １ ２０

表Ⅴ－２－３ 測定値および産地推定結果

表Ⅴ－２－４ 器種別の産地

図Ⅴ－２－４ 黒曜石産地推定判別図（３）
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３ 温根沼２遺跡における樹種同定報告

株式会社古環境研究所

１．はじめに
木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、木材構造から概ね属レベルの同定が可

能である。また木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植

生の推定が可能である。本報告では、温根沼２遺跡より出土した炭化材の樹種を同定し、当時の木材

利用と周辺植生について検討する。

２．試料と方法
試料は、ⅢH－１（床面、床面直上、覆土下、覆土）、ⅢH－２（床面直上）、ⅢH－５（覆土）、Ⅲ

H－９HC－１（覆土中）、ⅢH－９HC－２（覆土中）、ⅢH－９HC－３（覆土中）、ⅢH－１１（覆土中）、

ⅢH－１４HC－１（覆土３）、ⅢH－１４HC－２（覆土３）、ⅢH－１４HC－３（覆土３）、ⅢH－１５（覆土

２）、ⅢH－１６（覆土下）、ⅢP－１２（覆土下）、ⅢP－１６（覆土上）、ⅤH－３（覆土３）、炭窯２（覆土）

より出土した炭化材計４９点である。

樹種同定は、以下の方法で行った。試料を割り折りして新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾

目と同義）、接線断面（板目と同義）の基本三断面の断面を作製し、落射顕微鏡（OPTIPHOTO―２：

Nikon）によって５０～１０００倍で観察した。同定は、木材構造の特徴および現生標本との対比によって行っ

た。

３．結果
表Ⅴ－３－１に結果を示し、主要な分類群の基本三断面の顕微鏡写真を写真図版に示す。以下に同

定根拠となった特徴を記す。

１）モミ属 Abies マツ科 試料９、１１、４４

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。早材から晩材への移行は比較的緩やかである。

放射柔細胞の分野壁孔は小型のスギ型で１分野に１～４個存在する。放射柔細胞の壁が厚く、数珠状

末端壁が見られる。放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の特徴からモミ属に同定される。日本に自生するモミ属は５種であり、モミ以外は亜寒帯種で

ある。常緑高木で高さ４５m、径１．５mに達する。材は保存性が低く軽軟であるが、現在では多用される。

２）ヤナギ属 Salix ヤナギ科 試料３４、３５、３８

小型で丸い、放射方向にややのびた道管が、単独あるいは２～３個放射方向に複合し散在する散孔

材である。道管の穿孔は単穿孔で、道管相互の壁孔は交互状で密に分布する。放射組織は単列の異性

放射組織型である。

以上の特徴からヤナギ属に同定される。ヤナギ属は落葉の高木または低木で、北海道、本州、四国、

九州に分布する。材は軽軟で、耐朽性、保存性は低く、建築、器具などに用いられる。

３）クルミ属 Juglans クルミ科 試料１２、１７、１８、２１、２２

大型で丸い道管が、単独あるいは２～数個放射方向に複合してまばらに散在する散孔材である。早

材から晩材にかけて、道管の径は徐々に減少する。軸方向柔細胞が多少波打ちながら、短接線状に１

列に並び、網状柔組織をつくる傾向がある。道管の穿孔は単穿孔である。放射組織はほとんどすべて

平伏細胞からなるが、ときおり上下の縁辺にいくぶん大きい方形細胞が見られる。放射組織は同性放
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射組織型で、１～３細胞幅である。

以上の特徴からクルミ属に同定される。クルミ属にはオニグルミ、ヒメグルミがあり、北海道、本

州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ１５～３０m、径７０～９０㎝である。材は耐朽性、保存性は

低いが、狂いが少なく靱性に富んでおり、建築、器具、彫刻など広く用いられる。

４）ハンノキ属 Alnus カバノキ科 試料３、５、１９、４５

小型で丸い道管が、放射方向に連なる傾向をみせて散在する散孔材である。道管の穿孔は階段穿孔

板からなる多孔穿孔で、階段の数は１０～３０本ぐらいである。放射組織は、平伏細胞からなる単列の同

性放射組織型である。

以上の特徴からハンノキ属に同定される。ハンノキ属には、ハンノキ、ヤシャブシ、ケヤマハンノ

キなどがあり、北海道、本州、四国、九州、沖縄に分布する。落葉の高木または低木である。

５）コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科 試料８、２８、２９、３０、３２、４３、４６、４８

年輪のはじめに大型の道管が、１～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った小道管

が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。道管の穿孔は単穿孔で、

放射組織は平伏細胞からなる同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組

織である。

以上の特徴からコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシ

ワ、ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ１５m、径６０㎝ぐらいに

達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

６）ニレ属 Ulmus ニレ科 試料１６、３１、３３、４７

年輪のはじめに中型から大型の道管が１～３列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複

合して花束状、接線状、斜線状に比較的規則的に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に

減少する。道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は平伏細胞か

らなる同性放射組織型で、１～５細胞幅ぐらいである。

以上の特徴からニレ属に同定される。ニレ属にはハルニレ、オヒョウなどがあり、北海道、本州、

四国、九州、沖縄に分布する落葉の高木である。材は器具、旋作、薪炭などに用いられる。

７）カツラ Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc． カツラ科 試料１０、２４、２５、２６、２７、３７

小型で薄壁の角張った道管が、単独ないし２～３個複合してかなり密に散在する散孔材である。道

管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は２０～４０本ほどである。放射組織は異性放射組

織型で、２細胞幅である。道管内にチロースが多数存在する。

以上の特徴からカツラに同定される。カツラは北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、

通常高さ１５～２０m、径５０～６０㎝であるが、大きいものは高さ３５m、径２mに達する。材は軽軟で靱性が

あり加工しやすく、建築材などに用いられる。

８）サクラ属 Prunus バラ科 試料１４、１５

丸い道管が単独あるいは２～３個放射方向および斜め方向に複合して散在する散孔材である。道管

の径は、早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する。道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にはら

せん肥厚が存在する。放射組織は同性に近い異性放射組織型を示す。

以上の特徴からサクラ属に同定される。サクラ属には、ヤマザクラ、ウワミズザクラ、シウリザク

ラ、ウメ、モモなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または低木である。

９）ウルシ属 Rhus ウルシ科 試料３９、４０、４２

年輪のはじめに大型の道管が単独あるいは２～３個複合して配列する環孔材である。晩材部で小道
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管が単独あるいは主に放射方向に２～３個複合して散在する。早材から晩材にかけて道管の径は徐々

に減少していく。道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異性放射組織型で、１～３細胞幅ぐらいである。

以上の特徴からウルシ属に同定される。ウルシ属にはヤマハゼ、ウルシ、ヌルデ、ヤマウルシ、ツ

タウルシなどがあり、北海道、本州、四国、九州、沖縄に分布する。常緑または落葉の低木～高木、

または籐本である。

１０）エゴノキ属 Styrax エゴノキ科 試料２０

年輪のはじめに、やや小型で丸い道管が、おもに２～４個放射方向に複合して散在し、晩材部では

ごく小型で角張った道管が単独あるいは数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道管の径は、

早材部から晩材部にかけて緩やかに減少する。軸方向柔細胞が、晩材部において接線状に配列する。

道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は１０本前後である。放射組織は、異性放射組

織型で１～３細胞幅である。

以上の特徴からエゴノキ属に同定される。エゴノキ属には、エゴノキ、ハクウンボクなどがあり、

北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の小高木で、高さ１０m、径３０㎝である。材は器具、旋作、

薪炭などに用いられる。

１１）トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 試料１、２、４、６、７、１３、３６

年輪のはじめに、大型で厚壁の丸い道管が、ほぼ単独で１～３列配列する環孔材である。孔圏部外

では、小型でまるい厚壁の道管が、単独あるいは放射方向に２～３個複合して散在する。早材から晩

材にかけて道管の径は急激に減少する。軸方向柔細胞は早材部で周囲状、晩材部では翼状から連合翼

状である。道管の穿孔は単穿孔である。内部にはチロースが著しい。放射組織は同性放射組織型で、

１～３細胞幅である。

以上の特徴からトネリコ属に同定される。トネリコ属にはヤチダモ、トネリコ、アオダモなどがあ

り、北海道、本州、四国、九州に分布する落葉または常緑の高木である。材は建築、家具、運動道具、

器具、旋作、薪炭など広く用いられる。

１２）広葉樹 broad−leaved tree 試料２３

道管と放射組織が存在する。

以上の特徴から広葉樹に同定される。なお本試料は小片で保存状態が悪く、また、炭化灰状になっ

たものの細胞に粘土が詰まった状態であったことから、広葉樹の同定にとどめる。

１３）不明 unknown 試料４１、４９

試料番号４１は極めて細片であり、堆積物粒子が付着するため、同定に至らなかった。試料番号４９は

木材の形質を呈しておらず、液状化して熱を受け発泡しつつ炭化したタール状物質であった。

４．所見
同定の結果、温根沼２遺跡の炭化材は、コナラ属コナラ節８点、トネリコ属７点、カツラ６点、ク

ルミ属５点、ハンノキ属４点、ニレ属４点、モミ属３点、ヤナギ属３点、ウルシ属３点、サクラ属２

点、エゴノキ属１点、広葉樹１点、不明２点であった。

コナラ属コナラ節は強靭で弾力に富み、建築材としても用いられる木材である。北海道ではミズナ

ラ、カシワなどが考えられるが、ナラ類は建築材だけではなく火持ちの良い薪炭材としても重宝され

る。トネリコ属は概して強靭で堅硬な材で、従曲性が非常に大きく、割裂は容易である。トネリコ属

は器の木地によく利用されており、中でも挽物の椀の報告例が多い。カツラは木理通直で節その他の

欠点は少なく、軽軟均質で、耐朽性・保存性は低いが、切削・加工が極めて容易で狂いが少ない樹木
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である。大径木が多く欠点が少ないため大きい寸法の板材をとることができ、北日本では触れた時の

冷感が弱いことから床板などに利用される。アイヌの事例としては丸木舟や刳物の食器などに重用さ

れていた。クルミ属は強さ中庸で保存性が低いが、木理通直で狂いが少なく、粘り気が強く切削・加

工は容易で、家具や器具、建築の内装などに利用される。ハンノキ属は耐朽性・保存性、切削・加工

性ともに中庸な材で、挽物の器、杓子などの器具に利用されることが多い。アイヌの事例では、おしゃ

ぶりにケヤマハンノキを利用したものがある。ニレ属のうち、ハルニレは重硬、オヒョウは強さ中庸

で、アキニレはあまり強い材とは言えない。また、切削性や寸法安定性は不良で、色艶は冴えないが

木目がケヤキに似るため、その代用材として器具や家具の部材として利用されることがある。なお、

アイヌの事例としては火切臼としてハルニレ材を、アツシと呼ばれる織物のためにオヒョウの樹皮か

ら採った繊維を利用している。モミ属は耐朽性・保存性は低いが、軽軟なため加工が容易な材である。

建物の内装や建具によく利用され、高い防虫効果を期待され食品などの保管箱に利用されることもあ

る。ヤナギ属は耐朽性・保存性は低く、切削・加工の容易で柔軟性に富む材である。器具などに利用

されるが、材質からあまり重宝されない。なお、北海道ではイナウと呼ばれるアイヌの祭具の利用例

がある。ウルシ属は低木から高木または籐本であり、概して中庸のヌルデ、やや弱く脆いが建築から

木工細工に広く用いられるウルシなどがあるが、北海道ではヤマウルシ、ツタウルシが自生する。サ

クラ属は耐朽性・保存性の高い材で、切削・加工の難度は中庸で、概して堅硬な材と言える。縄文時

代でサクラ属は比較的多く利用され、鉢などの容器や柱材などの報告例がある。エゴノキ属はやや堅

硬であるが、切削・加工は容易な材である。

本遺跡で同定された樹木のほとんどは、温帯に分布する樹種であった。コナラ属コナラ節は日当た

りの良い山野に生育し、ミズナラなどの冷温帯落葉広葉樹林の主要構成要素や、海岸沿いで生育する

カシワなどが含まれる。また、山地に生育する樹木は他にヤシャブシ（ハンノキ属）、ハルニレやオヒョ

ウ（ニレ属）、エゴノキ属、ウルシ属がある。モミ属は日本に５種が自生しており、そのうちウラジロ

モミ、トドマツ、シラビソ、オオシラビソは亜寒帯に、モミは温帯を中心に分布し、谷間や緩傾斜地

の適潤な深層の肥沃地を好んで生育する。なお、トネリコ属、カツラ、クルミ属、ハンノキ（ハンノ

キ属）、アキニレ（ニレ属）、ヤナギ属、サクラ属は、河川や沢沿いなどの湿地や水湿のある適潤地に

生育する。

これらの樹木は、いずれも当時遺跡周辺に分布していたとみられる。また、トネリコ属などの適潤

地を好む樹木が多く、遺跡の立地から近隣の沼や河川沿いの湿性地にこれらの樹木が生育していた。

同定された中にはアイヌの民俗例に見られるものもあり、北海道の豊富な森林資源から用材を得てお

り、当時遺跡周辺からか、または地域的な流通によって近隣地域よりもたらされたと推定される。
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試料番号 採取地点 採取層位 サンプル№ 結果（学名／和名） 備考

１ ⅢH―１ 床面 １ Fraxinus トネリコ属

２ ⅢH―１ 床面 ２ Fraxinus トネリコ属

３ ⅢH―１ 床面 ３ Alnus ハンノキ属

４ ⅢH―１ 床面 ４ Fraxinus トネリコ属

５ ⅢH―１ 床面 ５ Alnus ハンノキ属

６ ⅢH―１ 床面 ６ Fraxinus トネリコ属

７ ⅢH―１ 床面 ８ Fraxinus トネリコ属

８ ⅢH―１ 床面 １１ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節

９ ⅢH―１ 床面直上 ２２ Abies モミ属

１０ ⅢH―１ 床面直上 ２４ Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc. カツラ

１１ ⅢH―１ 覆土 ３１ Abies モミ属

１２ ⅢH―１ 覆土 ３３ Juglans クルミ属

１３ ⅢH―２ 床面直上 ２ Fraxinus トネリコ属

１４ ⅢH―２ 床面直上 ４ Prunus サクラ属

１５ ⅢH―２ 床面直上 ５ Prunus サクラ属

１６ ⅢH―２ 床面直上 ８ Ulmus ニレ属

１７ ⅢH―２ 床面直上 １０ Juglans クルミ属

１８ ⅢH―２ 床面直上 １１ Juglans クルミ属

１９ ⅢH―２ 床面直上 １２ Alnus ハンノキ属

２０ ⅢH―２ 床面直上 １３ Styrax エゴノキ属

２１ ⅢH―２ 床面直上 １５ Juglans クルミ属

２２ ⅢH―２ 床面直上 １７ Juglans クルミ属

２３ ⅢH―５ 覆土 ６ broad−leaved tree 広葉樹 炭化灰状

２４ ⅢH―９HC―１ 覆土中 １ Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc. カツラ

２５ ⅢH―９HC―１ 覆土中 ２ Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc. カツラ

２６ ⅢH―９HC―１ 覆土中 ３ Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc. カツラ

２７ ⅢH―９HC―１ 覆土中 ４ Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc. カツラ

２８ ⅢH―９HC―２ 覆土中 ５ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節

２９ ⅢH―９HC―２ 覆土中 ６ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節

３０ ⅢH―９HC―３ 覆土中 ７ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節

３１ ⅢH―９HC―３ 覆土中 ８ Ulmus ニレ属

３２ ⅢH―９HC―３ 覆土中 ９ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節

３３ ⅢH―１１ 覆土中 ２ Ulmus ニレ属

３４ ⅢH―１４HC―１ 覆土３ １０ Salix ヤナギ属

３５ ⅢH―１４HC―１ 覆土３ １１ Salix ヤナギ属

３６ ⅢH―１４HC―２ 覆土３ １２ Fraxinus トネリコ属

３７ ⅢH―１４HC―２ 覆土３ １３ Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc. カツラ

３８ ⅢH―１４HC―２ 覆土３ １４ Salix ヤナギ属

３９ ⅢH―１４HC―３ 覆土３ １５ Rhus ウルシ属

４０ ⅢH―１４HC―３ 覆土３ １６ Rhus ウルシ属

４１ ⅢH―１５ 覆土２ １ unknown 不明 細片

４２ ⅢH―１５ 覆土２ ２ Rhus ウルシ属

４３ ⅢH―１５ 覆土２ ３ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節

４４ ⅢH―１６ 覆土下 ― Abies モミ属

４５ ⅢH―１ 覆土下 ― Alnus ハンノキ属

４６ ⅢP―１２ 覆土下 ３ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節

４７ ⅢP―１６ 覆土上 １ Ulmus ニレ属

４８ VH―３ 覆土３ １ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節

４９ 炭窯２ 覆土 ― unknown 不明 タール状物質

表Ⅴ－３－１ 根室市温根沼２遺跡における樹種同定結果
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図版Ⅴ－３－１ 温根沼２遺跡の木材 Ⅰ
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図版Ⅴ－３－２ 温根沼２遺跡の木材 Ⅱ
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図版Ⅴ－３－３ 温根沼２遺跡の木材 Ⅲ
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図版Ⅴ－３－４ 温根沼２遺跡の木材 Ⅳ
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４ 根室市温根沼２遺跡出土種実の同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
温根沼２遺跡は、北海道根室市温根沼に所在し、根室半島の付け根に位置する縄文時代～擦文文化

期にかけての遺跡である。本分析調査では、遺構覆土より検出された炭化種実の同定を実施し、当時

の植物利用および周辺植生に関する情報を得る。

１．試料
試料は、ⅢH－２HF－１の上面、ⅢH－２のカマド１粘土、ⅢH－３のカマド１覆土、カマド１カ

マド内、カマド１粘土、カマド２粘土、カマド２焼土、ⅢH－６の焼土、ⅢH－９HF－１の焼土上面、

ⅢP－２F－１の焼土から検出された炭化種実３５点９３個である。試料は遺構覆土のフローテーションに

より検出され、全て乾燥した状態で容器に収納されている（試料番号１～３５）。各試料の詳細は、結果

とともに表Ⅴ－４－１に示す。

２．分析方法
試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、ピンセットを用いて、同定が可能な炭化種実を拾い出す。

同定は、現生標本や石川（１９９４）、中山ほか（２０１０）、鈴木ほか（２０１２）等を参考に実施し、部位・

状態別の個数を数えて結果を一覧表で示す。同定された分類群は、写真を添付する他、種実の大きさ

をデジタルノギスで計測し、結果を一覧表に記して同定根拠とする。種実以外の分析残渣は、確認さ

れる種類の個数を一覧表に併記する。分析後は、種実を分類群別に容器に入れ、分析残渣を容器に戻

して返却する。

３．結果
炭化種実同定結果を表Ⅴ－４－１に、種実の写真を図版１に示す。

分析に供された３５試料を通じて、炭化種実は１個も確認されなかった。炭化していない種実遺体は、

ⅢH－３のカマド１粘土（試料番号１３）より１個確認され、落葉広葉樹のエゾニワトコの核に同定され

た。他の３４試料からは、炭化していないスギナ類の地下茎やミミズ類の卵、虫類が確認され、いずれ

も極めて良好な保存状態を示す。以下、種実の形態的特徴等を述べる。

・エゾニワトコ（Sambucus racemosa L. subsp. kamtschatica（E.Wolf）Hulten） スイカズラ科ニワト

コ属

核（内果皮）は淡黄灰褐色、長さ２．４１㎜、幅１．７６㎜、厚さ１．０３㎜のやや偏平広倒卵体で基部が尖る。

背面は丸みがあり、腹面正中線上は鈍稜をなし、基部に小さな孔がある。内果皮はやや硬く、表面に

は横皺状模様が発達する。出土核は腹面基部を欠損する。

４．考察
炭化種実同定の結果、炭化種実は１個も確認されなかった。試料は、炭化していない種実１個（エ

ゾニワトコ）と、スギナ類の地下茎やミミズ類の卵、虫類から成り、いずれも極めて良好な保存状態

を示す。

ⅢH－３のカマド１粘土より確認されたエゾニワトコは、山野の林縁などの明るい場所に生育する低
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北海道埋蔵文化財センター作成試料一覧 種実同定結果

試料
番号

遺構／
（発掘区） 層位 遺物番号／

フローテーション番号
数量

分類群／部位 個数 備考
重量（g）点数

１ ⅢH―２HF―１ 上面 ３２ ０．０１以下 １ 種実ではない ― ミミズ類の卵
２ ⅢH―２HF―１ 上面 ３３ ０．０１以下 １ 種実ではない ― ミミズ類の卵
３ ⅢH―２ カマド１粘土 ５３―１ ０．１ １ 種実ではない ― スギナ類の地下茎
４ ⅢH―２ カマド１粘土 ５３―２ ０．３ １ 種実ではない ― スギナ類の地下茎
５ ⅢH―３ カマド１覆土 ２２―１ ０．０１以下 １ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（破片）
６ ⅢH―３ カマド１覆土 ２２―２ ０．０１以下 １ 種実ではない ― 菌類の菌核
７ ⅢH―３ カマド１覆土 ２２―３ ０．０１ １ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（破片）
８ ⅢH―３ カマド１覆土 ２３ ０．０１ １ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（破片）
９ ⅢH―３ カマド１覆土 ２４ ０．０２ ４ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（破片２），ミミズ類の卵（１），虫類（破片１）
１０ ⅢH―３ カマド１覆土 ２７ ０．０１ ２ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（破片１），ミミズ類の卵（破片４）
１１ ⅢH―３ カマド１カマド内 ２８ ０．０１以下 １ 種実ではない ― ミミズ類の卵
１２ ⅢH―３ カマド１粘土 ５４ ０．１ ９ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（２），ミミズ類の卵（７）
１３ ⅢH―３ カマド１粘土 ５５ ０．０１以下 １ エゾニワトコ核 １ 非炭化，長さ２．４１，幅１．７６，厚さ１．０３mm，腹面基部欠損
１４ ⅢH―３ カマド１粘土 ５７ ０．５ ３ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（２，破片３）
１５ ⅢH―３ カマド１粘土 ６０ ０．０６ ２ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（破片１），ミミズ類の卵（破片１）
１６ ⅢH―３ カマド１粘土 ６２ ０．０２ １ 種実ではない ― スギナ類の地下茎
１７ ⅢH―３ カマド１粘土 ６３ ０．２ ７ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（４，破片３）
１８ ⅢH―３ カマド１粘土 ６４ ０．６ ８ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（７，破片１）
１９ ⅢH―３ カマド１粘土 ６５―１ ０．２ ４ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（２，破片１），ミミズ類の卵（１）
２０ ⅢH―３ カマド１粘土 ６５―２ ０．０１以下 ３ 種実ではない ― ミミズ類の卵（３）
２１ ⅢH―３ カマド１焼土 ６８ ０．３ ２ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（１，破片１）
２２ ⅢH―３ カマド１焼土 ６９―１ ０．１ ３ 種実ではない ― スギナ類の地下茎
２３ ⅢH―３ カマド１焼土 ６９―２ ０．０５ ４ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（１，破片２）
２４ ⅢH―３ カマド２粘土 ７２ ０．６ ６ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（２，破片３）
２５ ⅢH―３ カマド２粘土 ７３ ０．２ ３ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（３）
２６ ⅢH―３ カマド２粘土 ８１ ０．１ １ 種実ではない ― スギナ類の地下茎
２７ ⅢH―３ カマド２焼土 ８６ ０．０２ １ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（破片）
２８ ⅢH―３ カマド２粘土 ８７―１ ０．５ ４ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（２，破片１）
２９ ⅢH―３ カマド２焼土 ８７―２ ０．０２ １ 種実ではない ― スギナ類の地下茎
３０ ⅢH―３ カマド２焼土 ８８―１ ０．４ １ 種実ではない ― スギナ類の地下茎
３１ ⅢH―３ カマド２焼土 ８８―２ ０．１ ２ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（２）
３２ ⅢH―６ 焼土 １７ ０．０１以下 １ 種実ではない ― ミミズ類の卵（破片）
３３ ⅢH―９HF―１ 焼土上面 ３６―１ ０．２ ４ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（１，破片３）
３４ ⅢH―９HF―１ 焼土上面 ３６―２ ０．２ ５ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（３，破片１）
３５ ⅢP―２F―１ 焼土 ２ ０．１ ２ 種実ではない ― スギナ類の地下茎（１，破片１）

合 計 ５．０２ ９３ １

表Ⅴ－４－１ 炭化種実同定結果一覧

引用文献

石川茂雄，１９９４，原色日本植物種子写真図鑑．石川茂雄図鑑刊行委員会，３２８p.

中山至大・井之口希秀・南谷忠志，２０１０，日本植物種子図鑑（２０１０年改訂版）．東北大学出版会，６７８p.

鈴木庸夫・高橋 冬・安延尚文，２０１２，ネイチャーウォッチングガイドブック草木の種子と果実―形

態や大きさが一目でわかる植物の種子と果実６３２種―．誠文堂新光社，２７２p.

図版Ⅴ－４－１ 種実遺体

木または高木の落葉広葉樹で、現在の本地域にも分布する。遺跡周辺域の森林の林縁等に生育してい

たと考えられる。ただし、極めて良好な保存状態を考慮すると、遺構の時期の植生を反映するもので

あるかは課題が残るため、試料の履歴を慎重に検討することが望まれる。
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５ 根室市温根沼２遺跡の動物遺体同定

中村賢太郎（パレオ・ラボ）

１．はじめに
根室市に位置する温根沼２遺跡の発掘調査では、続縄文文化期、トビニタイ式期、擦文文化期の住

居跡などが検出された。ここでは、住居跡などの遺構から出土した動物遺体の同定結果を報告する。

２．試料と方法
試料は発掘調査現場および水洗選別で採取された６２包の動物遺体である。試料が採取された遺構は、

住居跡であるⅢH－１、ⅢH－２、ⅢH－３、ⅢH－９、ⅢH－１１、およびⅢP－２、ⅢP－１２である。

遺構の時期は、ⅢH－１、ⅢH－１１、ⅢP－２、ⅢP－１２が続縄文時代の下田ノ沢式期、ⅢH－２とⅢ

H－３が擦文文化期後期、ⅢH－９が時期不明である。

試料の観察を肉眼と実体顕微鏡下で行い、標本との比較により分類群と部位を同定した。

３．結果と考察
同定されたのは、ニシン科（Clupeidae）、サケ科（Salmonidae）、カレイ科（Pleuronectidae）、種不

明の硬骨魚綱（Osteichthyes）、ヒグマ（Ursus arctos）、シカ（Cervus nippon）、種不明の哺乳綱

（Mammalia）の７分類群である。なお、種不明の哺乳綱のうち２点はイヌ（Canis lupus familiaris）

の可能性がある。また、鳥綱（Aves）の可能性がある骨片も見られた。

続縄文時代下田ノ沢式期のⅢH－１では、壁際焼土からヒグマの軸椎、基節骨、中節骨が各１点、覆

土下からシカ基節骨１点など、大型哺乳綱の骨片が見られ、いずれの骨も焼けていた。ヒグマの軸椎

は、収縮による亀裂が見られ、骨に軟質部が付着した状態で高温にさらされたと推定される。同じ時

期のⅢH－１１の焼土では、硬骨魚綱の椎骨４点が見られ、いずれも焼けていた。同じ時期のⅢP－２で

は鳥綱の可能性がある四肢骨片１点が見られ、焼けていた。同じ時期のⅢP－１２では、カレイ科の第１

椎骨１点、腹椎１１点、尾椎１２点などの魚骨が見られ、他の遺構とは異なり、骨が焼けていなかった。

擦文文化期後期のⅢH－２では、カマド焼土でニシン科腹椎６点、サケ科歯１点、カレイ科腹椎１点

などの魚骨や哺乳綱が見られ、床面ではイヌの可能性がある基節骨１点を含む哺乳綱の骨片が見られ、

いずれも焼けていた。同じ時期のⅢH－３のカマドでは、ニシン科の腹椎と尾椎、カレイ科の腹椎と尾

椎など多くの魚骨と、イヌの可能性がある基節骨やヒグマの可能性がある骨片やシカの可能性がある

骨片各１点を含む哺乳綱の骨片が見られ、いずれも焼けていた。

時期不明のⅢH－９の焼土上面では、鳥綱の可能性がある四肢骨片１点が見られ、焼けていた。
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試料
番号

遺構／（発掘区） 層位
遺物番号／フローテーション番号

（温２―＃）
分類群 部位 左右 部分・状態 数量 備考

１a ⅢH―１ 壁焼土 骨２ ヒグマ 軸椎 ― 椎体 １焼、亀裂収縮
１b ⅢH―１ 壁焼土 骨２ ヒグマ 軸椎 ― 破片 １焼
２ ⅢH―１ 壁際焼土 ５ 哺乳綱（大型） 不明 不明 破片 ２焼
３ ⅢH―１ 壁際焼土 ８―１ ヒグマ 中節骨（前後不明） 不明 ほぼ完存 １焼
４a ⅢH―１ 壁際焼土 ８―２ ヒグマ 基節骨（前後不明） 不明 近位端 １焼
４b ⅢH―１ 壁際焼土 ８―２ ヒグマ？ 脛骨 右 遠位端、破片 １焼
４c ⅢH―１ 壁際焼土 ８―２ ヒグマ？ 四肢骨 不明 骨端破片 １焼
５ ⅢH―１ 壁際焼土 ９ ヒグマ？ 寛骨 左 寛骨臼、破片 ３焼
６ ⅢH―１ 石囲い炉焼土 （セパレーションNo．）１１ 哺乳綱（大型） 不明 不明 破片 １焼
７ ⅢH―１ 石囲い炉焼土 （セパレーションNo．）１８ 哺乳綱（大型） 不明 不明 破片 ２焼
８ ⅢH―２ 床面 ５ 哺乳綱（大型） 中手骨あるいは中足骨 不明 近位端 １焼
９ ⅢH―２ 床面 ６ イヌ？ 基節骨（前後不明） 不明 近位端 １焼
１０ⅢH―２ 床面 ７ 哺乳綱 椎骨 ― 尾椎？ １焼
１１ⅢH―２ 床面 ９ 哺乳綱 不明 不明 破片 １焼
１２ⅢH―２， HF―１ 上面 ３３ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２焼
１３ⅢH―２ カマド焼土 ７４ カレイ科 腹椎 ― 椎体 １焼
１４ⅢH―２ カマド１焼土 ７５ サケ科 歯 不明 遊離歯 １焼
１５ⅢH―２ カマド１焼土 ７６ 哺乳綱 不明 不明 破片 １焼
１６ⅢH―２ カマド１焼土 ７７―１ 哺乳綱 不明 不明 破片 ３焼
１７ⅢH―２ カマド１焼土 ７７―２ ニシン科 腹椎 ― 椎体 ６焼
１８ⅢH―３ カマド１ ２ イヌ？ 基節骨（前後不明） 不明 遠位端 １焼
１９ⅢH―３ カマド１覆土 ２１ 哺乳綱 不明 不明 破片 １焼
２０a ⅢH―３ カマド１覆土 ２２―１ ニシン科 腹椎 ― 椎体 ４焼
２０b ⅢH―３ カマド１覆土 ２２―１ ニシン科 尾椎 ― 椎体 ４焼
２０c ⅢH―３ カマド１覆土 ２２―１ カレイ科 腹椎 ― 椎体 １焼
２０d ⅢH―３ カマド１覆土 ２２―１ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ４焼
２１ⅢH―３ カマド１覆土 ２２―２ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２焼
２２ⅢH―３ カマド１覆土 ２３―１ 哺乳綱 不明 不明 破片 １焼
２３a ⅢH―３ カマド１覆土 ２３―２ ニシン科 腹椎 ― 椎体 １焼
２３b ⅢH―３ カマド１覆土 ２３―２ 硬骨魚綱 腹椎 ― 椎体 １焼
２３c ⅢH―３ カマド１覆土 ２３―２ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 １焼
２４a ⅢH―３ カマド１覆土 ２４―１ 哺乳綱 指骨 不明 遠位端 １焼
２４b ⅢH―３ カマド１覆土 ２４―１ 哺乳綱 不明 不明 破片 ４焼
２５a ⅢH―３ カマド１覆土 ２４―２ ニシン科 腹椎 ― 椎体 ４焼
２５b ⅢH―３ カマド１覆土 ２４―２ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ６焼
２６ⅢH―３ カマド１覆土 ２７―１ 哺乳綱 指骨 不明 遠位端 １焼
２７a ⅢH―３ カマド１覆土 ２７―２ ニシン科 尾椎 ― 椎体 １焼
２７b ⅢH―３ カマド１覆土 ２７―２ カレイ科 腹椎 ― 椎体 １焼
２７c ⅢH―３ カマド１覆土 ２７―２ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ４焼
２８ⅢH―３ カマド２カマド内３１―１ 哺乳綱 不明 不明 破片 １焼
２９ⅢH―３ カマド２カマド内３１―２ 哺乳綱（小型） 指骨 不明 完存 １焼
３０a ⅢH―３ カマド２カマド内３１―３ ニシン科 腹椎 ― 椎体 １９焼
３０b ⅢH―３ カマド２カマド内３１―３ カレイ科 腹椎 ― 椎体 １５焼
３０c ⅢH―３ カマド２カマド内３１―３ カレイ科 尾椎 ― 椎体 １５焼
３０d ⅢH―３ カマド２カマド内３１―３ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ２５焼
３１ⅢH―３ カマド２カマド内４７ カレイ科 腹椎 ― 椎体 １焼
３２a ⅢH―３ カマド２カマド内４８ ニシン科 腹椎 ― 椎体 ２焼
３２b ⅢH―３ カマド２カマド内４８ ニシン科 尾椎 ― 椎体 ２焼
３２c ⅢH―３ カマド２カマド内４８ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ４焼
３３ⅢH―３ カマド１粘土 ５５ 哺乳綱 指骨 不明 遠位端 １焼
３４ⅢH―３ カマド１粘土 ５６―１ 哺乳綱 頭蓋骨 不明 破片 １焼
３５ⅢH―３ カマド１粘土 ５６―２ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ３焼
３６ⅢH―３ カマド１ ６０ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２焼
３７ⅢH―３ カマド１焼土 ６８―１ 哺乳綱 頭蓋骨 不明 破片 １焼
３８a ⅢH―３ カマド１焼土 ６８―２ シカ？ 中手骨あるいは中足骨？ 不明 遠位端破片？ １焼
３８b ⅢH―３ カマド１焼土 ６８―２ 哺乳綱 不明 不明 破片 １焼
３９ⅢH―３ カマド１焼土下 ７１ 哺乳綱 不明 不明 破片 ２焼
４０ⅢH―３ カマド２ ７３ 哺乳綱 指骨？ 不明 破片 ２焼
４１ⅢH―３ カマド２粘土 ７９―１ 哺乳綱（小型） 指骨 不明 ほぼ完存 １焼
４２ⅢH―３ カマド２粘土 ７９―２ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ９焼
４３ⅢH―３ カマド２粘土 ７９―３ 硬骨魚綱 歯 不明 遊離歯 １焼
４４a ⅢH―３ カマド２粘土 ８１―１ 哺乳綱 肋骨 不明 破片 １焼
４４b ⅢH―３ カマド２粘土 ８１―１ 哺乳綱 指骨？ 不明 破片 １焼
４４c ⅢH―３ カマド２粘土 ８１―１ 哺乳綱 不明 不明 破片 ８焼
４５ⅢH―３ カマド２粘土 ８１―２ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ２焼
４６a ⅢH―３ カマド２粘土 ８２ ニシン科 腹椎 ― 椎体 ２焼
４６b ⅢH―３ カマド２粘土 ８２ カレイ科 腹椎 ― 椎体 ５焼
４６c ⅢH―３ カマド２粘土 ８２ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ４焼
４７ⅢH―３ カマド２粘土 ８３ 哺乳綱 不明 不明 破片 １焼
４８a ⅢH―３ カマド２焼土 ８５ ニシン科 尾椎 ― 椎体 １焼
４８b ⅢH―３ カマド２焼土 ８５ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ６焼
４９ⅢH―３ カマド２焼土 ８６―１ 哺乳綱 不明 不明 破片 ５焼
５０a ⅢH―３ カマド２焼土 ８６―２ ニシン科 腹椎 ― 椎体 ７焼
５０b ⅢH―３ カマド２焼土 ８６―２ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ７焼
５１ⅢH―３ カマド２焼土 ８６―３ 硬骨魚綱 歯 不明 遊離歯 １焼
５２ⅢH―３ カマド２焼土 ８７―１ 哺乳綱 不明 不明 破片 １０焼
５３a ⅢH―３ カマド２焼土 ８７―２ ニシン科 腹椎 ― 椎体 ２焼
５３b ⅢH―３ カマド２焼土 ８７―２ ニシン科 尾椎 ― 椎体 ３焼
５３c ⅢH―３ カマド２焼土 ８７―２ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ４焼
５４ⅢH―３ カマド２焼土 ８８―１ ヒグマ？ 中手骨あるいは中足骨 不明 遠位端 １焼
５５ⅢH―３ カマド２焼土 ８８―２ ニシン科 腹椎 ― 椎体 １焼
５６ⅢH―３ カマド２焼土 ８９ 哺乳綱 不明 不明 破片 １焼
５７ⅢH―９ 焼土上面 ４４ 鳥綱？ 四肢骨 不明 破片 １焼
５８ⅢH―１１ 焼土 （セパレーションNo．）１ 硬骨魚綱 椎骨 ― 椎体 ４焼
５９ⅢP―２ F―１ 焼土 ２ 鳥綱？ 四肢骨 不明 骨幹破片 １焼
６０a ⅢH―１（旧ⅢP―５）覆土下 ― シカ 基節骨（前後不明） 不明 近位端 １焼
６０b ⅢH―１（旧ⅢP―５）覆土下 ― 哺乳綱 不明 不明 破片 １焼
６１a ⅢH―２ 床面 ４ 哺乳綱 指骨 不明 遠位端 １焼
６１b ⅢH―２ 床面 ４ 哺乳綱 不明 不明 破片 ６焼
６２a ⅢP―１２ 覆土上 ― カレイ科 第１椎骨 ― ほぼ完存 １
６２b ⅢP―１２ 覆土上 ― カレイ科 腹椎 ― 椎体 １１
６２c ⅢP―１２ 覆土上 ― カレイ科 尾椎 ― 椎体 １２
６２d ⅢP―１２ 覆土上 ― 硬骨魚綱 腹椎 ― 椎体 ４
６２e ⅢP―１２ 覆土上 ― 硬骨魚綱 尾椎 ― 椎体 １０
６２f ⅢP―１２ 覆土上 ― 硬骨魚綱 尾部棒状骨 ― ほぼ完存 １

表Ⅴ－５－１ 根室市温根沼２遺跡動物遺体同定一覧
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図版Ⅴ－５－１ 温根沼２遺跡出土動物遺体
１．ニシン科腹椎・尾椎（２０） ２．サケ科歯（１４） ３．カレイ科第１椎骨（６２） ４．ヒグマ軸椎（１）
５．ヒグマ基節骨（４） ６．ヒグマ中節骨（３） ７．イヌ？基節骨（９） ８．シカ基節骨（６０）
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分析番号
グリット
遺構名

遺物番号 日付 層位 分類等 石材 重量（g） 備考

ON２―１ f１７ ８ ２０１７年７月２６日 Ⅱ 石核 頁岩 １２

ON２―２ j９ ７ ２０１７年５月３０日 Ⅲ フレイク 頁岩 ６

ON２―３ f７ ３８ ２０１７年７月３日 Ⅴ 原石片 頁岩 ３４６

ON２―４ VP―８ ２３ ２０１７年７月６日 覆土上 フレイク 珪化岩 ８１
縄文時代早期後半。
下川町産の珪化岩に似る。

表Ⅴ－６－１ 分析試料一覧

参考として、下川町の上名寄８遺跡の珪化岩２点についても分析した。

分析番号 岩石名 色 調 肉眼的特徴

ON２―１ 珪質頁岩 帯褐灰色
細粒ち密で、貝殻状断口を示す。塊状無層理で大部分は透明感に乏し
い。厚さ１mm強の透明感ある薄層部あり。

ON２―２ 珪質頁岩 灰色
珪化がやや強く、若干の透明感あり。原岩の泥岩の堆積構造が縞状構
造として残存。

ON２―３
珪質頁岩
（～珪化岩）

黒色
細粒ち密で、貝殻状断口を示す。塊状無層理で透明感に乏しい部分か
ら、黒曜石様に透明感に富む部分までがある。

ON２―４ 珪化岩 赤色
酸化鉄を微量含む強珪化岩、原岩はあるが不明。透明感強い。
割れ目に白色微細の石英が成長する。

A 珪化岩 橙色 透明感のある強珪化岩。原岩は火砕岩の可能性があるが、詳細不明。

B 珪化岩 白色／黒色／赤褐色
透明感のある強珪化岩。晶洞に微細な石英がコロフォーム状に成長。
原岩は火砕岩の可能性があるが、詳細不明。

表Ⅴ－６－２ 肉眼鑑定結果

注：A、Bは比較資料（上名寄８遺跡）。

６ 温根沼２遺跡出土石製品の岩石学的分析

アースサイエンス株式会社 加藤孝幸・飯田友章

１．分析試料
分析した試料は表Ⅴ－６－１のとおりである。

２．肉眼鑑定
肉眼鑑定はルーペ（１０×，２０×）と実体顕微鏡（２０×～５０×）を併用して行った。結果は表Ⅴ－６

－２の通りである。
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スペクトル名 蛍光Ⅹ線
エネルギー
（KeV）

スペクトル
強度比K線 L線

K α K β L α L β

Na−P １．０４―２．０１
K α/K β比≒５～７

S−Ba S−Ba ２．３１―３６．３８

La−U La−U ４．６５―１７．２２ L α/L β比≒１

表Ⅴ－６－３ 各元素の測定条件（例）

※特性X線、コンプトン散乱線（Rh）：Rh K α COMP，Rh K β COMP

３．蛍光X線分析
３．１ 蛍光X線分析の方法

蛍光X線分析はエネルギー分散法蛍光X線分析装置を使用し、非破壊で行った。

蛍光X線分析のうちファンダメンタルパラメータ法（FP法）による分析は、試料をそのまま非破

壊で、また粉末状態で、あるいは微量でも分析できるため、簡便な分析方法である。

以下は JEOL製 JSX－３１００RⅡ（XRF）分析装置を使用した場合である。各元素の一般的な測定

条件を表３に例として示す。蛍光X線のエネルギーは個々の試料の条件によって、ほぼ表に示した範

囲で変動する。X線管球は、エンドウィンドウ型のRh管球を用いている。測定環境は大気および真

空状態で測定している。なお、試料室（大気および真空状態）とX線強度の関係は、軽元素（Na

～Ca）のX線は大気により吸収され減衰する。よってFP法の場合は真空状態で測定を行ない、測定

時間は一試料につき約６０秒である。

定量分析は付属のソフトを用いファンダメンタルパラメータ法（FP法）によって行う。

なお、この装置では、Na−Uの元素が定量可能であり、C，N，Oといった軽元素は検出できない。

試料の測定で用いるFP法は、標準試料を用いた検量線法とは異なり、分析線の強度が試料の組成

と基礎的定数（ファンダメンタルパラメータ）の関数として記述できるという考え方を基礎とした

理論計算法である。この方法は、出所不明の未知試料の分析や、上述のように試料の形状や量に関

わらず前処理なしで定量できるメリットがある。

分析を行なった試料は非破壊でそのまま試料室に設置し、真空状態で測定を行なった。

３．２ 蛍光X線分析の結果

３．２．１ 蛍光X線分析を行った試料の写真と分析ポイントを図版Ⅴ－６－１に示す。また、分析結果

を表Ⅴ－６－４に示す。

４．考察
４．１ 試料の分析結果

（１）珪質頁岩と珪化岩

分析値を各酸化物－SiO２図にプロットした（図版Ⅴ－６－１）。

これらの図（ハーカー図）は、本来SiO２がより低い火成岩類について使用する図である。SiO２

が増えれば他の元素（酸化物表示）は当然減るので、この図では各酸化物はSiO２が増加するのに

反比例して減少する。

温根沼２遺跡出土の４試料（ON－１～４）は珪質頁岩ないし珪化岩で、原岩は少なくともON

－１～３については泥岩であると考えられる。ON－４については珪化が進みすぎており、不明

である。
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図版Ⅴ－６－１（１） 試料の写真と分析ポイント
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図版Ⅴ－６－１（２） 試料の写真と分析ポイント（続）
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ON２－１およびON２－２は「珪質頁岩」と認識されるが、ON２－３は珪質頁岩的部分（不

透明）と珪化岩的部分（透明）が共存する。ON２－４は赤色珪化岩で、原岩不明である。

化学分析の結果，１００％ノーマライズ（重量％）データのとき、目視で透明感が強くなり、か

つ原岩も不明になる珪質頁岩－珪化岩境界はSiO２＝９４％前後となった。

比較試料の上名寄８遺跡の珪化岩２試料はA－２ポイントが９４％を割るものの、他（A－１，

B－１，B－３）は９４％を越える（図版Ⅴ－６－１）。

（２）下川町、上名寄８遺跡との比較
比較試料の上名寄８遺跡は珪化岩（A,B）であり、温根沼２遺跡で上名寄試料との類似性を検討でき

るのはON２－４である。

酸化物－SiO２図（図版Ⅴ－６－１）でみると、両者は全体としてSiO２９４～９５％前後で類似している。

ところが、ON２－４は上名寄８遺跡試料に比べて、TiO２とFe２O３に富むことが明瞭である（図版Ⅴ－６

－１，図版Ⅴ－６－２）。

したがって、温根沼２遺跡の珪化岩試料は、上名寄８遺跡のそれとは化学組成が異なる。

（３）下川町、サンル４線遺跡との比較
北海道埋蔵文化財センター（２００９）によると、サンル４線遺跡では珪化岩７試料が波長分散法蛍光

X線で全岩分析されている。これらはSiO２＝９５．４～９８．６重量％（１００％ノーマライズ）である。

TiO２は検出されておらず、Fe２O３は０．６９％以下で、検出されないものもあり、変化に富む。

したがって、ON２－４とはTiO２が検出されないという点が異なる。

また、珪質頁岩２試料があり、全岩化学分析を行っていないが、波長分散法EPMAによる鉱物の分

析が６点行われている。これが全岩化学分析値に近似できるとすると、SiO２９２～９７％の範囲にある。こ

れらサンル４線遺跡の珪質頁岩～珪化岩はON１～ON３に比べて、全体としてSiO２やFe２O３に富むなど

の違いがある（図Ⅴ－６－３）。

ただし、サンル４線遺跡の分析値は、波長分散法蛍光X線やEDS（エネルギー分散法EPMA）で分

析しているため、今回行ったエネルギー分散法蛍光X線とは分析値が系統的にずれている可能性がある。

とくに、SiO２は多量に含まれているため、例えば４％の誤差があるだけで、サンル４遺跡と温根沼２遺

跡の分析値が一部一致する可能性が出てくる。それでも両者のFe２OやTiO２量の違いは残る。

（４）渡島半島との比較
渡島半島の珪質頁岩は温根沼２遺跡にとって、非常に遠融地である。渡島半島の珪質頁岩の分析は

破壊分析でかつ、主成分は ICP発光分光分析で行われた。珪質頁岩のみ分析しており、珪化岩は分析し

ていないこともあり。SiO２が主として９０％以下である（森町教育委員会２００６）。一部の高SiO２の試料も

温根沼２遺跡のデータに比べて高K２O，高MgO，高Fe２O３であるなど組成が温根沼とは異なる。

（５）温根沼２遺跡試料の産地
上述のように温根沼２遺跡の試料はみかけが一部上名寄８遺跡のものと類似しているが、化学組成

からみると異なる可能性が高い。

一般に縄文時代の遺跡に出土する珪質頁岩～珪化岩は、堆積岩とくに泥岩が、火成岩の貫入を受け

た接触変質帯に形成される（藤田ほか２００５・森町教育委員会 編２００６など）。珪化岩は原岩が堆積岩
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である他に、しばしば凝灰岩などの火砕岩であることが多い。これらの石材は生活必需品であるため、

比較的近傍にあればそれを利用するであろう（加藤２０１７）。

温根湯の周辺には白亜紀～古第三紀始新世始めにかけての地層である根室層群が分布する（君波１９９０）。

温根湯の東岸や根室市西方の海岸などには、浜中層（君波１９７８：三谷ほか１９５８の根室累層）が分布

する。

この地層は凝灰質な砂岩泥岩などからなるが、ドレライトのシート状岩体の貫入により硬化変質を

受けている（三谷ほか１９５８）。

したがって、温根沼２遺跡ではその近傍から珪質頁岩や珪化岩を調達できた可能性が高い。

今後、この見地から、遺跡の周辺における珪質頁岩や珪化岩の分布を調査・サンプリングし、今回

分析した試料との比較検討を行うことが望ましい。

なお、上述したように下川町サンル４線遺跡の分析値はエネルギー分散法ではなく、精度の異なる

波長分散法蛍光X線分析を採用している。また、渡島半島の珪質頁岩の分析は、破壊分析でかつ、ICP

分析を行っている。しかし、非破壊で行うことが多い考古資料の分析には、今回のようなエネルギー

分散法蛍光X線を使用せざるを得ない。この方法による珪質頁岩の産地試料の分析は皆無に近いので、

今後各産地の分析値を大規模に増やす必要がある。
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７ 温根沼２遺跡出土鉄製品の金属考古学的調査結果

岩手県文化振興事業団

１ はじめに
北海道根室市温根沼２遺跡は、一般国道４４号根室市温根沼改良工事に伴い、平成２９年度に緊急発掘

された遺跡である。発掘調査の結果、トビニタイ式期の竪穴住居跡から不明鉄器が検出された。資料

保全を図るため、保存科学的処理が施こされた。その過程で採取できた�片を用い、素材となった地
金の組成を明らかにし、当該資料の来歴を明らかにするうえでの基礎情報を得ることを目的として、

金属考古学的調査が実施された。

公益財団法人北海道埋蔵文化財センターでは平成２１年から平成２３年に、根室市トーサムポロ湖周辺

竪穴群の緊急発掘調査を、平成２７年から平成２８年には別当賀一番沢川遺跡の緊急発掘調査を行い、オ

ホーツク文化期およびアイヌ文化期の遺構から数十点にのぼる鉄器を検出した１）。岩手県立博物館にお

いてその多くの金属考古学的調査が実施され、地金の組成に基づく分類が行われた。そこで、今回実

施した温根沼２遺跡出土鉄製品の調査結果を、トーサムポロ湖周辺竪穴群および別当賀一番沢川遺跡

のアイヌ文化期の遺物包含層から出土した鉄製品の調査結果（赤沼２０１５）（赤沼２０１９）と比較し、素

材となった地金の来歴について検討した。以下に調査結果を報告する。

２ 調査資料
２－１ 調査資料の概要

調査資料は図Ⅴ－７－１a１に示す不明鉄器である。�化が進行し、著しく変形しているため、器種の
特定は困難であった。図Ⅴ－７－１b１のX線透過写真が示すように、�化が進んだ複数の鉄器が固着し
た可能性がある。当該資料の出土状況および形態学的特徴については、公益財団法人北海道埋蔵文化

財センター・広田良成氏により別途記載されている。

２－２ 調査試料の採取

調査には保存科学的処理の過程で採取された微小�片を用いた。採取した試料を２分し、大きい方
の�片を組織観察に、小さい方の�片を化学分析に供した。

３ 調査方法
組織観察用試料についてはエポキシ樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモンドペーストを使って

研磨した。研磨面を金属顕微鏡で観察し、�化前の組織を推定するうえで重要と判断された領域およ
び�中に見出された鉱物相を、エレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー（EPMA : JEOL JXA―

８２３０）で分析した。

採取した資料が脆弱なため化学分析用試料については表面に付着する土砂、�をピンセットで丹念
に除去し、エチルアルコール、アセトンで超音波洗浄した。試料を１３０℃で２時間以上乾かしメノー乳

鉢で粉砕、テフロン分解容器に秤量した後、塩酸、硝酸、およびフッ化水素酸を使って溶解した。溶

液を蒸留水で定溶とし、全鉄（T.Fe）、銅（Cu）、ニッケル（Ni）、コバルト（Co）、マンガン（Mn）、

リン（P）、イオウ（S）、チタン（Ti）、砒素（As）、ケイ素（Si）、カルシウム（Ca）、アルミニウム

（Al）、マグネシウム（Mg）、ジルコニウム（Zr）、クロム（Cr）、バナジウム（V）、およびタングステ

ン（W）の１７元素を、高周波誘導結合プラズマ発光分光分析法（ICP−AES法）で分析した。
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４ 調査結果
４－１ 組織観察結果

図Ⅴ－７－１a１に示す部位から摘出した試料のマクロ組織（図Ⅴ－７－１c１）はその全域が�化した
組織によって構成され、いたるところに空隙や亀裂がみられた。マクロ組織領域Reg．１内部のEPMA

反射電子組成像（BEI）には、微細な欠落孔と推定される空隙（Cm）によって構成される組織が観察

された（図Ⅴ－７－１d１・２）。これまでに行われた出土鉄器の金属考古学的調査結果をふまえると（佐々

木・村田１９８４）、空隙は�化前の鋼のセメンタイト（Fe３C）が欠落して生じた組織の可能性が高い。

空隙をセメンタイトの欠落孔とみなすとその分布状況から、マクロ組織領域Reg．１内部は炭素量０．１mass

％以下の鋼と推定される（東北大学金属材料研究所編１９５３）（佐藤知雄編１９６８）。既述のとおり、微

小試料における局所的領域での観察結果であり、当該組織が調査対象とした鉄器全体に及んでいたか

どうかは不明である。なお、摘出した試料に非金属介在物を見出すことは出来なかった。

４－２ 摘出した試料の化学組成

表Ⅴ－７－１に摘出した試料の化学成分分析結果を示す。T. Feは５７．１５mass％で、�化が進んだ試
料が分析されたことがわかる。組織観察結果とよく整合する結果である。摘出した試料には、０．０１０mass

％のCu、０．００９mass％のNi、０．０２０mass％のCoが含有されていて、他に０．６５mass％のP、０．０７mass

％のSが検出された。

５ 考察
５－１ 鉄器地金の組成

鉄器の素材となる鉄は炭素量によって銑鉄と鋼に分類される。現代の金属工学の分類基準に従えば、

炭素量２mass％未満の鉄を鋼、炭素量２mass％以上の鉄を銑鉄という（日本鉄鋼協会編 １９８１）。生産

方法、生産設備、生産道具などが異なる現代において製造された鉄の分類基準を、直ちに前近代の鉄

に当てはめることは危険である。本稿が対象とする中世においては、当時の設備および道具で溶融可

能であった鉄を銑鉄、溶融不能で加熱・鍛打して加工・整形された鉄を鋼として扱ったと考えられる。

調査試料の組織観察結果に基づけば、当該試料は炭素量０．１mass％以下の亜共析鋼を素材としていた

可能性が高く、焼き入れや焼き戻しといった熱処理が施されたことを示す組織は見出されなかった。

化学成分分析によって０．６５mass％のP、０．０７mass％のSが検出されているが、�化が進んだ試料からの
分析結果であることをふまえると、埋蔵環境からの富化の可能性もあり、ただちに鋼の製造に使用さ

れた原料鉱石に相当量のPやSが含有されていたことを指摘することは難しい。

５－２ Ni・Co・Cu三成分比に基づく調査資料の分類

鋼製鉄器の素材として使用された鋼は、製錬をはじめとする複数の操作を経て製造される。出発物

質として同一の製鉄原料が使用されたとしても、製造方法や製造条件によって最終的に得られる鋼の

組成にばらつきが生じる。従って、金属考古学的調査結果、とりわけ摘出した試料の化学組成や非金

属介在物組成を単純に比較するという解析方法では、実態を反映した資料分類は難しい。

表Ⅴ－７－１のうちNi、Co、Cuの三化学成分は鉄よりも�にくい金属のため、一度鉄中に取り込ま
れた後はそのほとんどが鉄中にとどまると推定される２）。従って、合金添加処理が施されていなかった

とすると、その組成比は鋼製造法の如何に係わらず製鉄原料の組成比に近似すると考えられる２）。

図Ⅴ－７－２は表Ⅴ－７－１から摘出した試料に含有されるNi、Co、およびCuの三成分比、すなわ
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No.
化学組成（mass％）

T. Fe Cu Ni Co Mn P S Ti As Si Ca Al Mg Zr Cr V W

１ ５７．１５ ０．０１０ ０．００９ ０．０２０ ＜０．００１ ０．６５ ０．０７ ０．０２０ ＜０．０１ ０．６６ ０．００８ ０．０５４ ０．００５ ＜０．００１＜０．００１＜０．００１＜０．００１

No. ミクロ組織 非金属介在物
組成

Cu・Ni・Co三成分比

Co＊（Co/Ni） Cu＊（Cu/Ni） Ni＊＊（Ni/Co） Cu＊＊（Cu/Co）

１ Cm（．０．１以下） no ２．２２ １．００ ０．４５ ０．５

表Ⅴ－７－１ 出土鉄器の分析結果

＊分析は ICP−AES法による。Cmはセメンタイトの欠落孔と推定される組織。括弧内の数値はミクロ組織から推定される炭素量。

ち（msas%Co）／（mass%Ni）（Co＊）と（mass%Cu）／（mass%Ni）（Cu＊）および（mass%Ni）／（mass%Co）（Ni＊＊）

と（mass%Cu）／（mass%Co）（Cu＊＊）｝を求めプロットした図である。なお、図にはトーサムポロ湖周辺

のアイヌ文化期に比定される遺構から出土した鉄器（Sa１、Sa２）の調査結果を示した。図では、非金属

介在物中に鉄チタン酸化物が見出された鉄器を黒丸（●）、鉄チタン酸化物が見出されなかった鉄器を

白丸（○）、非金属介在物が見出されなかった鉄器を白三角（△）で示した。

図Ⅴ－７－２から明らかなように、調査したNo．１不明鉄器は図Ⅴ－７－２a１・２ではRf３およびRf５の

近傍に分布する。これまでに筆者らが実施した鉄器、鉄塊の調査結果（小野、赤沼、目時、小杉山

２０１３）に基づけば、当該領域に分布する鉄器は来歴不明で、現段階でその供給候補地を指摘すること

は難しい。根室市周辺の遺跡から当該領域に分布する複数の鉄器が見出されていることをふまえると、

トビニタイ式期における東北海道への重要な供給地域の一つであった可能性がある。その供給地域に

ついては今後調査結果を重ね、解明を図る必要がある。
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注）

１）公益財団法人北海道埋蔵文化財センター・広田良成氏からの御教授による。

２）早稲田大学理工学術院基礎理工学部・伊藤公久教授からの御教授による。
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公益財団法人北海道埋蔵文化財センター
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根室市 温根沼２遺跡

３８６



図Ⅴ－７－１ №１の組織観察結果
a１：調査資料の外観。矢印は試料摘出位置。b１：調査資料のX線透過写真。c１：摘出し
た試料のマクロ組織。d１・２：c１領域（Reg．１）内部のEPMAによる反射電子組成像（BEI）。
Cm＝セメンタイト（Fe３C）の欠落孔と推定される。
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図Ⅴ－７－２ 調査資料に含有されるCu・Ni・Coの三成分比
Co＊＝（mass%Co）／（mass%Ni）、Cu＊＝（mass%Cu）／（mass%Ni）、Ni＊＊＝（mass%Ni）／（mass
%Co）、Cu＊＊＝（mass%Cu）／（mass%Co）、黒丸（●）は非金属介在物中に鉄チタン酸化
物が見出された試料、白丸（○）は非金属介在物中に鉄チタン酸化物が見出されなかっ
た試料、白三角（△）は非金属介在物が見出されなかった試料。
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Ⅵ章 総括

１．遺物の出土傾向について

遺構は竪穴住居跡１９軒、土坑４５基、集石１２か所、焼土１８か所、フレイク集中１か所等が検出された。

主な時期はⅤ層を主体とする縄文時代早期後半（東釧路Ⅱ式）、Ⅲ層を主体とする縄文時代中期後半か

ら後期前葉（北筒式）、続縄文時代（下田ノ沢式）、トビニタイ式期を含む擦文文化期後期である。遺

構分布は各時期でまとまっており、遺物分布の濃淡も遺構分布にほぼ対応する（図Ⅲ－１１～２０）。

遺物は総数５５，４１２点（遺構３０，４５０点、包含層２４，９６２点）が出土した（試掘資料２０２点は除く）。内訳

は土器１２，９５１点（遺構７，８４７点、包含層５，１０４点）、石器等１０，９２２点（遺構７，２５５点、包含層３，６６７点）、

礫・原石類３１，４８５点（遺構１５，３１８点、包含層１６，１６７点）、このほかに焼成粘土塊２０点、陶磁器・ガラス

瓶２３点、鉄製品等１１点が出土している。

Ⅴ・Ⅵ層からは縄文時代早期後半の遺物が出土した。遺構は竪穴住居跡３軒、土坑１９基、集石１基、

焼土３か所、土器集中１か所が検出された。遺物は遺構から４，１５９点（土器等３，４８４点 石器等２８４点

礫・原石類３９１点）、包含層から３，８８３点（土器等１，２７３点 石器等７２０点 礫・原石類１，８８９点、焼成

粘土塊１点）、計８，０４２点が出土した。包含層よりも遺構からの出土量が多い。

土器をみると遺構から３，４８４点、包含層（Ⅴ・Ⅵ層）から１，２７３点、計４，７５７点が出土した。分類別で

は、遺構出土３，４８４点中３，４７６点（９８．９％）、包含層（Ⅴ・Ⅵ層）出土１，２７３点中１，１９９点（９４．２％）がⅠ

群ｂ類であった。したがってⅤ層・Ⅵ層の遺構・包含層で出土した石器等に関しても、Ⅰ群ｂ類の東

釧路式系の土器にともなう可能性が高いと考えられる。

縄文時代早期後半においては包含層出土遺物より遺構出土遺物が多いが、遺構出土の遺物について、

まとまった量が出土しているもの、かつ出土遺物の種類が偏るものは、遺物廃棄または土と一緒に遺

構内へ入れられた遺物の可能性も考えられる。仮にそうであるならば、それは摩周テフラ（Ⅳ層）降

灰以前の時期であり、遺構のくぼみに遺物を入れたのは縄文時代早期後半の人々である。ⅤＨ－１・

２、ⅤＰ－２、ⅤＰ－８・１０・１４の出土遺物の内容に、そうした行為の可能性が窺われる。

たとえばⅤＨ－２では住居全体の約２分の１の調査（半分が調査範囲外）であるにもかかわらず、

２０点の彫器が出土した（覆土１３点、床面直上４点、床面３点）。ほか石刃・削片７点等が出土しており、

住居を埋め戻す際に彫器等を選択して入れた可能性が考えられる。ⅤＰ－８では礫等も含めて１，５０７点

の遺物が出土したが、うち１，４９７点（９９．３％）が覆土上層からの出土であった。その内訳はⅠ群ｂ類

（東釧路Ⅱ式）の土器片が１，４０７点、フレイク・チップ類４２点、たたき石１０点、石核５点、砥石２点

（うち１点は有溝）、石鏃、石錐、スクレイパー、彫器、Ｕ・Ｒフレイク、削片が各１点、ほかに被熱

礫６点、礫１８点である。土器は比較的大きな破片が主体のもの（掲載図Ⅳ－１７・１８ ⅤＰ－８出土分

は接合２点＋未接合残１９点の計２１点、３２９ｇ）と細かい破片が主体のもの（未掲載）の２個体が最小個

体数として数えられる。未掲載の同一個体は１，３８７点（覆土上層１，３８６点・覆土下層１点）を数え、重

さは８１８ｇである。１点平均０．５９ｇの微細片で接合できなかったが、意図的に細かく粉砕したものを他

の遺物と一緒に覆土の上部へ入れた可能性も考えられる。

Ⅰ～Ⅲ層からは縄文時代前期以降の遺物が出土した。型式的には縄文時代の温根沼式と北筒式、続

縄文時代の下田ノ沢式と後北Ｃ２－Ｄ式、トビニタイ式、擦文土器（後半期）等があり、遺構は竪穴住

居跡１６軒、土坑２６基、集石１１か所、焼土１５か所、土器集中１か所、フレイク集中１か所を検出してい
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る。時期を特定できない遺構もあるが、特定できたものでは下田ノ沢式土器を伴った遺構が多く竪穴

住居跡６軒と土坑１３基（Ⅲ層の土坑の半数）を確認した。遺物は遺構から２４，８６６点（土器等４，３５８点

石器等６，６９７点 礫・原石類１３，７９９点、焼成粘土塊等１１点、金属器１点）、包含層から２１，０７９点（土

器等３，８３１点、石器等２，９４７点、礫・原石類１４，２７８点、焼成粘土塊８点、近現代遺物１５点）、計４５，９４５点

が出土した。

土器は遺構から４，３５８点、包含層（Ⅰ～Ⅲ層ほか）から３，８３１点、計８，１８９点が出土した。土器型式の

内訳では遺構出土・包含層出土ともに下田ノ沢式がもっとも多い。遺構では４，３５８点（１００％）中２，７５５

点（６３．１％ Ⅲ層遺構Ⅵｂ２，５０９点中２３点は後北Ａ式）、包含層では３，８３１点（１００％）中２，０５８点（５３．７％）

が下田ノ沢式である。下田ノ沢式に次いで北筒式が多い。遺構４，３５８点（１００％）中６９６点（１６．０％）で

下田ノ沢式との比は３：１。包含層では３，８３１点（１００％）中１，３１５点（３４．３％）を数え、下田ノ沢式と

の比は２．９：１である。ほか後北Ｃ２－Ｄ式は遺構から９５点（２．２％）、包含層から９４点（２．５％）が出土

している。この３者を併せると遺構では８１．３％、包含層では９０．５％であり、これらでⅢ層以上から出

土した土器の８～９割弱を占めている。この他にⅠ～Ⅲ層からまとまった点数が出土した土器はトビ

ニタイ式と後半期の擦文土器である。これらを統合して考えると、Ⅰ～Ⅲ層で出土した石器について

は続縄文時代の下田ノ沢式期と縄文時代の北筒式期の所産が大半と考えられる。剥片石器に関しては、

ほとんどがこれらの時期に帰属すると考えて大過ないであろう。

また、Ⅰ～Ⅲ層においても包含層出土遺物より遺構出土遺物のほうが多い。遺構と包含層との遺物

分布面積の差を加味すると実際の出土遺物の密度差は出土点数の単純比較より大きくなる。遺構出土

の遺物については、まとまった量が出土したもの、かつ出土遺物の種類が偏るものについては、縄文

時代早期後半同様、人為的な遺物廃棄の可能性も考えられる。下田ノ沢式期の遺構でみると、ⅢＨ－

６・１０・１２・１６、ⅢＰ－１・６・７・１２・１６・２４の出土遺物の内容に、そうした行為性が窺われる。

ⅢＨ－１２では覆土から床面にかけて複数個体の下田ノ沢Ⅱ式土器が出土した。石器は覆土から床面

直上にかけて黒曜石製のフレイク集中（ＨＦＣ－１～４）が４か所で確認されている。これらのフレ

イク集中の分布は竪穴住居の北側に偏るもので、ＨＦＣ－２は細かい炭のまとまりとも重なっている。

また、全体的に黒曜石製の石槍またはナイフ、スクレイパーといった剥片石器の多さが目につく。石

槍またはナイフは全体で１４点（うち１０点は破片）が出土し、ＨＦＣ－２では６点（すべて破片）が出

土した。スクレイパーは全体で４１点（覆土３７点・床面直上３点・床面１点）が出土している。これら

についても上述のⅤＨ－２と同様に竪穴住居を埋め戻す際に人為的に入れた可能性が考えられる。

ⅢＨ－６では炉の真上で倒立状態の土器が間層をはさんで出土した。炉の上であることを意識した

配置であろう。この土器は無文で胴部下半と底部を欠く。また、炉のすぐ横からは小型土器も出土し

た。小型土器はⅢＨ－１やⅢＨ－１０の床面や覆土下部、さらにⅢＰ－１６の坑口部でも出土している。

下田ノ沢式期と考えられる土坑には、覆土内に被熱礫や炭化材を伴うものが６基ある（ⅢＰ－１・

６・７・１２・１６・２４）。これらの土坑には石器をともなうものもあり、石鏃（ⅢＰ－１６・２４）、石槍ま

たはナイフ（ⅢＰ－２４）、スクレイパー（ⅢＰ－１２・２４）、楔形石器（ⅢＰ－２４）、石核（ⅢＰ－７・１２・

１６）、たたき石（ⅢＰ－６・１２・１６）、砥石（ⅢＰ－１２・２４）など器種が共通するものもある。

これらのうちⅢＰ－１２は径が４ｍ弱、深さ８０㎝以上の大型土坑であるが、覆土の下層と上層におい

て出土遺物に顕著な違いがあった。覆土下層から礫１９７点、被熱礫２２２点、たたき石７点等、礫と礫石

器が主体的に出土し、炭も検出した。上層からはこまかい土器片が２１６点（うち下田ノ沢Ⅰ式２１１点）、

尖頭器を除いた各種の剥片石器、フレイク・チップ類、たたき石８点、砥石３点が出土。他に焼けて

いない魚骨（カレイ科）のまとまりも回収された。出土遺物の上下差については凍上現象の可能性も
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考えられるが、土坑の性格として、物を入れることを主目的として掘った可能性もある。

２．下田ノ沢式期の遺構と遺物について

温根沼２遺跡では続縄文時代下田ノ沢式期の遺構遺物がまとまって検出された。ここでは当該期の

検出遺構、出土した土器と石器について、その特徴等を述べる。

・住居跡・土坑（図Ⅵ－１）

下田ノ沢式期の遺構（竪穴）は竪穴住居跡６軒、土坑１３基が確認された。下田ノ沢Ⅰ式期の遺構（Ⅲ

Ｈ－１６、ⅢＰ－１・６～８・１１・１２）は主に斜面上部、下田ノ沢Ⅱ式期の遺構（ⅢＨ－１・６・１１・

１２、ⅢＰ－１６）は台地上平坦部に分布する。遺構の形状や特徴は竪穴住居跡と土坑とで共通点が多い。

平面形は不整な円形ないし楕円形で、壁の一部が不規則に外へ張り出すなどいびつなものが大半で

ある。当該期の住居跡には細長い張り出し部が伴うものと伴わないものがあることは知られているが、

当遺跡で張り出しのあるものはⅢＨ－１のみである。住居の壁については、ⅢＨ－１２の東側半分の壁

が掘り上げ土状であった。人為的な堆積土を掘り込んだと考えられる。住居の床や土坑の坑底につい

ては、段差構造のあるものがある（ⅢＨ－６・１１・１６、ⅢＰ－１２・１６）。その場合、南側あるいは南西

が一段低くなる傾向がある。ⅢＨ－６で検出された柱穴は、ほとんど南西側の一段下がった範囲の床

面にまとまり、北東側の一段高い側ではほとんど確認されなかった。ⅢＨ－１１にも同様の傾向が窺わ

れる。しかしながら、下田ノ沢式期の他の遺跡で発掘された住居跡では、こうした段差は確認されて

いない。住居の炉は石囲いのあるものとないものがある。石囲いがあるもの（ⅢＨ－１・１２）は、い

ずれとも南北方向に細長い構造であった。細長い炉は下田ノ沢式期の他遺跡の住居跡でも検出されて

いる。

・土器（図Ⅵ－２・３）

当遺跡で出土した下田ノ沢式土器は諸特徴から大きく３つの群に分けられる。

第１群は下田ノ沢Ⅰ式の後半段階と考えられるもの（図Ⅵ－２－１～８）。ⅢＨ－１４から出土した１

とⅢＰ－１２より出土した２は口縁部を下田ノ沢Ⅰ式の指標である浅い突き瘤文が巡る。２は小さく山

形に突き出た口縁で、頂部に垂直方向の刺突が加えられている。隆起線が垂下し、隆起線上に径の小

さい刺突が充填されている。この諸特徴との共通性から３・５～８も同じ段階と考えられる。特徴を

整理すると、胴部下半が直線的に開く土器で、上半はかすかに膨らんだのち口縁に向けてわずかに内

傾する器形（３）と、そのまま垂直に立ち上がる器形（１・２・５・６）とがある。口縁が小さな山

形を呈するもの（２・３・５・６）があり、その頂部に垂直方向の刺突を加えるものがある（２・３・

６）。器形復元されたものでは、やや大きい突起と小さい突起が２種２対のものもある（５）。山形口

縁の下が瘤状に肥厚して外側へ突き出したものがある（３・５）。突起部以外の口縁はやや丸みを帯び

た角形が多い。復元された土器では口縁の上面観は円形（５）である。口縁部を撚りの細い縄線が複

数横環するものがある（３・４・８）。また、隆起線が山形の口縁から垂下するもの（２・３・５・６）、

口縁を横環するもの（３・５・６）、環状を呈するもの（７）、四角い区画を呈するもの（８）がある。

これらの隆起線上には径の小さい刺突が充填的に加えられている。第１群とした土器の一部は釧路市

興津遺跡Ⅲの沢分類（釧路埋文１９７９）による下田ノ沢Ⅱ式の古手（Ⅲ群６類）の可能性もあるが、今

回は熊木分類（熊木２０００）に依拠して、突瘤文があるもの及びそれと並行関係にある資料を下田ノ沢

Ⅰ式とした。９は非常に細い撚糸を密に巻きつけた絡条体圧痕文が口縁部を複数巡る。隆起線による

四角い区画が垂下し、区画内と多段の絡条体圧痕文の下に刺突列が施されている。細い撚糸の使用や
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図Ⅵ－１ 下田ノ沢式期の遺構
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図Ⅵ－２ 下田ノ沢式土器（１）
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図Ⅵ－３ 下田ノ沢式土器（２）
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隆起線による四角い区画や刺突列から、２・３・５～８に近い段階とみられる。下田ノ沢Ⅰ式の特徴

の一つとして底部の張り出しが知られているが、９の底部はわずかながら外に張り出しており、その

点でも整合的である。

第２群は下田ノ沢Ⅱ式の古い段階と考えられるもの（図Ⅵ－２－１０・Ⅳ－３－１１・１２）である。主

にⅢＨ－１２とⅢＨ－１０から出土した土器のまとまりとトビニタイ式の住居であるⅢＨ－５の覆土中に

混在した資料である。器形的には第１群の土器とあまり変わらない。突起は大小の２種２対をなすも

の（１０・１１）があるが、２対だけのもの（１２）もある。山形の突き出しは第１群より大きい。大きい

方の突起は第１群同様に肥厚するが、第１群の肥厚が瘤状で外側にのみ見られたのに対し、縦位の肥

厚で、突起の外側だけでなく内側にも肥厚する（１０～１２）点が異なる。また、小さい方の突起の頂部

に刺突を加えているものもある（１０）。第１群の土器にみられた特徴の名残と考えられる。１１の小さい

方の突起にも（刺突ではないが）指頭圧とみられる凹みが加えられている。復元土器では口縁の上面

観はいずれも円形（１０～１２）である。口縁に撚りの異なる原体の２本組による矢羽状の縄線を巡らせ

るもの（１０・１１）が現れ、複数の微隆起線が２本組の縄線と一緒に横環する。縄線のみが横環するも

の（１２）もあるが、同様に２本組の施文である。また、使用原体は第１群の縄線より太い。ほか、底

面にも地文を施すもの（１０・１２）や突起下に微隆起線が垂下して区画的にモチーフを構成するもの（１０・

１１）がある。微隆起線の末端や交点および屈曲点には刺突が加えられる。１０では環状に区画された微

隆起線上に刺突が密に加えられている（図版６２）。７～９との共通性から、この充填刺突は古い属性と

捉えられる。

１３・１４は縦位の肥厚があるが、内面側に肥厚がみられないもの。１３は口縁に撚りの細い縄線と刺突

列が各２段巡り、その下を波状の縄線が巡る。１４は３本単位の細い刺突を斜めと縦に加えたもので、

下地は撚りの異なる細い２本の撚糸を巻きつけたものを転がした矢羽状の撚糸文である。１３の刺突文

の横環に着目した際、第１群に近い資料とも考えられたが、１４において複数本組の刺突が加えられ矢

羽状の撚糸文が用いられている点からすると、これらは第２群と次に挙げる第３群との間を埋める段

階かと考えられる。

第３群はⅢＨ－６から出土した土器と諸特徴が共通するもののまとまり（図Ⅵ－３－１５～３０）であ

る。第２群では口径に対して底径が小さいアンバランスな器形の土器が多くみられたが、第３群は口

縁と底部の径差が小さくなり形状が安定して器壁も肉厚になる。口唇断面は内削ぎの丸みを帯びた切

り出し状が多い。また、わずかに上げ底になるものがある（２３・２５・２８・２９）。胴部下半が大きく開き

そこから口縁に向けて垂直に立ち上がる器形（１５・１６・２５・２８）と大きく内傾する器形（２２・２３・２４・

２６・２９）があるが、最大径かそれに近い幅が胴部中央に来るものが多い。頸部は突起部下で大きく屈

曲するもの（１９・２６・３０）とわずかに屈曲するもの（２５・２８）とがある。口縁部の上面観が、やや潰

れたような楕円形を呈するもの（２３～２５・３０ ２６？）がある。大ぶりな突起がある方が短軸である場

合が比較的みられる。口縁部内径で長軸を短軸で割り返した数値は、２５が１．１４、２３が１．１７、３０が１．２１、

２４が１．３１（表Ⅳ－９）、平均１：１．２１の比である。扁平であるのは上半部のみであり、胴部中位から底

部にかけては円形である。

口縁部は、引き続き大小２種２対の突起のもの（２４？・２６・３０）があるが、２対だけのもの（２５・

２８）もある。突起の突き出しは第２群よりも大きくなる。突起については引き続き肥厚するものがあ

るが、その場合、第２群のような内面部の肥厚はなく、上面観は三角形を呈する（１６・１９・２８・３０）

ものが多い。肥厚部に貫通孔を穿つもの（１６・１８・２５・２６・２８）があり、横方向に穿孔した吊耳状の

もの（１５・１９）もある。なお、１５は肥厚がやや弱く完全な三角形ではない。また、突起が欠損したも
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図Ⅵ－４ 下田ノ沢式に伴った石器
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の（２３～２５）があるが、これらはいずれも遺構覆土からの出土土器で、意図的に打ち欠いた可能性も

考えられる。

文様は、２本組あるいは３本組の細い工具による連続的な刺突が大きな特徴として挙げられる。刺

突は突起を起点に斜位と縦位に施したものが多く（１６～１９・２３・２５・２６）、横位の刺突列との組み合わ

せで幾何状のモチーフが連続するもの（２３）もある。地文には非常に細い撚りによる矢羽状の撚糸文

を用いたもの（１８・１９）がある。そのほか原体を斜め方向に回転施文させた横走縄文（２０・２３・２６）

やナデ処理で無文化した土器（２９・３０）もある。
しゅんかる こ たん

２７は撚糸文を底面に施文している。類例は羅臼町のポン春苅古丹川北岸遺跡に多い。

諸属性をみると第３群は第２群より新しい段階の下田ノ沢Ⅱ式と考えられる。また、管見では第１

群・第２群は道東部にまとまった類例があるが、第３群については今のところ出土例が少ない。

・石器（図Ⅵ－４）

石鏃（１～１０・１４～１７）は三角形（１～７）、菱形ないし有茎凸基（８～１０）、先端の側縁が膨らむ

矛形（１４～１７）の３種がある。三角形の石鏃が多く、矛形は少なく、用途別の使い分けがなされてい

たかもしれない。石槍またはナイフ（１１～１３）は菱形ないし有茎凸基が大半。石錐（１８～２２）は剥片

の下端に周縁加工したもの（１８・１９）、全面的に加工したもの（２０）のほかに、石槍片や石鏃を転用し

たもの（２１・２２）がある。ナイフ（２３・２４）は柄があり、刃部側縁が外へ張り出すもの（２４）がある。

スクレイパーはやや縦長の剥片を素材として側縁や下端を刃部とするもの（２５～２７）、四角形ないし円

形を呈し周縁に刃部を作出したもの（２８～４０）の２種がある。後者は下端や側縁の一部が急角度の刃

部を呈するもの（３０～３４・３８～４０）があり、総じて小型である。２７は例外的に大きいが、墓（ⅢＰ－

１４）の副葬品であり、特に用意された可能性がある。剥片石器については大半が黒曜石製。

石斧（４１～４６）は全面を入念に研磨した中小型が多い。たたき石（４７～５１）は扁平礫を素材として

広い平坦面を叩いたもの（４７・４８）と全体的に叩いたもの（４９）、やや厚みのある亜円礫を素材として

使用部がくぼんだもの（５０）と主に下端部を叩いたもの（５１）とがある。すり石は出土数が少ないが、

たたき石の中にすり石の用途を兼ねているもの（５１）がいくらかある。石鋸（５２）は砥石片の側縁を

使用したものである。砥石（５３～５５）は板状素材で広い面を使用したものが多いが、厚みのあるもの

では側面を使用しているもの（５３）もある。礫石器の素材は各時期通じて砂岩、泥岩、粗粒玄武岩が

多く、安山岩は比較的少ないが、大半が遺跡周辺ないし根室半島で採取できるものである。

３．下田ノ沢式期の住居跡（ⅢＨ－１）で検出されたヒグマの焼骨について

ⅢＨ－１の北壁際に焼土ブロック（東西長軸４．３ｍ×南北短軸０．６～１．０ｍ）があり、中から大型の哺

乳類とみられる焼けた動物骨がいくつか検出された。同定結果はヒグマで、判別された部位は軸椎、

中節骨、基節骨である。また、ヒグマ？として、脛骨、四肢骨、寛骨がある（Ⅴ章５節）。焼土ブロッ

クは層厚１０㎝前後であるが、骨が検出された中心部は炭化材や焼けていない他の土の混入がなかった。

住居の壁際で火を焚くことは考えられず、他の場所で焚いた焼土と焼骨を炭等の不純物を除去しなが

ら北壁沿いに盛ったとみられる。住居の石囲い炉（ⅢＨ－１ＨＦ－１）は長軸２ｍ、短軸７７㎝と比較

的規模が大きなもので、石で囲われた中に焼土があった。その焼土中にも焼骨があり、種不明の大型

哺乳網という同定結果が得られている。このことから炉内の焼土とそこで焼いたヒグマの骨とを数次

にわたって北側の壁際に盛っていた可能性が考えられる。

儀礼行為を窺わせるヒグマ焼骨の出土例としては縄文時代晩期の事例がいくつか知られている。北
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見市中ノ島遺跡でＡ号遺構とＫ・Ｌ－６１・６２区において焼けたヒグマの基節骨、中節骨、末節骨、橈

骨、尺骨、四肢骨等が出土した事例（西本１９８９ａ・ｂ）、釧路市幣舞遺跡で焼土域から指趾骨を中心

とした出土例（釧路市埋文１９９４・１９９６・１９９９）、斜里町ピラガ丘遺跡秋山地点ＰＩＴ１９において頬骨、

頭蓋骨片や陰茎骨と思しき焼骨が出土した例（西本１９９０）、そのほか斜里町尾河台地（斜里町教委１９８３）、

同町谷田遺跡（斜里町教委１９８８）などがある。また、釧路市幣舞遺跡では縄文時代晩期緑ヶ岡式期と

考えられる４０号土坑からヒグマ頭骨が出土した例も知られている（釧路埋文１９９６・金子１９９６・石川

２００４ａ）。しかしながら続縄文文化期の遺跡でヒグマ焼骨の確実な事例は極めて少なく、今回、下田ノ

沢式期の住居跡からその焼骨が出土したことはヒグマ儀礼を考える上での貴重な事例になると言える

であろう。

４．擦文文化期の住居跡（ⅢＨ－２・３）で検出された動物遺存体について

ⅢＨ－２の床面からイヌ（Canis lupus familiaris）の可能性がある焼けた基節骨（試料番号１８）が出

土した。犬は縄文時代から続縄文時代初頭、オホーツク文化期、アイヌ文化期の遺跡・遺構では類例

がそれなりにあるが、擦文文化期においては非常に少ない。横山英介（横山１９９０）によれば、松前町

札前遺跡で被熱した左脛骨、左踵骨、尾椎骨が出土。苫前町香川三線遺跡では住居跡（ＡＨ－１１）内
かも え ない

カマド付近より被熱した左上顎骨、臼歯、左上犬歯が出土。そのほか神恵内村観音洞窟から部位・被

熱等が未詳の出土例があるとのことだが、当該期の事例として非常に希少な類例と言える。

また、ⅢＨ－３カマド１の焼土からシカ？の中手骨あるいは中足骨？（試料番号３８ａ）、カマド２か

らヒグマ？の中手骨あるいは中足骨（試料番号５４）が出土した。擦文文化期においてはヒグマ骨の出

土例も非常に少ない。西本豊弘の集成（西本１９８９ａ）によれば豊浦町小幌洞窟Ａ地点、斜里町須藤遺

跡、神恵内村観音洞窟、北見市中ノ島遺跡の４例、その後、苫前町香川６線遺跡での類例が加えられ

ているが、いずれにしても多くはない。具体的には豊浦町小幌洞窟から犬歯の加工品、斜里町須藤遺

跡から四肢骨や頭蓋骨が出土した。神恵内村観音洞窟では擦文文化期の包含層から頭部を欠く四肢骨

が出土したもので、金子浩昌により洞窟以外の場所でのクマ送りが行われた可能性が指摘されている

（金子１９８４）。また、北見市中ノ島遺跡の類例は擦文期の住居跡から１０ｍほど離れた場所で上下顎歯

が出土したもので、頭蓋骨１個が置かれていた可能性が指摘されている（西本１９８９）。他、苫前町香

川６線遺跡では当該期の包含層から末節骨（西本１９８８）、千歳市オサツ２遺跡（道埋文１９９５・１９９６）

では３軒の住居跡ＳＨ－３（床）・４（覆土）・１２（床・炉焼土）からヒグマの四肢骨が出土した。う

ちＳＨ－４と１２は擦文文化前期末の住居跡である。

続縄文時代～擦文文化期を通じてヒグマの出土事例が乏しい状況にあるが、続くアイヌ文化期でも

出土例が少ないことが指摘されている（西本１９８９）。このことから宇田川洋は主体的にクマ送りをす

るようになったのは１９世紀後葉からとの見解（宇田川１９８５）を示し、その後１８世紀以降に修正（宇田

川１９８９）したが、西本豊弘は１８世紀初めの『蝦夷談筆記』（松宮観山１７１０）にクマを飼い１０月に送る

記事があることから、クマ送りは「少なくとも１７世紀後半にはさかのぼる可能性が高い」（西本１９８９）

として、ヒグマ骨の出土例の乏しいことが、必ずしもクマ送りがなされなかった証拠にはならない可

能性を述べた。

このほかⅢＨ－２カマド１の焼土からはカレイ科腹椎、サケ科の歯、ニシン科腹椎等、ⅢＨ－３カ

マド１・２からはニシン科とカレイ科の椎骨等、魚骨も出土している。
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集石名 点数 総重量 平均重量 構成内容 石材

ⅢH―４ HS―１ ２７ ２，２６４g ８３．８g 礫１８ たたき石８ すり石１ 粗粒玄武岩１７ 砂岩９ 泥岩１

ⅢH―５ HS―１ １１１ ７，２０４g ６４．９g 礫１０９ 被熱礫２ 泥岩５４ 砂岩５２ 粗粒玄武岩５

ⅢH―５ HS―２ １６８ １１，５２８g ６８．６g 礫１４８ 台石片？１７ たたき石３ 砂岩１０９ 泥岩４０ 粗粒玄武岩１９

ⅢH―５ HS―３ ２０ ８，２１１g ４１０．６g 礫２０ 砂岩１１ 泥岩４ 粗粒玄武岩４ 安山岩１

ⅢH―９ HS―１ ２３６ １０，８１１g ４５．８g 礫２３６ 砂岩１０５ 粗粒玄武岩１０５ 泥岩２６

ⅢH―９ HS―２ ２０８ １５，７３６g ７５．７g 礫２０２ たたき石４ 被熱礫２ 砂岩１４７ 粗粒玄武岩３１ 泥岩２７ 凝灰岩２ 礫岩１

ⅢH―９ HS―３ １３３ ７，９９９g ６０．１g 礫１３０ 被熱礫３ 粗粒玄武岩１１５ 砂岩１６ 泥岩２

ⅢH―９ HS―４ ５０ ２，５３０g ５０．６g 礫４７ 被熱礫２ たたき石１ 砂岩３８ 泥岩１０ 粗粒玄武岩２

表Ⅵー１ トビニタイ期の集石遺構

５．トビニタイ式期の住居内の集石と集石に含まれるたたき石について

トビニタイ式期と考えられる住居跡では、集石とそこに含まれるたたき石が特徴的である。いずれ

も掌に収まるほどの小礫を利用したもので使用痕が酷似する。ⅢＨ－４ＨＳ－１出土のたたき石は８

点あり、最少８０ｇ、最大１５７ｇ。その平均重量は１０２．５ｇである。ⅢＨ－５ＨＳ－２出土のたたき石は

３点あり、最少１０８ｇ、最大１４０ｇ、平均重量は１２３．３ｇである。ⅢＨ－９ＨＳ－２出土のたたき石は４

点あり、最少１１６ｇ、最大１４２ｇ、平均重量は１２８．５ｇである。トビニタイ式期の住居跡にともなう集石

は、１００ｇ未満の礫を主として構成され、平均的なサイズでまとまる特徴がある（表Ⅵ－１）。

（影浦）

Ⅵ章 総括
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事業に伴う
事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

温根沼２遺跡 集落跡

縄文時代中～後期・
続縄文時代・
擦文文化期・
（トビニタイ式）

竪穴住居跡１６、
土坑墓１、土坑２５、
集石１１、焼土１５、
土器集中１、
フレイク集中１

炭窯跡（近現代）
家畜馬の墓（近現代）

土器（温根沼式、北筒Ⅱ～
Ⅴ式、下田ノ沢式、トビニ
タイ式、擦文）・石器（石
鏃、石槍またはナイフ、石
錐、スクレイパー、楔形石
器、たたき石、砥石ほか）
・礫

トビニタイ式期の住居
跡、下田ノ沢式期の焼
失住居跡と墓、床面に
袋状の付属土坑のある
北筒式期の住居跡、温
根沼式期の住居跡等。

縄文時代早期
竪穴住居跡３、土坑１９、
集石１、焼土３、
土器集中１

縄文土器（東釧路Ⅱ式）・
石器（石鏃、スクレイパー、
彫器、楔形石器、たたき石、
砥石ほか）・礫

東釧路Ⅱ式期の住居跡、
土坑、集石等。

要 約

温根沼２遺跡は、根室市街から南西へ約９㎞、温根沼地区の海岸段丘上（標高１８ｍ前後）から無
名沢に接する低位段丘部（標高４ｍ前後）にかけて広がる。
Ⅲ層から縄文時代前期～擦文文化期の遺構遺物、無遺物のⅣ層（摩周テフラ層）を間に挟んで、
下のⅤ層からは縄文時代早期の遺構遺物を検出した。Ⅲ層の主な遺構としては、トビニタイ式期の
住居跡（ⅢＨ－４・５）、擦文文化期の住居跡（ⅢＨ－２・３）、続縄文時代下田ノ沢式期の住居跡
（ⅢＨ－１・６・１０～１２・１６）、北筒式期の住居跡（ⅢＨ－７・８・１３）、温根沼式期の住居跡（Ⅲ
Ｈ－１５）、下田ノ沢式の土坑墓（ⅢＰ－１４）等が挙げられる。
Ⅴ層では、竪穴住居跡３軒、土坑１９基、集石１か所、焼土３か所、土器集中１か所を検出した。

土器集中は一個体のコッタロ式であったが、Ⅴ層から検出した遺構の多くは東釧路Ⅱ式期と考えら
れる。
遺物は約５５，４００点が出土した。包含層出土より遺構覆土内出土の遺物が多い。遺構内の出土遺物
をみると、石槍またはナイフとスクレイパーが多い例（ⅢＨ－１２）、彫器が多い例（ⅤＨ－２）、た
たき石が多い例（ⅢＰ－１２、ⅤＰ－８）、砥石が多い例（ⅢＨ－１５）など、出土遺物に偏移的な傾
向が窺われるものもいくらか見受けられる。器種別にみると、Ⅲ層の遺構・包含層では小型の円形
スクレイパーが多く、Ⅴ層の遺構・包含層では彫器が多く目につく。Ⅲ層・Ⅴ層を通じてたたき石
と砥石が多い。たたき石には縁辺に両面から粗い剥離を加えたチョッパー状のものが一定数ある。
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